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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

第七条

・総そう長ちよう連合、生徒会の代表者が不在、不明で機能しない場合、生徒達は臨りん時じ生徒総そう会かいを開き、その決定を教きよう導どう院いんの意い志し決定とすることが出来る。

第十二条

・総長連合、生徒会の役員は抗こう争そうの際に他た教導院の近きん似じ位役から相あい対たいを求められた場合、適てき格かく者しやはそれに応える義務がある。
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　白い寝室がある。

　聖せい術じゆつ照明の白い光の下、白いカーテンに囲まれた薄いベッドを並べた治ち療りよう室しつだ。

　ベッドには一人の若者が眠っており、傍かたわらには一人の少女が座っていた。

　少女は両の義ぎ腕わんで、若者の脚あしの治療を行っていた。

　右脚。

　羊よう皮ひ紙しの聖術契けい約やく書しよで張り子のようになった若者の脚あし肌はだに、少女は新しい符ふを貼はり続けている。が、貼ったそばから符はどんどん光となって崩れ落ち、下にある若者の脚肌を見せる。

　そこにあるのは、紫むらさき色いろになり、水を吸ったように浮腫むくんだ肌だ。右脚は左脚の倍ほどの太さを持っており、

「──宗むね茂しげ様、どうしてもっと楽に勝つことを考えないのですか。真まっ向こう勝負ばかりで」

　少女は呟つぶやく。傍ら、〝保健委員医い務む係がかり〟と書かれた木箱から、新しい聖術符ふを取り出しては貼りながら、

「こんなことばかりでは、心配が絶えません。もう夜明けになるというのに……」

　一息。浅く俯うつむいて、

「……御お願ねがいです。早く起きて下さい」

　と、言った瞬しゆん間かんだ。

「御願いされたので起きてますよ、誾ぎんさん」

　いきなりの声にはっとして、少女、誾が振り向けば、宗茂が目を開けている。

　やや充血して、湿しめった瞳ひとみだが、焦点は確かにこちらを見ている。そして、

「心配は絶えましたか？」

　力無ない笑えみで言われ、誾は、頰ほおから顔かお全体に朱しゆの色を遡さかのぼらせ、俯き、

「────」

　左の義腕で宗茂の腫はれた右脚をつかんで絞しぼった。すると、

「あ」

　という声が宗茂の喉のどから漏れて、

「あ──!!」

　宗茂が、陸おかに揚げられた魚のようにのたうつが、誾の左腕とそこに絞られた右脚は動かない。

「あ、いたっ、ちょ、あああああ、かゆっ、あいたあ──！　あれ？　治療？　あれえー？」

　宗茂が寝台をタップするが、誾は息を整えて頰の熱を抑え込む。そして横よこ目めで相あい方かたを見て、

「何か言うことがおありですね？　──ハイ、スタートプリンキピオ」

「し、心配掛けてすいませんっすいませんっ」

「Ｔｅｓテスタメント．、他には？」

「ち、治ち療りようとか、有あり難がとう御ご座ざいますっ」

「──他には？」

「ちょ、ちょっとした茶ちや目めっ気けで恥はじかかせてすいませんっ」

　ええ、と誾ぎんは無表情に頷うなずいた。その上で、

「Ｔｅｓテスタメント．、──他には？」

「あっ、つああっ、そ、そろそろ限界っ、あ、ちょ、変な汗が」

　のたうっていると、誾の背後、カーテンの向こうが騒がしくなった。壁かべ越ごしに足音が幾いくつも走ってきて、ややあってからドアの開く音がして、そして複数の声で、

「副団長！　起きられたでありますか!?」

「あ──！　いっ、くああっ、だ、駄だ目めです誾さん、が、我が慢まんが、我慢の限界があ──」

　ドアが閉じた。

　数秒の後、廊下を遠ざかる足音の群とともに、男女のぶつぶつ言う声が、

「何だよ何だよ、副団長、俺おれ達たち心配してたのに、また激しくお楽しみかよ」

「副団長ったら、いつも誾さんにあんなことさせて……、宗むね茂しげウケなんて不ふ潔けつよね……」

「まあ、人間、誰しも一つは欠点があるって言うしな……」

　誾は、右腕を追加しながら二度三度と頷き、

「つまり、こういうのが世せ間けん一般で言うお楽しみなわけですね」

「いや、誤ご解かいっ、お楽しみって、ええ？　えええ？　ちょ、目、目の前が白く、ぱああって」

「Ｔｅｓ．、出力を上げましょうか？」

　問いかけに、宗茂が動いた。

　彼は息を止めるといきなり体を起こし、座っている誾の体を抱くようにもたれかかり、

「あ、あのっ、言い忘れていたことが」

「Ｔｅｓ．、何でしょう？」

　問われ、宗茂が答えた。

「──ただいま。……って、御ご免めん、言い忘れてました」

「Ｔｅｓ．、──お帰りなさいませ。いつ言うことかと待っておりました」

　誾は笑えみを作ると、宗茂の体を右腕で包むように抱いた。そして左腕を脚あしから離すと、

「死し地ちに行くのは結けつ構こうですが、そこから戻ってこられないのでは私が困ります。他の人達にとって宗茂様の代わりを見つけるのは超ちよう簡単なことですが、私はそうも行きませんので」

　と、誾は宗茂の身を改めて抱く。安あん堵どの息を彼の肩にこぼして、

「胸部よりも脚の治療を集中して行います。この艦かんの持つ治療用聖せい術じゆつの内、他た負傷者用ように用いられないものを総そう動員し、今日の九時までには走れるようにします」

「──外は？」

　Ｔｅｓ．と、誾は言った。そして彼女は、淡たん々たんとした口く調ちようで、

「三み河かわは消しよう滅めつ。三征西班牙トレス・エスパニア三河派は遣けん団だんはK.P.A.Italia三河派遣団と協働し、聖せい連れん代表として当地での実働をとることが決まりました。武蔵むさし側は反乱を考こう慮りよした武蔵王おうによって生徒会と総そう長ちよう連合の大たい半はんの権けん限げんが王の預かりとなり、聖連寄よりの暫ざん定てい議会は消しよう失しつした三河の町の代わりに武蔵を聖連に移い譲じようするつもりです」

「待って下さい」

　宗むね茂しげが顔を上げた。彼は、あのさ、と前置きし、

「……今、三河の町の代わり、って言いましたよね？　武蔵の移譲を」

　じゃあ、と宗茂は言った。

「……P.A.ODAの情報を得たり、更さらには新しん名な古ご屋や城による武ぶ装そう開発などを行っていた中立国としての三河を消滅させた行為責任の所在はどこへ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、今日の午後六時に、アリアダストの姫ホライゾンが、この艦かんの〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟にて分ぶん解かいされます。──先ほど略りやく式しき相そう続ぞく確認をK.P.A.Italiaの連れている神しん道とう宮ぐう司じが行い、嫡ちやく子しとして宣言した上で、本人の許可が出ました」

　一息。

「姫ホライゾンは自動人形ですが、魂たましいの部分に大罪武装ロイズモイ・オプロを同化させています。大罪武装は大量破は壊かい武装であり、武装解かい除じよした極きよく東とうが所有することは違い法ほう。ゆえに、──三河消失の責任と大罪武装の聖連への譲じよう渡とのために姫ホライゾンは自じ害がいするのです」
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　告げた言葉に、宗茂の肩が小さく震える。彼はうつむき、

「K.P.A.Italiaの教皇総長パパ・スコウラはノリノリでしょうね。来てみたら、何もせずに大罪武装が見つかり、その持ち主が引いん責せき自害するに相応ふさわしい状況が生まれてしまったんですから。……更さらには三河の町の代わりとして、武蔵を移譲させることも出来るわけです」

「武蔵住じゆう人にんは、江え戸どの松まつ平だいら別べつ領りようとなっている清しん内ない極東居きよ留りゆう地ちに移い送そうされるそうです。水み戸との松平家を本家にし、聖せい譜ふ記述の再現を保つのだとか」

　成なる程ほど、と宗茂は誾ぎんの肩に額ひたいを乗せて息をついた。

「武蔵が無くなれば、極東は居留地だけとなり、……実質の領りよう土どを失いますね。K.P.A.Italiaはかつての雪せつ辱じよくを果たすわけです」

　Ｔｅｓ．、と誾が頷うなずき、宗茂の背を軽く鋼はがねの手で叩たたく。

「対し、私達三征西班牙の主力部隊は疲ひ弊へいしています。だから──」

　誾は、宗茂の肩に顎あごを乗せた。彼に言うというよりも、彼の背後の空間に対して、

「──無事な宗茂様をK.P.A.Italiaに見せつける必要があります。大罪武装の使用者が三征西班牙にいるならば、K.P.A.Italiaも力に任せた動きはとれませんから」

「……そんなにうちは疲弊しました？」

「Ｔｅｓテスタメント．、相模さがみ方面に出ている三征葡萄牙トレス・ポルトガルの武装商しよう船せん団だんを呼び寄せていますが、到着は午後七時頃になるかと。他国がK.P.A.Italiaへの牽けん制せいとして船を出している可能性もありますが、それを頼りにすることは出来ません」

　そうですか、と宗むね茂しげが頷うなずいた。

「本国は無敵艦隊である〝超祝福艦隊グランデ・フエリシズマ・アルマダ〟の建けん造ぞうでこちらに人を割さくことは出来ませんしね……」

「だから宗茂様が派遣されたのですよ」

「戦うことしか出来ないんですけどね。……あと、誾ぎんさん」

　何でしょう？　と言うと、宗茂が問うてきた。

「武蔵むさしは今、一体どうなってます？」

「Ｔｅｓ．、K.P.A.Italiaの指し揮き下かに入った武蔵先行艦の警けい護ご隊たい約三百名──、昨さく夕ゆうすれ違った本ほん多だ・二ふた代よ様の部隊が、武蔵の各所を警けい備びしており、状況は比較的緩ゆるやかなようです。地ち脈みやくの二次崩ほう壊かいも無いと判断されたため、先さき程ほど、武蔵内における非常態勢の解除が為なされました」

「じゃあとりあえず、武蔵内には表おもて向むき日常が戻ってるわけですね。……だったら武蔵の総そう長ちよう兼けん生徒会長は？　さきほど言っていた権けん限げん預かりの身？」

「Ｔｅｓ．、暫ざん定てい議会と武蔵王おうの決定により、権限を武蔵王ヨシナオ様が預かっております。初めはK.P.A.Italiaがその権限を預かろうとしたのですが、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ出身の王が赦ゆるしませんで」

　成なる程ほど、と宗茂が頷いた。彼は、そうだなあ、ともう一度頷き、

「ヨシナオ王は、──元々はピレネーで三征西班牙トレス・エスパニアとの交渉を手がけつつ、地元の人々のために六護式仏蘭西ともやりあっていた人だそうです。やはり、弱者の味方ですね」

「その地方領りよう主しゆが何故なぜ、武蔵に？」

「昔、三征西班牙と六護式仏蘭西が中立商業都市を造る際、その土地を奪い取ったんです。六護式仏蘭西は聖せい連れんを通じてヨシナオ王をまず武蔵に派遣し、土地の抵てい抗こう勢力を骨抜きにした。幾いく度どか衝しよう突とつがあったとき、父が出たことがあって。──あの王様は、有ゆう事じの際、平和な中立の場を守る能と意志があります。それを六護式仏蘭西も解わかっていたから、武蔵に派遣して……」

「今、それがK.P.A.Italiaの手から武蔵を守ったわけですね。六護式仏蘭西からしてみれば、聖連を通じて派遣させた王が中立を保つことでK.P.A.Italiaを封じたわけです」

　ですが、と誾は言った。抱いていた宗茂の体をゆっくりと起こし、

「宗茂様のお話ですと、ヨシナオ王も武蔵のためにそれ以上動けませんね。場合によっては、また聖連を通じて、武蔵が王の地元以上の目に遭あわされる可能性があるのですから」

「Ｔｅｓ．、厄やつ介かいな状況です。各国のパワーバランスがここに集中してます。私もその一つなんでしょうけど、……誾さん？」

　何でしょう、と誾が言うと、宗茂の体が沈んだ。彼の身は折れるようにして誾の腰にしがみつく。頭を彼女の腿ももに乗せ、頭を薄い下腹につけて、

「三十秒、このままで」

「……忠ただ勝かつ様のことが気に掛かりますか？」

　誾ぎんは問うて、言葉を続けた。

「あの方の死は、あの方が自ら選んだものであり、宗むね茂しげ様が何かを思うことは、あの方の選択を汚すことになります」

　一息。

「忠勝様から〝蜻蛉とんぼ切きり〟を預かっております。二ふた代よ様にお渡しになられるといいかと」

「二代という人は、……私を恨うらむでしょうか」

「それは、解わかりません。が、勝負は受け継がれました、次の本ほん多だに」

　言って、誾は彼の背を押さえるように浅く抱いた。彼には見えぬ、力を抜いた笑えみを顔に作ると、静かにこう言った。

「宗茂様は、心おきなく、お強い部分を他者に見せつけて下さいませ。宗茂様の弱い部分は全て私が引き受けます。ええ、──存ぞん分ぶんにされることを私は望んでおります」
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　日差しの入る長い廊下を、一人の少女が早足に歩いている。

　黒くろ髪かみを揺らして行く、黒と白の制服姿すがた。浅あさ間まという名札を付けた少女が行くのはクラスの表ひよう札さつが掛けられた廊下だ。武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの前側棟とう二階、彼女はそこを行きながら、

「まだ、八時よりかなり前ですし、誰も来てないでしょうね……」

　と、三年梅うめ組ぐみへ向かう廊下の先、そこにある自分のクラスの戸を浅間は二色の瞳ひとみで見つめる。

　……朝にようやく武蔵内の非常態勢が解かれましたが、さてどうしたものでしょうか……。

　昨夜、いろいろあったため、自分が結局寝ねたのは朝だった。

　大きな騒ぎは無かった。三み河かわ消しよう失しつの事実が確認された後、暫ざん定てい議会の者達が行き交いはしたものの、一般市民は家にいることを警けい護ご隊たいから指示されていたからだ。

　だが、自分の家である浅間神じん社じやは、三河消失によって消え去った三河側がわ神社の権けん限げんを代行する確認や、更さらには警護隊側からの要よう請せいにより、流りゆう体たいの不ふ協和による怪かい異いに備える必要があった。それゆえに、浅間神社の跡あと取とりである己も諸しよ処しよに駆り出され、

　……まあ、昨夜は境けい内だいの夜よる番ばん入れてましたから、ある程度は覚かく悟ごしてましたが。

　周囲に緊きん張ちようがあり、何が起きるか解わからない状態が続けば、当然のように気き疲づかれする。

　しかし、武蔵は各かく艦かんの区切りがあり、横よこ町ちようごとに夜は番が立って門も閉じる為ため、情報の行き来はあっても実際の人の行き来が少ない。起きた事件といえば、不用意な外出を行った者達への対応くらいだった。

　通つう神しん回線が重いため、ときたま、直接通神の役を負った走狗マウスや走徒が道路や空を行き来するのが見えた。小さな影がいきなり通るのでびっくりするが、三度ほど、迷まい子ごになって泣いてるのが警護隊によって連れて来られ、その手配をした。

　そして武蔵内の非常態勢が解除された未明に、聖せい連れんの代表と暫定議会側が深夜から行った会議の判断として、ホライゾンの自じ害がいと武蔵の移い譲じようが決まったということを聞いた。

　だが、武蔵の中に大きな動きはない。否、実際は、

「大きな動きなんて、とれないですよね……」

　武蔵は三河の君くん主しゆ、元もと信のぶ公こうの所有物だが、その君主が三河消失を行った。そして武蔵は武装も何も解除されている。あるとしたら、風ふう防ぼう用の重力制せい御ぎよを用いた対たい砲ほう撃げき重力障しよう壁へきだが、これもピンポイントのカバーしか出来ず、攻撃への転てん用ようは難しい。つまり、

　……何かをしようにも、動こうにも、明確な頼れる力がありませんから……。

　更には、今は聖連の、それも旧派カトリツクの首しゆ長ちよう国こくであるK.P.A.Italiaと、最大規き模ぼの戦力を持つ三征西班牙トレス・エスパニアが近くにいる。この状態で不用意に動けば、武蔵の存在自じ体たいに関わりかねない。

　その上で、駄だ目め押おしをするように、三河消失の映像や被ひ災さい地ちの状況などが、K.P.A.Italiaの放送委員によって放送されていた。消しよう滅めつした三河の跡や、湾に崩れ落ちていく町や、まだ無事な郊外の町から避ひ難なんする人々の映像。更さらには負傷した戦せん士し団だんの画像やインタビューなども流れており、事態の深しん刻こく性を強調していた。

　実際、教きよう導どう院いんに来る途中、南の空、三み河かわのあった方角には、天に時とき折おり昇る赤の流りゆう体たい光こうが見えた。乱れた地ち脈みやくが、己おのれの中にある淀よどみを抵抗の低い空に鼓こ動どうとして放出しているのだろう。

　そんな現状において、暫ざん定てい議会の判断に対して人々がつぶやくのは、抵抗よりも、

　……これじゃあ仕方ない、ですよね……。

　暫定議会は三河の避ひ難なん民みんに対し、居住区画の交換素そ材ざいを内部に仕込んだ輸ゆ送そう艦かんを仮か説せつ住宅地として用いることを決定した。武蔵むさしと連れん結けつして生活用の術じゆつ式しき保護などを与える手て筈はずだ。

　だからここに来る途中、空には輸送艦が幾いくつも三河郊こう外がいへと向かっていくのが見えた。だが町に人々の姿は少なく、町中を見回る警けい護ご隊たいの姿が目立つ。いつもと違う光景。そんな状態こそが穢けがれとして怪かい異いを生みやすいのにと、自分はそんなことを思い、

「────」

　教室の前でふと足を止めた。そして一応、袂たもとから出した手て鏡かがみで顔と髪かみを確認。

　朝方に寝たが、一応、符ふによる圧あつ縮しゆく睡すい眠みんで六時間分は睡眠時間を確保した。

　……それでも朝の御祓みそぎで眠ってハナミに起こされましたけどー……。

　やはり社やしろの泉に出雲いずも製の神しん奏そう術じゆつ湯沸かし器〝湯ATARISHOCK〟をつけたのがいけない。父はどうも新しいもの好き過ぎる。九きゆう州しゆうの社ではアフリカ系けい住民である草の種族がこちらの疲労を取ってくれると言うが、その方がいいんだろうか。それとも動物好き過ぎるだろうか。

「ま、まあそれはそれとして」

　どうしたものか。神じん社じや関係、特に各国側がわに存在する神社との連絡は父が行っているし、出雲と白しら砂さご代だい座ざが主導する神社系けい通つう神しん帯たいのコミュニティサイトの内、武蔵側のものは外部からの書き込み規制がなされている。よってこちらは質問攻ぜめにあうこともなく、現場の情報を定期的に送っていくだけだ。規制が解かい除じよされたら大騒ぎになりそうだが、今そうなるよりいい。

　おそらく、皆も、似たような状況になっているだろう。

　……どうでしょうか。

　手鏡をしまい、戸に手を掛ける。多分、一番乗りだ。不安なのかな、と少し思う。

　だが、やってくる皆は、先に来ている姿を見て安心するだろう。だから、

「──さて」

　戸を開けた。そして見たのは、

「トーリ君!?」

　斜めの浅い日差しが入る教室内。窓まど際ぎわの一番後ろの席に、トーリが突つっ伏ぷしている。

　彼は動かない。ただじっと、机に倒れ込むように上半身を伏したままだ。

　はっとして一歩を踏み込んだ自分は、次の瞬しゆん間かん、声を聞いた。

「番ばん屋やで説せつ教きよう食くらってたんだ。僕達先さきに帰されたんだけど、葵あおい君は居い残のこりでね」

　ネシンバラの声だと、そう思って振り向けば、

「皆……」

　クラスの中、彼を始めとして、幾いくらかの影がある。

　そして、ネシンバラが、表示枠サインフレームを前に操作や指示を送る手を止め、顔をこちらに向けた。眼鏡めがねの向こう、寝ね不足は明らかで、しかし力を失っていない眉まゆと瞳ひとみがこちらを見る。

「ようこそ、権けん限げんを奪われた生徒会と総そう長ちよう連合の場へ。──皆もすぐにやってくるって」

　声が、静かに響ひびいた。

「酒さか井い学長は下の関せき所しよで聴ちよう取しゆ受けて足止めだけど、戻ってくるまでにいろいろ皆で決めておこうよ。──ホライゾン・アリアダストと武蔵むさしに対して、僕達がどうしたいのか、を」
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　山の中、谷の半なかばに、大きめの木造テラスを持った建物がある。

〝三み河かわ山上東門関所〟という表ひよう札さつを持つのは、三河と武蔵を結ぶ関所だ。

　今、貨物を管理する山側の広場には、貨車や荷車が幾つも停まっている。

　だが、それらの貨車は停まったまま、荷物類るいを動かす気け配はいがない。関所の搬はん送そう用よう倉庫から荷物が運び出されることもない。荷物の持ち主達は、近くの者達と集まり、地面に座って話し込んだり携帯社しや務むを用いた対戦ゲームを行っている。

　時とき折おり、管理所の呼び声に従って、貨車や荷物の運び主が管理所へ行くだけだ。

　そんな人々の緩やかな動きを、テラスの上から見る視線が二つあった。

　酒井と、自動人形〝武蔵〟の視線だ。

　酒井は番ばん傘がさ型パラソルのついたテーブルセットの椅い子すを傾けつつ、横に立つ〝武蔵〟のサーブする茶を飲んでいた。しかし彼は一息ついて、テラスの手すりから下を見ると、

「〝武蔵〟さん、俺、間違いなく今、軟なん禁きんされてるよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、酒井様、昨日きのう、〝飲んだらソッコで戻るから〟と言いつつ、夜までズルズル遊んでいるからだと判断出来ます。だから厳げん戒かい態勢が敷かれる前に私の元に戻れず、こんなところでK.P.A.Italiaにとっつかまって、聴ちよう取しゆまで食らうのです。──以上」

　だってさあ、と酒井は湯飲みを〝武蔵〟に出す。

「逃げるの簡単だったけど、郊外の人達を避ひ難なんさせなきゃ駄だ目めじゃない？　俺のこと知ってる人も多かったしさ、山上側がわに避難させてたら時間食っちゃって」

　酒井は差し出した湯飲みを見るが、〝武蔵〟が茶を注そそぐ気け配はいはない。酒井は首を傾かしげ、

「怒ってる？　でも俺、昔の仲間に会ったりしたけどさ、関かん与よしてないし、そこらへん、聴取の際にも術じゆつ式しきで噓うそ言ってないって証明したし。つまり、……俺、悪いことしてないよ？」

〝武蔵〟は一いつ瞬しゆん、空を見た。その後に右を向き、右手を挙げる。そして視線の先にシンプルな鳥とり居い型の表示枠を出すと、彼女はリストアップされた項目を映していく。

「〝悪いことしてない〟、ですか。ええ、酒さか井い様の御ご住居は奥おく多た摩ま表ひよう層そう部ぶですが、掃除、洗せん濯たく、食事、雑ざつ務むなど、全部奥多摩艦かん長ちよう〝奥多摩〟任せですね。脱いだら脱ぎっぱなし、本は読んだら読みっぱなし、グリーンピースは食えないわ風ふ呂ろの明かりはつけっぱなしだわ小こ遣づかいを奥多摩にせびるわ右足中なか指ゆび巻き爪づめだわで最悪だと判断出来ます。更さらには業務も多くは〝奥多摩〟に代だい筆ひつさせているそうで。酒井様、大人おとなって言葉を知ってますか？　──以上」

「だってタマ子が何でも出来るからさあ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、〝奥多摩〟はアリアダスト教きよう導どう院いんの管かん轄かつでもありますので処しよ理り能力が特に高めです。が、酒井様の無む茶ちやでときたま奥多摩の艦かん挙きよ動どうに支し障しようが起きているのを私達がフォローしております。先日は何ですか、ヒーロー特とく撮さつ〝南なん朝ちよう崇すう拝はいマサシゲ〟の黒くろ盤ばんセットを積み崩すために代理で観みさせて要約を聞くなどと、私も共通記き憶おくで観ましたが中ちゆう盤ばん以降はどれも上手うまく行きそうになると仲間に足引っ張られるという似た展開ばかりじゃないですか。──以上」

「新作の〝怒ど張ちよう解決ドウキョウ〟もあるんだけど、代わりに観せたら殺されそうだなあ、俺」

「いえ、自動人形は人に仕えますので殺しはしません。他の方法をとるだけです。──以上」

　ハイハイ、と酒井は頷うなずいた。

「ホント、下にいた鹿か角づのと会わせてやりたいよな。管理系けいの自動人形はどいつもこいつもキツい性格ばかりで」

「管理系自動人形は同どう胞ほうに対しても公平さを要求されますので、暫ざん定てい感情のシステムが言げん動どうと直結しておりませんから、──以上」

「……あれ？　直結してないってことは、暫定感情とは別に言動しているってこと？」

　問われ、〝武蔵むさし〟は無表情に酒井を見た。

「公おおやけと私は別ですが、それが何か？　──以上」

「うん、つまり、隠かくしてる私の方で、俺のこと高こう評価だったりする？」

　問うた先、〝武蔵〟は酒井の言葉にうんうんと二度頷き、天を見た。

　その上で彼女は新しい表示枠サインフレームを出し、幾いくつかの操作をし、

「申し訳御ご座ざいません。公こう務む中ですが今、仲間達に愚ぐ痴ちってしまいました。秒間１１２ＧＢクラスの勢いですので情報量としては下か流りゆうです、御ご安心を。──以上」

「あっれ何でそこで俺は距離とられるかねえ」

〝武蔵〟は、酒井の問いかけを無視して南の空を見る。山陰の向こうからは、時とき折おり、空に向かって赤い光が走っている。それは陽光に目立つものではないが、

「──地ち脈みやく光こうですね」
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〝武蔵〟は、見える光について、知識を述べる。

「地ち殻かく破壊によって地中の地脈経けい路ろが断たれましたが、代わりに海が流れ込んで経路が回復しつつあるのだと判断出来ます。地ち脈みやくの乱れで数年は妖よう物ぶつや怪かい異い、変へん異いした水すい棲せい生物が現れると予測されますが、地脈整せい調ちようを続ければよい漁ぎよ場じようになると判断出来ます。──以上」

「今の世だと整調作業が始まるのはいつになるかねえ。……そっちは昨夜、どうだったの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵むさし〟が頷うなずいた。彼女は三み河かわの方から視線を外すと、テーブルセットの番ばん傘がさの開きを一度確かく認にんした。留とめ金がねを上げ直し、傾きを日差しに合わせ、

「──昨夜は、三河消しよう失しつの際、地脈を通じて多量のノイズが走りました。私どもは予測もあったので外部からの流りゆう体たい供給をシャットして避けましたが、それでも──」

　わずかに〝武蔵〟は考えた。

「人の表現ですと〝身が剝はがされる〟というものが妥だ当とうでしょうか。地中を主とした地脈の経路ゆえか、山側への凄すさまじいノイズでした。──以上」

「地脈のノイズとは、自動人形も大変だよなあ……」

「Ｊｕｄ．、自動人形もいろいろ大変です。それで酒さか井い様、自動人形繫つながりなのですが」

　と言った彼女は、視線だけで酒井を見た。そして不意に、

「ホライゾン様のことをお聞きしたくあります。──以上」

「……また、避けてる話題をいきなり振るねえ」

「Ｊｕｄ．、嫡ちやく子し相そう続ぞくによって私どもの所有者になられている方ですので。……まあそれも自じ害がいをしてしまえば私どもの所有権けんも聖せい連れんに行ってしまうのですが。──以上」

「どうしたもんかねえ。……どうやら〝武蔵〟さん、〝三河〟さんになっちゃうんだって？」

「移い譲じようされれば従うしかありません。そちらは江え戸ど松まつ平だいら領りように武蔵市し民みん十万人弱じやくを全員引き連れて引っ越しですね。酒井様は江戸領を担当していたことがあった筈はずですが──」

「ここに来る前にね。でも江戸領、全く整備されてないんだけどね。俺もあの頃、やる気無くて山の方の遺い跡せき見に行って遊んでただけだし。今から引っ越しだと面めん倒どうだろうなあ、あれ」

　言うと、〝武蔵〟が表現としての吐と息いきをした。はあ、と声までつけて、

「……ホライゾン様を、救いたいとは思わないのですか？　──以上」

　その問いに、酒井は頰ほお杖づえを深くついた。うーん、と一度唸うなってから、

「俺は信のぶ康やす公こうの自じ害がいを止められなかった男だよ？　それに学生じゃないから動く権けん限げんもない」

「Ｊｕｄ．そんなことは知っております。が、止めようと思わなかったとは聞いておりませんし、酒井様が学生達をどのように指導してきたかは、大体解わかっているつもりです。──以上」

「〝大体〟ねえ……」

　じゃあ、と酒井は言った。

「うちの連れん中ちゆう、大体、こういうときどうすると推すい測そく出来るかねえ……？」

「それは──」

　と〝武蔵〟が、そこまで言ったときだ。テラスに上がってくるドアが開き、一つの影が現れた。

　影は、侍じ女じよ服ふくをまとった自動人形だった。短い髪かみの彼女は一礼し、

「〝品しな川がわ〟参さん上じようしました。──酒さか井い様の調ちよう書しよ確認と保ほ釈しやく手続きなど行いました。〝武蔵むさし〟様の多種証しよう書しよなども作業終えております。──以上」
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　頭を上げ、二人に対して待たい機き姿勢をとった〝品川〟に、酒井が顔を上げた。彼は、一いつ瞬しゆんだけ〝武蔵〟と視線を合わせ、今さっきの話題を断ち切る頷うなずきを交わし合う。そして、

「〝品川〟、つまり、帰れるってこと？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷いた〝品川〟に、酒井は口くち笛ぶえを一つ吹く。〝品川〟は、口を開き、

「現在、聖せい連れんによって行われております昨日きのうの搬はん入にゆう貨物の検けん分ぶんも聖連側がわ自動人形と〝浅あさ草くさ〟が比ひ較かく照しよう合ごうを行っておりますので昼には終わると判断出来ます。──先夜、東あずま様を迎え入れたのが幸いしました。用意のために前ぜん寄き港こう地ちで聖連が貨物や内部の治ち安あん確認を行いましたので。武蔵側がわに今回の件における関かん与よが無いことは早くから証明出来ております。──以上」

「聖連もたまには役に立つね。……で、あのさ〝品川〟、俺が昨夜、避ひ難なんさせた──」

　Ｊｕｄ．、と〝品川〟が頷いた。彼女は麓ふもとの方に一度視線を向け、

「武蔵に付ふ随ずいしている補ほ助じよ輸ゆ送そう艦かんの内ない装そうを居きよ住じゆう区くに換かん装そうし、仮か設せつ都市として出しております。居住区構こう成せい用ようの予備パッケージを搭とう載さいしていた艦でしたので、それらから必要分ぶん以外は除いて、使用しました。避難者千百十一名、全員収しゆう容よう可能です。──以上」

〝品川〟がそう言って、口を噤つぐんだ。そして〝武蔵〟も何も言わない。

　二人は、何か言う代わりに、じっと酒井を見る。

　双そうの視線を受けた酒井は、〝品川〟と〝武蔵〟を交互に見て、しばらくしてから、

「あ、〝品川〟、上出来。ありがとね」

「Ｊｕｄ．、有あり難がとう御ご座ざいます、酒井様」

「Ｊｕｄ．、よく気づきましたね、酒井様」

「……この二人の温度差さは一体何なんだ？」

　しかし酒井が軽く伸びをし、テラスの下、広場を見て、

「じゃ、帰るか。〝武蔵〟と〝品川〟の業務もあるし、俺もとりあえず布ふ団とんで──」

　そこまで言ったときだった。

　テラスに上がってくるドアの方。〝品川〟の立つそばから、いきなり声が響ひびいた。

「──もうお帰りか。挨あい拶さつをしたかったものだが」

　低く、反はん響きようするように響ひびく声。〝品川〟が、はっとして振り向いた先にいるのは、

「魔ま神じん族……!?」

　左さ様よう、と身長三メートルを超える赤い巨きよ軀くが告げた。彼は頭部のホーンを揺らしながら、

「K.P.A.Italia所属。元パドヴァ教きよう導どう院いん学長、Heliocentrism地動説のガリレオだ」

　告げられる言葉。だが、それだけが全てではなかった。

　魔ま神じんの声に重なるようにして、更さらなる声が聞こえたのだ。そして新しく響ひびく低音は、

「来ているのはこの異い端たんの王だけではないぞ」

　と、ガリレオの陰から、湧わき出るように白の長ちよう衣いが現れた。

　黒の蓬ほう髪はつをなびかせる男の名を、酒さか井いが口にした。

「……教皇総長パパ・スコウラインノケンティウス」

「──久しぶりだなあ、酒井・忠ただ次つぐ」

　言葉を言う途中で、インノケンティウスが口を笑えみの形にしていく。そして彼は、歯を見せる表情で、しかし眉まゆを立ててこう言った。

「今度は私の方が上になったと、そういうわけだなあ、おい」
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　青の空の下、木造のテラスの上で、五つの影が相あい対たいした。

　距離十メートル。その隔へだたりをおいて向かい合う内、三つの内訳は、二人の自動人形を前に置く酒井で、残る二つの内訳は、巨きよ軀くの魔神族ぞくを横に置いた教皇総長インノケンティウスだ。

　インノケンティウスが、両のポケットに手を突っ込んで言う。

「この異い端たんの王が三み河かわの状態を見に行きたいというのでなあ、実じつ地ち確認でついてきて良かったよ。まさか、ここで貴き様さまが足止めされているとは思わなかったからなあ。──護ご衛えいも下だ。ちょっと軽い同窓会と行こうじゃないか、なあ？」

　彼の歯を見せた表情の物言いに、〝武蔵むさし〟が酒井の肩を一つ叩たたいた。

　酒井が〝武蔵〟を見ると、彼女は一つ頷うなずき、

「さあ、早く謝るのです。──以上」

「おいおい流石さすがにＪｕｄジヤツジ．とか言えないねそれ。理由を聞こうよ理由を」

　酒井の台詞せりふに、インノケンティウスが苦く笑しようを放った。

「まあ、総そう長ちよう時代のそいつに、K.P.A.Italiaはコケにされたことがあってなあ」

　Ｊｕｄ．、と〝武蔵〟が酒井の肩をもう一度叩くが、その手を酒井は払って無視する。

　ただ、彼は一息をつくと、

「教皇、お前、何年総長やってんだよ、少しは古いこと忘れといたら？」

「それより、酒井様、〝武蔵〟様以外の各かく艦かん長ちようである私どもは、十年前の大だい改装で武蔵に組み込まれたために昔の事情を知らないのですが、……一体、何をされたのですか？　──以上」

〝品しな川がわ〟の問いかけに応じるように、酒井は、インノケンティウスの顔を見み据すえた。やれやれ、という吐と息いき付つきで、

「まあ、簡単に言うと、二十年とちょっと前かな。そこの馬ば鹿か教きよう皇こうが、武蔵むさしへの大々的な旧派カトリツク進出を目もく論ろんだわけだよ。そんな伝でん導どうの歴史再さい現げんなんざ、五十年前に早そう期き再現された島しま原ばらの乱らんと、それによって繰り上げ再現された禁きん教きよう令れいで終了してるってのにねえ」

「それは、極きよく東とう側の意見だなあ」

　インノケンティウスが、ゆっくりと口を開く。

「聖せい譜ふ記述に拠よれば、島しま原ばらの乱らんは、今から約十年前、一六三七年に起きるものだろうが。……その四十年も前に歴れき史し再現を行うなど、旧派カトリツクの極東での活動が成されていない内に旧派を排除しようとする行いだ。──何しろ、それによって、まだ起きてなかった禁きん教きよう令れいまで起きたことにされたからなあ」

　一息。

「松まつ平だいら家けが出す禁教令は一六一四年。──それが繰り上げ再現で十五年は早まった。だから早すぎた分、失われたものを補ほ塡てんしようとして動いたものに、……貴き様さまが介かい入にゆうした」

　対する酒さか井いは、インノケンティウスの言葉に頷うなずいた。そして彼は、また肩を叩たたいてくる〝武蔵むさし〟の手を払って、逆に彼女に視線を向けた。

「〝武蔵〟さん、……解わかるだろ？　あいつ、ギャグ通じないタイプなんだよね」

「良かったですね。あれ、二十数年越ごしのストーカーですよ。──以上」

　その〝武蔵〟の言葉に、インノケンティウスの横、ガリレオが肩を震わせた。

　苦く笑しよう、という動きで、ガリレオは肩をすくめた。

「面白いな、元少年。私も当時、現役だったらいい思い出を作れたろうに」

「ガリレオ、──これからその思い出を作れるようにしてやった恩おんを忘れるなよ」

　ああ、とガリレオが答えた。

「このガリレオ、まさか学長位いを返上し、生徒となるとはな。まあ、K.P.A.Italia総そう長ちよう連合副ふく長ちようの身分は、末まつ世せの研究に役に立つ。元教え子の下につく経験も初めてであるし、長生きはしてみるものだ」

「こちらもまさか師が配はい下かになるとはな。ときたま、昔を思い出して教きよう皇こうの身でありながら頭を下げそうになる」

　ははは、と男二人が笑うのに対し、酒井が動く。彼は〝武蔵〟の肩を叩き、顔を覗のぞき込み、

「……あの二人、笑ってるけど、お前さん、面白いと思うか？　今の会話」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──トーリ様だったら乱入してますね、今の。──以上」

「権けん限げん奪われた武蔵総長の〝不可能男インポツシブル〟が何だって？」

　インノケンティウスが、ポケットから出した手で、鼻の頭を搔かいた。

「──酒井、今の極東は、どうなんだ？」

「どう、とは？」

　問いかけに、教皇は、こう答えた。

「──あのときの決着をくれるのか、ってことだよ」

　いいかあ？　とインノケンティウスは言って、身を一度折おった。

　そして、酒井をのぞき込むようにして、

「あのときなあ、俺達が三日三晩を超える戦せん闘とうを行っている間に、聖せい連れんに乗り込んだ貴き様さまの友人──、榊さかき原ばらだったか、あのあたりの活動によって、改派プロテスタントや英イギ国リス、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズまでもが極きよく東とうを支持し、島しま原ばらと禁きん教きよう令れいの歴史再さい現げんが確定された」

　Ｔｅｓテスタメント．と、ガリレオが口を開く。

「いい方法だった。校こう則そく法ほうによる総そう長ちよう同士の相あい対たいによる抗こう争そうで決着をつけると見せかけ、聖連に働きかけることで各国に歴史再現を認めさせた。総長が囮おとりになるとは見事だ元もと少年。そして、それによってK.P.A.Italiaは武蔵むさしや極東に大だい規模な進出を行うことが出来なくなり──」

「旧派カトリツクは基盤を広げることが出来ず、改派や経済勃ぼつ興こうした他国に商業ルートを奪われ、そして食われたよ」

　インノケンティウスが、鼻の頭を搔かいていた手を下ろす。はは、と小さく笑い、

「あと十五年、それだけの年月の活動が出来ていれば、──極東や、それを通じた他国に旧派の基盤を作れたのは解わかっている。予測算さん出しゆつした上での動きだったからな。聖せい譜ふ記述の早そう期き再現は一方的な有利不ふ利りを生むことからも、正義はこちらにあった。だから、失われた十五年分ぶんを得ることが出来れば、K.P.A.Italiaの没ぼつ落らくを──」

　一息。

「少なくとも、この末まつ世せまで起きなくさせることが出来たんだよなあ」

　は、と彼はもう一度笑った。

「なあ」

　息を吸い、教きよう皇こうは顔を上げる。

「K.P.A.Italiaは、極東の戦せん略りやくに負けた。それは解る。だが、K.P.A.Italiaと極東の勝負は、まだ終わっていないよなあ？」

　いいか。

「──今度は、K.P.A.Italiaが極東を戦略で負かす」

　インノケンティウスは、顎あごを引き、上うわ目め遣づかいに酒井を見た。

「──武蔵の総長は歴代無む能のう。だからあのときは、三み河かわの総長だった貴き様さまが出てきて俺達と勝負を行ったわけだ。あれ以後、各地の極東居きよ留りゆう地ちの総長連合も聖連によって弱体化が進められているが……」

「それが〝戦略〟かい？　二十年越しの」

「ここで大罪武装ロイズモイ・オプロが手に入ることは計算外だったがなあ。……戦せん国ごくの習わしでは、主しゆ君くんの自じ害がいによる代だい償しようは必然のこと。三河という拠きよ点てんと、その生産力を失わせた代償は、主君の命と、武蔵によって払ってもらう。何しろこちらも今後は末世を考こう慮りよしつつ、創そう世せい計画を謳うたうP.A.ODAなどと向かい合う必要がある。だから大罪武装を手に入れたら……」

　インノケンティウスが、〝武蔵〟を見た。

「K.P.A.Italiaは、極東から武蔵を聖連に移い譲じようさせ、三河の代だい理り都市とするつもりだ。そしてそこに大罪武装ロイズモイ・オプロを置き、──P.A.ODAへの最前線せんとする」

　言うなり、〝品しな川がわ〟が動いた。

「そのようなことが──」

　抗こう議ぎするように、彼女は一歩を前に踏んだ。

　瞬しゆん間かん。インノケンティウスと、ガリレオの姿が消えた。
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　酒さか井いは、目の前で発生した異常に気づくまで、わずかな時間を必要とした。

　何が起きたかは解わかる。だが、何故なぜ起きたかが解らず、それが反応までのタイムラグとなり、

「──!?」

　気付けば、背後に何かがいる。その正体は、

　……移動術で回り込まれた!?

　思ったなり、こちらは〝武蔵むさし〟と〝品川〟の腰を抱き、前に跳んだ。

「酒井様!?　──以上」

　〝武蔵〟の声に構うことはない。数メートルを前に行き、左に〝品川〟を、右に〝武蔵〟を突き飛ばして振り返った。

　……今のは──。

　解らない。解らないが、背後に気け配はいが来たのは確かなことだ。

　そして相手を確かめるために、今まで自分がいた位置へと視線を飛ばすが、しかし、

「……!?」

　いない。背後に突とつ然ぜん来た気配からするに、インノケンティウスとガリレオがそこに立っている筈はずだが、視し界かいの中には自分達がいたテーブルセットと、無人のテラスがあるだけだ。

　……ならばどこ行った……？

　思ったと同時。

「どうした元少年」

　更さらなる背後からの声に、己は振り向いた。

　すると、後ろを見た視線の先に、教きよう皇こう総そう長ちようとガリレオが立っていた。

　階段前の元の位置。二人の姿勢も、位置関係も先ほどと全て同じもの。

　一いつ瞬しゆん消えてから、ただそこに再び現れたように見える。

　しかしこちら側、右横にいる〝武蔵〟が眉まゆをひそめ、言葉を作る。

「移動は確かに行われました。ただ、防ぼう衛えい態勢に移行していなかったため、補ほ捉そく出来ませんでしたが。──以上」

「まあ、よく解らないだろうな。自動人形君くん」

　ガリレオが、一息を入れた。

「──異い端たんの術じゆつ式しきの一つだよ」

　言ったガリレオの背を、インノケンティウスが軽く肘ひじで突いた。彼は苦く笑しようとともに、

「あまり私の見えるところでやらんでくれんかなあ」

「だから君の背後にいるだろう、元もと教え子」

　はは、とガリレオが小さく笑った。彼はこちらを見て、

「元少年。次に会うときは、──君が学長位いではなくなるときかもしれない」

「だったらホっとするね。左さ遷せんに三み河かわ消しよう失しつと、気き苦労ばかりだからね」

「そういうことに気苦労する人物だとは、元教え子から聞いていないぞ？」

　ガリレオが、インノケンティウスの肩を叩たたく。

「私は聞いている。──あの男は、自分が動くときは既すでに仲間達を動かしている。そして、自分が動かないときは──」

　聞いた。

「──仲間達が勝かつ手てに動いているのだと」

「だろうね。俺よりも仲間の方が優秀でさ」

「ならば、今はどうなのだ？　元少年。君の教え子達は、君が動けないとき、どうする？」

　一息。

「私は聞いていない。──君が、ただ何もせずにいた人間だとは」

　インノケンティウスがガリレオの言葉に頷うなずくように、背を向けた。

　二人はテラスから降りるドアに向け、歩き出した。

　そして二つの影が開けたドアの向こうに消えようとするとき、インノケンティウスの声が、こう告げた。

「何にせよ、どうあろうとも、如何いかなことが起きようとも、──K.P.A.Italiaは失われたものを取り戻す。領りよう土どを栄光として、金を名めい誉よとして、命を誇りとして、信しん奏そうを希望として、だ」

「今ある、……命を一つ失わせても、か？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と声が聞こえた。

「俺達の戦った結果として、K.P.A.Italiaの没ぼつ落らくと旧派カトリツクの失しつ墜ついがあり、そして今の流れがあるのだということを忘れるなよ？　運命の大いなる流れにおいては、俺達の失った十五年も、極きよく東とうの行く末も、──一人の少女の選択すら等とう価かだ」

　ドアが閉じていき、そして、

「──今の流れを否定しないでくれよ？　それは、あのときの戦いを否定することになるのだからなあ……、おい」
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　日の入る教室がある。

　まだ低い東の陽光は、教室を浅く差し、中にいる生徒達の姿を横から照らしている。

　教室の机はほとんど埋まっていた。

　だが、彼らはじっとしていたわけではなく、静かにしていたわけでもない。

　今、立ち上がって、皆に言葉を送っている者がいる。シロジロの横席のハイディだ。

　彼女は、表示枠サインフレームを幾いくつも並べつつ、笑顔で辺りを見回し、

「欠席は、ミリアムにミトにマサ、それにセージュンと東あずま君ね」

　あと、と言ってハイディは窓まど際ぎわの一番後ろの席を見る。

　そこにトーリの姿があるが、起きてはいない。机に突つっ伏ぷし、動かない。

　彼を見ていた浅あさ間まが、ハナミを呼び出して表示枠に文字を書く。

『昨夜ので番ばん屋やに引き取られて、そこから朝あさ一番に来てたみたいです』

　応じるように、ノリキ、ウルキアガ、ネシンバラが頷うなずく。ネシンバラは表示枠を出して、

『僕らすぐに出られたけど、葵あおい君は、……それまでの余よ罪ざいが多くて説せつ教きよう入られてさあ』

　その書き込みに、皆が俯うつむく。それぞれが表示枠を走狗マウスや己おのれで呼び出し、

『確かに街がい灯とうとか木とか無意味によく昇って御ご座ざるな』

『たまに住居ブロックのタイトな隙すき間まにはまって抜けなくなってたりするしねえ』

『自分の知る限り、猫ねこに餌え付づけまくって多た摩ま表ひよう層そう十一番横よこ町ちようを猫世界にしてたような……』

『……皆どうしてフォローする方に行かないかな？』

　というハイディの書き込みに、皆が手を左右に振ってみせる。

　対するハイディも、まあ仕方ないかなー、と口の動きだけで言い、一息。

『トーリ君はちょっと動けないから、皆でいろいろ考えようか。──ほら、エリマキ』

　とハイディは、皆を見渡しながら、シロジロの方に手を伸ばし、白びやつ狐こを呼ぶ。

　彼女は、エリマキが腕うで伝づたいに肩まで駆け上がり、幾つかの表示枠を展開するのを見て、

「とりあえず、現状だけど、──ぶっちゃけホライゾンと武蔵むさしがピンチなの」
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　ハイディは言う。

「武蔵は三み河かわの町の代わりに移い譲じようして、私達武蔵住じゆう人にんは江え戸どの松まつ平だいら領りように移い送そう。ホライゾンは保ほ有ゆう禁止である大罪武装ロイズモイ・オプロの抽ちゆう出しゆつと三河消しよう失しつの責任を取って〝自じ害がい〟することになっててね」

　でも、とハイディは言葉を継いだ。

「私だけじゃなく、会計のシロ君や、書しよ記きのネシンバラ、総そう長ちよう兼けん生徒会長のトーリ君も、その権けん限げんをヨシナオ王に預かられちゃってて、何も言えない状態なの。副会長のセージュンは権限奪われてないんだけど、暫ざん定てい議会はセージュンを自分達の側に抱え込むことで聖せい連れん側につくみたいで、とにかく揉もめ事せずに済ませることを考えてるみたい」

　そこまで言って、ハイディは一息をついた。小こ首くびを揺らして、一度皆を見回すと、

「じゃあ、これから全員の方向性確かく認にんね」

　ハイディは、表情をフラットなものに改めてから、こう言った。

「いろいろと障しょう害がいはあるけど、そういうの無視で、──ホライゾンを救ったり、武蔵むさしの移い譲じようを止めた方がいいと思う人──？」

　自分で問いかけ、ハイディは手を挙げた。

　だが、教室の誰も彼もが、

「……あれ？　誰も手を挙げないの？」

　ハイディの声に、答えた声がある。ノリキだ。彼は頰ほおの絆ばん創そう膏こうを撫なでつつ、

「判はん断だん材料が無い。──それを先に言ったらどうだ」

　そうね、とファッション雑誌を広げて要よう所しよを鋏はさみで切り抜いている喜き美みが言う。

　喜美はちらりと視線を挙げ、ハイディに対して顔を斜めにこう言った。

「殆ほとんどの人は〝巻き込まないでくれ〟って感じじゃない？　暫ざん定てい議会や武蔵王おうはホライゾンの自じ害がいを認めて武蔵を移譲する気なんでしょう？　だったらそっち側に流されて、何の責任も自分にはないと逃げ打つのがほとんどじゃないかしら」

　一息。

「誰もが考えるベストは、ホライゾンなんてどうでもいいから、武蔵の移譲だけは勘かん弁べんしてくれ、じゃないの？　だってその方が交渉の余よ地ちがありそうでしょ？　どうなの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とハイディは答えた。彼女は、ちらりと南側を、こちらからだと陸りく港みなと南側の丘きゆう陵りようと山によって見えない陸港へと視線を送る。その上で彼女は、

「あのね？　ホライゾンは略りやく式しきだけど、嫡ちやく子し相そう続ぞくを確認されたの。つまり、ホライゾンは、──元もと信のぶ公こうが持っていた三み河かわの君くん主しゆ権限や、聖せい連れんに対する極きよく東とう代表権限、それに武蔵の所しよ有ゆう者しや権限も、全部相続して持ってるの」

　だから、

「ホライゾンが自害したら、それらの権限はどこに行くと思うの？」

「フフフ馬鹿ね、私に答えられると思ってるの!?　ええと、──空よ！　夕日の向こう！」

「無理に答えるなよ!!」

　うん、とハイディが笑っていないように感じられる笑えみを喜美に向けた。

「あのね？　──ホライゾンが自害したら、嫡子がいなくなる以上、彼女の権限は全ぜん部ぶ聖連の預かりになるの。極東の中心機き構こうである武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの所有者権限も、極東の支配者になる三河君主の権限も、聖連の預かりになるの」

　解わかる？

「極きよく東とうが、完全に聖せい連れんのものになっちゃうんだよ」

　その言葉に、皆が声を失った。

　対し、ハイディは、一人だけの笑えみのまま、皆に対してこう言った。

「ホライゾンが〝自じ害がい〟したら、極東は聖連のものになる。そこに交渉の余よ地ちも何も無いの。──だから、聖連は、ホライゾンに急ぎの略りやく式しき相そう続ぞく確認を行ったんじゃないかなあ、って、そう思うのね。元もと信のぶ公こうの権けん限げんをそのまま奪ったらホライゾンの相続権限問もん題だいが生じるけど、ホライゾンを抱え込んで敢あえて嫡ちやく子しにすれば、その自じ害がいを経ることで問題なく極東側の権限を全部奪ってしまえるんだから」

　いい？　とハイディは前置きした。微笑の顔を崩すことなく、

「降りる？　降りない？　選択は自由」

　その言葉に、動きが一つ応えた。喜き美みだ。彼女は肩をすくめると、苦く笑しよう混じりに、

「乗る？　乗らない？　じゃないのね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だって私達は、──武蔵むさしの住人だもの」

　成なる程ほどな、とノリキが腕を組んで椅い子すに座り直した。彼は、会え釈しやくとともにハイディを見て、

「うちは、弟妹が多い。意志通つう訳やくの浅い加か護ごが極東全体にあるとしても、──余所よその土地で全員を養っていけるとは思えん」

「そ、そういう場合は小しよう生せいに妹を！　妹を！　何なに卒とぞ！」

「……ナイちゃん人じん身しん譲じよう渡とで何卒っていう人初めて見たかな」

「ふふ、マルゴット、あんな歪ゆがんだ愛の持ち主に構うことはないわ。腐くさるわよ」

「お前もだよ!!」

　という皆のツッコミに、ナルゼが口をとがらせる。

　ただ、力の抜けた雰ふん囲い気きの中、うん、と誰かが頷うなずいた。

「ムシのいい話だろうけど、救いたいし、このままでいたいさ。聖連との衝しよう突とつを飲むか飲まないかは人それぞれだとしても、それが無いなら、──誰だって同じだろ」

　そうかなやっぱ、と、ハイディが応じ、笑みの顔を作った。

　じゃあ、と彼女は言い、それじゃあ、と前置きを追加して、

「今のところの、解わからないこととかをちょっと確認しよっか」
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　暗い部屋の中で、一つの影が起き上がっていた。

　黒くろ髪かみに白の衣服は、正まさ純ずみだ。

　制服の上着とズボンを脱ぎ、インナーとなっている小こ袖そで型のシャツに下着をまとっただけの姿は、ソファの上で毛布を腰まで落として一息ついた。口から胸元にこぼれる言葉は、

「眠……」

　つぶやき、自分は焦しよう点てんの定まっていない瞳ひとみで周囲を見回した。

　部屋は広い。ソファがテーブルを囲んで向き合う応接間まだ。カーテンによって窓からの光は遮しや断だんされ、壁の絵画や床の絨じゆう毯たんも、並ぶ本棚も全て暗い影かげ色いろに見えている。

　ふと、己は服の袖そでで顔を拭ぬぐった。目め尻じりから頰ほおのあたりにあった湿しめりを袖に吸わせて、

「また、夢、見てたのかな……」

　小さく言いながら、目を伏せる。

「母かあさんがいなくなったときの……」

　と、その短い言葉が終わるまでに、眉まゆや目元に力が入った。

「──ん」

　頷うなずき、目を開けると同時に、身体からだをまっすぐ起こす。

　辺りを見回し、ソファの傍かたわら、テーブルの上にある書類の束に視線を向けた。

　……これは──。

　昨夜から表ひよう層そう部ぶの暫ざん定てい議ぎ庁ちよう舎しやで行われていた聖せい連れんとの折せつ衝しようの議事録ろくだ。自分は会議室に入れなかったが、父達の秘ひ書しよが要点をまとめたものを寄よ越こしてくれた。いろいろ意見交こう換かんや確認を行い、気付いたときには夜明けになっていた。

　父達が、昼から開く全体会議に合わせて立ち去った後、秘書達の姿も無くなっていたので、己は一人自宅に戻っている。

　そして今、自分は、それらの書類の上に載っている一枚のメモを見た。

　昨夜、家に帰ってきてから、自分なりに今回の件への対たい処しよをまとめたものだ。その内容は、

「……ホライゾンを、救う方法」

　無理だ、と、書いてて思い、そして書き上げた後、伏せている。

　聖連の言い分と締め付けに対し、どのような反論と反はん撃げきが可能で、そして、

　……他国に対して、少なくとも自分達にも正当性があると叫べる方法。

　しかし、

「無理だろうな」

　自分は聖連の意見を飲む暫定議会派で、未み熟じゆくだ。思いはあっても、能がないと、そう考える。

　だからメモから視線を外し、時計を見た。今は午前十時。いつもの生活なら遅ち刻こくだが、まだ三時間しか寝ておらず、更さらには、

　……今日は教きよう導どう院いんに行くな、か。

　今、武蔵むさしの総そう長ちよう連合と生徒会の中で、権けん限げんを奪われずに持っているのは自分だけだ。それは父達が教導院側の権限を掌しよう握あくするための手て筈はずとして残したもので、言い換えるならば、

　……私は、便利な手て駒ごまという訳だな。

　昨夜の三み河かわ消しよう失しつ以後、事態は急速に動いている。武蔵は教導院と議会、王の三さん分ぶん権けん制せいだが、議会と王のつながりが強めだ。この切せつ迫ぱくした状況下において、教導院権限を議会と王で掌握出来れば、対外的に迅じん速そくな対応、更さらには未み熟じゆくな意見を関かん与よさせずに済むという判断だろう。

　見方によっては、教きよう導どう院いん側に対する議会と王のクーデターだ。だが、

「……今の武蔵むさしの最さい善ぜんがそれならば、従う価か値ちも充分にあるさ」

　一息をついて、ソファから立ち上がった。

　軽く伸びをして、また息をつく。

　ソファ横に落ちていた枕まくらを拾って毛布に載せ、向いのソファに掛かった制服を見る。

　今朝けさ、やはり疲れていたのだろう。裾そでを揃そろえもしていない掛け方だ。

「でもまあ、父とうさんはまずここには帰ってこないしな……」

　帰ってきたとしても、この状況を見て怒らない気がする。無関心を通されるだろうと、そういう思いの方が強くある。

「……ともあれ、朝食かな」

　自分は廊下へと身を向けた。この家には、武蔵では珍しい内うち風ぶ呂ろがある。風呂を焚たくのは勿もつ体たいないが、水で寝ね汗あせを流し、身体からだを清めるくらいはしておきたい。

　昼までは自由だが、教導院には近づかない方が得とく策さく。そんな条件で朝食となると、

　……P-01s、ホライゾンのいた、あの店か。

　昨夜の彼女の話など、店主にしておく必要があるだろう。

　……どうなるのかな。

　昨夜、自分は、何も出来なかった。

　彼女が連れられていくのも、彼女が己おのれを自覚して去っていくのに対しても。

「否……、何も出来なかったんじゃない」

　何もしなかったんだ、と自分はつぶやきながら、頭の中に、一つの動きを思い出していた。あのとき、何も出来なかったが、何かをしようとした少年が駆け寄ってきた動きだ。

　彼に比べて、自分はどうなのだろうか。

　自分の不ふ動どうは、武蔵の立場を思ってのことだ。

　それが、間違っているのだろうかと、そう思いながら、己は廊下へと身を入れていく、ふと、テーブルの上の、自分で書いたメモに視線を囚とらわれつつ、

「皆は、ホライゾンを救おうとしているのかな……」
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　教室では、議事が進行していた。

　司会はやはりハイディだ。彼女は白びやつ狐このエリマキを頭に載せながら、

「じゃあ、まず、欠席者の動どう向こう確認ね」

　彼女は、頭の上のエリマキに通つう神しん文ぶんの着信履り歴れきを表ひよう示じさせた。その中身を自分だけ見えるようにして確認しながら、

「いーまーのーとーこーろはっ、と、ええと、東あずま君とミリアムは警けい護ご隊たいに〝警護〟されてて寮りようから出られないみたい。私達もちょっと今日はミリアムのとこ行けないかな。あと、昨夜の幽ゆう霊れいっぽい女の子だけど、確か東君が預かったんだよね？　折おり見みて番ばん屋やに相談しようかって」

　ああ、と応じたのはウルキアガだ。彼は一いつ瞬しゆん天てん井じようを見上げ、

「拙せつ僧そうが見た感じ、東に懐なついていたようだったからな。校舎内のどこでくっついてきたのかは解わからんが、霊でも子供だ。危き害がいを加えない相手についていくものならば、東から離れない限りは悪いことは起こさんだろう。半はん神しんの東の方が霊れい格かくが高いだろうから障さわり無いだろうし」

　そう言った彼は頷うなずき、皆に諭さとすように、

「まあ、倫りん理り的に見ても、──東は御お広ひろ敷しきと違ってロリコンではないから大だい丈じよう夫ぶであろう」

「違あ──う！」

　と、教室のやや後ろ側から御広敷が立ち上がった。彼はタオルで額ひたいの汗を拭ぬぐいつつ、

「小しよう生せいのコレはロリコンじゃありません！　聖せい譜ふ記述に基づいて再現された欧おう州しゆうではメジャーな〝生命礼らい賛さん〟イコール若い生命力を尊とうとぶ生命信しん仰こうの一種です！」

　御広敷は右手を高く掲げ、

「……ロリコンはタッチすると犯罪ですが生命礼賛のタッチは神に触れる崇すう高こうな行為！」

　うんうん、とハイディが頷いた。

「在学中は崇高に大人おとなしくしてるといいかな？　あ、捕まったら他人だからね？」

「おや？　小生、説明しくじりました？」

　皆が御広敷を無視して、ハイディの方を見る。対するハイディは、頭の上にいるエリマキの喉のどを下から器き用ように撫なでながら、

「で、他の人、まずはセージュンなんだけど、実はセージュンだけが副会長の権けん限げんを預かられてないのね。生徒会と総そう長ちよう連合の中で、今、唯ゆい一いつ権限持もってるのがセージュン」

「正まさ純ずみ殿どのは父ちち君ぎみが暫ざん定てい議会の議員で御ご座ざるからなあ……」

　点てん蔵ぞうが、腕を組んで椅い子すに浅く腰掛けながら、言葉を続ける。

「暫定議会からしてみれば、生徒会の代表として、話を通しやすい正純殿の権限を残しておいた方が、後々楽らくで御座ろうし」

「うん、それでね？　セージュンに権限が残ってるせいで臨りん時じ生徒総会が開けないの。臨時生徒総会が開ければ、その結果が暫定権限を持つんだけど、校こう則そく法ほうではそれが出来るのは総そう長ちようなんかの権限者が戦せん闘とうなどで全員不ふ在ざいになったときだから」

「暫定議会は正純にだけ権限残のこして抱かかえ込むことで、俺達に臨時生徒総会を開かせないわけか」

　うーむ、と皆が考え込む。

　と、ハイディの頭の上、白びやつ狐このエリマキが表示枠サインフレームを叩たたいて出す。

『てき？』

「うわ、こ、こらっ、エリマキ、そんなこと言うんじゃないのっ」

「でも、立場的にはそんな感じだよね？　〝向こうについた〟ようなものだし」

　と、ネシンバラが吐と息いき付つきでそう言った。彼は文ぶん官かんの走狗マウスを呼び出すと、表示枠サインフレームで幾いくつかのデータを引き出した。それは去年の生徒会のデータで、

「敵になると結けつ構こう厄やつ介かいだよ？　本ほん多だ君の演えん説ぜつ能力、馬鹿に出来ないんだ。生徒会選せん挙きよのときも、七割以上の票を持って行ってるし、今回は政治的な問題だしね。もし何かあって、本多君と僕達がぶつかったら、崩すのはなかなか難しいと思う」

　それに、と彼は言った。

「同じように、ミトツダイラ君と直なお政まさ君もいないよね」

　はい、と頷うなずいたのは浅あさ間まだ。彼女はハナミが出す通つう神しん文ぶんの受信履り歴れきを見て、

「マサは武蔵むさし野のの駆く動どう中ちゆう枢すう部ぶでの機き関かん部会に。ミトはやはり武蔵野で行われてる艦かん内ない土地所しよ有ゆう者しやの領りよう主しゆ部会に学生代表として出てます。が、ミトの方が厄やつ介かいで──」

　浅間はハイディと視線を合わせた。二人は頷き、ハイディの方が肩をすくめると、

「ホライゾンが〝自じ害がい〟すると、松まつ平だいら家けが無くなっちゃうから、武蔵住じゆう人にんが江え戸どの居きよ留りゆう地ちに移い住じゆうする際、暫ざん定てい襲しゆう名めいしていた水み戸との松平家が本ほん家けに転てん化かするの。つまり、──ミトツダイラ家が聖せい連れん支し配はい下かとなった極きよく東とうの代表となって、私達の主あるじとなるわけ」

　その言葉に、皆が顔を見合わせた。やがて誰もがひそひそと、

「昔、ミトツダイラ・ネイトだからって、ミトネイト[image: ]ミトナットーとかからかったよな」

「あれは本人が速そつ記き体たいのNateをしくじってNatoっぽく書いたからだったけど……」

「やべえー、根に持ってたらどーしよー……、納なつ豆とうみたいに藁わら巻まきでミノ踊りかなやっぱ」

「……皆どうして級友のことを猜さい疑ぎ出来るかな？」

　ハイディの言葉に皆は囁ささやき声を止める。

　どちらにしろ、とハイディは前置きした。頭上の白びやつ狐ことともに軽く天てん井じようを見上げ、

「まあ、おそらく、ミトとは話をしないと駄だ目めだと思うの。何しろミトは、聖連派遣の後、土地を買ってこっちに帰き化かしてるけど、騎き士し身み分ぶんは失ってないのね。だから──」

「武蔵で数少ない、武装所有許可があるので御ご座ざるな？　そしてそれを扱う実力もある、と」

　うーん、と皆は腕を組んで、

「昔、すっごい尖とがっておっかない時期ありましたよね。今、……あれの何倍ですかね？」

「味方になればいいけど、敵に回ると無む茶ちや苦く茶ちややりにくそうだよねえ……」

「ああ、やっぱナットーとか言わなければ良かった……」

「……だから皆どうして、級友に対してマジ後ろめたいことばかりかな」

　ハイディは一息を付き、

「まあ、味方になってくれるように尽じん力りよくしようね。で、ええと」

　ハイディは、横のシロジロに視線を向ける。

「シロ君、そろそろいい？」
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　ハイディは、仕事用の表示枠サインフレームを閉じていたシロジロに対し、言葉を告げる。

「あのね？　──現状、こんな感じだと思うの。武蔵むさしとホライゾンがピンチで、私達は権けん限げん奪われてちょっと足並揃そろってない感じ。聖せい連れんに従うと自動的に極きよく東とうは聖連のものになっちゃって、しかし逆らうと聖連との全ぜん面めん戦争の危き機きって風ふう味みで」

　ハイディの呼びかけに、シロジロが吐と息いきした。

「では、私にどうして欲しい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、商人としての、たとえば経済面からの話とか聞きたいなあ、って」

「しかし、そうは言われてもあまり乗り気ではないのだがな。何しろ仕事が忙しくて」

「あのねシロ君？　これね？　──実はビッグビジネスのチャンスだと思うの」

　言った瞬しゆん間かん。シロジロが姿勢を正した。エリマキが前足を上げると、シロジロの頭上に『金きん策さくメーター』と書かれた表示枠が現れ、一いつ瞬しゆんで五ゲージ分くらい溜たまり、更さらに進みつつ、

「──ビッグビジネスか！　うむ。いいなそれは！　金か！　金だな？　──ぃよし、思し考こうもスッキリだ！　貴き様さまらよく聞け！」

　シロジロは、甘あま引びきした全員を前に、何故なぜか教きよう卓たくの向こうに立つとこう言った。

「──これから私の大好きな金の話をする！」

「最悪だよお前!!」

　皆のツッコミを、シロジロは頭を振っていなす。その上で、

「静まれ顧客達。いいか？　私はいつも金の話ばかりしているわけではない。だがこれは金の話だ。そうではないかもしれんがそうなるしそうする。だからいいか？」

　彼は、確認の言葉を間に挟む。そして、

「今、私達は、──君くん主しゆであるホライゾンの命と、武蔵を代だい価かにして、自分達の身の安全を聖連相あい手てに買おうとしている。それが私にとっての現状だ」
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　いいか、とシロジロはまた言った。

「身みの代しろ金きん、という言葉があるように、欧おう州しゆうでは捕ほ虜りよの引き渡しや、国や君主のミスを金や土地で解決することが多い。だが、極きよく東とうでは、それらを恥はじとし、命を捨てて解決ハラキリする傾向がある。この方法は、極東特とく有ゆうとも言える〝命を代価とする貨か幣へい経済〟と考えられる。そして──」

　息を吸い、

「極東においては、君主の命は、国の責任を全て負えるほどの価か値ちがある。君主が腹や首を切ることで、部下や領りよう民みんの安あん堵どが約束されるわけだから」

　つまり、

「君くん主しゆの命の換かん金きん額がくは、国の所有権けん料りようと等しいわけだ。ゆえに国は君主を相手側がわに支払うことで、国の速やかな支配権けんの移い譲じようと、安全、身み分ぶんを保障される。……これは、極きよく東とうのものが基本的に帝みかどに属し、君主達たちがその扱いを任されているだけに過ぎないからでもあるな」

　さて、

「この君主貨か幣へいが支払われるには、条件がある。それは、


　１：戦争行こう為いの決着として、敗戦国こくの保障のために支払われる場合。

　２：君主が取り返しのつかないミスをし、責任を国に掛けないために支払う場合。

　３：気分。



　大体こんなところだろう。クーデターなどを１と考えるのは荒っぽいがな。

　そして小しよう勢力の君主が自じ害がいを行うことが多いのは、１が生じる戦争で敗北しやすく、２の状況になったときは勢力が弱いために他の支払いが出来ないからだ」

「今の状況はどうなの？」

　ハイディの問いに、シロジロは告げた。

「２の状況だ。極東は侵しん略りやく行為を行わず、行われず、ただ、三み河かわという各国にとって大事な土地を失わせた。更さらにはホライゾン自体が保ほ有ゆう禁止の大罪武装ロイズモイ・オブロを持っている。ゆえにホライゾンは自分を支払うことで、極東への責任追つい及きゆうを阻そ止しし、民たみに安あん堵どを与えなければならない」

　しかし、とシロジロは言った。

「三河の町は事実として消えており、郊こう外がいも湾の崩ほう落らくによっていずれ海に飲まれる。だが、そのようにして三河が消えるのは、聖せい譜ふ記述の歴史再さい現げんとしては良くないことだろう。

　だから、聖せい連れんは武蔵むさしを三河として移譲させた後、私達には松まつ平だいらが別べつ領りようとして持つ江え戸どの領りよう地ちに行けという。──そして私達は、武蔵と本ほん来らい呼ばれた土地に行くわけだ」

　しかし、と声を挙げる者がいた。点てん蔵ぞうだ。彼は首を傾かしげ、

「そうは言われても、江戸の松平領となっている極東居きよ留りゆう地ちに、いきなり自分らが住まう場所は用意出来ぬで御座ろう。

　江戸は、元もと信のぶ公こうがIZUMOとともに発はつ掘くつした遺い跡せきを利用して独自の発展をしているで御ご座ざるが、まだまだ人口は過か疎そ状態。武蔵住じゆう人にんが住まう所が無ければ作るしか無いで御座るが、各地にある重じゆう奏そう領りよう域いきをどう扱っていくかの問題とか──」

「問題とか？」

　というシロジロの促うながしに、点蔵はやや考えた。その上で、彼は肩をすくめ、

「武蔵の総そう人口は十万人弱、それだけの人員が住まう場所を用意することもで御座るが、……武蔵を三河用に改かい修しゆうする費用なども、どこから出るので御座るか？

　人口十万人。一家族が五人としても家が二万は必要。そしてそれまでにも──」

　点蔵は、腰の後ろから一つの布ぬの包づつみを出す。握り拳こぶしほどのそれは、

「これ、七つ道具の野の宿じゆく用テントで御座るが、二人用で二万円ほどで御座るな。人口十万人、本ほん式しきの住宅が出来るまでの一時しのぎとして、二人一組で五万個これがいるとしたら、──十億円。この他にも水道やトイレ、食料などが必要で御ご座ざるよ。それだけの費用はどこから？」

「大おお本もとの金の出はどこか、その推測はついている」

　シロジロが告げた。彼は、点てん蔵ぞうに対して頷うなずきを送ると、

「既すでに、通神帯ネツトの方では大おお騒さわぎでな。後で確定した情報を教えよう。今、聖せい連れんには膨ぼう大だいな金かね袋ぶくろがあるのだと。そのことが理解出来ていればいい」

　だから、

「聖連はやる気だ。そして対する私達には、障害が多い」

「フフフ守しゆ銭せん奴ど、障害があるほど女はボンバーするものよ」

「爆発してるぞ葵あおい姉あね。いいか？　聖連は、やる気だ。私達の敵になる気だ」

　だが、と前置きして、彼はこう言った。

「──では、私達が聖連に敵てき対たいした場合、何が起きるかを教えよう」
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　たとえば、とシロジロは告げる。

　その上で彼は、自分の横に極きよく東とうの地図を表ひよう示じした。そして彼は各地の居きよ留りゆう地ちを赤あか丸まるで示し、

「聖連を敵に回した場合、武蔵むさしは、寄き港こう地ちとなっている極東居留地での補ほ給きゆうが受けられなくなる。これがどういうことか解わかるか？」

「──貿易が出来ない？　かな？」

　ハイディの言葉に、シロジロは目を伏せた。

「惜しい正解だ。いいか？　武蔵の貿易の重大品ひん目もくは食料だ。そう、──武蔵はその食料の自給率が10％を切る輸入偏へん重ちよう都市だ。つまり、補給を断たれたらどうしようもない」

「……あれ？　武蔵の艦かん内ないで作さく物もつは作れないんですかー？」

　アデーレの疑問に答えたのは、シロジロではなかった。御お広ひろ敷しきだ。

　御広敷は立ち上がり、汗をタオルで拭ぬぐいながら、

「無理ですよ。小しよう生せい、調ちよう理り部ぶなので武蔵内の農園など扱う農園部ぶとも知ち己きでありますが──」

　御広敷は、首元から巫み女こ装しよう束ぞくの少女型走狗マウスを呼び出し、

「く……、やはり可愛かわいい、白しら砂さごのデザイナーには通がいると思いませんか」

「いいから話しろよ！　走狗も甘あま引びきしてんだろ？」

　くぅ……！　とか憤いきどおりの声を出す御広敷だが、走狗に宥なだめられると持ち直した。彼は走狗が手に筆を表示して表示枠サインフレームとグラフなどを描くに任せつつ、

「──船である武蔵内では水すい耕こうが難しく、麦むぎ作さくが基本です。今の時代、聖せい譜ふ記述に拠よれば欧おう州しゆうでは最低でも主食としてパンなどを一日六〇〇グラム強を摂とっていますが、その場合、ディンケル麦だと一いち穂ほあたり十二粒つぶの平均収しゆう穫かくで年間一人当たり約二十アールが必要になります。二十メートル×百メートルですな」

「そ、そんなに面積いるんですか!?」

「ですからまあ、〝聖せい譜ふ記述の解かい釈しやく〟をするわけですよ」

　御お広ひろ敷しきは、両の手で宙を抱えるようにして、しかしそれを一気に潰つぶし、

「極きよく東とうの総そう地ち表ひよう面積と地球の総地表面積を比率すると、極東は１／３９４サイズの地球となりますので、作物の作付け面積あたりの収しゆう穫かく量りようは聖譜記述の三百九十四倍していいわけです。

　そうなると一人頭あたまの年間主しゆ食しよくを得るための農地は約五平方メートルに縮まります。大だい体たい三畳じようですが、畦あぜの余よ裕ゆうを持って四畳分ぶん、というのが極東での考え方ですな。

　極東は米べい作さくに適した気候で麦むぎ作さくにはあまり向いてないんですが、他国は麦主食の国が多いのですな。そうなると麦作に適した気候を持つ重じゆう奏そう領りよう域いきを有効活かつ用ようする必要があり、このような解かい釈しやくが必要になるわけです」

　皆が表示枠サインフレームや指を使って面積計けい算さんしたり、外に見える校庭の広さから言われた大きさを想そう像ぞうしたりし始める。そんな動きの中、喜き美みが雑誌切の手を止め、ふと辺りを見回し、

「あら？　議ぎ論ろん、まだ終わってないの？」

「さ、最悪ですなこの女！　十歳さい以上だし！　ババ──」

　ア、と言おうとした御広敷だが、女おんな衆しゆう全員の冷たい笑えみを集中されて俯うつむいた。

　そして、ややあってから走狗マウスに肩を叩たたかれ、あのですね、と前置きした御広敷は言葉を作る。

「──ええとまあ、農地はかなり圧縮されますが、武蔵むさしの人口は基本で約十万人。ゆえに農地は一人頭四畳でも四十万畳必要」

　うわあ早いー、と計算していた皆が頭を抱え始めた。

　アデーレがあたふたと表示枠に計算用画が面めんを出し、

「さ、四十万畳っていうと、ええと、基本の地下居きよ住じゆう区くの二人部屋が四畳で面積が──」

「面積で言うと六十六万平方メートルです」

　既すでに幾いく度ども計算したことがあるのか、御広敷は何も見ずにそう答えた。そして、

「武蔵の基本船せん殻かく部ぶは各かく艦かん長さ一〇八〇メートルの幅一四四メートルしかありません。一階層を完全に農地化しても、約一五万五千平方メートル。約四・三階層分の農地が必要です。

　二期作を行っても二層超ちよう、三期作でも一・五層は必要ですが、食料は主食だけじゃありません。牧ぼく畜ちく、野菜となると、穀こく物もつとは違って動物の大きさは変えられませんし、野菜は密みつ集しゆう栽培がしにくい。特に一人当たり分の牧畜を行うための牧草地は、麦などの二倍以上の広さが必要になりますし、これは二期作、三期作が出来ないものです。

　更さらには、農地を保持する水を確保する貯ちよ水すい区画と、収穫物の倉庫区画、牧畜の飼料の保持も考えると、──最終的には二十層近くが必要になると調理部は試し算さんしていますが、武蔵の内部構造で最も階層が多いのは左右三番艦の十五階層。農業用に一艦潰つぶしても足りませんし、人員的に見て、それだけの農地を管理する人々をこれから武蔵内に雇うのは無理があります。十万人都市を支えるために新たな郊外都市を設けるようなものです。

　現在の農業区画は貿易に使える品種改かい良りよう作物の開発用で、これは転用出来ませんしね」

　成なる程ほど、と皆がつぶやいた。中でも質問をしたアデーレが肩を落とし、

「な、何か今日は御お広ひろ敷しきさんに負けた気が……」

　すると、うなだれた彼女を、皆がフォローする。

「……気にするなよ、あの男がまさかエロゲ研究会じゃなく調理部だとは誰も思うまい」

「……幼よう女じよ幼女と叫んでいるかと思ったら隠かくれた爪つめを持ちおって」

「……お前あんまりいい気になるなよ、って誰か言ってやれ」

「な、何で小しよう生せいに厳きびしいですか君達は──!?」

「んー、基本的に隙すきがある他人には厳しいよね皆」

　金にならん厳しさだな、とシロジロが頷うなずいた。彼は、座る御広敷に片手で礼を送り、

「武蔵の基本備び蓄ちくは二週間分ぶん。逃げたところでいずれ干ひ上あがるし、補ほ給きゆうを盾たてに何らかの交渉を要求されるのは目に見えている」

「じゃ、じゃあ……」

　アデーレが、背もたれに身を預けて天てん井じようを仰ぐ。

「結局、聖せい連れんに逆らったら、いずれアウトになっちゃうんですね」

　はー、という吐と息いき混まじりの声に、しかし、応じる言葉があった。

「あら、そうかしら？」

　はっとして皆が振り向いたのは、喜き美みだ。彼女は雑誌のアンケートコーナーを鋏はさみで切りながら、皆の方など見もせずに、

「アンタ達、烏う合ごうの衆しゆうじゃないんだから私の為ためにしっかりなさいよ。……そこの守しゆ銭せん奴ど、意い地じ悪わるしないで教えなさい。駄だ目めだと解わかっているなら、どうするのか、って」

「そうだな、要は簡単なことだ。──聖連に逆らいつつも、各国の極きよく東とう居きよ留りゆう地ちを保ほ護ごし、そして寄き港こう地ちからの補給が受けられるようにすればいい」

「そのまんまだな!!」

　皆がツッコミを入れた。そしてアデーレが、

「……あの、そんな都つ合ごうがいいこと、出来るんですかね」

「言ったろう？　私は、商人としての見地からしか判断が下せない。しかし商人の見地からものを言うことは出来る。他の皆も同じだろう。私達は、それぞれ何かについて知っていたり、技術や力を持っており、そしてそれらをまとめて動かすものを、──政治という」

　だから、と、彼は窓の方を見た。彼の視線の行く先、見えるのは南側の空だ。ときたま地ち脈みやくの赤い光が天に走る向こうには陸りく港みなとがある。彼は、そちらに視線を向けたまま、

「──方法は一つだ。暫ざん定てい議会側がわに回っている本ほん多だ・正まさ純ずみをこちらに引き込む。暫定議会などについているあいつなら、逆に聖連の手て筈はずも理解している。だから、相手側の正当性を否定し、……逆らえる権利を得る位置までは持って行ってもらう」

「シ、シロ君、……今のシーン、何かちょっと格かつ好こういいかも！」

「──フ、上手うまく行けば金になる！　燃えぬ筈はずがない！　聖せい連れんに楯たて突つくなんて、宣せん伝でん効果は最高だからな！　全部向こうが勝かつ手てに宣伝してくれるようなものだしな！」

　お前ら素直過すぎるぞ、という皆の視線を尻しり目めに、ハイディがシロジロに問いかける。

「シロ君、でも、セージュンをこちらに引き込む方法は、……あるの？」

「あるとも。だが、その前に……」

　と、シロジロが振り返り、顎あごで教室の後ろの方を指さした。

　窓まど際ぎわの一番後ろの席。そこにいるのは、

「トーリ君……」

　鎖くさりの装そう飾しよくをつけた制服姿すがたが、日当たりの良い場所で、やはり机に突つっ伏ぷして動かない。

「権けん限げんも何もあっても、……総そう長ちよう兼けん生徒会長のこの馬鹿がダウナーではどうしようもない」

　シロジロの台詞せりふに、皆が沈ちん黙もくの雰ふん囲い気きを濃くする。

　どうする？　と皆が顔を見合わせ、どうすればいい？　とお互い無言ながらも問い合った。そのときだった。

「──ハイハイハイ、危き険けん思し想そうとかしてないでしょうねー!?」

　という女の声が、廊下の方から入ってきた。

　はっとして皆が振り向いた先、ドアを開けて立っているのはジャージ姿の女おんな教師だった。皆は彼女を見て、

「オリオトライ先生……!?」
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　オリオトライは、教きよう卓たく前から退しりぞいたシロジロに笑えみを見せると、

「まあいろいろ考えてたみたいだけどね？　とりあえずはＨＲで授業よ授業」

　と言った上で、自分は、腰のラッチにつけていた紙の束を教卓に置く。重量の響ひびきを持って置かれた束は、

「原げん稿こう用紙。──今日の午前は、これに、作文して貰もらうわ」

「……作文？」

「ええ、制せい限げん時間一時間半、残りは、誰かのを読んでいくつもりで」

　げえ、と皆が声を上げるが、こちらは気にしない。ヒヒヒと笑みすら見せて、

「お題は〝私がして欲しいこと〟。今、皆〝自分達が何をすべきか〟しか考えてないっしょ？　頭を冷やすのにこういうの必要だわ。そしてその前に──」

　教員用の机の近くに行くと、棚の神肖筐体モニタのスイッチを入れた。鳥とり居い型の表示枠サインフレームが現れ、ノイズが画像を結び始めるより早く、己は皆を見る。

　何を見せるのだろうという皆に対し、こちらは笑えみのままで、

「今の自分にとって、〝私がして欲しいこと〟って何なのか。ちょっとまあ、今の御ご時じ世せい的に考えるヒントになると思うわ。だからよく見ておくのよ。この結果」

　画像が映る。

　見えるのは丘の上、列に並んでいるのは三種類の制服を着た者達だ。

「K.P.A.Italia、三征西班牙トレス・エスパニア、そして、三み河かわから来た極きよく東とうの警けい護ご隊たい。──この三さん勢力が、それぞれ顔合わせしての情報交こう換かん会かい。……聖せい連れんが、武蔵むさしと三河住じゆう人にんに対し友好的であると見せつけようとする放送ね」

　でも、と自分は言った。

「この情報交換会で、三征西班牙から、極東側がわにあるものが返へん却きやくされるの」

「それは……、何で御ご座ざるか？」

「神しん格かく武装、〝蜻蛉とんぼ切きり〟」

　言った笑えみが、口くち端はだけのものになる。そんな自覚の上で言葉を重ねた。

「さてどうなるかしらね。──見てなさい。受け取りは、忠ただ勝かつ公こうの息そく女じよ、本ほん多だ・二ふた代よよ。おそらく、現在の極東側がわで無む双そうの女おんな武む者しやが何をして、どうなるのか。それをもって考えなさい」

　一息。

「今、〝私がして欲しいこと〟って何なのかを、ね」







[image: 第二十四章『荒野の覚悟人』]
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　砂を敷いた地面がある。海に面した、広く、平らで、水はけの良い土地だ。

　地面の上には、巨大な船が十隻せきほど並んでいる。船はどれも係けい留りゆう索さくと着ちやく陸りく脚きやくによって固定されたもので、巨体に合わせた影を地面に落としている。

　船の間では、人々が動いていた。

　動きは、運うん搬ぱんと警けい備びの仕事によるものだ。

　警備と、船からの船への貨物の搬はん入にゆうと搬はん出しゆつを行う人々は、時とき折おり、東と北の方角を見る。

　東には、浅い丘を挟んだ位置に町があった。だがその町は炊すい事じの煙を上げることもなければ、工場の音を立てることもなく、人の影も見えないものだった。

　そして皆は、町の向こうに視線を飛ばす。

　そこには、湾があった。波を高く持つ、海に近い大きな湾だった。

　丘と町、田でん園えんや水路を隔へだて、かなりの距離が空あいているが、湾の大きさゆえ、手を伸ばせば届くような距離に感じる。

　湾は濁にごっていた。

　表面は白い幕が掛かったように見えつつも、その下には茶ちや色いろや、水みず色いろの濁りが畝うねっている。時とき折おり、跳ね上がるように水面に姿を見せるのは、家か屋おくの構造物ぶつだ。それは水面から地上を見るようにしばらくの間揺ゆらぎ、やがてまた沈んでいく。

　湾の縁へり、沿えん岸がんでは、幾いくつかの町や村が今も湾の中に崩れ、沈み込みつつあった。

　だが、それらとは別に、皆が東の方向を一いつ斉せいに見るときがある。その理由は、

「────」

　光だ。時折、海面をわずかに光らせ、天へと伸びる赤しや光こうの線がある。それは一本であるときもあれば、数本であるときもあり、天上にまっすぐ突き立つときもあれば、散り消えたり、北や西とおぼしき空に曲線を描いて飛んでいくときもある。

　そのときには、必ず地面の揺れがついてくる。よろめくような、ふらりとした揺れだ。

　揺れが消えれば空の光が消え、崩れた町や村がまた飛沫しぶきとともに湾に消える。

　そして人々は再び動き出しながら、別の方角を見る。

　北。

　広い陸りく港みなとの向こうに、整地されていない土地がある。林や河川、草原が残っている丘だ。

　しかし、背の低い丘の上や、向こうにも船の影があった。

　十数艦かん。長方形に見える輸送用の船だが、船の上からは炊事の煙が上がっており、甲かん板ぱんには無数の人ひと影かげが立っていた。

　人影は、皆、丘の上を見ていた。

　緑の丘の上。平たい土地に、人の群がある。

　群は三つあった。一つは朱あけの洋よう式しき制服。一つは黒の洋式制服。もう一つは黒の和わ式しき制服だ。

　人々は見る。朱の一群と黒の二群がどれらも一列ずつになって三角を作るように向き合い、それぞれ対応する位置の者が、お互いに書類や器き物ぶつの交換を行っていくのを。

　人々は、作業し、またはたたずみながら、じっと見ている。
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　風のあたる丘の上に立つ朱の制服姿すがたの内、一番左の端はしに立つのは両腕義ぎ腕わんの少女だった。

　彼女は、両の義腕に、機き殻かくでカバーされた一本の槍やりを持っている。

　柄つかに〝蜻蛉とんぼ切きり〟と彫られた長なが槍やりを持つ彼女に、隣となりの若者が小さく声を掛けた。

「毎まい度ど、立っているだけなんですが、私、いる意味あるんですかね、誾ぎんさん」

「立っているだけで飾りになれるんだからいいじゃありませんか、宗むね茂しげ様、私などはいつも物品譲じよう渡との役回りで緊きん張ちようします。ええ、──平然としてるのがバレないかと」

「……誾さんって、緊張するとき、あるんですか」

「Ｔｅｓテスタメント．、武ぶ家けの娘がそれを表おもてに出すのは恥はじなのでいつもは秘ひめておりますが、……宗茂様には今度お見せしましょうか？　結けつ構こう、面めん倒どうな女だと思われるかと思いますが」

「御ご免めんなさい」

　宗茂は小さい声で告げた。艦かん隊たい司し令れいがそれぞれの行こう動どう予定表を数日分ぶん交換するのを見て、

「いつも抱きしめたりすると、ビクってしますもんね、誾さん。後から凄すごい力抜ぬきますけど」

　誾が視線を下に向け、唇くちびるを嚙かんだ。横、宗茂をちらりと見るが、相手は素そ知しらぬ顔で空を見ているだけだ。誾は、落とした視線を戻しながら、

「……お目覚めのときの仕返しですか」

「いえ、会話の順当な流れによるものです」

「Ｔｅｓ．、では後でそれなりの対応をしますので、覚かく悟ごしていて下さい。──まだ脚あしも本ほん調子ではない以上、逃げようとしても無理ですから」

　と、誾は前を見た。
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　……さて、無事に済めばいいのですが。

　そう思う誾の視線の先、正面には黒の和式制服の一列がある。極きよく東とうの制服。武蔵むさしの先行艦かん、警けい護ご隊たいとして出ていた船の乗員達だ。本来ならば同どう位いとしてここにいるものではない筈はずだが、

　……K.P.A.Italiaが、極東への理解を持っていると示すためですね。

　三み河かわ当とう主しゆとされるホライゾン・アリアダストの、武蔵における認にん知ちは低い。だが、それを同意あるとはいえ〝自じ害がい〟することとなれば、武蔵住じゆう民みんの反発は少なからずある。

　しかし、武蔵の住人に対し、極東の学生が聖せい連れんの一員として現場に出ているところを見せれば、意味は違ってくる。それも、警けい護ご隊たいという存在ならば、

　……力持つ者達が賛さん同どうしたわけですから。

　元もと々もと反抗の手だてを持たない武蔵むさし住民は、仲間である警護隊が自分達の〝警けい備び〟を行うことで聖せい連れんへの反発心しんを削そがれるだろうし、かなわないという諦あきらめも持つ。

　単純な手だが、この選択肢しの少ない状況下かでは間違っていない、と己は思う。

　何しろ、と思いつつ見るのは前方。そこにいる極きよく東とうの少女だ。

　髪かみを頭部後うしろで結ゆった、直立の少女。腰に二に刀とうを差し、まっすぐこちらを見ている。

　会うのは初めてだ。

　だが、こちらは彼女の名を知っている。

　……本ほん多だ・二ふた代よ。

　いずれ、本多・忠ただ勝かつか、その跡あと取とりを襲しゆう名めいすることになるだろうと言われていた娘だ。

　正面。二代の視線が、こちらの両腕、握られた蜻蛉とんぼ切きりに向けられていることに気づく。彼女の父親から自分が預かったものだ。娘としては見み据すえるだけの意味があるものだろう。

　向こうはこちらが誰かを知っているだろうか。否、知っていようといまいと、味方ではないのだから、

　……関係を変えようと思う必要はないですね。

　では、彼女はどちらなのだろう、と自分は思う。

　武ぶ家け、もしくは権けん力りよく者の娘に生まれた女は、三つに分けられる。

　自分が〝家〟の部品であると理解して〝自分を殺すことで家に尽くす〟女。

　自分が〝夫〟を支える者だと理解して〝夫の出しゆつ世せに生き甲が斐いを感じる〟女。

　……そして最後の一つは──。

　自分が〝家か命めい〟そのものだと理解して〝己おのれの出世に生き甲斐を感じる〟女。

　己は、現状の自分を二番目だと考えている。が、この相手はどうなのだろうか。

　そして、

「第三特とく務む」

　派遣団だんの団長である艦かん隊たい司し令れいに、自分の役やく職しよくを呼ばれた。

　ゆえにこちらは頷うなずき、二代と視線を合わせたまま、

「極東、三み河かわ圏けん新しん名な古ご屋や城じよう教きよう導どう院いん所属特とく殊しゆ予備役えき──、本多・忠勝様から、同どう所属三年、本多・二代様への預かりものです」

　一礼し、前に一歩を踏む。そして土と草の地面を更さらに踏み、二歩、三歩と行く。

　向こうとこちらの中間点にて足を止めたところで、二代が一礼してやってくる。

　その筈はずだった。

　中間、五メートルの位置で足を止めたこちらに対し、まず来たのは、声だった。

　二代が、こちらの蜻蛉切から顔へと視線を移し、

「──如い何か様ように？」

　問いかけに、こちらは即そく答とうした。

「多くのことを教えていただきました」

　左さ様ようで御ご座ざるか、と、二ふた代よが答え、一礼した。そして彼女はこちらに向けて一歩を踏み、

「────」

　次の瞬しゆん間かん。こちらの眼前、手の届く距離に風が来た。

　……これは──!?

　一気に距離を詰める、移動系けいの術じゆつ式しきだ。

　そして自分は見る、眼前に立った者の姿を。
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　二代は、ここで移動術じゆつを用いるのを一つの矜きよう恃じとしていた。

　……見せつけるようにして移動術を用い、立たち花ばな・誾の持つ蜻蛉とんぼ切きりを自ら手に取る。

　そうすることで、

　……極きよく東とうには、まだ、力と、武器を手に取る余よ地ちがあると示す。

　今、この光景はK.P.A.Italiaの放送委員によって、三み河かわの避ひ難なん民みんや、武蔵むさしや、他国にも届いている筈はずだ。

　だからここで動く。

　警けい護ご隊たい上層部ぶで、今け朝さ方がた秘密裏りに話し合ったことだ。挑ちよう発はつととられる行為だということは解わかっている。極東は現在、危うい立場にあり、昨夜の事件に荷か担たんした本ほん多だ家けが、その存そん続ぞくを危ぶまれているのもよく解っているつもりだ。

　だが、ここで何もしなければ、

　……可能性が傾くで御座ろう。

　武蔵には防ぼう護ご用よう以外の力がなく、人々の戦う意志は大きく奪われている。更さらには今、自分達極東出しゆつ身しんの警護隊が〝警けい備び〟することで、武蔵の人々は聖せい連れんの〝警備〟に身を委ゆだねてしまっている。そして現げん在ざい武蔵では、総そう長ちよう連合と生徒会の大たい半はんが権けん限げんを武蔵王おうに預かられ、暫ざん定てい議会も聖連側がわにつきつつあると聞く。このままでは、

　……考えることと力を奪われ、状況に流された結果しか得られぬで御座ろう。

　更さらには、この状況を認めると言うことは、

　……三河の当とう主しゆとなり申したホライゾン・アリアダスト様を失うということ。

　国の危き機きにおいては、君くん主しゆがその命を払い、全てを救うことやむなしとされる。ゆえに配はい下かは、君主を信頼し、全力を出せるのだ。

　しかし、というのが、話し合いで出た言葉だった。

　……自分達が、何もしていないのに、主しゆ君くんはその命を散らそうとして御座る。

　原因は解わかっている。こちらに、何もする力が無いからだ。

　だが、と皆は話し合いで言葉を続けた。

　……ここで自分達が何かをしたらどうなるか。

　自分達は、力を持てない極きよく東とうの中で、それをわずかにでも得られる立場についた者だ。

　少しの動きでいい。極東側がわに、動きを作る意志の下した地じがあることを見せられるならば、何かを思う者がいるかもしれないし、

　……その期待があれば動く意味もあろう。

　動くのは総そう隊長の自分だ。下の者がやれば、統とう制せいを厳きびしくしろと言う聖せい連れんからの指示が来て当事者を処しよ罰ばつせねばならないが、自分ならば、そうはならない。統制役やくがいなくなって困るのは聖連なのだから、ある程度までは動くことが赦ゆるされるだろう。もし考えが甘くても、そのときの覚かく悟ごは出来ている。父の仇かたきを見て血ち迷まよった息そく女じよが動いただけにする手て筈はずだ。

　やるのは、武器を取るまで。それで全てを計る。

　だから自分は動いた。

　使う術は、出雲いずも系けいカザマツリの移動術じゆつ〝翔しよう翼よく〟。移動の為ためのあらゆる抵抗を穢けがれとして祓はらい、究極的には肉体の重ささえ祓って自じ力りきの極きよくとなる術だ。奉ほう納のうとしては戦せん闘とう系けいでもあるカザマツリの喜ぶ武器類るいを絶対に身から外さず、動作を連続することで風の動きを示して奉ほうじる。

　今も、そうだ。こちらは腰の刀を揺らし、動作を繫つなげるようにして前に出て、行き、

「────」

　正面、立たち花ばな・誾ぎんの持つ蜻蛉とんぼ切きりを自ら手に取りに行く。

　五メートルという短距離ならば、目に捉とらえることも至し難なんの筈はずだ。

　しかし手を抜くことなく、己は、初しよ速そくとしては全力で行った。相手に初しよ動どうを気け取どられぬよう、始まりは遅くなるが、しかしその後を一気に行く。

　行った。そして、気づいた者達の息を飲む音を聞き、

「……!?」

　しかし自分は見た。

　跳んだ先、眼前にあるのは、両の義ぎ腕わんに掲げられた父の槍やりではなく、

「これは──」

　人ひと影かげ。自分と誾の間に風を伴って割り込むのは、

「……立花・宗むね茂しげ！」

　直後。動きを止めた己は、音と光を見た。

　音は硝子ガラスが砕けるような冷たい響ひびき。光は流りゆう体たいの青白い輝き。それは術じゆつ式しきが無効化かされた際に起きる流体破は砕さいの音と光だ。

　……しまった……。

　突然の介かい入にゆうに止まった身は風の動きを続けることが出来ず、〝翔翼〟が破れた。

　そして自分は理解する。自分の速度が、相手によって超えられたのだと。
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　誾ぎんは、目の前にある宗むね茂しげの背が、こう告げるのを聞いた。

「……では、私の方から、蜻蛉とんぼ切きりをお返しさせていただきます」

　宗茂の向こうにいる二代の姿は見えない。

　だが、術じゆつ式しきの破れる光と音は見聞き出来た。それは、

　……武蔵むさし警けい護ご隊たいは、ここで、極きよく東とう側に抵抗の意志があることを示そうとしました。

　そうすることで、極東側の誇りを保とうとしたと、そう見ることも出来る。

　速度による不ふ意い打うちで、明確な抵抗ではなく、意志の存在だけを示す。

　いい方法だ。今は教皇総長パパ・スコウラもおらず、この場で判断を即そつ決けつ出来る者もいない。

　更さらには宗茂は昨夜の戦せん闘とうをひきずっているのだから、やるなら今だ。

　しかし、それは、

　……宗茂様に潰つぶされました。

　宗茂の移動術じゆつが、二代のそれを上回った。

　直線距きよ離りを来た二代に対し、宗茂はこちらの前に回り込み、二代より先に到達したのだ。

　宗茂の方が速い。そして、

「第三特とく務む、神しん格かく武装・蜻蛉切を」

　と、振り向いた宗茂の顔を、自分は見た。

　笑えみの顔だが、普段の宗茂は柔にゆう和わな顔つきだ。笑みは作らねば見せない。

　ならば、彼の脚あしは大だい丈じよう夫ぶだろうか。歩き、走れるようにはしたが、それ以上については考えてはいなかったのだ。

　それなのに何故なぜ、この人は移動術を使ったのだろうか。使わなければ、極東側につけ込める機会を得たかもしれないのに。

　その理由は解わかっている。

　……私に──。

　危き害がいよりも、恥はじだろう。それを与えないために、彼は動いた。

　しまった、と思う。油ゆ断だんがあった。彼に尽くすことを一いち義ぎとする自分にとって、これは失しつ態たいだ。

　だから自分は考える。油断に対しての代だい償しようと感謝は後で払うものとして、この現状から、宗茂の選択を最も活かす選択は何かと。

　それは、

「宗茂様。──どうぞ」

　さも当然のように、己は宗茂に蜻蛉切を渡す。二代と宗茂の移動術を気にせぬという風ふうに、昨夜の戦いに生き残った宗むね茂しげへ長なが槍やりを預けた。

　うん、と会え釈しやくした宗茂は、蜻蛉とんぼ切きりを受け取ると、こちらに背を向けた。

　彼は、身を反らしながら、空に蜻蛉切を両の腕で掲げ、

「ここにある神しん格かく武装、名めい槍そう〝蜻蛉切〟、先夜本ほん多だ・忠ただ勝かつ様より預かり申したものを、御ご息そく女じよ、本多・二代殿にお返し致す……！」

　また御ご無理をして、と思う一方で、これで決まりですね、と自分は結論した。

　極きよく東とうにて、警けい護ご隊たいという位置づけで力を持つことを赦ゆるされた一隊も、その最さい高こう実力者である本多・二代は力において宗茂にかなわないと示された。

　更さらには、彼女の父の遺のこした武装は、彼女が得ようとして得たものではなく、

　……こちらが預かり、返したから得られたもの……。

　今回の動きを見ていた人々は、二代達の行いがこちらに通じなかったことが解わかっただろう。そしてこちらが、術じゆつ式しき破は砕さいの音と光も小しよう事じとして動じなかったことも伝わるだろう。

　二代達は、抵抗の意志を見せようとしたが、それらは全て逆ぎやく意いとなる。

　軽けい挙きよだとは思わない。彼の負傷の情報は伝わっていた筈はずだ。昨夜の騒ぎの中、自分は負傷した彼を抱えて最さい短たん距離を突っ走ってきたのだ。目もく撃げき者は多く、隠かくし通せるものではない。

　極東側は、おそらく、宗茂が動かないと推測したのだろう。

　だが、

　……宗茂様は無む茶ちやですから。

　宗茂が選択したのは、負傷を隠すことよりも、回復して動ける姿を見せつけることだ。

　回復はしていない。脚あしは激げき痛つうがある筈はずだ。だが彼は動き、極東側の考えを上回った。

　……こうして三征西班牙トレス・エスパニアの威いを見せることで、また通神帯ネツトなどを通じて本国への投とう資しが行われるといいのですが。本国は借金多おおくて二度も破は産さん宣告してますし。

　三度目もそろそろだろうと、そう言われており、各国は投資を渋しぶり気味だ。

　朝方、それの対たい処しよとなる事じ案あんが発表されたが、どうなるだろうかと、そんなことをこちらが思し案あんしていたときだ。

「どうぞ」

　宗茂が、こちらからは見えぬ二代に対し、蜻蛉切を捧ささげ出す。

　蜻蛉切は動かない。恐らく二代は、宗茂を計っている。本当に昨夜の戦せん闘とうの余よ波はが無いのかどうかを。だが、ややあってから、

「──忝かたじけない」

　蜻蛉切が、向こうに渡った。

　そして自分は聞く。表情を見ることが出来ぬまま、女おんな武む者しやの選択する言葉を。それは、

「本多・二代、──父ちち以上の位置を目指すことを、この蜻蛉切に誓ちかい申す」

　成なる程ほど、と己は思った。

　武ぶ家け、もしくは権けん力りよく者の娘に生まれた女は、三つに分けられる、と。

　……彼女は──。

　自分は思う。極きよく東とうの人々に対し、抵抗の意志が無む駄だになることを示した一方で、こちらにとって、厄やつ介かいな相手を作ってしまったかもしれない、と。

　……どうでしょう。

　今の極東に、彼女の意志に応えられるような人材が、いるのだろうか。





●






　薄暗い部屋があった。

　外からの光がなく、代わりに天てん井じように彫られた聖せい画がからの光が落ちる白い部屋だ。

　部屋の中央には、二つの影がある。

　一つは椅い子すに座った白い長ちよう髪はつの自動人形の影。

　もう一つは彼女の髪かみを黒い櫛くしで梳すいている三征西班牙トレス・エスパニアの女じよ生徒の影だ。

　自動人形が、壁を見たまま背後の女生徒に問いかけた。

「疑問しますが、今、何時でしょうか」

「Ｔｅｓテスタメント．、ホライゾン様、現在は、──九時半前ぜん後ごだと思います。何か気になることが？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、外の準備はどうでしょうか」

　ホライゾンの言葉に、女生徒が櫛の動きをわずかに止めた。が、またすぐに再開し、

「現在、〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟の方を改かい装そうしております。一国の当とう主しゆが意志を果たす場に対し、〝刑場〟というのはあり得ませんから。畳たたみや飾かざりなど用い、礼を尽くすつもりです。その用意が出来た後、午後二時にまずホライゾン様の検けん診しんを行い、ホライゾン様の所有されております大罪武装ロイズモイ・オプロの確かく認にんを行います」

「Ｊｕｄ．、──ホライゾンが自分を果たすのは、その後、六時ですね」

「Ｔｅｓ．、その際、着替えなど致します。着てみたい衣装などおありでしたら、申し上げていただけますよう御お願ねがいいたします。聖せい連れんがその望みを叶かなえますので」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンはつぶやいた。成程、と思いながら、

「当主というのは、面めん倒どうなものなのですね。御ご迷めい惑わくをおかけします」

　告げた言葉に、女生徒が櫛の動きを止めた。

　口を開くが、

「あの」

　彼女が言葉を迷って、

「ホライゾン様は──」

　少し震えた声で、

「──覚かく悟ごが、おありですね」

　彼女の告げた台詞せりふに、こちらは頷うなずきも否定もしない。ただ当然という口く調ちようでこう言った。

「過去の歴史を見る限り、今回の判断は、当とう主しゆの役目としてはメジャーなものですから」

　息を吸う。

「この一年、自分は誰で、何をすべきなのかを解わからずにいました。ホライゾンの魂たましいはどうやら人のもののようですが、頭ず脳のうなどは自動人形のものであり、思し考こう法ほうや判断、記き憶おくなどは自動人形準じゆん拠きよで、感情も存在しません。だからホライゾンは──」

　一息。

「この一年、生活し、幾いくつかのことを憶おぼえはしたものの、やはり自動人形の存在意い義ぎが疑問していました。──P-01sという私は、本当は何なのか、を」

「それは──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、昨夜知ることが出来ました。突然のことと記憶に前ぜん例れいがないことなので理解が遅れましたが、順序だててみれば解わかりやすい話です。そしてこの件について信しん憑ぴよう性せいの高い考こう察さつを先ほど聞きました。それは──」

　自分は面おもてを上げ、前にある白い壁を見た。

「ホライゾンは父の馬車に轢ひかれて生死を彷徨さまよいましたが、その治ち療りようとして修しゆう復ふく不能な身体からだを捨て、魂をこの身体に移い植しよくしたのではないかと。そして魂とともに喉のどへ納めることが出来なかった八つの感情を、大罪武装ロイズモイ・オプロとして残したのではないかと。──解りやすい話です。ただ、大罪武装に末まつ世せを救う方法が込められているというのは意い外がいでしたが。そして……」

　そして、

「極きよく東とうが武装を持つことは禁じられておりますが、その武装はホライゾンの魂そのものなので、ホライゾンが存在することは極東の罪になります。また、極東は、昨夜の三み河かわ消しよう失しつによる賠ばい償しようや責任などを何らかの形で払う必要があります。──一方、ホライゾンは、いてはならない武装で、しかし当主となることが出来、恐れなどの感情を得ない自動人形です」

　だから、

「──ホライゾンが誰で、何をすべきなのか。ホライゾンは今、最も明確な答えを得ています。それによって得られる恩おん恵けいや、回かい避ひ出来る問題も明確です。そしてそれらは、ホライゾンが生きていたとしても、ホライゾンの手では得られず、どうにも出来ないものです」

　言葉が続く中、こちらの髪かみを梳すいていた女じよ生徒の手の動きが、完全に止まっている。

　ただ女生徒はうつむき、小さな声でこう問うた。

「もし、……感情があったら、ホライゾン様はどうされますか？」

「Ｊｕｄ．、──それは、感情を得た経験がないため、答えることが出来ません」

　ただ、と自分は言った。何も無い、白の壁を見たまま、

「現在のホライゾンの判断の多くが書物から得た知識を基礎とするように、参考になるものや、それを教えていただける方がいれば、別の最善の答えが得られる可能性があります」

「それは……、救われたいということですか？」

　問われ、己は考えた。

　最善の選択からすれば、救われたいとは思ってもいないはずだ。だが、

「どうなのでしょうか」

「……え？」

「自動人形の判断は最善で、何よりも優ゆう先せんとされます。ゆえに、──そこにいたるまでに並べられたであろう選択肢しの中には、救われたいと思うものもあった筈はずです。今は、それが取り潰つぶされ、抑え込まれている状態です」

　どうなのでしょうか。

　ただ、自分は、可能性として、こう告げる。

「今、ホライゾンは、最善の選択で動いています。ですが、それとは別の選択肢をホライゾンが欲していた場合、つまり、今はただ最善を優先とする自動人形の性さがによって自じ害がいを選んでいるに過ぎない場合、……もしもホライゾンに対し、自動人形が考える以上の最善を提示されようとする方がおられるならば、ホライゾンは──」

　どうなのでしょうか。

「自動人形の最善の選択をもって相あい対たいし、その方が、それを覆くつがえすのを、待つと思います」

　向こう、息を飲む音が聞こえてきたが、意味は解わからない。

　ただ、Ｔｅｓテスタメント．、という女じよ生徒の言葉とともに、櫛くしがこちらの髪かみを削けずった。

　白の光に映える白い髪を、黒の櫛が行き、抜けていく。

　その動きに合わせ、女生徒がこう言った。

「……本を読まれますか？　必要ならば、後でお持ちしますが」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、何か御お願ねがいします。待つ以上の価か値ちあるものを」

「Ｔｅｓ．、なかなか難しい注文ですね」

　と、女生徒の声に笑えみがついた。彼女は櫛を髪から抜き、

「──いろいろと、評ひよう判ばん任せになるとは思いますが、取り寄せてみます。それを読みながら、午後、検査の時間までお待ち下さい」

　と、そのときだった。

　鐘かねが鳴った。遠く、潮しお騒さいのように響ひびいてくる、小さな、しかし確かな音は、

「アリアダスト教きよう導どう院いんの鐘ですね。前にも鳴ったと思いますが、今のは──」

　女生徒が告げた。

「一時限目めが終わる鐘の音です。さっき聞いた話ですと、一番やかましいクラスが今日は大人おとなしいんだとか。苦にが手てな作文の授業とかで」
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　鐘かねが鳴った。二時限目めの始まりを告げる鐘だ。

　授業は引き続き作文で、題は黒板に書いてある通りの〝私がして欲しいこと〟だった。

　そして皆がコークスペンや筆などで原げん稿こう用紙を文字で埋めていく中、頭を抱えている人間が一人いた。

　浅あさ間まだ。

　浅間は、両の手で頭を挟むようにして、机に肘ひじをつき、うなだれていた。

　彼女は思う。このままだとまずい、と。そしてうつむき、頭を抱え、

　……何しろうちは神しん職しよくですから──。

　神職は、基本的に、他人に対して何かをする職業だ。神の意い向こうを人々に伝える仲ちゆう介かい役やくとして当然のことであり、それゆえ、無む欲よくで清せい廉れんである必要があるのだが、

　……それなのに、〝私がして欲しいこと〟って何ですかこの致ち命めい的てきな題だい材ざい……！

　考える。私がして欲しいこと上位三つ。


　１：誰か境けい内だいの掃除を代わってもらえませんか[image: ]サボりたいとは何事だ

　２：誰か御お菓か子しやお料理作ってもらえませんか[image: ]飽ほう食しよく！　飽食!!

　３：誰か父に若者言げん語ごを無理に使うなと説せつ教きようを[image: ]お父とうさん泣いちゃう──！



　改めて頭を抱える案件だ。

　３はどうかと思うが、大体は〝神職なのに何事だ〟になってしまう気がする。

　先ほどの中休み、皆にそれとなく聞いてみたが、誰も彼も欲望最さい前ぜん線せんを突っ走っていて羨うらやましい限りだった。


　・ハイディ：「シロ君に口では言えないようなことを」[image: ]文字だったらいいんですか。

　・アデーレ：「誰か少し背せ丈たけを伸ばしてくれませんか」[image: ]誰か出来る人いるんですか。

　・喜き美み　　：「金！　暇ひま！　美び貌ぼう！　愛などいらぬ！」[image: ]何でそう男らしいんですか。



　……駄だ目めです、この煩ぼん悩のうクリーチャーどもの意見は参考になりません。

　何しろよく考えたらほとんどのネタがヨゴレ系なのだ、このクラスは。

　男おとこ衆しゆうなどはさっきスクラム組んでいろいろ話し込んでいたが、あれはきっと神職的に見たら〝誰が一番邪じや悪あくかコンテスト〟とでも言うべき内容を語り合っていたのだろう。

　ウルキアガなどはとりあえず異い端たん審しん問もん官かんという神職希き望ぼうだった筈はずだが、点てん蔵ぞうと二人で、

「いや拙せつ僧そうは、貴き様さまほどでは、ははは」

「いや自分も、貴き殿でんほどでは、ははは」

　などとやっていたから二人で肩組んで一直線に地じ獄ごくに堕おちればいい。

　だが、そんな彼らとは別で、一人だけ輪に入らなかった者がいる。

「…………」

　自分はうなだれたまま、視線を動かした。窓まど際ぎわの一番後うしろの席で机に突つっ伏ぷしているのは、

　……トーリ君ですよね。
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　浅間は思う。今日は、皆が彼のことを気にしている、と。何しろ、皆がよくそちらを振り返ったり、話しながらも視線を飛ばすことが多い。

　心配しているのか、と問えば皆は否定するだろう。だが気にはする。そういう関係だ。

　昨夜、ホライゾンの元に駆けつけた後の彼がどうなったか、自分はよく知らない。

　番ばん屋やでの聴ちよう取しゆの際、オリオトライがとりなしたと聞いている。亡くなった幼おさな馴な染じみが生きていたと聞いて来ただけで、他た意いは無いのだと、そのように聖せい連れんには伝わっているそうだ。

　……しかし、あんな風ふうにしてるトーリ君も、久しぶりに見ますよね。

　ずっと昔、一時期、ああやって外がい界かいを断っている時期があった。それを自分達はどうにも出来ず、あるとき喜き美みがその目を覚ましてやったのだ。

　あの頃のことはよく憶おぼえている。そしてそれ以前のことも。

　長い付き合いだ。親が知り合いのため、私的な付き合いもあった。

　正直なことを言えば、異い性せいとして意識したこともある。

　小しよう等とう部ぶのときだ。愛の聖せい人じんであるバレンタインの祭が意識される年ねん齢れいになった頃、当然のように女子の間で〝愛の贈り物を誰にも渡さない娘はチキン野や郎ろう〟な雰ふん囲い気きが生まれた。

　バレンタインは旧派カトリツクにおけるローマ時代の聖人だ。聖譜テスタメントによれば、ローマ皇こう帝ていが軍の士し気きが下がるのを恐れて兵へい士し達の結婚を許きよ可かしていなかったのを、バレンタインがガンガン奨しよう励れいしてしまった。それゆえバレンタインは処しよ刑けいされるが、人々は彼を愛の聖人として奉たてまつった。

　歴史再さい現げんでもその通りに、殉じゆん教きよう覚かく悟ごでバレンタインの襲しゆう名めい者は兵士達の結婚を奨励した。

　……ええ、──兵士同士の結婚を歴史再現の名の下に強制的に。

　聖譜の歴史再現という名目で、ローマ軍の兵士達はバレンタインに捕まったら男同どう士しで結婚せざるを得ず、パニックを起こして逃げまどった。だが彼らは次々にバレンタインに捕ほ縛ばくされて結婚させられ、数多くの悲鳴と共に軍の士気は確かに落ちた。そして兵士達は自分達に起きた出来事を前向きに受け止めるためにバレンタインを愛の聖人と呼んだが、

　……バレンタイン本人はそりゃ処刑されますよね。

　現在の研究によって、再現のやり方には大きな間違いがあったのではないかという議ぎ論ろんも為なされているが、概おおむね結果は間違ってなかったろうとポジティブな結論に終しゆう着ちやくする。

　そんなバレンタインの祭は本来洋よう物もの祭だが、神しん道とうも仏ぶつ道どうも他教きよう譜ふを寛かん容ようするアバウト教譜だ。禁きん教きよう令れいはあるが〝共同生活上の他教譜の補助〟という解かい釈しやくで祭は行われる。

　自分は神道家か系けいだったが、紆う余よ曲きよく折せつの末、父にも贈り物を与えることで洋物祭への参加許きよ可かが出た。贈り物は当時、一般に出回るようになってきていたショコラだ。

　しかし作りつつ、渡す相手を考えたら、

　……トーリ君しかいませんでしたよねー……。

　昔なじみで、あの頃既すでにホライゾンはいなくなっていたが、彼は昔の明るさを取り戻していた。そしてまた、

　……軽いと、そう思われてたから。

　他の女子達も、逃げ場として、彼に贈り物をしようとしていたらしい。今いま思うと失礼なことだが、好きか嫌いかを考えず、周囲も騒がないでいてくれる相手というのは貴き重ちようだ。

　……でもまあ、昔からの付き合いもありますし、ちょっと緊きん張ちようして教きよう導どう院いんに行ったら──。

　全ぜん裸らの股こ間かんと両脇わきに、自分で作った固形ショコラの角を挟んだトーリが、教導院内ないを「ほぅらトリケラトプスだぞお」と内うち股またで駆け回り、男女見み境さかい無く追い掛けてつつき回していた。

　結果として教導院の誰もがチョコを誰かに渡すことが不可能となり、自分も結局バッグから出しもせずに持って帰った。

　今でも憶おぼえている。トーリの嬉き々きとした「回頭！　回頭！」とか「ああっ、溶けてきた！」という叫びと逃げまどう皆の悲鳴、そして帰き宅たくして、食べたチョコと涙の苦にがい味は忘れられない。何しろ砂さ糖とう入れ忘れで超カカオ。涙そのせいですよね今思うと。父さんも泣いてたし。

　しかし、廊下を駆けていくトリケラトプスを見て己はこう思った。人生の芸げい風ふうが違う、と。

　中等部ではスティラコサウルスだったから芸風は幼い頃から確定だ。ここ数年は、意い地じでも誰かに渡そうとする女子雄ゆう志しと、見境無なく邪じや魔まするトーリとその配はい下かの戦いになっている。

　だが、たびたび起きるそういうことを見てきた自分は、こう考えてもいる。

　……ひょっとして、解わかってやってます？

　他の皆もそう思っている筈はずだ。何しろ、〝誰にも渡さない女はチキン〟という女子の雰ふん囲い気きとは別に、男子側にも〝誰からも貰もらえない男は負け犬〟という風ふう潮ちようがあり、更さらにはそういうことに踏み込めない女子もいれば、流れに逆らえない男子もいたからだ。該がい当とう者の個人名は秘ひす。

　だが、トーリがいるおかげで、誰でも祭に参加出来ているのは確かだ。

　……どうでしょうか……？

　芸風が違いすぎるので、以後、異い性せいとして意識したことはない。喜き美みとの付き合いもあるせいで、年が同じ弟や従兄弟いとこという感覚がある、と自分では思っている。

　……どっちかっていうと、喜美も喜美なので、私、母親役やくのような気が……。

　だけど、と己は思う。

　昨夜、ホライゾンの名を放送で聞いて走り出した彼を見て、

　……どきりとしましたよ、ね。
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　浅間は思う。彼と自分は芸風が違う、と。だが、自分だけではなく、おそらく皆とも違う彼が、走り出す相手。今のホライゾンから見たら、彼は、どう見えるのだろうかと。

　彼女は、自動人形となって、記き憶おくもない。十年という長い月日もある。トーリもそのことは解わかっている。だから、今における意味で、彼女を好きだと彼は言った。

　ろくに話をしたこともないだろうに、

　……それなのに走り出すんだから。

　やっぱり、軽くない。

　今年は首くび長なが竜だったのはどうかと思うが、そういう部分での軽さとは別で、根本の部分にきっと重いものがある。何事に対しても、その、重い部分で判断して、動くときには軽くしようとしているのではないかと。何故なぜかと言えば、

「…………」

　ふと右横よこ、そこに座る鈴すずを見た。目が見えないなりに、原げん稿こう用紙に何かを書き綴つづっている鈴は、昨日きのう、一つのことを教えてくれた。

　……鈴さんに対する話し方や手の差し出し方は、ホライゾンが始めたこと……。

　彼は、彼女を受け継いでいる。そして、

　……また、始めようとしていたのに──。

　また、いなくなる。

　そして今、トーリは昔と同じように突つっ伏ぷしたままだ。

　……大だい丈じよう夫ぶでしょうか。

　思いつつ、自分は抱えていた頭を放し、書くものを右の手に取る。

　左の手は頰ほお杖づえにして、視線はどちらかというと天てん井じようを見ている。

　上うわの空で、ただいろいろと考え、何を書こうかとようやく考える。始まりは、

　……頑がん張ばって。

　今日は楽しい告白の日だった筈はず。昨夜のことが無ければ、彼はどうしただろう。

　皆はきっとそれを望んでいる。

　……ええと。

　彼に、こうあって欲しいなあ、と思うことを考える。いつもの彼のことを。

　心にまず浮かぶのは、

　……オッパイ揉もんで──。

　待て。それはいくら何でもいきなりだろう。

　だめだめだめ、と天井を半はん目めで見上げつつ、己は心の中で首を横に振る。

　……まず、ちゃんと告白しないと。手紙を使うかどうかは解りませんけど。

　大事なのは誠意です。誠意。それをお互い確認してからです。

　そして目を閉じて、自分は考える。

　小説や神肖能楽テレビドラマでは、ここからどうしていくのがセオリーだろうか、と。

　やはり身を寄せ合って、微笑でもして抱き合うべきでしょうか。いやホライゾンは自動人形だから感情が無ないわけですし、微笑はない気もします。けど、ホライゾンが不用意に許可出したら、微笑無しで抱きしめたりもオーケイなわけで、更さらには自動人形の判断は一いつ括かつ系けいが多いので、だとしたらあとはトーリ君がどれだけ冷静かということになるんですが、当然のようにオッパイ揉もんで、そこから先はええと、あの、キスとか、ええと、ええー？　ええ──？　どこまでなんでしょうねこういうの、ここまで？　こーんなことまで？　ええと──。

「──あ」

　はっと気づいて己は目の前を見た。皆が背を曲げて原げん稿こう用紙に向かっている向こう、教きよう卓たくに両肘ひじをついたオリオトライが首を傾かしげてこちらを見ている。対する自分は姿勢を正し、

「あ、せ、先生、何か!?」

「あ、うん、次の原稿用紙いる？」

　何で？　と思って見た眼下。原稿用紙数すう枚まいに文字がびっしり埋まっていた。その内容は、

「────」

　思わず鼻の下を左右に広げてしまう感覚を得ながら、

　……エ、エロ小説書いてますよ私！　しかも題名は〝私がして欲しいこと〟！。

　いけません。これはいけません。一いつ体たい何をやってますか自分。告白からいきなりその場でというのは性せい急きゆうすぎますがこれもし誰かに読まれたら人生スゴロク一番抜ぬけですか!?

　慌あわてた己はペンケースから消去用ようの圧あつ縮しゆくパンを出して、原稿用紙をこする。だが、

「あ、あれ……？」

　書いた文字が消えない。何故なぜかと思えば、

　……まさか、インク系のペンで書いて──。

　右手を見れば、その通りのものが握られていた。消すことが可能なコークスペンの姿が筆ふで箱ばこに見えるが、そこまでの距離が酷ひどく遠く見える。ゆえに自分は、腹の底に重い物を感じ、

「……ぬ」

　というこもった声が、俯うつむいた喉のどの奥から漏れた。

　我われ知らずと全身に粘ねばる汗が出てくるのが解わかる。

　失敗の原因は簡単だ。集中力による不注意だ。そんなことが今いま更さら解っても仕方ないが。

　……し、しかしどうしましょうこのエロ小説！　授業で書いたなんて信じられない出来！

　そうだ、と閃きが来た。これは机にしまって書き直せばいい、と。

　……うん、そうしま──。

「ハイ、じゃあ大だい体たい出来たみたいだから、出来た人、ちょっと読んで貰もらおうかな。ええと、出来てそうなのを出席番ばん号ごう的てきに見て、──浅間ー。出来てるみたいだし読んでくれる？」

「ええええええ!?　だ、駄だ目めです！　駄目ですコレは!!」

　自分は身を跳ね起こした。慌てて辺りを見回すと、皆の期待の視線が既すでにある。

　とりあえず熱のある汗をかきつつ、考えた。しかし考えるが何も思いつかず、だから反射的に、自分は今ここにある事実を述べた。

「こ、これですね！　これ、あの、ええと、──そう！　これ、作文じゃないんです！」

「ほう」

　オリオトライが教きよう卓たくの向こうでのけぞり、目を細める。

「それは新説ね。じゃあ、何なの？」

「いや、ですから、その、あの」

　ええいままよ、と事実を言った。

「じゃ、邪じや念ねんを捉とらえたので！　それを文字にして原げん稿こう用紙に封じてまして!!」

「ほう、……教室でも御お仕事とは、浅間神じん社じやは大変ねえ」

「は、はいっ、大変！　超ちよう大変で！　ほ、ほら、妖よう物ぶつとかズドンて射しや撃げきすると気持ちいいんですよ!?　それと同じものでして、ええと、──焼しよう却きやく炉ろ！　焼却炉行っていいですか!?」

「ちょっとそれは後にしなさい。他のクラスも授業やってるし」

　えええ消しよう滅めつ不可能？　と思ったが、とりあえず読む流れは回かい避ひ出来たらしい。

　ほ、と一息ついて椅い子すに座り直したこちらから、オリオトライが視線を外す。

「まあ、浅間が違うもの書いたみたいだから……」

　言われる言葉に身を縮める自分の右横よこ。そこへオリオトライが視線を向けた。

　鈴すず。

　そちらをオリオトライは見て、会え釈しやくと共にこう言った。

「えーと、鈴」

「あ、は、……はい？」

　鈴の、わずかな驚きをもった応答に、オリオトライが笑えみを見せた。

「あのね鈴、──貴女あなたの、読んでも大だい丈じよう夫ぶ？」

　……ちょっと、先生はどうして私のときにそれ聞きませんか!?

　思いはするが、やはりキャラというものなのだろうか。

　どうしたものでしょうか、と内心で吐と息いきするこちらの横。しかし鈴は、

「──はい、だ、大丈夫です」

　告げられた答えに、己は身を冷ました。

　……大丈夫、なんですか？

　浅間の周囲、こちらと同じ思いなのか、皆が一いつ斉せいに鈴を見た。

　全ての視線には、気き遣づかいの色がある。

　その意味は解わかる。鈴は目が見えない。字を書くのも、多くは平ひら仮が名なで、字を揃そろえて書くことも至し難なんだ。自分で書いたものを読むのも、スキャン装置が尻しり側についた出雲いずも製のペン〝声出ちゃう！〟を用い、そのスキャン部分から耳元のヘッドホンに読み上げる形だ。

　しかし今、鈴すずの目の前の机には、原げん稿こう用紙が、

　……十枚以上……。

　どれも、字が並んでいる。大きさはまちまちで、列も乱れはあるが、多くの文字がそこにある。だから、

「ええと鈴？　自分で読める？」

　オリオトライの問いかけに、鈴は首を横に振った。

　それは、己おのれで書いた己の望みを、他人に委ゆだねて読ませるしかないということだ。

　自分は、胸の奥に、何か刺さってきたような感覚を得る。こちらのエロ小説は別として、もしも自分が普通の内容を書いていたとしても、

　……それを他の人に読ませられるでしょうか……。

　しかし、鈴は息を吸い、こう言った。

「誰か、御お願ねがい、し、します」

　うん、とオリオトライの声が聞こえた。

「よし、じゃあ、浅間。──代わりに読んであげて」
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　鈴は、横の席の浅間が、息を詰めた音を聞く。

　次に聞こえる音は、彼女の声で、

「あの、鈴さん、……いいの？」

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　自分は頷うなずいた。

　……浅間さんだったら、大だい丈じよう夫ぶ。

　お互い、いろいろ解わかっているところがあるから大丈夫、と思う。きっと、自分と同じ思いで読んでもらえる筈はずだと。だから鈴は、机の上の原稿用紙を手触りで確かめてまとめ、

「はい。番号、か、書いたか、ら、順番、それで、よ、読ん、で」

　浅間の方へと、差し出した。

　しばらくの間、浅間の浅い息が聞こえていたが、やがて、

「──はい」

　頷きの音とともに、手が衣服の裾すそを払う音がして、原稿用紙が軽く向こうから引かれた。だからこちらは手を放す。自分の思いを書いたものを、それが通じると思える相手に対して。

　……御願い。

　願う。

　……届いて。

　祈るようにして、手渡した。
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　浅あさ間まは、原げん稿こう用紙の束を手に、ゆっくりと立ち上がる。

　皆の視線はもはや気にしない。

　……これは、神事と同じですね。

　祝のり詞とを神に告げるのと同様に、言葉から雑ざつ念ねんを祓はらう必要がある。

　言葉とは、意志を表現し、相手と自分の思うことを伝え合うためのツールだ。だから純粋な言葉とは、その文字や音の一つ一つにおいて、絶対的な意志共きよう鳴めいの力を持つ。

　鈴すずの意志を読むならば、自分の念は捨てて、彼女の言葉を皆に正しく届かせる必要がある。

　皆も望んでいる筈はずだ。いつも控えめな鈴が、何か考えをもって、自分の記した意志を露あらわにしようとしているのだから。

　書いた方と聞く方を、まっすぐな線で結ぶのは、読む自分の役目。

　だから己はわずかに目を伏せ、身を正す。原稿用紙を掲げて一礼すると、息を吸い、

「──代理に奏そう上じよういたします」

「いいわよー」

　教きよう卓たくの向こうで腕を組んだオリオトライの笑えみが、軽い安あん堵どをくれる。皆も、鈴も同じだろうか。そうだといいですね、と、心に思い、原稿用紙に視線を落とした。

　右上の方に書かれた数字は１。

　その字は、歪ゆがんでいる。目が見えない鈴が、他人との意思疎そ通つうのために憶おぼえた字は、手の動きの跡そのものだ。緊きん張ちようは跳ねや止めの震えや歪みとして形に現れるが、しかし、

　……丁てい寧ねいですね。

　省しよう略りやくも、簡かん略りやくも無い。跳ねも止めも、払いもしっかりしている。

　まっすぐだと、そう思った。

　……鈴さんに触れると、こんな感じでしょうか。

　目が見えない彼女は、確かにいつも、まっすぐ立って、歩いている。躓つまずくときも、誰かが手伝うこともあるが、基本はまっすぐだ。

　それが、そのまま字になったように思えて、自分は左の手を掲げ、

「────」

　書かれた字に指で触れ、そして喉のどの奥から、

「──わたしが　してほしいこと」

　読んだ。

「わたしには」

　読んでいく。

「──すきな人が　います」
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「わたしには　すきな人が　います」

　皆は、緩やかな動きで鈴すずを見た。だが、

「ずっと　むかしから　います」

　鈴は、廊下側の壁に背をつけて、じっと前に顔を向けている。長めの前まえ髪がみの奥の瞳ひとみは見えないが、それはだからこそ皆を見渡しているようで。

「ずっと　むかしの　ことでした

　小とうぶ　にゅうがくしきの　ことでした」
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　鈴は聞く、浅あさ間まの声を。

「わたし　いやでした　きょうどういん　に　いくの　いやでした」

　そう、そうでした、と鈴は思う。

　まるで自分の過去を回かい想そうしているように感じるのは、浅間の読み方によるものだろう。

「おとうさん　わたしのいえ　おかあさん　あさから　はたらいてます」

　一息。鈴は浅間と共に呼こ気きを入れ、

「──二人　こられません　でした　わたし　にゅうがくしき　一人でした」

　今でも憶おぼえている。朝食の際に、両親に謝られたのだ。

　今となっては解わかる。両親は、生活もだが、自分の学費のために働いていたのだと。

　だけど自分はそれに気づかず、しかし、

「でも　おとうさん　おかあさん　しんぱい　するの　で　なきませんでした」

　何だか解らないが、自分は両親を謝らせていて、だから泣いてはいけないと思った。

　でも、

「──本とうは　おめでとう　言って　ほしくて」
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『きょうどういん　ひょうそうぶ　たかいところに　あります

　かいだん　わたしのきらいな　かいだん　ながく　あります

　だから　かいだんのまえで　かんがえました

　おめでとう　と　言われないなら　のぼらなくていいか　と

　ほかの人たちは　はじめてあう人たちは　わたしにきづかず

　おかあさん　おとうさん　と　のぼっていきます

　わたし　は　一人でした　だけど──』
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「だけど」

　浅あさ間まは読んだ。手指で触れていく文字に、己おのれの喉のどを委ゆだねるようにして、

「こえが　きこえました

　ねえ　どうしたの

　ねえ　どうして　ないてるの」

　それは、

「トーリくんと　ホライゾン　でした」
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『二人も　二人でした　だけでした

　おとうさん　おかあさん　おしごと　でした

　いきなり　トーリくんが　わたしの　手を　とって

　ホライゾンが　ちょっと　おこりました

　そして　ホライゾンが　わたしの　左の手を　とって

　かいだんを　のぼろうと　いうのでした』
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「わたしは　ききました

　いいの　と」

　浅間の声が、教室に響ひびく。

「にゅうがくしきは　はじまろうと　してました

　おくれるよ　と　言いました

　でも　トーリくんは　おれはふりょうなんだ　と言って

　ホライゾンが　わらうんです」

　彼女の一息に、皆が合わせて息をついた。

　そして、

「そして　ホライゾンが　手をとり

　トーリくんが　せなかをささえて

　わたしたちは　かいだんを　のぼりました」

　また息をつき、

「おぼえています

　わたしは　おぼえています」
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『おぼえています

　かぜのにおい　さくらの　ちる　おと

　まちのひびき　そらのうなりも　そして人のこえも　なにもかも

　きづけば　かいだんを　のぼりおえていて

　わたしは　しりました

　いつのまにか　二人が　手　や　せなか　はなしていて

　わたしが　一人で　かいだんを　のぼっていたことを』
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「わたしは　一人で　かいだんを　のぼれて

　でも　三人　いっしょに　かいだんを　のぼって──」

　浅あさ間まは、原げん稿こう用紙をめくり、次の一枚へと視線を動かし、

「そして　きがつきました

　かいだんの　うえで　みなが　わたしたちを　まっていたのを」

　ああ、と誰かが小さくつぶやいた。そんなこともあったよな、と。

「みな　わたしを　おうえんしてくれていて」
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『トーリくんが　言いました

　ホライゾンと　二人で　言いました

　おめでとう　これから　よろしく』
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「いえにかえって　おとうさん　おかあさん　はなしをしたら

　よろこんで　おめでとう　と　言ってくれて

　がんばったね　と　言ってくれて　わたしは　また　なきました」

　原稿用紙がめくられる。その音が教室に響ひびき、

「中とうぶは　にかいそうめ　で　かいだんが　ありませんでした

　高とうぶは　かいだんが　ありますが

　わたしは　もう　一人で　のぼれました

　でも　トーリ君は　にゅうがくしきの　とき　一どだけ

　手をとってくれました

　それは　かつて　ホライゾンが　とってくれた　左の手です」

　息をつく。その上で、また、浅あさ間まは緩やかに、

「みなは　むかしと　おなじように　上で　まっていてくれて

　そして　トーリくんは　ホライゾンと　おなじで　手をはなしてくれていて

　わたしは　一人で　のぼれて　みなと　あつまって

　でも　ホライゾンが　いません」

　浅間は次の言葉に指を乗せ、わずかに強く、文字を押した。

　だが彼女は、今までと同じペースで、言葉を継げた。

「わたしには　すきな人が　います」

　それは、

「わたしは　トーリくんの　ことが　すき」

　続けて、

「ホライゾンの　ことが　すき」

　重ねるように、

「みなの　ことが　すき」

　そして、

「ホライゾンと　いっしょの　トーリくんが　一ばんすき」
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『おねがいです』
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「わたしは　もう　一人でも　だいじょうぶです

　だから　わたしの　てをとってくれたように──」

　鈴すずは、浅間の言葉に押されるようにして、身を動かしていた。椅い子すから腰を上げ、机に身体からだが当たる痛みも気にせず立った彼女は、浅間が振り向くより早くこう言った。

「お願い！　ホライゾンを、救たすけて……！」

　息を吸い、口を開き、

「トーリ君……!!」
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　叫んだ鈴は、自分の声による震えをその身に得た。

　荒れた息も、身体に瞬しゆん時じに来た熱も、どちらも下がることなく、耳と肌はだにノイズとして伝わってくる。

　だが自分は思う。

　……届いて……。

　自分は、政治のことも、経済のこともよく解わからない。先ほど、シロジロが武蔵むさしの今後に対して悲ひ観かん的な見けん解かいを示していたが、あれが現実だろう。自分が思い、言っていることはただ単に情じように訴えかけているだけだ。しかし、

　……私は、昔、ホライゾンに救たすけてもらったことがあるから……。

　ホライゾンのやっていたことを、受け継ぐように続けている彼に、言いたい。

「御お願ねがい……」

　告げた。そのときだった。

　不意に眼前から声が届いた。それは浅あさ間まのものではなく、

「──おいおいベルさん。ナメちゃあいけねえ。もとより俺はそのつもりだぜ」

　聞き覚えのある少年の声。胸を張って、制服の装そう飾しよくの鎖くさりを鳴らす音がして、

「安心しろよ。──俺、葵あおい・トーリはここにいるぜ」

　息を吸う音が聞こえ、笑えみの感情すら交じった言葉が来る。

「それなのにさ、なあ、ベルさん」

　聞いた。

「──なあ、どうして泣いてるんだよ」
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　皆は見る。教室の廊下側、やや暗い壁かべ際ぎわの場所で、鈴すずとトーリが向き合っているのを。

　長い前まえ髪がみの下から涙をこぼす鈴は、しかしそれを拭ぬぐいもせず、

「トーリ、君……」

「おう、そうだよー。トーリ君だよー」

　彼の、軽い口く調ちように、鈴は表情を変える。震える唇くちびるを、笑えみの形にして、

「あ、あのね、私、大だい丈じよう夫ぶ、だ、だから」

　鈴が、両の手で自分の腰を軽く叩たたいた。両腰こしのハードポイントにつけられた吊つり冊さく状じよう対たい物ぶつセンサーを鈴のように鳴らし、両の手をトーリの方に伸ばす。

　対するトーリが膝ひざをつき、両手を応じた。彼は手を伸ばし、彼女のそれぞれの細い手に触れる。それはまるで彼女を敬うやまい、賛さん美びするような姿勢と動きだ。すると、

「あの、ね」

　鈴がトーリの両手をとって、自分の胸に押しつけた。彼女は、ん、と声を作り、頰ほおを赤くするが、しかしトーリの方に顔を向け、

「ちゃんと、私、お、大きくなって、る、……よ？」

「ああ、衝しよう撃げき的てき事じ実じつだ」

「う、うん、だ、だから、いつ、いつまで、も、むかしじゃない、から」

「ああ、ベルさん毎まい日にち委員会とかもいろいろ頑がん張ばってんもんな。資料室や裏の兎うさぎ小屋とか」

　二人の横、浅あさ間まが、釈しやく然ぜんとしない顔で皆を見渡す。口の動きだけで、

『何ですか、この、ちょっといい話なのかブチ壊しなのか解わからないのは』

　対する皆も、手を小さく左右に振って、

『気にするな、貴様、小等部のときに通った道だろ』

『構こう図ずだけ見ると騎き士しと姫の誓ちかいだが、やってること見ると変質者だな』

『それより何で胸揉もみが成せい人じんの儀ぎみたいな位置づけなのかな？』

「おいおいオマエら、今いいとこなのに空気すげえ悪くね？」

　トーリが言うが、皆は無視した。

　しかしそのことで皆の注目に気づいたのか、鈴が顔を更さらに赤くしてトーリの手をゆっくりと放す。だがトーリは、掲げた両手で慌あわてて鈴を拝おがみ。

「あ！　ちょ、心の準備が！　も、もう少し！　いいところまでロード！　ロードで！」

「お前全ぜん然ぜんいいとこじゃねえよ!!」

　皆がツッコみを入れるが、トーリは気にせず鈴に手を伸ばした。

　彼は、制服の裾すそを一度払い、立ち上がりながら、赤い顔の鈴に対し、

「なあベルさん」

　頭を、髪かみに手を差し込むようにして撫なでた。あ、と鈴すずが声を漏らすのを諭さとすように、

「ちょっとだけ、訂正いいか？」

「な、何？」

　ああ、とトーリは言った。

「俺がベルさんの手をとるのは、ベルさんを気き遣づかってじゃねえさ。ベルさん可愛かわいいし、優しいから、手をつないでみたいのさ。そうすると、すっげえ楽しいだろうな、って思うから。

　──他の皆も、男も女も関係なく、そうだろ？」

　問われ、皆は少しだけお互いの顔を見合わせ、しかし確かにこう言った。

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　Ｊｕｄ．、それが皆の審しん判ぱんだ。

　鈴は笑えみの首を皆に振り、停まり残っていた涙を飛ばす。

「あり、……がとう」

　ああ、とまたトーリは言った。

　するとシロジロが不意に言葉を作った。彼は膝ひざを組みながら、苦く笑しよう混じりに、

「ずっと泣き寝ね入いりが、ようやく起きたか？　随ずい分ぶんと無む駄だな時間を過ごしたな。馬鹿が」

「はあ？　泣き寝入り？　阿あ呆ほかオメエ、よっく見てみろよ、俺の机」

　トーリが言った先。彼の机に喜き美みが首を傾かしげながら近寄っていく。ややあってから、彼女が人ひと差さし指ゆびと親おや指ゆびで摘つまんで持ち上げたのは、

「フフフ愚ぐ弟てい、何このエロゲ雑誌。〝安あ土づち城じよう東館襖ふすま際ぎわ・狩か野のう派ブランド特集〟って何よ？」

「ああ？　違うよ姉ねえちゃん！　その特集じゃねえよ！　あ、次の〝時代はリアル系・チームベラスケス特集〟も違うぜ！」

　はあ？　と喜美が次の特集を広げて晒さらせば、載っているカラー版画の画面紹しよう介かいにはある共通点があった。そして、その共通点を、気づいた点てん蔵ぞうが小さな声で言う。

「……銀ぎん髪ぱつ系けいキャラ特集で御ご座ざるな？」

「ああ、ホライゾンもそっち系だからな！　番ばん屋やで押おう収しゆうされてたのをチョバってきて、朝から眺ながめつつ俺の益ます荒ら男おゲージを溜ためてたんだ！　七本は溜まったな……！」

　はははとトーリが笑っていると、その肩を背後から叩たたく者がいた。

　トーリが振り向き、皆が見ると、哀あわれみ全開の顔をしたオリオトライがいた。

　彼女は半はん目めの上うわ目め遣づかいで彼を見て、

「アンタ、人が番屋にフォローに行ったのに、ゲージ溜める用意してたんかい」

「おいおい先生には感謝してるぜ。またクサい飯めし食うとこだったからな。でもよ先生、可愛い清せい楚そな俺と意志疎そ通つうが出来ないからって、イジけんなよいい年して」

　トーリは言った。

「十万二十七歳さいにもなってまだ子供か！」





●






　三年竹たけ組ぐみの生徒と、教員である三さん要ようは、読書の時間の最さい中ちゆうに、後ろ側の壁を突き破って転がり込んでくるトーリに遭そう遇ぐうした。

　三要は、教室の後ろ側で、ホラーものである〝十三日の禁きん欲よく日び８・バレンタイン、ローマに行く〟を読んでいたのだが、タイミングが悪かった。何も知らないローマ兵が夜に「よし、じゃ、ちょっとカラカラ行ってくるか」などと沐もく浴よくやり始めたのもいけない。読書姿し勢せいとしては前のめりになっていたのだが、二刀チョコバット持ったバレンタインが空から襲おそいかかったところでリアル破は砕さいの轟ごう音おんがいきなり来たため、三要は身を反らして、

「ひぃあ──！　男おとこ狩がり来たあ──!!」

「あー、御ご免めん御免、三要、逆ぎやく側がわやっちゃったけど赦ゆるしてね。後でリフォームするから」

　半泣きで振り向けば、瓦が礫れきの中に倒れたトーリを、オリオトライが襟えり首くびつかんで壁に開いた穴へと引きずっていくところだ。

　皆がオリオトライを見るが、そんな多くの注ちゆう視しを受けたオリオトライは、しかし無視してトーリを穴の向こうに投げ込むと、自分は差し足で開いた穴を越えていく。

　彼女は最後にこちらに軽く手を挙げて、

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。ちょっとした刺し激げき刺激！」

　身み勝がつ手てな言葉と共に去っていった。

　すぐに、向こうで待ちかまえていた数名によって、今度はカーテンで穴が塞ふさがれる。





●






「──で、どうする気なの？」

　と、黒板横よこ、カーテンで塞がれた壁かべ穴あなの前に立ったオリオトライは、教きよう卓たくの上に座っているトーリに視線を向けた。

　教卓の上、胡座あぐらをかいたトーリに、オリオトライは浅く眉まゆを立てて問う。

「ホライゾンを救いに行くって、……どういう手段をとるつもり？」

「つもりってなあ、……まあ、大体、手て詰づまりなのは解わかってんだ」

「そうなの？　へえ、手詰まりなんだ」

　オリオトライはトーリに笑えみを見せた。

「じゃあ、どう手詰まりなのか先生に説明してみて？」

　問われたトーリは、そうだなあ、と右手の人ひと差さし指ゆびを立て、口を開き、しかし、

「────」

「……おい、ホントに解ってんの？　君」

「バ、バカ言うなよ先生！　解ってるよ！　解ってるに決まってんじゃん!?」

「じゃあ、どう手て詰づまりなのか先生に説明してみてくれる？」

「いや、だからさあ──」

　三秒経過の後、トーリは懐ふところから教科書を出すとそれを教きよう卓たくに叩たたきつけ、

「くそう！　何だ！　何だこの女おんな教師は！　俺のことを追い詰めてそんな楽しいか！　俺は楽しくてぞくぞくするけどな！　先生はそんな俺をどう思う!?」

「うん。思うより先に実力行こう使ししていい？」

「おいおい野人の本能直ちよく撃げきかよ!?　俺って罪作りだな!!」

　トーリは、半はん目めのオリオトライを気にもせず頭を振った。俯うつむいた悩み顔の額ひたいに手を当て、

「Sigh……」
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　三年竹たけ組ぐみの生徒と、教員である三さん要ようは、読書の時間の最中に、後ろ側の穴を再さい破壊するように突き破って転がり込んでくるトーリに遭そう遇ぐうした。

　舞い上がる煙の向こうで、

「イテテテ！　先生！　ちょ、ツッコミ厳きびしくね!?」

「やかましい。って、あ、三要御ご免めん。──でもこれも刺し激げき刺激！」

　すぐに穴が向こうから再びカーテンで塞ふさがれる。





●






　制服のあちこちが破れてきたトーリは、背後にオリオトライの監かん視しを置いたまま教卓に座らされていた。しかし、ハイ、とトーリは軽く手を打ち、皆を見ると、

「手詰まりという要点は解わかっているので部分点は貰もらえまーす」

　彼が言うと皆が顔を見合わせた。ややあってから、まばらな拍手とともにひそひそと、

「──馬鹿なのに、手詰まりということまでは理解してるぞ」

「実はこの問題、……チョロいんじゃない？」

「オッパイ会話じゃないトーリ君の話は新しん鮮せんですよね……」

「おいおいおいおいオマエら、俺の人間性を勝かつ手てに馬鹿とオッパイだけに決めるな。まるで俺がそんなことしか言ってないみたいじゃねえかよ」

「その通りだよ!!」

　皆のツッコミを軽く踊ってかわしたトーリは、オリオトライを見て、

「──で、先生。ヤバイのは解る。でも、こっから先は、どうすればいいか解んね」

　ただ、トーリはこう言った。

「救ってコクりたいだけだ。……だから、まずはそうだな、おい、シロ」

「何だ馬鹿。金にならん話はきかんぞ」

　じゃあ大だい丈じよう夫ぶだ、とトーリが言った。

「シロ、つまり、経済活かつ動どうだよな？　多分。さっきオマエが結けつ構こういろいろ言ってたのは、今回の件が金と同じように考えられるからだろ？　──違うか？　オマエ、金と商売のことしか頭にない狭きよう量りようで危険な男だからなあ」

「待て待て待て待て待て貴き様さま、私の人間性を勝かつ手てに金の勘かん定じようと商売だけに決めるな。まるで私がそんなことしか言っていないみたいではないか」

「お前もその通りだよ!!」

　皆のツッコミに対して、シロジロは横のハイディを見た。

「私は金と商売のことばかりか？」

　問うと、ハイディは顔を赤くした。そして机の上にいる白びやつ狐こと一緒に、両の頰ほおに手を当ててくねくねして、

「そ、それは私の方からだと答えられないかなあっ」

　ふむ、とシロジロは頷うなずいた。彼は皆を見渡し、トーリを見み据すえると、

「いいか？　よく聞け馬鹿。私は大だい丈じよう夫ぶだ。貴様は駄だ目めだ。全く、人のことを金の亡もう者じやのように呼ぶとは、──本当に一銭せんの価か値ちもない男だ。話すだけ損だな全く！」

「オマエたまに俺の芸げい風ふうを超ちよう越えつするときがあるのどうにかしろよ。で、だ。──とりあえず、いろいろ思うところあるんだろ？　何しろ──」

　トーリは言った。

「聖せい連れんとの全面戦争だって視野の内に入れてなきゃいけねえしな」

　しれっと言ったセリフに、皆は一いつ瞬しゆんだけ息を詰める。だが、そんな皆の中から、

「フフ愚ぐ弟てい、戦争だの何だの気軽に言うわね。意味解わかってるの？」

「ああ？　だって起きるかもしれないことを見逃してたってしょうがねえじゃん。姉ねえちゃんだっていずれフケてきて肌はだとか──」

「あー！　あー！　聞こえない聞こえないー!!　そうよ私は可愛かわいいメトセラ──！」

　耳に両手を当てて奇き声せいをあげる姉を無視して、トーリは腕を組む。

「ま、どんな問題も、結局は提てい起きして判断したら解決か諦てい観かんだろ。それに対してわざわざ深しん刻こくな演出をしたがるのは自分に酔よってる連れん中ちゆうのすることだ。テキトーにしないでいいから、まあ、気楽に考えていこうや。──おい守しゆ銭せん奴ど、商売のセンスはあるんだろ？　オマエだったら、どこから手をつけて行くんだ？　俺の前にある限界の壁の中で、脆もろそうなのはどれだよ？」

　問いかけに、シロジロが表情を変えた。

　彼は、小さく笑ったのだ。

　ふ、という音を喉のどから漏らし、肩を揺らしたシロジロは、トーリを見据える。

「高くつくぞ」

「商売のチャンスだろ。俺は頭も悪いし、何も出来ねえ、それを逃げ場にも使うくらいだ。でも、だからこそ、少し頭を貸せよ守しゆ銭せん奴ど」

　成なる程ほど、とシロジロは言った。軽く肩をほぐすように回し、

「貴き様さまの嫌なところは、商しよう機きを目の前に吊つるすのが上手うまいところだ」

　まあいい、とシロジロは皆に対して身体からだを向けた。

「──では、皆、よく聞け。私達に必要なのは王や暫ざん定てい議会に対する交渉役を手に入れて私達教きよう導どう院いん側の発言権を確保しつつ、行動によって意志を見せて発言力を手に入れることだ。その方法としては、先ほど言った通りだ。──本ほん多だ・正まさ純ずみをこちらの陣じん営えいに引き込む」

　告げた名前に、皆がシロジロに視線を返す。誰も彼もが何かを言おうとして、しかし何も言えない雰ふん囲い気きの中、頰ほおに治ち療りよう用の符ふを貼はったノリキが口を開く。

「だが、それは無理だろう」

「どうしてだ？」

「自分で言えよ」

　シロジロの問いに、ノリキは短く答えて頭の後ろで腕を組んだ。

　答える気はない。だから、という風ふうに、ハイディが告げた。彼女は、眉まゆ尻じりを下げた顔でシロジロを見上げ、

「武蔵むさし議会は、午後六時にホライゾンの〝自じ害がい〟が決着するまで、セージュンと私達を会わせないと思うの。学生側の権けん限げんを持つセージュンが私達と会って心変わりしたら危険だから」

「成程な。だがそれは逆に言えば、……議会側は、学生側の権限を手しゆ中ちゆうにしておきたいから、正純から権限を奪うことは出来ないということだ」

　ならば、

「正純がここに来なければいけない状況を作り、こちらに引き込む」

「その方法は──」

「臨りん時じ生徒総そう会かいを開く」

　シロジロの言葉に、は？　と皆が首を傾かしげた。

　中でも、トーリが教きよう卓たくの上に立ってくねくねしながら、

「はあ？　馬鹿じゃねえオメエ！　さっきハイディが言ってたから俺おれ知ってるぜ!?　臨時生徒総会は権限者がいたら開けねえんだよ！　だから権限者であるセージュンが武蔵にいるせいで臨時生徒総会は開けませぇん。オメエは本当に馬鹿だな馬──鹿！　ウププ──」

「教師オリオトライ、そういう状況でも臨時生徒総会を開く方法がありますね？」

　シロジロの問いに、オリオトライが頷うなずいた。

「議題は一つだけになるけど、うん、一いち応おう出来るわよ？」

　は？　とトーリがくねくねして勝ち誇るのをやめ、オリオトライとシロジロを交こう互ごに見た。ややあってから彼は、不意に制服を脱ぎ始め、上半身剝むき身みになると土ど下げ座ざをし、

「くそお──！　どいつもこいつも俺を貶おとしめようとしてやがるな!?　ああ、いいともさ、いいともさ！　さあ笑えー！　俺が間違ってました御ご免めんなさいシロジロ様あ──!!」

「貴き様さまはアップダウンの激しい男だな。──身分の」

「カースト最さい下層でもカレーは食べられますネー」

「え？　マジ!?　じゃあいいかな俺！」

　そうなのかよ、という皆のツッコミをいなし、トーリはシロジロに問う。

「じゃあ訊きくけどよ、セージュンがいるのに臨りん時じ生徒総そう会かいなんて、どーやんだよ？」

「今、聞いただろう。一般生徒だけで行える臨時生徒総会の場合、議題は一つ。──権限者まさずみの不ふ信しん任にん決議だ。政治家志し望ぼうなら一回は経験しておくべきだろう」

　皆が引きつった顔をするのも気にせず、シロジロが鼻で小さく笑う。

「来なければ、正純を副会長から外し、本格的に臨時生徒総会だ。そして来たならば、臨時を取りやめ、正式に生徒総会だ。来た方が面白いぞ。──多くのものが動いて金になる」

　そうか、とトーリが言った。彼は半はん脱ぬぎのまま、真剣な顔で右手を上に挙きよ手しゆすると、

「……でもちょっとここらでギャグ入れね？　堅すぎね？」

　皆が無視をする。と、トーリは、しばらく左右の席を不規則に覗のぞき込み、しかしやがて、

「ちっ、無視かよ……」

　そして彼は何故なぜかズボンを膝ひざまで降ろして教きよう卓たくの上にうつぶせになった。やがてのけぞったりくねくねし始めたトーリを、シロジロ達は見ていたが、

「皆、スルーするぞ。馬鹿は後で教師オリオトライが始し末まつしてくれるから気にするな」

「シロ君？　後じゃなくて今みたい」
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　三年竹たけ組ぐみの生徒と、教員である三さん要ようは、本日三度目の体験をした。

「早えよ！　早すぎだろ先生！　あ、イテテテ腕そっち曲がらねえ──」

「あ、三要？　──刺し激げき刺激!!」





●






　新しく開いた穴を塞ふさいだシロジロは、息をついて皆を見渡した。

　その上で彼は、一度だけ、教卓の上で足先から頭までカーテン巻きにされているトーリを見て、更さらに無視してから、

「さて、皆」

「おい！　おーい！　無視かよ!?　なかなか無いぞカーテン巻きで教卓乗のせって！　ちょっと白いサヤエンドウみたいでよくね!?」

　だがシロジロは無視の継続を決め込み、皆を見た。

　彼は、いいか、と本ほん日じつ何度目か解わからない前置きを作ると、ハイディの頭の上のエリマキを軽く叩たたいて表示枠サインフレームを宙に出す。そして表ひよう示じされるのは条じよう文ぶんの羅ら列れつ。止める一節は、

「──校こう則そく法ほうによれば、指導者を欠いた場合など、教きよう導どう院いんが危き機き的てき状況にあるとき、生徒達は臨りん時じ生徒総そう会かいを開き、その意見が代表意見となる。……総そう長ちよう連合や生徒会を失ったり、学内クーデターや上じよう訴そを起こすときに行うわけだな」

　そして、とシロジロは言った。彼は、ちらりと教きよう卓たくのトーリを見て、

「臨時生徒総会を起こし、正まさ純ずみを呼びつけたら、私達は決断をすることになる。──ホライゾンと武蔵むさしと極きよく東とうと、そして私達自じ身しんをどうするかの決断だ。そのことは覚かく悟ごして、全員、親族に連絡を取っておけ、何しろ世界は学生主しゆ体たいで、私達の決断は彼らを巻き込むのだから」

「……他のクラスの意見はどうなの？　シロ君」

「既すでに通神文メールを代表委員に送っている。先ほどから何もしてないと思ったか？　そして多くの返答は〝どうしたらいいか解わからないから話を聞いてみたい〟だ。解るか？　聖せい連れんは私達を狭めにきているが、私達はまだ迷いの可能性を捨てずにいる」

　あとは、

「警けい護ご隊たいだな。近くの担たん当とう達には話を通しておく必要があるだろう。本ほん多だ・二ふた代よがヨシナオ王のいる武蔵むさし野の側がわに詰めているそうだから、教導院側は副隊長の分ぶん隊たい、百五十名ほどだな」

「話つけておかないと、まずい？　シロ君」

「彼らは極東ではほぼ唯ゆい一いつの戦せん闘とう系けい部隊だ。今後、武蔵が聖連と事を構える場合、彼らの力は必ず必要になる。そして彼らは各国の強大さをよく解っているから、聖連と極東の板いた挟ばさみだ。そこを理解しておく必要があり、そしてまた、それゆえに話が通じる状況もあるだろう。だから彼らの理解を、今の内に取り付けておけば後が楽だ」

　言って、ふう、とシロジロが一息をついた。

　そして彼は、未だ教卓の上でカーテン巻きになってるトーリを見て、

「おい、終わったぞ馬鹿。何か面白いことを言え。金になる話なら尚なお結けつ構こうだ」

　すると、トーリはカーテン巻きの身を横たえると、半はん月げつ状じように仰のけ反ぞり、

「ぎょー……、うー……、ざっ！」
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　三年竹たけ組ぐみの生徒と三さん要ようは、本日四度目の体験をした。

「ちょ、ちょっと先生、これは俺が悪いんじゃなくて単にギャグへの厳きびしい評価だろ絶対!!　あっ、っちょ、絡まって、うあっ、ギョ、ギョーザ引きずっちゃ駄だ目めえ──」

「ああもう何か安あん直ちよくで我慢出来なかったあー！　あ、三要？　──つまり刺し激げき!!」





●






　白の部屋に、声が生まれた。

「期待に応えられるとは思わないのですが──」

　言葉を作るのは朱あけの制服の女じよ生徒で、彼女は腕に数すう冊さつの本を抱え積んでいた。

　彼女の視線の先、椅い子すに座った白の髪かみの自動人形は、

「Ｊｕｄジヤツジ．、大だい丈じよう夫ぶです。率そつ直ちよくに申しましてホライゾンは読書経けい験けん自体が少ないと判断出来ますので。どれもホライゾンの期き待たい以上のものになると判断出来ます」

　そうですか、と、女生徒は本を抱えてホライゾンに近づき、

「あ」

　室内に、本を置く台も何も無いことに気づいた。

　するとホライゾンも女生徒の戸と惑まどいを悟さとり、

「Ｊｕｄ．。ここへ」

　と、立ち上がって椅子を空あけた。

　対する女生徒は、ホライゾンの傍かたわらに行き、本を椅子の上に積み置く。が、

「あの、ホライゾン様は……」

　答えもせず、ホライゾンは本の一冊を手に取ると、

「記き憶おくを思い返しますに、いつもこうしてましたので」

　言葉と共に、壁かべ際ぎわに座り込んだ。そしてホライゾンは崩した正せい座ざの腿ももに本を置き、両の手で開く。そのまま彼女が視線を開いた本に落とすのに対し、女生徒は慌あわてて、

「そ、それは流石さすがに、今、椅子を──」

「あまりここに物を持ち込むのは難しいと聞きました。本をこれだけ持ってくるのも労ろうが要いったと推すい測そく出来ます。──そしてこれはホライゾンのいつもの室内読書姿し勢せいなのでお気になさらぬよう御お願ねがいいたします」

　女生徒は、わずかに迷い、取っ手のない入り口とホライゾンを交こう互ごに見る。が、すぐに本へと視線を向けているホライゾンが、

「──本の内容は、どのようなものでしょうか」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．、──とりあえず武蔵むさしに頼んで、定てい番ばんや人気あるものをジャンルに分けて十冊ほど。検けん閲えつ入りそうになったんですけど、そんなの入れたらどんな内容だって〝反抗心しんを助長する〟とか〟決心を鈍らせ──」

　女生徒は、言葉を詰め、一度喉のどに嚥えん下かの音を立てると、

「まあ、通らなくなりますからね。だから、危険物や符ふ術じゆつなど仕込んでないように、卸おろし側の梱こん包ぽうから選別してきて、上の人に安全を確認してもらいました」

「Ｊｕｄ．、有あり難がとう御ご座ざいます。あと──」

　ホライゾンは本から視線を外して女生徒を見ると、自分の着ている白い服の襟えりを摘つまんで見せた。それは三征西班牙トレス・エスパニア側から与えられた衣装だが、

「──ホライゾンの私服を御願いいたします」

「あれは……」

　女じよ生徒が、眉まゆ尻じりを下げた。

「あれは一般市民の服装で、一国の主あるじとしては……」

「あの服は、ホライゾンが選んだものです。ホライゾンは、自分が誰であるかとその役目を知りはしましたが、それ以前に、あの服に関しては自分で選んでいました。──自分として、相応ふさわしい衣装だと判断出来ますので、可能でしたならば宜よろしく御お願ねがいいたします」

　告げられた女生徒は、数秒を考えた。

　だが、ややあってから、

「──Ｔｅｓテスタメント．。一度クリーニングしてから持ってきます。三征西班牙トレス・エスパニアのクリーニング技術はオスマン由ゆ来らいのものですので新しん品ぴん同様になりますよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、有あり難がとう御ご座ざいます」

　ホライゾンが一礼した。女生徒も一礼して、しかし、やや黙る。だからホライゾンは、

「どうしたのですか？」

「あ、いえ、……先ほどの話です。もし、ホライゾン様が、実は救われたいと望んでいたならばと言う、その、仮定の話で」

「Ｊｕｄ．、どちらにしろ、今のホライゾンは最さい善ぜんの判断を優先としています。救われたいかどうかが解わかるとしたら──」

　どうなのでしょうか。

「推測で申しますが、きっと、その人は諦あきらめると思われます」

「？　……な、何故なぜですか？」

「自動人形の判断は最善だからです。その方は、きっとホライゾンを救うために言葉を持ってくると思いますが、……それを全て否定するホライゾンに、どこまでつきあえるのでしょう」

「否定というと……」

「平行線の話し合い。──摺すり合わせる方法を、きっとホライゾンは理解していると思います。が、そこに至るまでに、一いつ体たい誰が、最善の判断という隔かく絶ぜつを取り払って下さるのでしょうね」

　言っていて、ふと、ホライゾンが面を上げた。

「まるでホライゾンは救われたいようですね。救われたいのかどうなのか、その判断は、最善の判断の下にありますが、それを望んでいたのかどうなのか、今は解りません。ただ──」

　目の前、女生徒は無言だ。だからというように、ホライゾンは、言葉を作る。

「ただ、自分の出しゆつ生しようを聞いたとき、こう思ったのは確かです。出来れば、君くん主しゆなどではなく、──軽けい食しよく屋やの店員であれば良かったと」

　告げた言葉に、女生徒が、身を固くして、

「────」

　言葉を失い、ただ、たたずむ。
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　どうして彼女が黙ってしまったのか、ホライゾンには意味が解わからなかった。何故なぜです？　と聞いてみようと思った、そのときだった。外から、鈍い音が響ひびき始めた。

「……これは、疑問しますが、船ですか？」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．、三み河かわの避ひ難なん民みんを乗せた居きよ住じゆう区く改造船せんが、武蔵むさしに向かい始めたのですね。水や流体燃料エーテルアリメンタの供給を武蔵から得るわけですが、その設定類るいにはおそらく夜近くまで掛かるんじゃないでしょうか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その頃には、ホライゾンはもういないと推測出来ますので、その方達の安あん堵どを見ることはかなわないのですね」

「……あ、す、すいません」

　謝あやまられた己は首を傾かしげる。事実のみを言ったつもりだったが、何か間違ったろうかと。

　そして天てん井じようを見れば、白の色。

「ともあれまあ」

　つぶやく。

「もう、あのお店で、いろいろな人に会うこともないのでしょうね」







[image: 第二十六章『処刑場の否定者』]
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　薄暗い部屋があった。

　入り口を開けてはいるが、窓のカーテンを閉めたままの軽けい食しよく屋やだ。

　入り口のパン売り場にはパンが無く、中には人ひと影かげが二つしかない。

　影の一つはテーブルに着いて食事中の男子制服姿すがたの長ちよう髪はつで、もう一つは厨ちゆう房ぼうで鍋なべを前にして鼻はな歌うたを歌っている女性の影だ。女性の方が、大スプーンで鍋なべを軽く混ぜるのを止め、

「正まさ純ずみさん、教きよう導どう院いんの方、行かなくて大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

　問われた正純は、パンを千ち切ぎる手を止めた。厨房の方を覗のぞき、

「武蔵むさし暫ざん定てい議会の方からは、今のところは行かない方がいいと」

「大事にされてるねえ」

　そうでしょうか、と言う台詞せりふを、己は喉のどの奥に飲む。

　そしてパンを千切って口に入れ、水で喉に流し込んでから、

「まあ、昼には暫定議会の方も今後の方針を固めるようですから、その決定を持って教導院に行くと思います。おそらく──」

　言いながら思い出すのは、朝方、議ぎ庁ちよう舎しやのロビーで父の秘ひ書しよから聞いた話だ。それは、

「武蔵は聖せい連れん側に従うため、権けん限げんの無い教導院は、王と議会の決定に準じるようにと」

　嫌な指示だ。

　……姫ホライゾンの自じ害がいを認め、武蔵を移い譲じようする、か……。

　同級生、下級生がその指示に素直に従う筈はずもない。従ったとしても本ほん心しんではないだろう。

　だが、教導院側には権限が無く、こちらの言うことを聞くしかない。

　嫌な話だ、とも重ねて思う。

　しかし、暫定議庁舎にいた自分は、武蔵の相あい対たいする現状を知っている。

　校こう則そく法ほうにより、学生に相対出来るのは基本として学生だけだが、今回は武蔵側の学生権限のほとんどを王が預かったため、議会が代理で聖連側と交渉している。

　自分が出ることになるかと思ったが、議会側が理由をつけて渋しぶり、K.P.A.Italiaもそれを飲んだ。議会側は学生側権限を持つ自分が出ることで話が決定的になるのを恐れ、K.P.A.Italiaとしても聖連寄よりとされる議会側の方が話がしやすいという判断なのだろう。

　学生に相対出来ない議会では、交渉は及び腰になるのか、結果として、やはり議会は聖連に従う方針のようだ。

　秘書達が言うには、

　……逆らえば、最悪の場合、聖連との全面戦争になる。

　そのことが解わかっているから、己としても、午後に憎にくまれ役で教導院に行く意味を感じる。

「だけどこういうとき……」

　ふと、問うていた。

「葵あおいや、他の連れん中ちゆうだったらどうするんでしょうか。私、ここのやり方に不ふ慣なれなので」

「正まさ純ずみさん、女の子っての隠かくしてるから、立場を考えるときに色々考えちゃうよね」

　でも、と女おんな店主の言葉がすぐに重ねられて飛んできた。

「あれはまあ、馬鹿だから、思ったことをすぐにするよ」

　言われた台詞せりふに、そうかな、と思い、そうだな、と思い直した。

　昨夜のことを引き合いに出すでもなく、今までずっと、あの連中はそういう生き方だ。

　去年の夏だったか、水泳授業の際、女子の着替え中にプールサイドを堂々と歩いていった葵が女子更こう衣い室しつのドアを真まっ正しよう面めんから開けて「あっれここ女子更衣室か！　知らなかった！」とやったときは正気を疑った。あれは覗のぞきじゃなくて一いつ体たい何なんだ。しかし女子連中が何故なぜか武器を持ち込んでいて同時反はん撃げきしたのもどうかと思うがとりあえず見学組で良かったものだ。

　他にも図書室エロ草そう紙しバックナンバー勢せい揃ぞろい事件や生物室フラスコ酒しゆ造ぞう事件や屋上触しよく手しゆ系けい緑地化計けい画かくなど、他た委員の者達から聞いた過去の悪あく行ぎようは、

　……思ったことをすぐにするというか、本能的な気が。

　だが、とも自分は考える。昨夜から今この時点において、

「彼女を救おうとしたのは、葵しかいないんですよね……」

「……ホライゾンのこと？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は答えた。たった一日で彼女のことが言いにくい話題になったと思いつつ、

「店主は、昔の彼女を知って……、知ってたんですよね？」

「あれ？　何でそう思うの？」

「昨日きのう、葵と姉が、近所の子を連れてよく来ていたって」

　ああ成なる程ほどね、と、厨ちゆう房ぼうの奥から声が聞こえた。

「そうだね、ホライゾン、いい子だったよ。──しかし私ゃ客きやく商売のセンスが無いのかもしれないね。ひょっとしたら、とか思いもしたけどさ、ずっと隣となりにいた自動人形が、あの子じゃないかって、……でも違うだろう、って思う方が強かったんだろうね。思し考こうが大人おとなかな」

「葵はどうだか解わかりませんが、他の連中も、確信は持ててなかったようですから。それに、……記き憶おくも何も無ければ別人だと、そう思います」

「正純さんは優しいね」

　嫌いや味みのない声と共に、一息が聞こえる。

「本当なら、正純さんに一言いうのがありなのかもしれないね。どうして昨夜、あの子を救ってやれなかったのか、って。昔のあたしだったら食って掛かったかもしんないね。

　でも今は、君くん主しゆとなると仕方ないかもねえ、って方が先に来ちゃってね。何しろこの御ご時じ世せい、上の人は腹切るためにいるような面も多分にあるじゃない。歳とし食くったかねえ」

「…………」

　何も言えず黙っていると、女おんな店主が小さな笑えみに似た吐と息いきと共に、言葉を作った。

　ホライゾンは、さ、と彼女は、昔の名前から切り出し、

「あの子は、複雑な環境の子でね。元もと信のぶ公こうと、異い人じんとの間に生まれた子なんだよ。よくは知らない。ただ武蔵むさしにその母親と一緒に住んでてね。母親、頭のいい人だったなあ。……まあ、彼女もホライゾンが五歳さいの頃に死んでね」

「……死んだ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と店主が厨ちゆう房ぼうから告げた。

「あたしはその頃、ここにいなくてよく知らないけどね。でも、それゆえ、元信公の認にん知ちがしやすくなったんだよ。弟おとうと公こうの自じ害がいもあったし──」

「まさか──」

　言うと同時に、店主の言葉が来た。

「噂うわさに拠よれば、十年前、ホライゾンが後こう悔かい通どおりで失われたとき、元信公は嫡ちやく子し相そう続ぞくの話をしようとしていたらしいんだよね。だから、そうだとしたら、トーリにとっては二度目なのさ、──ホライゾンが元信公の嫡子とし、失われるのは」

「…………」

　己は沈ちん黙もくした。

　いろいろ思うことはある。今回の件について、特にホライゾン・アリアダストについては、救うことが出来ないかとも考えている。

　だが、人々の保障において、最も鍵かぎとなるのは彼女の自害と、それに伴う武蔵の移い譲じようだ。

　……政治とは、個人感情を抜きにして、社会の最大利り益えきを確保していくもの。

　その観点から見たら、選ぶべきは解わかっている。ホライゾンの自害を認め、武蔵を移譲するという最大の譲じよう歩ほを行いつつ、武蔵住じゆう人にんを始めとする人々の後の安あん堵どを確約する。

　それが最さい善ぜんの判断だ。しかし、

　……あの馬鹿は、違うんだよな。

　昨夜の葵あおいのことを思い出した。あのとき、彼は何を言おうとしていたのか。

　……俺は──。

　何だろう。聞いてみたかった気もする。

　無む論ろん、その機会はもはや無いだろう。午後六時に彼女は失われるのだから。

　……救いたいが……。

　と、思うと同時に、一つの音が聞こえた。

　己おのれの腰、白いポケットバインダーの中からベルが響ひびいたのだ。安やす物ものの携帯社しや務むが、呼び出しを告げている。手にとって見れば、相手は、

『──正純。私だ』

　父親だ。

　彼は、こちらの返答を待つこともせず、こう言った。

『今、通つう報ほうによって、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんで生徒による反抗が生じたことが判はん明めいした』

「……反抗？　武装類るいは持ち込み不可だったのでは？」

『臨りん時じ生徒総そう会かいだ。──お前の不ふ信しん任にん決議を行おうとしている』

「──そんなことをしたら」

　武蔵は、選択を自分に迫ることになる。

　ホライゾンを救うか救わないかの選択だ。

　だがもし、救うという決定をしてしまったら、

　……聖せい連れんとの衝しよう突とつ。最悪の場合は全面戦争になるぞ……？

　ホライゾンを救えば、極きよく東とうは大罪武装ロイズモイ・オプロを保有し、更さらには三み河かわ消しよう失しつの責任を取らないということになる。その、国家間かんのルールと聖連の指示を無視した行いは、宣せん戦せん布ふ告こくの大たい義ぎ名めい分ぶんとしては充分だし、大罪武装と武蔵の存在や、極東の技術や貿易力りよくは各国にとって充分な餌えさだ。

　世界が敵に回っても、おかしくない。

　……まさか……。

　反射的に、ポケットバインダーに手を触れていた。そこにあるメモ、聖連と敵対した際の対たい処しよについて、自分なりに考えた書き込みの紙し片へんに触れる。だが、

『聖連に逆らっていけるなど、子供の考えだ』

　確かにそうだ、と、自分はポケットバインダーの中の紙片を、握った。

　目を伏せ、紙片を捏こねるように潰つぶし、息をつく。

「行って、……説得してこいというわけですね？」

『Ｊｕｄジヤツジ．、今、図書室を会議室として、警けい護ご隊たいの副隊長が残ざん留りゆう学生の代表に開かい催さいの理由を質ただしている。つまり、問題なのは現状だ。未来に問題を繫つなげるな。──行け』

　告げられた一言に、身が震えた。

　だが、構う事なく、言葉が更に続いた。

『お前の役目は解わかっているな？　──交渉役やくだ。既すでに秘ひ書しよ達から私達の方向性は理解しているのだから、行け』

　これは、武蔵に来て初めての父からの期待だろうか。それとも、単なる義務の履り行こうだろうか。

　解るよりも先に、父の次の声と共に、通つう神しんが切れた。

『行って、──武蔵に良い結果を与えられるよう、皆と交渉しろ』
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　武蔵アリアダスト教導院、前側棟とう一階右う舷げん側にある図書室には、幾いくつかの人ひと影かげがあった。

　影があるのは奥のスペース。自習用の机がどかされ、一いつ対ついの椅い子すが用意されている。

　窓側の席には、制服の上に中量級の装そう甲こうをつけた生徒達がいた。極東の警けい護ご隊たいだ。体格のいい副隊長が椅い子すに座っており、背後には女じよ生徒と線の細い男子生徒が一人ずつ。

　対する廊下側の席には、制服姿すがたのシロジロと、ネシンバラがいる。

　奥側がわには、立会人として、

「えー、何でここにいるのか自分でも戸と惑まどうんですが、三さん要ようです……」

　と、三要が前を見た。正面、図書室の前側には、放送委員がいる。

　彼らは撮さつ影えい機き材ざいとしての通つう神しん用社しや務むを机や肩の上に置き、皆にＯＫサインを出す。

　撮影開始だ。

　だから、というように、シロジロがまず口を開いた。

「それでは、現在、武蔵むさしの警けい備びを担当する警護隊副隊長に来ていただいたわけだが──」

「即そく座ざに臨りん時じ生徒総そう会かいの開催提てい案あんを取り消すべきだ」

　副隊長は、シロジロとネシンバラに対し、やや前まえ屈かがみの姿勢を見せた。そして、

「君達の言いたいことは解わかる。だから私はすぐにここに来た。先ほど、君らのクラスでどのような遣やり取りがあったのかも報告を聞いた」

「感想は？　金にならん程度で頼む」

「Ｊｕｄジヤツジ．、感想はこうだ。──君達の狙ねらいは解る。だが、聖せい連れんとの衝しよう突とつは、最悪の場合、聖連との全面戦争と、極きよく東とうの完全支配に繫つながるぞ」

　叫びでも、怒ど号ごうでもない。ただはっきりとした口く調ちようだった。

「東とう国ごく最強、本ほん多だ・忠ただ勝かつの教えを受け、実際、私達の中でも最強であった総そう隊長が、負傷の残る相手に敵わなかった。更さらには向こうには多種の武装の物量があり、学生の年ねん齢れいも上限設せつ定ていが無しだ。──争えば、確実に負ける」

　彼は、こう告げた。

「私達は敵わないと知った者達だ。君らはそれを体感していない。だから敢あえて私は言う。武蔵と極東のことを考えるならば、──君らは蛮ばん勇ゆうを捨てるべきだ」

「Ｊｕｄ．。ならば簡単だ。商しよう談だんのルールに基づいて私はこう言おう」

　シロジロが、椅子に浅く腰掛けながら、こちらもまたはっきりとした声で、こう言った。

「副隊長、いいか？　私達が聖連に敗れるかどうか、それを確定するための素材がまだ私達には備わっていない。ゆえに副隊長、貴き殿でんの意見は参考に出来ない。そして解った。私達が自分を判断出来るのは、この状況を抜けてからだと」

　だから、

「私達は臨時生徒総会を開催する」
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「馬鹿なことを……！」

　副隊長が声を上げた。開いた右の手を、差し出すようにシロジロに向けて、

「こちらには対たい抗こう出来る力がない上に、相手には物量まである！　敗北は明確だろうが！」

「では確認しよう。この商しよう談だんのテーブルに無いものを」

　シロジロは、一息分ぶんの間を空あけてから、静かにこう言った。

「君らが戦場という商談のテーブルに載せた力とは、何だ？」

「それは──」

「君らの長、それが君らの最高の商品だった。そうだな？」

　だが、

「その商品は、本当に、それで最高だったのか？」

「──当然です！」

　副隊長の後ろに立つ女性隊員が、前に身を乗り出して言う。

「総隊長の決め手となる速度。それはあの状況では最高のものでした。ですが、負傷が癒いえていない筈はずのガルシア、──立たち花ばな・宗むね茂しげは、それを上回ったのです」

　彼女は、言いながら、わずかに俯うつむいた。

「近きん接せつ戦せん闘とうでは立ち回りの速度が大きくものを言います。速度で超えられたということは、総隊長ですら容よう易いに背後を取られる相手ということです」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　シロジロは頷うなずいた。

「では、その総隊長が、──武器を使ったならば？」

「それは──」

　女性隊員が何かを言うより早く、副隊長が右手を挙げてその言葉を封じた。彼は、それからゆっくりと手を下ろし、

「仮定の話ではあるが、敵わなかったろうと思う」

「何故なぜ？」

「総隊長の持ち武器において、最強となるのはおそらく忠ただ勝かつ様の使用されていた神しん格かく武装・蜻蛉とんぼ切きり。しかしガルシアは、昨夜、それを用いた忠勝様と戦闘し、生せい還かんしている」

「その娘のレベルでは、ガルシアに追いつかないと？」

　問いかけに、副隊長は即そく答とうをしなかった。だが、息を吸い、やがて、

「君達を説得するためならば、こう言おう。──Ｊｕｄ．、と」

「では君達が加か勢せいしたならばどうだ？」

「────」

　シロジロの言葉に、副隊長が息を詰めた。だが、ややあってから、

「それは、卑ひ怯きような行いだ。……極きよく東とうの武士として認められん」

　そうだろうね、と頷くのはネシンバラだ。

　彼は皆の視線を浴びると、しかし動じることなく走狗マウスと表示枠サインフレームを出した。その上で、

「でもね？　鎌かま倉くらの幕ばく府ふがあった時代はそうだと思う。だけど、今でも戦場における名乗りの風ふう習しゆうはあるけど、主体は乱らん戦せんだよ。二度の元げん寇こうと応おう仁にんの乱らんにおける正まさ成しげ公こう達のゲリラ戦が戦せん術じゆつのブレイクスルーとなったから、今では遠えん距きよ離り武器での狙そ撃げきも有り。──P.A.ODAは鉄てつ砲ぽう隊たいを揃そろえているし、スウェーデンのグスタフ王もそのような戦術で効果を上げていたよね？」

　そして、

「そのグスタフ王は、戦場の流れ弾だまで死亡した。今や王ですら戦場においては乱戦中の一いち兵へい士しが起こした偶然で死ぬのが最さい先せん端たんだよ。──何故なぜ、君達は最先端に乗らないんだい？」

「待て」

　副隊長が、身を逸そらした。小さく首を横に振り、ネシンバラからシロジロへと視線を移す。

「今ここで、P.A.ODAやスウェーデンという他国の話が出るのは──」

「貴き殿でんは、勘かん違ちがいをしている」

　シロジロは、前に身を乗り出した。膝ひざに肘ひじをついて身体からだを支える。

　覗のぞき込むように、彼は上うわ目め遣づかいで副隊長を見て、

「私達は、Tsirhcツアーク 系けい諸国との全面戦争はおろか、P.A.ODAや他た勢力との全面戦争も視野に入れている。最悪の場合、世界の全てが敵に回ることも、だ。何故ならば、昨夜の元もと信のぶ公こうの言葉──、憶おぼえているか？」

「大罪武装ロイズモイ・オプロを全て手にいれたならば、末まつ世せを左右する力を得る、と……」

「解わかるか？」

　シロジロは言った。

「大罪武装を〝集める〟のではない。〝手に入れる〟と元信公は言ったのだ。商人の観点から言わせて貰もらえば、それは各国が危機に対するために大罪武装を持って集つどうようなことではない。各国が大罪武装を奪い合い、……誰かが全てを所有する必要がある」

　ならば、

「近い内、極東は世界規き模ぼの戦せん乱らんを得ることになる」
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　シロジロは、副隊長と、彼の背後の二人を見た。

　副隊長はじっとこちらを見ている。こちらの言葉を最後まで聞いて全てを判断するつもりだ。だが、背後の二人は息を殺すように、身を堅くしてこちらを見ている。

　……まあ、今の話は、大体の所、誰もが予測はしていたことだろう。

　警けい護ご隊たいという戦せん闘とう系けいの組織ならば、こういう話は既すでに確認し合った筈はずだ。

　だから、簡単にこちらに乗ってこない。

　そして、だからこそ、己はこの相手を大事だと思う。

　……もし彼らが味方になるなら、それは、全てを理解してこちらにつくということだからな。

　利害を理解し、一致するパートナーは、商売をする際に最も裏切らないものだ。

　ゆえに、こちらは言葉を続けた。

「聖せい譜ふ記述に従えば、今後欧おう州しゆう全ぜん土どを巻き込んだ三十年戦争が展開し、中ちゆう東とうではオスマンが欧州や印イン度ド方面への進出を起こし、中ちゆう原げんでは清しんが勃ぼつ興こうし、露西亜ロシアは西せい征せいを開始する。そして極きよく東とうでは、──織お田だ、羽は柴しば、松まつ平だいらと続く極東の統とう一いつ戦争が生じる」

　解わかるか？　とシロジロは言った。

「大罪武装ロイズモイ・オプロを奪い合うための大たい義ぎ名めい分ぶんは存在している。〝聖譜記述に従い、歴史の再現としての戦争を行う〟という最大の理由がな。そして世界各かつ国こくにとっては、自分達の動きを極東側の歴史再現に邪じや魔まされたくはない。だから──」

「まずここで、姫ホライゾンを自じ害がいさせ、……聖せい連れんは極東の権けん限げんを奪だつ取しゆする、と？」

　そうだ、とシロジロは答えた。

「P.A.ODAは既すでに羽柴を使い、極東側からM.H.R.R.神聖ローマ帝国を支配しつつある。近い内に欧州と極東の共同軍と、M.H.R.R. と羽柴の連合軍が三十年戦争を理由に激げき突とつするだろう。

　羽柴はP.A.ODAだがM.H.R.R. と協働するためにムラサイ勢力に頼らず Tsirhcツアーク 教きよう譜ふを認めている。しかし聖連の欧州勢はムラサイ教譜のP.A.ODA配下である羽柴の侵しん攻こうを止めるために集中せざるを得ない。そして、そんな羽柴をいずれ滅めつ亡ぼうさせるのは、松平だ。その決定権を得るためにも聖連は極東を支配し、松平の権限を完全に手しゆ中ちゆうにしておきたい筈はずだ」

　一息。

「これから、そういった戦せん乱らんを利用し、大罪武装の奪い合いが起きる。だから──」

「姫、ホライゾンを、大罪武装として極東が所有すべきだと？」

「何故なぜそう思う？」

　シロジロが問いかけると、副隊長は、即そく座ざに答えた。

「聖連がやろうとしている通りだ。姫ホライゾンを自害させなければ、大罪武装とともに松平家は極東側に残り、P.A.ODAと末まつ世せに対する決め手となる。この二つの決め手になるということは、……今の世界のキャスティングボードを極東が握るということだ」

　しかし、と副隊長は言った。彼は首を横に振り、

「これは、──理想論だ」

　言って、副隊長は、もう一度首を横に振る。まるで何かを振り払うようにして、だ。

　その上で彼は、こちらにゆっくりと問いかけた。

「どうする気だ？　──聖連との全面戦争の可能性や、そうなった場合の武蔵むさしの運用や運営、人々の安全など、多くの問題があるのだぞ？　姫、ホライゾンを大罪武装として得ようにも、彼女の自害を止めるには、それなりの理由が必要なはずだ」

「それら全ての答えを、得るためにも、……貴き殿でんらの協力が必要だ」

「何故？」

　問いかけに、己は内心で頷うなずいた。

　……ようやく商しよう談だんが動いたか。

　相手は今、自分達の協力が何故なぜ必要かを問うた。

　……それは、協力の理由が利害一いつ致ち出来るならば、応じるということだ。

　ならばこれは取引だ。

　今、極きよく東とうは二に択たくを迫られている。進んで激げき突とつするか、止まって沈んでいくか、だ。

　止めれば、沈むまでに一時の安全が得られる。しかし進めば、激突から先が解わからない。

　だから彼らは問うている。先に進んで激突しても安全だと言える理由を見せろ、と。

　ゆえにこちらは、身を前に乗り出す。

「学生と相あい対たい出来るのは学生だけ。ゆえに暫ざん定てい議会と王は、私達のところに、自分達の手て先さきとして唯ゆい一いつ権けん限げんを残していた副会長を送ってくる。この副会長は、暫定議会側がわについているが──、おそらく、極東の学生の中で、有数の政治系けい能力を有している」

「その副会長とは、……本ほん多だ・正まさ純ずみだな？」

「……知っているのか？」

　ああ、と副隊長が頷うなずいた。彼は、深く腕を組み、

「三み河かわ在学時、国こく学がくではいつもトップだったよ」

　だろうな、と自分は頷きを返す。その上で己は床を、この教きよう導どう院いんを指さし、

「あいつをどうにかしてこちら側に引き込む。そしてあいつを学生側の代表として──」

「代表として？」

「聖せい連れんと対決する」

　言って、一息を吐いた。目の前の副隊長よりも、放送委員の撮さつ影えい機き材ざいの方を意識する。この放送を見聞きする者達にこそ声が届けばいいと、そう思いつつ。

「今の副会長は、聖連側についた王と暫定議会の手て先さきだ。だが、それは聖連側の弱点も知っているということだ。だからもし、副会長と相対し、こちらの側につけられるならば──」
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　武蔵むさし艦かん内ない、家の中や路上で、じっと放送を聞いていた人々は、次の声を聞いた。

『聖連の言い分を覆くつがえせる人材が、私達の仲間になるということだ』

　解るか？

『向こうが絶対に正しいなら、これからの臨時生徒総会で副会長側が勝って終わりだ。だがもし私達が副会長に勝つならば、──聖連を負かすことも可能だろう』
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　シロジロは言った。背後のネシンバラを示し、

「こちらのネシンバラは歴史系けい知識のエキスパートだ。そして私はこれでも武蔵むさしの商しよう工こう団だんの幹かん部ぶをしており、出雲いずもとの付き合いもある。そこに政治系の副会長が入れば、大体の問題は検討が可能だ。それだけの力を持ってホライゾンの奪だつ還かんと、その後の処理について判断を下し、そこで私達の望むものが得られれば良し、出来ないのであれば──」

　身を起こした。肩をすくめ、

「私とこのネシンバラを吊つるせばいい。暫ざん定てい議会と王はそれをもって〝武蔵内部の問題〟として済ませるだろうから、……君達は、いずれ来る戦せん乱らんと極きよく東とうの消しよう滅めつの際、武蔵の住人達を少しでも守ってくれればいい」

「つまり、……最終的な判断は、ここではなく、副会長を通しての暫定議会や王との対決で解わかるというのか？　聖せい連れんの手て先さきとなっている副会長との対決を超えられるなら、姫ホライゾンを救うために動く大たい義ぎ名めい分ぶんが揃そろう、と？」。

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　応じて、自分は頷うなずいた。

「今、暫定議会と王は、恐らく最も安全でいて、しかし緩やかに店を畳たたむことを選んでいる。

　対し、私達が望むのは店を畳まぬ可能性を探ることだ。

　私も商人なので不可能と可能の境きよう界かい線せんの存在は理解している。

　もし暫定議会と王との対決で、損そん得とくが損に回るようならば、乗るつもりはない。そしてそのときは、私に商売を見切る目が無かったと言うことで、吊るされるのもやむなしだ」

　こちらが言って、眼前の三人に対して頷いた。だが、

「駄だ目めです!!」

　声。女性の鋭い響ひびきが、奥の方から届いた。

　後ろに振り向けば、黒板の前、教きよう卓たくの席についていた三さん要ようが眉まゆ尻じりを立てている。

　彼女は、顔を赤くして、しかし両の肩を上げ、

「──さっきから、つ、吊るされるなんて、簡単に言うものじゃないです！」
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　三要は、叫び、跳ね上がった声を自分の耳で聞いてから、

　……あ。

　つい、やってしまったと、そう思った。

　学生の抗こう争そうに教員は関せず。それは校こう則そく法ほうの決まり事だ。しかし、

　……今のは違います。今のは、抗争じゃなく、考え方の問題です。

　そう思うと、引っ込み掛けた気が戻ってきた。

　……いけない。

　落ち着かなくちゃ、と思いつつも、己はシロジロとネシンバラを見て、

「何かをするためには死んでも良いなんて、……そんなやり方を真ま喜き子こ先せん輩ぱいは教えましたか？　先輩がいつも朝や放課後、町ぶっ壊したり校舎内駆かけ回ったり、〝ハイ今日のお題は国家転てん覆ぷく～〟なんてこっちがビビるくらいデカい声で危険な議ぎ論ろんしてるのは、死ぬためじゃなく、生き延びるためでしょう!?」

　だから、

「な、何かするのは別に、その、構いません。教員は、君達が争ったら、……何も言えません。でも、私達は生きていくために必要なことを君達に教えてるつもりです。それを、死んでも良いというなら、……私達の教えてることと、君達がここに来て教わっていたことは何なんですか？　──生きる方法を、死ぬために悪用しろと言った憶おぼえは無いです！」

　叫び、は、と息をついた。

　椅い子すから思わず浮かんでいた腰を落とすと、

「あ」

　乱れた髪かみが頰ほおに掛かると同時に、目め尻じりから涙がこぼれた。

　いけない、と、そう思い、目尻を袖そでで拭ぬぐう。

　泣いては駄だ目めだ。それは大人おとなのすることじゃない。

　教師として、生きていくことに必要なことを教えてる人間として、今言うべきは、

　……何でしょう。

　解わからない。自分で言っておいて、よく解っていない。教員になって三年目。若じやく輩はいもいいところだ。オリオトライのように開き直って行動することも出来ない。

　だけど、と、自分は俯うつむいた目尻を袖で拭う。

「もしも……」

　息を吸う。上うわ擦ずったように肩が一度しゃくるが、か、と息をついて、

「もしも君達が、私や真喜子先輩の教え子なら──」

　己は思う。皆の今後のこと。進路のことや、生活のことを。

　楽しいことが一いつ杯ぱいあればいいと思う。嫌なこともあるだろうが、それ以上にいいことを見つけられればいいと思う。それも、就職とか、裕ゆう福ふくとか、そういうこととは別のこと。

「空を見上げたとき、世界はどうなってるのかな、と思ったり、歌を聴きいたり本を読んで心を動かしたり、お金数かぞえて買い物したり、バイトでちゃんと挨あい拶さつしたり、──明日もまたどうせ同じだろうけど、夜の外を見れば、点ついてるどこかの窓の灯あかりに誰かを思えたりと。

　そういうことをずっと続けられることを、最低限と、そう考えて欲しいです」

　上手うまく生きていく方法を教えることが出来るとは思えない。だが、自覚して教えていることが一つだけある。それは、

「そのためにも、……死なないこと。絶対に、自分を自分で殺さないこと。

　──それだけは憶えておいて下さい」

　告げてから、息をつく。

　自分で何を述べたのか、よくは解わかっていない。解るのは、勉強や、将来という大したことではなく、ただ〝そのくらいは〟と思えたことだ。

　自分は、涙が止まっているのを袖そでの湿しめりが無くなったことで理解し、顔を上げた。

　正面。シロジロとネシンバラに、副隊長と部下の二人がいる。

　皆、こちらを見ていない。

「あ……」

　やってしまった、と己は内ない心しんで下を見る。勝かつ手てにキレて、何か嫌なことを押しつけてしまったのだろうな、と。

　だからただ、今は席を立とうとする。視線を皆から逸そらし、

「あ、あの、先生、やっぱりちょっと邪じや魔まっていうか──」

　歩き去ろうとした、その瞬しゆん間かんだった。

「だとしたら──」

　副隊長の背後、線の細い男性隊員が、小さな声でこう言った。

「自ら死を望むことを必要とされる姫ホライゾンは、……何なんでしょうね」

「────」

　言葉を失ったこちらの視線の先。ネシンバラが、頷うなずいた。

　彼はこちらを見ることなく、しかし笑えみを顔に作ると、

「少なくとも、──武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの教えには背いてるようだよ？」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、とその場にいる全員が頷いた。

「彼女は、我が校の生徒ではない。我が校のポリシーに準じる必要はないが──」

　シロジロが言った。応じるようにネシンバラが、

「じゃあ、教育をちゃんと受けてない姫を、聖せい連れんは連れ去っていいようにしたとも考えられるよね。──言いがかりだけど、でも」

　でも、という言葉を、シロジロと副隊長が、こう言い換えた。

「だが」

　二人は立ち上がる。シロジロが、一歩を前に出て、

「──姫は、あらゆる可能性を知らない。少なくとも、私達が持つ〝最低限〟すら知らない。どうだ警けい護ご隊たい？　その姫を救うため、……もっと多くの可能性を知ろうとは思わないか？」

「卑ひ怯きような話だ」

　副隊長は、シロジロに応じるように、一歩を前に出た。そして小さく笑い、

「教員の力を最後に借りるとはな」

「無料だぞ？　商売のセンスがない教きよう導どう院いんだろう、ここは」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と副隊長は肩を震わせて頷うなずいた。

「君達が、副会長との相あい対たいを終えるまでは確実に見み届とどけよう。何が極きよく東とうと武蔵むさしにとって最さい善ぜんなのかを見み極きわめるならば、その価か値ちもある。無む論ろん、それも、君達が副会長を説き伏せることが出来たら、だがな。しかし、それが出来ずとも──」

　副隊長が、シロジロに手を差し出した。

「暫ざん定てい議会と王に対し、吊つるすのは勘かん弁べんしてくれと、一緒に土ど下げ座ざくらいはしてやろう。──商しよう才さいの無い商人を信じた俺も悪いのだから」

　その言葉に、シロジロが頷き、握手の手を返した。

　同時。窓が外から開き、警けい護ご隊たいの隊員が身を乗り出してきた。息せき切った声が、

「副隊長！　──こちらの方に、その、アリアダストの副会長が向かってきていると！」

　ほう、と副隊長が声を挙げた。

　だが、届いてくる声は、それだけではなかった。

「他、……二名がそこに合流するみたいです！　情報錯さく綜そうしているんですが、どっちも武蔵の有力者だとかで……！」

「有力者？」

　副隊長が告げた言葉に、ネシンバラが引きつった顔をした。

「うわ、……あの二人が本多君と合流して来るんだ」

「あの二人というと……」

　Ｊｕｄ．、とネシンバラが俯うつむいた。

「……うちの教導院で、おそらく最高ランクのパワーキャラ二名」
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　正まさ純ずみは、人ひと影かげのない町を小こ走ばしりに移動していた。

　背に受ける陽光は昼になろうとするものだ。だが、町からは炊すい事じの物音が聞こえるものの、道路を行く人々の姿がない。動きがあるとすれば、時とき折おり三み河かわからの避ひ難なん船せんが来て、代わりというように旅りよ客きやく船せんが武蔵から離れていくことだけだが、

　……帰き化かしていない人々が、聖せい連れん側の保護を受けに行っているのか。

　武蔵の両りよう舷げん二番艦かんと中央前ぜん艦かんは、各部で観光用や外交用の区画を持つ。その近辺は極東に帰化せず、貿易などに外交に従じゆう事じする者が住んでいるが、彼らの中でも旧派カトリツクを中心とした人々は陸りく港みなとのK.P.A.Italiaや三征西班牙トレス・エスパニアから保護を確約されていた。

　既すでに、武蔵が聖せい連れん側に譲じよう渡とされるという話は人々の間に広まっている。女おんな店主が見せてくれた武蔵内の通神帯ネツトでは、掲けい示じ板ばんなどがその話題で持ち切りだ。皆、外に出ない分、中でいろいろ意見を飛ばし合っているらしい。

　今、帰き化かしていない人々は、武蔵むさしにい続けることが出来ないと悟さとり、保護が確約されている内に退たい避ひを始めたわけだ。

　……その退避を見る武蔵の住人にも、動どう揺ようは生まれるだろうな。

　隣りん人じんがいなくなる。それも、逃げていく、という流れで、船が去っていくのはその象しよう徴ちようだ。

　いつしか、武蔵の譲じよう渡どは必然のことという空気になるのではないか。

　と、自分はそこまで考えて、

「────」

　首を横に振った。

　いいではないか、と、自分に言い聞かせるように心の中で呟つぶやく。

　……それが一番、即そく座ざの被害を出さずに済む。

　しかし、という思いもある。

「それを是ぜとしない連れん中ちゆうがいる、か」

　自分は、彼らをこれから説得しに行く。言い換えるなら、こちらは彼らの敵だ。

　そう思い、町を小こ走ばしりに移動する自分に、幾いくつかの視線が飛んでくるときがある。

　商店街の店の奥。番ばん屋やの入口の隙すき間ま。住居の窓の向こう。こちらに気づき、視線を飛ばしてくる動きを幾つも見た。

　自分は、視線から意志を読みとる訓くん練れんも術じゆつ式しきも持っていない。だが、彼らが何も言わず、じっと無表情にこちらを見ているのには、それなりの意味も感じる。

　脇、軽けい食しよく屋やの紙かみ包づつみを脇に抱いているが、まるで防具のようだと思う。自分は、武蔵の住人なのだと、紙包みで示して逃げているようだと。

　正面。後こう悔かい通どおりへ至る自然公園がある。

　入る。

　と、そのときだった。

　左右の道路から、こちらに合流する影があった。

　二つ。その内、まず右から来る一つは、

「──直なお政まさ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と右腕義ぎ腕わんの少女はその義腕を掲げて挨あい拶さつした。口には煙を小さく上げる煙管キセルをくわえた彼女は、こちらを飛び越して左に視線を送り、

「何だい。ミトも一緒かい？」

　問いかけを追うように振り向けば、左側には制服に長大な黒くろ革かわケースを二本背負ったミトツダイラがいる。

　彼女は、こちらと直政を見て、はあ、と吐と息いきした。

「何ですのまた。……武蔵内騎き士し階かい級きゆう代表と、政治系けい代表、機き関かん部ぶ代表が、これから教きよう導どう院いんでハシャいでいる皆様に物言いですの？」
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　正まさ純ずみの視線の先、ミトツダイラが銀の髪かみを揺らしながら、こちらの小こ走ばしりに軽快な歩みでついてくる。

　……確か、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ出身の騎き士し。人じん狼ろう家か系けいだったか。

　思いを証明するように、彼女の金色の瞳ひとみが、やれやれという形でこちらを見る。そして、

「──武蔵むさし内領りよう主しゆ議会は、教きよう導どう院いん側と相あい対たいすることで同意致いたしましたわ。

　暫ざん定てい議会と王に任せておけば武蔵内の領りよう地ち、各かく町まちの所有権けんを失うことになります。が、教導院側がわの真意も解わからない。ゆえに代表として、学生の私が来ましたの。武蔵内の、全ぜん騎士の代表として」

　そうかい、と直なお政まさが頷うなずいた。

「こっち、武蔵内機き関かん部ぶも同様だね。武蔵の譲じよう渡とが決まれば、あたしらは引ひき継つぎ作業の後にお払い箱となるだろうからね」

「そうなんですの？　……機関部の人間は、武蔵の運用には必ひつ須すですから、貴女あなた達はそのまま残ざん留りゆうになると思ってましたのに」

　それは違う、とこちらは思った。だから、二人の間に挟まっていくように、

「機関部は武蔵運うん用ようの要かなめだ。それを極きよく東とうの残ざん党とうに任せておけば、……いざというとき、背そむかれるかもしれない。だから、引継作業の後、武蔵の機関員は外に出される。機関部はそう考えたんだろう？」

　問いかけに、直政が一つの反応を示した。口の端はから、煙を大きく吐いたのだ。

　それは、口くち端はを笑えみの形にするということであり、

「──解ってるじゃあないか。正純。あたしゃアンタとこうして話すのは初めてだけど、なかなか見ているもんだね。少なくとも、そこの騎士様より下層部の人間を解ってる」

「あ、貴女こそ私達のことを解ってないでしょうに」

　焦った物言いのミトツダイラに、自分は、ふと、小さな笑みを得た。

「ミトツダイラは、うるさい連れん中ちゆうや、媚こびた連れん中ちゆうが嫌いか」

　放り投げるように言ったこちらの台詞せりふに、ミトツダイラが目を見開いた。が、彼女はすぐに視線を鋭くしてこちらを見み据すえ、

「な、何ですの一体、人の好こう悪おを解ったような口く調ちようで」

「推測だよ。何しろホライゾン・アリアダストが自じ害がいした場合、松まつ平だいらの当とう主しゆは水み戸との松平、──つまりミトツダイラ、君になる。しかしまだホライゾンの自害が行われてないし、祝いの言葉を言うわけにもいかんだろうが、……一部の帰き化かしていない商人や貴き族ぞくはまだ武蔵に残り、君に取り入ろうとしている筈はずだ」

　その台詞に対し、ミトツダイラの反応はすぐに返ってこなかった。

　ただ彼女は、二に呼吸ほどの後で、

「──聖せい連れんの完全支し配はいとなった極きよく東とう、その松まつ平だいらの当とう主しゆなんて、それこそ〝傀儡男イエスマン〟以上の傀かい儡らいでしょうにね」

　言いつつ、右の手を首に当てた。

　そこに着けられた、首くび輪わにも似た黒の首くび飾かざりに彼女は触れ、

「私は、一国の主あるじよりも騎き士しの方が性しよう分ぶんですので。それを確かめに行くだけですわ」

「正まさ純ずみ、気にすんな、そこの狼おおかみ女おんなは本心を隠かくすことが格かつ好こういいと思ってんのさ」

　ミトツダイラが眉まゆを立てるが、直なお政まさは口くち端はから煙を吐くだけだ。

　その遣やり取りとともに後こう悔かい通どおりに足が入る。木々の間から見える空をただ青いと思いつつ、

「──二人とも、どうしたいんだ？」

　この二人は、

「直政は総そう長ちよう連合の第六特とく務む。ミトツダイラは第五特務だろう。──私はこれから、君達の上役にあたる総長達を、暫ざん定てい議会側がわ代理人として説得に向かう。言わば敵だ」

「ですが、大おお枠わくでは目的が一致していると思いますわ」

　ミトツダイラが、前まえ髪がみを搔かき上げてつぶやいた。

「彼らの行っていることは、極きよく東とうを聖連との戦争に向かわせる可能性が高いんですの。そうなると、アリアダスト教きよう導どう院いんに在学している騎士階かい級きゆう、従じゆう士し階級は武蔵むさしの人々と領りよう地ちを守るために戦うことになりますわ」

「──しかし、人々を害される選択はなるべく避けたい、と？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラと、直政が頷うなずいた。まずはミトツダイラが、

「そのための判断を下しに行くのが私の仕事ですの」

　成なる程ほど、と頷いたこちらは、右の直政を見た。彼女は、こちらの視線を受け、そうだねえ、と頭を右の義ぎ腕わんで搔き、

「機き関かん部ぶとしてはさ、聖連に武蔵が移い譲じようされなければ食いっぱぐれないわけさ。ただ、そうなると聖連と戦争になるかもしれない。だから、──聖連に立ち向かえるだけの力があるかどうか、試して来いって話でね」

「……つまり、どっちも、主体は力ちから技わざか」

「アンタにとっても、いい判はん断だん材料になると思うよ？　だって、聖連と相あい対たいするなら、あたし達は戦力になるからね」

　そうかな、と言いそうになって、慌あわてて言葉を換えた。

「私は暫定議会派だ。──判断も何も無い」

　直政は答えず、ただ口端から煙を吐いた。そして視線の後ろ側で、ミトツダイラが微かすかに笑ったような、そんな気がした。

　正面。アリアダスト教導院に至る階段が見える。

　左手、森の終わりのあたりには小さな石せき碑ひがある。

　その石の刻みで眠りを告げられた少女は、今、起きて、遙か背後の〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟の傍そばにいる。

　どうなるのだろうか、と、そう思い、しかしその思し考こうを訂正した。

　……どうしていくのだろうか、だな。私も、他も。

　そして己は見た。

　前方。階段の上に、四つの影がある。それを確認した直後。

「────」

　自分と、横の二人は、同時に足を止めた。後こう悔かい通どおりの終しゆう端たんから階段の上を見上げれば、青の空を背後に立つ影がよく見える。

　一つは、ネシンバラだ。

　あと二つは、ハイディを従えたシロジロで、残る一つは、

「……何だいアンタ達、その、カーテンに巻かれたトーリみたいな塊かたまりは」

　ああ、と階段の上からシロジロが言った。

「これは──」

　カーテンの塊が、左右にまっすぐ伸びた。簀す巻まきとして筒つつ状じようの形をまっすぐ保ったそれを見たシロジロは、ゆっくり頷うなずき、

「今は、春はる巻まきだ」
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　シロジロが言うと、春巻が動いた。

　しかし、どう反応していいか解わからず、動けぬままでいる正純の視線の先、春巻は慌あわてた動作で首のあたりを横に振り始めた。次いで中から聞こえる籠こもった声は、

「違ちげぇーよ！　巻き寿ず司しだよ！　海苔のりが白だからライスペーパー！　解ってねえなあ！」

　聞き覚えのある声に、こちらはちらりと直なお政まさとミトツダイラを見た。

「あの声って……」

　すると何故なぜか二人とも、こちらから既すでに視線を背そむけていた。

　……だよなあ。

　思っている間に、階段上で抗こう議ぎしていた巻き寿司が傾き、そしてぐらりと揺れ、

「あ」

　巻き寿司が階段を転げ落ちてきた。

　途中、巻き寿司は勢いよくバウンドして、数メートルの落差を下り、さらに転がってくる。跳ねて階段の角に当たった巻き寿司は、ぎゃ、とか、ぬお、とかいう悲鳴ではなく、

「ふぐ」

　という、妙みように低い声を漏らしながら、不意にほどけ、絨じゆう毯たんを広げるように階段に白の布ぬの地じによる海苔のりを広げていった。

　動きを視線で追っていくと、布地の展開は転がり動作と共にこちらの足側に届き、

「────」

　自分達三人の目の前で海苔が切れた。

　同時、全ぜん裸らの葵あおいが、俯うつぶせの卍まんじ型がた姿勢でこちらの目の前に吐き出される。

　しかし葵は、こちらに気づくと、何故なぜか全開の笑えみでこちらを見上げた。そして彼は、すぐに右の親おや指ゆびを立て、

「──あ!?　おいおいオマエら何しに来たんだよ!?　まあいいや、俺ちょっと巻き足りなくてもう一回巻き寿ず司しすっから、ちょっと巻くの手伝ってくんね!?」

　具は、海苔の端はしに寝ね転ころがったまま、こちらに背を向け、まっすぐになった。そのまま緊きん張ちように震えながら、

「母のように優しく──!!」

　自分は、左右の二人と共に、無言で目の前の具に爪つま先さき蹴げりをぶち込んだ。
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　東あずまは、ふと、思し考こうを得た。

　……ん。

　という気づきの思いが、しばらくの空白の後に、

　……ええと？

　疑問になって、ようやく知ち覚かくとしての視覚が追いついてくる。

　視し界かいは暗い、と思う。目を閉じているからだろう、とも思う。

　今浸ひたっているのは、目覚めの前の躊躇ためらいのようなまどろみだ。そのことに気づくと、五体の感覚がついてくる。現在身みは横になっていて、左に向かってやや俯うつぶせ。身体からだには体温の染みた毛布が掛かっていて、柔らかい布ふ団とんに沈んだようになっていて、

　……あれ？

　何かおかしい、という違い和わ感かんが、意識をはっきりとさせる。その違和感の正体は、

　……いつもの布団と違う……。

　柔らかいが、埃ほこりの感覚もある布団だ。今までは柔らかく、香の匂においもあったものだが、

　……それは、聖せい連れんの居きよ室しつで……。

　そこまで思ったとき、思し考こうが記き憶おくや感覚と繫つながった。

　今の自分は武蔵むさしに戻っており、ミリアム・ポークウという少女と同室になっており、

「────」

　目を開けた。すると眼前、仰あお向むけになって眠る少女の姿がある。だが布団の上に自分と共に毛布で寝ているのは、ミリアムではなかった。小さな子。まだ小等部にも届かない少女だ。

　少女の身は透すけている。半なかば沈んで眠る布団も、向こうの部屋壁かべも、全て透けている。

　だが少女は、小さく身をよじらせ、眉まゆを歪ゆがめて、

「ん……」

　と、毛布によって軽く押さえられている腕を搔かいた。

　自分は、彼女の眉まゆ根ねの詰まりを見て、

　……ええと。

　迷いはしたが、彼女の右手を取った。すると半はん透とう明めいの、白しろ以外に色のない少女の手は冷たく、溶けるように浅くこちらの手に沈む。だが、

「大だい丈じよう夫ぶ」

　握ることが出来た。不確かだが実体はある。どことなく感かん触しよくの薄い、紙で出来た網あみを握ったらこんな感じだろうかと思うが、それでも摑つかむことは出来る。だから、己は、

「大丈夫だよ」

　少女に告げて、手指を壊さないように握り返す。すると少女は、一度だけ息を吸い、

「…………」

　眉まゆ根ねを緩めて、また深い息を始めた。

　そんな彼女の安あん堵どの反応に、こちらもまた息をつく。良かったと、そう思う。

　と、そのときだった。少女の向こう側から、声が飛んできた。

「いきなりパパになった気分はどう？　東」

　え？　と顔を上げると、少女の向こうに一台の車くるま椅い子すが来ていた。座っているのは、波打つ髪かみをストールの上にこぼした少女だった。それは、

「ミリアム……」

「ええ、御ご名めい答とう。でも起きたなら、──どうするの？　こういうとき」

　頰ほおに手を当てて吐と息いき付きで言われて、こちらは自分の身と周囲を見た。

　ここは二段ベッドの一段目。布ふ団とんは花はな柄がらで、天てん板いたには紐ひもが渡してあり、そこには女おんな物ものの服などが掛けられていて、

「──あ、御ご、御ご免めん、ここ、君の寝ね床どこなんだよね！」

「寝床……」

　半はん目めで言われ、東は言葉を選び間違えたことに気づく。が、正確にはどう言えばいいのか解わからない。起きあがろうとするが、握った右手の中の弱い握り返しは今も続行中だ。

「昨日きのう、眠ってるその子を上のベッドに上げられないからそこ貸したのよね？　その子が貴方あなたの手を離さないから。憶おぼえてる？　そして私がいろいろ話を聞こうとしたら、貴方、先に完全眠り入っちゃって。まあそれも睡すい眠みん系けいの術じゆつ式しきでも食らったかのような勢いで」

「いや、それは──」

　とりあえず場を埋めるように何かを言おうとして、謝った方がいいような気がして、ともあれ下げるための頭を一度上げようと考えた。

　そして起こし掛けた頭、髪かみを梳すくように天板から下がる衣服が当たる。それをちらりと見た自分は、慌あわてて視線をそちらから逸そらしながら、

「御、御免、下着とか、見るつもり無かったんだ！」

「誰がそんなこと言えって要求したのよっ」

　顔を赤くして怒られた。
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　ミリアムは、ベッドの奥側がわで狼狽うろたえている東を見る。

　今、頰に当てた己おのれの手には熱を感じる。が、まずはそれよりも、

「東、ちょっとややこしいことが幾いくつかあるから確認したいの」

「な、何？　な、何か、マズいことした？　し、しちゃったかな!?」

　……どうして怯おびえるのかしら……。

　自分の性格がキツめなのは解わかっているが、怒ってもいないのに怯おびえられるのは心しん外がいだ。第一印いん象しようがマズかったのかとも思うが、一応、あのとき、気は遣つかった。気を遣ってあれなのだから、あれ以上の最さい善ぜんは自分には無いと思うので、結果として〝ま、いいか〟だ。

　だからこちらは、話を先に進めようと、

「昨夜、いきなりその子連れてきたときは〝人じん知ちを超えたお人ひと好よしがこの世には存在する〟と思ったものだけど、でも東あずま、貴方あなた──」

　ミリアムは、閉まったままのドアを指さす。

「そこ、極きよく東とうの警けい護ご隊たいが二人体たい制せいで見張ってるんだけど」

「え……？　警護隊、というと……？」

　ミリアムは、怒らないようにしようと、そう心に誓ちかった。だから笑えみを作り、

「話聞きいたら、ＶＩＰの警護なんだそうよ？」

「へえ、ＶＩＰねえ……」

「ええ、ＶＩＰ、ＶＩＰよ？　……でも誰それ？　まさか私？　それともその子？」

「……え？　いや、だから、その」

　しどろもどろになる東に対し、笑みが崩れそうになって、一度自分の頰ほおを両手で軽く叩たたいた。笑みを消さぬように気合いを入れ直し、

「──昨日きのう、貴方、自分が東とう宮ぐうだなんて、一ひとっ言も言わなかったわよね？」

「いや、だって、──元だよ!?　還げん俗ぞくしてるんだよ？　今は平へい民みんで庶しよ民みんだよ!?」

「他人はそう見てはくれないものよ」

　言った上で、吐と息いきをつきながら笑みを崩した。そのまま額ひたいに手を当て、皺しわが出来そうな眉み間けんを指でほぐしながら、

「まあ、貴方の心しん情じようも解わからないではないの。こっちを堅くしないように気き遣づかうとか、そういう身分が面めん倒どうに感じていたりもするんでしょうしね。でも──」

　と、自分はもう一度遣やり戸どの方を指さした。

「朝の内からいきなり警護隊が警けい備びにやってきて、管理人のマスターキーでドア開けられたときはビックリしたわよ。貴方ったら睡すい眠みん全開で寝てて起きないし」

「え？　ど、どうしたの？　今、外、どうしてるの？」

　ええ、とこちらはもう一度笑みを作って、こう言った。

「外の人達は納なつ得とくしたわ？　──東宮様は女と同どう棲せいで幼よう女じよの幽ゆう霊れいを連れ込んでるって」

　言っている間に、東の顔が青くなっていく。

　あの、と彼は前置きし、その、と俯うつむき、

「外の人に訂正を、しよう、か？」

「へえ、何で？」

　問いかけに、東は、ベッドに伏せるくらいの俯き具合となりながら、

「君に迷めい惑わく掛かってるし……」

　……あら。

　胸の奥に、ちょっとした軽さを得る。

　……自分が誤ご解かい受けて嫌だから、じゃないのね。

　そうなのね、と、心の中で言葉を作ると、

「いいわ別に」

　誤解で一番迷惑を受けるのは彼なのだが、その本人がこちらを気き遣づかっている。

「解わかってないのね」

　言うと、東あずまが顔を上げた。彼の眉まゆ根ねの歪ゆがみを見るからに、こちらの言葉の意味が解っていないらしい。だったらそれを解っている自分が甘えるのは無しだ。ただ、言うべきは、

「隠かくし事は構わないわ。私も、……女の子だから、秘ひめることとかいろいろあるし」

「いや、でも、外の状況とか気になるし……」

「外？　大おお騒さわぎよ。総そう長ちよう達が権けん限げん奪われて、姫ホライゾンは自じ害がいすることになって、更さらには武蔵むさしは聖せい連れんへ移い譲じようするって。でも一番大騒ぎなのは──、クラスの皆が暫ざん定てい議会側に逆らって、そっち派の副会長と相あい対たいするってこと」

　は？　という顔を東が見せた。何だか随ずい分ぶんそういう表情が多発する人だわ、とは思いつつ、天てん井じようを指さす。上、表ひよう層そう部ぶにある教きよう導どう院いんを彼女は示し、

「とりあえず上では臨りん時じ生徒総そう会かいやってるみたい」

　自分は、外の警けい護ご隊員が言っていたことを告げる。

「議題は〝副会長の不ふ信しん任にん決けつ議ぎ〟だけど、実際は〝武蔵と極きよく東とうの今後に対する方ほう針しん決定〟で、議会側についてる副会長一いつ派ぱと、教導院側の一派が対決するみたい。その結果で教導院の方向性を決めるって」

　じゃあ、と東が言って、こちらと、握った少女の手を交こう互ごに見る。

「僕達も行かないと……」

　……難しい人ね。

　言うべきかを迷ったが、一度目を伏せて考え、そして決めた。

　言う。出来るだけ、まっすぐに彼を見ながら、

「いい？　貴方あなたの言げん動どうは、武蔵はおろか、極東を左右する可能性だってあるのよ？　何しろ今回の件からの流れで、聖連が極東の完全支し配はいに動き出す、っていう話も出てるの」

「そ、そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

「警護隊がドアの外をガードしているのは何故なぜだと思う？　貴方を守るのも、外に出さないのも、貴方という存在の言動が外に影えい響きようを与えるからよ？

　帝みかどの土地である京きようは極東所しよ属ぞくだけど、そこは政治などとは隔かく絶ぜつされた不ふ可か侵しん地域となって、ただただ地ち脈みやくの安定制せい御ぎよを行っている。

　だから、もし極きよく東とうが完全支し配はいされても、京きようだけは手つかずで残るわ。

　そして貴方あなたは、京に繫つながる確実な手段であり、この世界を支える帝みかどの子という存在なの」

　だから、

「極東の人々は、貴方の言げん動どうに意味を感じるわ。貴方が望まなくてもね。聖せい連れんや、それ以外の国だって貴方の言動が起こす影えい響きようを軽けい視し出来ない」

「だとしたら……」

「今、武蔵むさしの人々は迷ってると思うの。それぞれの覚かく悟ごにおいてね。──でもそこに貴方が入っていったら、どうなると思う？」

　問いかけに、東は視線を下に向けた。空あいた手指を口元に当て、

「余よが支持した方に、……流れる人が出るかもしれない？」

〝出る〟なんてレベルではないと思うが、その思い違いを修正したところで意味はない。

　自分は、放つ口く調ちようがもうちょっと柔らかくならないかと思いつつ、

「あるべきは、皆が極東の学生として自分達で結論を出すことだと思うの。自分達の選択として皆が信じ、何かあっても連れん帯たいを持って抗あらがえるようにね。でもそこに貴方が入ったら、それは極東の学生が皆で決めたことではなく、〝東とう宮ぐう様が言ったから〟が入っちゃうの」

　だから、

「少なくとも、この臨りん時じ生徒総そう会かいが終わるまで、動かない方がいいと思うわ。それまで貴方は貴方でゆっくり考えていた方がいいと思うの。教きよう導どう院いん側と、聖連側、どちらが正しいのかを。丁ちよう度ど、放送委員が放送しているみたいだから、表示枠サインフレームで見てみたら？」

　告げた言葉に、東が、吐と息いきして布ふ団とんに顔を伏せた。

「余は面めん倒どうごとが嫌いなんだけどなあ……」

「面倒ごとじゃないわよ。貴方が貴方である以上、必然なことだから。それを放ほう棄きしたら、〝元もと東宮〟の分、この世界はおかしくなって、上手うまく回らなくなるの」

　でも、と一応言った。肘ひじ掛かけに両の肘をつき、笑えみを彼に送り、

「我が部屋の東宮様は愚ぐ痴ち好きね」

「いじめられてる？」

「口ではいろいろ言ってもやるときはやる人、って、……そう言ってるのよ？」

　更さらに深くベッドに身を沈めた彼に、自分は笑みを濃くする。

　……本当にお人ひと好よしで。

　東が還げん俗ぞくに従ったのは聖連の要よう請せいによるものだと思うが、言われたから従ったわけじゃないだろうと、そう感じる。彼が人の言うなりになっている人間ならば、教導院の皆が危険承しよう知ちで起こした行動に参加しようとは言わない筈はずだからだ。

　東は、自分の重要性をまだ自覚していないようだが、聖連の要請など、その重要性を提示してくる場合には、自分の存在の意味を理解して動くのだろう。

　それでいて、自発的に何かを思ったときは、自分の身分など無視して動こうとする。

「難しい人ね」

「……余よにとってはミリアムの方が難しいよ」

「あら、簡単な女の子なんていないわよ」

「ミリアムはどのくらい難しいの？」

　意味が解わかって問うているのかしら、と内心で首を傾かしげるが、口には苦く笑しようが浮かぶ。

「女の子の難なん度どなんて、聞いたらぞっとするわよ？　世の彼女持ちの男の子達は、相手の女の子を攻こう略りやくしたつもりになってるかもしれないけど、──頑がん張ばる男の子を見て、女の子が自分から難度を下げたなんて、夢にも思ってないのよね」

「敵かなわないなあ……」

　東あずまが呟つぶやき、一息をついた。そのときだった。

　不意にベッドの上の少女が、身をよじった。

　眉まゆ根ねの詰まった顔に、あ、と東が手を握り返す。が、少女は、

「ママ……」

　空あいた左手を宙に向け、

「どこ……？」

　問いかけに、自分は東と顔を見合わせた。東が眉を下げた顔で、

「あ、あの、ミリアム……？」

「……貴方あなた、〝今日からこの子はうちの子だ〟って言った割に人頼たよる気マンマンね。……両手を握ってあげるくらいの頓とん智ち利かせてみたらどう？」

「覆おおい被かぶさってそんなことしたら余は幼女に襲おそいかかる犯罪者だと思うんだけど」

「外の警けい護ごの人達に見られたら言い逃れ出来ないわね……」

「そうなったとき、フォローする気が全くないね？」

「ママ……」

　遣やり取りに割って入る声に、東がまっすぐな視線をこちらに向ける。聞ける言葉は、

「──ミリアム」

「……名前だけ言って何をして欲しいか言わないのは卑ひ怯きようよ？」

　しかし自分は、車くるま椅い子すのリクライニングを掛け、背もたれを水平にまで倒した。バランスを取るために自動で脚あし側も水平となり、車椅子がベッド状になる。

　そしてベッド側の肘ひじ掛かけをベッドに載せるように倒し、両手をついて身を乗り出す。「ん……」

　横向きに転がって、動かない両の脚をスカートの裾すそをまとめて摑つかんで引き寄せた。

　生活としては必然の行動と結果だが、髪かみも服も乱れ、あまりいい格かつ好こうではないと思う。

　しかし、ベッドに身を移してみれば、東がこちらを見ていた。

「有あり難がとう」

　彼はまっすぐな安あん堵どの視線をこちらに向けたままだった。

　こちらは、彼にベッドに移る動作を見せたのは初めてだった。だが、彼は、驚きもせず、

　……手伝おうとか、そんなこと言いもしないで。

　眠りの悪さに救いを求める少女の手助けを、こちらに期待している。そして

「ママ……」

「ええ」

　参まいった、自分のキャラじゃないと、そう思いつつ、己は少女の崩れるような不確かな手を取った。そして乱れた髪かみを空あいた手で直して彼を見ると、目を弓にした笑えみが見えた。

「有り難う」

「いいわよ。──きっと、これから何度もあることだと思うし」

　参った、と自分は内心でつぶやいた。難なん度どが下がり掛けてるかしら、と。
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　空は青の色をしていた。

　校庭の上を渡る陸りつ橋きようの、その両端はしに影がある。

　片方の端、校舎側がわにある影は、制服姿すがたの群だ。校舎の窓まど際ぎわにも、屋上にも、校庭にも、生徒の姿が集つどっている。

　対する町側の方には、まず、三つの影があった。

　中央、男ものの制服を着込んだ姿が、前を見て、緩い風の中に一歩を出す。

「──ここで、改めて挨あい拶さつをしよう」

　制服姿は、胸を張り、白の手て袋ぶくろを着けた右手を軽く上に掲げた。

「武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん副会長、本ほん多だ・正まさ純ずみ、──そちらが開く臨りん時じ生徒総そう会かいを認めた上で、全校生徒への提案に来た。こちら、機き関かん部ぶ代表の直なお政まさと、騎き士し階かい級きゆう代表のネイト・ミトツダイラも参考人として来ている」

　言って、正純は周囲を見た。

　……人がいるな

　階段の下。教導院敷しき地ちを囲む柵さくの向こう。そして下に広がる自然区く画かくや町の中。更さらには左右の艦かんの甲かん板ぱんにも、人がいる。

　先ほどまで建物の中にいた人々が、外に出てこちらを見ている。

　そして、正面、橋の向こうの生徒の群の中から、一つの影が出てきた。

　長身の瘦そう軀くは、

「元もと会計、シロジロ・ベルトーニだ。挨拶を受けよう。──既すでに全ぜん生徒の暫ざん定てい代表権は同意を得ている。私達の相あい対たいで武蔵の方向性を決めていいと」

　言って、ベルトーニが奥おく襟えり摑つかんで引きずってくるのは、制服を満足に着込んでいない少年だ。彼は後ろ向きに引きずられることで不ふ規則なステップを踏みながら、

「ばっ、シロ！　まだ帯おび締めてねえよ！　最初から脱げてたらつまんねえだろ!?」

「やかましい。トーリ、金のために一応は貴き様さまが必要なんだ。少しは役に立て〝不可能男インポツシブル〟。貴様が権けん限げんを奪われていなければトップダウンで全て一いち律りつ決定出来るのに、それが出来ないからわざわざこんな段階を踏まねばならん。──あまりにも金の無む駄だだ」

　……相変わらずだなあ。

　じたばたしている葵を余所よそに、こちらはベルトーニに問いかけた。

「臨りん時じ生徒総そう会かいの議題は、私の不ふ信しん任にん決議を通して、教きよう導どう院いん側の姿勢を決めることだな？」

「そうだ。だから、そちらは聖せい連れん側、こちらは武蔵むさし側ということだ」

「……総そう長ちようと生徒会長の決定は絶対で、国家間かんのトラブルは彼らを長とする学生が担当し、一般人の関かん与よは許されない。それが中央集しゆう権けんを是ぜとする今の世の中だ。

　だが、教導院が国を統とう括かつする以上、人々はその余よ波はを受ける。ならばここでの結果は人々の今後を左右すると解わかっているか？　聖連に楯たて突つく余よ地ちがあると、本気で思っているのか？」

　問いかけると、ベルトーニがこちらの向こうを見た。背後、町に出てきた人々に対し、

「二十年以上昔むかし、酒さか井い学長はK.P.A.Italia及び旧派カトリツクが武蔵に旧派を浸しん透とうさせようとするのを防いだことがある。……あれは、当時の三み河かわ総長だった酒井学長を始めとする三河総長連れん合ごうが武蔵総長の権限を預かった戦いだったな」

「ああ、──三河にP.A.ODAの武装商しよう船せん団が貿易に来ている期間を使い、三河への聖連の進行を抑よく止し。各国に対しては極きよく東とう居きよ留りゆう地ちへの攻撃を行えば武蔵の輸ゆ送そう貿易を行わないとして侵しん入にゆうを防ぎ、酒井学長と数名が瀬せ戸と内ない海かい沿岸地ち域いきでの転てん戦せんを行った。

　結果として、……三河はK.P.A.Italiaと旧派の教譜的侵しん行こうを防ぎ切った」

　政治事件などの本には詳しく載っていることだ。松まつ平だいら四し天てん王のうの存在が世に出た事件でもあり、三河の発言力が高くなる要よう因いんでもあり、

「しかし、そのようなことは自由に出来ないよう、校こう則そく法ほうの改正なども行われた。今は当時とは違う。──聖連を相手に抗あらがい、勝利出来るとは考えない方が良い」

「だったら今のやり方ではどうなるのか、逆らえるのか逆らえないのか、それを知るのがこの臨時生徒総会だ」

「成なる程ほどな」

　と己は苦く笑しようした。

　ふと背後を見る。視線の先、武蔵の左右艦かんと、その前方側の艦かん上じようには、道路や甲かん板ぱん縁べりに集つどってこちらに注目する人々の姿があった。足下、教導院前の階段下も、正面通りを中心に人の群が集いつつある。

　自分は、彼らを見て、

「では、相あい対たいを始めようか。聖せい連れん側と武蔵むさし側、代表は三人ずつで二勝先せん取しゆ側が勝利。

　その相対の結果を武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの総そう意いとして判断する。聖連側が勝てばホライゾンの自じ害がいを認めて武蔵は移い譲じようする。武蔵側が勝てば──」

「ホライゾンを救助に向かう。それでいい。相対の方法は如何いかなる手段も有りとする。戦せん闘とうも交渉も、他の勝負であろうと、何でもありだ。──どのような手段であろうと、聖連側は〝刃は向むかうことの無意味〟を知らせ、こちらは〝抗あらがう方法があること〟を知らせられればいい」

　ベルトーニの言葉に、Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。

「ならば一いち番ばん手ては──」

　誰にする？　と言おうとしたときだ。横の直なお政まさが、口に煙管キセルをくわえ直し、

「──一番手はあたしが貰もらうよ」

「え？　直政、貴女あなたどういうつもりで──」

　既すでに自分も半歩を前に出しかけていたミトツダイラが、直政に問うた。

　すると直政が、口くち端はの笑えみ付きで煙を吐き、こちらに振り向いた。

「機き関かん部ぶは、暫ざん定てい議会側がわに従えば武蔵という働き場が無くなることが解わかってる。……あたしらはどっちかっていうと教導院側なのさ」

　だけどな、と直政が、ミトツダイラに視線を合わせ、彼女へと左手を伸ばした。

　直政の握った拳こぶしが、ミトツダイラの胸を軽く突き、

「機関部の不安は簡単なことさ。逆らうのは別にいいけど、武蔵が沈められたらどうすんだ、ってね。それは嫌だ。だったら、否、だから聞いてみたいのさ。最悪、聖連との戦争状態になったなら、明確な武装のない武蔵がどうやって戦う気なんだ、ってね。

　──ろくに戦う方法が無いのに戦争を考こう慮りよするなんて出来っこないからね」

　そして彼女は町の方を、皆の方を見た。その上で息を吸い、

「各かつ国こくが持つ戦闘力りよくの内、戦場における代表格かくってのは何だい？　航こう空くう艦かん？　機き竜りゆう？　機き動どう殻かく？　それとも騎き士し？　否、機関部としてはこう言いたいさ。──そうじゃない、と」

　直政が、握った拳を上に掲げていく。口端から煙を吐き、

「──泰たい造ぞう爺じいさん！　寄よ越こしておくれ!!」

　言葉に応じるように、教導院前まえの階段の下から声が響ひびいた。

「──任せておけよ!!」

　嗄かれた、しかし伸びる声を放つのは作業服姿すがたの老人だ。白はく髪はつの瘦そう軀くの周囲には、同じ服装の集団が存在する。そして彼らが皆、直政と同じように左手を掲げた。

　同時。直政と彼らの眼前に、鉄てつ色いろの鳥とり居いを模もした表示枠サインフレームが来る。書かれる文字は太字の、

『射しや出しゆつ許可』

「接続──！」

　直政と、彼らが左の握りを表示枠に叩たたきつけた。

　空中において打だ撃げきされた表示枠サインフレームは、確かに歪ゆがんで砕け散った。

　硝子ガラスの割れるような音が、青の空の下に確かに響ひびく。

　その直後。

　中央前ぜん艦かん後部底てい面めん側がわ、武蔵むさし野のの機き関かん区く画かくから、何かが空に飛んだ。

　白い霧きりを引いて空に行ったものは、視線で追ってももはや解わからない。ただ、黒い影のようなものを、点として一いつ瞬しゆん捉とらえることが出来ただけだ。

　何だ、と誰かが呟つぶやく中、直なお政まさが口くち端はから大量の煙を吐きながら言葉を放つ。

「あたしの走狗マウスはちょっと特殊でね。──まあ、よく考えてみれば解るんだろうけどさ、疑問には思うだろ？　何であたしみたいな若い女が機関部ぶの中で一いつ端ぱしの顔を気取ってられるのか、とか、更さらには……、こんだけ巨大な船の中、馬鹿デカい部品や機き構こうをどうやって扱っているんだろうってね。その答え、ちょっと社会見学実じつ地ちで行こうか」

　言うなり、空からそれが来た。

　それは、激げき突とつだった。

　風を壁のように空から落とし、轟ごう音おんを持って直政の背後に落ちたものがある。

　橋きよう上じように展開した着地衝しよう撃げき緩かん和わ用ようの鳥とり居い型がた紋もん章しようを轟ごう音おんで震わせ、仁に王おう立だちに脚あしを開いたのは、赤と黒の衣装をまとった女性型の鉄てつ巨人だ。

　重じゆう武ぶ神しんだった。
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　身長は十メートルを下らない、赤の、女性に似た形状の姿。それは翼つばさを持たぬが、

「──重じゆう武ぶ神しん〝地じ摺ずり朱雀すざく〟。あたしが地上にいた頃、戦場になった実じつ家か周辺の土地で見つけた武神の破は片へんの寄せ集め。農作業用ようにと思ってたら、紆う余よ曲きよく折せつで今はあたしの走狗マウスが宿って作業用だよ。出しゆつ自じが戦せん闘とう系けいってこともあって、機き関かん部ぶ重武神作業班はんの中で勝てるヤツぁいない」

「また、……変に派は手で好きですわね、直なお政まさは」

「武蔵むさし上部への移動を行う際、細い通路とかが邪じや魔まなんでアンカー射しや出しゆつ装置を改造して打ち出せるようにしてるのさ。帰りは船で吊つるしだし、着ちやく地ち位置の精せい度ど上げるために各かく射出機からの射しや程てい距離は二キロくらいが限界だけどな」

　言いながら、直政が義ぎ腕わんの右手を掲げた。

　応じるように武神の目が光り、直政が小さく笑った。

「ちゃんと十トンクラスで、あたしの右手の遠えん隔かく操作で動く可愛かわいいヤツさ。

　作業用にパーツ換かん装そうしてるからトルク重じゆう視しで装そう甲こうも薄いけど、力では他国の重武神に比べてもいいセン行くと思うね。それを相手に出来るヤツは誰だい？　その方法と結果を見て、見み極きわめさせて貰もらうよ。武装解かい除じよされた極きよく東とうにも戦う手段があるのかどうか、ってね」

　さあ、

「武神とサシでやれる人間なんて、各国の英雄クラス、……向こうで言う立たち花ばな・宗むね茂しげや教きよう皇こう総そう長ちようという八はち大だい竜りゆう王おうや、ガリレオのクラスだろ。こっちでいうとミトがそうかね？

　だけど、聖せい連れんに逆らうなら、そのくらいの者がフツーにいないと困る。

　どうだい？　コイツとやれるヤツはいるかい？」

　直政の声に、誰もが沈ちん黙もくした。町の人々も、立つ赤の巨きよ軀くを見て首を横に振った。

　無理だ、と、小さな声が幾いくつも生まれる。

　だが、直政の問いかけに、応じた声があった。それは彼女達の正面。言葉を発したのはそこに立っているシロジロではなく、床に座っていたトーリだ。彼が告げるのは、

「んじゃ、──シロ、行けよ」

　その言葉に、え？　という疑問を皆があげる。

　教きよう導どう院いんの昇しよう降こう口ぐち前、集まっていた皆の中から、慌あわてた動きで点てん蔵ぞうが出てくる。

「ト、トーリ殿！　ぶっちゃけ勢い全開で殺人気きにしなくなってるような直政殿どのを相手に商人全ぜん開かいのシロジロ殿はどうかと思う所しよ存ぞんに御ご座ざる！　一体どういう思おも惑わくで御座るか!?」

「ああ。……解わかっているだろう？　点蔵。──私し怨えんだよ」

「さ、最悪！　この人ひと最悪で御座るよ!!」

「だってこの鬼き畜ちく商人、毎まい度ど毎度俺にひどいこと言うじゃん？　たまには酷ひどい目に遭あえよ。遭って俺に対して反省して下さい」

「ほう。つまり勝てば、私の言げん動どうは正当化か出来るということか」

　と、シロジロがトーリの肩を一つ叩たたいて前に出た。

「安い買い物だ。一生後こう悔かいしろ」

「あっれ、オマエ何なにかすげえやる気になってね？」

「リスクは大きいが見返りも大きいからな。──機き関かん部ぶの信頼と、我々が武ぶ神しん相手に戦える証明が買えるなら、この相あい対たいは安いものだ。更さらには馬鹿を馬鹿に出来る特とく典てんまでついてくる」

　皆の視線の中央。シロジロは首元のハードポイントを開けて白びやつ狐こを呼びだした。

　そして彼は、直なお政まさの方に目を向ける。眉まゆをフラットにした表情で、

「直政、術じゆつ式しきによる契約のために、ハイディの仲ちゆう介かい支援を用いる。文句はないな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それがアンタのいつも通りだろうしね。でもシロジロ、アンタ会計で商人だろ？　それが武神相あい手てにどういう戦い方をするのか、見せて欲しいもんだね」

　言葉と共に、直政が動いた。背後、地じ摺ずり朱雀すざくが差し伸べる左手に乗るように跳ちよう躍やくし、

「皆！　ちょっとどいてな」

　地摺朱雀を、シロジロに対して身み構がまえさせ、

「──派は手でに行くよ!!」

　言葉と共に、彼女は、いきなりの踏み込みで武神のスマッシュブローを商人に叩き込んだ。

　激げき突とつの音が響ひびき渡る。
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　午後の空の下。風の軽く吹く教きよう導どう院いん前の橋の上。

　地じ摺ずり朱雀すざくの噴ふき出す蒸気と陽かげ炎ろうが、腕の動きをもって一つの打だ撃げきを表現した。

　そして、その場にいる誰もが、ある音を聞いた。

　打撃が着ちやく弾だんした際の金属音。超ちよう重量の拳こぶしの当たった音だ。

　命めい中ちゆうした打撃の先。拳けん圧あつの生んだ風が収まる中には、一つの影があった。

　シロジロだ。だが、その姿は、打撃を受け、しかし、

「……無事？」

　地摺朱雀の肩けん上じようで直なお政まさが眉まゆを歪ゆがめる通り、彼は、無事だった。

　彼女の猜さい疑ぎの視線の中、シロジロは、無む傷きずのまま、両の腕を軽く頭上に掲げている。

　その、交こう叉ささせた両腕の先に、地摺朱雀の拳こぶしが触れていた。

　受け止めたと、そう見ることの出来る状況だ。

　今、武ぶ神しんの姿勢は確実に前に踏み込んでおり、腰も回っている。だが、透とう明めいな壁に当たったかのように、拳は振り抜かれず、腕が伸び切っていない。

　打撃は、止められたのだ。

　馬鹿な、と誰かが呟つぶやく声に重なるようにして、新しい音がした。

　武神が、宙に止まった自分の拳に押し返されるようにして、足を戻した音だ。

　そして武神は、人間相あい手てに下がり、身み構がまえを取る。

　対するシロジロが、武神の拳を受け止めた腕をそのままに、己おのれの視線を上げた。

　重じゆう武神の肩上、そこに立っている直政を、彼は見る。

　視線の先、疑問に眉まゆを歪ゆがめたままの直政に対し、シロジロはゆっくりと口を開いた。

　音が生まれる。声という音が、静かに響ひびく低音で、

「──さて、客がどれだけ上から目め線せんだろうと、気にしないのが商人というものだ」

「……その商人様さまが、あたしに何を売るってだい？」

　シロジロは答えない。

　代わりに、直政が言った。武神の停まった拳と、シロジロの顔を交こう互ごに見て、

「一体これはどういう術じゆつだい？」

「術と言えばそうなるか。実際はもっと単純な──」

　シロジロは、頭上に白びやつ狐こを載せながら、はっきりとこう言った。

「金の力だ」
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「──いいか、戦争が経済活動であるように、戦せん闘とう行為の多くは金でどうにでもなる」

　シロジロの言葉と共に、彼の頭の上の白びやつ狐こが前足を上げた。応じて展開するのは無数の表示枠サインフレームだ。シロジロはその幾いくつかをチェックして、

「私が契約している神、サンクトは稲荷いなり系けいに組み込まれた商業の神だが、商業神しんは他の神に対してある力を持つ。それは、──神々の間のやりとりに金きん銭せんを用いられるという力だ」

「それが一体、何だって言うんだい？」

「解わからないか？」

　と、シロジロが背後を顎あごで示した。

　彼の後ろ、教きよう導どう院いんの昇しよう降こう口ぐちには、床に座る人ひと影かげが群という単位で存在していた。

　それらの人影の正体は、眼前に鳥とり居い型がたの表示枠を出した、

「警けい護ご隊たい副隊長、以下百五十名。──警護隊としての力を〝レンタル〟している」

　副隊長が言って、他の隊員達も頷うなずき、そして彼らは目を伏せた。

　彼らは動かない。まるで呼吸も止めたように、それぞれは膝ひざをつき、不動の状態だ。

　だが、彼らを昇降口前まえで見ていたハイディが、代わりというように声を作った。彼女は浅く眉まゆを立て、口を開き、

「警護隊の〝労働力〟を、一いつ括かつして時じ給きゆう払ばらいで借り受けたの。警護隊も労働の神の加か護ごを得ているから、あとは簡単。サンクトの神社にお金を振り込んで、サンクトの神社を仲ちゆう介かいして労働の神の神社が管理する警護隊の労働力を買えばいいだけ。契約外がいの神々の加か護ごを仲介取とり引ひきするのとやり方は同じかな」

　シロジロの眼前、表示枠に金額が出る。

「神社側がわの査さ定ていで、警護隊の労働力は時給換かん算さんして一人一時間あたり五人時間分ぶんと換算されたのね。時給にして約五千円だけど仲介料りよう込こみの倍ばい払ばらいで一万。それが百五十人分だから一時間百五十万。──シロ君、ちゃんと使ってね？　これ、急ぎの処理だからポケットマネーだし」

「経けい費ひで落ちないか？」

「んー、警護隊に領りよう収しゆう証しよう切って貰もらって生徒会予よ算さんの雑ざつ費ぴで処理した方がいいかも」

「Ｊｕｄジヤツジ．。総そう長ちよう連合の予算とも折せつ半ぱんするよう交渉を頼む」

　と、シロジロが、掲げた両の腕を見た。そして直政に視線を向け、

「今、私は、──百五十名の警護隊の力を一点に集しゆう中ちゆう出来る。重じゆう量りよう換算すると、一人七十キロとして、約十、五トンか。十トンクラスの貴き様さまの重じゆう武ぶ神しんに対して充分だろう」

　言葉とともに、シロジロの両の腕や脚あしに、長いアーマー型の鳥居型紋もん章しようが浮かび上がる。

　そしてシロジロは、直政の顔を見上げてこう言った。

「──対等に見えるか？」

「そうだね」

　直政は、地じ摺ずり朱雀すざくの両腕を引き、腰の後ろに突っ込んだ。

　戻す両の手には、二本の長いレンチが落ちてくる。赤の重武神は指に引っかけたレンチを一度回してからホールドすると、

「──だったら勝負をしようじゃないか!!」

　直なお政まさの言葉とともに、地じ摺ずり朱雀すざくが打だ撃げきを放った。
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　重量物の動く駆く動どう音おんが、窓の多い部屋に響ひびいてくる。

　長く広い部屋、教室のようだが、大きさは二教室分はある部屋だった。

　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの前側校こう舎しや一階左さ舷げん側がわ、教員達が机を並べる教きよう務む員室だ。

　今、外から響ひびいてくるのは、風の音と、地じ響ひびきと、機械の動どう作さ音おんに、

「……！」

　わ、という声が足音の群の移動とともに聞こえてくる。

　それらの音おん群ぐんに校舎自じ体たいを揺らされながら、机に向かう教員達はしかし外を気にしない。その多くは、茶の入った湯ゆ飲のみを口につけたり、テストの添てん削さくをしている。

　だが、右う舷げん入り口側、そこに近い席では、一人の教師が音に身を震わせていた。

　眼鏡めがねの女おんな教師は、椅い子すを横に回した状態で、隣りん席せきのジャージ姿に対し、

「真ま喜き子こ先せん輩ぱい、……大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか、あれ」

「光みつ紀きは考えすぎなのよ。大体、校こう則そく法ほうにより、教員は学生の抗こう争そうに不ふ干渉でしょ？　さっきも立ち会いなんてしなくて良かったのに。中なか井い先生の土産みやげの御お菓か子し、食べ損そこねたわよ？」

　はあ、と三さん要ようは頷うなずいた。外から、わ、という声がまた聞こえたことに肩を動かし、

　……遠ざかってます、……ね。

「どこか別の場所で戦うんでしょうか……」

「心配？　目の届かないところで暴れられるのが」

　問われ、やや考えてから、自分は首を下に振った。心配なのだからと、そう思いながら、

「Ｊｕｄジヤツジ．。……真喜子先輩は、心配じゃないんですか？　信頼、そこまでしてますか？」

「んー、どう言ったらいいかなー……」

　困るというよりも、わずかにこちらを窺うかがうような表情をオリオトライが見せた。そして、

「どちらにしろ、聖せい連れんと全面戦争になったら、こんなもんじゃ済まないわよ？」

　全面戦争という言葉と口く調ちようの軽さに、こちらはわずかな恐れを感じた。つい腰を上げ、

「ま、真喜子先輩は、戦争になることを望んでるんですか!?」

「あら、私が望んだら戦争になるの？」

　落ち着きなさいよ、と、こちらの視し界かいの中央で、オリオトライが椅子に横向きに座った。彼女は背もたれに寄りかかって、脚あしを組み、外を遠ざかる金属音の行き来に耳を向けると、

「学生に相あい対たい出来るのは学生のみ。しかし、そんなのは理想論ろんだって誰だって知ってるわよね。戦場になれば町や農地は荒れるし、人が巻き添えになることもある。森林や海上だって資源や自然環かん境きようが荒れて、経済的締め付けなんかもあって人の生活は乱れるわ。特に、教きよう導どう院いんであり、都市でもある武蔵むさしは学生抗こう争そうの際に〝攻撃を受けても致いたし方かたない戦場〟になりやすい。……まあ、そうやって市民を盾たてにするって方法もあるでしょうけど」

「そんなこと、真ま喜き子こ先生は彼らに教えたんですか？」

「教えたわよ。一般市民を盾にする方法くらい」

　しれっと、オリオトライが言った。その断言に言葉を失った自分は、だが、

「な」

　何てことを、と言おうとして、しかし言えず、目め尻じりに涙を浮かべ、

「……っ」

　俯うつむこうとした。そのときだ。

　オリオトライが、机の上のカップを手にとって、こう言った。

「もし、敵がそんな方法を使おうとしたとき、また、敵がこちらのことをそうだと決めつけて罪を作り上げようとしたとき、対たい処しよ法ほうを知らないんじゃ駄だ目めでしょ？　世界を相手にことを構えようとしたとき、相手の卑ひ怯きようはこちらの理想の手をとってくれないわ。

　だから、相手がどれだけ卑怯な方法をとってきても対処し、また抑よく制せい出来るようにするには、やり方を知り、そして力を持つことから始めないとね。その上で初めてこう言えるのよ。

　──私達はそんな卑怯な手を使わないし、使わせない、って」

　御ご免めんね、とオリオトライが、眉まゆ尻じりを下げた笑えみをこちらに見せた。

「うちと光みつ紀きんとこは結けつ構こう教育方針違ちがうもんね。ショック受けるような物言いで御免」

「あ、いえ……」

　……卑怯なことや、傷つけろって教えてる訳じゃないんですよね……。

　少しでも疑った自分が恥ずかしい。でも、

　……先せん輩ぱい、前に酒飲んだ勢いで演えん舞ぶして、品しな川がわの運うん搬ぱんエレベーターを震しん脚きやくで壊したし……。

　心の中でうなだれてしまったが、なるべくそれを表おもてに出さないようにしようと思う。

　と、聞こえていた音が、遠くの響ひびきとなった。自分は、ちらりと窓の方を見てから、

「真喜子先せん輩ぱいは、聖せい連れんとの全面戦争になると思いますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、いずれ聖連は、極きよく東とうの完全支配に乗り出してくると思うもの」

　オリオトライが、カップを口につけ、離す。そして一息を入れて、

「全ては可能性と、捉とらえ方よね。

　私はあの子達に、聖連相あい手てだろうと何だろうと、理り不ふ尽じんに殴なぐられたら殴り返せるように教えてきたの。そして光紀は、どっちかって言うと、殴られないようにすることと、殴られても新しい行き場を見つけられるように教えていたと思うの」

　己は黙っている。横、庶しよ務むの女性が茶ちやを入れた湯ゆ飲のみを机に置いていくのに軽く頭を下げるが、しかし視線はじっとオリオトライの方に固定だ。

　対するオリオトライが、カップを机に戻すと、こちらに対して口を開く。

「私の方の教え方だと、理り不ふ尽じんを要求されたとき、立ち向かっていくことが出来る。

　そして光みつ紀きの教え方だと、理不尽を要求されたとき、新しい行き場に移っていくことが出来る。でもね、こうも思うのよ」

　彼女が、頭を搔かき、仕方なさそうに笑った。そして寄よ越こされる言葉は、

「ぶっちゃけ、どっちか片方だと駄だ目めよね？」

「え……？」

「え、じゃなくてさ、考えてみなさいよ。まず、理不尽に対しては権利を主張すべきでしょ？　それを〝争うよりも頭を下げなさい〟なんて論ろん旨しのすり替えで誤ご魔ま化かしたって通用しない。こっちは争いを回かい避ひしたつもりでも、向こうの理不尽でこっちは奪われてるんだから。

　そして向こうは、理不尽を通せばものが奪えると思ってそれを行使し続けるわ」

　でも、

「その一方で、後あと先さき考えずに当たって砕けろ、でも駄目よね。砕けたら終わりなんだから」

　だから、

「いざというときに立ち向かうことが出来る力と、抗あがらえないと解わかった場合に新しい行き場に向かうことが出来る力。──この両方を持っていなければ、理不尽を断ることも逆らうことも出来ない自分を噓うそで納なつ得とくさせていくか、失敗したら死ぬしかなくなるもの」

　どうなのかしらね、とオリオトライが言った。

「今、末まつ世せというものが言われていて、世界は行き場を失いつつあるわ。そして世界には、極きよく東とうという、理不尽を押しつけて大だい丈じよう夫ぶと思えるような場所がある。

　──そこに大罪武装ロイズモイ・オプロが来たのよね。末世を払い、世界に行き場を与えられるかもしれない武装。だったらそれのために、世界は極東に理不尽を働いたっていい……、のかしらね」

「アリアダストの姫の自じ害がい、ですよね？　理不尽って……」

「居きよ留りゆう地ちも、各地の暫ざん定てい支配も、武蔵むさしの航こう路ろが決定されていることも、武蔵の生徒会長や総そう長ちよう達に能力の低い者が選ばれることも、──何もかもよ」

　オリオトライは、言ってから、あ、と声を上げて笑えみになった。

「和食は除外していいかな。理不尽の影えい響きよう無ないし、ね？　和食いいわよね？」

「……真ま喜き子こ先せん輩ぱい、肉とか食いまくりじゃないですか。あと、ビールとかよくつけるし」

「茶ちや碗わんで米こめ食って味み噌そ汁しる飲んでりゃ和食よ和食。範はん疇ちゆう。セーフライン」

　まあ、と彼女が組んでいた脚あしを戻す。が、視線はこちらから外すことなく、

「さっき、図書室でシロジロ達に言ってくれたそうじゃない」

「あ、あれは、その」

　顔を赤くした自分は、視線を下に向け、

「自分でも何なに言ってんだろう、って……」

「大事なことよ。私もそう教えてるつもりだったけど、やっぱ慣れってあるしね。他の先生も同じ考え方だって解わかったなら、心に刻むでしょ。

　そして光みつ紀き、私はこう思うの、元もと学生で、学生以上の能力を持つ者が多い教員が敢あえて学生抗こう争そうに関わらないのは、政治的な問題もいろいろあると思うのだけど──」

　言葉を選ぶように、ゆっくりとした口く調ちようで、オリオトライが言う。

「教員の一いち義ぎは、学生が生きていけるようにすること。だから学生抗争に関わることなく、学生達が抗争で死なずに済むようにして、この世界を保とうとしてるんじゃないかしら」

　……保つ？

　意味が解わからず首を傾かしげると、対するオリオトライが頷うなずきを見せた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、この戦せん乱らんの時代、私達は力と逃げ場を両立させるためのバランサーなんじゃないかしら。私のようなのがいて、光紀みたいなのがいて、どちらも生き残るための選択肢しで、それを教えることによって、皆がそれぞれの選択を出来、──しかし、失われないようにする」

　だといいけどね、とオリオトライは苦く笑しようした。

　直後、金属音おんが窓を震わせた。

「あーあ」

　窓の向こう、騒そう動どうを追って階段を下りていく学生達を見ながら、オリオトライがつぶやいた。

「私も、あっち側に行きたいなあ。──随ずい分ぶん派は手でにやってるみたいだし、ね」
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　鉄の音が、町に響ひびいていた。

　音おん源げんは奥おく多た摩まの左さ舷げん側、自然公園から離れた表ひよう層そう部ぶの市街だ。

　今、音は中央の通りから生じ、高速で艦かん首しゆ側へと移動していく。

　人々は、とりあえず中央の通りからは退たい避ひを行っていた。が、誰も彼もが近くの家の屋根や軒のき下したから通りの方の動きを見ている。

　動きは、二つの力の激げき突とつだった。

　一方は、女性型の朱あかい重じゆう武ぶ神しん。もう一方は風を大きくまとった制服姿すがたの瘦そう軀くだ。

　朱あけの武神が蒸気と陽かげ炎ろうを噴ふきながら両の大型工こう具ぐを振り回せば、瘦軀は風をもってそれらを受け止め、攻撃に回る。

　瘦軀、シロジロの動きは、人のものだ。だが武神の攻撃を受け止め、打だ撃げきを返す風は、彼の動きの延長線上、武神と同サイズほどに展開していた。

　鳥とり居い型がたの紋もん章しようをまとった拳こぶしが武神と打撃を交わし、脚あしが速度を上げる。

　瘦軀の肩、しがみつくようにしている白びやつ狐こは、尻尾しつぽから何枚もの鳥居型表示枠サインフレームを生み、しかしそれらはすぐに砕けて消えていく。

　表示枠の一つが、声を上げた。

『シロ君！　町の方は気にしないで！　機き関かん部ぶと交渉して、マサの地じ摺ずり朱雀すざくの〝労働〟が町の建物に向かったときは止めるようにして貰もらったから！』

「有あり難がたいねえ。壊すことを気にせず暴れていいってか」

　と言ったのは、武ぶ神しん、地摺朱雀がまとう衣装の肩上、そこに乗る右義ぎ腕わんの少女だ。

　彼女、直なお政まさは、地摺朱雀と連れん動どうする右腕をたぐり寄せるように指を動かしながら、

「シロジロ！」

　打だ撃げきの風と金属音の響ひびきを止めずに叫んだ。今も踏み込みながら、

「アンタの話が聞きたい。──アンタ、どうして聖せい連れんに敵対するようなことを選ぶのさ！　もし極きよく東とうが聖連に支配されても、商人のアンタならすぐに商しよう売ばい再開して生活安定だろうにさ！」

　金属音が連打に入り、風が弾はじけて陽かげ炎ろうが波打ち消えていく。その中で、シロジロは強ごう引いんに接近を選び、武神の打撃を弾はじきながら前に出た。

　一歩一歩を高速で踏み込み、金属の響ひびきをガード音としながら、シロジロは口を開く。

「敵対の理由は簡単だ。──少し、金の話をしてやろう！」
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　シロジロは、打撃の風が髪かみを乱すのにも構わず、前に突つっ走ぱしりながら言った。

「たとえば Tsirhcツアーク 教きよう譜ふ、ムラサイ教譜も、共にその戒かい律りつにおいて利り子し収入のための金きん融ゆう業が禁じられている！　〝働かずして収入を得るなかれ〟、だからな！

　しかし、極東にはそのような戒律がなく、異い端たんでも無いので、ゆえにTsirhcやムラサイの教譜国こくは、極東側がわに指示して居きよ留りゆう地ちに極東人の銀行を作らせた。──しかし！」

　シロジロは、地摺朱雀の攻撃を捌さばいた右手を挙げた。そのまま指さすのは陸りく港みなとの方角で、

「三征西班牙トレス・エスパニア、他、多くの国がそうだが……、各国は極東の暫ざん定てい支配と、そして歴史再さい現げんを行うため、多くの費用を極東側に作らせた金融から〝借しやつ款かん〟として借金している！

　特に三征西班牙は、レコンキスタの後に国をまとめる目的でTsirhc教譜にすがったため、他教譜や異端、異い族ぞくを排する純じゆん潔けつ主義となり、彼らに頼っていた金融業の活動が出来なくなった。……既すでに三征西班牙という国は二度の破は産さん宣せん告こくを行っているが、今も新しん大陸からの収入を担たん保ぽにして借金を重ねている。歴史再現に拠よれば、三度目の破産宣告は近いだろう」

　同じように、とシロジロは言う。やはり前に出て、

「六護式仏蘭西エグサゴン・フランセーズとM.H.R.R.神聖ローマ帝国も、三十年戦争と国内経済の急激な活発化によって物価が数すう倍ばいにまで上昇し、国こく軍ぐんの設立や政治活動によって借金まみれになっている！」

「それが一体どうしたね!?」

　直政が、レンチによってカウンターを叩たたき込み、加速させながら叫ぶ。

「商人の前まえ口こう上じように乗ってやるよ！　一体、他国が極東に借金していたら何になるのさ！」

「極東が完全支配された場合、それらは全て踏み倒される……！」

　わずかに、直なお政まさの表情に険が入った。

　彼らを囲む人々の間からも、ざわめきに似た声が淀よどみのように湧わき出でる。

　だが、直政は動きを緩めなかった。停てい滞たいしそうになった空気を払うように、義ぎ腕わんの指を高く鳴らし、地じ摺ずり朱雀すざくに一いち撃げきをぶち込ませながら、

「答えな商人！　──借金踏ふみ倒されたら、どうなるってんだい!?」
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　町の人々、奥おく多た摩まとは別の艦かんに乗っている人々は、シロジロと直政の戦せん闘とうを、艦内通つう神しんで見聞きしていた。神肖筐体モニタのある家や場所では映像として、神音筐体レデイオや艦内放送の入るところでは音として、だ。

　それら通神は、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの放送委員が執とり行うものだ。撮さつ影えい用の社しや務む機き材ざいを担かついだ彼らは、群ぐん衆しゆうを搔かき分け、屋根伝づたいに移動して画と音を拾っていく。

　そして聞こえる声は、シロジロの低い声によって形作られる言葉だ。

『借金を踏み倒されればどうなるか。答えは簡単だ……！』

　聞く。

『極東の銀行には、他国の投とう資し家かや企業が預けた金もだが、極東側の利用者の金も同等に入っている。それは極東が他国との貿易や輸送によって真まっ当とうに稼かせいだり、居きよ留りゆう地ちの民たみが税として納めたものを領りよう主しゆが預けたものだ。

　──その金を持っていけるだけ持って行かれて踏み倒されたら、極東側には何が残る!?』

　ある者は、食堂の神肖筐体が映す映像を見ていた。

　画像の中、シロジロが、顔の右横よこを鉄の巨大な工こう具ぐが抜けていくのにも構わず前に進み、

『他国にとっては自国の金の回収と、極東日本からの資金奪だつ取しゆ。その後、支配した極東側に銀行を形だけ戻し、自分達のものとして再さい運用するのが常じよう道どうだな。

　極東の人々は、完全支配をされて各国に吸収されていくだろうが、そのときは手元には何も残っていない。もはや抵抗も何も出来ず、行く先々で各国の言いなりになるしかない』

　ある者は、表ひよう層そう部ぶに上がる階段の半なかばで、混雑によって足止めをくらいながらも、通神に乗ったシロジロの声を聞いていた。若き商人の声は、鉄を削けずるようなガード音に重なりつつも、

『いいか!?　既すでに人々は動いている。夜の三み河かわ消しよう失しつを受け、聖せい連れん側の支配による借金踏ふみ倒しを恐れた極東の人々が、今朝けさになって預金の引き落としを行おうとしたわけだが──』

『どうなったね？』

『──聖連は三河の消失を〝聖連に対する敵てき対たい行為の恐れ有り〟として、〝敵対行為への資金投とう入にゆうの恐れを避ける〟ために極東側の金きん融ゆうを凍とう結けつした！

　現在、多くの国や居留地で、極東側の金は引き出せず、銀行に封じられたままだ』

　しかし、とシロジロは言うのを、誰もが聞いた。

　映像の中、彼は打だ撃げきを弾はじき、己おのれも拳こぶしを振るいながら、

『今、極きよく東とうの金きん融ゆうが唯ゆい一いつ保たれている場所がある。それが武蔵むさしだ。各国の暫ざん定てい支配を直接受うけていない独立の領りよう土どである武蔵は、金融の独立性を保っている。そして、各居きよ留りゆう地ちを中心に、極東の人々が手持ちの金を神じん社じやに奉ほう納のうし、その代だい演えんを外がい燃ねん拝はい気きとして武蔵に預ける流れが生じつつある。──意味が解わかるか？　武蔵は、極東最さい大だいの燃料庫こと銀行になりつつあるのだ！』

　シロジロは言った。

『だがホライゾン・アリアダストが失われて武蔵が移い譲じようされたら、何もかもが終わりだ。しかし、そうならなければ、武蔵は金と力の集まる場所となり、三み河かわ松まつ平だいらが極東を支配する……！』

　映像の中、シロジロが拳を放つ。

　飛んだ風の一いち撃げきに対し、鉄の巨人は工こう具ぐをぶつける動きに出た。

　両者の攻撃が激げき突とつする瞬しゆん間かん。シロジロの叫びが空に抜けた。

『武蔵は戦える！　武蔵が飛び続けることで存在を示し、金が集まり続ける限りはな!!』

　金属音が、地じ摺ずり朱雀すざくを揺るがした。
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　教きよう導どう院いん前の橋の上には、幾いくつかの人ひと影かげが残っていた。

　端はしから見える、左さ舷げん前側の町には朱しゆ色いろの影がある。地摺朱雀の上半身だ。それは建物の並びの上から生はえたように見えつつも、移動し、左右の腕を打撃に振り回している。

　動きのたびに音が聞こえ、地摺朱雀の噴ふき出す蒸気の渦うずが間かん欠けつ泉せんのように通りから空へ飛ぶ。

　そんな直なお政まさとシロジロの行く先を橋きよう上じようから見守るのは、まず正まさ純ずみとミトツダイラだ。

　彼女達のやや後ろには、ハイディとトーリもいる。

　ハイディは立って、幾いくつもの表示枠サインフレームの操作を行い、トーリは座り込んでいた。

　そしてふと、ハイディが誰にともなく告げた。

「ぶっちゃけ、シロ君とマサ、当初の目的見み失うしなって暴れてるよね？」

「マサは祭好きだからいいとしても大だい丈じよう夫ぶかよシロのやつ、毎まい日にち毎日部屋の隅すみで体育座ずわりでニヤニヤしながら金かね勘かん定じようしてたら馬鹿になっちまったんじゃねえだろうな」

「んー、シロ君、金が絡むと正気に戻るから大丈夫だと思うの」

　否定しろよ、と正純が横から半はん目めで突っ込むが、ハイディは気にしない。

　代わりというように、ミトツダイラが袂たもとから出した日ひ傘がさを広げつつ、口を開く。

「しかし意い外がいですわね。直政が武ぶ神しん乗のりだとは知ってましたが、格かく闘とう戦せんの方をあそこまでこなせるというのは、驚きですわ」

「そうなのか？」

　という正純の問いに、ミトツダイラはＪｕｄジヤツジ．と答える。

　が、その言葉の続きを作ったのは、ハイディだった。

「マサは小等部入る前に武蔵むさしにやって来たんだけどね？　出身は、下した、清しんの南部国くに境ざかい沿ぞいの村だったから、凄すごかったんだって。敵は略りやく奪だつしてくるし、味方も徴ちよう収しゆうしてくるしで、だから自治をやろうとして、──武ぶ神しんの残ざん骸がいを村で集めたんだって」

「それがあの、朱しゆ色いろの、か」

「そう。それがまあ、いろいろあって、マサのものになって、機き馬ば団だんは、敵てき味み方かた構わず、横おう暴ぼうなのが全部叩たたき潰つぶされたんだけど、村も壊かい滅めつしたらしくて」

「オゲちゃん」

　トーリが言った。

「そこまでにしとけよ。マサが言わないこと、オマエが言ったら駄だ目めだろ」

「あ、そだね。Ｊｕｄジヤツジ．、──後でマサに謝っとくべきかな」

「そこまでやる必要はねえだろ。お前、いきなり俺とかに謝られてみろよ。どう思う？」

「んー、すごく気持ち悪いし裏があるかと疑うしおかしくなったのかと心配するかな」

「おいおい、俺、そんなにすぐ頭おかしくなるようなか弱いイメージのキャラ？」

「……それはか弱いのか？」

　正まさ純ずみが半はん目めでツッコみ、しかしハイディを見た。

「そっち、心配じゃないのか？　直なお政まさは武神だが、シロジロはそうでもないだろ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。だって、バックアップは私がしてるから。それなのにシロ君の心配したら、私が無能ってことだもの。──だから大丈夫」

　あ、あとね？　とハイディは笑えみの顔で正純に言う。

「シロ君、お金に超ちよう汚きたないところとかかなり素す敵てきだけど、他にもいいとこあるんだからね？」

「ああ、あの守しゆ銭せん奴ど、株かぶ券けんや為替かわせや投とう機きや金きん融ゆうにも超汚えよな」

「やっだトーリ君、そんな褒ほめちゃ駄だ目めえ」

　ハイディは頰ほおに手を当ててくねくねするが、遠く聞こえる金属の打だ撃げき音おんを耳にして、その眉まゆをフラットにした。そして彼女は、手元に表示枠サインフレームの一つを引き寄せ、

「いろいろ言われるけどね、シロ君、私の誕生日に対しても超汚いんだよ？」

　苦く笑しようする。

「他、いつも仕事の後にリビングにいてくれたり、歩いていると時とき折おりこっちがいるか確かめに振り向いてくれたり、やなことあると話聞いてくれたり、他にも色々、……私に対して地じ味みに超汚いの。いつもお金のことになると饒じよう舌ぜつなのに私については何も言わないし、でも──」

　ハイディは、表示枠にあるものを表ひよう示じした。武蔵の左さ舷げん、今、シロジロ達が戦せん闘とうを行っている場所の地図らしきものだ。ハイディは数字を併へい記きされるそれを操作しながら、

「私も、シロ君に対して超汚いのよね」

　笑みで、表示枠のデータを送そう神しんした。
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　地じ摺ずり朱雀すざくとシロジロは、勢いよくぶつけ合った拳こぶしを軋きしませながら対たい峙じした。しかし、

「甘いねシロジロ！　いや、聖せい連れんが与えた字名アーバンネームで〝冷面レーメン〟って言ってやろうか？」

　直なお政まさは右の義ぎ腕わんを振り抜いていく。その動きで、地摺朱雀の上半身を回しながら、

「アンタの武器は〝力〟だけだ。しかし地摺朱雀の一いち撃げきには、足腰も、腕も、それらの連動から来る崩しや支えっていう〝技わざ〟もあるんだよ!!」

　ぶつけ合って押しつけ合った鉄てつ拳けんと風の均きん衡こうはゆっくりと鉄の方へと傾き始めた。そして、

『──!!』

　地摺朱雀に左足を引かせ、浅く身を傾けてバランスを制せい御ぎよした。右肩からぶつかっていくように、武ぶ神しんの拳で一気にシロジロを押す。

　そしてシロジロの向こうを見た。彼の背後にあるのは、表ひよう層そうの住宅街だ。

　金持ち達の居い場所、という程度しか自分は知らない。

　しかし、と己は思う。こっちが有利だ、と。

　こちらは今、機き関かん部ぶ側からの労働力介かい入にゆうによって、この通りに面した住宅に力を振るうことが出来ない。どんなに力任まかせにやっても、周囲には被害を与えることがないのだ。

　実際、幾いく度どか、それを利用して動いた。建物を蹴けって加速したり、自分が踏みこたえる支えにもした。建物の背は、二階以上ならばこちらの身体からだを受け止められるいい支えだ。

　それを狙ねらって、自分はこの通りを戦場に選んでいた。昨日きのう、買い物の際、この通りを通っていたため、解わかっている。ここは武神の戦せん闘とうに使える場所だと。

　だがシロジロには労働力の介入が無い。足あし場ばや支えとなる建物は無く、こちらが建物を背後にしたとき、彼は振るう力に加か減げんを入れる必要がある。

　足場と支えの有利不ふ利りに、武神の身体の連動という〝技〟の動き。

　……〝力〟では対等だが、それ以外ではこちらが圧倒的に有利さね！

　そして今は、〝技〟の時間だ。バイトとして体たい術じゆつ道場の師し範はんをやっている直政には解る。今、こちらが拳に掛けているバランスを崩せば、相手は崩れるということが。

　だからそうした。シロジロの拳とぶつけて押し合っていた地摺朱雀の拳を、不意に下へと傾けたのだ。

「……！」

　対するシロジロが身を低くするが、間に合わない。

　シロジロの風の拳に覆おおい被かぶさるようにして、鉄の拳が風を上から平へい伏ふくさせる。地面に、シロジロを拳で押しつける動きだ。

　シロジロが己おのれの拳に引かれるようにして、蹈鞴たたらを踏み、

「く」

　転倒していく。

　その瘦そう軀くの制服姿すがたに対し、地じ摺ずり朱雀すざくに左の手を振りかぶらせた。五ご指しを広げ、倒れたシロジロを上から押さえ込もうとする。

「これで決まりだよ……！」

　しかし、叫びを重ねて振り下ろした鉄の五指は、ある反応を得た。

　広げた鉄指が、シロジロに届かなかったのだ。

「……!?」

　何故なぜだ、と思った瞬しゆん間かんだ。

　己の目はそれを見た。シロジロのいる地面が、いきなりその高度を落としているのを。

　広さにして二畳じようほど。表ひよう層そう部ぶを作る構造材ざいがその位置を一メートルほど下げている。

　おかしい、と思った。床の構造材は武蔵むさしの表層部を構こう築ちくする大事なパーツだ。簡単に剝はがれたりするようなものではない。何しろ、機き関かん部ぶの彼女達が整備のために駆り出されて補ほ修しゆうしたり、取り付けを行うものなのだから。

　だが、それは剝がれて落ちた。

　何故なぜか、という理由は、目に見える。シロジロが顔の前に表ひよう示じしている表示枠サインフレームには、この付近の地図が表示されていたのだ。

　……あれは──。

「まさか、その道路の土地を買ったのかい!?」

「ついでに脱だつ着ちやくするために補修用の労働力も買った。ひどく高くついたがな」

　高度を落とした足あし場ばに立つシロジロには、こちらの手が届かない。

　ゆえにバランスが傾くことになった地摺朱雀は、慌あわてて一歩を背後に下がる。

　そこに、シロジロが追ってきた。

　百五十人分の力を持って穴から跳び出し、力任まかせに右の拳こぶしをこちらに振りかぶり、

「──っ!!」

「地摺朱雀！　正面防ぼう御ぎよ！」

　武ぶ神しんは応えた。だが、両腕で防いだ打だ撃げき力は、それでも地摺朱雀を震わせた。

　低い激げき突とつ音おんがする。そして衝しよう撃げきを逃すために下がれば、背後には建物が近い。

　……このままだと、建物に押しつけられる!?

　こちらは建物を壊せないが、それゆえ、建物に押しつけられれば回かい避ひは封じられ、打撃力を全て叩たたき込まれることになる。しかし、

　……あと、一歩分は空あいているさね！

　一いつ瞬しゆんで目もく測そくした眼前、シロジロが着地して二発目を振りかぶった。

　建物に押しつけられぬように対抗するには、ガードを解いてこちらも拳を構える必要がある。

　だが、武神が拳を構えたと同時。シロジロの踏んだ足場が高度を突然落おとした。

「二度目!?　アンタ、……どれだけ金を使う気だい!?」

　シロジロは低い位置に入って、こちらの攻撃をやり過ごすつもりだ。

　……場合によっては、こちらの足場を崩す可能性だってある。

　だから、それの対抗として、こちらは一つの選択をした。

　武ぶ神しんの腰を落として身を背後に、敢あえて自らの背を住宅の前面に預けたのだ。

　理由は簡単だ。腰を落とせば、拳こぶしは低い位置に飛ばせるし、背を住宅地に預ければ、足あし場ばを崩されても簡単にバランスを失うことはない。

　幾いくらシロジロでも、人が住んでいる住宅は買い取れないから、建物が崩されるようなことも生じない。

　ここは自分に有利な戦場だ。

　だから動いた。武神の背せ腰ごしを住宅地に預けつつ、武神の拳を胸前で構えたのだ。

　正面。床が生む穴に身を沈めていくシロジロに対し、そこからスマッシュを叩たたき込む。

　当てれば、勝ちだ。

　ゆえにこちらは、眼下に行くシロジロに対し、腰を後ろに落としながら武神の拳をぶち込み、

「行け……！」

　叫んだ、その瞬しゆん間かんだ。対するシロジロが、ゆっくりとこう言った。

「お前の負けだ。労働者」

　言葉の直後。地摺朱雀がある現げん象しように巻き込まれた。

　背後。身を預けた家屋が、こちらを受け止めることなく、その重量に押されて破は砕さいしたのだ。それも、建物だけではなく、地面の構造材を、下層まで一気に、だ。
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「何……!?」

　背後の家屋が、地摺朱雀の背に押され、たわんだ。それは歪ゆがみとなり、軋きしみとなり、それらが最大になったときに折れ砕け、破壊となった。

　……これは──。

　あり得ないと、直政はそう思った。労働力介かい入にゆうで守られている家屋が何故なぜ砕けるのかと。

　しかし、軋みの音の集合が、全ての事実を破砕の音ね色いろとして証明した。

　壊れる。

　こちらの背を支えるはずの家が、そんな素そ振ぶりすら見せずに砕け散る。

　たわんだ構造材ざいは、反動で屋根や柱、木もく壁へきを空へとぶちまけた。

　支えられる筈はずのものに根こそぎすかされた地摺朱雀は、後ろへと大きくバランスを崩し、

「く……！」

　自分は、地摺朱雀を大たい破はする家屋の波から身体からだを起こそうともがきの動きを与えた。

　が、出来ない。バランスを後ろに送っていたせいで、尻しりから沈んでいるからだ。

　波が返るように、破は砕さいは武蔵むさしの内側へと落ちていく。その流れに飲み込まれた朱あけの重じゆう武ぶ神しんは木々の破は片へんに背から沈み、しかし自じ律りつ駆く動どうでこちらの身をつかむと空へと掲げた。

「……地じ摺ずり朱雀すざく!?」

　直後。波が崩れるような音とともに、仰あお向むけに倒れた武神の下半身と両肩かたが瓦が礫れきに飲まれた。
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　地下一階部ぶ分ぶんまで、瓦礫と共に武神は一いつ瞬しゆんで崩れ沈んだ。

　堆たい積せきの音に埋もれた地摺朱雀は、ただ胸きよう上じように直なお政まさを放し、乗せただけだ。

　武神は動こうとしているが、瓦礫の重さとバランスの悪さにかなわない。それを見る直政は、舌した打うちを捨てて武神の上の瓦礫を払い除のけ始めながら、

　……向こうの勝ちってことかい!?　しかし──。

　疑問した。武神を救うために、急ぎ、大きな木材を引き抜きながら、

「どういうことさね！　何故なぜ、労働の加か護ごによって守られている筈はずの建物が、あたし達を受け止めず、……床面の構造材ざいまで砕ける!?」

「答えは簡単なことだ。──私が買い取り、戦せん闘とうに関する私の所有物の一つとしたからだ」

「買い取り!?　ここは人口密みつ集しゆう地ちだよ!?」

　既すでに頭上となった表ひよう層そう部ぶ。破砕の縁ふちに立つシロジロが、こちらを見下ろしていた視線を空に向けた。

「不ふ動どう産さん情報はリアルタイムでなければ信用するな。──あれを見ろ」

　青の天には、航こう空くう船せんの姿がある。旅りよ客きやく船せんだ。装そう飾しよくある作りのそれは、

「帰き化かしていないため、武蔵移い譲じようの噂うわさで武蔵から退たい避ひした人々がいる。そうすれば、空あいた家もある。ならば、その物件を見つければよく──」

　一息。

「あとは、私がどれだけ裕ゆう福ふくか、そして金の力がどれだけ万能か、人々に見せつけてやった方が良い。全てはそのための誘ゆう導どうだ」

　言われて自分は気づく。今まで、シロジロがこちらの攻撃を受け続けながら通りをここまで移動してきたことを。その間、彼はいろいろ、演説にも近いことを言っていたが、

　……あれは、自分に注意を惹ひき付けておくためか！

「目的の建物が無む人じん化かしていることを悟さとらせぬよう、注意を惹き付けてたのかい？」

「商売にはサプライズが必要でな。その努力を惜おしむものではない」

　その言葉が終わるより早く、震しん動どうが来た。

　地摺朱雀が、自律行動で瓦礫から脱出しようとしているのだ。

　駆動の響ひびきと、足あし裏うらから伝わる武神の震動に、己は安あん堵どの息を一つ。大きな瓦礫を払い、地じ摺ずり朱雀すざくが起きあがるのを手伝いながら、頭上の商人にこう聞いた。

「──どうして欲しいんだい？　機き関かん部ぶに」

「仕事だ」

　シロジロの即そく答とうが、動きを緩めた大気の中に響ひびいた。

「武蔵むさしに金を集めるには、武蔵が無事飛とび続けることが必要だ。そのためには機関部の仕事が必要になる。言い換えれば、機関部がいなければ金が入らず、私などにとっては武器そのものを失うことになる。だから──、お前は私達の仲間だ、直政」

　そしてシロジロが表示枠サインフレームを開いた。画面に映ったハイディの安あん堵どの顔に対し、彼は言う。

「ハイディ、──武ぶ神しんを起こすのに周囲の人の手を借りるが、経けい費ひで頼む」
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　わ、という町からの響きと、武神を救う人々の動きが、教きよう導どう院いん前の橋きよう上じように届いてきた。

　そして声を下から浴びる橋上では、ハイディが一息ついて、額ひたいの汗を拭ぬぐい、左右を見た。

　右側、既すでにトーリはいない。校舎の方にいる皆の元へと移動している。

　対し左側、正まさ純ずみがミトツダイラとともに、やはり肩から力を抜き、

「……終わったか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずくミトツダイラの肩をハイディが軽く叩たたいた。彼女は急ぎ足で階段に向かい、

「ちょっと、先にそっちでやってて！」

「まるでお使いですわね。──ともあれ交代、というところでしょうか」

　苦く笑しようしたミトツダイラは、ハイディが降りていくのを見送ると、横の正純に視線を移した。

　さて、と彼女は金色の目を細めて正純を見ると、

「次は私ということになりますわね」

「いいのか？　騎き士しという立場が現代においてどうであるか、知らない私ではない」

「気にすることはありませんわ。どのような結論になろうとも。私は己おのれを騎士として扱いますもの。ですから、……あとは向こうとの相あい対たい次第ですの」

　言って、ミトツダイラは背後を見た。

　校舎側がわ。そちらにいる皆へとミトツダイラは身を向けた。金色の視線を鋭くし、

「武蔵の騎士代表として、〝銀狼アルジヨント・ルウ〟ネイト・ミトツダイラが尋たずねますわ」

　胸を張ると、ミトツダイラは背負っていた対ついの長ケースを左右に置く。己の背せ丈たけほどもあるケースは、床に載り、その重量で橋をわずかに軋きしませた。

　さて、とミトツダイラは、置いた双そうの重量物に手を掛ける。そして、

「現在、武蔵の総そう長ちよう兼けん生徒会長の権けん限げんは王に預けられており、不在の状態。その武蔵王おうは派遣の役であり、報ほう償しようなどの経済基き盤ばんを持ちませんから、私わたし達たち騎士が従うことは出来ません。こんな状態において、……教導院側がわは、何をもって、私達を従えさせることが出来ますの？」

　彼女は、左右にあるケースをそれぞれの手で軽く摑つかんだ。

　太いケースだ。ミトツダイラの細ほそ指ゆびでは全周を捉とらえ切るどころか、側面に手を当てたような状態になる。だが、ミトツダイラは、二つのケースを無む造ぞう作さに、

「いいですの？」

　彼女の足下で、ぎ、と橋が軋きしみ、代わりというようにケースが軽く持ち上がった。

　反動をつけて肘ひじを構えたり、腰を落とすこともない。ただ掲げられる。苦でもなく、停てい滞たいもなく、枝を持つかのように、軽かる々がると双そうのケースが両の手に張り付くようにして構えられる。

　術じゆつではない。ケースにあてがわれた手指の周囲では、ケースが布のような波を作り、わずかに歪ゆがんでいる。単純な力だ。だがそれは、

「私、母が人狼ルウガルウでして。私自じ身しんは獣変調ベトドウモデユレチオン出来ないのですけど、──でもその分、普段からそれなりの力を出すことが出来ますの。皆さんは知ってますわよね？」

　一息。問いかけの笑えみを持って、

「昔、私、随ずい分ぶんとやんちゃな時期がありましたものね？」

　言って、彼女は両のケースを肩に載せ、足を肩かた幅はばに開く。

　さて、という前置きつきで、ミトツダイラは校舎側がわにいる皆に対して問いかけた。

「騎き士しを従えようとする相手は、どなたですの？」
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　教きよう導どう院いん前の橋きよう上じようにて、ミトツダイラは一息を得た。

　……相あい対たいを求めましたが、さて、どうなることでしょうか。

　思い、向こうに立つの皆の対応を彼女は想そう像ぞうする。

　こちらが相手を欲した以上、ならば誰が出てくることになるのだろうか、と。

　……総そう長ちようは、来ませんわよね。

　どう考えても戦せん闘とう能力のない人間だ。出たがっても周囲が止めるだろう。

　会計と直なお政まさの線は無いから、戦闘系けいとなると第一、第二特務と言ったあたりだろうか。何しろ彼らは進路や家か業ぎようのため、妖よう仏ぶつ退たい治じなどの実じつ戦せん経験を訓練として受けている連れん中ちゆうだ。

　ミトツダイラも、中等部以い降こうは妖物達を追い払う実戦を行っている。年ねん一いちで寄き港こうする水み戸との領りよう地ちは荒れ地や湖こ沼しようばかりで妖物の好む場所だし、他寄港地でもそのような仕事は多々ある。

　特に最近は怪かい異いが多く、他騎き士し達の出番も多い。

　妖物と言っても、動どう死し体たい系の相手は、人に対する実戦に近いものだ。そういった戦闘をくぐり抜けている者達と戦った場合、相手によっては、戦いの内容はかなりのものになるだろう。

　……ええ、それは覚かく悟ごの上ですわ。ただ──。

「……皆様、何をしてますの？」

　教導院側、昇しよう降こう口ぐちの前に座り込んで話し合っている皆からは、誰も出て来ない。

　折せつ角かく、間を空あけて待ったというのに、どういうことか。

「あの……」

　とミトツダイラが首を傾かしげて声を掛けると、低いスクラムの中からトーリが首だけの振り向きで返答してくる。

「あ、ネイト、ちょっと考えタイム、タイムな！　ターイ──ムっ、切んなぁーい」

　はあ、と頷うなずく先、皆も一いつ瞬しゆんだけちらりとこちらを見て、また額ひたいを突き合わせ、

「おいおいどうするよ、ネイト、かなりノリノリなんですけどアレ」

「うーん……、自分、一応は毒とか持ってるので使ってみるで御ご座ざるか……？」

「それよりもミトは中～近きん距離系けいですから、遠えん距離系の私が弓矢でズドンと……」

「拙せつ僧そうが思うに、シロジロが戻ってきたら銀ぎん弾だんを調ちよう達たつしてだな……」

「二人一組でいいならナイちゃんがガッちゃんと二人で空から遠距離で安全に……」

「小しよう生せい、ミトツダイラさんも範はん囲い外がいなのでパス！　パスでお願いします！」

　……こ、この連中、最後以い外がいはマジで攻こう略りやく法ほう考えてますわね!?

　不ふ機き嫌げんな気持ちがわき上がるのは八つ当たりだろうかと思いつつ、ミトツダイラは眉まゆをひそめて声を放つ。

「──あの、早くして下さいませんこと!?」
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　橋を塞ふさぐようにして立つ女騎き士しの要よう請せいに対し、昇しよう降こう口ぐち前の皆は改めて額ひたいを合わせて唸うなった。

　スクラムの中、トーリが、よし、とつぶやき、

「いいこと考えた。点てん蔵ぞう、──土ど下げ座ざしてこい」

「も、目的のない土下座は駄だ目めで御ご座ざるよ！　特にミトツダイラ殿はあまりギャグ通用しない性格で御座るから簡単に土下っちゃ駄目え──」

「んー、じゃあ、ここは拙せつ僧そうが出るか？」

　ウルキアガが懐ふところを探り、金属の重なり合う音を生んだ。彼は、わずかに息をつき、

「もしこの後にホライゾンを救うことになったとしても、拙僧は動けんのだ。

　何しろ拙僧、異い端たん審しん問もん官かん志望ではあるが、K.P.A.Italiaも三征西班牙トレス・エスパニアも旧派カトリツクであって異端ではないからな。拙僧はそのどちらとも戦うことが出来ん」

「あ、同じように自分も駄目ですんで」

　と、アデーレが手を挙げた。彼女はサイズの大きな制服の袖そでをたぐり寄せながら、

「自分、従じゆう士しですから。従士は騎士に仕えるものですから、自じ軍ぐん側の騎士に逆らったら存在意い義ぎを失うもんでして」

「仕事も大変だなあ」

　トーリが腕を組んでうんうんと頷うなずく。そして彼は、ネシンバラに視線を移し、

「ネシンバラ、さっきから何か言いたそうだけど、どんなもんよ？」

「あ、うん。何かちょっと、引っかかることがあってさ」

　と、ネシンバラは、一いつ瞬しゆんだけミトツダイラを見ると、また皆に視線を戻す。

「騎士が、一般人の僕達と戦って優ゆう劣れつ決めようっていう理由は何だろう？」

「即そく答とうするけど俺おれ馬鹿だから解わかんねえ」

「うん、そうだよね。解ってるから大だい丈じよう夫ぶだよ。うん。──はは、可哀かわい想そうに」

「ひ、否定しねえ！　同情までしやがったよこの男！　あ、何その目、憐あわれみだな!?」

　皆がトーリを押さえつけた。向こう、ミトツダイラが首を傾かしげているのに対し、喜き美みが、

「フフフ、ミトツダイラ、私達の会議の内容が解らずに恐怖を感じているわね？」

「いえ、何だかいつもの光景なんでしょうけど……、外から見ると大たい概がいですわね」

　彼女のセリフに、皆は再び額ひたいを付き合わせた。うん、と一度頷き合い、アイコンタクトして、

「ミトも外から見ると単たん体たいで結けつ構こう大概なんですけど、解ってないですよね」

「自分が思いますに、片かた目め義ぎ眼がんでジャンル巨きよ乳にゆう巫み女この浅あさ間まさんがそれ言うのもどーかと」

「メガネでぶかぶか属ぞく性せいで従士のアデーレが言うのも拙僧どうかと思うが」

「ははは、ウッキー殿、半はん竜りゆうで異端審問官のお主ぬしが言うでござるか」

「フフフこの忍にん者じやも自分の姿が見えてないわね。何なに自分に対して忍しのんでんの？」

「おい！　オマエら！　オマエら！　俺を混ぜずに話題を回すなあ！　何だ何だこの俺をのけものにした楽しい空気は！　全部俺が吸ってやる……！　くんくんくんくん！」

　皆は馬鹿を真ま顔がおで睨にらんだ。対するトーリは、何か言おうとして、うつむき、横になる。

　ぐったりしたトーリを無視して、浅あさ間まが軽く手を打ち、

「さ、今の内に話の続きをしましょうか。ネシンバラ君、ミトの何が気になるんです？」

「あ、うん、僕、歴史関係とか専門で調べてるから──」

「あ？　また話始はじまった？　おいおい、馬鹿な俺にも解わかりやすくしてくんね？　ネシンバラ、結果から話さない癖くせあるし。今回ばかりはマジ解りやすいように一つ頼むわ」

　復帰したトーリの言葉に対し、笑顔のネシンバラの額ひたいに青あお筋すじが浮いた。

　すると喜き美みが、トーリの頭を軽く叩たたき、

「フフフ愚ぐ弟てい、こういうオタク系は自分の知識ひけらかすことが何よりも優先なんだから好きに喋しやべらせないと駄だ目めじゃない。変なこと言うと逆さか恨うらみで粘ねん着ちやくされるわよ」

「姉ねえちゃん鏡かがみ見みろよ!!」

「あー、まあ慣れてるから僕はいいけどさ」

　ネシンバラが、手をひらひらさせて、言う。

「歴史的に見たらさ、騎き士しは民たみより上にあって当然、ってことなんだよ」

「……は？　いきなりどういうこと？」

　あのさ、とネシンバラが身を低くすると、皆も身を低くした。

「騎士というのは、有力者のことなんだよね。とりあえずは、──一般人よりも社会的地ち位いが上ってこと」

「それが？」

「変だと思わない？　騎士達が、何でここで、僕達と相あい対たいすることにしたんだろう？　騎士は僕達よりも身分が上だよ？　どちらかというと僕達を支配する側さ。相対するまでもなく、民に対しては向こうが上なのに、……何で相対しようとするんだろう？　負けたら損だよ？」

　問いかけに、皆がちらりとミトツダイラを見た。

　ミトツダイラは、注目されたことに気づくと、わずかに身を引き、

「な、何ですの？」

　ふむ、と皆が頷うなずき、視線を戻した。ウルキアガが鋭い目で皆を見渡し、

「こう考えられないだろうか。武蔵むさしが対面した危き機き的てき状況に対し、──ミトツダイラの破壊衝しよう動どうに火がついて手っ取り早く暴れたくなったと」

「……スゴイで御ご座ざるな。どう考えたらそうなるで御座るか？」

「そうですよ。酷ひどい言い方です。大体ミトは自分のことを騎士代表、って言いました。武蔵の騎士達が皆一いつ斉せいに火ーつくわけないじゃないですか」

「あの、それ、一人だったら火ーつくって言ってるような気が」

　アデーレは困り顔で、首を傾かしげた。

「どーなんですかね。確かにちょっと、おかしな気もしてます」

「おーいネイト、アデーレがオマエのことちょっとおかしいんじゃないかうおわあ──！」

「な、何でもないで御ご座ざるよ!?　──喜き美み殿、そろそろ殴なぐっていいで御座るか？」

「──あの、どうでもいいけど早くしていただけません？」

　皆は、もうちょっと、もうちょっとだけよ？　と言い訳してから、

「ハイ、アデーレ殿、話を行くで御座るよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、さっきの書しよ記きの話にもあったんですけど、確かに争う必要ってあるのかなあ、って。だって、確かにまあ、そもそも騎き士しとか従じゆう士しって、自じ陣じん側の民たみとは争わないものでして」

　首を二度ほど傾げ、彼女は言った。

「書記が言いました身み分ぶん差さの問題。どうして民より偉い騎士が民と相あい対たいを望むのか、ってのもですけど、騎士の存在として考えてもおかしいですよ、この相対」
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　アデーレが言うと、皆が動きと声を止めた。

　そして誰もが、ミトツダイラを再び無言で見る。

「……さ、さっきから何ですの？」

　うん、と皆が頷うなずき、また顔を見合わせ、

「聞こえてませんね。……で、身分の問題だけではなく、騎士の存在としてこの相対おかしいって、どういうことです？　アデーレ」

「Ｊｕｄ．、ちょっとまあ、武蔵むさしにおける騎士の話になるんですが、……実のところ、聖せい譜ふ記述の歴史再さい現げんに拠よれば、中ちゆう世せい末期、もう二百年くらい前には、騎士と王の領りよう地ちを報ほう償しようとする封ほう建けん貴き族ぞくの制度は大部分崩ほう壊かいしているんです。

　今は権力と財力を報償とする宮きゆう廷てい貴族の時代でして」

　そうだね、とネシンバラが頷いた。彼は一度アデーレを見て、会え釈しやくを送り合うと、

「中世末期、十字軍による疲ひ弊へいや、貨か幣へい経済で貯ちよ蓄ちくを始めた民の人口増加と台たい頭とう、そして宗教革かく命めいの混乱などをまとめるために、多くの国では国王を首しゆ長ちようとする中央集しゆう権けんが始まったんだ。

　戦争の様よう式しきは騎士の力では通用しない大だい規模なものへと変わり、傭よう兵へい団だんの集団戦を経て、今は国こく軍ぐんの時代になってきてるよね。

　極きよく東とう以外のどの国でも、国軍として、教きよう導どう院いん全学生の戦せん科か必ひつ修しゆうが始まってる」

「フフフ、オタクがいい感じに脱だつ線せん入りつつ解説してるわね」

「……ところがまだまだ話は続くんだよね」

　ネシンバラが、青あお筋すじを立てたまま歯を見せた笑えみを作る。

「……封建貴族だった騎士達は国軍の成立とともに自らの装備を捨て、国としての政治や経済、軍ぐん事じに参加する新しい身分、──宮きゆう廷てい貴き族ぞくとなったんだ。そして宮廷貴族の有力者は爵しやく位いなどの位くらいを与えられるが、それらを持てない者を今では騎き士しと呼んでる。でも──」

　でも、

「この時代の極きよく東とうは封ほう建けん制せいが生きてるし、武蔵むさしは国こく軍ぐんを持たないから、武蔵に派遣された騎士達は中世そのままの封建貴族なんだ。武蔵が〝民みん営えい化かによる運用コスト分ぶん担たん〟を掲げていることもあって、彼らは同どう郷きよう人じん中心の居きよ住じゆう区く画かくの警けい備びや流通、福ふく祉しを執とり行うことで極東外の人々をまとめ、領りよう地ち運営をしているし、有ゆう事じの際は防衛出しゆつ撃げきする義務があるから。

　そして現在、武蔵の騎士達は身み柄がらを買って皆帰き化かしているけど、聖せい連れんへの協調と非ひ敵対を示すために極東の封建制度を利用して封建騎士のまま。つまり、──中世の騎士様のままだ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とアデーレが言った。

「極東は武装解かい除じよされてますが、騎士達や自分達従じゆう士しは〝聖連との協調有あり〟なために家か系けいとして継いだ武装を持てるレア存在です。──国軍を持てない武蔵に住まう騎士達は、国軍に守られた宮廷貴族ではなく、民たみを自ら守る封建時代の騎士になるわけですね」

　なのに、

「騎士の存在として考えた場合、……どうして今、民を守るべき騎士が、民と相あい対たいしたがっているんでしょうか」

　と、アデーレが疑問をしたときだ。不意に、トーリがこう言った。

「まあ、いろいろあるけどさ。ネシンバラとアデーレの言う通り、……要するに、ネイトは俺達より偉くて、しかし俺達を守るのがフツーなんだよな？」

「え？　あ、はい、Ｊｕｄ．、そうですね。第五特務は騎士ですから」

　アデーレの応答に、トーリはそうかそうかと二度頷うなずく。

　そして彼は、顔を笑えみで埋めてこう言った。

「じゃあ、今の相対は何か理由があってのことで、その理由さえクリアしちまえば、ネイトは俺達の味方で、俺達を守ってくれるんだよな」

　トーリは一つ伸びをして、笑みを濃くした。

　彼は、顔を向けてくる皆に対し、振り向きもしない。しかし彼は、こちらの遣やり取りが聞こえずに首を傾かしげているミトツダイラを橋の向こうに見ながら、

「安心した。ネイトが敵になっちまったら、俺ら、ちょっとやりにくいもんな」

　告げる言葉に、誰も彼もが何か言おうとする。だが、

「────」

　皆は何も言わず、ただ肩から力を抜くことで反応とした。

　対し、トーリはアデーレに視線を向けた。

「アデーレ、高等部に在ざい籍せきしてる騎士は？」

「……それがまあ、騎士は第五特務だけでして」

　アデーレが、困ったような笑えみを見せる。

「武蔵むさし全土では騎き士しが三十一人ですが、年ねん配ぱいの方や、小、中等部、それ以前の人達ばかりで。自分達が卒業すると四年くらい在ざい校こう騎士がいなくなるんだとか。──自分達従じゆう士しは数が多いので、高等部内に六人ほどいますけどねー」

　ふうむ、と点てん蔵ぞうが頷うなずいた。浅あさ間ま、ウルキアガ、ナルゼやナイトとともに、

「レアキャラか……」

「いえ、あの、そちらの五人もかなりレアな気が……」

「いや、本当のレアって言ったら……」

　浅間の振り向きとともに、皆が、校舎の方を見た。そこではペルソナ君とイトケンが、ネンジを混ぜてハッサンのカレーをカップに入れて飲んでいる。

「ふうむ！　美び味みだねハッサン君！　僕は武蔵の一般市民であることを有ゆう意いに思うよ！」

「そうですネー、カレーに満ちた地じ味みな生活、いいですネー」

『吾わが輩はいもまた国こく籍せき構わずこういう楽しみは一いち市民として歓迎するものである……！』

「…………」

　皆は、四人から視線を戻し、ひそひそと、

「ペルソナ君、どうやって飲んでるんでしょうか。あと、よく考えたらペルソナ君じゃなくてヘルム君なんですけどね、彼」

「ナイちゃん思うにネンジがカレー飲むとゲロinウイローに見えないかなあ、アレ」

「マルゴット、名な古ご屋やの民たみに謝りなさい。あと、ネンジは何食ってもそうなるわよアレ」

「というかオマエら、俺よりも話ズラすなよ。俺の存在意い義ぎが薄れるだろ」

　言って、トーリが床に寝ね転ころがった。彼は空を流れる雲を見上げつつ、

「他の国では民を守らず権力好ずきな貴き族ぞくになった騎士が、武蔵には昔のまま現存してる。それなのに武蔵の騎士は、守るべき民と戦おうとしてる。──何でだろうな。何かひっかかるな」

　これは──、と、トーリが言葉を作った。そしてトーリは、空を見上げたまま、

「じゃ、誰かにネイトと相あい対たいしてもらうか」

「……しかし、誰を出すで御ご座ざるか？」

「条件は明確だよな？　今の流れで言うとよ。あとは立りつ候こう補ほ優先で」

　トーリは笑って、こう言った。

「──ネイトには、ちょっと反省して貰もらわなきゃいけねえよな」
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　ミトツダイラは、待っていた。

　……誰が来ても、なるべく早く終わらせてしまいたいものですわね。

　難なん儀ぎな話ですけど、と思い、自分は内心で吐と息いきをする。面めん倒どうですわ、とも。

　そのときだった。不意に校舎側にいた皆が腰を上げてスクラムを組んだ。そして、

「よしっ」

　トーリの声と共に、スクラムが割れ、中から相手が出た。

　相手。己の視線の先を、こちらに対し、ゆっくりと歩んでくる者は、

「……え？」

　鈴すずだった。
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　ミトツダイラの視し界かいの中央を、鈴が歩いてくる。

　腰と髪かみに対たい物ぶつセンサーをつけているため、こちらがどこにいるかは解わかっているらしい。

　鈴は、意い外がいにまっすぐした足取りでこちらに近づいてくる。だが、

　……え？

「あ、あの」

　自分は、歩いてくる鈴の向こうにいる皆を見た。

「ちょ、ちょっと、どういうことですの!?　私は、相あい対たいする相手を望みましたのに──」

　という言葉が、すぼむ。

　眼前、数メートルの位置まで近づいてきていた鈴が、足を止め、両の耳を手で覆おおっていたからだ。微かすかにすくんだ彼女の細い身体からだが、しかし引かず、

「あ、あの、……声、お、大きくて」

　その台詞にどきりとした瞬しゆん間かん。向こう側、校舎前まえの皆が両の耳を同じように手で覆おおい、

「うるさいで──す」

　……あ、あの連れん中ちゆう、後で見てなさい……！

　思う間にも、耳からおそるおそる手を離した鈴が、大声がしないことを確かめてからまたこちらへと歩き出す。

　一息の間に、鈴が、手の届くぎりぎりの距離で停まった。

　ほ、という息をついて立ち止まった鈴は、辺りに耳を向けて、誰もいないのを確認している。だから、というように、こちらは、両のケースを手にしたまま、腰で腕を組み、

「あの、皆様。どういうことですの？　私、騎き士しとして相対する相手を望みましたのに」

「あ、あの、だ、だから」

　返答は、間ま近ぢかから来た。

「私、じ、自分で、来、来たんで、す。話聞きい、たら、私かな、って」

「え？　あの、鈴？」

　言いつつ、内心でわずかな焦りを得た。

　……まさか……。

　思うことがある。気づかれているのではないか、と。

　……私がここに来た目的。

　武蔵むさしの騎き士し達が、話し合い、そうすべきではないかと、判断したことがある。それは、今の武蔵の状況に合わせた、騎士達としての最さい善ぜんの判断のつもりだった。

　だが、目の前の鈴すずが、こう言った。

「勝負、しま、……しょう」

「────」

　己は息を詰め、鈴の向こうを見た。

　こちらの身動きの音に首を傾かしげる鈴を越えた先、皆の前に、座っている人ひと影かげがある。

「総そう長ちよう……。貴方あなた解わかってますわね？　私がどういうつもりでここに来たのか」

「いんや、解ってねえよ」

　トーリは笑えみで言う。

「俺、ネイト本人じゃねえし、ネイトから話聞きいてねえし、……それなのに解ったとは言えね。出来ることなら、一体どういうことか、ちとネイトの方から説明してくんねえかな」

　告げられた言葉に息を飲んだ。眉まゆを立て、

「言えるわけ……、ありませんわ」

「じゃあ、やっぱそうなんだな？」

　問われ、己は迷った。

　……解ってますわね。

　頷うなずけば肯定。否定すれば自分に噓うそをつくことになる。ならば、そんな問答をしているよりも、

　……この状況で、騎士団だん代表としてなすべきことを果たすには──。

　思いを確かめ、己は即そく座ざに動いた。まずは口を開き、

「武蔵騎士団、そして領主代表、ネイト・ミトツダイラが、領りよう民みんに宣言いたします」

　という言葉と共に、手から超ちよう重量のケースを離し、己は座ざす。
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　ネシンバラは見た。二つのケースが床を打つより早く、ミトツダイラが目を伏せて片かた膝ひざをついたのを。そして彼女は、

「我々、武蔵騎士団は──」

　姿勢は、眼前の鈴に膝をついて礼をするものだ。その一礼の意味するところ、

　……これは──。

　ネシンバラは、座っているトーリの横よこ顔がおを、急いだ動きで見た。

　すると、既すでにトーリは首を傾かしげており、

「良くねえな」

　聞こえたその声に、ネシンバラは叫んだ。

「向むか井い君！　ミトツダイラ君を止めて！」

　理由は一つ。先ほど皆で推測した結果だ。

「武蔵むさしの騎き士しは、市民と戦い、──負けるつもりなんだ!!」
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　聞こえた書記の叫びに、ミトツダイラは内心で頷うなずいた。

　……ええ、確かにそうですわね。

　騎士が、市民に負ける。それはどういうことか。

　……騎士階かい級きゆうどころか、貴き族ぞく階級の権けん威いも揺るがす、市民権けん力りよくの台たい頭とうの始まり。

　聖譜テスタメントの歴史記き述じゆつによれば、英イギ国リスではいずれ市民による革命で王が処しよ刑けいされる。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでも市民が力を付けてその流れが生まれると言われている。それは王おう侯こう貴族に対し、市民が政治にも関わる一いつ端たん。かつてコミューン運動として起きた市民台頭の再さい来らいだ。

　……ゆえに今回の件に対し、武蔵の騎士達は、市民に自ら降こう伏ふくして、市民の革命を状況的に成立させようと判断したのです。

　それを行うとどうなるか。

　……騎士は、その名を肩書きだけのものとして、市民の中に入っていくことになります。

　結果として武蔵には、人々を守る騎士がいなくなる。

　それでいいと、己はそう思う。

　騎士の力は強力だ。守しゆ護ご者としてのイメージも強く、頼られる存在だという自覚がある。

　だが、武蔵の騎士達は、朝の会議においてこう結論づけた。

　……自分達がいることで、人々は、聖せい連れんに逆らう意志を高めてしまうのではないか、と。

　しかしそうなった場合、武蔵の全ぜん市街を騎士や従じゆう士し達で守り切れるとは思えない。

　安全を第一に考えた場合、一つの判断が生まれた。

　聖連に降こう伏ふくすべきだ、と。

　ただ、その判断にも問題があった。それは、

　……各地に散っていく人々の安全。

　会計が指し摘てきしたように、武蔵以い外がいの極きよく東とうの金きん融ゆうはおそらく奪だつ取しゆされる。

　金はない。ならば、と考えたのが、

　……武蔵の人々の権力を、他国よりも上にするのです。

　他国は現在、王おう権けんである総そう長ちようや生徒会長が中心となって、その下に総長連れん合ごうや生徒会を持つ中央集しゆう権けん制せいだ。強力な権力集中機き構こうによって大だい規模な抗こう争そうを行えるようにし、変化の激しい時代に迅じん速そくな対たい処しよを行うのだ。

　だが、いずれ来る革命がその流れを変える。市民の大々的な政治参加を叶かなえていく。

　ゆえに今、諸国の王である総そう長ちようや生徒会長は、自分達の権利や政策の自由を守るため、市民の台たい頭とうに関する聖せい譜ふ記述の歴史再さい現げんをセーブする傾向にある。

　しかし、市民は、王達の国こつ家か運営に身を委ゆだねつつ、いつか来る革命の時期を待っている。

　そんな状況で、武蔵むさしにおいて、市民が騎き士し階かい級きゆうを倒したとしたら、どうなるか。

　騎士達は権けん限げんを失って市民となり、市民は代わりに権限の獲かく得とくを謳うたうことになる。

　聖譜記述では、極きよく東とうの歴史にまだ革命は告げられていない。起きるかどうかも解わからない。だからそれを行うことは、聖譜記述に対する違い法ほう行為だ。

　……ですけど、革命を体験した人々が、各かつ国こくに帰き化かしたら？

　それは、各国内に〝革命を体験した人々〟という聖譜記述の歴史再現を組み込むことになる。王おう権けんが如何いかに革命を拒否しても、それを経た人々が国民となった以上、聖譜の歴史再現はなされなければならない。

　武蔵の人々は、行く先で、王権を倒していき、市民の革命の中心となっていくだろう。

　それが、武蔵の騎士として、領りよう民みん達に出来る最後のこと。

　そのつもりだ。

　だから自分は告げる。膝ひざをついた姿勢で、頭を下げ、

　……私達は──。

「武蔵の人々に対し、完全なる──」

　……降こう伏ふくを認め、帰き順じゆんを行います。

　そう言えば、終わりだ。しかし、

　……相手が鈴すずとは思いませんでしたわ。

　勝負を煽あおったから、実力のある相手が出てきて、そこそこに勝負して〝負ける〟ことが出来ると、そう思っていた。

　しかし、そんな甘い思いを、皆が赦ゆるすわけはなかったということだ。だけど、

「降伏を──」

　言えば終わりだ。自ら負けを認めてしまえば、鈴の、否、市民の勝ちだ。言う。

「みと──」

　め、と言おうとした直前。ミトツダイラの耳に、トーリの声が聞こえた。

「おーいベルさん。ネイト止めてくんね？　テキトーでいいから」

「え？　ど、どう、や、やるの？」

「ああ、──乳を揉もむのさ」

　……そんなことされたら本気でこっちが負けたことにしますわよ!!

　思わず内心でツッコミを入れつつ、しかし自分は音を聞く。

　音は二つ。

　まず一つは、床に落ちた二つのケースが、床に倒れた鈍い音。

　そして続くのは、鈴すずがこちらに一歩を慌あわてて踏み、しかし、

「あ」

　超ちよう重量のケースが倒れた響ひびきに、彼女が身をすくめた音だ。

　慌てた鈴の一歩はすくんだ身で乱れ、結果として、こちらの眼前で彼女がつんのめった。

「……!?」

　正面。鈴が手をこちらに伸ばして倒れ込んでくる気け配はいがある。悲鳴に似た小さな吐と息いきが漏れる音も聞こえてくる。だが、己は口を開いた。

　……今、なすべきことは──。

　降こう伏ふくを認めますと、改めて言おうとして。しかし、耳が聞くのは、

「み、ミト、ツダィ……、ラさんっ」

　……何を言っているんですの。

　転び、倒れようとしていて、悲鳴も出しかけたというのに。

　何を言おうとしている。

　戦う力がないのに出てきて、それなのに倒れ伏すことすら厭いとわぬと言うように、

「あ、あの──」

　駄だ目めですわ、と自分は思った。このままだと、言葉が終わる前に、鈴は倒れる、と。

　だが、続く言葉は短かった。それは、倒れ込む鈴の口から、こちらの耳に直接届とどいた。

　聞こえる一言は、震え、しかし思いは嚙かむように通じてくる、

「助けて……！」

　どういう意図の言葉かは解わからない。

　しかし、己は口を開いた。何よりも先に言うことがある。

　騎き士しとして、市民に対してこの場で言うべき言葉。それを言うために、ここに来たのだ。

　だからこちらは告げた。喉のどの奥から、はっきりと、騎士として己おのれが思う言葉を。

　それは、

「──安心なさい」
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　一息。ミトツダイラは、腹の底にある思いを吐き出すようにして、

「私を誰だと思っているのです」

　言って、自分の身を起こし、前に半歩を踏む。

　制服の裾すそを払い、倒れてくる鈴の身を受け止め、ショックを上半身の引きで吸収。そのまま背後に身を逸そらしていくことで鈴の倒れ込みの動きを打ち消し、

　……やってしまいましたわ……。

　この判断が、少なくとも自分達が考えた最さい善ぜんを蹴けり飛ばしたものだとは解っている。

　だが、今、腕の中に抱いた安あん堵どの感かん触しよくは、確かなものだ。

　鈴すずを抱き上げる形になった全身で、息を吸う。

　胸の中、腕の中、抱き支えた小さな身が、鼓こ動どうを早く、しかし安心の吐息をついている。

　驚いたことだろう。わずかな震えも感じられる。だが鈴は、腕の中で首を下に振り、

「有あり難がとう……」

「何を言っているのです。当然のことを」

　見み栄えを張りすぎですわね、とも思う。内心の嘆たん息そくも充分にある。だが、

「懇こん願がんせずとも、騎き士しの魂たましいは必ず民たみを救いますわ。何故なぜならば、その歩むべき義務を騎士道どうと言うのですから」

　言って、己は正面を見る。皆と、その前に座っているトーリを視し界かいに収め、

　……ああ、もう……。

　もし彼が、武蔵むさしが被こうむる難なんを厭いとわず、ただ一人の大事な人を救うと決めたならば、今、鈴を救った自分は彼に反対する理り屈くつを持てない。

　他の騎士達はどう思うだろうか。

　解わからない。だが、確かなこととして、自分は膝ひざをついた。

　鈴を立たせて、笑えみで、

「大だい丈じよう夫ぶですの？」

「ん……」

　鈴が頷うなずくのを見て、しかし己はその向こうに視線を飛ばす。

　彼女はトーリを見み据すえ、頭を下げ、

「武蔵の騎士ネイト・〝銀狼アルジヨント・ルウ〟・ミトツダイラ、──武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん総そう長ちよう連合第五特とく務むとして、総長麾き下かに加わりたいと思います」

「だったら、俺、総長の権けん限げん戻してもらわねえとな」

「──お咎とがめ無しですの？」

　眉まゆと顔を上げた問いかけに、トーリが笑いを見せる。そして彼は、こう言った。

「だって借りが昨日きのうあったじゃん」

「借り？」

「うん。──ネイトの方から胸揉もませてくれたの」

　え？　と思った瞬しゆん間かん。周囲、学生や、教導院周しゆう囲いで事態を見守っていた皆が、叫ぶ。

「え──!?」

「バっ、ちょ、あの、誤ご解かいですわよ！　間違い！」

　叫ぶが、ざわめきは収まらない。人々の声と表情、そこに含まれる色に、しかし悪いものを感じない自分は、

　……全く。

　騎き士しとして、孤こ立りつしたかもしれないと思いながら、だが口元に浮かぶ笑えみを抑えず、鈴すずとトーリと皆を見た。

「──そんな風ふうに皆が請こうなら、私、騎士としての力を貸さざるを得ませんわね？」

　だけど、と首を動かし、背後を見た。

　視線の先、正まさ純ずみが、困ったような顔で肩をすくめてみせる。

「職業的性しよう分ぶんだな。騎士の在り方を解わからない私でもない。それに……」

　続く言葉は解っている。だから、己はトーリの方を見て、

「この相あい対たい、私の勝ちですわ。騎士は民たみより上という位い置ち関係は変わっていませんもの」

「そうだろうな。──これで、一勝一敗ずつってところか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とこちらは頷うなずいた。勝った上で相手に下るというのは矛む盾じゆんしているようだが、今の時代に生きる騎士としては、それもありなのかもしれない、と。

　そして自分は声を作る。周囲、ざわめきをあげる人々に聞こえるように。

「──正純、後は貴女あなたが得意の討とう論ろんと演説でシメる番ですわよ？」
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　人々の声と動きの群は、教きよう導どう院いんの周囲だけではなく、他の艦かんにも波は及きゆうしつつあった。

　教導院の橋の上、午後の半なかばに生まれる風と声を背に受けながら、正純は思う。

　……ここからが本番だな。

　人々が、この臨りん時じ生徒総そう会かいの相対を、無む視し出来なくなった。

　ベルトーニと直なお政まさの戦せん闘とうがどこからでも目に見え、また、音などで注意を引きつけ、そして外に出てきた人々を、ミトツダイラがまた引き寄せた。

　放送委員の広こう報ほうはそれらを知らせ、また、次の相対が討論になるものだと告げている。

　ゆえに多くの人々が、最後の相対を見ようと、戦闘などに巻き込まれる恐れ無しに外へ出てきて、見通しのいいところへと移動している。

　既すでに通りや公園には便びん乗じよう屋や台たいが出しゆつ店てんしており、通りに面した店は長なが椅い子すを道へと出して商売に余よ念ねんがない。

　……武蔵の人々は、武蔵の動どう向こうに敏びん感かんだ。

　誰もが常に、極きよく東とうの存そん続ぞくに対して、危き機き感かんを持っている。そして、

　……その存続が、今いま問われているわけだ。

　息を吸い、己は腕を組んだ。

　自分は議会と王の側につくものだ。三み河かわ消しよう失しつによる損そん失しつを何とか補ほ塡てんし、聖せい連れんとの全面戦争を避けようとする側だ。そのために、ホライゾン・アリアダストの自じ害がいをこの時代の君くん主しゆの行いとして当然のものと認め、武蔵の移い譲じようを失われた三河の代わりとして行い、人々の各かつ国こくへの安全な移動を図るものだ。

　……対する向こうは──。

　ホライゾン・アリアダストの自じ害がいを認めず、武蔵むさしを守り、

　……どうする!?

　解わかっている。全面戦争すら厭いとわず、ホライゾンを救うつもりだ。教きよう導どう院いん間の抗こう争そうとして。

　既すでにある程度のカードは見た。

　武蔵内部には武器を持たないものの、武ぶ神しん戦力は存在し、他国よりも自由な金きん融ゆうは神じん社じやを通して戦せん闘とう能力を買えるものだ。

　そして騎き士しは人々を守ると言い、武蔵が移い譲じようする際には市民の革命を他国に振りまくことが出来ると告げた。

　……だが、まやかしだ。

　戦闘訓練を受けている者は少なく、武神や他た戦力がどれだけ有用になるかは解らない。騎士達だって、数十名規き模ぼで武蔵全ぜん土どを戦争の余よ波はから守れる筈はずがない。

　人々は、今、一次的な熱から聖せい連れんに対しての反抗心しんを得ているだろう。

　今も、眼下を見れば解る。学生を中心として、携帯社しや務むで連絡を取っている者達がいるが、あれは、

　……親達と、話し合っているのだろうな。

　学生が国の代表になっているのが今の世だ。国の君くん主しゆを失うことで無事を買うか、国と君主を守って傷を得るかまたは死ぬか。親おや兄弟と話し合いをしない者はいない。

「ならば、こちらが有利だな」

　親は、子に死んで欲しくないものだと、そう思う。子も、同じであろうと、そうも思う。

　死ぬよりマシと、そう思うことが出来、安全な場所が用意されているなら、君主が死ぬのも国が失われるのも仕方ないと、そういう言い訳が出来るだろう。

　しかし今、それなのに人々が携帯などを使って話し合っているのは、

　……ベルトーニと、ミトツダイラの物言いが響ひびいたな。

　今の人々の基本的思し考こうは、こうだろう。

「負けるかもしれないが──」

　……君主を見み捨すてた後ろめたさの回かい避ひと、金を守るためにも、形なりの反抗をし、それが通用しないと解ったら、市民の台たい頭とうをもって各かつ国こくに下る。

　言うなれば、とりあえず反抗してみようか、だ。

「甘い」

　通用しない、と、そう言える理由は幾いくつもある。そして、

「これから、……それらを見せていくことになるのか」

　言って、正まさ純ずみは前を見た。

　橋の中央、立つミトツダイラと向井の向こうに、クラスの者達がいる。

　……敵だな。

　彼らは今まで友人だったのだろうか。それも今は、よく解わからない。

　ただ、ミトツダイラが振り向き、

「正まさ純ずみ、今からでも遅くありませんから、貴女あなたも──」

「こちらへ、と誘わなくていい。私の相あい対たいは、これからなのだから」

　頷うなずきを見せて、ここはただ騎き士しを送り出す。

「ミトツダイラ、騎士道どうとは、意い地じにも似たセンチメンタリズムだと私は思っている」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だから酔い焦こがれるのですわ」

「ああ、──性質は違うが、極きよく東とうでは武士の封ほう建けん制度がまだ続く。騎士はまだいていいと、私はそう思う。だからミトツダイラ、私に気にせず行け。何故なぜなら今の私は──」

　言った。

「お前に守られるべき民たみではない」

「Ｊｕｄ．」

　と、ミトツダイラが一礼した。

　去っていく。肩を抱かれていく向井が振り向きを見せるが、しかし気にはしない。

　もっと気にするべきものが、来ている。

　背後。

　聞こえてくるのは、音だ。

　それは、人々の驚きに満ちた声と、石いし畳だたみを打つ車しや輪りんと、蹄ひづめの群。

　……やはり来たか。

「任せてはくれないものだな。──監かん視しに来た、というべきか」

　振り向く先、教きよう導どう院いん下へと、通りを走ってくる馬車の群れがある。

　武蔵むさし暫ざん定てい議会の議員達が乗る馬車だ。

　一台、二台、三台、四台と、それは続き、数を増やし、二ふた桁けたを超えた。

　列を横にも組んで来る馬車群ぐんの威い圧あつの数に対して、通りの人々から声が消えた。代わりに響ひびくのは集まってくる車輪の堅けん音おんと蹄の音と、

「──！」

　馬のいななきが宙を走り、先頭に止まったのは父の馬車だった。

「さて」

　己は、皆の方に対し、もう一度、腕を組んで振り返った。

「──最後の相対と行こうか」
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　平原の中に畳たたみの間がある。

　光る天てん井じようの下、円えん卓たくと湯ゆ飲のみ、座ざ布ぶ団とんを備えた六畳じよう間まだ。

　六畳間の三さん方ぽうには、薄い光の壁があり、残る一方には鉄の壁がある。

　畳たたみの上、壁かべ際ぎわには、壁に背を付いて本を読んでいる人ひと影かげが一つ。

　私服姿すがたのホライゾンだ。

　ホライゾンは、自分の右と左に本を積んでいた。右に三冊、左に三冊。右が背を上にした積み重ねで、左が表紙を上にした積み重ねだ。

　ホライゾンは、本を読みつつ、ふと視線を外へと送った。

「…………」

　三方の光の壁の向こうは、広い野原が見える。背の低い草ばかりの土地には、赤い制服姿が槍やりや長ちよう銃じゆうを持って数名ずつ等とう間かん隔かくで立っており、遠とお巻まきにではあるが、こちらを囲っている。

　正面、日の当たり方から北だと分かる方角には、遠くに幾いくつかの船があり、その向こうには丘があり、山さん渓けいがある。

　左手側、西側も同どう様ようだ。

　右手側、東側は、野原と船の向こうに丘が見え、海がある。時とき折おり、空に光を放つ海が。

　今も海から空に光が行き、地面が淡く揺れる。その揺れに合わせるようにこちらが小首を揺らすと、不意に背後、壁にある拡かく声せい器きから声がした。世話を担当する女じよ生徒の声で、

『お加か減げん、どうでしょうか？』

　問われ、自分は顔を上げた。そして拡声器を見つけると、

「Ｊｕｄジヤツジ．、率そつ直ちよくに申しまして異常なしです。一いつ体たい何か？」

『あ、いえ、現在、姫様のお身体からだをスキャン中ですので』

　言われ、以前に武蔵むさしで女おんな店主や正まさ純ずみの勧めで自分の身体の検査をして貰もらったことを思い出す。女性の技師を相手に行った検査のときは、

「衣服など、脱がなくていいのでしょうか」

『Ｔｅｓテスタメント．、本来は大型妖よう物ぶつの分ぶん解かい用ですので、必要な部分以い外がい無視してスキャンが可能──』

　と、女生徒の声がそこまで言って、何か慌あわてた動きの音と共に、

『す、すいません、あの、今の忘れて頂けませんか……！　私どもとしては、姫様に対して妖物と同様の扱いをするものとは思っておりませんので』

「本を読んだままでも大だい丈じよう夫ぶなのですね？」

『……Ｔｅｓ．』

　だったらいいです、とこちらは思い、視線を本に落とした。

　そのときだ。遠く、北の方から、音が聞こえた。

「────」

　声の群ですね、と己は判断した。最近も聞いたことがある。昨夜、三み河かわが消しよう失しつしたときに、やはり大おお勢ぜいの人々がこんな声を皆で作っていた。あれはすぐ傍そばで聞いたものだが、遠くで聞くと今のようなものに聞こえるのだろう。

　……ですが──。

　ふと疑問に思う。

　昨夜、声が聞こえたのは、三み河かわが消しよう失しつしたからだった。

　ならば今、同じような声が起きたのは、何故なぜなのだろうか、と。

　解わからない。

　解らないことばかりですね、と、そう思い、そして、重ねるようにこう思う。

　……疑問を忘れなければ、いつか、答えが出るものでしょうか。

　自分の正体、過去、なすべきこと、それらの真実を得ることが出来、了りよう承しよう出来たのは、それらに対する疑問を忘れなかったからだろう。そうでなければ、答えを得たということにすら気づかず、了承も納なつ得とくもなく、流されるだけだ。

　今の自分は、自分自身のなすべきを了承しているだろうと、そう思う。

　記き憶おくが無く、経験も薄いが、本で読んだ知識は教えてくれる。今の時代、極きよく東とうの君くん主しゆは国のミスに対してどのような処しよ断だんを行うべきなのか。

　昨夜、三河を消失させたのは、自分の父なのだと聞いた。

　誰なのか解らないが、父とは、家族であり、親である。これも本で読んだ知識だ。

　そして親を失ったとき、どうすべきかと言えば、

　……解らないですね。

　本では、幾いくつかのパターンがあった。泣く者もいれば、笑う者もいたり、安あん堵どする者もいた。統計的に見れば悲しむようだが、その感情は、

　……感情の大たい半はんを大罪武装ロイズモイ・オブロとして分ぶん化かしたホライゾンには無いものです。

　ならば、これについては解らないままだろう。

　解っているのは、父の犯したミスを帳ちよう消けしにするため、自分の命を払う必要があることだけ。

　最さい善ぜんの判断。それをすることによって、多くの人々を守り、安堵させられる。

　本に、そう書いてあったのだ。

　だが、己は、ふと思う。昼前に女じよ官かん役やくの女じよ生徒と話したこと。それは、

　……最善の判断の下に、……何があるのでしょうか。

　最善に至るまでに潰つぶされた、別の選択肢し。

　記き憶おくとして思い浮かんだのは、軽けい食しよく屋やの風景だった。

　最善の判断では、もう得られないもの。

「どうなのでしょう。もし、それを見せてくれる方がおられるならば──」

　自分は、願うことの出来ない選択肢の存在を思い、こう告げた。

「ホライゾンは、最善からの否定をもって、相あい対たいするしかないのですね」
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　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんで行われる臨りん時じ生徒総そう会かいは、正まさ純ずみとの最後の相あい対たいを前にして、わずかな準備時間に入っていた。

　駆けつけてきた暫ざん定てい議会の議員達が、階段を上がり、校庭の右う舷げん側に集合していく。その所しよ用よう時間をもって、それぞれが会議の準備に入ったのだ。

　校舎側、トーリを中心とした集団は、それぞれ表示枠サインフレームを展開して情報の収しゆう集しゆうを行っていた。中央に位置したネシンバラが、放送委員から回ってきた各地の状況を見つつ、

「暫定議会側がとうとうこちらに出てきたね。──いい傾向、かな。少なくとも、密みつ室しつで全部決まるより、いろいろな可能性が出ているよね」

「そこらへん、セージュンに聞いてみてえもんだけどな」

　トーリが、座ったまま、頰ほお杖づえをついて言う。そして彼は、軽く右の指を鳴らすと、

「アデーレ、オマエ、ちょっと脚あしが速かったよな？」

「え？」

　と声を上げる本ほん人にん以上に、周囲が、そうなの？　という視線を向ける。

　しかし、アデーレの代わりに頷うなずく者がいた。点てん蔵ぞうだ。彼は腕を組み、

「去年の体育祭、正常クラス対抗リレーでアンカー前に勝負がついたのは中ちゆう盤ばんでアデーレ殿が距離詰つめてたからで御ご座ざるよ？　その前の物理障しよう害がい物ぶつ系けいリレーで皆が疲ひ弊へいしてたので気づかれなかったと思うで御座るが」

「あ、いや、持じ久きゆう力りよく無いですし、機き動どう殻かくとか、従じゆう士しのくせに全く駄だ目めなんですけどね──」

「ま、とりあえずちょっとこのメモのとこ。ちと走って行ってきてくんね？　ついでに小こ銭ぜに出すから、コンビニでプロ野球クリケツト干ほし飯いいチップスのコンソメも。お釣つり好きにしていいから」

「いや、三十円だと丁ちよう度どなんですけどー。……あ、十円追つい加かどうもです、五円ショコラでも買いますんで」

　と、アデーレがメモと小銭を受け取る。そして彼女はメモを見て、しかし眉まゆを歪ゆがめ、

「？　……大だい丈じよう夫ぶなんですかねコレ？」

「多分、すげえ気にしてるから、大丈夫。理由話せば通じると思うぜ」

　はあ、と頷いたアデーレは、校舎の方を見る。裏うら口ぐち側から出て、校舎外に行くつもりだ。

　会え釈しやくとともに脚を前に、軽く速度に乗せた彼女を皆は見送った。

　そして息をつき、トーリが言った。

「じゃあ皆、とりあえずの目的はこうだ。セージュンをこっちに引き込むぞ」

　トーリは、不意に立ち上がる。正面、橋の向こうに立つ正純を見て、

「俺、自分じゃ何も出来ねえけど、だからこそ、今、誰が何なに出来るかはちょっと解わかるんだよな。それで、アイツが仲間になったらさ、……俺達、かなり無む敵てきだろうって思うんだよ」

「大だい丈じよう夫ぶですの？　正まさ純ずみは複雑な立場ですのよ？」

　横から一歩出てきたミトツダイラに、トーリは笑う。

　彼は手を伸ばし、ミトツダイラの髪かみに手指を差し込み、軽く搔かき回し、

「オマエ、こっち来られたろ？　同じだよ。ベルさんに感謝しとけ」

「そ、それは……」

「大体オマエ、ちょっとズリぃよな。騎き士しを辞やめて市民になるって、あれだよなソレ、つまり、上手うまく言えねえけど、──三み河かわの次期君くん主しゆになるの、嫌だったんだよな？　ホライゾンの代わりになるの、嫌だろ？」

　だって、

「昨日きのう、言ったもんな、告白とか、そういう誰かの代理になるのは嫌だって」

　その言葉に皆が振り向き、視線を浴びたミトツダイラが顔を赤くした。

　だがトーリはミトツダイラの髪から手を離さず、

「騎士だといいのに君主は嫌って、オマエ、下げ克こく上じようの今の世の中、損するぞ？　それ」

「い、いいんですのよ、別に。騎士は王に身を捧ぐものですからっ」

　ミトツダイラが、頭を撫なでられたまま、眉まゆを立てて歯を剝むく、

「全く、エロいわいい加か減げんだわ頭悪わるいわ力もないわ金もないわ身だしなみのセンスもないわ姉まで外げ道どうだわで言うことない最低ランクの人間のくせに」

　頭を、ゆっくりと離して彼の手を髪から抜くと、彼女は身を起こし、

「そういうことに気づくのだけは上手いのは、本当に最低ですわ」

　だが、ミトツダイラは吐と息いきした。そしてトーリと向き合うと、顔を上げる。

　彼を正面に、しかし眉まゆ尻じりを下げた表情の彼女は、

「ですが、あの、総そう長ちよう？」

「ん？　何だよ？　一人だと寂さびしいのか？　周囲に変なの一いつ杯ぱいいるから相手して貰もらえよ」

「いえ、そうではなくて……、あ、いえ、変なの一杯というのは同意ですけども」

　ミトツダイラは、身を小さくして、顔を赤くして、

「昨日は、申し訳御ご座ざいませんでした」

「は？　何が？」

「……私、酷ひどいこと言いましたわ。ここで、〝フラれてしまえばいいんですわ〟って」

　皆が、彼女にはっとした顔を向ける中、銀の髪は一礼し、

「ホントにそうなってしまったら、それより酷いことになったらどうしようって……」

　深く下げられるミトツダイラの頭に対し、トーリは一つの反応を送った。

　笑ったのだ。はは、と繫つながる笑いを彼は作り、

「馬っ鹿、オマエ、別にそんなん気にすんなよ？　──俺はオマエの期待値ち以上の男だぜ？　だから、もし気にしているなら、ホライゾンを救うのに手を貸せよ。そして救ったらこう言えよな？　〝私がいたおかげでフラれずに済みましたわね〟って」

「────」

「頼むぜ。オマエは俺達の騎き士しなんだから。──オマエがいた方がホライゾンは救いやすい。ずっと昔に約束したな？　──騎士様」

　最後の言葉に、ふと、面おもてを上げたミトツダイラが表情を緩めた。

　彼女は、苦く笑しようともとれる笑えみを唇くちびるからこぼし、

「古いことばかり憶おぼえてるんですのね。だったらこう言うべきですわね」

　遣やり取りに皆が首を傾かしげるのにも構わず、ミトツダイラは改めて一礼して口を開いた。

「存分に。──我が王よ」
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　草原の上に、白の天てん幕まくと幾いくつかのテーブルがあった。

　天幕は壁のない吹き抜け型で、三征西班牙トレス・エスパニアの紋もん章しようが赤で描かれている。屋根の下では二つのテーブルを使用して、通つう神しん用の小こ型がた教会堂どうや書類、地図などが展開されている。

　そして天幕の外にあるテーブルは、炊すい事じ配給用ようのものだった。

　既すでに皆の食事は終了しており、食器や調ちよう理り用具は片づけられ、保存器きも天幕の横、地面に掘った窯かまの中に入れられたり、水の入った容器に浸つけられている。

　だが、汚れを拭ふいたテーブルでは、二人分の人ひと影かげが、食事の動きを取っていた。

　宗むね茂しげと誾ぎんだ。二人は椅い子すを並べ、間に菠ほう薐れん草そうの浸ひたしを中心としたサラダと、それぞれの料理を摂とる。だが宗茂は、大きな義ぎ腕わんの手指で器き用ように箸はしを使っている誾を見て、

「……誾さん、どうしてパエリアを箸で食べるんですか？」

　問いかけに、誾が宗茂の手元を見た。彼女は彼の銀ぎん細ざい工くのスプーンを確認し、半はん目めの笑えみで、

「……ふふ、箸が使えないとは、宗茂様は子供ですね」

「そ、それ違いますって！　大きくズレてますよ！」

「いいえ」

　誾は断言した。彼女は、二本の箸を宗茂の眼前に掲げ、

「──武器にもなります。一ひと突つきです。スペアもついて二本です」

「もっとズレた気がしますが、フォークとナイフも西洋の優れた武装だとは思いませんか」

「あんな刃やいばの薄いナイフに、曲がって空気抵てい抗こうの強いフォークなど、とてもとても」

　しかし、と誾は小さな笑みを口元に浮かべた。

「三征西班牙から出ての方が、食事が豊かになったのは不ふ思し議ぎなものです」

　天幕の向こう、調理師し役やくの衛生係がかりが笑みで軽く手を挙げる。

　宗茂と共に誾は一礼するが、宗茂の方が、

「誾さん、結けつ構こう、三征西班牙の料理が駄だ目めですよね」

「大体は大だい丈じよう夫ぶです。ただ……」

　誾ぎんは、わずかに眉まゆをひそめて、

「やたらとニンニクが入ることや、お米をシナモンと牛乳で煮に込こむのは違い和わ感かんありますし、オーリャ・ポドリータのようにただ塩などで魚も肉も豆も野菜も煮込んだようなのは、隙すきあらば味み噌そを叩たたき込みたくなります」

「保守的ですね……」

「宗むね茂しげ様が区別なさ過ぎるんです。漬つけ物もの類や山葵わさびまでもが、──張り合いがありません」

「すいませんが料理に何を求めてるんですか一体」

　あと、と宗茂は言った。

「私は、誾さんが出したものは何でも食べますよ？」

　周囲、学生達が息を揃そろえて下した敷じきなどでお互いを扇あおぎだしたのを誾は無視した。しかし彼女は、一息の後に肩を落としてこう告げる。

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですね。──一度、毒を盛ったのに、知っていて食べられましたから」

「あれ、すっごく甘いんですよね」

「死んだらどうするんですか、全く……」

　と、誾が言ったときだ。机き上じようの小こ型がた教会堂どうを操作して通つう神しんを行っていた男子生徒が、顔を上げた。彼は天てん幕まくの中、団長として学生服に黒の長ちよう衣いを着込んだ初しよ老ろうに何かを報告する。

　ややあってから、団長が宗茂と誾に軽く片手を上げた。彼は力を抜いた口く調ちようで、

「副団長、武蔵むさしが何か騒がしくなっているんだが──」

「Ｔｅｓ．、先ほど見た通神放送だと、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの生徒達が権けん限げん奪だつ回かいに向けて動き出し、暫ざん定てい議会側についた副会長を相手に臨りん時じ生徒総そう会かいだとか。……今のそちらの方、──本国の総そう長ちよう達は何と？」

「K.P.A.Italiaの警けい護ごを続けろ、と来たよ。増ぞう援えんの期待は外れたなあ」

　Ｔｅｓ．、と誾が頷うなずいた。

「本国は対たい英えい戦せんの準備をしておくべきでしょう。昨夜、大罪武装ロイズモイ・オブロの回収が末まつ世せの解決になると解わかりましたから、共に大罪武装を持つ国くに同士、対英戦の意味はそれぞれに重くなります」

「だが──」

　団長が、わずかに声を小さくして問うた。

「もし、武蔵の連れん中ちゆうが、うちの艦かんで大罪武装の検けん分ぶん中の姫を救いに出たらどうする？」

　問いかけながら、彼は南の方にある黒くろ塗ぬりの四角い航こう空くう艦かんを見る。

　航空艦の前ぜん部ぶ下側には、光の壁に覆おおわれた箇所がある。〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟と呼ばれる部分だ。

　先ほどまでは畳たたみの間が見えていたが、今は内部で姫の体の中にある大罪武装を検分中だ。

　本来は大型妖よう物ぶつや犯罪者の分ぶん析せきを行い、その特とく徴ちようや弱点、意志などを調査し、必要とあらば要素ごとに分ぶん解かいするものだが、姫、ホライゾンの場合は、まず大罪武装ロイズモイ・オプロの確かく認にん検分を行い、後にその部分だけを分ぶん解かい抽ちゆう出しゆつする段だん取どりになっていた。

〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟の内部は光で満ちている。あと、数分ほどで検けん分ぶんが終わるだろう。だが、

「姫の自じ害がいまでには、武蔵むさしの臨りん時じ生徒総そう会かいは終了しているだろうな。……どう思うかね？」

　その疑問に答えたのは、宗むね茂しげだった。彼はパエリアの米を器うつわの片側に集めながら、

「この場にいるK.P.A.Italiaと、三征西班牙トレス・エスパニアだけでどうにかせざるを得ないでしょうね。姫の〝自害〟は、他の国の横やりが入りにくい今この場所だから安全に出来ることですから。

　ゆえに、今のタイミングを失わないためにも、K.P.A.Italiaは防衛の動きを取る筈はずです。

　──本ほん国ごく指示に拠よれば、私達がそれに付き合うことにもなるんですけどね」

「その場合、……大だい丈じよう夫ぶなのかね？　うちは昨夜、かなり削けずられたが……」

「学生の数ではまだまだこちらが有利ですよ。西班牙方陣テルシオの一個くらいは組めますし、向こうは戦せん科か訓練を受けていませんから、守って時間切れを狙ねらうだけでも勝ちです。

　また、こちらには航こう空くう機き動どう可能な武神グラン・ムニエーカが無む傷きずで一体いますし、更さらには艦かんも幾いくつか動かせます。気をつけなければならないとしたら、武蔵には、総そう長ちよう連合と生徒会が存在すると言うことと、──極きよく東とうには神しん奏そう術じゆつがあるということです」

　言うと、誾ぎんが眉まゆをひそめた。

「神奏術……、ですか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と宗茂は頷うなずいた。

「誾さんは旧派カトリツク……、というか、三征西班牙のいる地域の住人は旧派ですよね。

　Tsirhcツアーク 教きよう譜ふは旧派も改派プロテスタントも、ムラサイ教譜と同様に他教譜を認めませんから、神奏術は各かつ国こくの極東居きよ留りゆう地ちと、武蔵でしか基本的に認められていません。……だから極東の武ぶ将しようや政治家は世界に通じる力を得る必要から、各国側がわに帰き化かしたのです。立たち花ばな家けもそうですよね？」

　誾は頷いた。だが彼女は首を傾かしげ、

「しかし、奏そう者しやは少なくなり、神しん道とうの神奏術は一気に衰すい退たいしたのですが、それが何か？」

「そんな衰退した筈はずの神道が持つ特とく徴ちようは、……先ほどの受じゆ神しん映像で金を奉ほう納のうして術じゆつ式しきを行使していたように、神じん社じやのネットワークを用いるための仲ちゆう介かい負ふ担たんを払えば、自分の契約神しん以外の神の力を行こう使し出来ることです。

　それも、奉納する負担は自分の契約した神の能力に準じるものでいい」

　だから、

「神道の場合、商売の神の奏者は金を、食事の神の奏者は食料を、歌か唱しようの神の奏者は歌を、……それぞれ奉納したり献けん身しんすれば、中ちゆう介かい負ふ担たん有りですが、他の神の力を借りられる。

　これはどういうことかというと、──神道の奏者は、自分の神への奉納さえ出来れば、神道の全ぜん術式を誰でも好きなときに、自分の好きな方法で扱える可能性があるということです。

　対し、Tsirhc系では、基き本ほん術式の他は、契約していない聖せい者じやの術は使用出来ません。聖者同士が敬けい意いを払うのと、金銭戒かい律りつがあるため、聖なる力の取引が出来ないのです」

　成なる程ほど、と誾ぎんが頷うなずいた。彼女は宗むね茂しげの言葉を継ぐようにして、

「確かに、一いち芸げいに秀ひいでた神しん道とうの奏そう者しやは、その芸を通じて万能になれますね。

　……皮ひ肉にくにも、神道にこのような〝取引〟の思し考こうを与えたのは、百六十年前の重じゆう奏そう統合争そう乱らんによる各かつ国こくの暫ざん定てい支配なのですが」

　誾は浅く両の義ぎ腕わんを組み、武蔵むさしのある山さん渓けいの方に視線を向けた。

「居きよ留りゆう地ちと武蔵だけとなった神道は、それぞれの連れん携けいを強くせざるを得ませんでしたし、各国からの貨か幣へい経済の浸しん透とうが〝取引〟のシステムを構こう築ちくさせ、更さらには聖せい術じゆつなどを知ったことで、自分達に必要な術じゆつ式しきを開発させたわけですね。

　既すでに、……このような神しん奏そう術じゆつの使用は、P.A.ODAが侵しん攻こう時じに使用しているものと聞きます」

「P.A.ODAからの派遣団である羽は柴しばと組んだM.H.R.R.神聖ローマ帝国は、その情報を聖せい連れんに寄よ越こしませんけどね。M.H.R.R. も六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの三十年戦争を開始しつつありますから。

　だから各国、各かく居留地で極きよく東とうの協力者に神奏術の研究をさせてはいますが、理論は見えても実じつ践せん出来るだけの〝芸〟がある人間は少ない。……先ほど私達が見たものは、大きな資料になりますよ。──ひょっとしたら、今後もまた、見えるものかもしれませんが」

　と言った宗茂の服の袖そでを、誾が軽く引いた。

　振り返った宗茂の顔に、誾が首を傾かしげる。

「でも、どうして極東は、今までそのような神奏術をもって反抗しなかったのでしょう」

「和わ平へい条約ですよ、重奏統合争乱の」

　一息ついて、宗茂も武蔵のある山渓のほうへと視線を向けた。

「条約における〝武装解かい除じよ〟の徹底。これは大量破は壊かい武装の保ほ有ゆう禁止とともに、同様の力を神奏術で行使するのを禁止したものです。何しろ神奏術は奉ほう納のうと効果が自由に組み替え可能なので単純に規制が出来ない。だから、神奏術を防ぼう衛えい以外の武力として用いた場合、条約違い反はんとすることにしたんです。──武ぶ神しんなども同じです。武力として用いたら、聖連が乗り込む。

　先ほど彼らの争いは武蔵内の問題なので武力行こう為いではないのですけどね」

「だとしたら……」

　誾が、改めて武蔵の方を見た。彼女はそのまま口を開き、

「姫、ホライゾンを得ようとすれば、それは聖連への攻撃となりますね。少なくとも防衛行動とは言い切れません。何しろ君くん主しゆが国のミスに対して命をもって引いん責せきするのは歴史的常じよう識しき。それを止めるために攻撃するというならば、聖連との全面戦争に対し、正義を訴えることは出来ないと思いますが」

「どうなんでしょうね？　そのあたり、彼らには何か考えがまだあるのかもしれません。だから、ちょっと見てみましょう。あの、通つう神しん……、武蔵の放送は受じゆ神しん出来てますか？」

　問いかけると、通神担たん当とうが頷いた。

　ややあってから、誾ぎんと宗むね茂しげの前に、十字架かを組んだ形の表示枠カドレフイルマが現れた。

　映るのはノイズの入った青の空と、町の屋根群ぐん。そして掠かすれた音声は、

「武蔵むさしの放送委員による映像ですね」

「Ｔｅｓテスタメント．、始まるわけでしょう。先ほど聞いた、臨りん時じ生徒総そう会かいの副会長と総そう長ちようの相あい対たいが」

　宗むね茂しげは、眉まゆを立ててこう言った。

「見ましょう。ここ二十年以上、極きよく東とうの学生は国の命めい運うんを賭かけたことがない。

　昨夜の三み河かわ戦が学生を終えた者達の戦いであるならば、これから見えるのは、二十数年ぶりに見える武蔵の〝現役〟の動きです。おそらく各かつ国こく、注目しているでしょうが……」

　は、と彼は小さな笑えみの息をつき、放置していたパエリアの器うつわとスプーンを手に取る。

「──場合によっては、どの国も、極東に対する見み方かたを百八十度変かえることになりますよ。だからその前に全部食ってしまいましょうか、冷めてきてると海老えびとか硬くなりますしね」
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「──武蔵の映像、受じゆ神しん出来ました！　通常帯たい域いきで送そう神しんされているのでノイズがあります！」

　と、少女の声が響ひびいたのは、高いテラスの上だった。

　白い巨大な船。その甲かん板ぱん前部に設けられたテラス部分に、白の天てん幕まくがある。

　K.P.A.Italiaの紋もん章しようが施ほどこされた天幕。通神などを行う屋外指し揮き所しよだ。

　しかし、彼らとは別に、天幕の外には二つの姿があった。

　一つは、黒の制服の上に黒の外がい套とうを身体からだに吊つるすようにして纏まとった立ち姿の魔ま神じん族ぞくだ。

　もう一人はテーブルセットの椅い子すに浅く座った白の長ちよう衣い。水のボトルを口に傾けているのは、

「インノケンティウス、元少年、見ないのであるかね？　おそらく、我々だけではなく、英イギ国リスも六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも、M.H.R.R.神聖ローマ帝国やP.A.ODA、上越露西亜スヴイエート・ルーシなども見ていると思うが」

「別に見ずとも、結果としてどう転んでも俺達には美味うまい話だよ、ガリレオ」

　インノケンティウスは、半なかばまで飲んだボトルをガリレオに掲げる。

「武蔵の臨時生徒総会、総長達の権けん限げん奪だつ還かんと言いつつ、趣しゆ旨しは三征西班牙トレス・エスパニアの審しん問もん艦かんで検けん分ぶん中の姫を救いに行くかどうか、って話じゃないか。

　議会側である副会長が勝てば、武蔵も何も俺達のもの。教きよう導どう院いん側が勝てば、俺達との正面対たい決けつになり、武蔵も何も俺達のもの。──何の変わりも無い」

「姫の話に傾けたつもりだったのだがな」

　そうかい、と、インノケンティウスは、掲げていた瓶びんを自分の眼前に戻す。

「感かん傷しようは好きじゃないんだ。もはや騎き士しの時代は終わり、神しん話わも神も人の文化として憧あこがれ程度で済まされるバロックだしな。忠ただ次つぐとの敗戦から、市民の伸しん張ちようによって教きよう皇こう庁ちようもかなり削けずられたよ。市民側も、旧派カトリツク首長の権限を削れば長い目で見て国力低てい下かになると知りつつ、しかし歴史再さい現げん上、そうせざるを得ないしな」

「全ては歴史の〝こうあるべき〟か。──君にとっては姫の〝自じ害がい〟もそれか？」

「あの姫の〝自害〟は、歴史には何も残らない」

　インノケンティウスは、口に瓶びんを傾けた。

「今回の件で元もと信のぶは死んだが、聖譜テスタメントの記述に拠よれば、松まつ平だいら・元信は将来家いえ康やすと名を変え、極きよく東とうを支配する。だから元信の名は新しい襲しゆう名めい者しやによって存そん続ぞくされねばならないが、三み河かわ消しよう失しつと大罪武装ロイズモイ・オブロ保有の罪は誰かが贖あがなう必要がある。……姫ひめ自体が大罪武装ならば、話は簡単だ。姫は己おのれの身の大罪武装を奉ほうじることによって、元信の犯した罪を購えばいい。

　大体、〝自害〟以外に大罪武装を分ぶん化かする方法など無いのだしな」

「そうやって購ったことによって、三河と大罪武装の件を〝無かったこと〟にするのか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とインノケンティウスが頷うなずいた。

「全ては無かったこと。歴史上、三河が消えたことなどあってはならないのだから。

　姫がいなくなれば、武蔵むさしを三河に変えられるし、極東が大罪武装を保有していたという事実も無くなる。しかし、あの姫が生き残れば、どちらも〝無かったこと〟には出来ん」

　一息。

「今後、大罪武装を巡って、各かつ国こくは三十年戦争や小こ競ぜり合いを起こすだろう。だが、大罪武装の回収が末まつ世せを救うならば、結果として、世界は集つどっていくことになるだろう。その事実が、怪かい異いや噂うわさに不安を得ている人々のどれだけの支えになるか。……極東も同じだ。帝みかどの京きようを残しただけの実じつ質しつ的てき完全支配と言うが、それによって、極東は世界と等しく集うことになる」

「姫の〝当然の犠ぎ牲せい〟を経て、かね？」

「俺の〝冷れい徹てつな判断〟も忘れるなよ？」

「厳きびしいな。ルネサンスを経たバロックという人の世だというのに。人を殺さねばならんか」

「旧派カトリツクは保守の代表だ。その首しゆ長ちようである教皇総長パパ・スコウラは保守の首長だぞ。それが現場にいてなすべきをなさないのは、──それもまた、歴史的に見てあり得ないことだ」

　インノケンティウスは、手にしていた瓶を傍かたわらのテーブルに置いた。

　そして彼は遠く、武蔵のある山さん渓けいに視線を向け、

「もし、姫から得た大罪武装が本当に末世を救う手て筈はずの一つとなるのならば、その後に、聖せい者じやの誰かを死後であろうとも襲名させようと思う。救きゆう世せいの人としてな。それが、旧派の首長として出来る最大限のことだ」

「感かん傷しようを好まぬのではなかったのか？」

「好まぬだけだ。嫌いではない。嫌いだったら教皇総長などにはならんよ。……保守とは、動き行く時代に対する感傷そのものなのだから」

「……何だ全く、自分が時代後れだと解わかっておるのか」

「誰でも知ってる地ち動どう説せつを唱えたくらいで威い張ばるなよガリレオ」

　さて、と小さく笑った彼は指を鳴らした。振り向いた通つう神しん担当の学生に対し、

「気が変わった。武蔵むさしの映像、臨りん時じ生徒総そう会かいの状況を見せてくれ」

「何だまたお前はいきなり、生徒だった頃と変わらんな」

「今でも現役ですよガリレオ元もと先生」

　ここだけ、彼は昔の口く調ちようで言い、ただ、

「保守の首しゆ長ちようとして、今の感かん傷しようの流行最さい先せん端たんがどのようなものか、見てみたくなった。先ほどまでの会話は、俺にそれを気づかせるためか？」

「いや、──私が見たかったので、けしかけただけだがね」

「Ｔｅｓテスタメント．、そちらも今でも現役そうで何よりだ。映像くれ」

　インノケンティウスは、テーブルの上の瓶びんを手にとって、こう言った。

「──場合によっては介かい入にゆうする」
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　武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん前、陸りつ橋きようの上には、三つの影があった。

　階段側を向いている三人の内、左さ舷げん側にいるのは、トーリだ。

　彼の右、右う舷げん側にいるのは正まさ純ずみで、二人の背後にはオリオトライがいた。

　オリオトライは、二人の生徒を前に、さて、と言い、

「では、酒さか井い学長がいないんだけど、とりあえず臨時生徒総会、最後の相あい対たいを始めましょうか。一応、最後なんで立ち会っておくけど、えーと、……三十分一いつ本ぽん勝負とかあるの？」

「おいおい先生すげえな！　そのボケ全く可愛かわいくねえよ！」

　笑って握り拳こぶしを振り上げたオリオトライから半歩逃にげるトーリだが、それとは対たい照しよう的に、正純が一息をつく。正純は手をひらひら振り、

「討とう論ろんですので、先生にはすいませんがちょっとそのまま立たち会あい人にんをお願い致します。勝ち負けの判断が難しいものでもありますし」

「まあ、先生もこういう問題はぶっちゃけよく解わからないけどね。ただ、お互いの討論のルールに対しての契約を結ぶくらいは出来るから、そこらへんで勘かん弁べんして」

「Ｊｕｄジヤツジ．、充分です。お互い疑問を出して答えを述べ合い、相手側の不利か自分側の有利を認めさせれば勝ちとします。──葵あおい、お互いの立場は解っているか？　ちゃんと話せるか？」

「あ、あ、あたあたあたりめえだよ！　お、お、俺をナメるなよ!?」

「何を腰こし引ひかせて震えながら言ってるんだ……」

　しかしトーリは、頭を搔かきつつ正純の顔を見た。そして彼は、いつもの笑えみで、

「俺、頭悪わりいから、助言いいよな!?」

「ああ、専門的な答えを担当から得た方が、生徒達も納なつ得とくしやすいだろうし」

　と、正純が、トーリの向こう、左舷側の校庭を見た。そこにいる生徒会や総そう長ちよう連合、同級の皆を見渡した後、正純は自分の側、右舷側の校庭を見る。

　そこには、大人おとな達がいた。暫ざん定てい議会の人間。合計で三十人だ。自分の父も、得意先さきもいる。

　正まさ純ずみは、彼らから視線を外し、

「私も必要ならば助言を得る。いいな？」

「余よ裕ゆう余裕！」

　正純が半はん目めで首を傾かしげるが、オリオトライが咳せき払ばらいを一つ入れる。

「二人とも、討とう論ろんの準備はいい？　どっちが先せん攻こう？　後こう攻こう？」

　その言葉に、いきなりトーリが反応した。彼は両腕を勢いよく上に振り上げ、

「じゃ、俺、先攻──！」
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　先攻を望んだトーリの叫びに、正純や、周囲の皆が、動きを止める。皆が一いち様ように作る判断は、

「え……？」

「え？　じゃねえよ！　だって、面めん倒どうなこと早めに済ませたいじゃん」

　言った瞬しゆん間かんだ。左さ舷げん側、そこに戻ってきていたシロジロが、

「馬鹿が！　……後の方が楽なんだぞこういうことは！　商人は値段を釣つり上げるときに自分から先に値ねを先に示さないだろう!?　同じことだ！」

「んー、シロ君ちょっと公然でバラし過ぎだと思うの」

　そんな発言を耳にしつつ、オリオトライがトーリを見た。彼女は彼を下から覗のぞき込み、

「どーする？　自分が馬鹿でしたと謝って訂正する？　ほら言いなさいよ、ほら、馬鹿って」

「こ、この女おんな教師、俺を挑ちよう発はつしてるな!?　してるな!?」

「ううん？　ザコを挑発するほど先生暇ひまじゃないし。ただつついてるだけ」

「さ、最さい悪あく教師だな！　いつか謝らせてやる！　それまで赦ゆるさねえかんな！　本気だぞ！」

「あはは御ご免めん御免、傷ついた？」

「ううん、御免って謝ったから赦す。赦すよ!!」

　それでいいのか、と皆がつぶやくが、正純が半はん目めで、

「どーすんだ一体。別に私が先攻でも……」

「あ？　だから俺が先攻でいいって」

　そうなの？　とオリオトライが指を鳴らし、自分の顔の横に鳥とり居い型がたの表示枠サインフレームを出す。

「本気でいいの？　じゃあこれ、契けい約やく関係の神、オオクニヌシ系に含まれるミサトの契約書だけど。二人がそれぞれの立場で討論することを違い反はんしたら罰ばつ則そく入るから、いいわね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とトーリと正純が頷うなずき、差し出された表示枠にそれぞれ手を乗せる。

　正純が先に手を乗せ、次のトーリが指を転がすように捺なつ印いんするのを見たオリオトライが、

「トーリ、アンタ慣れてるわねえ」

「おいおい褒ほめるなよ先生、伊だ達てに番ばん屋やのあんちゃんどもと顔かお見み知しりじゃないぜ」

「全く褒ほめられないぞそれ、というか、先生、……罰ばつ則そくとは？」

　正まさ純ずみの問いかけに、オリオトライが頷うなずいた。

「うん、天てん罰ばつ食らうのは怖いっしょ？　だからね？　先生がね？　──武器で殴なぐるの」

　その言葉に、笑顔になったトーリが正純の顔をゆっくりと見た。

「死ぬぞ」

「ダ、ダイレクトに言うな馬鹿。もうちょっとボカせ」

「大だい丈じよう夫ぶよ、先生、武器が長ちよう剣けんだから斬きったら即そく死しっしょ？　だから鞘さやで殴るのに変へん更こうしたんだから。少しは気き遣づかい汲くみ取りなさい」

　言われた二人は、オリオトライが背負っている長剣を見た。長さは一メートル七十を下らない両手持ちで、鞘はどうみても金属製せいだ。

「……斬られて即死の方が痛み少なくね？」

「死んだことがないから少ないかどうか解わからんし、そうなりたくはないな」

　うん、と二人は頷き合う。

　そしてトーリは一歩、艦かん首しゆ側、階段の下にいる皆に向かって前に出た。

「じゃ、始めるか」

「ちゃんと討とう論ろんなさいよー？　先生、手て応ごたえ無いの殴るのは避けたいんだから」

　解ってるって、とトーリは言って息を吸った。

「じゃ、皆、元もと総そう長ちよう兼けん生徒会長、葵あおい・トーリが、今回の件について提案するぜ」

　風が吹く。午後の半なかばを告げる、微かすかに海の潮しおを含んだ風だ。

　その風を浴びつつ、彼は腕を広げてこう言った。

「要は一つだ。権けん限げんの奪だつ還かんも何も、ホライゾンを救ってコクるという壮そう大だいな計画の足がかりでしかねえ。だから、ハッキリさせとこうぜ。──ホライゾンを救いに行くことで、何が得とくで、何が損なのか。それをこれから、俺がこの……、セージュンと討論する」

　だから、

「まあ、まずは、こっちの立場を明確にしておこうか。それは──」
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　皆は見て、そして聞いた。

　階段の上、風を浴びて立つトーリが、頭を搔かきつつ、しかしはっきりとこう言ったのだ。

「──やっぱホライゾン救いに行くの、やめね？」
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　三征西班牙トレス・エスパニアの天てん幕まく前、通つう神しん担当も、調ちよう理りの衛生係も、団長も、立たち花ばな・宗むね茂しげも、他の者達も、トーリの告げた言葉に対し、誰も動くことが出来ずにいた。

　一人、誾ぎんだけが、動かぬ周囲を見回してから、宗むね茂しげの口元に付いた米こめ粒つぶを見つけ、

「お弁当が」

　義ぎ腕わんの指を器き用ように使って摘つまむと、口に含んだ。
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　K.P.A.Italiaの天てん幕まく下したでは、やはり通つう神しん担当の生徒が動けずにいて、ガリレオも、インノケンティウスもやはり動けずにいた。

　インノケンティウスの口元、傾けられていた瓶びんからの水が、口の端はからこぼれ、しかし、

「────」

　動きが、止まったままだった。





●






　武蔵むさし艦かん上じよう、誰もが何も言えず、動きを止めていた。

　市民も、警けい護ご隊たいも、暫ざん定てい議員達も、教員も、誰も彼も、動けず、何も言えず、しかし、

「────」

　何とか、動く者がいた。

　それは左さ舷げん校庭の中にいた点てん蔵ぞうとウルキアガと、戻っていた直なお政まさだ。

　三人は、それぞれ橋の上に上がると、左舷側、右う舷げん側、艦かん首しゆ側に位置どる。そしてテンポを計るように両の手を一度下したにして、さん、はい、と挙げて、皆で、

「えぇ──!?」

　武蔵全ぜん土どが、疑問詞しの叫びを挙げた。

　その叫びの中、左舷側で、鈴すずが力を失ったように膝ひざから崩れた。背後にいた浅あさ間まが、

「う、うわっ、す、鈴さん！　鈴さん！　いきなりの展開ですがしっかりして！」

「あ、は、はい、だ、大だい丈じよう夫ぶ、です、な、何だかクッション、が……」

「フフフこの外げ道どう巫み女こ、巨きよ乳にゆうに鈴埋うめて何やってんの」

「うわこんな状況でまたカラダネタで屈くつ辱じよくですよ私！　神しん道とうガッデム！」

　しかし、浅間は皆の代だい弁べんをするように、大きな声で叫んだ。

「一体どういうことですか全く!!」
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　トーリは、皆の疑問の声が伸び、息いき継つぎのために切れたのを見計らうと、やはり頭を搔かいたまま、

「いや、だってさ、オマエら、冷静によく考えて見ろよ？　──ホライゾン救いに行ったら、聖せい連れんと大だい戦争になるんだぞ？　アーマゲドンしちゃったらあんまし良くないだろソレ」

「待てえ──!!」

　叫んだのは、トーリの斜め後ろに立っていた正まさ純ずみだった。

　正純は、ちらりと右う舷げん側がわ校庭を見る。

　暫ざん定てい議会の誰もが慌あわてて頷うなずきを返すのを確認し、

「お、おま、おまっ、お前、葵あおい、な、何、何を言ってるんだ!?」

「オメエの方が何言ってっか解わかんねえぞセージュン」

　言われた正純は一度空そらを仰ぐと、息を吸った。そして次の瞬しゆん間かん、正純は勢いよく顔を戻し、

「それはこっちの台詞せりふだ!!　ホライゾンを救いに行かないだと!?　何だそれは!!」

「おお、やっぱセージュン、救いに行く派か！」

「そ、そうじゃあないだろ！　──何でお前が、私の台詞を取るんだ!!」

　正純は、自分の胸に手を当てた。

「お前の今の意見は、私の側の意見だぞ!!」

「そんなこたねえよ」

　トーリは言った。正純の背後、オリオトライを指さし、

「だって先生、契約の際、〝二人で討とう論ろん開始〟〝それぞれの立場で〟とは言ったけど、どっちがどっち側かは言わなかったしさ。俺は俺の立場でもの言ってるぜ？　オマエはどうよ？」

「そ、それは──」

　正純の狼狽うろたえに対し、皆の静まりが、先ほどとは違う種類のものになる。

　息を飲むのではなく、ゆっくりと、二人の代表を見計らう静けさだ。

　そして、重い沈ちん黙もくの中で、トーリが言った。

「俺から始めて、オメエが続く。但ただしどちらがどちらの派かは決まってなかった。そういうルールだから俺は好きに選べる先せん攻こう取ったんだよ。破ると罰ばつ則そく来るぜ？　ほら、見てみろよ」

　言われ、正純が、ちらりと背後を見た。

　後ろ、橋の上では、オリオトライが鞘さや付つきの長ちよう剣けんを素す振ぶりしている。大だい上段から床ゆか直前までの振り抜きだ。構えから、振り下ろし切るまで、途中の動きが目に見えない。しかし、

「んー、本番はちゃんと殴なぐるから抵抗力が返るし、もっと力入いれておかないと床まで届かないかな、これ」

「あの、先生、やる気の本気になってないで、その……」

　え？　とオリオトライが振り向いた。正純は、窺うかがうようにして、

「ええと、先生、今の葵の判断なんですが……」

「ああ、先生もちょっとビックリして現実逃とう避ひに素振りしちゃったわよ」

　でも、と、オリオトライは契約の表示枠サインフレームをもう一度出して、

「これ、キャンセルで書き換えになると、キャンセル料が必要なのよね」

「それは……」

「うん、──五回」

　言われた正まさ純ずみがうなだれた。後ろのトーリがもっともらしく頷うなずき、

「二回目で地上から消えてるな。剣けん圧あつで」

「わ、解わかり切ったこと言うなっ」

「あらあら、先生そこまでゴリラじゃないわよ、──消し飛ぶのは四回目くらいだと思うわ」

「あんま変わらねえよ！」

　皆が叫び、そして正純が吐と息いきした。

　対するトーリは、右う舷げん側に回り、腕を広げた。その背後、後こう衛えいには暫ざん定てい議会の者達がいる。トーリは彼らを背後において、

「よし、じゃあやろうぜセージュン、俺に教えてくれよ。ホライゾンを救えば聖せい連れんとの全面戦争になるかもしれねえ。──もしそうなっても、ホライゾンを救った方が得とくになるってのは、あり得るのかい？」

　トーリの声が、空に響ひびく。

「俺は何も出来ねえ。その問いに自分で答えられねえんだ。だから、だからだよセージュン。俺に教えてくれ。──俺が望んだことが、どういうことなのかを」







[image: 第三十一章『土壇場の私』]
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　草原に置かれた三征西班牙トレス・エスパニアの天てん幕まくでは、幾いくつもの影がテーブルに集まり固まっていた。

　皆、卓たくを囲んでいるわけではない。中央に宗むね茂しげと誾ぎんを置いて、十数の影が記念写真を撮とるかのように固まっている。新しん大陸製せいコーンを使ったポップコーンの包みを持ちながら彼らが見るのは、宗茂と誾の前に展開した表示枠カドレフイルマだった。

　見聞き出来る映像と音は、アリアダスト教きよう導どう院いん放送委員が送る臨りん時じ生徒総そう会かいの状況だった。

　現在、金色の裃かみしもを制服の上に着た広こう報ほう委員のレポーターが、画面の中央で、

『さあ、そういうわけで始まりました臨時生徒総会のメインとなる最終決けつ戦せん！　生徒会長と副会長の戦いとなるわけですが、解説のステルス点てん蔵ぞうさん、同級生としてどう見ますか？』

『んー、そうで御ご座ざるなあ。開かい始し直後から突発的な言動を始めたトーリ殿が優ゆう勢せいのようにみえるで御座るが、やはりあの男、マジに何も考えてないで御座ろうからなあ』

『はあ、まさに何が起きるか解わからない、悪い意味での人間爆ばく弾だん。制服の色から言って黒こく色しよく火か薬やくですね。ともあれ二人とも、いい総会をして欲しいものです』

「……宗茂様、このテの煽あおり解説は正直ウザったいと思いませんか」

「煽るだけ煽ってローブローで勝負着ついたら最悪ですよね」

　そうじゃねえだろ、と皆が視線を送るが、二人は気にしない。

　と、画面内ない、橋の上に動きがあった。それぞれの陣じん営えいからアドバイスを貰もらった二人が、片方は異い様ように陽よう気きに、もう片方はひどく疲れた雰ふん囲い気きで階段を上って戻ってきたのだ。

『さあ、両者コーナーについて、そろそろ運命の決戦が始まります……！』

　よし、と皆が拳こぶしを握って前のめりになったそのときだ。

　通つう神しん担当の学生が、伝でん令れいの書類を持ってやってきた。

　差し出された書類を、何だろうという顔で見た団長と、周囲の皆、宗茂や誾の表情が、

「……？」

　とあってから、しかしすぐに、

「──!?」

　と変わり、また画面に振り向いた。

　今、討とう論ろんが始まろうとしている。その直前に届いたものは、

「これはきっと、K.P.A.Italiaが横よこ槍やりを入れますよ」

　宗茂が、唸うなるように呟つぶやいた。

「姫、ホライゾンの持つ大罪武装ロイズモイ・オプロが、そういう性能のものだと知れば、ね」
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　橋の上で、正純は考えていた。

　討とう論ろんは始まっている。しかし、

　……何で私がこっちなんだ……。

　まさか、こんな形で父達と敵対することになるとは思わなかった。

　何とか上手うまく切り抜けたいが、単純な方法では駄だ目めだ。何しろミスればオリオトライが素す振ぶりしている。あれはいけない。かなりいけない気がする。

　一いつ瞬しゆん考えたのは「私の負けだ！」と、葵あおい側の勝利を認めてしまうことだった。だが、それは討論ではない。そして討論のルールから外れれば素振りが現実になる。

　だから、考えねばならない。

　正直に言えば、やはり、あるべき未来は暫ざん定てい議会の側だと思う。

　何故なぜならば、昨夜の父達の話し合いを秘ひ書しよの集まりから聞いている限りでは、

　……聖せい連れんとの全面戦争になったら、どうしようもない。

　聖連とは、この世界のほぼ全てのことだ。P.A.ODAが半なかば脱退しているが、戦争の解決のための窓口は設けられているし、それ以外の東とう国ごく、北きた国ぐにの非ひ Tsirhcツアーク、非ムラサイ系けい国家も、厳きびしい土地での生活を為なすために聖連の援助や文化、文明を受け入れている。

　それと全面戦争になったら、どうなるか。

　その疑問の答えを、正面に立つ葵が気き楽らくに言った。彼は、あのさあ、と前置きまでして、皆の方に振り向きながら、

「ホライゾン救いに行って上手く行ったらさ、メンツ潰つぶされたイタ公こう率ひきいる聖連がブチ切れてさ、全面戦争になると思うんだよ。そーなるとさ、ヤバいぜえ？　何しろ聖連は世界全すべてって感じだからな。それこそ、──世界全てを倒すまで戦争が続くことになる」

　……これ、私が昨夜、秘書から聞いたそのままだなあ。

　先ほど、誰かが葵に入れ知ぢ恵えしたのだろう。

　そして今、葵は堂々とカンニングペーパーを広げ、何かの発はつ布ぷを読むように、

「戦争、大変だぜ？　そこらへん、セージュンはどうすんだよ？」

　いきなり振られた。

　いや、話題がこちらに振られるのは解わかっている。葵がホライゾンを救いに行くことによって起きる不利を述べたのだから、こちらはその回かい避ひと利点を述べる必要がある。

　だが、用意がない。今まで、議会側に立って考えていたせいで、教きよう導どう院いん側をどう説得するかしか思し考こうしていなかった。

　だからこちらは、全身に熱のある汗を感じながら、

「……それは、その」

「せーじゅん君、声が小さくて聞こえませ──ん」

　……ブチ殺してやろうかこの馬鹿……！

　怒りを爆発させないように視線を左さ舷げん側に逸そらすと、校庭にいる同級の皆が小さな声で、

「気にするな！　馬鹿なんだから！　本当にそうなんだから！」

　この男の求きゆう心しん力りよくはどこにあるんだろうか、と本気で思い、考える。そして、

「で、ではこちらも、ホライゾンを救いに行く利点を言おう」

　息を吸い、とりあえず思いついたことを己は言った。

「最大の利点は、ホライゾンを救うことで、──武蔵むさしの主しゆ権けんを確保出来ることにある」
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　主権。

　その言葉に対して、葵あおいが首を傾かしげた。

「あ？　どういうことだよ？　主権ってのは？」

　問いかけに、葵と同じように、皆が首を傾げた。だから正純は、

「主権とは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズで歴史再さい現げんされつつある、国家の本質の捉とらえ方だ。……私達はそれぞれ極きよく東とうとか、K.P.A.Italiaとか、三征西班牙トレス・エスパニアとか、P.A.ODAなどを国として、そこに所属しているわけだよな？　だが、国とは、──どういうものを、国と言うのだ？」

「そりゃあ、土地があって、人がいて……」

「それは、国家に必要な要素である、〝領りよう域いき〟と〝人じん民みん〟だよな？」

　だが、

「その二つだけでは単に人が土地に集まったのと同じだ。他国の侵しん略りやくに逆らう正当性がない」

「正当性？」

　葵が眉まゆをひそめた。

「正当性ならあるじゃん。だって侵略されたら死人が出るじゃん？　向こう、悪じゃん？」

「向こうにも正当性はあるぞ？　──侵略による利益を得て国を豊かにするという正当性が」

「……え？　それ、おかしくね？」

　葵が腕を組んだ。彼は皆に対して、おかしいよな？　と確認とった後で、

「何で侵略された側のことが考こう慮りよされねえんだよ。まるで──」

「まるで？」

「──侵略された側が、狩りにあった獣けものとか、それと同じじゃね？」

「そうだよな」

　とこちらは言った。そして正純は、皆に向かって手を広げた。

「侵略された側が考慮されないのは、侵略された側が、侵略国と対等であることを示す〝主権〟を持っていないからなんだ。

　つまり、主権を持ってない国は、国家間において〝国〟として認められず、そこに住む人々も〝人〟として認められない。単に、そこは獣の集合地ちなんだ」

　そこまで告げて、息を吸う。頭の中、本で読んだことを思い出しながら、

「国の主しゆ権けんとして必要な能力は三つ。


　一つ、他国と対等になるため、独立を提示する能力。

　一つ、国を存そん続ぞくさせるために、領りよう土どと人じん民みんに対して統とう治ちを貫かん徹てつする能力。

　一つ、前者二つを支え、意い志し決定する能力。



　三つそれぞれ、〝対たい外がい主権〟〝対たい内ない主権〟〝最さい高こう決定力〟と言う。

　これら三つがあれば、他国と対等であり、国内を統治し、更さらにそれをするための力があるもの、──つまり独立した国家として認められ、それを脅おびやかすものは国と国とのつながりにおいて違い法ほうとされる」

　重ねてそこまで言って、己は息をついた。だがすぐに、次の言葉として、

「今、──極きよく東とうは領りよう域いきと人民の殆ほとんどを奪われている。

　更に、主権を作る三つの力も、侵しん害がいされている状態だ」

「そうなの？」

　……そうなんだよ馬鹿……！

　心の中で叫び、しかしこちらは、やれやれと、

「最高決定力である筈はずの総そう長ちようと生徒会長の決定に、聖せい連れんの干渉を受けてるじゃないか」

「ああ、──俺、後あと押おしされたから気づいてなかった。あれ、干渉なのか」

「ゲタ履はかせは干渉なんだよっ。他にもたくさんあるぞ？」

　流石に肩が落ちる。だが、

「たとえば対外主権だが、干渉受うけても抵てい抗こう出来ないのは、他国と対等じゃないだろ？」

「そうだなあ」

　だろ？

「それを踏まえて対内主権を言うと、極東の大部分を各かつ国こくに暫ざん定てい支配され、居きよ留りゆう地ちも支配地ち域いきの国に干渉されて、更には武蔵むさしも今、他国の手によって移い譲じようされようとしてるなら、対内主権の要かなめである領土と人民の統治なんてろくに出来てないことになるだろ？」

「そうだなあ」

　……解わかってるのかなあ。

　思うが、話を続けるしかない。だから自分は、ゆっくりと南の方を指さした。陸りく港みなと、そこにいるであろうホライゾンを想そう起きさせるため、空中を強く指で示し、

「ホライゾンは、三み河かわの嫡ちやく子し、いずれ極東を支配する松まつ平だいらの跡あと取とりなんだ。そして今まで、三河の君くん主しゆは、武蔵に乗ることを聖連に禁じられていた。聖連の影えい響きよう下かにあったわけだ」

　だが、

「ホライゾンを救えば、武蔵に聖連の影響を持たない極東の支配者が来ることになる」

「そりゃ無理だろう」

　葵あおいが、即そく断だんした。うん、と彼は追加で頷うなずき、

「幾いくら何でも。そりゃ甘いぜ」

「……甘い？　何が甘いんだ？」

　言って、葵あおいを見る視線に力を込めた。

　対する葵はカンニングペーパーを広げている。そして葵は、眉まゆをひそめ、

「いいかあ？　え、ええと、ま、まななま、まななまおもたい──、って、何だこのいやらしい雰ふん囲い気きの字！　コニたんこれ読めねえよ!!　いろはで書けよ！」

「……学生主しゆ体たい、だろ？　よくそんな読み方が瞬しゆん時じに出来るな」

「覗のぞくなよ!!　べ、別にいいじゃねえかよまななまおもたいでも！　おもたい！　おもたいの！　僕のまななま、おもたいの駄だ目めえ──！　……くそ、自分でやっててつまんねえ！」

「……どうしてお前は毎まい度ど毎度そう凄すごいんだ」

「おいおい褒ほめるなよ。簡単に惚ほれてもらっちゃあ流石さすがの俺も困るぜ」

　否定すると絡んできそうだったから黙っていた。

　すると視線の先の馬鹿が、何故なぜかポーズを作りながら、

「いいか？　学生主体の今のこの世界、全ての決定権は教きよう導どう院いんにあるんだぜ？　ホライゾン、学生じゃないじゃん。それに、三み河かわの君くん主しゆは武蔵むさしに乗るの禁じられてるだろ？」

「三河は消しよう失しつしたから君主が武蔵に避ひ難なんするのには問題ないし、ホライゾンが学生じゃないというなら、教導院に入学させればいいじゃないか」

「ホライゾン、……試験に受かるのかなあ？」

　葵が言うと、左さ舷げん側から女性陣じんのブーイングが来た。浅あさ間まが代表して、

「今の、すっごく失しつ礼れいです!!　ですよね皆!?　ね──!?」

「ああ？　何だ浅間！　オマエこそ純粋な俺に対して巨きよ乳にゆうを毎まい度ど毎度見せて失礼千せん万ばんなくせに！　こう、こう視し界かいから外そうとしても入り込んでくる胸は、いいですか？　無言のエロ暴力です。仕方ないから俺が他の人間の分も凝ぎよう視ししてオマエの罪を軽くしてやってんだぞ！」

「ええと、弓、弓はどこにあったでしょうかね……」

「段階飛とび越すなよオマエ!!」

「……葵あおい、お前はどうしてそう仲間割われが好きなんだ」

　半はん目めになるのを自覚しながら、己はこう言った。

「別に、試験なんて要いらないだろ？」

「おいおい」

　葵が手をひらひらさせながら、こう言った、

「裏うら口ぐち入学は東よだけにしとけよ」
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　狭い六畳じようの部屋の中、少女の手を握ることでベッドに川の字になっていた東とミリアムの内、ミリアムが、ヘッドスペースに展開した東あずまの表示枠サインフレームを見て、

「東、まさか貴方あなた……」

「余よ、余は違うよ!?　あれ、葵あおい君の笑えないギャグだよ！」

『さあ、葵選手まさかの攻撃です。東様さま本人がおられないため、正まさ純ずみ選手苦くるしい時間帯たいです』

「……まあ、ここにいる本人が言うんだから、信じてあげるわ」

　と、ミリアムが言ったときだ。

「……うらぐち？」

　声が、二人の間から響ひびいた。少女が、目を開けたのだ。

　東とミリアムは顔を見合わせ、少女の、焦点の定まっていない瞳ひとみを見る。ミリアムの方が、

「……解わかる？　どう？」

　問いかけに、少女はミリアムを見た。しかし少女は小こ首くびを傾かしげ、

「だれ……？」

　ミリアムは、声を立てぬ苦く笑しようを顔に作る。すると東が少女に対し、

「ママはどこ？　解る？」

　問われ、少女は宙を見た。少女はそのまま考えて、数秒して、やがて首を横に振り、目め尻じりに涙のような淡い光のしずくを浮かべ、

「ママ……」

「あ、こら東、何なに追いつめてんのよ、もう」

　ミリアムが、少女の肩に手を寄せ、ゆっくりと引き寄せた。

　たどたどしい動きだったが、少女は東の手を握ったまま、しかしミリアムに抱かれる。

　押し殺した泣き声と、えずく動きにミリアムが頷うなずきを返し、

「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫よ」

　うん、と言って半なかば沈み込むようにしがみついてくる少女に対し、ミリアムが頷きを返す。

「ママよ。ママでいるから」

　ミリアムはそう言って少女の背を抱き、そして少し視線を挙げた。眉まゆ尻じりを下げた顔で、彼女は東を見て、

「ほら、パパ？　どうしたの？」

「え？　余、余は──」

「東」

　ミリアムは、小さな笑えみで目を細め、以前の東がミリアムの手を催さい促そくしたのと同じ口く調ちようを使ってこう言った。

「頼むわよ、東」

　う、と言葉を詰めた東は、ややあってから観かん念ねんしたように、少女の手を改めて握り、

「パパです……」

　ん、と少女がミリアムの腕の中で頷うなずく。

　そしてミリアムが、口の動きで東あずまに問うた。視線で表示枠サインフレームを示しながら、

「……貴方あなた、編へん入にゆう試験を受けたの？」

「受けたよ？　他の方法もあったんだけどね」

「……それって、裏うら口ぐち？」

　そうじゃないよ、と慌あわてて東は首を横に振る。

「あるんだよ。……編入試験以い外がいにも、教きよう導どう院いんに入る他の方法が」
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「──そうさ。別に、編入の際に学がく問もん試験を受けなくても、入学は出来るんだよ」

　と、正まさ純ずみは午後の空の下で言った。そのセリフに対し、葵あおいが首を傾かしげて、

「マジに？　筆ひつ記き試験以外、……他、どんな編入があったかよ？」

　彼の問いかけに、対するこちらは即そく答とうした。

「一いち芸げい試験」

　告げた台詞せりふで生まれた沈ちん黙もくに、己は内心で頷うなずきを得る。

　……武蔵むさしでは、あまり前ぜん例れいがないことだからな……。

　だが、戦せん闘とう系けい、術じゆつ式しき系、ほか、芸術活動などに優れた人間。または人間に限らず、異い族ぞくなどが用いる試験方法だ。自分のクラスだと、

「ははは、ネンジ君、僕達がそうだよね！」

『ああ、吾わが輩はい達は、存在自じ体たいが貴き重ちようであるからな……！』

「ところがハッサンは違うんですネー。平へい凡ぼんですネー。つまり中ちゆう辛からですネー」

　最後は聞いてない。ともあれ一芸試験ならば、ホライゾンも入学可能なはずだ。だが、

「おいおい、ホライゾンの一芸って、何だよ？　パン屋の店員か？」

「解わからないのか？　──大罪武装ロイズモイ・オプロだよ」

　随ずい分ぶんなことを言っているな、と思いつつ、

「世界で九つしかない大罪武装、所有者かつそのものであるということは、一芸として充分に価あたいする。そうじゃないか？」
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　三征西班牙トレス・エスパニアの天てん幕まくの前、ポップコーンの袋ふくろから箸はしで中身を摘つまんでいた誾ぎんが、

「……無む茶ちや苦く茶ちやですね」

「でも誾さん、考え方としては有りですよ。確かに大罪武装は、貴重ですし」

「Ｔｅｓテスタメント．、──つまり宗むね茂しげ様は、三征西班牙から、武蔵に転校したいのですね？」

「い、いや、そんなつもりは……」

　狼狽うろたえた宗むね茂しげを、皆が半はん目めで見る。

　その中央、誾ぎんが箸はしで摘つまんだポップコーンを宗茂の口元に突き出す。

　皆の半目が細ほそ目めになる中、宗茂はわずかに引き、しかし追ってくる箸を見て、

「誾さん、こ、これは──」

「敵てき前ぜん逃亡は赦ゆるしません」

　すると、展開していた表示枠カデナフイルマが、武蔵むさしアリアダストの副会長を映した。

『──聖せい連れんから派遣された武蔵王おうに対し、学生としての松まつ平だいら君くん主しゆは上になる。学生であることもだが、武蔵は松平領りよう地ちの一部でしかないからな』

　それはつまり、と副会長が述べ、皆がそちらに注目したとき、宗茂は差し出されたポップコーンを口にした。

　あ、と大事な一いつ瞬しゆんを見逃した誾が眉まゆを立てるのに対し、宗茂は、

「ま、まあ、ちょっと話を聞きましょうよ。何しろこの人達は、──私達の敵になるかもしれないんですから」
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「つまりだな」

　と正まさ純ずみは改めて言った。皆に見えるよう、腕を軽く広げ、何かを受け入れるポーズを作り、

「ホライゾンを武蔵に取り戻すことは、極きよく東とうが、他国からの干渉無なしの支配者を迎えて主しゆ権けんを確保し、ようやく他国と対等になれるということだ」

「でもさあ」

　葵あおいが首を傾かしげた。

「それって、聖連は意い地じでも止めたいんじゃね？」

「ああ、だから止めに来てるだろ？　極東が主権を持ったら簡単に支し配はい出来なくなるから。

　──だから、〝ホライゾンを救わない〟というのは、〝私達は主権を欲しません。支配を受け入れます〟って言っているのと同じなんだ」

　聖連からすれば、こっちの主権は厄やつ介かいなものでしかない。何故なぜならば、

「もし極東が主権を主張した場合、各地の暫ざん定てい支配を行うことが出来なくなり、──他国はこの極東の島から出て行かざるを得なくなる。

　だが、外がい界かい、海の向こうは未み開拓の過か酷こくな環境の世界だ。そこに追い出されるのは、他国としては避けたいところだろう。

　だから彼らは、私達の主権を認めない。重じゆう奏そう統合争そう乱らんの和わ平へい条約を持ち出し、私達の権利が否定されていることを主張するだろう。極東が主権の獲かく得とくをするのは条約違い反はんだ、と」

　つまり、

「私達がホライゾンを救って主権を主張しても、それは、条約違反を掲げてこちらを断だん罪ざいする聖せい連れんと、暫ざん定てい支配からの解放を謳うたう私達の、生せい存ぞん競争を経た上で認められるものになるだろう。そう言う意味では──」

　肩をすくめ、己は言った。

「ホライゾンを救って主しゆ権けんを得ようとするのは、諸もろ刃はの剣けんではある」
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　成なる程ほどなあ、と、本日幾いく度どめかの頷うなずきを葵あおいが行うのを正純は見た。

　うんうん、と頷いていた葵は、しかしいきなり右の人ひと差さし指ゆびを立てて見せる。

「じゃあ、ホライゾンを救えば、……戦争は必然なわけだな？」

　だったら、と、葵は新しいカンニングペーパーを懐ふところから出した。

　そして彼は、皆に対してカンニングペーパーをかざすと、

「では、──商人！　小こ西にし君からの質問です！」

　葵が、質問を読んだ。

「姫を救い、極きよく東とうの主権を確立しても、戦争が起きれば死人が出るかもしれません。そのあたり、どのような考えを持っておりますか。──ハイ、セージュン君の答え!?」

「お前はいつから司し会かい者になった……」

　言いつつ、こちらは考える。

　……死人、か。

　争えば必ず生まれるものだ。死人が生まれるとは妙みような言い方だと思いつつ、しかし正純はふと気づく。今の質問にも、やはり妙な部分があった、と。

　それは、質問の出題者のこと。

　……小西家は旧派カトリツクに改かい教きようした極東商人の家系だっけか。

　金を勘かん定じようする商人が、何故なぜ、戦争による死者のことを問うのか。それは、

　……つまりは、〝数〟の算さん定ていと比較か。

　成程、と自分は思い、質問の意い図とを悟さとった上でこう言った。

「葵、戦争をすれば戦死者が出る。これは基本だよな？

　だが、葵、お前は、──戦争を回避した場合の〝戦死者〟を考えたことがあるか？」

「あ？　戦争を回避したのに、……戦死者が出るのか？」
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　正純は、葵の問いかけに頷いた。

「ああ、戦争を回避しても出るんだよ、戦死者ってのは」

　言いつつ、思う。これは、父親達への反抗になっているぞ、と。

　しかし、言葉を止めることは出来ない。この意見は、こちら側として必要なことなのだから。

「いいか？　極きよく東とうの金きん融ゆうにある各かく居きよ留りゆう地ちの予算は、現在全すべて凍とう結けつさせられている。それはいずれ聖せい連れんに奪われる。そして今は四月だ。

　……意味が解わかるか？

　極東においては、年度が始まったばかりで、居留地の予算が手つかずに近い状態だった、ってことなんだよ。だが、その予算を今、聖連に大部分差さし押おさえられてしまったんだ」

　解るか？　とこちらは言った。

「各居留地は、今、最も金がない状態になっている。

　そして公的な事業や、病院、防犯、上じよう下げ水すい道どうなどいろいろが……、今後、公こう的てき予算の投入が全く無い状態になってストップするんだ。──この場合、特に医い療りようが問題だ。病院が動けなければ、有効な治ち療りようは出来ず、薬すら手に入らない」

　更さらには、

「居留地内ないの金の総量が少なくなれば、人が持てる金が少なくなり、貧困が始まる。居留地内ないの金を多くするには外がい貨かを稼かせぐ必要があるが、──金のない状態ではろくに生産も出来ない」

「だとすると──」

「貧困は時間によって酷ひどくなり、生活が保てなくなった人々から死に近づいていく。これが、今回における戦争を回かい避ひした場合の〝戦せん死し者〟だ」

「じゃ、じゃあ」

　葵あおいが、抗あらがうようにこう言った。

「もはや居留地を畳たたんで、帰き化かしちまえばいいじゃん」

「それが聖連の狙ねらいだよな」

　正純は、頷うなずいた。

「帰化の際、きっと聖連は援助する。改かい教きようや、言語の問題のクリアなどをな。そうすることによって、聖連には大きな利益があるんだ」

「利益？　帰化の人間を大量に受け入れたら、大変で損なんじゃねえの？」

「そうでもないぞ？　奴ど隷れい並なみに安い労働力が確かく保ほ出来るし、重じゆう奏そう領りよう域いきの住み分け問題なども強ごう引いんにクリア出来る。そして何よりも、──極東には技術がある」

 　腕を空に大きく広げながら、自分の言葉を続けた。

「武蔵むさしというこの巨大な航こう空くう艦かんを忘れたか？　──聖せい譜ふ記述にある極東神しん話わの天アマツ鳥トリ舟フネなどを再現するがため、極東は他国に比較して航空船せんとその関係分ぶん野やが大きく発達しているんだ」

　言う。

「他国が最も欲しているのが、この航空船の技術だ」
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　武蔵の人々は、正純の声を、それぞれの場所で聞いた。

『極きよく東とうが重じゆう奏そう統合争そう乱らんによって暫ざん定てい支配された後、極東は領りよう土どとしての武蔵むさしを作り上げた。

　これは他国を参加させ、航こう空くう船せん技術を供きよう与よすることで争乱の交渉を有利に進めるものだった。そして武蔵は各かつ国こく間の境きよう界かい線せん上を行く貿易船せんとなり、しかし武装類るいの研究開かい発はつから解放されることで、航空分ぶん野やの更さらなる発展に注力した。……極東の大だい企業組合であり、武蔵建けん造ぞうの中心となったIZUMOが、名前の通り、空を司つかさどる分野に強かったせいもあるだろう』

　皆は聞く。

『だが、十年前の武蔵大だい改かい装そうで用いられた技術は、三み河かわがP.A.ODAと同どう盟めいしていたがため、聖せい連れんに供与されていない。強力なステルス性能と緊きん急きゆう時用の重力制せい御ぎよ航こう行こうシステムが、な。

　だから今、それらの技術を他国は欲しがっているぞ？

　たとえば、K.P.A.ItaliaのK.は、KUREのこと、……極東における、航空船産さん業ぎようではIZUMOと並ぶ呉くれのことだ。内ない海かい派のK.P.A.Italiaは大だい航こう海かい時代における衰すい退たいを予期し、呉を押さえることで各国の造ぞう船せんにおける収入を確保したが、ならば今の武蔵の技術は喉のどから手が出るほどに欲しいだろうな。更さらに他にも──』
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　三征西班牙トレス・エスパニアの天てん幕まくにおいて、宗むね茂しげや誾ぎん達は、正まさ純ずみの言葉に息を潜ひそめていた。

『歴史再さい現げんに拠よれば、近い内、三征西班牙と英イギ国リスは戦争状態に入る。その決戦において、三征西班牙は百三十の艦かん船せんからなる無敵艦隊〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟を出す』

　だが、

『歴史再現に従うならば、後に〝無敵艦隊アルマダ〟と皮肉される〝超祝福艦隊〟は敗北する。それを行うため、英国は、以前よりIZUMOからの技術供与を受けているよな』

　誾が、小さく頷うなずいた。

「……英国は、極東の領土として用意された対馬つしまを狭いとし、そこに国を設けておらず、重奏神しん州しゆうから持ち込んだ浮ふ遊ゆう島とうを領りよう土どとしています。ゆえに、英国は、重奏統合争乱で極東と各国の橋渡し役となり、武蔵建造や、その後においてもIZUMOなどと繫つながりが深いのです」

　だが、と通つう神しんから聞こえる武蔵副ふく会長の声が、こう言った。

『極東の技術力を得ている英国に対し、三征西班牙はただ負けることを考えていないだろう。戦争に勝利して真の〝無敵艦隊〟を成立させ、しかし敢あえて自ら〝降こう伏ふく〟することで、歴史再現を守りながらも政治的勝しよう利りを得たいと、そう考えている筈はずだ。

　そして〝無敵艦隊〟を拡かく充じゆう強化する技術があれば、後の覇は権けんも叶かなえられる、とも』
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　武蔵の接せつ岸がんする専用陸りく港みなと。その艀はしけから武蔵に至る桟さん橋ばしの上では、酒さか井いと〝武蔵〟、〝品しな川がわ〟が武蔵側の受け入れ口へと歩いていた。

　谷底から吹き上げる風に衣服を揺らす三人の耳に届くのは、武蔵むさしから漏れる正まさ純ずみの声で、

『更さらに言えば、航こう空くう船せんは陸上物ぶつ資しや人員の輸送も可能。三十年戦争を控えたM.H.R.R.神聖ローマ帝国や六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはもとより、清しんや露西亜ロシアとても技術が欲しいだろう。高山を越えることが出来る船は世界でも希まれで、今の武蔵はそれを叶かなえているんだ』

〝武蔵〟が、顔を上げた。己おのれの本体ともいえる巨大な船せん影えいを見上げると同時に、

「……正純様は、意い外がいと私どもについて詳しいのですね。重力制せい御ぎよ航こう法ほうなど、起き動どう条件が厳きびしくてまず滅めつ多たに使ったことが無いというのに」

「正純君は結けつ構こうオタクっぽいところがあるんだよね」

　酒さか井いが笑えみで言っている間に、風と共に声が来た。

『極東から聖せい連れんへの帰き化かを行うことによって、聖連は、武蔵のような艦かん船せんを造り、運用する方法や、技術、そして寄き港こうや燃料の確かく保ほ技術などを全て手に入れることになる。長い年月を掛けて国内で研究開発するより、遙かに少ない費用と日数で知識と技術の獲かく得とくが済むだろうな』
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「じゃあ」

　と、葵あおいが言った。

「俺達、それでいいんじゃね？　技術持って凱がい旋せんしてさ。さっきネイトが言ってたけど、市民革命も一緒につけてけば、かなりいい御ご身分じゃね？　万ばん々ばん歳ざいじゃね？」

「技術者と航空船関かん係けい分野の者達はな。──他の者達がどうなるかは解わからない。革命の事実を持ち込もうとする場合、貧困の居きよ留りゆう地ちに封じられる可能性だってある」

　いいか？　と、わざとらしい笑みを作ってこちらは言った。

「更さらに、……その状況が成立するまで、居留地の貧困は進むんだぞ？　帰化や改かい教きようを嫌う者達の反抗もあるだろうし、それらによって、たとえ戦争をせずとも、死者が出る。

　それも、学生ではなく、一般の市民の中からの死者が、全ての居留地から出るんだ」

　正純は、両の腕を広げた。解るか？　と幾いく度ど目めかの前置きをして、

「ホライゾンを救わず、戦争を回かい避ひしたつもりが、そのツケを各居留地に支払わせることになる。それが戦争を回避して生まれる戦死者だ。……戦争によって直接の死者が出なければ、福ふく祉しの不備や貧困で死者が出てもいいと言うのか？　それは、目に見える死者を避けようとして、見えないところで生まれる死者は〝仕方ない〟とすることだぞ!?」

　そのまま、こちらは言葉で踏み込もうとした。だが、

「おいおい待てよ」

　葵が、制止のために広げた右手を突き出してきた。

　彼はカンニングペーパーを幾いく枚まいか懐ふところから出し、その一枚を眼前に掲げた。

「ええと、つまり、……戦争しなくてもその選択によって死者が出るということだよな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その通りだ。──開かい戦せん的てき状況を前にして、戦争をしなければ平和だ、というのは、未来に目をつぶった言い訳にしか過ぎない」

　そうか、と、正面で葵あおいが頷うなずいた。

　だが、彼は、次の瞬しゆん間かんにこう言ったのだ。

「じゃあ、聞きたいぜ」

「──何をだ？」

「ホライゾンを救わなければ、支配は進み、戦わなくても死者が出る。

　しかし救いに行っても戦争になる。

　選択は二つだ。緩やかな支配に向かうか、逆らって自由か支配かを勝負してみるか。

　だったら──」

　と、葵がいきなり懐ふところから新しいカンニングペーパーを取り出した。

　次の瞬間。己は、葵の告げる名前を聞いた。

「政治家！　──正まさ信のぶ君の質問です！」

「……!?」

　父の名前に、心しん臓ぞうが高い音を立てる。

　そして続くタイミングで、自分は父の疑問を聞いた。それは、

「もし、姫ホライゾンを救いに行くならば、条約違い反はんなどと言われる主しゆ権けん問題ではなく、──聖せい連れんに対して正当に提てい示じ出来る大たい義ぎ名めい分ぶんを提示して貰もらいたい。

　姫を救いに行く正義の理由。──彼女を自じ害がいさせる聖連が悪だと示す理由は何だ？」
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「──いい質問と、要求だ」

　K.P.A.Italiaの船、栄光丸レーニヨ・ユニートのデッキ上で、インノケンティウスがつぶやいた。

「今、俺達にとって最も厄やつ介かいなのは、極きよく東とうが自分達にだけ通じる正義を謳うたうことではない。

　極東を支配する俺達こそが悪だと、世界に通じる理り屈くつでそう言われることだ」

　何故なぜならば、

「支配者は、自分達が悪となることを極度に恐れる。

　だからそうなった場合、極東側に対し、味方に付くことで自分達は悪ではないと示し、保ほ身しんしようとする国が出るからな」

　なあ、とインノケンティウスは、横に立つガリレオに口くち端はの笑えみを見せた。

「二十数年前、俺は、──それを極東にやられて負けたんだ」

　インノケンティウスは、身を起こした。正面、表示枠コルテチエフイルマに視線を向け、

「さあ、どうする。自分達にだけ通じる都つ合ごうを述べるのではなく、こちらに一いち撃げきを与える言葉を作ることが出来るか？　もしそれが出来るなら──」

　一息。

「今の極きよく東とうは、正まさしく、二十年前からのリアルタイムで俺の敵だ」
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　正まさ純ずみは理解する。

　……正義、か。

　今まで、極東側がわの立場でものを言い続けてきた。

　だが、その意見は、極東側に利するものであって、聖せい連れん側からすれば悪でしかない。

　聖連側に意見を通すならば、〝聖連側を糾ただす〟という姿勢が必要だ。

　聖連側のしていることは間違っていると、聖連側もそう思える意見を提てい示じ出来るならば、全面戦争の回かい避ひは可能だろう。

　少なくとも、同意を得た国は、こちらに敵対をしないのだから。

　……だけど。

　自分は思う。

　……そのような正義が、あるだろうか。

　その疑問に追い打ちを掛けるように、声が聞こえた。

　正面。葵あおいが、カンニングペーパーに書いてある言葉を読み始めたのだ。

　告げられる言葉は、葵の声だが、口く調ちようは父のもので、

「──戦争を始めてしまえば、両者が講こう和わするまで、それを続けることになる。

　言い換えるなら、どちらかが全ぜん滅めつするまで続けることだって出来る。

　その際、各かく居きよ留りゆう地ちは間違いなく人ひと質じちに取られるだろう」

　更さらには、

「姫の〝自じ害がい〟は、この時代の君くん主しゆとして当然のことだ。それを差し止めれば、各かつ国こくからの非ひ難なんは避けられない。味方はいなくなり、滅ほろびるまで戦い続けることになる筈はずだ」

　だから、

「姫を救うことに対し、聖連側も納なつ得とく出来る正義を提てい示じ出来なければ、全てが敵に回る」

　ゆえに、父は問う。

「あるのか？　姫を救う大たい義ぎ名めい分ぶん。──正義の言葉が」

　その問いに、己は息を飲んだ。

　……それは──。

「未み熟じゆくなお前に、それが言えるのか!?」

　葵の叫びに、全身が震えた。

　すくみ、息を詰めた身からは、一いつ瞬しゆんだけ力が抜ける。

　身み構がまえるようにしていた両手が下がり、腰の両横よこに力無なく下がった。

　浅いうつむきを得れば、まるで[image: ]しかられているような姿勢だと、自分でも思う。

　だが、腰こし横よこ、左手が、あるものに触れていた。

　それは、一つの乾いた音を立てる。

　直後。左さ舷げん側から声がした。小さくも鋭い響ひびきは、鈴すずの、

「正まさ……、純ずみ……!?」
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　鈴は、肩を揺らして正純へと身を向けた。

　生徒会や総そう長ちよう連合の皆の中、浅あさ間まに支えられた彼女は、正純のいる橋きよう上じようを見上げ、

「──あ、あの、ま、正純、──正純！」

　鈴が、声を上げた。

「服、今、手が、当た、当たって、……音、音がしたの！」

　橋の上、正純がこちらに振り向く。ゆっくりと、力なく、どうした？　という顔で。

　それに対し、鈴が言う。

「紙……、紙の音！」

　告げた言葉に、鈴を支える浅間が、はっとした顔を上げる。彼女は呆ぼう然ぜんとこちらを見る正純に対し、疑問の色を付けた言葉で、

「まさか、正純も、トーリ君みたいにカンニングペーパー持ってるんですか!?」

　問いかけに、正純の表情が変わった。正純は眉まゆを跳ね上げ、口を横に開き、何かを言おうとして、だが、慌あわてて腰のポケットバインダーに手を突っ込むと、

「こ、これは……」

　取り出したのは、握りつぶした紙だ。メモなのか、何かが書いてある。

　しかし正純は、広げもせず、

「これは──」

　両手でつかみ、その肘ひじに力を込めた。右肘を上へ、左肘を下へ、まるで破るように。

「これは……！」
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　正純は、取り出した紙し片へんを破ろうとした。

　これは、今日の未み明めいに、自分でまとめた今回の件に対する対たい処しよ策さくのメモだ。

　暫ざん定てい議会の秘ひ書しよ達から得た情報や、自分の判断を元に、己おのれで考えた対策が書いてある。

　そこには、

　……確かに、書いてある。

　今回の件の対策。大たい義ぎ名めい分ぶんや正義を得るための方法なども全てあり、更さらにはそれを得た後、武蔵むさしや自分達がどうすべきか、先の対策なども全て書いてある。

　何もかも、自分で考えた自分の言葉だ。だが、己おのれの中には、ある疑ぎ念ねんが存在している。

　……未み熟じゆくな私に、それが言えるのか!?

　襲しゆう名めいが出来ず、政治家とは何かを疑問していて、女であることも半なかば隠かくして生活している。

　そんな、不備と疑問と偽にせ物もののような自分の意見が、確かにあったとしても、

　……これが通用すると、何の確かく証しようがあって言える!?

　父は間違いなく、こちらの思いを見み透すかしている。こちらが自分なりの意見をまとめていることも見通しているだろう。だから、警けい告こくのような問いかけを、葵あおいを通じて行ったのだ。

　今の警告の意図はよく解わかる。もしここで己の未熟を無視して踏み込めば、

　……私の将来は、無くなると言うことか。

　父や、その周囲の人々の後うしろ盾だては消え、将来への道が閉ざされる。

　襲名に失敗した上で、政治家への道も絶たれるのだ。

　だから自分は、手にしたメモに手を掛けた。

　要いらない思し考こうだ。

　こんな、未熟を鑑かんがみないものがあるから、自分に嘆なげき、憤いきどおり、余よ計けいな感情や夢を見る。

　これを破ってしまえば、父達は受け入れてくれて、全てが元通りになる。ゆえに、

「これは……!!」

　破り捨てようとした。そのときだった。

　不意に、正面から音がした。

　紙を破る音。葵が、手にしたカンニングペーパーを破り捨てたのだ。

「……!?」

　どういうことだ、と思った眼前、わずかに眉まゆを立てた葵がいる。

　そして、わずかに俯うつむいたままこちらの視し界かいに、彼が入ってきた。

　距離を取ったまま、しかし葵はしゃがんでこちらの顔を下から覗のぞき込み、

「馬鹿だなオマエ。──俺は、オマエの答えが聞きたいんだよ」
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　答え。葵が聞きたいというもの。

「それは──」

「言ったろ？　俺は頭が悪くて、何も出来なくて、答えが出せねえ。

　他の連れん中ちゆうもそうだ。守しゆ銭せん奴どは金の勘かん定じようしか出来ねえ。眼鏡めがね作家は歴史とかの話しか出来ねえ。

　──政治の話が出来るの、オマエしかいねえんだよ」

　だから、

「──オマエがここで、オマエの答えを言わなくて、どうすんだよ？」

「だ」

「だけど、じゃねえだろ？」

　葵あおいが座り込み、破ったカンニングペーパーの散らばりを自分の目の前の床に叩たたきつけた。

「オマエは、──いいか!?」

　指さし付きのいきなりの叫びが、こちらの身を震わせた。

　……一体──。

　一体、この馬鹿は、何をいきなり怒り出しているのか。

　こちらは敵だ。そうだというのに、この馬鹿は、

「いいかあ？」

　葵が声を挙げた。

「オマエは！　オマエは俺達の教きよう導どう院いんの副会長なんだぞ！」

「────」

「いいか？　オマエは、今、俺達の中で唯ゆい一いつ権けん限げん持ってる人間なんだ。

　解わかるか!?　──俺が今、何言っても結局は権限無なしで意味がねえ！

　だがよ？　オマエは違う。オマエは暫ざん定てい議会の代表のつもりでいるかもしんねえけど、俺達の副会長で──」

　聞いた。

「オマエは俺達の代表だ！　だからオマエの答えを言え!!」

　叫びが、身体からだを震わせた。

　……私は──。

　どうしたい。

　解らない。

　迷ってばかりで、嘆なげいてばかりで、自分勝かつ手てに浸ひたっていて。

　だが、今、この場で自分は、

　……私は──。

「私は……！」

　口を開き、何かを言おうとした。

　その動きに応じるかのように、声が届いた。

『まさずみ』

　それは意志の言葉。声として通じるが、意志の投げかけだ。

　そんな意志疎そ通つうの能力の持ち主は、

「まさか──」

　己は、葵と一緒に、声のした方に振り向いた。

　艦かん首しゆ側、階段の半なかば。そこを、桶おけを手にしたアデーレがやってくる。彼女は、足に着けた従じゆう士し用機き動どう殻かくの脚きやく部ぶ基礎パーツに音を立てさせながら、

「あ、ひょっとして取り込み中だったりしましたか？　あの、総そう長ちように頼まれた通りに、まあやってきたわけですけど……」

　上がってくる。そしてアデーレは、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみで、こちらと葵あおいを交こう互ごに見た。

　葵が笑う。アデーレに対して、こちらを手で示し、しかし桶おけに向かって、

「頼むわ」

　言葉と共に、桶の中から、縁ふちに、それが上がってきた。

『まさずみ』

　それは、黒くろ藻もの獣けものだった。
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「あれって……、下げ水すいの」

　浅あさ間まの言葉に、頰ほおに絆ばん創そう膏こうを当てた直なお政まさが頷うなずく。ああ、と言葉を作った彼女は、

「……たまに、うちらがアレの詰まった浄じよう化かポッドの入れ替え担当すんだよね。あまり人に懐なつかないと言うか、自分達が汚れてるの解わかってて、迷めい惑わくだろうって思ってるらしくてさ。お互い、挨あい拶さつ程度で距離取とろうとしてるもんだけど……」

　小さく笑えみを彼女は作った。

「名前で呼ばれるなんて、あたしゃ聞いたこともないよ」
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　正まさ純ずみは、黒藻の獣の感覚器きと、視線を合わせる。

　浅いうつむきで充分な角度だ。アデーレが突き出す桶の中には、汚お水すい代わりなのか、墨すみを突っ込んだ水があり、黒藻の獣が他にも数すう匹ひき浮いたり沈んだりしている。

　そして縁に上がった一匹が、

『まさずみ』

　また、名を呼び、しかし、

『あ』

　バランスを崩して、縁から外に転げ落ちた。

　だが、その黒に汚れた身を、正純は反射的な動きで、

「と」

　両手で受け止める。

　摑つかんでいた紙に、湿しめった音が乗り、書いてあったものを潰つぶすように黒の水が広がり、しかし、

『ありがと』

「……気にするな」

　黒くろ藻もの獣けもの。いつもホライゾンの足の陰からこちらを見ていたようだったが、話しかけられるのは初めてだ。だから、

「どうしたんだ、今日は」

『たすけて』

「何を？」

『ほらいぞん』

「────」

　思わず言葉を失ったこちらに対し、黒藻の獣が台詞せりふを作る。

『たすけて　ともだち』

　桶おけの縁ふちに、内側にいた数すう匹ひきも上がってきて、

『ほらいぞん　いっていたの』

「……何を？」

『まさずみ　せいじか』『せいじか　ひと　たすけるの』『ぜーきん　ひきかえ』

　連続される言葉とともに、こちらの手の上に載った一匹が、身み震ぶるいをした。そしてその一匹は、こちらの手の上に小さな石を出した。それは、硝子ガラスにも似た透とう明めいなもので、

　……汚お水すいの中で、ゴミではないために、彼らが分ぶん解かい出来ず、固めたものか。

『さんねんぶん　おしごと　けっか』『これじゃ　たりない？』『もっと　いる？　だめ？』『ほらいぞん　たすけるの　どうすれば　いい？』

「それは──」

『たすけて』

　聞いた。

『たすけて　まさずみ』
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　聞こえた言葉が、身に響ひびく。

　……くそ。

　正まさ純ずみは思う。自分は、一いつ体たい何をしてきて、何をしていて、何をしたいのだろうかと。

　ただ、解わかったことがある。それは、再び聞こえる、

『ほらいぞん　たすけるの　どうすれば　いい？』

　その言葉に、自分は、

「────」

　決めて、動いた。まずすべきはゆっくりと、手の上の黒藻の獣を桶に移し、

『まさずみ？』

　問いかけに対し、己は無言で手の上に残った石を手に取る。すると黒藻の獣が、

『かみ　よごれた』『……ごめん　よめない』『かいてあるの　よめなく　した』

「いいんだ。読もうと思えばまだ読めるし。それに……」

　告げて、汚れた手の中に石を握り、逆の手で潰つぶした紙を、やはり握り潰し、桶おけに入れる。

「いいんだよ。喰ってもいいぞ？　──何故なぜならば、私の意志はもうそちらを向いたから」

　ああ、と、心の中でつぶやきだけが生まれた。

　……私は、どうしたい？

　自分への問いかけに、己は答えた。

「政治家だったら、救えるのかな」

　かつての自分、先日までの自分、無む目的で、ただ政治家になりたいと言っていただけの自分に対して自分は思いを走らせ、しかし、初めて自覚した。

「そうだよな」

　失われかけている命を救たすけたい。

　それについては、昔の自分であっても、同じことを思える筈はずだ。だから、己おのれに問いかける。

　……何のために政治をしたい？

「答えるよ」

　顔を上げ、その軌き道どうの途中で、座っている葵あおいと視線を合わせ、

「葵・トーリ、私は、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの代表か？」

「ああ、そうに決まってんじゃねえか」

　そうか、と自分は会え釈しやくした。

「では、今の問いかけについて、答えよう。

　要は、ホライゾンを救うことに聖せい連れんも共きよう有ゆう出来る正当性を与えることで、彼女の救きゆう出しゆつによって発生する戦争や、居きよ留りゆう地ちに対する被害を防ぎたいということだな？」

「ああ、その通りだ。その答えを、俺にくれ」

　ならば、と己は言った。葵から視線を外し、艦かん首しゆの方を見る。

　アデーレが黒くろ藻もの獣けものの桶を手に、こちらの視線から退のく。そして空あいたスペースから見ることの出来る全ての武蔵の人々に対し、自分は口を開いた。

　言う。朝に考え、メモにした、今回の件への対策。その始まりとなるのは、

「ホライゾン・アリアダストを救う理由、大たい義ぎ名めい分ぶんとなる正義はある。まずそれは──」

　言った。

「彼女が、三み河かわの君くん主しゆとして責任を取る必要はないということだ」
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　三征西班牙トレス・エスパニアの天てん幕まく前では、皆が表示枠カドレフイルマに注視していた。

　それぞれ、ポップコーンの袋ふくろに手を突っ込む動きを止め、

「それは……」

『昨夜、三み河かわ君くん主しゆである元もと信のぶ公こうは三河消しよう失しつを行い、それによって死亡した。

　が、これは自じ害がいと見なされず、三河消失の一いつ環かんと捉とらえられている。

　ゆえに責任は、次の君主に持ち越されたわけだな？』

　だが、

『元信公が死亡した際、ホライゾン・アリアダストは嫡ちやく子しではなかった。

　──そうだな？　浅あさ間ま。略りやく式しき相そう続ぞく確認は、その後、今け朝さ方がただったはずだ、違うか？』

『あ、は、はい、そうです』

　画面の外から、少女の答える声が届いてきた。

『神しん道とう奏そう者しやの場合、相続の確認などは神しん前ぜんで行うことになりますが、三河の神じん社じやも消失したため、三河の君主としての相続確認は聖せい連れん側の連れてこられている神道術じゆつ者しやが行ったそうです。──K.P.A.Italiaなので安あ芸き、厳いつく島しま神社の協力者ということになります。そしてホライゾンは武蔵むさし住人であるため、彼女を氏うじ子こ二級契けい約やくする浅間神社にはその報告が来ました』

　彼女のセリフに、宗むね茂しげと誾ぎんが、画面に視線を向けたまま言葉を作る。

「安芸ですか、格かく式しきある神社ですね。──浮ふ上じよう島とうに設けられているため、難なん攻こう不ふ落らくだとか」

「今は教皇総長パパ・スコウラの要よう塞さいですよ、あれは」

『では言おう』

　と、画面の中で、副会長が右の手を左から右に払った。

『ホライゾン・アリアダストは過去の記き憶おくが無く、武蔵の住人として生活していた。

　だから彼女は、三河の消失には一いつ切さい関わっていない。

　──それが何故なぜ、三河消失の責任をとらなければならない？』

『それは──』

　と、画面が総長を映す。眉まゆをひそめた総長は、新しいカンニングペーパーを見て、

『君主だからしょうがねえんじゃねえの？』

『そうでもないぞ？』

　副会長は、一度だけ総長の方を見たが、またこちらの方、画面を見た。

　誾が、わずかに片かた眉まゆを挙げ、

「……副会長、先ほどから変わりましたよね。まるでこちらに対して述べているようです」

「やはりそう思いますか？」

　宗茂が問うが、誾は頷うなずくだけで、それ以上の言葉を言わない。

　この副会長は、一体、誰に対してものを言って、伝えようとしているのか。

　解わからない。今の段階では、思い違いかもしれない。

　だが、副会長はこちらに対して、再び指を立てた。

『自分の与あずかり知らぬこと、それも自分が管理もしてないことに対して責任をとれというならば、……もしホライゾンがいなかったら、誰が責任をとることになったのだ？

　ホライゾンを含み、誰も三み河かわ消しよう失しつが起きるなんてことを知らなかったんだぞ!?　知っていた者達は、三河と共に消失した。ならば、誰が責任をとるのだ？　──意味が解わかるか？』

「────」

『解るか？　事件に対して無関係な人間、先日まで何も知らずに生きていた人間が、それなのに今、いきなり嫡ちやく子しにさせられ、責任を取らされそうになっている！

　よく考えろ。聖せい連れんの今のやり方が通るなら、ホライゾンがいない場合であっても、聖連によって三河の君主にさせられた誰かが〝自じ害がい〟しなければならないんだ。

　──そう、〝嫡子〟にしてしまえば、事件に無関係な人間でも構わず処しよ刑けい出来るのだ！』

　一息。画面の向こうで、副会長は何かを払い捨てるように宙をひっぱたき、

『これは歴史再さい現げんを悪用し、自分の思い通りに処刑を行う悪あく魔まのシステムだ！』
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「待てよ」

　正まさ純ずみは、横に立つ葵あおいの声を聞いた。

　ふ、と肩から力を抜き、こちらは彼に振り向く。その動きは大おお袈げ裟さに、今、地ち脈みやくを通した通つう神しんで見ている相手に、こちらの勢いと存在と、言葉と意図が通じるようにと、

「どうした!?」

「いや、オメエ、いい空気吸ってるのは解るんだけどよ。

　ちょっといいか？　──ホライゾンが責任をとるどころじゃなくて、誰も取る必要がないとしたら、じゃあ、三河消失の責任はどこに行くんだよ？」

「教えて欲しいか？」

　と、自分は、人々の方を見た。階段の中央あたりには放送委員の撮さつ影えい隊たいがいるが、

　……届け。

　意志を届かせねばならない相手がいる。

　その相手に通じろと思いつつ、己は言葉を作った。

「三河は、君主を失い、大部分の土地を失った。ここから先は復ふつ興こうが必要だが、人々は都市側のインフラがなければ生きてはいけない。──今も、武蔵むさしのインフラを使用して、仮か設せつ居きよ住じゆう区く画かくを搭とう載さいした船での生活をしようとしているわけだな。だったらどうすべきかというと──」

「どうすんだ？」

　葵の問いに対し、自分は撮影隊へと、右手の指を向けた。

「──三河をこのまま航こう空くう都市艦かんとして認にん定ていし、武蔵と連れん結けつすることで存そん続ぞくすればいい」

　つまり、

「三河は消失しない。誰も責任を取る必要はない」

「────」

「いいか？　三み河かわは Tsirhcツアーク とムラサイの間にある中立都市として重要だったが、それは別に移動中の武蔵むさしでも担たん当とう出来ることだ。だから、三河を武蔵と連結して存続させれば、──武蔵の移い譲じよう無しに、三河消しよう失しつの損そん失しつを取り戻すことが可能だ！」

　え、という声が、下から沸わき上がった。

　だがそれは、うわ、という戸と惑まどいの声となり、おお、という交わし合う言葉となり、

「──!?」

　いきなり爆発した人々の声の群に、自分は思う。

　……来い。

　思い、それを後あと押おしするように叫んだ。

「武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんは、ホライゾン・アリアダストに対する聖せい連れんの対応について、今の意見を大たい義ぎ名めい分ぶんの対たい案あんとし、見直しを要求する！

　正義は以下の通りだ！　──今の聖連の行いは、聖譜テスタメントの示す歴史再さい現げんを悪用する行為であり、それは聖譜を軽んじるものであると！」

　叫び、言葉を放った。その直後。

『──詭き弁べんだな』

　放送に、ノイズ混じりの声がいきなり入ってきた。更さらには、

「──!?」

　あたり、空や、至る所の表示枠サインフレーム式しき掲けい示じ板ばんや、放送用表ひよう示じ板ばんが展開し、一人の男を映した。

　それは、白い長ちよう衣いをまとった、

「教きよう皇こう総そう長ちよう……」

『そうだ』

　と、確認する言葉に、己は内心で拳こぶしを握った。

　……来た。

　今までの言げん動どう、画面の向こうで見ていたのは、この男だ。

　聖連の代表。ホライゾンの自じ害がいを歴史の秩ちつ序じよとして進めていた男。

　この男との対決に勝てば、全てが変わる。人も、武蔵も、変わっていくことになる。

　横、葵あおいがこちらを見て、

「セージュン、──いい顔かお出来るじゃねえかよ」

「ああ、葵、ちょっといろいろ難しい話をこれからするが……」

　息を吸い、宙に見える教皇総長の顔を無視した。

　自分が見るべきは宙に映ったものではなく、放送委員の撮さつ影えい隊たいだ。

　今はただ、まっすぐ、画面の向こうの相手を見み据すえながら、

「葵、よく聞け。これからが本ほん番ばんだ。だが──」

　朝に考えた今回の件への対策は、まだ先がある。

　それを完かん遂すいさせることが出来るのかどうかは解わからない。

　弱気になることも、自信を失うことも、何もかも解らなくなることがあるかもしれない。

　しかし、確かなことが一つある。それは、

「私が必ず、己おのれの役目として、──ホライゾンへの道をつけてやる」
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　天てん幕まくの下で、インノケンティウスは椅い子すに浅く腰掛け、前を見ていた。

　テーブルの上にある撮さつ影えい機械を細めた目で眺ながめつつ、まず思う。

　……面めん倒どうな連れん中ちゆうだ。

　聖譜テスタメントを信しん奏そうし、歴史再さい現げんを守っていくことが旧派カトリック首しゆ長ちようの務めだ。

　三み河かわの姫の自じ害がいは歴史には存在しないが、歴史的に鑑かんがみて引いん責せき方法としては妥だ当とうだし、それをすることによって逆に三河の消しよう失しつなどを帳ちよう消けしに出来る。

　今、武蔵むさしの者達が叫んでいるものは、

「空くう論ろんだなあ、おい」

　己は言う。

「そこの副会長。──今先ほど、自分達ならばどうするか、というのを言ったよなあ？」

『ええ、言いました』

「ええ、ではなくて、──Ｊｕｄジヤツジ．だろう？　審しん判ばんされる側の民たみよ」

　そう言いつつ、己は思う。解りやすい挑ちよう発はつだな、と。

　……だが旧派首長が聖せい連れんの取り決めたことへの無視を見逃してどうする。

　首長は自分以い外がいの全ての者の見み本ほんにならねばならない。軸じくのぶれは一いつ切さい無い。だから、

「三河の姫は事件に対して無関係だから解放しろ、か。──なかなかいい意見だよなあ。そう、なかなか、本当にいい意見だ。久しぶりに聞いた、本当に、久しぶりに聞いたよ」

　一息。

「そんな、今までに何なん千ぜん何万回かいと繰り返されてきた助じよ命めいの嘆たん願がんをなあ」

　当たり前だ。

「聖譜記き述じゆつに従い、歴史の再現は進んでいる。だが、齟そ齬ごは必ず生じる。何故なぜならば我々が百年先さきの未来を見られたとしても、かつての神かみ々がみの時代に対しての知識や想そう像ぞう、人や物ぶつ資しが足りず、そして過か酷こくな環境や故こ意いによる障しよう害がいがあるからだ。──ゆえに、誤ご差さの消去が必要になる」

『では、無関係な姫、ホライゾン・アリアダストの自害は誤差の消しよう去きよのためですか？』

「じゃあ、お前達は──、誤差の存在を許すんだな？」

　その問いかけに、武蔵むさしの副会長は、口を閉じ、

『────』

　黙った。

　そして生まれる沈ちん黙もくに対し、己は内心で少々の感かん嘆たんを得る。

　……ほう。

　もし、今、誤ご差さを許すと言ったならば、極きよく東とうの教きよう導どう院いんは聖せい譜ふ記述の歴史再さい現げんを無視するものとして、それなりの対たい処しよをする筈はずだった。

　だが、武蔵むさしの副会長は、自分の言動によるミスを回かい避ひした。

　……成なる程ほど。

　先ほど、声を上げてものを言っているときは、攻撃のために言葉を使うことに酔よっているだけの人間かと思っていた。

　……しかし──。

　己は、椅い子すに座り直した。

　足を組み、右の手は椅子の外に垂らすが、左は組んだ脚あしに乗せておく。

　腰は、椅子の半なかばに置いた。

　そこから、まっすぐに彼は画面を見て、撮さつ影えい機械に視線を移した。

「──話をしよう」

　息を吸い、

「世界はどうあるべきかの話を、なあ？」







[image: 第三十二章『全域の支持者』]
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　正まさ純ずみは、周囲の静けさを知った。

　風があり、高台にある橋は大気の流れを微かすかに削けずって下手へたな笛のような音をたてる。近くの並木も揺れ、眼下にある自然区く画かくは、ときにさざ波のような葉は枝えだの鳴りを作る。

　しかし人々は、じっと、自分達の周囲にある表示枠サインフレームを見ている。そこに映る相手、K.P.A.Italiaの長である、教きよう皇こう総そう長ちようインノケンティウスの顔を、だ。

　彼は言った。

『歴史再さい現げんにおける誤ご差さは、文明や文化の利り便べん性せいにおいて生じやすい。誰だって便利な方がいいし、その方法を知っていればやりたくなる。だから、聖譜テスタメント記述の歴史再現には、〝解かい釈しやく〟という考え方がつきものになる』

　だが、

『〝解釈〟とは、〝都つ合ごうがいい〟ことではない。そうだよなあ』

　インノケンティウスが、詰まらなさそうな、低い口く調ちようで述べる。

『国の責任を取るために君くん主しゆが自じ害がいする。それがこの時代の極きよく東とうのルールだ。決まりごと。歴史としてあるべきこと。そうするのが普通のこと、だ。──歴史的に正しき〝解釈〟をそのために用いて何が悪いと？　しかし貴き様さまらは自害の引いん責せきという、まずあるべきルールを無視し、その言い訳として〝解釈〟という言葉を用いようとしている』

「ですが……」

　自分は、頭の中で言葉を選ぶ。

　……どうすれば──。

　どうすれば、自分の望むところへ繫つながるかと、そう考えながら、

「ですが聖せい下か、聖下の解釈では、無関係な無む辜この民たみが、一人、失われます」

『ほう、……失われる？　失われると言ったか？』

　ならば、と彼が言った。

『いい言葉を教えてやる。──殉じゆん教きようだ。意味が解わかるか？　──尊とうとい犠ぎ牲せいだ』

　ゆえに、

『それは、失われるのではない。選ばれ、聖譜の望む歴史の先に人々を導くため、先に行くのだ。本人が望まずとも、人の理解の上にある歴史の流れがそれを欲するんだ。解るか？』

　だろうな、と、己は心の中で舌した打うちする。

　このくらいは、向こうの応答パターンにあるということだ。先ほど向こうが言った通り、旧派カトリツクの長い年月の中、同様のやりとりは無数にあったのに違いない。それこそ、聖譜記き述じゆつの歴史再現を止めさせようとする流れだって多くあった筈はずだ。

　それらの反抗が今の記録に残っていないのは、

　……こういった遣やり取りに破れ、何かの〝乱らん〟などに〝解かい釈しやく〟されたのか。

　ならばこちらは、最低限でも、今回の件を〝解釈〟されてはならない。だが、

『更さらに言ってやろうか。──なあ、おい。三み河かわの代だい償しようとして、三河を武蔵むさしに併へい合ごうし、三河の存そん続ぞくをするとか言ったよなあ？

　じゃあ、どうするんだ？　俺達が三河の生産力と地ち脈みやく炉ろを宛あてにして取引していた産業は』

「それは──」

『お前はこう言いたいんだよなあ？　三河は極きよく東とうの国であり、歴史再さい現げんには関係ない聖せい連れん側との付き合いについては、無視しても構わないことだ、と』

　だが、

『おいおい、それは無しだろ？　お前さっきは聖譜テスタメントの歴史記き述じゆつに対する誤ご差さを許せといっておいて、ここでは俺達の行いを誤差と決めて許さないのか？　それはまた無む茶ちやな話だよなあ』
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　誾ぎんが、今のインノケンティウスの言葉に眉まゆをひそめた。ポップコーンの袋ふくろに箸はしを立たてながら、

「論ろんがずれていますね」

「普通に聞いている人には解わかりませんよ。それこそ誤差ですし、ここで反論して食い下がるのは不利だと思います」

　そうなの？　と皆が疑問の顔を作る中央。宗むね茂しげは腕を組んで頷うなずき、

「今、応答の流れが速いんです。きっと教皇総長パパ・スコウラは意い図と的に対たい論ろんの並べ合いを挑いどんでいます。相手の意見に対し自分の見けん解かいを並べて拒きよ絶ぜつし、受け入れないという、ね。

　だから、──そこで相手の論のズレなど拾っても、全体の中ではごく小さなこと。

　何しろ、教皇総長は、一つ一つの話題にこだわらずにどんどん次の話題に行きますからね。揚げ足を取ったところで、かわされて次の話題に行くだけでしょう」

「ですが……、対論の並べ合いに意味があるんですか？　相手の意見を自分の見解から拒絶しても、それは〝相手は正しい・しかし自分も正しい〟または〝相手と自分のどちらも間違っている〟となって、どちらの意見も通らない不ふ毛もうを生むだけかと思いますが」

「対論の並べ合いが不毛だと言うのは、自分の論を拒絶されるのが嫌な人間の物もの言いいですよ」

　宗茂は、画面の向こうで進む遣り取りを見つつ、言葉を作った。

「対論の並べ合いは、相手の見解と自分の見解の遣り取りです。

　それが認められないなら、相手の見解を理解するのを強制されることになる。

　そして対論の並べ合いは、自分の見解を捨て札にして、相手の見解を捨てさせる同どう士し討うち戦術なんです。もし、相手が潰つぶし合いについてこられなくなったならば──」

　一息。

「それは、相手が、自分の見解だけでものを言っていたことの証明です」

　そして、

「教皇総長パパ・スコウラの戦術はそれです。長い年月を掛けて積み上げた旧派カトリツクの〝見けん解かい〟の量には、どんな人間もついていけない。しかし教皇総長はその後も〝見解〟を述べることが出来る。それも、高速の遣やり取りで、です。──今、既すでに対たい論ろんの並べ合いが始まってますよ。しかし教皇総長にとっては交渉でも論ろん争そうでもない、過去の歴史の蓄ちく積せきから、単に言葉を選択する作業です」

　では、と誾ぎんが振り向いた。

「対論の並べ合いをするのはやめてくれと、副会長が言ったならば？」

「対論の並べ合いは、自分の論に対し、相手が等とう価か値ちの見解を出して打ち消してくることで成立します。つまり、持じ論ろんが見解次し第だいでどうにでもなってしまうことに気づかない者が、吹っ掛けられ、試されるのです。──自分からやめてくれと言い出したならば、それは、自分の論が甘かったことと、自分が相手と共きよう通つう見解出来る答えを出せないことを指し摘てきされて逆ギレしているようなものです。──討とう論ろんとしては負けですよ」

　では、と皆が画面を見た。

　今の流れを、どう断ち切るのだ、と。
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　正まさ純ずみは、考えていた。

　……成なる程ほどな……。

　相手の戦術は見えている。対論の並べ合いを用いた焦しよう土ど戦術だ。こちらの論よりも遙かに膨ぼう大だいな論の蓄積があるため、論を同どう士し討うちさせて行っても向こうは生き残る。

　方法は簡単だ、見解による相そう違いを出すことで、相手側の意見を認めつつ拒きよ絶ぜつする。

　向こう側から表おもて立だった否定が無いのは、

　……改派プロテスタントなどとやり合う際、トラブルの責任を回かい避ひするためでもあるよな。

　防ぼう御ぎよも堅い。たとえば、遣り取りの流れを変えようとして、

「──居きよ留りゆう地ちの金きん融ゆう凍とう結けつも、誤ご差さの修正だと言うのですか？」

　問いかける。そうやって疑問を提てい示じすれば、持論を披ひ露ろうして対論の並べ合いが発生するのを避けることが出来る。だが、

『姫の自じ害がいについての両りよう者しや見解が決まれば、自動的に解わかることだろう？　付ふ随ずい問題でしかない。話し合うべきは別にある。そうだろう？　なあ』

　向こうはこちらの疑問を取り合わず、一つの問題を語り合うよう集中してくる。そうやって問題を絞しぼり込まれればこちらの論の選択肢しは少なくなり、追い詰められるだけだ。

　更さらには、

「なあなあ！　正純！　勝ってる!?　勝ってる!?」

　後ろで馬鹿が非常にうるさい。今も後ろで飛び跳ねながら、

「あのさ！　あのさ！　俺、馬鹿だから話の流れがよく解わかんねえんだけど、ひょっとしてもう八回裏あたりでダブルスコアつけて勝ってたりするわけ!?　どうなの!?」

　……あー、全くも──。

「ちょっと静かにしてくれ葵あおい、集中出来ない」

「おお！　つまりあれか、声を出さない方が盛り上がるよな!!」

『こーふん？　こーふん？』

　置いてある桶おけまで混ぜて騒ぎながら、葵は階段を下りて右う舷げん側に向かった。しばらくして、議員が販売や開発に関わった商品などを持って来て、こちらの背後で撮さつ影えい隊たいに向かって掲げ始める。ちらりと横よこ目めで見ると、今いま掲げようとしているのは、

『IZUMO印じるしのいつもの朝食！　ミルクを掛けて食べよう！　大おお盛もりカレー!!』

　葵が、走ってきたハッサンと一緒に箱を掲げて親おや指ゆびを立てる。

　こちらが振り返って拳こぶしを振り上げると、馬鹿は右舷に慌あわてて避ひ難なんして、

「コニタン！　セージュンチョー怖こええよ！　──あ、何か飲むものね？　コニタン」

「しーっ！　しーっ！　その呼び方は人ひと前まえじゃ無し！　無し！　──あ、お茶ちやです」

　親しいのかな、と正まさ純ずみが首を傾かしげると、右舷の皆が慌てて首を横に振った。

　声を揃そろえて、

「付き合い！　付き合い！　コネ重要なんで!!」

　公こう言げんしちゃ駄だ目めだろう、と思うが、武蔵むさし内部の閉へい鎖さ議会だからいいのかもしれない。葵の方も、商人や町の顔かお役やくと付き合いがあるようで、

　……身み勝がつ手てにまあ、ウロチョロと……。

　思い、ふと、気づく事があった。

　今の、この流れを断ち切る方法があることに。
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　風が吹く。午後の半なかばから終わりに向かう、わずかに西の匂においを帯びた山からの風だ。

　その風に身を当てながら、インノケンティウスは、吐と息いきする。

　……そろそろ終わりになるか。

　思う先で、武蔵の副会長がまた疑問を放ってくる。

『──では、三み河かわ消しよう失しつの後に姫の略りやく式しき相そう続ぞく確認を行ったが、消失のときに嫡ちやく子しではないものを、後から嫡子にして責任を取らせるのは、強ごう引いんな取り繕つくろいではありませんか？』

「大事なのは、歴史的にあり得る流れとして、責任を取ることだけだよなあ。……我々の姿勢からすれば、そのための誤ご差さ修しゆう正せいはやらねばならんことだろう？」

　言って潰つぶす。

　すると、また疑問が来る。

『──では、略りやく式しき相そう続ぞく確認をそちら側で極ごく秘ひに行ったのは何故なぜです？　姫が武蔵むさし住人だったら浅あさ間ま神じん社じやを使うべきでしょう。何故それをしなかったのです？』

「浅間神社で相続確認しても、自じ害がいを行うことに変わりはないだろうが。

　ならば神社のネットワークを使用して迅じん速そくに、更さらにトラブル無いように保ほ護ごの下で行っただけのことだ。どちらも変わらないから、こちらがやりやすい方法をとっただけだ』

　また潰つぶす。

　向こうの手が無くなってきているのは解わかる。疑問が並び始めるのはその証しよう拠こだ。自分の論ろんが無くなってきているから、こちらに対して疑問を作るしかなくなっているのだ。

　……思ったよりつまらんなあ。

　言って、いなして、ときに潰して、相手の論と自分の論を〝どちらでもいい〟ものとしていく。時間は掛かるが、それが勝利への道だ。

　いずれ、相手の論も疑問も尽きる。

　そうなったとき、多くの場合、向こうは〝交渉は決けつ裂れつした〟と言って、敵てき対たいを正せい当とう化かする。

　別に決裂したわけではない。Tsirhcツアーク 旧派カトリツクの蓄ちく積せきについてこられず、共通見けん解かいを導くことをしなかった者の見み栄えだ。そしてこちらが認める共通見解とは、

　……旧派側がわの見解に立ったもの。

　古くから存在する最大多た派はとしての旧派だ。他者の見解に揺らぐことはない。もし揺らげば、それは世の人々が絶対としてすがれるものが無くなるということだからだ。

　だから、相手の敵対を前ぜん提ていとして、こちらは相手の論を認めつつも、持じ論ろんをもって相あい対たいし続ける。後に見れば、こちらが敵対していないのは明白だ。

　今回の相手も、そのような道を辿たどりつつある。

『成なる程ほど』

　向こうが、画面の中央で顎あごに手を当て、こう言った。

『見解が、平行線のようですね』

　こちらは何も言わない。そうだ、と言えば意見を擦すり寄せる努力を怠おこたっているということにもなるからだ。

　旧派は相あい手ての誘いには乗らない。

　すると、相手は、こう言った。

『では、はっきり申し上げておきます』

　一息。

『私達は、──聖せい連れん側と私達が、相あい容いれない価か値ち観かんを持っていることを認めます。聖せい下かとしても、そのことについては同意が得られると思いますが、どうですか？』

「いや、こちらは、──双そう方ほう、話し合えば理解が得られるものと思っている」

　己は内心で苦く笑しようしつつ、そう言った。

　……やはり敵てき対たいに来たか。

　敵対の理由を〝相あい容いれないもの〟として、決けつ別べつをしに来た。

　まるで、お互いがお互いを相容れないと思っているかのような物もの言いいだ。

　それは違う。旧派カトリツクは、相手との相そう互ご理解をやめはしない。相容れないとは思わない。

　勝かつ手てにキレた相手が、〝お互い〟という物言いで自分を正せい当とう化かして決別するだけだ。

　そんな、己おのれの不ふ理解をお互いの責任にして逃げるような真似まねは許さない。だから、

「いいか？　時間はある。そしてこのような落ち着いた話し合いの席は今こん後ご持てないかもしれない。ならば、同意が得られるように双そう方ほう努力をすべきではないか。

　話せばいずれ、理解は得られる。……違うかなあ、おい」

『──成なる程ほど』

　画面の向こうで、相手が笑えみを作った。

『つまり、我々は、いずれ共に歩むことが出来る道に至る、そういうことですね？　今はすれ違っていても、いずれ必ず、共に歩めると、信じておられるわけですね？』

「Ｔｅｓテスタメント．、その通りだ。こちらは戦いを求めていない」

　こちらは頷うなずく。茶ちや番ばんだな、と思いながら。

　……必死に、敵対の道を探ろうとして、結局、その道も塞ふさがれたぞ。

　こちらは、絶対に理解が出来ると思っているという、その意志を見せた。決けつ裂れつするには、こちらが理解しようとする姿勢を蹴ける必要があるし、それは敵対の一言でしかない。

　だが、武蔵の副会長は、笑みでこう言った。

『良かったです』

　副会長は、笑みのままで口を開き、

『今後、私達が何をしても、──話せばいずれ理解は出来ると信じていてくれるのですから』

　ええ、

『こちらがこれからすることに対し、平行線であろうとも理解の努力をして手を出さない。

　素晴らしい御ご判断です、聖せい下か』
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「これは──」

　つぶやく誾ぎんの声が行く先、三征西班牙トレス・エスパニアの表示枠カデナフイルマの画面に映る副会長が、横を、右を向いた。

　副会長は左さ舷げん側にいる仲間達に対し眉まゆを立てると、手を振り抜いて口を開き、

『シロジロ！　右う舷げん側にいる商人達と連れん動どうし、武蔵の金きん融ゆうを一いつ括かつ管理出来る態勢を起こせ！　各かく居きよ留りゆう地ちの金融凍とう結けつに対し、その凍結額がくを武蔵側の金融で無む担たん保ぽ融ゆう資しした上で各居留地内ないの取引を通つう神しん手続き化し、武蔵側で全て引き受ける手て筈はずを構こう築ちくしろ！』

　更さらには、

『新しん貨か幣へいの発行も視し野やに入れておけ、聖せい連れんが金きん融ゆう凍とう結けつを突然解かい除じよして経済混こん乱らんを狙ねらう可能性も否定出来ないからな！』

　そして、

『浅あさ間ま！　浅間神じん社じやから、安あ芸きの厳いつく島しま神社に抗こう議ぎ文ぶんと、臨りん時じ相そう続ぞく確認の取り扱い見直しの要求を送れ！　三み河かわの姫、ホライゾン・アリアダストと神社との正式な契約、──生まれた土地の神社と行う産土うぶすな契約も、生活圏けんの神社で行う氏うじ子こ二級契けい約やくも、どちらも武蔵むさし生まれの彼女が行ったのは武蔵の主しゆ社しやである浅間神社で、生活に関する神しん事じは浅間神社で行うのが基本。

　それが相続という大事な事こと柄がらについて、浅間神社が近くにあるのに外から行うのは権けん限げんを侵おかすものだと抗こう議ぎし、扱いを〝仮かり契約〟にする見直しを要求しろ！

　それが出来ないならば、厳島は各地の神社の存在を無視するものとみなすとな！』

　次々と連続する副会長の叫びの指示に、

「これは──」

　誾ぎんが、ゆっくりと、しかしはっきりとつぶやいた。

「無む茶ちや苦く茶ちや身み勝がつ手てな〝解かい釈しやく〟を……！」

「Ｔｅｓテスタメント．、旧派カトリツクお得意の、相手の自じ滅めつを待つ方法を逆さか手てにとったんですね……」

　宗むね茂しげが、表示枠カデナフイルマに触れ、ボリュームのスライダーとなっている十字架か模も様ようを上げながら、

「旧派は、自分が加害者にならぬよう、しかし敵を加害者にするために、相手を拒きよ絶ぜつしつつ、しかし相手を並へい行こうにおいて認めなければならない。言い換えるなら、──相手がどんな無茶苦茶をやり出そうとも、否定はしつつ、しかし認めなければならないんです」

　声が聞こえる。武蔵副ふく会長のわずかな笑えみを含んだ声が。

『武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんは聖連との三つの平行線を保つことで理解とします』

　副会長は、画面に向かって指を一つ立て、

『一つ。聖連側が各かく居きよ留りゆう地ちの金融を凍結したならば、それに対する融ゆう資しで平行線を』

　指をもう一つ立て、

『一つ。聖連側がホライゾン・アリアダストを臨時相続確認で君くん主しゆに据すえたならば、それに対する正当な神社からの抗議と差し止めで平行線を』

　指をもう一つ立て、

『一つ。聖連側が、無関係な民たみに引いん責せき自じ害がいをさせようというならば、それに対し──』

　副会長が、もはや画面ではなく、眼下に集まった人々を見た。

　三つの指を立てた手をかざし、皆に声が届くように口を大きく広げ、

『武蔵アリアダスト教導院は、聖譜テスタメントの歴史再さい現げんの悪用からホライゾン・アリアダストを保ほ護ごするため、彼女に入学の推すい薦せん状を送り、武蔵の学生とします！』

　一息。

『学生に相あい対たい出来るのは学生のみ！　現在のホライゾン・アリアダストは学生ではない以上、その点でも聖せい連れんの今の行為は聖せい譜ふ記述を守るための勇いさみ足だと極きよく東とうは判断する！　ゆえに武蔵むさしアリアダスト学院は彼女を自じ校こうの学生とし、聖せい連れんから保ほ護ごすることで平行線とする！』

　叫びが聞こえた。だが、返るべき応答は、

『詭き弁べんだなあ』

　放送に、ノイズ混じりの声がゆっくりと響ひびいた。インノケンティウスの声だ。

『詭弁でしかない』

　彼の声に、副会長が眉まゆを立て、画面のこちらを睨にらむ。

　その視線に、皆が息を飲んだ。宗むね茂しげが、しかし、ふう、と一息入いれて椅い子すに座り直し、

「……解わかってますね。向こうにも教皇総長パパ・スコウラの映像が行ってますが、表示枠カデナフイルマには放送用の撮さつ影えい機き能のうが無いため、相手を見み据すえるならばこちら、放送委員の撮影隊たいでしょう」

　さて、と宗茂が言った。

「詭弁。いい言葉です。今回、教皇総長が初めて相手を評価した言葉ですね」
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　正まさ純ずみは撮影隊の向こうに存在する敵を見た。

　そして、

「聖せい下か、貴方あなたが、自らが述べたことを正論と仰おつしやるならば、──貴方にとっての詭弁で私達は平行線とする、それだけのことです」

　言いながら、こう思う。もう少しだ、と。

　……今は、詭弁だ。

　相手の物もの言いいを崩すための、言いがかりに過ぎない。しかし、

　……崩しつつある。

　先ほど、教皇総長は対たい論ろんの並べ合いを用いてこちらの論を食いつぶすことで、二つの選択を迫っていた。

　一つの選択肢しは、こちらが逆ギレして敵てき対たいを望むこと。

　もう一つの選択肢は、こちらが敵対を望まず、教皇総長の言い分を認めること、だ。

　こちらが行ったのは、その両方の合成に近い。教皇総長の言い分、平行線を保ちつつも理解しているということを認め、その上で己おのれの敵対を正当化したのだ。

　だが、と己は思う。

　……もう少しだ。

　今の状態では、敵対を述べているだけだ。教皇総長、及び聖連のしていることを止めようとしているかもしれないが、それによって生じる被害を食い止める手を打っていない。

　争うと言っても、ただ争うのでは、防ぼう御ぎよも出来ず、遺い恨こんも残る。

　争わず済む方法とは何かを、第一に考えるべきだ。

　……だが、相手は引かない。

　教きよう皇こう総そう長ちようは、旧派カトリツク首しゆ長ちようとして、全ての見本として、敵てき対たい者に対して引くことが出来ない。

　ならば、と自分は思う。

　その瞬しゆん間かんだ。

『平行線を守るのだったな？』

　声が来た。インノケンティウスの、相変わらずゆっくりした声だ。しかし、

　……まさか──。

「!?」

　はっとして、正純が顔を上げたときだった。

　こちらからは述べることの出来ない言葉が、教皇総長の口からこぼれた。

『ならば残念なことだが。いいか？　聖せい連れんは、──争いを望んでいない』

　解わかるか？

『争いを望まぬことに対する平行線とは、──何だ？』
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　聞こえた言葉。

　平行線のルールを用いれば、それは、武蔵むさし側が〝争いを望んでいる〟ことになる。

　その意味に反応したのは、武蔵の上、道路や広場などに集まっていた人々だった。

　彼らは始め、わずかな戸と惑まどいを得つつ、顔を見合わせ、しかし、やがて、

「……!?」

　不安のざわめきが、一気に来た。それは波のように打ち寄せ、正純を仰ぐ視線となった。

　だが、人々の恐れにも似た雰ふん囲い気きを受けつつ、正純はこう思う。

　……やはり、そう来たか。

　思って、息を吸った。

　……全面戦争のカードを切ってきた。

　それも、

『こちらは平和を願っているが、平行線上じようの貴き様さまらは違うようだなあ？　どうだ？　おい』

　向こうは問うている。

　争うことを認めるのか、それは無しにしてくれと降こう伏ふくするのか。二に者しや択たく一いつだ。

　……どうする？

　周囲の人々も、こちらを見上げて、言葉を待っている。

　そのときだった。

　インノケンティウスが、椅い子すに浅く座り直しながら、小さく笑った。

『──もし、発言の全てを撤てつ回かいして降伏するならば、敵対の意志を認めずにいてやろう』

　更さらには、

『各かく居きよ留りゆう地ちの金きん融ゆう凍とう結けつも解かい除じよする。そうだなあ、あとは──』

　告げられた。

『武蔵むさしの移い譲じようも、無しにしよう。三み河かわとの併へい合ごうを認めてもいい』

　聞こえてくるのは譲じよう歩ほだ。こちらが降こう伏ふくの決けつ断だんをしやすいよう、逃げ場と餌えさを置いている。

　随ずい分ぶんな譲歩だ。

　各居留地の金融凍結が解除されるなら、貧ひん困こんによる混乱は起きず、居留地は消えていかずに済む。それは居留地の自然消しよう滅めつによる極きよく東とうの完全支し配はい成立にはならないと言うことだ。

　ならば全てを奪われることはなくなる。

　たとえ武蔵を移譲しても、居留地が保たれていれば、人々は各かつ国こくに帰き化かせずに済むだろう。

　降伏した方が得だぞ、と、教きよう皇こう総そう長ちようは言っているのだ。

　だが、己は迷った。

　……どういうことだ？

　非公式の口くち約束にしても、譲歩が行きすぎていないだろうか？

　何故なぜだと考え、心の中に、疑問をもう一つ追加する。

　……どうして、そこまで譲歩して、ホライゾンの自じ害がいに拘こだわる？

　解わからない。だから問いかけた。

「教皇総長。──平行線として考えて欲しい」

　言葉を送る先は、撮さつ影えい隊たいの向こうにいるインノケンティウスだ。

「──私は、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロの詳しよう細さいを、知りたくない」

　ほう、と、向こうが答えた。椅い子すに浅く座った姿し勢せい。右腕を下に垂らした姿で、

『よく気づいた。だから答えてやろうかなあ。……そう、ホライゾン・アリアダストの持つ大罪武装について、先ほど三征西班牙トレス・エスパニアから報告があったんだよ』

　言って、彼は肩に白の長ちよう衣いをまとった六枚翼よくの女おんな天使を呼び出した。

　三頭とう身しんの女天使は、すぐにインノケンティウスの眼前に白い十字をあしらった表示枠コルテチエフイルマを展開させる。彼女が支え持つ表示枠を、インノケンティウスはちらりと見て、

『検けん知ちによる内部データの情報によれば、三河の姫の身体からだに封じられた大罪武装の称しよう呼こはP-01s〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟。

　七つの大たい罪ざいが制定された際、新しく追加された〝嫉妬フトーノス〟を司つかさどる大罪武装だ。

　そしてその効果とは──』

「効果とは？」

　インノケンティウスが、据すえた目で、こちらをちらりと見た。

『戦せん闘とう能力は無い。だが、……残りの大罪武装全てを、統とう括かつ制せい御ぎよする。

　つまり、大罪武装全てを集め、一つの武装とする統とう御ぎよＯＳが〝焦がれの全域〟の正しよう体たいだ』
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　解わかるかなあ？　と、全ての放送の中で、インノケンティウスが言った。

『大たい罪ざいにはそれぞれ神かみ代よの魔ま神じんが対応すると言われているが、それによれば、〝嫉妬フトーノス〟を司つかさどるのは全竜レヴアイアサンだ。

　全ての獣けものの様よう相そうを持つ大たい竜りゆう。自分に力はなく、全てを嫉妬し、しかしそれら全ての力を集つどうことの出来る全竜だ。

　──昨夜、三み河かわ君くん主しゆの元もと信のぶは言ったな？　大罪武装ロイズモイ・オプロを手に入れれば末まつ世せを左さ右ゆう出来ると』

　だが、

『集めた大罪武装を統とう御ぎよする能力を娘に与えたのは何のためだ？　聖せい連れんは、それを〝極きよく東とうの世界支し配はいへの反乱〟だと推測するぞ？　そして大量破は壊かい武装の保ほ持じが出来ない以上、〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟を所有することは、違い法ほうであり、更さらには、……他の大罪武装所しよ有ゆう国家を従えようとする意い図とがあると、そう捉とらえられても仕方ないのではないかなあ？　どうだ？』

　どうだ？

『これでも、姫を救うのか？　救えば、必ず、全面戦争だ。

　……まさか、姫の大罪武装が役に立つとは思っていなかったよな？　何しろ、〝焦がれの全域〟には攻こう撃げき能力など無く、大罪武装を集めていく国に扱われてこそ意味があるのだから』
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　正まさ純ずみは、ゆっくりと、息を深く吸った。

　……やられた。

　対等に話せるだけの状況を作り上げたら、一気に突き放された。

　……ホライゾンを救えば、必ず、聖連との全面戦争が起きる。

　しかも、ホライゾンの大罪武装は、相手に対する抑よく止し能力としての攻撃能力を持たない。

　ホライゾンを救っても助けにはならず、しかし相手にとっては戦争の大たい義ぎ名めい分ぶんになる。

　一方的な不利だ。

　……どうする？

　損そん得とくならば、ホライゾンを救わない方だろう、とは思う。そして更に、

『面白かった。久しぶりに、こういう話で挑いどんでくる者がいてなあ。……俺の身み内うちは、従妹いとこの元気いいの抜かせば、大体は言うなりか、沈ちん黙もく屋やでなあ』

　待て、と己は思った。話を勝かつ手てに終えるなと。だが、

『本ほん多だ・正純』

「────」

　名前をいきなり呼ばれ、自分は息を飲んだ。

　己は武蔵むさしの副会長だ。選挙の際には聖せい連れんの確認なども得ているから、知られていたとしても不ふ思し議ぎではない。しかしここで名を呼ぶ理由は、

『不思議なものだなあ。歴史再さい現げんの誤ご差さを認めろとお前がいうのは、やはり、あれか？　自分と父親が、襲しゆう名めいに失敗し、それを〝解かい釈しやく〟で救われなかったからか？』

「……っ!?」

　ふと、反射的に自分の身体からだを、胸を抱いた。

　見れば、眼下、階段の下や、通りに集まった人々は、こちらを見上げている。今の言葉の意味が即そく座ざに解わからず、じっと、本当なのかどうかを確かめようとする目で、こちらを見ている。

　猜さい疑ぎ、という視線の色が無数の人々から向けられたことから、背に冷たいものを感じた。

　だが、更さらに言葉が来た。インノケンティウスの、笑えみすら含んだ声こわ色いろが、

『そうだよなあ。だとしたら、理由がろくに無くても、襲名失敗者のお前は、俺のような襲名者のお堅い動きには逆らいたくなるよなあ』

　待て、と再度こちらは思った。何を勝かつ手てに、こちらのことを決めつけているのだ、と。

　……私は、政治家志し望ぼうで……。

　単なる反抗心しんでこの場に立ったわけではない。それなのに向こうは、勝手な定てい義ぎで、

『そうだよなあ、本ほん多だ・正純。世の中の正しい流れというものを、認めるのは無しにしたいときって、あるよなあ。何しろお前──』

　やめろ。

『襲名しようとして、男性化かの手術を受けつつも、途中で襲名がかなわなくなり──』

　言われた。

『胸とか削けずったまま、そのままなんだよなあ？　身体は不完全に女のままで、でも襲名を引きずっていて男の格かつ好こう。どうしてだ？　襲名失敗や己おのれの正体を明かさずにいることなど、隠かくしごとのある偽にせ者もののお前が、人々の信頼を得るべきこの場に一体何故なぜ来た？

　──噓うそばかりのお前はそれがバレぬことをよしとし、ただ人を動かすことに酔い、襲名の権けん威いに逆らいたいだけなのではないか？』
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　正純は、息を飲んだ。

　身体に冷えた汗が出る。抱いた腕の中、身は震えもせず、止まっている。

　……私は別に、正体がバレぬことや、人々を動かすことに酔ってなど──。

　思い、否定するが、己の視線の先では人々が無言でこちらを見ている。

　だがそれは、今までの視線と違うと、そう感じる。インノケンティウスの言葉によって〝変えられた〟違うものを見る視線だ、と。

　やられた。

　己は思う。自分に対する人々の見方を、根本からやられた、と。

　自分が女性で、男性化手しゆ術じゆつを受けたことを、一部の人間は知っている。

　だが、ここに集まり、ここを注ちゆう視しし、ここの声を聞いていた大だい部分の人間は、そんなことを知らない。女であることを隠かくしている理由も、だ。

　男子の制服を着ていることについて、自分としては、理由がある。

　胸を削けずったことで、女じよ生徒の制服を着ると見た目の違い和わ感かんがあることや、女性としての身体からだを変えようとした以上、やはり女生徒の制服を着るのは気分的な収まりが悪いからだ。

　もう胸など戻せない以上、いずれ、正式に男性化手術を受けるのもありだと思っていた。

　しかし、人々の大部分は、そんなことを知らない。そして今、ここで反論しても無意味だろう。何故なぜならば、自分は襲しゆう名めいに失敗し、体のことを隠していたという事実があるし、反論が通じるほど人々の信頼を得ているわけでもないからだ。

　自分の身体の事実を知らされた人々の反応を、正純は知っている。三み河かわではよくあったことだ。その後に避けられたり、変な気き遣づかいを受けるのも、幾いく度どだってあったことだ。

　……だから一人になりやすくて、本とか読んで……。

　母がいなくなった後、武蔵むさしに来る決けつ断だんもすぐに出来た。

　武蔵では、クラスの女子を中心に、事情は広まっている。生徒会選せん挙きよや、身体測そく定ていの際、明かす必要があったからだ。

　無む論ろん、皆も、だからと言って他の人には広めない。

　しかし、それを〝隠しごとをしたまま人々を煽せん動どうしようとしている〟と、そうやられた。

　その上で、

『まあ、何だ。本ほん多だ・正純、──お前はよくやったと、そう思うよ』

　言葉と共に、拍手が来た。よくやったとはどういうことだと思うが、いつの間にか自分の視線は下に俯うつむいていて、身体はただ胸を抱き、相手の言葉を聞くことしか出来ない。

『そうだなあ。もし、今回の件、全て破は棄きをするならば、本多・正純、お前の将来において、聖せい連れん内部に位置をつけてやってもいい。そしてまた、お前の関係者や──』

　聞こえる。

『武蔵住人の居きよ留りゆう地ちにおける保障や、帰き化か先さきでの優ゆう遇ぐうを、俺が保証しよう。それは、襲しゆう名めいに失敗した身でありながら、お前が、この教皇総長パパ・スコウラと渡り合った栄えい誉よによるものだ』

　……逃げ場か。

　相手は、まず、こちらの身体のことなどを明かし、人々との距離を空あけさせた。

　しかしその上で向こうは、こちらの相あい対たいを褒ほめ、それがあったからこそ人々の優遇を確かく約やく出来ると言うことで、また、自分と人々の間に空いた距離を詰めさせる。

　今、自分と人々の間に立つのは、教皇総長だ。

『敵てき対たい、損を贖あがなうための強ごう引いんな判断、そして己おのれがどういう人間であるかも明かさずに逆らったこと。──全てを白紙にして行こうじゃないか、なあ？　そのためにも、今回の件について、撤てつ回かいし、厄やつ介かいなことは無しにしようじゃないか、なあ？　おい』

　声が聞こえた。

『さあ、どうする？　武蔵むさしの代表、本ほん多だ・正まさ純ずみ。平和のための答えを──』

　くれ、と、言葉が続く。その筈はずだった。

　だが、別の言葉が来た。それはこちらの正面から、

「おい、セージュン！」

　いきなりの葵あおいの声に自分ははっとして顔を上げる。

　正面。空があり、インノケンティウスの顔を映した無数の表示枠サインフレームがあり、武蔵の人々が大おお勢ぜい集まってこちらを見上げている。

　だがそれら全ての前に、気の抜けた顔があり、

「おいおいセージュン！　マジで女なのかよ!?」

「……は？」

　待て。

　……生徒会選せん挙きよのときに、情報行ってないのか？

　顔を見る限り、情報は行っていても、見ていないらしい。

　そして葵がこちらに対し、一つ指を立てた。

　彼は笑顔を止め、真剣な顔で、

「い、いいか!?　ちょっと待てよ!?」

「……な、何だよ？」

　速くしろよ、と眉まゆをひそめて思う眼前、葵が皆の方に顔を向け、やはり指を立て、音おん頭どを取るようにしてから、

「ハイ、確認でーす」

「え？　あ、ちょっと!?」

　何をするかが薄うす々うす予よ測そく出来たので、己は慌あわてて胸を抱き直した。

　が、今回の葵は違った。

　彼は、身を低くして、タックルするような腕の構えを見せると、

「ハイ、チェック──！」

　いきなりこちらのズボンを摑つかんで足首まで引きずり下ろした。
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　皆は見た。

　胸を抱いたまま固まった正純の腰こし下した。トーリがめくったシャツの裾すその下したにあるのは、

「あ、インナーのパンツは紐ひも式しきの女おんな物ものじゃん。あまり売ってないんだよな、下だけの」

　浅くすり合わされる双そうの腿ももの間、内うち肌はだの付け根には白い布地がある。

　しゃがみ込んだトーリは、下にいる者達の、どけ！　どけ！　見えない！　というジェスチャーを無視して、そのまま右の手ての平ひらを正まさ純ずみの脚あしの間に差し入れ、上げて、

「──え？」

　と、はっとして我に返った正純の顔の下。トーリが正純の下着に触れた。

　そのまま動くトーリに対し、正純は顔の色をどんどん赤に変えていき、

「ちょ、お前……、おい、こら──」

　慌あわてて足を閉じるが、間に合わない。トーリがそのまま、

「お」

「や、……あ！」

　と声を上げた正純は、胸を抱いた両腕うでの肘ひじを浅く締め、眉まゆを歪ゆがめて、

「ん……」

　と声を飲み、だがすぐに頭を左右に勢いよく振ってアジャスト。

「ちょ、ちょっと何してる!?」

　問いかけに、トーリはゆっくりと、ゆらりと立ち上がった。

　いきなりの動きと力感に、正純が慌てて半歩を下がると、トーリはそのままの動きで皆に振り返り、ぐるりと見回した。そして彼は、皆を改めてねめ回すように身体からだを倒し、
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「チョ──オ女あ──！」

　おおお、と、誰もが〝お〟を三つつけた声を上げる。

　対する正まさ純ずみが、前まえ髪がみが乱れていることも無視して、

「ば、馬鹿っ、な、何を──」

　慌あわててズボンの裾すそを摑つかみ、腰のハードポイントまで引き上げようとしたときだ。両腕がズボンを摑んでいるため、無む防備になったその胸に、振り向いたトーリが両手で触れた。

　トーリは、再び動けず息を詰めた正純の胸を明らかに押し込むようにする。

　ややあってから、彼はまた皆の方に振り向き、両の親おや指ゆびを上げ、

「ナイス貧ひん乳にゆう──！」

　おおおおお、と、何故なぜか先ほどのよりも濃い反応が人々から返った。

　やがてトーリは、正純に対し、

「ええと？　何だって？　手術とかしたんだって!?」

「いや、だから、それはな、──面めん倒どうだからちょっとそこ座れ。正せい座ざだ」

　正純の、半はん目めを過ぎて白くなった視線に対し、トーリは首と身体からだを左右に振って拒否のジェスチャーをする。その上で彼は、正純に向かって、

「お前、そうまでして貧乳になりたかったのか!?　そんなに貧乳好すきか!?　好きか!?」

　正純が膝蹴ひざげりをぶちこんだ。
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　正純は転がった馬鹿に追い打ちの踵かかとを入れようとするが、馬鹿が高速で這はって逃げる。

　だから、というように、己は、

「お、お前なあ！　ひ、人に言って良いことと悪いことが──」

「でも結果としてみたら、オマエは男になったんじゃない！　──貧乳になったんだ！」

「いや、だから、その」

「ち・が・う・の・か・よぉ──!?　オマエ今巨きよ乳にゆうか!?」

　二に元げん論ろんかよ、と周囲の皆がつぶやくが、自分はもっと多た元げん論ろんにすべきだと思い、

「だ、だけど、そういうことを苦にする人もいてなあ！」

「あ？　じゃあオマエ、そういうタイプなのかよ？　だったらマジ謝るし同どう害がい復ふく讐しゆうとして俺の貧乳揉もんだ上で股こ間かんに手て突っ込んでいいけどさ。──そこんとこ、どうなの？」

　真まっ正しよう面めんから問われ、己は考えた。

　……あれ？

　わだかまりは、あった。その筈はずだ。何しろ墓ぼ地ちで昔を思い出して泣きもした。

　だが、ズボンは引きずり下ろされるわ脚あしの間に触れてくるわ胸タッチまでしてくるわで。

「どうなんだ？　セージュン、自分の身体のこと、苦にしてんの？」

「……今は単たん品ぴんの苦より総合的激げき怒どの方が勝ってるだけだ!!」

　確かに胸は削けずった。もう元の身体には戻すことが出来ないとも聞いた。だから、女性としての自分を捨てて、政治の方に集中しようと思ったのだが、しかし馬鹿は問うてくる。

「子供、産めるんだろ？」

「あ？　──あ、ああ、そこまでは手術してないから。でも胸、もし、子供が生まれても……」

　真実を告げたとき、子供はどういう思いを得て、どういう顔をするだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　葵あおいが言った。

「貧ひん乳にゆうの子供はちゃんと育てりゃ貧乳好ずきになるって!!」

「根こん拠きよはどこだあ──!?　頭の中か!?　それともどこか天の遠い位置か!?」

「馬ば鹿か、オマエ、ちゃんと出来る人間だから、普通に育てりゃ子供はオマエ好きになるって」

　そんなことはない、と己は思う。

　……私の父は──。

　違うと、そう言おうとしたときだ。

「ホライゾン、さ」

　葵が、照れたような笑えみと共に言う。

「感情とか、全部、大罪武装ロイズモイ・オプロにされてんだってな。それでまあ、三み河かわの君くん主しゆで自じ害がいがどうのこうのと。だからまあ、そんな状況作っちまえるアイツの親父おやじはとんでもない極ごく道どうだと思うんだけどよ。でも、……ホライゾンのこと嫌いだったら、魂たましい残さず、全ぜん部ぶ大罪武装だよな」

　笑った視線がこちらを見た。

「オマエとオマエの親父がどうなのかは、俺、知らね。でも、嫌いな、どうでもいいヤツ相手に、仕事途と中ちゆうの馬車は停めねえよ。──少なくとも切れてはねえ。

　まあ実際、そういうウゼえオヤジの時点で駄だ目めで、煩わずらわしいかもしんねえけど──」

　言われた。

「だったら、オマエ、その分、子供産うんだらちゃんとしてやりゃいいじゃん」

　言われ、自分は腹の中に熱のようなものが来るのを感じる。それはすぐに顔の方に来て、

　……くそ。

　解わかっている。

　解っていることだ、今、言われたことなどは。だが、

「ば、馬鹿っ。だ、誰が子供とか、そんなこと今っ。大体、私が、こんな身体で結婚出来ると思っているのか!?」

「ハイ、御お客きやく様の中に貧乳好きの方はおられますか──」

　葵の問いかけに、左さ舷げんの御お広ひろ敷しきが勢いよく手を挙げた。

「ぅははぁ──い!!」

「ハイ聞いてみただけでーす」

　その声に、周囲の冷たい視線を浴びた御お広ひろ敷しきが、

「え？　あ、うあ──また小しよう生せいだけ引っかけに！　卑ひ怯きような！　愚ぐ劣れつな!!　大だい体たい皆さん誤ご解かいがあります！　本ほん多だ君は十歳さい超えてるので対象外がいです！」

「オメエ照れ隠かくしすんなよ。あと、セージュンにも選ぶ権利あるんだから、ちょっとは気を遣つかえ。それに、そんな強気で出られたら他の連れん中ちゆうが手ー挙げるの引くだろ？　全くオメエは、一生の大事みたいな反応しやがってよお」

　うんうん、と頷うなずく姿が結けつ構こうあって、自分はふと思う。

　……そういう趣しゆ味みの人も多いんだなあ。

　それじゃ駄だ目めだろうけどな、と、そんなことを思ったとき。放送から声がした。

『また、……戯ざれ言ごとか？』

　インノケンティウスだ。
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　インノケンティウスの言葉が、辺りを静まり変えさせながら、声を生む。

『話を逸そらさず行こうか、なあ？　──おい、本多・正まさ純ずみ。既すでに話し合いとしては、双そう方ほうの損そん得とくにおいて決着がついていると思うが』

　聞こえる低音に、正純は身み構がまえた。交渉はまだ続いている。更さらには、

　……私が不利で、だ。

　そして続く声は、こう提案してきた。

『本多・正純。一つ、俺を楽しませた分の提案をしよう』

「……何です？」

『この件を撤てつ回かいするならば、その正確な判断を認め、──お前の襲しゆう名めいを認めよう』

「────」

　それは、と己は思う。右う舷げん側、父はどのような顔をしているだろうかと。

『今後、聖せい連れんと極きよく東とうの交渉は多くなる。その際、俺と繫つながりのあるお前は、極東の人々の助けになるはずだ。襲名を果たした者であるならば、俺達も正当に話し、紹介するに問題はないのだしなあ。──武蔵むさしの者達にとっても、襲名を果たした者が代表にいれば、安心感があるだろう？　どうだ？　違うかなあ？』

　そうすれば、

『その身体からだのことも、無む駄だではなかったことになる』

　最後の揺らしだ、と己は思った。

　武蔵と極東の人々と、自分にとって得とくになること。

　だが、と己は思った。大きな引っかかりがある、と。

　……それは──。

　上手うまく言葉にならない。だが、言うべきだと思い、口を開いたとき。

「ああ!?　なあ──に言ってんだオマエ!!」

　前に立つ馬鹿の背中が、堂どう々どうと、撮さつ影えい隊たいではなく、空の表示枠サインフレームを指さした。

「オマエ……、オマエなあ！　……セージュンを虐いじめるのもいい加か減げんにしとけよ!?」

　背中は、まっすぐに、今目に見える相手を、言葉一つ一つずつで指さし直しながら、

「あのな!?　俺は！　俺はな!?　オマエっ、……オ！　マ！　エ！　オマエみたいな！　オマエみたいなのが！　俺は本ッ当──に大だいっ嫌きらいだ!!!!」

　自分は思った。

　この馬鹿は、こんなときに何を言い出すのかと。
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　葵あおいの発言に、正純は自分の言葉を失う。だが葵は、

「セージュンはな！　俺よく知らねえけど、襲しゆう名めいとか、身体からだのこととか、ずっと悩んでいてな！　マジにいろいろ大変だったんだぞ！」

　言い過ぎだろう、と思うが、しかし内心において己は照れのような感情を得る。

　だが葵が、両腕を振り上げ、

「いいか？　セージュンはな！　ここ最近、もう教きよう導どう院いんにもろくに来ない不ふ登とう校こう児じスレスレの可哀かわい想そうな子だったんだぞ！　すぐに墓はか場ばで体育座ずわりしてルルルル唄うたっていてな！」

「──おい」

「その上、転てん入にゆう直後からうちのクラスの浅あさ間まとかマサとか姉ねえちゃんとかの胸きよう囲い的ビッグサクセスな連れん中ちゆうに遭そう遇ぐうしたことで自分の貧ひん乳にゆう信しん仰こうに揺らぎが生じ、折せつ角かく貧乳教きようの地下改かい造ぞう施設で改造した身体について考え込むようになってだな。昨日きのうはメディテーションに乱れが──」

「おい、こら」

　言うと、馬鹿が即そく座ざに振り向いた。そして馬鹿は眉まゆを立てて、作り声の高音で、

「アンタは黙ってなさい！　母かあちゃん赦ゆるしませんよ！　あの馬鹿！」

　おいおいおい、と思う眼前では、葵がインノケンティウスの顔に振り返り、

「おい！　オマエ……」

　言って、しばらくして、葵の動きが止まった。

　ややあってから、葵はひそめた眉まゆでこちらに振り向いた。

　彼は、インノケンティウスの顔を指さしてから、こちらに対し、

「……誰？　あれ」

「ええ──!?」

　皆の叫びに、己は慌あわてて、

「解わかれよ！　教きよう皇こう総そう長ちようだよ！　知っておけよ！　あれ、グダグダしてるけど偉いんだぞ!?」

「ええ～？　だって男の名前とか憶おぼえてもしょうがないしい～。ああ、だから俺、本能的にオマエの名前は覚えてたのかなあ」

「本能がそのレベルなら知能を使え──!!」

「いや、本能大だい事じだぞ？　たとえばほら、オマエ」

　馬鹿は腕を組んで語り始めた。

「俺、自分のこと、ちょっとおかしいかと思ってたんだけど、正常だったんだなあ」

「どのへんが？」

「ああ、ほら、前からオマエのこと〝何だこの腰の細いナヨナヨした男は〟とか思ってたんだが、オマエが歩いたり階段昇のぼってるときに尻しり振ふってるの見てると、ついムラっと俺の中の獣けものが尻尾しつぽ振って舌した出だしてなあ。ステイステイよーしよし俺ステイって感じで。どうですかこの野や獣じゆう」

「目の前で聞かされる本人の気になったことあるか？」

「気にすんな気にすんな、──いや気にしろよオマエのことなんだから！　……でまあ、俺も男の尻に反応とは、右上がりだったゲージが遂ついに隠かくしゲージに突入したかと思っていたんだが、……何だオマエ、女だったのか。じゃあ俺がムラっと来てもおかしくねえよな」

「おかしいよ！　気付けよ！」

「そうか？　──ハイ男おとこ衆しゆう、いい女が目の前で女歩きしていたとき、尻が気にならない人」

　問われた武蔵むさし住民の内、男連れん中ちゆうが皆みな顔を見合わせ、

「…………」

「ハイ俺の勝ち──！」

　えええ？　と声をあげたこちらの耳に、ふと、忘れていた声が戻ってきた。

『戯ざれ言ごとだな』

　はあ、と吐と息いき付きのインノケンティウスの低音が、こう告げる。

『事態が不利と解わかったら、馬鹿を混ぜてうやむやか』

「い、いや、これは、その」

「ああ!?　何言ってんだ馬ば──鹿か!!」

　馬鹿が介かい入にゆうしてきた。
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　もはや売り言葉に買い言葉だな、と思って何も言えなくなる視し界かいの中、しかし葵あおいが、

「いいか!?　いいかよオメエ！　さっきから俺、オメエとセージュンの遣やり取り聞いていたけどな！　オメエの言ってることは全く訳が解らねえ！」

『解わからない？　敵てき対たい心しんで色いろ眼め鏡がねを掛けているだけだろう？』

「──違うよ馬ばぁ──鹿か!!」

　葵あおいが断言した。

「俺はな！　俺はもう、ホントに馬鹿で、どうしようもねえ！　だから今回の話し合いで、俺の代わりに答えを出して貰もらいたくてしょうがなくてしょうがなくてしょうがなかった！　俺がやりたいこと、ホライゾンにコクるために救いに行くことが、それが出来るようになるのかどうか！　どうすれば出来るのか！　俺は誰かに教えて欲しくてどうしようもなかった！」

　そして、

「セージュンはな！　俺達の代表、副会長はな！　俺がやりたいことを、その答えを見つけようとしてくれて、見つけてくれた！　いろいろメゲることもあんだろうけど、やってやれないことはないってな！　それは俺が出せない答え、俺以い外がいの、守しゆ銭せん奴どにも作家志し望ぼうにも姉ねえちゃんにも誰にも出すことが出来ない答えだ！　だから──」

　息を吸い、

「俺はセージュンを支持する！　他の誰が何と言おうとも、コイツのことをとやかく言おうとも、コイツは俺に答えをくれたんだ！　コイツだけが、俺に答えをくれた！　それが俺にとってのコイツの絶対評ひよう価かだ！　だから俺は絶対にコイツの──！　コ！　イ！　ツ！　の！

　コイツの言ったことを俺は絶対に支持する！　絶対に、そう、絶対にだ！」

　だが、と葵が、強くインノケンティウスの顔を指さした。

「それに比べてオマエは何だよオッサン？　オメエはさっきからずっと、いろいろと文もん句く言ったり甘い言葉掛けたりしているけど、それは全部訳やくすと〝ホライゾンを殺す〟だ！　それ以外に、オメエは俺に答えをくれやしねえ！」

『ならば、だ〝不可能男インポツシブル〟──』

　インノケンティウスが、葵を見み据すえてこう言った。

『貴き様さまではなく、武蔵むさしや極きよく東とうの人々は戦争についてどう思うのか、考えたことはあるのか？』

「話をズラすなあ──!!」

　葵が叫んだ。

「セージュンが初めに言ったこと、俺は忘れねえぞ！　──ホライゾンは！　ええと、何だ、そうだつまり事件とは無む関係なのに殺されようとしている！　それは悪いことだ!!」

『どう悪いか……、解わかっているのか？』

「聞いたときは解ってた！」

　いいのかよそれで、という皆のつぶやきを己は聞く。

　そうだよなあ、と自分も思うが、しかし、

「安心しろよオッサン！　──セージュンが今でも解ってんだろうからよ！」

　……この馬鹿は……。

　こっちを信頼しているのか、責任押おしつけようとしているのか。

　よく解わからない。だが、

　……支持、か。

　解ることは一つ。自分としては、なすべきことを為なしているだけだと思っていたが、

　……この馬鹿にとっては、意味のあることだったのだな。

　何となく、理解出来るのは、このいい加か減げんな男と、皆の間にある繫つながりだ。今までどうしようもないだけの、何も出来ない人間だと思っていて、確かにその通りではあるが、

　……だからこそ、信頼するのか。

　こちらのすることに対し、絶対の支持をしてくれる人間。

　旧派カトリツクの首しゆ長ちようすら恐れずに支持を叫ぶ。そんな存在が、

　……普通、いるか？

　心の中で自分に問いかけると、目の前の背が、こう聞いてきた。

「セージュン、ちょっと答えてくれ。あのオッサン、ずっと損そん得とく損得うるさくてかなわねえけどさ。──オマエが考えた対策とかを講じれば、損得分ぶんは帳ちよう消けしに出来るんだろ？」

「あ、ああ、──いろいろな協力が必要になるが、居きよ留りゆう地ちは武蔵むさしからの融ゆう資しで保もたせることが出来る」

「……じゃあ、皆の行く先っつーか、帰き化かとか、そのあたりはどうよ？」

「勝てば帳消しだ。だが今後の戦せん闘とうについては、政治関係の私には解らない」

　言ったと同時に、左さ舷げん側から声が来た。

「その件については、どうにかなると思いますわよ！」

　ミトツダイラだ。

　はっとして振り向くと、腕を組んだミトツダイラが、こちらの背後、インノケンティウスの方へと鋭い視線を向けている。

　対するインノケンティウスが眉まゆをひそめ、

『誰かと思えば、水み戸との松まつ平だいらの……。聖せい連れんへの反乱を支える気か？』

「いえ、……聖連の行きすぎを諫いさめるだけですわ」

　ミトツダイラは、軽く頭を下げたものの、しかし視線の強さを変えずに面おもてを挙げ、

「もし聖連との全面戦争になったとしても、全ての国と一度に戦うわけではありませんわ。武蔵は移動も、ステルス航こう行こうも可能。戦場の選択権けんは存在しますし、聖連の完全支し配はい下かに無い土地に向かうことも可能ですもの。更さらには──」

　ミトツダイラは、笑えみを見せた。

「今、戦場となる場所に存在するのは、疲ひ弊へいした三征西班牙トレス・エスパニアと、彼らに護ご衛えいを任せていたK.P.A.Italiaのみ。初しよ戦せんとして考えた場合、戦力的にどうにか出来ないものではなく、もしここで勝つことが出来るならば、──私達の価か値ちを認める勢力も出るでしょうね」

『それを行えば、どうなるか解わかっているか？　なあ、おい』

　インノケンティウスの問いかけが、ゆっくりと、確認をするように来る。

『──もはや聖せい連れんの各かく居きよ留りゆう地ちへの保ほ護ごも何も、無くなるのだがなあ？　どうだ？』

　聞こえた疑問。恐らく最終確かく認にんの念ねん押おしに対し、自分は、一つの意志を得た。

　……ああ。

　決まった。今、教きよう皇こう総そう長ちようが言った台詞せりふは、

　……今朝けさ、考えついた対策における、最後の手段に繫つながるセリフだ。

　それに、今ようやく至った。

　……ならば──。

　言うべきかどうかを、先ほどまでなら迷ったかもしれない。

　しかし、今は、迷うものが無い。

　言えば、支持してくれる人間がいる。世界に一人だけかもしれないが、

「セージュン。教えてくれ」

「何だ馬鹿」

「あのさ、ホライゾンを救えば、主しゆ権けんの獲かく得とくによる独立や支配の回かい避ひという俺達向きの利益があるけどさ。だったら──」

　問いを、己は聞いた。

「ホライゾンを救うことで生まれる、他国の連れん中ちゆう向むきの利益ってあんのかな」

「葵あおい・トーリ」

　自分は答えた。静かに、確かに、まっすぐに、

「まず、何よりも先に言っておく。

　各かつ国こくとの衝しよう突とつは今後生しようじるだろうが、死なず、死なせないようにと望み、協力し、力を尽くすことを私達は忘れてはならない。政治も経済も教きよう譜ふも、戦せん略りやくや戦術や武装や交渉や取引も全部使って考えろ。──そうやって死に対する回かい避ひと責任を皆で分ぶん担たんすることを忘れるな」

　言って、自分は前を、武蔵むさし上じようの皆を見た。そして一つ頷うなずき、話を始める。

「全ての人が、ホライゾンを死なせずに済む。それが世界共きよう通つうとなる、第一の利益だろう。

　そして他の利益、大たい義ぎ名めい分ぶんの前まえ準備として……」

　そこまで言って、息を吸い、肺の中に冷たい空気を入れた。

「武蔵は、……これより三み河かわを併へい合ごうし、そしてホライゾン・アリアダストを救い出すことによって、武蔵を極きよく東とうの主権の中心とするために行動する」

『それは、居留地を見捨てるということか？　そうなのか？　どうだ？　なあ？』

　いや、と己は首を横に振った。居留地は見捨てない、と。ゆえに、

「武蔵は、ここに宣言する。極東の各居留地を、──一次的に独立自じ治ち都市とし、各教譜の滞たい在ざいにおいて区別をせず、内部での戦せん闘とう行為を禁ずる中立の場所とする。そのために、各居留地は、武蔵の政治判はん断だんの下から解かい除じよする。言い換えるなら、……各居留地の自由市し場じよう化かだ」

　一息。

「なお、各かく居きよ留りゆう地ちの独立と自じ治ちを認める代わり、武蔵むさしは、各居留地の任にん意い護ご衛えい艦かんとしてそれぞれと契約する。そして各居留地ない内での戦せん闘とう行為や、各居留地が侵しん略りやく行為にあったと判断出来た場合、当とう該がい国こくに対し、武蔵は等とう価かと判断出来るだけの報ほう復ふく活動を行う」

　そして、

「今後、各居留地を中立の場として、武蔵自じ体たいは極きよく東とうの主しゆ権けんとしての自じ律りつ行動に入る」

『……何の目的のためだ!?　主権を持って支配から逃れ、何を望む！

　我々にとっても利益となるという、貴き様さまらの大たい義ぎ名めい分ぶんとは何だ!?』

　教きよう皇こう総そう長ちようの問いかけに、自分は断言をもって答えとした。それは、

「──大罪兵器ロイズモイ・オプロの収しゆう拾しゆうによる、末まつ世せの解かい明めいと解決だ」
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　正純は、はっきりと告げた。

　今朝けさ、考えが至った結論の最後。聖せい連れんも、何もかもに対しての、最大の大義名分になるのは、

「武蔵は、ホライゾン・アリアダストの元に大罪武装を収拾し、末世の解決に尽じん力りよくし、その報ほう酬しゆうを求めないことを誓ちかう！

　これは、──末世の解決という世界規き模ぼで行うべき共同作業が一部の国に利用されることを防ぎ、大罪武装の収拾により国家間かんの抗こう争そうが激げき化かすることを避けるためである!!」

　つまり、

「世界規模の危き機きを救うために我々は行動する！」

『──馬鹿げたことを！』

　インノケンティウスが、通つう神しんから吠ほう声せいをあげた。

『大量破は壊かい武装を持つだと？　貴き様さまらに、そんな権利があると思っているのか!?』

「あるとも！」

　己は、両の腕を広げて応じる。口を開き、大きな声で、

「大罪武装はホライゾン・アリアダストの奪われた感情であり、所しよ有ゆう権けんは彼女にある！

　それは武装として個々が存在する現状では大量破壊武装だが、ホライゾン・アリアダストの保持下になったならば彼女の感情表ひよう現げんでしかないことを忘れるな！」

『……!?』

　インノケンティウスが何かを言おうとしている。だがこちらは無視をした。

「各かつ国こく、彼女の感情を奪い取って作られた大罪武装について、出来れば返へん却きやくをお願いしたい」

　そして、言う。これが終わりだと、安あん堵どを心に置きながら、

「武蔵アリアダスト学がく院いん代表、本ほん多だ・正純は、ここに宣言する。武蔵は各国との戦闘行為を望まず、末世解決の協力を求めるものであると！　しかし末世解決を障しよう害がいし、大罪兵器を巡る抗こう争そうを激げき化かし、更さらには一人の少女の感情を奪い取ったままであるならば、武蔵は校こう則そく法ほうに基づき、学生間かんの相あい対たいをもってその対たい処しよに臨む！」
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『成なる程ほどなあ』

　言葉が、放送に乗った。

　それは各かつ国こくの、世界の至る所に、ある場所は絵つきで、ある場所はノイズ混じりの音の切れ切れとしてだったが、しかし、確かに意味を通じさせる言葉で、

『決けつ裂れつするわけだ。そうだよなあ？　お互いに、これは平行線ではなしに』

　そうか、と声が言った。何か堅い音、指を鳴らす音が響ひびき、

『ガリレオ、──やれ』
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　浅あさ間まは、鈴すずの背を抱き支えた状態で、インノケンティウスの言葉を耳にした。

　……やれ、って、そういうことは──。

　同時。鈴が身を震わせる。彼女の顔の動きは、左への振り向き。

　だから自分は、鈴を右へ、庇かばう動きを取りながら、己おのれは左に顔を向け、

「──そっちです!!」

　叫んだ先は左さ舷げん側。校庭があり、竹を編んだ柵さくに囲まれたプールがある。

　その前に、黒の巨きよ軀くがあった。K.P.A.Italiaの男子制せい服ふくと黒の外がい套とうを身に引っかけるようにして着込んだ赤の魔ま神じん族。顔に眼鏡めがねを掛けた姿の持ち主は、

「──K.P.A.Italia副長、ガリレオであるよ」

　瞬しゆん間かん。動きがあった。

　名乗ったガリレオに比ひ肩けんする巨軀。青と白の甲こう殻かくを持つウルキアガだ。

　彼は一いつ瞬しゆんで背部の飛ひ翔しよう翼よくと下か腕わんの加か速そく器きを展開した。左右に腕を広げ、身を低くし、

「拙せつ・僧そう・発はつ・進しん……！」

　言葉と同時に、ウルキアガが前のめりの姿勢でスタートした。

　顔はまっすぐに魔神の方へと向いており、

「……この異い端たんめが!!」

　彼は、懐ふところから出した巨大なペンチ、左右のパーツに分かれたものをそれぞれ手にし、突っ込んだ。

　ウルキアガは半はん竜りゆう、それも航こう空くう型がたの竜りゆう族ぞくが人ひと型がた進化を経た種族だ。

　……飛翔を行うことが可能な種族。

　速度は、初めにおいては体内に圧あつ縮しゆくした大気を触しよく媒ばいに、竜砲ドラゴンブレスを身しん体たい各部の加か速そく器きから放出して得るが、すぐに前進力りよくから得た大気吸きゆう入にゆうを利用して、竜砲に更さらなる加か圧あつを掛けていく。

　竜の武器は、その重量と甲こう殻かくの堅けん牢ろうさだが、ウルキアガは武器を手に、

「──!!」

　砂さ塵じんを吹き飛ばして加速した。

　行く。

　地面すれすれの位置を、半はん竜りゆうの異い端たん審しん問もん官かんが突っ走る。

　疾しつ走そうは、即そく座ざのことで、激げき突とつはもっと短い時間で果たされた。

　対するガリレオは、ほう、と声を挙げた。が、回かい避ひは間に合わない。

　当たる。

　そして激突の音が、しかし響ひびかなかった。
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「……!?」

　ウルキアガは、追い掛けるようにして巻き起こってきた砂すな煙けむりの向こうを見た。

　腕の先、ペンチは接せつ合ごう部ぶで合体して巨大な鋏はさみのような形を見せている。授業で習うに拠よれば、人間などに用いると、

　……すぐに音ねをあげてしまって勿もつ体たいないからやめた方がいい審問具ぐ……！

　但ただし、甲殻系けいの相手に対しては、その堅い外がい殻かくを砕く意味で有効だ。取り押さえるのにも役に立つ。激突の瞬しゆん間かんに、その勢いで挟み込み、一気にねじり上げるのが常じよう道どうだ。だが、

「────」

　ねじり上げているはずのペンチが、動いていない。

　見る。正面にあるのは、ペンチと、

「……鎌かま!?」

「いいや、戦槌バターリアマルテツロなのであるな、これが」

　砂煙の向こう、魔ま神じんの左腕うでが持つのは黒の鉄てつ槌つい。人間用のものだが、魔神族ぞくの野の太ぶとい腕には杖つえと同じだ。

　だが、妙みようなところがあった。こちらのペンチが、その戦槌に届いていないのだ。

　ペンチの四角い双そうの先せん端たんは、黒の鉄槌、肋ろつ骨こつを象かたどったような形の寸すん前ぜんで、何かの力によって宙に止められている。否、正確には、

　……力が失われておるのか……!?

　グリップには全力で力を込めている。それなのに、ペンチの先端側がわは、フリー状態になっており、開いた口は微かすかに上下するだけだ。

　見れば戦槌の上部に、メーターがある。赤の色はメーターを埋めており、何かの術じゆつ式しき効果を発しているのは確かだが、

「まさかこれは──」

「うむ、いいところに気づいたな」

　ガリレオが、深く頷うなずき、こう言った。牙きばの口を開き、

「──K.P.A.Italiaに預けられた大罪武装ロイズモイ・オプロ〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟。正せい式しき使用者は私ではないので貸たい与よ品だが、それでも対人レベルでは力を発せてな」

　その効果は、

「現状の出力だと、〝触れた力は放ほう棄きされ、遊ぶ〟というところか」

　瞬しゆん間かん。ウルキアガの腕の中で、ペンチが分解した。それも、左右二つに外れ分かれただけではない。グリップ部分も、グリップの尻しりにあるラッチも、全て外れたのだ。

　息を飲む半はん竜りゆうの正面で、ガリレオが笑いの声を喉のどから発する。

「力を司つかさどるものがその力を放棄し、遊ぶ。──とろけるようであるだろう？」

　問いかけが来たと同時、こちらは叫んだ。目の前の魔ま神じんを無視して挙げた声は、

「……行け!!」
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　ウルキアガの叫びより一いつ瞬しゆん速く、その背から一つの影が飛び出した。

　インナースーツの上半身を着ず、腹に晒さらしを巻いたラフな男子制服姿すがたの名を、ウルキアガが吠ほえる

「ノリキ……！」

「名を呼ばなくていい」

　ノリキはガリレオの右腕側がわ、〝淫蕩の御身〟が無い方へと走り込んだ。身を回すステップは細い身体からだをもって高速にガリレオの右みぎ側面へと至るもの。

　ノリキが右腕に巻いた荒あら布ぬのを軽く叩たたく。

　すると布の内側に挟み仕込まれた符ふの束たばの内、一枚が反応した。


『内ない燃ねん接続：諏す訪わ神じん社じや・術じゆつ式しき：創作登とう録ろく型がた０３１：──確認』



　同時。ノリキの右肘ひじから拳こぶし先せん端たんまで、緑色の鳥とり居い型の術式紋もん章しようが展開する。


『創作術式〝弥生やよい月づき〟：──発はつ動どう』



　ノリキは、右肘を下に曲げたコンパクトな構えから、身体からだを左に振り抜く動きで、

「……！」

　拳をガリレオの脇わき腹ばらにぶち込んだ。

　それは全力の一いち撃げき。全身の重さが乗った一発だ。

　快音が響ひびいた。が、

「……おや。それだけかな？」

　ガリレオが疑問する通り、ノリキの拳こぶしは、彼の脇わき腹ばらにぶち当たり、止まっている。

　その停止は、〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟の力ではない。ただ単純に、

「私の外がい殻かくを打ち抜きも、揺らしもしていない、というところかな？　……狙ねらいはいい。脇腹。魔ま神じん族ぞくの場合、ここは身体からだを[image: ]ねじるために甲こう殻かくや鱗うろこも細く小さいものが重なり、弾だん力りよくを示す場所となっているからな。ここへの打だ撃げきは、ダイレクトに内ない臓ぞうに届く」

　だが、

「君の拳は軽いようだ。身体が瘦やせているというのもあるが、力が弱く、私の脇腹の重じゆう層そうした鱗や甲殻に、衝しよう撃げきが分ぶん散さんされているようだね。……その術じゆつ式しき、打撃の強化用ようのようだが、昨夜、K.P.A.Italiaの陸上部ぶ隊たいの隊長格を相手に用いたね？　通じなかったのを忘れたかな？

　あれも同じだと思うのだがね？　詰つまり、──君の拳は、軽いのだと」

「……解わかっていることを言わなくていい」

「生徒に対して丁てい寧ねいに解説しない教員はおらんよ？

　──まあ、君の場合、体格、重量、速度などから換かん算さんしても、私の身体を打ち抜くには力が足りないな。今の君の、三倍くらいの打撃力りよくが必要になると思う」

　言っている間に、ノリキはガリレオから離れた。もう一いち度ど拳を構える。

「──学習能力が無いのかね」

　ガリレオが告げた瞬しゆん間かんだ。ウルキアガが動いた。彼はペンチを手放すことで放ほう棄きし、

「返して貰もらおう……！」

　打撃の勢いを持ったウルキアガの両手が、魔神の腕が持つ鉄てつ槌ついに伸びた。

　大罪武装ロイズモイ・オプロ。内容は〝淫蕩ポルネイア〟の大たい罪ざいに至る感情だ。それを取り返せばどうなるか。

　背後、橋の上からトーリが叫んだ。

「ウッキー頼む!!　それあるとホライゾンがエロくなるんだよ多分!!　超ちよう欲ほしい──！」

「やる気無なくさせることを言うなあ──!!」

　だが、既すでにガリレオが反応していた。彼は殴なぐりかかろうとするノリキを無視してウルキアガの動きに集中すると、爪つめのある三本指の右手を広げた。そして、

「〝天動説ゲオセントリズム〟」

　言葉と共に、ある現げん象しようが生じた。

　ウルキアガとノリキが、いきなり地面に叩たたきつけられ、更さらに、

「!?」

　ガリレオを中心にして、円えん弧こを描きながら校庭を吹っ飛んだのだ。
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　正まさ純ずみは、校庭に立つガリレオを見ていた。

　彼の周囲には、今、風と砂さ塵じんがあるだけだ。

　正面や、右にいたウルキアガやノリキは、その背後に転がっている。

　二人とも身を伏せ、動くことは出来るようだが、ダメージがあるのか、

「……っ」

　即そく座ざには立てない。

　地面に叩たたきつけられただけならばまだしも、力任まかせな動きで校庭を転がらせられたのだ。筋肉は歪ゆがみ、内ない臓ぞうや三さん半はん規き管かんがついてこられず、即座に立ち上がることは出来ないだろう。

　……今のは、しかし……。

　思うなり、ガリレオが、既すでに身み構がまえている他の皆を見た。

　そして背後の空。表示枠サインフレームに映っているであろうインノケンティウスが、

『おいおい、奪われないでくれよ？　ガリレオ。信頼しているんだからなあ、おい』

「異い端たんの術じゆつ式しきを見せたのにお咎とがめ無しかね？」

『地ち動どう説せつの否定証しよう書しよを、後で出せ。それで帳ちよう消けしだ』

「では今の内にやることはやっておこうか」

　言葉と共に、ガリレオが顔を上げた。

　彼は、左さ舷げん側の皆を見渡し、不意に、中央やや左舷側にいた御お広ひろ敷しきに目をとめた。

「ふむ。君だな」

「ええ──!?　小しよう生せい、本日ちょっとついてないでありますよ！　皆さん、皆さん！　小生にヘルプを！　ヘルプを下さい!!　──あ、皆さん何を離れてるんですか！　ねえ!?」

「あははナイちゃん思うんだけど、もう一度誰だれかが叩きのめされるの見て、次からの参考にすべきだよね？」

「ええそうよマルゴット、そしてよく見るのよ？　こういうのって、ウスノロとチビから死んでいくのがパターンなんだから。パターン内の出来事なら想そう定てい内ない想定内!!」

「最悪ですな貴き殿でん達はあ──！」

　御広敷の叫びに己は思う。皆のこれは余よ裕ゆうなのか天てん然ねんなのかどちらなのだろうかと。

　そのときだ。ノリキが動いた。彼は土も払わず強ごう引いんに立ち上がり、腕に紋もん章しようをかざしてガリレオに殴なぐりかかる。

　しかしガリレオが動いた。手の平をかざし、何かを告げ、次の瞬しゆん間かんに、

「──!?」

　ガリレオが、身み構がまえた皆の背後にいた。それも刹せつ那なの時間で、だ。

「移い動どう術じゆつ!?」

　転てん送そう術じゆつではない。実際に移動を行う移動術だ。風と砂さ塵じんがガリレオの周囲で、背後に尾を引くように起きているのがその証しよう拠こ。

　しかし位置がまずい。こちらが立つ橋の下側、魔ま神じん族の膂りよ力りよくならば、跳ちよう躍やくをすれば、

「さて」

　された。巨きよ軀くが筋きん力りよくの動きで軽く跳び、橋の欄らん干かんに足先を掛け、その上に立ち、

「ようやく来られたよ。うむ。武蔵むさしの代表を間ま近ぢかで見るのは初めてだったな」

　肩をすくめた魔神が、距離五メートルの位置から、こちらを見下ろしている。彼の身長は三メートル超、欄干の上に立っているため、ほとんど距離が無いように感じる。

　そしてガリレオが、おもむろに右の手をかざした。

「先ほどの問もん答どうなど、なかなか面白かった。──では、ここで授業終了といこうかな」

　下、皆が動いている。だが、間に合わないと正まさ純ずみは悟さとる。

　こちらは高所。今ここに至れるだけの飛ひ翔しよう能力を持つのはナルゼとナイトだが、彼女達の翼つばさは一度空気を取り込み加か圧あつするための時間が必要だ。

　他を考えると、忍にん者じやの点てん蔵ぞうならば跳ちよう躍やくでこちらまで届くだろうが、彼はウルキアガとノリキに続こうとしていたため、校庭の左さ舷げん端はし側にいる。

　ならば誰も間に合わない。ノリキとウルキアガを倒した術が、こちらに来る。

　……逃げねば……！

　思うと同時に、ガリレオが右腕を振ろうとした。

　そのとき、二つの動きを己は感じた。

　一つは、横からこちらの身体からだを、タックルするように抱えてきた葵あおいの、

「おいおい危ねえぞオマエ」

　という押し倒しと、

「──!?」

　もう一つは、風だった。

　風が、艦かん首しゆ側、階段の下から吹き上げ、こちらを越え、

「……っ!?」

　何事かと思った直後。白の光が走った。
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　武蔵むさし艦かん上じよう、教きよう導どう院いんを見通せる橋きよう上じように倒れた正純は、一つの光景を見た。

　今、教導院前まえの橋上、欄干の上に立った黒こく衣いの魔神の右腕を、一本の槍やりがその石いし突づきで跳ね上げている。

　場に飛び込んできた風の正体。槍を構えたのは黒くろ髪かみを結ゆった少女だ。

　彼女は、

「極きよく東とう、警けい護ご隊たい総そう隊長、本ほん多だ・二ふた代よ」

　告げた名に、橋の上に倒れていた自ら動いた。葵に庇かばわれるように押し倒されていたので、慌あわてた動きで馬鹿を突き飛ばそうとして、

「二代……!?　ってこら、葵！　さ・わ・る・な……!!」

「俺が上になっているのにこの女は無理をまた言う……」

「上ならどけえ──!!」

　蹴けり飛ばし、身を離し、馬鹿を転がす反動で己は起きあがった。

　見れば正面、魔ま神じんと自分達の間に立つ女おんな武む者しやの背に、

「……二ふた代よか!?」

「正純か。……中等部以い来らいで御ご座ざるな」

　二代は、しかしこちらを向かない。どういうことかと思う自分は、二代の向こう、ガリレオの発する問いを聞いた。

「邪じや魔まをする気かね？」

「邪魔はどちらで御座るか？」

　その問い返しに答えたのは、橋きよう上じようや、校庭上の誰でもない。更さらに下。教きよう導どう院いん前の階段下したに集まった武蔵むさしの人々だった。背後、階段の遙か下から、声の群が届いたのだ。

　わ、とか、うお、とか言う声の募つのりは、おおお、という流れに変わり、

「──！」

　どよめきに振り返る視線の先、既すでに葵あおいが階段の下を見ている。

　何が声を挙げさせているのか。彼の視線を追った己は、階段をこちらへと上がってくる二つの影を見た。

　二人。その姿を、葵が呼ぶ。

「おいおい！　麻ま呂ろに、麻呂嫁よめかよ!?　散歩か二人とも！」

「不ふ敬けいな口をきくな！　麻呂は、──武蔵むさし王おう、ヨシナオであるぞ！」

　ヨシナオが、階段に立つ撮さつ影えい隊たいの横を通り過ぎた。妻、やはりこの時代の正せい統とうとされる妃きさきの姿をした女性を連れて、

「皆々、忘れていないか！　未だ、総そう長ちよう連合と生徒会の権けん限げんは、麻呂が預かっているのを！」

「ああ、……麻呂、俺達の権限奪うばって皆の気を引こうとしてたのに、完全に忘れ去られてたから自分から乗り込んできたんだな。……ああ、解わかるよ、売れない芸げい人にんみたいだよなオマエ」

「貴き様さまあ──!!　麻呂に向かって何てことを！　何てことを！」

　自分は、ハイハイハイ、と上がってくるヨシナオと葵の間に入った。その上で、

「まあまあまあ、で、ええと、武蔵王、どんなご用件で？」

「学生達の暴ぼう挙きよを諫いさめにきたのだよ本ほん多だ君！」

　あ、こっちのことを知っているのだな、と己は気づく。極きよく東とうの総長連合員いんも生徒会員も、大体は一年交こう代たいだ。顔を憶おぼえていても、名を憶えられないことは多い。

　だがヨシナオは、妻の手を取りながら階段を橋上まで昇り切ると、

「──教皇総長パパ・スコウラ。聞こえておられるならガリレオ殿にお帰りいただきたい」

『ほう、……では、どうすると言うのかなあ？　武蔵王は、総長連合と生徒会決けつ議ぎの否ひ決けつ権けんを持つが、学生ではないがゆえ、学生抗こう争そうに参加することは出来ない筈はずだがなあ？』

　ヨシナオが、撮さつ影えい隊たいに背を向けたまま、声を作る。

「麻ま呂ろの警けい護ごに就ついている警護隊たい隊長がおります」

　……成なる程ほど。

　己は二ふた代よの背を見た。彼女は先ほどから動いていないが、相あい対たいしていたガリレオは腕を下ろし、一歩を後ろに下がっている。

　そしてヨシナオの声が響ひびく。

「本ほん多だ・忠ただ勝かつの薫くん陶とうを受けた息そく女じよ。大罪兵器ロイズモイ・オプロの試し作さく品ひんである神しん格かく武装の蜻蛉とんぼ切きりを持っております。それだけの武む者しやに、勝てる者がいるのかどうかをもって、諫いさめに入ろうと思います」

『勝ち負けに、権けん限げんの返へん還かんと保ほ持じを委ゆだねるのか？　武蔵むさし王おう、その方とその女おんな武者と、武蔵の学生がグルではないという証明は？　どうだ？　なあ？』

「おいおいオッサン！　俺達とコスプレを一緒にすんなよ！」

　横よこ蹴げりをぶち込んだ。

　馬鹿が三回転して、欄らん干かんに激げき突とつしてそれをぶち壊す。

　予想以上の派は手でな結果に、わずかな驚きを得る。なので、

「一いち応おう聞いておくけど、……大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　あ、ああ、気にすんなよ。ボケのための術じゆつ式しき効果だから大丈夫大丈夫！」

　そうなのか？　と思うが、葵あおいの姿には傷きず一つ無い。符ふのような術式ではなく常時加か護ごにすればいいのにと思うが、あまり深く関わると馬鹿が伝でん染せんする。だから、

「つまりヨシナオ王。……二代と、私達の誰かを戦わせろ、と？」

　無む茶ちやだ、と己は思った。二代の強さは、三み河かわにいた頃から知っている。

　中等部でしか一緒ではなかったが、同じ名みよう字じということもあって、比ひ較かくされたのだ。

　こちらは襲しゆう名めいに失敗したが、むこうはいずれ、忠勝公こうの跡を継ぐだろう、と。

　今、忠勝はいないが、二代は蜻蛉切を受け取っている。だが、

「拙せつ者しやは、……得意の移動術じゆつで三征西班牙トレス・エスパニアの立たち花ばな・宗むね茂しげに敵かなわなくてのう」

「────」

　振り返った向こう。校舎の入口には、警護隊が集まっている。副ふく隊長達は二代の方に心配そうな顔で、しかし何も言えずにいる。

　二代が、今、敵に回るのは、やり切れない思いだろう。

　そして彼らの背後から、一つの影が歩み出た。オリオトライだ。彼女は手を打ち、

「何だか、黙って見てたけど、結けつ構こうゴチャついてきたわね。

　──この場、正純と葵の相あい対たいは、教きよう皇こう総そう長ちようの乱らん入にゆうとかもあったけど、双方、お互いに立つところがあると判断するわ。それでいいわね？」

　彼女は、放送委員の撮さつ影えい機材に視線を向ける。向こう、教皇総長に対し、

「武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの問題なのですから、他校の生徒は関かん与よしないで下さいね」

『以後、気をつけよう』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とオリオトライは頷うなずいた。

「じゃあ、延長戦。四回戦目に入りましょうか」

　彼女が、二ふた代よに視線を向けた。そして会え釈しやくを送ると、二代も頷き、息をつき、

「拙せつ者しやに勝てねば、敵に刃やいばは届かぬと知れ。もしそれが不可能ならば──」

　二代がこちらを向いた。彼女の背後、ガリレオが一いつ瞬しゆんだけこちらを見て、

「……！」

　風を巻いて消えた。

　そして午後の風が来る。二代の髪かみが揺れる。その髪が蜻蛉とんぼ切きりの刃に当たって切れ、

「──不可能ならば、夢も何もかも、割かつ断だんしようぞ」

　さあ、

「拙者の相手は、誰で御ご座ざるか!?」
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　二ふた代よの、相手を欲する呼びかけに、左さ舷げんの皆はそれぞれの顔を見回した。

　今、ガリレオの術じゆつ式しきの一いち撃げきを受けたウルキアガもノリキも起きあがっている、が、やはり負傷のある身では本ほん多だ・忠ただ勝かつの娘の相手は重い。

　皆は、ゆっくりと集まり、輪を作ってひそひそと話し始める。

「そうですわね……、ここは、やはり騎き士しである私が出ましょうか？　ドカンと一発」

「んー、あたしが地じ摺ずり朱雀すざくを空から落として不ふ意い打うちバコーンってのはどうかねえ」

「それより、私が弓ゆみ矢やの遠えん距離射しや撃げきでズドンっていうのは」

「……何でこの女おんな衆しゆうは全員擬ぎ音おん系で御ご座ざるか？」

「というか、僕が思うに、ミトツダイラ家は、さっきみたいに僕達とモメてるくらいならいいけど、武蔵むさし王おうとモメると後々フォロー利かなくて厄やつ介かいだと思うよ？　直なお政まさ案も不意打ちが効く相手じゃないと思うし、浅あさ間ま君も浅間神じん社じやが武蔵王に楯たて突つくのはまずいと思う」

『ならばここは吾わが輩はいが突とつ撃げきするしかあるまい……！』

「ナイちゃんドイツ人だから現実的に言うけど、踏まれたら飛び散って終わりじゃないかな」

「マルゴットも私も、魔術師テクノヘクセンは術の出が遅いものね。大体、空にも割かつ断だんは届くんでしょ？」

　じゃあ、と皆がまた顔を見合わせる。一いつ瞬しゆんだけ視線を集められたペルソナ君は慌あわててヘルメットを左右に振り、イトケンとハッサンに関しては皆がスルーした。

　ややあってから、ネシンバラが吐と息いき混じりに、

「やっぱ僕かなあ。さっきのベルトーニ君みたいな代用系けいの術式なら、僕も使えるから」

「いや、ネシンバラ殿が出るなら、まずは自分で御ご座ざろう」

　点てん蔵ぞうが、静かに言った。

「向こうは武む者しや、サムライで御座る。忍にん者じやの自分にとっては分が悪いで御座るが……」

　言うなり、橋の上からトーリがこちらをのぞき込んで来た。そして彼は、

「ああ、駄だ目め駄目、テンゾーじゃ駄目だよ駄目！　もう駄目ぇ──」

「ひ、人のやる気に無む茶ちや苦く茶ちや水差すで御座るなあ!!」

「ああ!?　だってオマエ、よく相手の言げん動どう考えろよ？　この女、〝拙者・御座る〟だぞ？　オマエ、〝自分・御座る〟じゃん？　──もう、戦う前から人間的濃のう度どで負けてんだよ」

　言われた点蔵は、しばらくしてから俯うつむいた。

　それを見ていた二代が、欄らん干かんの上から声を掛けてくる。

「？　……拙者がどうかしたで御座るか？　あの忍者が拙者に何かあるので御座るか？」

「おーい、テンゾー、今の素すで言えるかあ？」

　忍者はうつむき、膝ひざと手をついた。そして彼は、右の握り拳こぶしで幾いく度ども校庭を殴なぐりつけ始め、

「く、くそ、くそう！　じ、自分、あそこまで開き直れんで御座るよ確かに!!」

　お前も結けつ構こう凄すごいけどな、という皆の感想の中、不意に顔を上げた人ひと影かげがあった。

「ククク、ヘタレ忍にん者じやも拙せつ僧そう半はん竜りゆうも不ぶ愛想あいそ闘とう士しも攻撃能力過か多たな女おんな衆しゆうも全員駄だ目めね」

　喜き美みだ。彼女は、は、と眉まゆを立てた笑えみの顔を見せ、

「いいわ愚ぐ衆しゆうども、そこで茶でも飲んでなさい。そして愚ぐ弟てい、賢けん姉ねえがあまりにも駄目なアンタと足りない連れん中ちゆうを救たすけてあげる。──貧ひん乳にゆう政治家、そこから降りなさいな。危ないわよ？」

　言っている間に、喜美は皆を離れ、橋きよう上じように至る階段へと歩き出す。

　橋の上では、正まさ純ずみが戸と惑まどいの顔と覗のぞき込みをしていたが、トーリの、

「あ、姉ちゃんに従っておかないと後が怖いから、そうしといた方がいいぜ？」

「い、いいのか？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん。──あ、でも、さっきの物言いだと、姉ちゃん、セージュンのこと結けつ構こう気に入ってるみたいだから、怖がらなくていいかんな？」

　そうなのか？　と首を傾かしげつつ、正純が階段を下りていく。

　代わりに、ゆっくりと階段を上がっていく喜美は、丸まる腰ごしだ。更さらには歩きながら、彼女は制服のインナースーツの首もと、ハードポイントに繫つながっている白のインナーの襟えりと胸むね前まえを外し、

「邪じや魔まよねえ」

　胸元を大きく開け、帯おび状じようの黒パーツだけで胸を押さえる。更には、上着を肩から脱だつ着ちやくし、ベスト状となったジャケットを捨て、袂たもとのある袖そでだけを腕に絡めた。

　身み軽がるになる。肌はだを晒さらし、しかし口元には笑えみを浮かべ、階段を上り切る。

「フフフ愚ぐ弟てい、今から感謝の言葉を述べなさい。後でまた述べることになるから」

「姉ちゃん毎度毎度すげえなそういうとこ！　ちょっと狂ってね!?」

「フフフ愚弟、──姉に追いつけないって認めるの？　まあ、早く生まれた優ゆう姉ねえに、遅く生まれたアンタがかなうわけないものねえ」

「おいおい姉ちゃん。早く生まれたとか、自慢になんねえぞ？　よく考えたら姉ちゃん、父とうちゃんと母かあちゃんの暴発で生まれたかもしんねえのによ。そしてその後に生まれた俺は、ほら、父ちゃんと母ちゃんの計画と努力によって生まれた子、そうじゃね？」

「フフフ、この絞しぼり滓かすめ」

　二人の笑みでの遣やり取りに、下の皆と合流した正純が、

「大丈夫なのか？　あの二人」

「あ、ええ、喜美とトーリ君は、昔っからああなんで……。相そう互ご作用というか何というか」

「でもナイちゃん見るにさあ、……喜美ちゃん、ここんとこで一番チョーシいいよ？」

「フフフ橋の下にいる連中が何か言ってるわよ愚弟」

「おいおい姉ちゃん、俺、マジに橋の下の人達に友人多いんだから混同しないでくれよ」

　そうねえ、と言っている間に、橋の上で動きがあった。

　二ふた代よが、ゆっくりと欄らん干かんを降り、トーリとヨシナオ夫ふ妻さいが下がったのだ。

　そして残った二人。喜き美みと二ふた代よが、距離五メートルをもって相あい対たいした。
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　相対の二人を前に、階段の縁へりまで引いていたヨシナオは、妻の声を聞いた。

「──貴方あなた」

　眉まゆ尻じりを下げ、こちらの袖そでを引きながらの台詞せりふは、確かにこちらの胸に通じる。

　言いたいことは解わかっている。止めた方が良い、ということだ。

　片方は武む者しや。もう片方は、どう見ても、

　……変な女だ。

　すぐ横にいるトーリ・葵あおいの姉。幾いく度どか言げん動どうを見聞きしたことがあるが、正直、何を言っているのか解らない。だが、人間であるのは確かだと思う。

　武者対たい変な女。

　この勝負で、後者が勝てる訳がない。勝てるわけがないならば、負けるしかない。

　武者を相手に負けると言うことは、恐らく被害を受けると言うことだ。だから妻は止める。そんな妻は優しいと麻ま呂ろは思う。麻呂は満足だ。今度また二人で外食に行こう。

「おい麻呂、麻呂、何を虚こ空くう見てんだよ。脳の働き違うのか？　やっぱ」

「麻呂のことを麻呂って言っていいのは麻呂だけであるぞ──！」

　己は叫んだ。

「止めぬのか!?　貴き様さまの姉あねだぞ！」

「いいからさ、ちょっと聞いてくんね？　もし姉ねえちゃんが勝ったらさ」

　そして自分は、暢のん気きな口く調ちようの声を聞いた。

「俺に、王の座を譲ゆずってくんね？」

「────」

　何を馬鹿な、と己は思った。王の座は、聖せい連れんの指示によるものなのだぞ、と。だが、

「麻呂さ、俺達の権けん限げん、預かってんじゃん。似たような感じで逆にしてさ。それに、……もしホライゾンが帰ってきたら、武蔵むさしと三み河かわ、つまり極きよく東とうの君くん主しゆになるわけだから、麻呂と衝しよう突とつしちまうじゃん？　それにまあ……」

「それに？」

　どうしたのだ？　と己はトーリ・葵あおいに問いかける。

　……この若者、何も出来ず、いつも馬鹿なことばかりやっている男だが、しかし──。

　何故なぜか、武蔵はおろか、極東や、それ以上を動かそうとしている。動機は単純で、ただ、惚ほれた女を救って告白したいという、それだけなのに、それを為なすために人が動きつつある。

　自分は先ほど聞いた。この馬鹿な少年の、教皇総長パパ・スコウラに対する言葉を。

　……俺が欲しい答え、か。

　どうなのだろうな、と己は思う。

　自分はかつて、国こつ境きようの地方の小さな領りよう主しゆをやっていて、人々を守っていた、つもりだった。

　だが、聖せい連れんが、武蔵むさしの王になれと、そう言ってきた。

　……断れば、領りよう地ちは潰つぶされる。

　ゆえに従い、領地を聖連に預け、争いをさけた。

　だが、領地にあった町は、両国の街かい道どうに潰され、残った集しゆう落らくは商業都市に吸収された。人々は都市に住むことになり、裕ゆう福ふくな生活を得た筈はずだ。

　幸せになっただろうと、そう思うが、素そ朴ぼくな土地に根付いていたものは、何もかも失われた。

　だから、己は、トーリに再び問うていた。大事なものを失うことを拒否し、力も何もないが、しかし、そのために動こうと足あ搔がいている馬鹿に対して、

「何のために、王になりたい？」

「俺のせいで奪われたホライゾンの全てを、俺が取り戻したいからさ」

　トーリが言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、俺、王様になっても、自分のことを麻ま呂ろって言わねえから。麻呂は麻呂のままでいいぜ？　その方が素す敵てきだからよ。──ネタに出来るし」

「そう言う問題では無いだろうが!!」

　叫び、しかし自分は内心で吐と息いきする。

　……どういうつもりだろうか。

　今、目の前で起きる戦せん闘とう。どう見ても、彼の姉が勝てるわけがないというのに。

　そして挙げた視線の先。二ふた代よがゆっくりと一歩を踏み、

「──さて」

　来た。勝負の始まりを作るために。
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　二代は、正面に立つ女を見た。

　薄うす茶ちや色の染め髪かみを風に波打たせた、強気の笑えみの女。喜き美みと言う、武蔵総そう長ちようの姉らしい。

　腕に巻き付けた袖そでと、胸上など晒さらした格かつ好こうからするに、

「……白しら拍びよう子しで御ご座ざるか？」

「フフフ芸を知らない詰つまらない女ね。もっと古いものよ。知らないの？」

「あいにく拙せつ者しや、芸能など嗜たしなむ心を持ち合わせておらぬ」

「フフ、人生蝕むしばんでないわね。何てつまらない。──ウズィ。出なさい」

　言葉に呼ばれ、彼女の肩に三頭身の少女型走狗マウスが現れた。お面を阿あ弥み陀だかぶりした走狗は、

「芸能系けいの主神であるウズメの走狗、三み河かわの大おお椿つばき神社が本社で、私、浅あさ間ま経由で契約してるんだけどね。──解わかる？　ウズメ系の神について」

「いや、詳しくは知らぬ。──騒ぎ、笑わせ、それら感情を伝でん播ぱするとか、その程度しか」

「そう、じゃあ、もっといろいろ教えてあげるわ」

　言って、喜き美みが、肩のウズィという走狗マウスとともに、ゆっくりと身を揺らした。

　舞まいの初しよ動どう。その動きにこちらは身構えた。何かする気で御ご座ざるな、と思いながら、

「申しおく。──降こう伏ふくするなら、手荒な扱いはせぬと」

「フフ馬鹿ね、手荒に扱って欲しくないなんて言う女は、ぬるま湯みたいな扱いも受けたことすらない程度レベルの女よ。それとも、手て緩ぬるい扱いこそが相手が喜ぶものとでも思ってるの？」

　喜美が、逆側に身体からだを揺らし、戻しながら、こちらに笑えみを見せ、

「アンタ、──相手を喜ばせることが出来ても、相手を靡なびかせることが出来ない女ね。本気で誰かと相あい対たいしたことがないでしょう？」

　言われた台詞せりふに、己は堅い唾つばを飲んだ。

　……それは──……。

　朝のこと。立たち花ばな・宗むね茂しげに速度で挑いどみ、立場においても、何もかも覆くつがえされたことを思い出す。あれは、あの状況下において自分に出来る精せい一いつ杯ぱいだと思うが、しかし、

「────」

　自分は、ゆっくりと首を横に振って、記き憶おくを頭の外に払った。

　……揺さぶられる意味は無いで御座る。

　落ち着け。見たところ、相手は身体を戦せん闘とう用に鍛きたえていない。武器も持っていない。走狗を出したと言うことは、術じゆつ式しきか、加か護ごを使用する、もしくは既すでに使用しているということだ。

　だが、手は、袖そでで塞ふさがっている。そのようにして表示枠サインフレームの表ひよう示じも操そう作さ出来ない場合、術を使うには走狗とのコミュニケーションが必要になるが、そうなると術の発動は遅い。

　ならば、加護か。ウズメ系、芸能の神の術式加護はどのようなものか。

　……戦闘用は無い。

　能力が分かれているからこその神の分ぶん立りつだ。系けい列れつが近ければ近きん似じまたは同質の術式や加護があるが、芸能神しんが戦闘系けいの能力を持てるわけがない。そうなると、

「ああ、言っておくけど、私の契約関係、──エロ系とダンス系ばっかりだから」

　……本気で戦闘用が無いで御座るな!!

　だとすれば代演仲ちゆう介かいか。

　舞を奉ほう納のうして、ウズメの神じん社じやを通じて他の神の力を得る、というのはよくある話だ。

　ならば、と己は思う。警けい戒かいは必要だと。

　そして自分は警戒の上で考える。相手は、攻撃が当たれば倒れるような身体だ。動きも緩やかで、捕まえようとすれば可能。

　……そうなると、勝つための方法は無数。

　神しん格かく武装である蜻蛉とんぼ切きりの真しん髄ずい、割かつ断だん能力を叩たたき込むまでもない。刃やいばで断とうとすれば断てる。石いし突づきで穿うがとうと思えば穿てる。脚あしを払ってもいいし、腕を絡め取って投げ飛ばしてもいい、無む造ぞう作さに揺れる髪かみを摑つかんで引き倒してもいい。

　どうにでも出来る。

　だが、だからこそ己は思う。速度を使う、と。

　朝、立たち花ばな・宗むね茂しげに通じなかった技だが、もう一度確かめたい。レベルの違う相手に大人おとなげないと思うが、自分の出来を確かめたいだけならば、相手の質は関係ない。

　ゆえに自分は身み構がまえを低くし、蜻蛉とんぼ切きりを構え、身を揺らしている喜き美みに、

「──参まいる！」

　一歩を、前に踏んだ。
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　二代は、柄えを使用した。

　蜻蛉切の全長は、通常ならば三・六メートルに四十センチの刃やいばをプラスしたもの。但ただし伸縮機き構こうがあるため、最長で六メートル、最短で一メートルにまで縮む。

　今は約二・七メートルで、自分にとってはこれが一番扱いやすい。

　柄の半なかばを持っても、左右一メートル以上の打だ撃げき根と同じだ。移動術じゆつですれ違いざまに一いち撃げきを入れれば、鉄棒で殴なぐるのと代わりはない。

　ゆえに行く。身を揺らしている喜き美みに対し、左から、一直線に傍かたわらを抜けるように。

　柄を振り抜く位置は足首の高さだ。胴どうを払うことも考えたが、万まんが一いちにも相手が〝何も考え無しに出てきた〟場合、その代だい償しようとしては厳きびしすぎる。鍛きたえていない人間の腹を高速で殴おう打だすれば、骨折や内ない臓ぞうの破は裂れつが生じる可能性が高いのだから。

　足首は、骨折する可能性もあるが、転ぶ確かく率りつの方が高い。今、身を揺らしている相手は、バランスが不確かだ。打撃の際、すくい上げるようにヒットさせれば転ぶだろう。

　鍛えていない身体からだはダメージに弱い。転てん倒とうもだが、足首に受けた痛みによって歩くことが出来なくなれば、それで降こう伏ふくする筈はずだ。

　だからそうした。

　全身は加護によって突っ走った。身を低くしながら柄を振り抜き、相手の両の足首をすくい上げるように払い、

「……っ！」

　振り抜いた。
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　ヨシナオは、目の前にいきなり二代が現れたのを見た。

　実際は移動したのだろうが、瞬しゆん間かん的に位置を移ったようにしか見えなかった。かろうじて、風の動きと、二ふた代よの衣服や髪かみの揺れで移動の流れが推すい測そく出来るが、

　……速い。

　だが、その感想は、ある事実を想そう起きさせる。それは、

　……この速度で追いつかなかった相手がいるのか。

　ならば、武蔵むさしの学生達は、少なくとも、この二代より強くなければならない。

　しかし、もしその強さを証明したとしても、

　……彼女が敗れた相手を超えられるとは限らんわけだ……。

　思っている間に、二代が、低めにしていた姿勢を直した。蜻蛉とんぼ切きりを一度回して携たずさえ直し、

「終わり申した」

　言葉に、自分は、喜き美みの立っていた方に視線を向けた。

　そして己は見た。喜美が、腕を組み、身体からだを揺らしながら、平然と立っているのを。

　……は？

　喜美が立っている。

　無む傷きずだ。身体のどこにも負傷がない。

　……これはどういうことか。

　思い、息を詰める横、妻も目を見開き、こちらの左の袖そでを引いている。

　そんな自分と彼女の表現に、二代が気づいた。

「どうしたで御ご座ざるか？」

　と、そう問いかけた二代が、こちらの視線を追い、後ろに振り向いた。

　自分と妻、そして二代の視線の先。喜美が立って、笑えみを顔に浮かべている。

　何事もなく、彼女は身体を軽く揺らしていた。今や、ステップするようなテンポで、だ。

　対する二代が、ややあってから、一つ頷うなずいた。そしてやがて、彼女は二つめの頷きを作り、三つ目の頷きを会え釈しやくとして、

「──まさか現実が噓うそをつくとは」

「クククそんな単純な結けつ論ろん出すために長時間掛かけないでよ。──愚ぐ弟てい、アンタならこういうときどんな反応するの？　見み本ほんを見せてみなさい！」

　喜美が視線を向けた先、橋の欄らん干かん間ま際ぎわにヨシナオが妻や二代と振り向いてみれば、制服姿すがたのトーリが桶おけを覗のぞき込んでぶつぶつ言っている。

　彼は座り込み、ときたま桶相あい手てに笑い出し、木で作られた桶の表面を軽く撫なでながら、

「ク、ふは、ふふは、おまえ可愛かわいいなあ、ホント、可愛いなあ、へへへ、──濡ぬれ濡れだぜ」

「……桶相手に異い種しゆ族ぞく間かん恋愛すら超えた異い物ぶつ間かん恋愛とは、随ずい分ぶんと先進的な弟おとうと御ごで御座るな」

「フフフ我が弟ながら途と中ちゆう経過すっ飛ばしだとビジュアル面が最強ね。後で下水に叩たたき込んでやるわ。──で、そこ、本ほん多だ・二代。今、極きよく東とうで最も冴さえない女」

　喜美が、眉まゆを立てた笑みで告げた。

「アンタ、思った通りかなり駄だ目めな女ね。──速度が泣くわよ？」

　瞬しゆん間かん。こちらの視し界かいから、二ふた代よが風と共に消えた。
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　二代は二発目をぶち込んだ。

　左へと突っ込み、すれ違いざまに振り抜く。肩を入れ、曲げた肘ひじをクランクのようにかち上げることで、相手の足をすくい上げる。

　当たった。

　手て応ごたえ充分。全身を掛けての制動を入れ、移動距きよ離り七メートルでストップ。半なかば滑り込む姿勢から、相手に背を向けないよう、身を俯うつぶせにして振り返る。

　そして蜻蛉とんぼ切きりの石いし突づきを相手に向けつつ、身体からだを起こして見てみれば、

「……フフ、何してんの？　速いの？　痛いの？　それとも、──無意味なの？」

　当たった筈はずの喜き美みが、笑えみでこちらを見ている。

　……これは──。

「何の術じゆつ式しきで御ご座ざるか？」

「問う馬鹿がどこにいんのよ。答える馬鹿もいると思う？　──でも私は自慢しちゃう」

　喜美が、ステップしながら右腕を右肩からまっすぐ横に伸ばす。その上を、ウズィが軽く回りながら行って、戻ってきて、胸の上を回って、次に伸ばされた左腕に行く。

　そんな走狗マウスの動きを飾りとして、喜美が口を開く。

「言ったでしょう？　私の契約はエロ関係とダンス関係だって。でも、……エロけりゃ誰にでも身体赦ゆるすと思ってんの？」

　左の腕の先、袖そでの先せん端たんに乗ったウズィという名の走狗を、喜美がゆっくり前に差し出す。応じるように右腕も前に回し、ウズィを右手に乗り移らせて、

「高たか嶺ねの花は、そこに至れる者にしか姿を拝おがませないわ。そしてそれを枯からさず持ち帰ることなんて出来やしない。だから高嶺の花は孤こ高こうに咲き続け、その山の〝不ふ可か侵しん〟であり続け、高き場所に至れる者達の共通崇すう拝はいとなるの」

　喜美が笑った。クク、と喉のどを鳴らして動く。

　今度は後ろに手を回し、ウズィを左腕に乗り移らせると、

「──私の〝高嶺舞まい〟は、私の身に無ぶ粋すいが触れないようにする術式。

　枯れることも考えない馬鹿が摘つみ取ろうとしないように、私が認めた者、──この人には枯らされても本ほん望もうと思える人間しか、触れることが出来なくなるの」

　己は、そこで三発目をぶち込んだ。だが、突っ走って槍やりを振り抜いた直後。

「無粋ねえ。花は摘むものよ、刈かり取るものじゃないわ」

　背後からの声に、自分は振り向いた。

　波打つ髪かみと、揺れる動きの中に笑えみがある。

「さて、攻撃手しゆ段だんが無いと思わないでね。──美しい花には棘とげもあるし、根には毒もあるの。油ゆ断だんしてるとひっぱたくわよ。全身不ふ随ずいになるまでね」

　相手が言った。

「さあやって見なさい。高たか嶺ねの位置に至れるのかどうか。舞まいが奉ほう納のうされる限り、私は高嶺よ」

　そして、相手が動いた。揺らし、緩やかに動かしていた身を伸ばし、腕を振り上げ、ウズィを空に放り投げ、口を開き、

「──！」

　笑えみの顔で、声を放った。それは何かを呼ぶようなチューニング。

　空の中で、ウズィがエアを決め、落下に入るその下で、喜き美みが身を揺らした。今までのような緩やかなものではなく、明確なステップだ。

　上下に、髪も、衣服も、身も波打ち、袖そでが宙を叩たたいて音を作った。

　響ひびく。同時に、

「通り──」

　ま、せ、と声が続いた。そして肩にウズィが落ち、しかし身はもう一度揺れ、

「通り──」

　ませ、と声が続いた。それは先ほどよりも、やや高く、伸びのある声で、しかし、

「──通りませ──」

　言葉が通った。

　己は知っている。これが、通とおし道どう歌かという童どう謡ようだと。子守の歌、遊びの歌、そして、

　……舞の歌にするで御ご座ざるか……！

　まずい、と自分は思った。どうする、とも思った。しかし、

「──通りませ──」

　通った言葉の、速度が上がる。通常、歌われているテンポではなく、舞うための速い四つ打ちアレンジだ。テンポが上がって舞の動きが速くなれば、舞の密度は動的に上がり、

　……奉納における価か値ちが高くなる……！

　高嶺の花が、更さらに高い位置で咲こうとする。

　既すでに、自分は今、高嶺の位置に至れていない。攻撃が届かないのがその証しよう拠こだ。

　だが、一つの解かい法ほうがあるのは解わかる。それは、

　……この相手の術じゆつ式しきも、完全ではない。

　速度を上げ、謳うたうことで相手が己おのれの奉納価値を上げていくならば、こちらはそのレベルを超える行為を行い、奉納することで、手を届かせられる。

　蜻蛉とんぼ切きりの割かつ断だん能力なら、一発だろう。軍ぐん事じ目的で試作された武装だ。発動する際に消費される流りゆう体たい駆く動どう力は、一個人の術式に用いられる流体使用量を超えている。

　しかし、と己は思う。それはなるべく使いたくないで御ご座ざる、と。

　相手は自分と同年ねん齢れい。向こうが舞まいなら、こちらは速度だ。蜻蛉とんぼ切きりは最後の手段として、速度で相手を上回ることを一いち義ぎとしたい。だから、そのためにも、

「────」

　身を起こし、ステップを踏んだ。

　声を放ち、緩やかにしかし速度を上げていく相手に対し、移動術じゆつを使用したステップで溜ためを作り、そして、自分は、

「通りませ──」

　通しに行った。
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　音が響ひびいた。

　風が動き、影が踊った。

　中央に黒と白の舞まいを咲かせ、周囲に風が連続で駆け抜ける。

　風の中に見えるのは、もはや人の影と銀ぎん弧こだけ。既すでに風は、刃やいばを使うことを厭いとうていない。

　橋が揺れ、足の踏みは鳴り響きとして、髪かみの風切りはさざめきとして、衣服の羽ばたきは宙を打つ鼓こ動どうとして。そして声は、

「──通りませ」

　笑えみの口く調ちようで、

「行かば　何処いずこが細ほそ道みちなれば」

　周囲の音を伴ばん奏そうに、

「天てん神じん元もとへと　至る細道」

　しかし音は声を越えようとして、

「御ご意見御ご無用　通れぬとても」

　幾いく度ども幾度も打ち鳴らされ、

「この子の十の　御お祝いわいに」

　中央に黒と白の衣服の舞を置き、

「両のお札ふだを納めに参さんず」

　周囲の大気を巻き込み、

「行きはよいなぎ　帰りはこわき」

　校庭の木々や校舎の窓を鳴らし、

「我が中こわきの──」

　しかし更さらに、

「通りませ──」

　二ループ目に入った。

　停まらない。止まらない。留とどまることなく、更さらに速度が上がり、

「──!!」

　音と動きが重なっていく。
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　速度が上がる。音が増えたかのように、風の動きが連続し、それを見る人々が、

「おい……、見ろよ」

　舞まいの周囲を巡る風かざ音おとの中に、

「影が、見えて来ているぜ……」

　呆ぼう然ぜん、という口く調ちようが重なる先、風の中に、幾いくつもの人ひと影かげが現れ始めた。

　高こう速そく移動と攻撃の連続。その移動は目に止まるものではないが、攻撃の瞬しゆん間かんにわずかな挙きよ動どうの停止が生じる。その重なりが、風の姿を残ざん像ぞうで見せていた。

　本ほん多だ・二ふた代よ。彼女の槍やりを通そうとする姿が、舞う黒と白の花の周囲に見えていく。

　攻撃箇か所しよは中央の舞の動きに合わせるため、現れる見み姿すがたは、一つではない。二つ、三つ、四つと増え、一気に七つ、八つと行き、

「おいおい……」

　十二を超えた辺りから、残像の陰に入る残像があり、入り乱れ、数えられなくなる。

　しかしそれでも追いつかない。舞は速く、正確で、己おのれで謳うたい、音を立て、更には、

「笑ってやがるぜ……」

　己の身に幾いく度ども突き立てられる筈はずの刃やいばを無視して、花は踊る。そして人々は気づく。いつの間にか、舞い方が変化を始めていることに。それは、

「相手と共に……」

　二代の動きは、舞の動作に応じたものだ。腕や脚あし、身の動きを見み極きわめ、動きが外に出るときは退ひき、動きが内に向くときは追うように突き込む。

　まるで、手を取っているように。

　だから、舞もそれに合わせていく。攻撃動どう作さに舞を合わせて更に高速化し、なおかつ、

「──喰っていくぞ」

　喜き美みは二代の攻撃を己の舞に組み込み、奉ほう納のうのレベルを上げた。そして二代が速度を上げれば上げるほどに、それを食う花の居い場所が高たか嶺ねになっていく。

　だから、と言うように、舞に対する風の音が増した。汗が散り、風に弾はじけ、更さらに、

「お……！」

　声が動きに追加された。二代の声が、気合いの吠ほえ声として、

「おお……！」

　速度が力を追加し、花が散った。

　白い火花だ。術じゆつ式しきによって強化されていく二人の力。彼女達を加か護ごする流りゆう体たいが、衝しよう突とつし、光の花を立てていく。

　二ふた代よが追いつき出した。舞まいのリードを奪うように、白の花が散り、音をたてていく。

「おおお……！」

　張り裂けるような叫びの中、色が追加された。

　赤の色。舞う喜き美みの肌はだに、朱しゆの線が幾いくつも走り出した。

　届いている。風の刃やいばが、強ごう引いんに、厭いとわれていようとも花を手に取ろうとして、

「……っ」

　舞う花の肌に、流れて散る汗とともに血玉が湧わき、線を引いてこぼれていく。

　だが、花は舞うことをやめない。

　やめず、高たか嶺ねの風に吹き荒すさばれながらも、花は更さらに上を見た。

　歌が新しいループを刻む。
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　左さ舷げん側、風が起こり、音に地面すら震しん動どうする場所において、正まさ純ずみは皆に問うていた。

「──大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　勝負とは別で、命に関わる状況に至っていると、そう思う。

　……もし葵あおいの姉が敗れたら──。

　二代はそのまま、彼女の身体からだを貫つらぬくのではないか。

　腹の底、ぞくりとする思いを抱えた正純は、しかし、

「大丈夫です」

　鈴すずの背を抱えた浅あさ間まの声に、こちらは振り向いた。

　視線の先、浅間が眉まゆを立て、橋きよう上じようを見ている。その表情は、今の言葉とは裏うら腹はらで、まるで自分に言い聞かせているように見えるが、しかし、

「大丈夫です。皆も、そう信じてますから。──正純も信じて下さい」

「だが……」

「喜美は負けませんから」

　言った瞬しゆん間かんだ。浅間が、ふと右目をつむった。何事かと見れば、浅間の右頰ほおに、

「血が……」

　風に散ったものが、届いたのだろう。量は少ないが、色は確かで、しかし、

「大丈夫です。だって……」

　浅間が言った。頰の血を拭ぬぐいもせず、

「皆、知ってますよね？　喜美、一回しか泣いたことが無いのを」

「……いつ？　誰に？」

　ええ、と浅あさ間まが、橋きよう上じようの風を見み据すえつつ、答えを寄よ越こした。

「昔、トーリ君に、……一回だけ」

　だから、

「トーリ君が見ている以上、負けませんよ」
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　風の中、謳うたい、舞いつつ、喜き美みは思う。

　……いい感じだわ。──グレイト！

　相手がいい。ここまで速度を上げてついてこられるのは武蔵むさしにはそうそういない。

　いい相手だ。男だったら色もあるだろうけど、女だからこういう場合は、えーと、何て言うんだったかしら、ええと、まあいい、忘れた、それで充分。だって私がルールだから。

　……でもホント、いい感じだわ。

　相手はついてきている。だからこちらは舞まいのレベルを上げていく。

　しかし、それでも相手はついてくる。しがみつくように、強ごう引いんについてくる。

　……面白いわ。

　追い上げられているとは、思わない。追われて逃げるのは、いい女のすることだから。捕らわれないように逃げることにこそ華はながある。

　今、自分は動いている。

　汗は流れ、髪かみは乱れ、熱が肌はだから宙に漏れている。音の全ては胸の鼓こ動どうのようだ。

　声をあげれば、自分自身の全て、熱も意志も鼓動も何もかもが外にさらけ出されているように感じる。

　気持ちいい。

　動きの最さい高こう潮ちようを出し、意志の最大を示し、胸の高鳴りの極きよくを外に示していき、

「──！」

　さらけ出す。全てを無む防備に。なかなか出来ないことだ。

　だが、と己の心が思う。

　……足りない。

　ずっと昔、思い切り、泣いたことがある。

　……あれには、今の舞でも、全然足りないわ。

　幾いく度どか、あれに辿たどり着こうとしたときがある。だが、どうやっても、あの無防備な自分に届くものではなかった。舞のレベルを上げて何をしようとも、過去の一いつ瞬しゆんには追いつかない。

　思い出す。あれは、どういうさらけ出しだったのか。

　思い出す。ずっと昔のこと。

　……あれは──。

　思う。かつてのこと。

　……ホライゾンがいなくなって、数ヶ月後のこと。

　思い出す。
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「ホライゾンがいなくなった事故で、トーリ君、左肩に重傷を負ったそうなんです。それで、ホライゾンと一緒に意識無ないまま三み河かわに連れて行かれて、やはり眠ったまま戻ってきて……」

　でも一人で、と浅あさ間まが言った。

　正まさ純ずみは、響ひびく音と鳴る風の下で、浅間の声を聞いた。

「トーリ君、しばらくしたら教きよう導どう院いんに来なくなっちゃって、何ヶ月も家でじっとしてて、何も言わくなっちゃったらしいんですよね」

「……葵あおいが？」

「そう。……終わりの方になると、何も食べなくなっちゃって、瘦やせていって、……当時、トーリ君と喜き美みの御ご両親、遠とお出でで連絡とれないところにいたから。トーリ君、私達が会いに行っても顔も出さないし、どうなっちゃうんだろう、って」

　だけど、という言葉を浅間が漏らした。

「トーリ君の目を覚ましたのが、喜美なんです」
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　あの日も、いつも通りだったと、動きの中で喜美は思う。

　母も父もいなくて、左肩から先を上手うまく動かすことがまだ出来ない弟と二人の生活。

　夜よ更ふかししても怒られず、予算内だが好きなものを食べられる生活だった。

　だが、弟が、まずかった。弟はものも言わず、ろくに着替えも、部屋の整えもしなくなり、表情すら変えず、しかし一度だけこう告げたのだ。

「俺が死んだらどうする？」

　思ってもないことを、とは言えない。当時の自分でも、ひょっとしたら、と考えていたことだ。ホライゾンが死んだのは自分のせいだと、弟がそう思っているのは解わかっていたし。

　だからそのときは、子供なりに平然を装って、こう答えた。

「やめときなさい」

　そして弟は、その言いつけを守った。死ぬようなことを行いはしなかった。だが、

　……食べなくなったわね。

　食事の時間には、やってきていた。だが椅い子すに座り、じっとしているだけだった。うつむき、梳すいてもいない前まえ髪がみの下から、テーブルの向こうを透すかして見ているようで。

　やがて、食事だと呼んでも来なくなった。

　先に食べているからね、と言って自分の分を終えてすぐ部屋に戻るようになったのは、

　……怖かったから？

　どうかしら？

　だけど、何も食べも飲みもしていない弟が、深夜に洗面所で吐いている音を聞いた。それも、気分が悪いとか、変なものを喰ったとかではなく、

　……喉のどに手を入れて……。

　自分の全部を吐き出そうとする動きは、喉から漏れる呼吸が手によって阻はばまれ、小さな笛のような音をたてるのでよく解わかる。

　耳を塞ふさいでも、駄だ目めだった。何しろ今でも思い出すくらいなのだから。

　そして弟は、動かない時間が多くなった。

　言うことは聞く弟だった。食事を部屋に持って行ったり、白さ湯ゆを持って行くと、自分がいるときは、軽く口をつける。だが、いなくなると手をつけないし、後で吐く。

　初めは心配してくれた教きよう導どう院いんの皆も、やがて核かく心しんには触れないようになっていった。

　父と母には連絡が取れず、浅あさ間まの父が、家の前を通りかかったとき、さりげないようにしているつもりで全然そうではない支援、つまり健康回かい復ふくのための符ふなどをくれた。

　近所の人達の理解と援助と、それだけでとどめておく気き遣づかいがあったから、こっちも保もった。

　しかし、変化の決め手は、ある朝、起きたときに生じていた。

　廊下に、弟が倒れていたのだ。

　起こしてみると、軽かった。中空の何かを摑つかんでいるようで、ぞっとした。

　ベッドに戻すよりも、ダイニングが近かったので、椅い子すに座らせ、軽い食事を作った。

　あのとき、思ったことを、今でも憶おぼえている。

　……このままじゃあ、駄目ね。

　冷ました粥かゆと、白湯をトーリの前に置いて、言ったものだ。

「食べなさい」

　だが、そのときの弟はいつもと違った。

　言うことを聞かず、口をつけることもしなかったのだ。

　今思えば、薄うす々うす、自分が何をしているのか解っていたのではないかと感じるが、しかし、当時はそのことに思い至らなかった。

「どうしたの？」

　幾いく度ど言ってもきかないので、淡い怒りから彼の寝ね間ま着きの襟えり首くびを摑んだ。

　そのとき、弟の一言が、床に落ちるのを自分は聞いた。

　トーリはこう言ったのだ。

「ホライゾンは、何ももう感じないんだよ」
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　浅あさ間まは一息をついた。橋きよう上じようを、そこに巻く風と、舞まいの中心にある花を見つつ、

「凄すごかったんですよ。私、あの日、お父とうさんに言われて嫌々喜き美みとトーリ君を迎えに行ったんです。教きよう導どう院いんに行こう、って。そしたら、──がしゃーん、とか、そんな感じで、窓まど突つき破って道路に転がったものがあるんですよ。何かと思ったら、それ、──トーリ君で」

　しかも、

「次の瞬しゆん間かん。喜美も窓から飛び出してきて、トーリ君を押さえ付けて。寝ね間ま着き姿とか、そんなの全く気にしてないっていうか、……凄すごい勢いで」
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　喜美は、弟に馬乗りになってその顔面を殴なぐった。

　殴り方など知らない。だが右の握りで、大人おとながやっているのと同じように殴って、殴って、拳こぶしが弟の歯に当たって切れようとも、

「感じない……!?」

　響ひびけ、と拳を振るい、

「いい!?　アンタはホライゾンじゃないのよ！」

　殴る。だが、通じていないと解わかる。言葉では通じない。打だ撃げきも、揺らしているだけだ。

　しかし自分は、あとで思い出せと言わんばかりに、

「──ホライゾンが死んだからって、アンタが死ぬ理由にはならないわ！」

　言うと、虚うつろな瞳ひとみがこちらを見た。そんなことはないと、そう告げる視線だ。

　こちらの言葉や打撃よりも、意志をさらけ出してくる視線。彼女は死んだが、自分は死ぬ度ど胸きようも無いから、ただ、死ねるようになっていこうという視線。

　己は見た。殴りつける先、弟の口元に笑えみが浮いているのを。

　解る。

　感じない、と、自覚しているのだ。

　打撃も言葉も感じない。それは、彼女が行った場所にあるものと同じだ。

　ホライゾンはもう何も感じない。俺も、そうなりつつあると。

　……だから──。

　笑っていた。

　……だからこそ──。

「ふざけるんじゃあないわよ……！」

　自分は、懐ふところに手を突っ込んだ。ダイニングのテーブルから持ってきたもの。それを取り出し、蓋ふたを弾はじき飛ばすと弟の笑みの口に叩たたき込んだ。

　塩の容器だった。

　突っ込み、

「!?」

　弟の疑問も気にせず、硝子ガラスの容器の底を摑つかみ、口をかき混ぜるように振った。

　ざらりと、塩が彼の口に流れ込む感かん触しよくがある。それも、止まらず、一気に、だ。

　舌ぜつ上じようでは済まさない。喉のど奥おく。飲むように注ぎ込む。

　……死ね。

　正直、そう思った。そんなもので殺せるわけがないが、確かに思ったのだ。

　今のお前は死んで去れ、と。

　次の瞬しゆん間かん。

「……!!」

　弟の身がびくりと震え、勢いよく全開にのけぞった。

　そうだろう。感じないという思い込みによる自じ閉へいは、意志の壁によるものだ。それに頼れば、痛みも我が慢まん出来るものだ。感覚と意志を切り離せば、成立することなのだから。

　しかし、味覚と、身体からだの反応は、想そう定てい外がいだったのだろう。

　舌は血管の集合でもある。口こう内ないも血管を浮かせる粘ねん膜まくだ。乾いているように思えても、水分はあり、吸収が速い。注ぎ込まれた塩は即そく座ざに血管に流れ、飢うえた身体に対し、

「──!?」

　拒きよ絶ぜつ反応のショックとも言える動きが、弟の身をのけぞらせ、手を暴れさせた。

　こちらに、無ぶ精しようで伸ばした爪つめの引っ搔かきが来る。だが、己は、

「あは」

　喜んだ。

　何しろ弟が動いたのだ。

　やった。スパイスって凄すごい。

　もっと。ええ、もっともっと香こう辛しん料りよう。いける。そうよね、美味おいしいわよね。身体のけぞっちゃうくらい。じゃあ胡こ椒しよう。タバスコ。唐とう辛がら子しも。七しち味みもお母かあさん好きだものね。

　手の中に、ざらざら落ちていく感触があるわ。素す敵てき。だってその感触ごとに弟が動くの。

　凄いわ。本当に感動。確かに胡椒一ひと粒つぶが金貨一枚に価あたいするわね。

　でも馬鹿ね、震えて暴れて、引っ搔くから血が出ちゃったじゃない。ふふ、ほら、口の中から何をこぼしてるの？　ええ、瓶びんが邪じや魔まなの？　じゃあ抜いてあげる。全部中なか身みを食べさせてあげてからね。ほら、抜くわよ。殴なぐって抜くの。右と、左で。ほら抜けた。やだ、何泣いてるの？　大だい丈じよう夫ぶよ。やめてなんて言わないで。もっと、もっと動いて、声あげて、泣いたなら、

「思い出しなさい、アンタの感情を……」

　言って、弟の口の中に、血にまみれた手を突っ込んだ。弟の口の中に溜たまった砂のようなざらつきを、指で絡め取り、それを彼の歯は茎ぐきや舌した裏うら、歯の裏にこすりつける。

　弟はしかし、嚙かんだ。こちらの手指の肌はだが裂け、肉が抉えぐれ、間違いなく少し喰われた。

　だが、こちらはようやく一息をつけた。そしてこう言ったのだ。

「血と肉と、震えと、涙と、……ホライゾンが失ったもの、少しは取り返せた？」

　問いかけに、弟が充血した目を見開き、こちらを見た。

　だから喜美は血に染まった手をトーリの口から抜き、指で塩や香こう辛しん料りようの残った彼の口や歯を拭ぬぐってやり、

「戻ってきた？　いえ、……そうじゃないわね」

　言った。

「アンタ、ホライゾンのところに行くことすら、出来なかったのよ。この、……愚ぐ弟てい！」

　言葉に応じるように、トーリが動いた。

　彼は顔を歪ゆがめ、やせ細った両の腕で目を隠かくし、口を横に開き、

「うあ……」

　あ、と声を千ち切ぎれるようにあげ、泣き出したのだ。

　久しぶりに聞く声と、下になった彼から伝わる身の震えに、喜美は息をつく。

　周囲、人々がいるが、気にしない。確かなのは、数ヶ月ぶりに弟の感情に満ちた声を聞いたと言うこと。

　悔くやしいのか、無む念ねんなのか、残念なのか、狂おしいのか、まるで生まれたばかりの子供のように、弟が声をあげて己おのれを示す。その叫びを聞く自分は、もう一度深く息をつき、

「うん……」

　姉は、弟を起こし、ゆっくりと、たどたどしく抱きしめた。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　己は、彼のこぼす涙に唇くちびるを寄せ、

「いい？　アンタはこれからずっと、泣くように生きなさい。笑うときも怒るときも、生まれたばかりのように。産うぶ声ごえのように。そしてそれが出来ない人を救いなさい。

　人が生まれてから失ったり奪われたりしたものを、──貴方あなたは取り返す生き方をなさい。

　私はそれを手伝ってあげる」

　舌に載った涙の味は、血と同じ味がした。

「生まれたばかりの子供は血ち塗まみれで。そして人が泣くことが出来るのは、──自らを血の味に浸ひたして、生まれ変わりたいからよね」

　口づければ、同じ味がする。だから今、弟は生きてる。生きている。死ぬことに流されず、生きていなければ流せぬ、血の味の涙をこぼし、まみれている。

　そのことを思うと、何故なぜか自分も、不意に身体からだと意識の張り詰めが解けて、

「ひ」

　涙がこぼれ、顎あごのあたりが歪ゆがみ、

「……っ」

　泣いた。理由は解わからない。馬鹿をやっておいて誤ご魔ま化かすようだとも思うが、しかし弟の泣く思いが伝わってきて、分け合うように泣き声を上げた。

　大きな声で、泣いたのだ。
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「──その日、喜き美みも教きよう導どう院いんに来なかったんですけど、私が帰ったら、二人がうちの神じん社じやに来まして。……ええ、すごくさっぱりした顔のトーリ君が、泣いてる喜美の手を引っ張って」

「……神との契約、か？」

　正まさ純ずみの問いに、浅あさ間まが目を伏せて頷うなずいた。

「そして以後、二人はあんな感じですよ。──まあ、こっちは慣れちゃってるのかもしれませんけどね。今は当時よりパワーアップしてる筈はずですから」

　でも、

「喜美には皆、頭上がらないんです。──トーリ君を向こうに行かせなかったので」

　しかし、己は音を聞いた。

　橋きよう上じよう、速度と舞まいの激げき突とつは、弾はじけ上がる火花に高音の鳴り響ひびきを付ふ随ずいさせ始めていた。

　喜美の舞に対し、二ふた代よの速度が追いつき、凌りよう駕がしつつあるのだ。

　そして声が響いた。二代の雄お叫たけびとも言える吠ほう声せいが、

「おおお……!!」

　直後。一ひと際きわ強い高音と、光の爆発にも似た火花が、橋上で炸さく裂れつした。
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　二代は蜻蛉とんぼ切きりの穂ほ先さきを喜美の胸元に叩たたき込んだ。

　容よう赦しやはしない。自分の速度に、槍やりを突き込む勢いをプラスし、速度を追加した。そうでもしないと届かない相手だ。

　既すでに速度は限界に近い。脚あしは熱を持ち、汗が酷ひどい。息も荒れている。自分の移動術じゆつは肉体加か護ごで、幾いくつもの自己戒かい律りつ設定による代演拝はい気きによって成り立つものだ。

　足あし裏うら、踏み込みの音をたて、その勢いで加速を追加し、

「おおお……!!」

　火花が炸裂し、

「！」

　通す。

　緩やかな、ぬめりすら感じる空間の壁の向こうに、穂先が突き進む。

　行く。そして汗の浮いた喜き美みの胸元に、刃やいばが辿たどり着いた。穂ほ先さきが一いつ瞬しゆんだけ白い肌はだ肉にくを押し、しかし次の瞬しゆん間かんには肌の弾だん力りよくが戻ることによって、受け止められるように突き刺さる。

　貫つらぬいていく。

　容よう赦しやはしない。刺さっていく穂先と刃の間に、赤い血玉が幾いくつか浮き、膨ふくれ、こぼれて胸の谷前へと落ちていく。

　しかし己は見た。真まっ正しよう面めんにある喜美の顔が、笑ってるのを。

　歯を見せ、楽しそうに、だが、

「────」

　動く唇くちびるは、歌を作っていない。

　踊る動きも、今は止まって、別の流れを持っている。

　こちらは追いついた。それでも、喜美は止まってはいない。笑えみのまま、

「何で泣くように叫ばないの？」

　ふふ、という笑みが聞こえた。

　そして喜美が、上気した頰ほおを緩め、目を弓に細め、首をすくめた。

　身をよじり、腕を前にすぼめて胸を持ち上げるようにして、唇の間から舌を伸ばす。

　そのまま、濡ぬれた舌が、持ち上げた胸の間に溜たまった血を舐なめ取り、更さらには胸に立つ穂先に舌を当て、

「ふふ……」

　穂先が、舌を浅く割った。

　薄い赤みのぬめりの上に、赤の色が湧わき、染みるように広がっていく。

　しかし、舌に色を載せ、喜美は身を震わせた。舌した先さきの味覚を、彼女はさも嬉うれしいというように、そのまま唇を舐めて紅べにを差すと、もう一度唇を舐め、下した唇を軽く嚙かんで色を整え、

「────」

　ほ、という吐と息いきを、喜美が上気した頰と同じ熱で吐いた。

　彼女は軽く息を吸い、唇を開く。細めた目で、

「私って、いやらしい女ね……。そう思わない？」

　問われ、己は気づく。

　……まさかこれは、舞まいの途中か……!?

　今の問いは、歌や舞の合間にある余よ興きようや語りと同じもの。舞う者が、相手がいる際、相手との掛け合いとして行うものだ。

　そして自分は悟さとる。まずい、と。何故なぜならば、

　……共に相あい対たいしていて、問われたというのに……。

　返す言葉が、思いつかない。

「く……」

　腕の中、蜻蛉とんぼ切きりの柄えが歪ゆがんだ。たわむように、こちらへと反力を寄よ越こす。

　喜き美みの舞まいに、彼女の言葉に返すことが出来ず、突き放される。

　向こうでは、喜美が腕を緩やかに上げていく。舞の続きを行うように。

「残念だわ。──貴女あなたにもこの味を知って欲しかったのに」

　喜美が告げた直後。己は高音の弾はじけと共に吹き飛ばされた。

　喜美の術じゆつ式しきに干かん渉しようしつつ、付いていくことが出来なかったため、拒きよ絶ぜつされたのだ。
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　数メートルの距離を弾き飛ばされた二代は、刹せつ那なの判断を行った。

　その起点は一つ。速度で破れた場合、如何いかにすべきかということだ。

　……勝つ！

　既すでに容よう赦しやはしていない。

　だが、ここから先の判断は、容赦とか、そういうレベルのものではない。

「蜻蛉切……！」

　蜻蛉切の割かつ断だん能力の使用。それは、術式なども含めて割断する神しん格かく武装の一いち撃げきであり、必殺という意味をもった一撃だ。

　自分は父とは違い、蜻蛉切を使いこなせていない。だから事じ象しようを切る上位発はつ動どうは出来ない。だが、名前から割断能力を発する通常発動は可能だ。

　使えば、相手は死ぬ。その可能性が高いと言うことを理解していなければならない。

　相手は極きよく東とうの民たみであり、教きよう導どう院いん側の人間。自分達の相あい対たいすべき敵は他にいる。

　……だが、その敵は、蜻蛉切を使用した父に相対した……！

　三み河かわ消失が為なされたということは、父は負けてはいない。しかし、相対した敵は生きている。

　この蜻蛉切では、敵を倒せなかったのだ。

　……何故なぜで御ご座ざるか!?

　東とう国ごく最強という父の強さは、どれだけのものだったのか。名めい槍そうと謳うたわれた蜻蛉切の力とはどれだけのものだったのか。

　……何故──。

　疑問は、叫びとなった。

「外に戦いに出ると言うならば、少なくともこの蜻蛉切を超えていけ……!!」

　刃やいばに喜美を映し、自分は蜻蛉切に呼びかける。

「結べ、蜻蛉切……！」

　既に使用者の権けん限げんは自分に設定変へん更こうしている。試し打ちも密ひそかにやった。結果として備品破は損そんになって[image: ]しかられたが、あれはちょっと不用意だった。反省して、次はテーブルじゃなくてもっと小さいものをやらねば。

　……拙せつ者しやとしたことが……！

　思いつつ、己の目は蜻蛉とんぼ切きりの刃やいばを走る光を見た。

　割かつ断だんの力が突っ走る。
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　ヨシナオは、動きを止めていた。

　前に、制止の形で出した手も、開いたままの口も、動かず、ただ、

「────」

　差し出した手を戻し、口を塞ふさいだ。

　視し界かいの中、自分以外に動く者はいない。目の前にある二代の、蜻蛉切を構えた背も、その向こうに立つ喜き美みも、横の妻も動かない。左さ舷げんと、右う舷の皆もだ。

　視界の外、右後ろの方からは、

「へへ、思ったより毛深いな、照れるなよ、ウブってワケでもねえんだろ、この汚れた獣けものが」

『よごれ？　よごれ？　げいふう？』

　などと声が聞こえるが今のところは勘かん定じように数えないでおいておく。

　しかし、と己は、前を見た。

　……割断の能力が走ったならば──。

　喜美に、回かい避ひは出来まい。そして、その思いの通りに、

「…………」

　喜美の両腕から下がる袖そでが、上下二つに割れた。

　下に落ちる袖が風をはらんで翻ひるがえり、そして飛ぶ中で、喜美の制服の胴どう体たい部、スーツのウエスト部が二つに割れ、風になびき、だが、

「あら、お腹なか冷えちゃったらどうするのよ」

　喜美が、平然と言って、肌はだの露あらわになった胸下から臍へそまでを撫なでた。

　指が汗を拭ぬぐう肌には、しかし傷一つ無い。

　無事だ。割断の能力が、間違いなく彼女に向かい、その衣服などを切断したというのに、

「……？」

　こちらの疑問が通じたのか、袖を引く妻の手に、新しい力が宿る。

　眼前にある二代の背も、わずかに揺れ、

「何……？」

　驚き、ととっていい声が聞こえた。

　正面。汗に湿しめった肌を撫でていた喜美が、二代を見た。彼女は首を傾かしげ、

「フフフ駄だ目め女、何を驚いてんの？」

「いや……」

　二ふた代よの背が、しばらく、何かを考えていた。だがやがて、彼女は思いを決したように、

「……もう一回いいで御ご座ざるか？」

　その問いかけを聞いた周囲、皆が声を揃そろえて、

「無む茶ちや苦く茶ちや言ってるなアンタ!!」

　おおう、と二代はひるむが、しかし喜き美みは、手首に残った袖そでの切れ端はしと、ただ単に上下に分かたれただけの服を見て、

「ねえアンタ、ここらへん、胸下から切れる？　何か汗で湿しめったのがペタペタしてて」

「角度調ちよう整せいをすればいいので御座ろう。……出来るで御座るか？　蜻蛉とんぼ切きり」

『可能ー』

　では、と二代が構えて、

「結べ、蜻蛉切」

　言うと、ハの字に広げた喜美の両腕の袖の残りが二つに分かれて落ちた。制服も、胸下の部分で改めて割かつ断だんされ、筒つつ状じようになった胴どう体たい部の布が開いて落ちる。

　喜美の身体からだは、胸下から臍へそ下まで露あらわになるが、

「……無む傷きず」

　二代の言葉に、喜美は首を傾かしげ、胸の傷に浮く血を指で拭ぬぐい取ると、

「フフフ馬鹿ね、無傷なのは当たり前じゃない」

「何故なぜ、そう言い切れるで御座るか!?」

「だって名前を断ち切る蜻蛉切でしょう？　私、ジョセフィーヌとかスザンヌとか、いろいろ通り名作ってるから。そっちのが軽いし。刃やいばって、切りやすい方に滑るわよね」

「──ま、待て！」

　二代が叫んだ。

「蜻蛉切は、通り名だろうと、機体称こ呼しようだろうと、威い力りよくが減げん衰すいするが断ち切れるはず！」

「あら、そういうものなの？　じゃあ、残念ね。今までその槍やりが切ってきた通り名とかその他いろいろは、──それを使ってるやつらが、自分自身だと信じてたものなのね、きっと」

「お主ぬしは、己おのれの通り名を、一体何だと……」

「ファッションよ。衣服と同じ。だから、──服と一緒に切れたのはそちら」

　喜美の笑えみを、自分は聞いた。

「花の名前なんて、花自じ身しんには関係ない、誰かが勝かつ手てにつけたものよ。その名をどんなに穢けがされたって、花には全く関係ないわ。……それを頼りに攻撃してたら、アンタ、私に届くまでに四よん桁けたは力を使う必要があるわよ？」

　言葉と共に、喜美が前に出た。

　二代が下がろうとするが、喜美は更さらに歩を進め、二代の前に立ち、

「──目を醒さましなさい」

　その頰ほおに、平ひら手てを叩たたき込んだ。
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　やれやれ、と喜き美みは内心で思いつつ、再び平手を叩き込む。快音を手に響ひびきとして感じながら、まず言うべきは、

「アンタの間違いは三つあるわ」

　逆から平手を入れ、

「まあ、一つは、先に言っておくけどね。フフ、アンタ、私みたいないい女に逆らった時点で終わってるのよ。何しろいい女は、惚ほれた相手にしか負けないからいい女なんだもの」

　己はまた平手を入れ、音を立て、

「もう一つは、速度がウリらしいアンタが、私みたいな高こう貴きな女に一回拒きよ絶ぜつされたくらいですぐにそれを捨てたこと。──釣つり合わないと解わかってても、根性あれば何度もアタックして上に行こうとするでしょうに、そんなことも出来ない女に、私は身も心も許さないわ」

　言って逆からの平手をバックハンドで裏うら拳けんのようにぶち込むと、そのまま、二ふた代よの頰ほおに手指を当てた。

　打だ撃げきによって腫はれた頰には、こちらの手指から散った血がついている。

　ゆえにその血を指で拭ぬぐい、二代の唇くちびるに紅べにを差す。

　いい？　と自分は前置きの言葉を作り、

「最後の一つは、アンタの仕えるべきは、そこのコスプレみたいな武蔵むさし王おうでも、聖せい連れんでも、〝極きよく東とうのためになる〟なんてことを考えてる足りないアンタの頭でも無いってことよ」

「それは……」

「極東の侍さむらいなら、極東の君くん主しゆに仕えるのが務めでしょう？」

　言った。腰に手を当て、肩のウズィと一緒に胸を張り、

「──ホライゾンを救い出すのが、侍としてのアンタの為なすべきでしょう！　それが敵に回るとは何たる不出来な話!?　解ったら土ど下げ座ざ！　お座り!!」

　叫んで指さした先、二代が、ややあってから俯うつむき、そのまま、

「Ｊｕｄジヤツジ．──!!」

　勢いよく、床に膝ひざと手をついた。髪かみを前に振り、

「確かに拙せつ者しや、考えすぎで過つところで御ご座ざった！　敵であった拙者に、淫いん乱らんの身なれど正確な御ご助言、忝かたじけのう御座る……!!」

「フフ、愚ぐ人じん。解ればいいのよ」

　と己は弟を見た。桶おけを抱えて立っている笑えみの弟に対し、

「──ククク愚ぐ弟てい、何か言うことは？」

「うん、──すげえ有あり難がとう」

　俺さ、と、弟が言葉を繫つなげ、

「姉ねえちゃんがいてくれて、良かったと思うよ」

　言われ、自分は、緩やかな笑えみが頰ほおの下から湧わいてくるのを止められない。

　そう、と頷うなずき、己はヨシナオを見た。

「フフフ王様。どうすんの？　私の方が勝っちゃったけど」

　だが、こちらの問いかけに答えが来るより速く、空から重ねるような声が来た。

『そうだなあ。……どうする気だ？　なあ、おい』

　空から、低い声が、ゆっくりと問うてきた。

『──聖せい連れんから派遣された武蔵むさし王おうが、これから、どんな判断をする気だ？　先ほど、そこの元総そう長ちようが言ったように、武蔵の王おう権けんを移い譲じようするのか？』

　さあ、

『どうだ？　答えて貰もらおうか武蔵王。お前の判断を』
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　王の権けん限げんをどうするのか。

　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの校舎前。橋の上で、ヨシナオは、背後から来た教皇総長パパ・スコウラの問いかけに考える。

　……どう、答えるべきであろうか。

　今、武蔵の中で、聖せい連れん側と明確に言えて、更さらに実権を持っているのは、自分だけだろう。

　先ほどの戦せん闘とうは、学生同士の抗こう争そうとして決着した。取とり引ひき材料となっていた総長連れん合ごうと生徒会の権限は、葵あおい・トーリ達に戻ることになる。

　武蔵、極きよく東とうの方向性を、彼らが決めていくことは可能だ。

　しかし、自分がいる。聖連の取り決めによって武蔵における議ぎ決けつの否ひ決けつ権けんを持つ自分が。

　葵・トーリは王おう権けんを移い譲じようしてくれと言ったが、それは不可能だ。

　王権が彼に移譲されれば、否決を与えられる者はいなくなる。

　更に、武蔵王は、武蔵の運用決けつ定てい権けんを持つ。それは武蔵の船としての運用に対し、全ぜん権けんを行使出来るということだ。

　葵・トーリが武蔵王になれば、彼は誰からも否定されることなく、武蔵を好きに出来る。

　だが、そうなったら、彼を危険視しした聖連は敵てき対たいの正当性を謳うたうだろう。

　敵対は、なるべく避けたい。

　……それに、大人おとなの言うことは基本として正しいのだ。

　と、己は思う。冒険は大事だが、万まんが一いちのときに経けい験けん不足からの勇み足や自じ棄きがあってはならない。彼らのことを尊そん重ちようしても、無む謀ぼうに対しては止めて、検けん証しようを促うながす者が必要だ。

　だが、

　……姫として、ホライゾン・アリアダストが戻ってきたとき、どうするべきか。

　姫が君くん主しゆとしての力を欲するならば、武蔵王という立場と衝しよう突とつする。

　王権を彼女に移譲すれば、市民による革命は避けられるが、やはり未み熟じゆくな若者達に全てを一任していくことになってしまう。

　ならばどうするか。その疑問を、ヨシナオは問うていた。

「葵・トーリ。貴き様さまは、……彼女を救ってどうする？」

「そしたら、全部、取り戻すよ」

　大罪武装ロイズモイ・オプロは、彼女の感情を材料にしていると聞いた。ならば、

「取り戻して、どうする？」

　問いかけに、彼の答えが聞こえた。

「一緒にいる」

　だって、と更に声が聞こえて、

「なるべく、サヨナラはしたくないだろ？　だけど──」

　言葉に、左袖そでに籠こもる妻の手の力が、強くなった。

「麻ま呂ろ達、彼女とはもうお別れしなさいって、そう言いてえんだよな？」

「それは──」

　言葉を作ろうとして、しかし己はそれを噤つぐんだ。

　……どうだったろうか。

　昔、自分の領りよう地ちを聖せい連れんに任せたとき。自分は、どう思っていたか。

　聖連が、何をするかは大体、解わかっていた。だから、

　……滅ぼされるよりはいいかと、そう思って……。

　自分がいれば、民たみは自分を頼りにして、国を敵に回すことを恐れなくなる。

　だから自分がいなくなれば、人は争うことを諦あきらめるだろうと、そう思った。聖連の保護が得られる内にそうしておかなければ、取り返しのつかないことになる、と。

　……だけど……。

　あの土地はもはや違うものとなり、人々は散り散りになったという。

　どうなのだろうか。

　争うことは良くないと、そう思っている。

　だが、あの土地に残った方が良かったとも思っている。

　……どうすれば良かった──。

　思ったときだ。少年の声が聞こえた。

「麻呂。武蔵むさし王おうが、悩むなよ。──王様は、堂々としてなきゃ駄だ目めだろ？　違うかよ？」

　その言葉に、己は決めた。

　答えを、口にする。
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　武蔵の人々は、階段上、橋の上で、武蔵王のマントが翻ひるがえったのを見る。

　赤の布地に、金の錫しやく杖じよう。王おう妃ひの手を解き、しかし横に揃そろった王は、胸を張り、

「──約束通り、総そう長ちよう連合、生徒会の権けん限げんはそれぞれに戻すこととする」

　王の言葉に、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくがあり、しかしすぐに、

「──！」

　わ、という歓声が上がった。しかし、

「だが……！」

　武蔵の艦かん上じよう全てから上がった歓声を打ち消すように、ヨシナオの声が追加された。

「王おう権けんの移い譲じようは出来ん！　これは、姫ホライゾンが戻ってきても同様のこと。──武蔵は聖連からの派遣による武蔵王、このヨシナオを王とするものである！」

　宣言に、皆が静まり、しかし対たい照しよう的に、空が笑った。

　は、という声は、表示枠サインフレームの中に映るインノケンティウスが立てるもので、

『ははは！　だろうなあ。聖せい連れんへの敵てき対たいを恐れたら武蔵むさしの王おう権けん移い譲じようは出来ず、しかしそれゆえに武蔵は自由を手に入れられない。どうあろうとも、聖連管かん理り下かのままだよなあ、おい』

「但ただし──」

　王が続けた言葉に、インノケンティウスの笑えみが止まった。

　そうやって生まれた沈ちん黙もくの中、ヨシナオは、ゆっくりとこう言った。

「大罪武装ロイズモイ・オプロの収拾と末まつ世せ解決の責を負うにあたり、麻ま呂ろは補ほ佐さとして副ふく王おうを二人設けて権利を分ぶん権けんする。その権利は、麻呂が２、副王がそれぞれ１ずつ。

　そして副王には、──極きよく東とうの代表である三み河かわ君くん主しゆホライゾン・アリアダストと、武蔵アリアダスト学がく院いん生徒会長兼けん総そう長ちようトーリ・葵あおいを任命する」

　それは、

『──実質上、武蔵の学生達に王の権けん限げんを分権すると言うことか武蔵王!!』

「王の否決権は存続しております、聖せい下か。何しろこれから先の責務においては、麻呂の身に万まんが一いちのことがあった場合でも、即そく座ざの判断が必要なときが御ご座ざいます。

　そのためには副王を補佐として設けておくのが順当。聖連が麻呂に与えた〝指導〟の役目には支し障しようがないものと判はん断だん出来ますが？　……もしこれで聖連が敵対すると言うならば、その理由をお聞きした上で、こちらとしても誤ご解かいを解く努力を致したいと思います」

『……狂ったか!?　いや、感傷に酔よい、学生に取り込まれたか武蔵王！』

「──聖下」

　ヨシナオが、軽く膝ひざをかがめ、頭を下げながら、

「卑いやしくも麻呂は武蔵という小国の王であります。K.P.A.Italia代表の聖下とは、学生の身分でないがため相あい対たいは出来ませんが、──立場としては同等。今先ほどの御お言葉は戯たわむれとして受け流させて頂きたいと思います。

　何しろ、これでも麻呂は武蔵王。……王である以上、もはや民たみの元を離れることなく、その苦しみも、困難も、共に味わい、糧かてとして、解決に向けて尽じん力りよくしていく次第にあります」

　そして、

「聖下。聖下は Tsirhcツアーク 教きよう譜ふ旧派カトリツク首しゆ長ちようであり、K.P.A.Italia代表であり、聖連の代表の一人であります。……が、聖連そのものでは御座いませぬ。

　もし麻呂達の行いに聖連として非がおありというのであれば、聖連所属教きよう導どう院いんの代表が集つどう聖連代表会議の席にてそれを判断していただきたく思います」

『……聖連代表会議は、一種の国際会議だぞ。今の時代にそれを行うには公こう会議などの歴史再さい現げんを流用する必要があるが、適当な公会議は改派プロテスタントへの対抗改革を示したトリエント公会議の終了以い後ご、聖譜テスタメントには示されておらん』

「あるではありませんか」

　と、ヨシナオが、手元を見た。

　そこに、墨すみに濡ぬれた紙片がある。握りつぶされたそれは、黒くろ藻もの獣けものが持っていたもの。

　だが、トーリが提さげる桶おけから出た黒藻の獣が、

『あげるの』

『まさずみ　くれた　だいじな　もの』

　うむ、と頷うなずいたヨシナオが、メモの上の文字を見る。墨で濡れているが、読める言葉は、

「……どこで聖せい連れん代表会議を行うか。既すでに、そこまでの予定をたてていた者がおります」

　そしてヨシナオが、左さ舷げんを見た。校庭の中、立つ人ひと影かげを見る。

　正まさ純ずみだ。

　彼女は、一歩を前に出て、胸に手を当てると、しっかりとした声でこう言った。

「聖せい譜ふ記述の最後の更こう新しんとして記述される会議。──公こう会議ではない、欧おう州しゆう初とも言える政治的国際会議であるヴェストファーレン会議があります」

　一息。

「三十年戦争という改派プロテスタントと旧派カトリツクの宗教戦争と諸戦争の終結講こう和わと、幾いくつもの国際法の始まりを示す会議。……末まつ世せゆえ、人々はその会議で世界の滅びを認めざるを得なくなると言われておりますが、如何いかがでしょうか。その会議をもって武蔵むさしや極きよく東とうの是ぜ非ひを計るというのは？」
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　左さ舷げん側、橋きよう上じようにいるトーリ以外、戻ってきた喜き美みも含めた皆は、正純の言葉に額ひたいを合わせて集まった。まずは点てん蔵ぞうが、

「ヴェストファーレン会議って何で御ご座ざる？」

　その問いに答えるのは、表示枠サインフレームを出したネシンバラだ。彼は歴史関係の資料を映し、

「大体は本ほん多だ君の言った通り三十年戦争と諸戦争の講こう和わ会議。１６４４年から始まっていた、ミュンスター条約とオスナブリュック条約の両会議をまとめたものだよ。取り決めを条文化したヴェストファーレン条約が１６４８年の１０月２４日に締てい結けつ。さっき本多君が言った国家の主しゆ権けんが、これによって整ったことで、国こつ境きようが確定するし、阿蘭陀オランダ、スイスが独立するんだ」

「……講和条約の内容としては？」

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとスウェーデンは拡大、逆にM.H.R.R.神聖ローマ帝国は国内の各県ともいえる各領りよう邦ほうが主権を得てしまい、皇こう帝ていの権けん限げんが弱体化する。──ゆえに、M.H.R.R. と協働しているP.A.ODAを、これを利用して潰つぶせるのではないか、って話も出てるね」

　言って、ネシンバラは橋上に立つ王の背と、前に立つ正純の背を見た。

「既すでに三十年戦争は序じよ盤ばん戦が始まってる。だから、M.H.R.R. 内にあるヴェストファーレンに各国教きよう導どう院いんの代表を集めれば、僕達の正義が問えるし、……少なくともそれまでは、僕達は悪でも正義でもなくなるんだ」

　そうだな、と頷うなずいたのは正まさ純ずみだ。彼女は、皆の方にちらりと振り向き、

「私がここで何か言うのも変かもしれないが──」

「フフフ貧ひん乳にゆう信しん仰こう、愚ぐ弟ていが認めたアンタが政治的見けん地ちで物言わなくてどうするの？」

　喜き美みの言葉に、正純は、小さな苦く笑しようを地面に捨てた。

「──代表会議に全てを預けることで、武蔵むさしの安全に対し、名めい分ぶんは立つ」

　頷き、

「こちらは聖せい連れんに自分達の存在の判断を仰あおぐつもりでいるし、聖連は組織であるがため、一人が叫んだところで意志決定になるわけではないからな。

　だから、敵てき対たいするとしたら、各かつ国こくなりの大たい義ぎ名分をもっての敵対になるだろう」

『だがそれは、──ヴェストファーレン会議まで、貴き様さまらは聖連との抗こう争そうを覚かく悟ごしているということになるな。何しろ、講こう和わ会議が終わるまでが抗争だ。

　彼の地につくまでに、各国は極きよく東とうを欲して動き出すぞ？』

　つまり、

『ヴェストファーレンまで、武蔵は聖連との全面抗争を行うわけだ。なあ？　おい』

「──終わりが見えていれば、凌しのぐ意味もあります。私達が為なすべきは、ヴェストファーレンに行くことと、各国に対してこちらに付いた方が有利だという理由を証明すること。

　そして、──大罪武装ロイズモイ・オプロを回収し、末まつ世せを救うこと」

　正純は、教きよう皇こう総そう長ちようの顔が映る空に対し、指を掲げて差した。

　眉まゆを立てた笑えみを作り、

「大罪武装の本来の所有者を返して貰もらいます。そうすれば、──私達と抗争する国は、末世の解決を阻はばむものでしかない」

　そして正純が橋きよう上じように向けた視線を、皆が追った。

　そこに、ヨシナオと、彼の妻と、トーリがいる。

　トーリは構って欲しいのか、ヨシナオの後ろで踊ったり、身を重ねて左右の腕を振り回して一人千せん手じゆ観かん音のんごっことかをやっていたが、

『……何してる。おい』

「おいおいタメ口かよ教皇!?」

　お前もだよ、と皆が呟つぶやくが、トーリは気にしていないようだ。皆はひそひそと、

「……あの二人、実は意い外がいと似てるとこ多いよな」

「……ナイちゃん思うに立場のあるなしが違うだけだよね」

「……いえ、教皇総長は他人のオッパイ揉もんだら自分で自分を破は門もんだと思うんですよ」

『もはや面めん倒どうなので即そく座ざに言うが、……聖連の代表として、武蔵の判断には危険を感じる。大罪武装の保ほ持じと、歴史記き述じゆつの再さい現げん性を損なうこと、そして三み河かわの現地回かい復ふくにおいて、──K.P.A.Italiaは現地での解決を重んじる』

　それは、

『当初の予定通り、ホライゾン・アリアダストの自じ害がいと、大罪武装ロイズモイ・オプロの抽ちゆう出しゆつ、そして三み河かわ回復のための武蔵むさしの移い譲じようを進めることとする』

「そっか。じゃあ、そっちはそっちで頼むわ」

　と、トーリの声が宙に響ひびいた。

「俺は、ホライゾンにコクりに行くよ」

『貴き様さま……！』

「うるせえな。──もう一度言うぞ！」

　トーリが、空に映る相手の顔を、まっすぐに指さした。

「オッサン、オメエが今やってるこたあ何だ!?」

　トーリが叫ぶ。

「大事な俺の（予定）ホライゾンを捕つかまえて処しよ刑けいだと!?　しかしその前に今いま頃ごろ──、何だ？　ええと、オメエら！　ホライゾンを捕らえて全ぜん裸らにして鎖くさりに結びつけて自由奪って、あああもう何だ、拷ごう問もんとかナンタラ責めとかウエットアンドメッシーなことやってんだろ!?　くっそおイやらしい企き画かく系教きよう譜ふだなオメエらは！」

『しとらんわあ──!!』
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　三征西班牙トレス・エスパニアの天てん幕まくの傍かたわらでは、表示枠カデナフイルマを見ていた皆が、団長に視線を向けた。

　半はん目めに近い視線の群を受けた団長は、慌あわてて首を横に振り、

「し、しとらん、しとらんよ？」

『いいや絶対してるね！　間違いないね！　だって俺、エロゲで勉強したもん！　旧派カトリツクの魔ま女じよ狩がりとか、姫いじめとか、ジャンルになってんの知らねえのかよ!?　デフォルトだぜ!?』

『知るかあ──!!』

『うるせえ！』

　表示枠の中で、武蔵総そう長ちようが、一度くねってからポーズをつけた。

『いいか!?　貴様は俺の淫いん乱らんな心に火をつけた!!　もう絶対赦ゆるさねえ!!』

「……何言ってるのかよく解わかりませんが、勢いは買いますね」

「誾ぎんさん、無理に褒ほめようとしなくていいと思いますよ」

　だが、

「戦争ですよね、これ、結局は」

　宗むね茂しげが言っている間に、教皇総長パパ・スコウラの声が聞こえた。

『……警告しよう。こちらは予定通り行動する。干渉するというならば、校こう則そく法ほうに基づく相あい対たいが生じると思え。──もはやそれ以上を言う気は無い』

　その言葉と共に、表ひよう示じが消えた。

　そして代わりというように、ホイッスルの音が高く鳴り響ひびく。

　笛の音色は長く遠く届き、その最後に、オリオトライの声を乗せた。

「相あい対たいは、──武蔵むさしアリアダスト学院側の優ゆう勢せいとします！　関係者各かく位い、全て、当初の取り決めに遵じゆん守しゆして行動して下さい！　これは聖せい連れんの認にん可かの元で証明されるものであり──」

　一息。

「三み河かわ君くん主しゆ、ホライゾン・アリアダストの奪だつ還かんを極きよく東とうの判断と決定します!!」

　その声に、わ、と人々が声をあげた。賛否も、迷いも決断も混じった叫びだ。

　だが、それらの声は、一つの事実を雄ゆう弁べんしていた。

　武蔵の意志を決定する相対が、今、終了したのだ。
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　午後の終わりの風が吹き始める中。人々の声がわき上がる中。

　ヨシナオは、隣となりに立つトーリの声を、耳にした。

「さて、ちょっと行ってくるか」

「おい」

　気軽に何を言っている、と、己は言おうとしたが、先にトーリに振り向かれた。

　笑えみの顔が、こちらと横の妻を見て、

「麻ま呂ろ、意い外がいと無む茶ちやするヤツだったんだな。もっと大人おとなしい、ギャルゲーやるとメガネの図と書しよ委員選えらんで無ぶ難なんな言げん動どうしかしないような人間に見えていたんだけどよ」

　その言葉に、横の妻が唇くちびるに手を添えて笑う。

「私、体育委員でしたのに」

「……おお、やるじゃねえか麻呂！　思わぬ二面性だな！　実は野や獣じゆうか!!」

「やかましいわっ」

　野獣はかつての自じ家かの紋もん章しようだ。否定する気はない。

　だが、こちらの横で、トーリが前を見た。

　もはや彼は、何も言わず、ただ歩き出す。

「おい。──助けはいらんのか？」

　誰かに声を掛けるものと、そう思っていた。何も出来ないから、そうするつもりだろうと。しかしトーリは一人、階段を下りていきながら、誰にともなく、

「俺は、何も出来ねえ。……だけど、やりたいことが、ちと、あってさ」

　息を吸い、

「だからちょっと行ってくるわ」
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　階段を下りる声を、皆が聞いた。

「いいか？　オマエら皆、俺に、──皆でやればホライゾンを救えるって教えてくれた」

　だから、

「オマエら、──別にホライゾンを救わなくてもいいよ。それを欲してるのは俺だから。オマエらがこれ以上付き合う必要はねえ」

　歩き、

「あの教きよう皇こうのオッサンも、口でああ言ってるけど、結局皆みなが何もしなけりゃあ、何もしないだろうさ。──俺が行って、ちょっと[image: ]しかられれば、俺の分は終わりなんだ」

　だけど、

「俺にとっては、ホライゾンを救う術すべがあるってのが解わかっただけでも充分だ。──ホライゾンは、死ぬしかない人間じゃない。殺されるしか他にない人間じゃない。それが解っただけでも有あり難がてえ。少なくとも、ホライゾン、死ぬために生まれてきたわけじゃあねえんだよな」

　笑えみのままで、

「俺が出来なくても、オマエらは出来る。だから憶おぼえておいてくれ。もし、自分に大事な人がいたら。その人が危険な目に遭あっていたら、──オマエらは救えるんだ」

　歩いて、

「オマエらは出来る。──出来ねえ俺が、保証するさ」
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　ヨシナオは、階段を下りていくトーリの背に、声を掛けようとした。

　……馬鹿が……！

　貴き様さまが今、やっていることは、自分が昔にやったことと同じだ。かつてのこと、自分がいなくなることで、領りよう地ちを守れると思い、しかしそんなことは有り得なかった。

　言うべきかどうか。それは自分の過去の過ちを晒さらすことであり、しかし、

「待……」

　て、と言おうとした。そのときだ。

「貴方あなた」

　妻が、袖そでを引いた。それも、

　……止めるように？

　どういうことかと、思いながらも引かれた己は、はっとして辺りを見回す。

　音がする。

　左さ舷げん。武蔵むさしアリアダスト学院の総そう長ちよう連合や生徒会員、葵あおい・トーリの同級生や合流した警けい護ご隊の面めん々めんが、ある者は歩き出し、ある者は小こ走ばしりに、橋の下、階段の方へと向かい始めている。

　……彼らは──。

　皆の表情は、やれやれといったものや苦く笑しようばかりで、一部の者は携帯社しや務むで恐らく家族に連絡をとりながらも、

「──うん、御ご免めん。でも、そうしないと、……私として駄だ目めだから」

　そういった言葉を作りながら、皆は階段に至った。そして彼らはこちらの眼下、背を向けつつ、トーリの後を追うようにして、歩いていく。

　対し、下に集まった人々は、トーリや、後から来る一団に対して、

「お……」

　声をあげ、道を空あける。それはまるで、大地に一直線の道としての谷が作られるようで。

　そこを彼らが行く。去るのではなく、赴おもむく行き方だとヨシナオは思う。何故なぜならば、

「姫を、取り返すつもりか」

　自分は、言いつつも、ふと思う。

　……かつての領りよう地ちの皆も……。

　このような者達ばかりだった、そんな気がする。彼らのことを守ろうとして、しかし離れることを選んでしまったのは、自分が一人で彼らを守る気でいたからだろう。

　……違うのであるな。

　自分達が一緒にいるための場所は、共に守るものだ。

　皆に、そういう気を起こさせる王であるべきだったと、今いま更さらながらに思いもする。守っているつもりで、その気になっていただけだったのだろうな、と。

　そのときだった。背後から、

「あ、ちゃんと返してあげないと駄目ですよねー」

　と、背の低い影が、大きな足音と共にやってきた。

　身体からだに不ふ釣つり合いな大きさのハードポイントや、従じゅう士し用機き動どう殻かく接続パーツを靴くつ代わりに履はいた眼鏡めがねの少女だ。確か、アデーレと言う名だったろう。

　今、彼女は右手で黒くろ藻もの獣けものが入った桶おけを拾うが、逆の左手には、

　……従士用の重じゆう槍そう？

　彼女が機動殻用の訓練用よう重槍を持っているのを、ときたまに見たことはある。昨夜もそうだった。しかし、今携たずさえているのは初めて見る、実戦用の刃やいばがついたものだ。

　己の目は見た。アデーレの重槍、古びた一品の柄えには、獣の紋もん章しようがあることを。

　……あれは、我が領地の……。

「き、君……！　アデーレ君！」

「え？　あ、何ですか、王様？」

　アデーレが慌あわてて振り向く。名前つきで声を掛けられるとは思っていなかったらしい。脅おどろかしてしまったかと思い、自分はなるべくの自制を心がけ、

「──君は、元々、どこの出身であるのかね？」

　え？　と疑問詞しを返したアデーレが、一いつ瞬しゆんだけ先に行く皆を横よこ目めで見る。だが、彼女はすぐに頷うなずき、こちらに笑えみを向けると、

「いや、自分、武蔵むさし生まれなんですけどね。──父が、結けつ構こう転々としてまして」

「そう、なのかね……。お父ちち上うえは？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とアデーレが頷いた。わずかに眉まゆ尻じりを下げ、

「父は、亡くなってまして。出身は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだったらしいんですけどね」

　妻に袖そでを引かれた。だが、こちらが問わずとも、アデーレが口を開いた。

「元々、三征西班牙トレス・エスパニアとの国こつ境きよう近くの小さな自じ治ち領りようにいたらしいんですよ、うち、バルフェットは。でも父とうさんが言うには、そこの王様が、いい人なんだけど、ちょっと気き遣づかいしすぎる人だったらしくて。領りよう地ちが三征西班牙と六護式仏蘭西の板いた挟ばさみになったとき、最終的に王は聖せい連れんに身売りしちゃったらしいんですよね。領地の安あん堵どを約束として。

　──まあ、そんなの守られるわけなかったんですが」

　聞いた。

「父はよく言ってました。自分達がちゃんとしてなかったから、王が、自分の身を売ったのかな、って。もっと王様が勇ゆう敢かんだったら良かったけど、それ以上に、自分達もそうでなければならなかったよな、って。だから父は、……オマエはちゃんと王を守るんだぞって」

「────」

　あはは、とアデーレが笑って、ぶかぶかの袖そでをあげた。

「父が自分用に遺のこしてくれた機き動どう殻かくとか、まだまだ満足に動かせないんですけどねー」

「これから、……君は？」

　Ｊｕｄ．、という声が、即そく座ざに目の前で生まれる。

「自分達の王を、守りに行って来ます」

　言って、アデーレは小さく笑った。

「良かったですよ」

「何がかね？」

「王様、さっき、勇敢でしたから。だから、父も、……武蔵に来て良かったと思ってたかと」

　聞こえた言葉に、己は息を吸った。深く吸った。頰ほおの端はしに震えのような力が来ることを自覚しながら、ただ胸を張り、

「当然であるとも！　……この武蔵の王は、勇敢でなければ務まらぬのだから!!」

「Ｊｕｄ．、──では、あのう」

「Ｔｅ──」

　Ｔｅｓテスタメント．、と言って送り出そうとして、やめた。代わりに口を開き直し、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──発音はこれでいいかね？」

「Ｊｕｄ．！」

「Ｊｕｄ．、行って来たまえ。君らの王を守るために」

　妻が、袖そでではなく、手を握ってきた。その細い指に含まれる力を、同等の力で返したときには、もう既すでに獣けものの紋もん章しようを持った従じゆう士しは、階段を駆け下り始めている。

　更さらには、

「あれは──」

　通りの横道、右う舷げん側から、人波が割れていく。行く者達に合流する誰かを通すため、皆が道を空あけているのだ。

　人々に一歩を退ひかせるのは、

「東あずま君くんか……！」
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「さてさて、また上が騒がしくなったわね……」

　狭い、壁のない部屋の中、車くるま椅い子すの上に二つの影が乗っている。

　白い、半なかば透すけた裸はだかの身体からだを持つ少女を抱いたミリアムだ。

　彼女は車椅子を操作し、

「クレイドルモード、……出来るかしら？　古いから」

　疑問詞しに、しかし車椅子は応じた。車体が波のように、しかしもっと緩やかに揺れ始める。

　呼吸の上下幅で揺れる車椅子の上、少女がミリアムの胸に頭を乗せた。

「眠い？」

　ミリアムが問うと、少女は首を振る。そして、沈みかける身を起こして直し、

「パパは？」

「ママじゃ嫌？」

　少女はやや考えて、首を横に振った。だが、

「パパは？」

「……何この屈くつ辱じよく感。あの男、どういう幼女向けカリスマパワーを放ったのかしら……」

　うーん、とミリアムは考えた。時とき折おり、お、という声を遠く響ひびかせる天てん井じようを見上げ、そして警けい護ごの気け配はいの無くなったドアを見た。

　すると腕の中に抱かれた少女が、

「ママは？　……パパのところ、行かないの？」

「え？」

　ミリアムは、そうねえ、とつぶやいた。自分の身体と車椅子。そして腕の中の少女を見て、

「まあいろいろあって、ママは今のとこと、ここがいいかな、って。今の状態だとドアも開けられないし、外にも出られないし、……今日は流石さすがにクラスの皆も来ないでしょうからね」

　でもまあ、とミリアムは、少女を浅く抱きしめる。車くるま椅い子すの揺れに身を任せながら、天てん井じようを見上げ、笑えみを作ると、

「頑がん張ばれ皆。──私が、待ってるから」

　と、言った瞬しゆん間かんだ。不意に部屋の遣やり戸どが外からノックされた。続いて聞こえる声は、

「ええと、ミリアム・ポークウさん？　教員の三さん要ようです。オリオトライ先生から言われて、生徒代理で今日の出来事などレポートにまとめたものを持ってきました。入っていいですか？」

　あ、はい、とミリアムが言ったと同時。抱いていた少女がいきなり床に降りた。

「開けてくるね？」

　その言葉と共に、彼女は遣戸へと走り出す。対し、置いて行かれる形になったミリアムは、

「あ、ちょ、ちょっと」

　言っている間に、眼鏡めがねの教員が遣戸を開けて中を覗のぞき込んでくる。その姿に、半はん透とう明めいの全ぜん裸ら少女が両手を挙げて挨あい拶さつするのを見たミリアムは、頭を抱えた。

　東あずまに対し、また誤ご解かいが大きく広まることになるわね、と。
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「おいおい東、オマエ、出てきて大だい丈じよう夫ぶかよ？」

　歩く皆の中に入った東は、トーリの振り向かない声を聞く。

　……気を遣つかわれてるなあ。でも、今は──。

「大丈夫だよ」

　ミリアムと話して、自分でもいろいろ考えて決めたのだ。

　……余よが出れば、影えい響きようを受けてしまう人達がいる。

　帝みかどの威い光こうは存在している。だけど、友人達は助けたい。だからミリアムと話をし、政治的決けつ着ちやくがついた後で出ることにした。決まった結果を為なそうとする皆に対し、反する人達が出るならば、彼らを説得し、そして有ゆう事じの際の退たい避ひにおいては目め印じるし役になれるようにと。

　すると、横を歩くハイディが問うてきた。

「そういえば昨日きのうの女の子、どうしたの？」

「あ、一いち段落したら番ばん屋やに相談に行くつもり、今はミリアムが──」

　呼びつけでつい呼んでしまい、慌あわてて言い直した。

「──ポークウさんが面めん倒どう見てるよ？」

「ほう……、ポークウさんが、……ねえ？」

　皆が、やや見下ろし加か減げんの笑みをこちらに向けてきた。そして顔を見合わせ、

「まさか東とう宮ぐうがそういうキャラだったとは」

「や、やめてよー、ポークウさんに悪いよ！」

　はは、と皆が笑う。周囲、人々が道を空あけるが、しかし、戸と惑まどいの顔ばかりではない。怪け訝げんもあるが、期待も、会え釈しやくもある。

　階段を下り、通りに向かう。すると正面に、見知った顔があった。

「──酒さか井い学長」

　既すでに人波が割れた先に、〝武蔵むさし〟を連れた酒井がいる。彼は片手を挙げて、

「よう、……これから出しゆつ陣じんかい、お前さん達は」





●






　酒井の挨あい拶さつに応じたのは、先頭のトーリだった。彼は笑い顔で、

「おいおい学長、いたなら少しは助けろよ？　セージュンとか泣きそうだったんだぜ？」

「そんなことあるかっ」

「はは、俺はもう学生じゃないしさ。それに教きよう皇こう総そう長ちよう、俺がいるのを見たらムキになるに決まってんかんね。──さっきまで隠かくれてたよ」

「……学長先生は、止めますか？　私達を」

「倒とう置ち法だねえ」

　浅あさ間まの言葉に、酒井が応えた。懐ふところから煙草たばこの入った印いん籠ろうを取り出しながら、

「止める訳ないじゃん。俺も昔は、教皇相あい手てにやりあったもんだしさ」

　難しいよなあ、と酒井が煙管キセルを口にした。

「どう言えばいいのかねえ、こういうとき。……何しろ俺さ、努力しろとか頑がん張ばれとか、そういうの結けつ構こう好きなんだよね。だってそれって〝努力すること〟や〝頑張ること〟が出来たかどうかが問題なだけで、──〝結果を必ず出せ〟じゃないもんな。努力したら、頑張ったら、……別に結果を出さなくたっていいんだ。これ、ほどよくヌルくて好きなんだよね、俺」

「────」

「質としての結果を出せるヤツはフツーに出せるさ。コツを摑つかんでるからね。でもそうではないヤツは、コツを摑むための時間稼かせぎとして、頑張りや努力を用いるべきなんだよね。

　つまり、頑張りや努力は結果を出すためにするんじゃない。──結果を導くコツを摑むためにするんだ。何しろ、コツさえ摑んでしまえば、もう、あとは全力出すだけになるんだから」

　どうだい、

「お前さん達の努力や頑張りの時間はとりあえず一区切り。──早めの全国模も試しだな」

　だから、

「現場においては、頑張るな、努力するな。そんな余よ裕ゆうは現場にないんだからさ。だからただ、──今まで積み重ねてきた全力を出しなよ。それを出し切って、もし駄だ目めだったら……」

　一息。

「生せい還かんしなよ」

　その言葉に、皆に追いついてきたアデーレが問い掛けた。

「学長先生も、そうだったんですか？」

「俺のときには学長は俺じゃなかったからねえ。……でも、俺にも少しは戦場で遣やり繰り出来るコツがあったからね。……それを継つぎ接はぎして、何とか生き延びたよ」

　苦く笑しようした酒さか井いは、口の端はから煙を吐きながら笑う。

「極きよく東とうは戦せん科か授業を持てない。だが、……お前さん達の先生はそれなりのことをやったし、知識などは揃そろえてやった。更さらには、自分達で戦い方を考えてもいる。だったら、それを継ぎ接ぎして、やってみな。俺達は出来た。俺達が教えたお前さん達は、──もっとよく出来るさ」

　と、酒井が顎あごで背後を示した。傍かたわら、表示枠サインフレームを一いつ瞬しゆん展開して、

「──トーリ。ホライゾンの入学推すい薦せん書をお前さんに送っておいた。それを持っていけ。

　そして必ず、ホライゾンを含めて、全員帰ってくるんだ」

　答えは一つだ。皆、声を揃えて、

「──Ｊｕｄジヤツジ．！」

　言葉と共に、歩き出す。
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　通りを、人々の間を、歩いていく学生達を、上から見送る視線があった。

　その持ち主は、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの校庭右う舷げん側、そこに集まっていた暫ざん定てい議員達だ。

　校庭縁へりの柵さくに肘ひじをつき、煙管キセルなどをふかして見送る先、武蔵の人々が行く一団に道を空あけていく。その動きは、まるで避けられているようだが、

「ついていくよな、やはり」

　誰かがこぼすようにつぶやいた通りに、階段や道上にいた学生達が、彼らの後をついていく。既すでに教導院の中にいた学生達はそのほとんどが彼らの後を追っている。そして、

「────」

　人々の中にも、見送るように、吸い込まれるように、彼らの後を追う者達が現れ始めた。

「ここから先、学生間抗こう争そうが生じるというのにな。もはや私達も、一般市民も、直接手を下せない。武蔵にとっては初の実戦だ」

「理り不ふ尽じんだな。学生だけで全て決けつ着ちやくというのは。──他国は学生の上限年ねん齢れいが無いのでいいのだろうが、極東の場合、この見送りは歯は痒がゆくて仕方ない」

「精々こちらは稼かせがせて貰もらうさ。利り権けんも何も今以上に動き出す。ベルトーニの若わか造ぞうやミトツダイラ家が煩うるさいだろうが、一般人が全面協力をしなければならないわけでもないしな」

　そうだな、と、スーツ姿の男が頷うなずいた。

　すると、彼の横、首から十じゆう字じ架かを下げた商人が、笑えみの顔で、

「正まさ信のぶ君、──娘さん、正まさ純ずみ君、どうですか？」

　問いかけに答えるのは、スーツの男、正信ではなかった。葉は巻まきを口にする彼の向こう。男達や女達が並び、

「貴き様さまはあんな可愛かわいい娘に冷たくしすぎだ。いつも萎い縮しゆくして、──保ほ護ご欲バリバリ湧わくぞ！」

「秘ひ書しよ達も、昨夜は誰が家まで送るかで殴なぐり合ったりして、……結局一人で帰ってたけどね」

「でも秘書の連れん中ちゆう、ちょっとビビってたよな。本人気づいてないけど、それぞれ立場の違う俺達についてる秘書達がいいとこ見せようとしてペラペラ喋しやべったのを、──正まさ純ずみ君、全部統とう合ごうして理解してたって」

　ああ、と正信が答えた。

「しかし政治家としては全く使えないな。抗こう争そうは回かい避ひすべきものなのに、それを起こす政治家がいてどうする。討とう論ろんも引き分けのようなもので、……何の結果も出していない」

「聖せい連れんと、K.P.A.Italiaの言うなりになるのは回避したではありませんか。更さらに、……自分達の正当性も述べられた。K.P.A.Italiaが退ひかない以上、今後に対する正当性をアピールして確保するのも一つの選択です」

　隣となりで言う商人に、正信が言った。

「だが、政治家としては、失しつ格かくだ。──武蔵の政治家、私達のような暫ざん定てい議員としては、な」

「ならば──」

「武蔵の政治家ではなく、もっと別のことに目を向けろと、そう言ってある」

　正まさ信のぶが、淡々と告げる。

「襲しゆう名めいが出来ず、自分が誰であるかも定かでないならば、──あの未み熟じゆくな娘が我知らずと選んだのは、やはり、私達のような政治家ではなかったのだろう。解わかるか？　別に妥だ協きようや計算なら、商人だって出来る。政治判はん断だんなら私達がアドバイスも出来る。だとすれば、今の武蔵に必要なのは、私達のような従来通りの武蔵の政治家、官かん僚りようとしての議員ではない」

　それは、

「王に対し、絶対の正当性と答えを与えられる、──絶対権けん力りよくの宰さい相しようという政治家だ」

「────」

「小こ西にし、忘れるな。今回、私達は出しゃばらなかった。私達は現役ではないからな。だから自分達が学生という特とつ権けんを得ていることに連中が気づかねばそのまま。そうでないならば──」

　髪かみを搔かき、

「馬鹿な話だ。私達の進めたことに従っていれば、全責任を私達に押しつけられたものを」

「正信君の愛あい情じよう表現は歪ゆがみすぎていると私は思います」

　そうだそうだ、と皆が言う。

「わしらの中の隠かくれアイドルをいつもいつも虐しいたげて……、保護欲よくバリバリだぞ！」

「ホホ、私達としても、あんな男装の似合う子、見られるだけで張り切りますのよ？」

　重なるブーイングに対し、正信は、口の端はを緩めた。

「羨うらやましいか」

　強くなったブーイングの中、彼の隣となりの小こ西にしが言う。

「……しかし、何故なぜ、もっと早くに呼ばなかったのです？」

「ああ、──武蔵むさしの総そう長ちようが、な。誰になるかを見極めたくて。妻には残念なことをしたが」

「……武蔵の、総長？」

「私が三み河かわで世話になった……、酒さか井い様から面白い話を聞いたのだ。もう、十年ほど前。武蔵に、頭の悪い少年が、一人いる、と」

　一息。

「その少年には、好きな少女がいた」
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　彼は、紫し煙えんを口から吐き、娘を中に含んでいく集団を見送る。

「その少女は、生まれに事情のある娘で、いつも、他人に気き遣づかいばかりしていた。

　そして教きよう導どう院いんの小等部に入ってすぐの授業で、教員がこういう課題を出した。

　──〝わたしのゆめ〟について書きましょう、と」

「それは……」

「クラスの皆は書いた。〝せかいいちのしょうにんになりたい〟〝せかいいちのしょうせつかになりたい〟〝きしになってひとをまもりたい〟〝カレーでせかいをみたしたい〟〝…………〟〝せかいいちのいいおんなになりたい〟などなど、いろいろな夢があった。

　そして女の子は、自分の夢をこう書いた。〝みんなのゆめがかなうといいと思います〟と」

　だけど、

「皆は、自分達の夢が叶かなわないと知っていた。何故ならば、──自分達が極きよく東とうの住人だからだ。極東の住人である限り、大きな夢は見ることが出来ても叶えられないのだと」

「────」

「しかし──」

　しかし、

「しかし、頭の悪い少年がこう言った。──〝おれは、おうさまになる〟」

　正信は笑った。

「〝みんなのゆめが、かなうくにをつくるおうさまになる〟〝ホライゾンが、じぶんのゆめをもつことのできるくにをつくれるおうさまになる〟」

　彼は笑い、行く娘達の姿を見た。

「好きな女にいい格かつ好こうしたかっただけ、──その通りだろうな。だが、馬鹿は救いがたいくらいストレートだ。誰も彼もの何もかもを叶えたければ王になるしかない。政治家でも商人でも技術者でもない。極東の人間が望んではいけないと、そう考えられていること、──聖せい連れんに楯たて突ついて、極きよく東とうの全てを取り戻す王になること！　それを言えたのは、その少年だけだ」

　そして、

「そして皆は誓ちかったそうだ。この馬鹿は本当に馬鹿だけど、もしずっと馬鹿であり続けるならば、お前が王になるために力を貸そうと。だからそのときは、王になって、私達の夢が叶かなう国を作ってくれ、と」

　はは、と彼は笑い、

「面白いだろう？　極東から、王が生まれるのに立ち会えるかもしれないんだ」

「だから君は──」

「まっすぐすぎる正まさ純ずみから逃げたかった、というのもあるかもしれんな。だが、……来て良かった。その少年が総そう長ちようになることを望んだとき、全力で手配したとも。しかし正純がやってきて、議員としては全く使えない、だが別のものになってきているのに気づいたとき……」

　一息。

「私も未み熟じゆくだな、……こうなることが見えていたので、迷ったよ。望んでいたのに、遠ざけようとして、でも、──やはりそっちの方が、面白いよなあ、正純」

　彼は煙を口くち端はから吐き、前を見た。行く娘達と、王を望む少年の集団を見て、

「いいよなあ」

　は、と煙を吐き、

「現役でありたかったよなあ……！」

　言う正まさ信のぶの肩を、横の小こ西にしが軽く叩たたいた。

　眉まゆを歪ゆがめた表情で振り向いた正信に対し、小西は会え釈しやくを送り、服の袷あわせを緩める。

「いいではないですか、私どもには私どもなりの現役があります」

　と、小西が見せた懐ふところ。見えるシャツの胸には蛮ばん族ぞく系の魔ま法ほう少女の顔がプリントされている。

　それを見た正信は、周囲の皆とともに己おのれの胸を押さえ、目を伏せ、

「……昨夜、バレなくて良かったなあ」
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　トーリは、皆とともに歩き、後こう悔かい通りに踏み込んだ。

　恐れも、怯おびえも、緊きん張ちようも何もなく、トーリは通りを歩き、石せき碑ひの前を行き、こう思った。

　……ああ、そうだよなあ……。

　頭を搔かき、

「どうってことねえじゃん、俺の後悔なんて。今の有あり難がたさに比べたらさ」

　皆が背後に付いてくる足音が聞こえる。その音に背を押されるようにして、

「ネシンバラ、オマエ、警けい護ご隊と連れん携けいして作戦とか立ててくれ、それと──、本ほん多だ・二ふた代よ」

「──何用だ？」

　背後から聞こえる声と、装そう甲こうの触れ合う音に、しかし自分は振り向かず、

「オマエ、うちのガッコに入れよ。──副長やってくんね？　手続き後でイイからさ、臨りん時じ副長ってことで、今、助けてくれ」

「拙せつ者しや、……サムライゆえ、貴き様さまではなく、君くん主しゆであるホライゾン様に仕える所しよ存ぞんに御ご座ざるが、それで良いというならば」

「ホライゾンのことを思ってくれるならそれでいい。──あと、浅あさ間ま」

　己が告げた言葉、彼女の名前に、浅間本ほん人にんだけではなく、

「────」

　その場にいる、皆が身をすくめた。点てん蔵ぞうも、ウルキアガも、ミトツダイラも、鈴すずも、喜き美みでさえも、ここで今、浅間が呼ばれたことに対して息を飲み、無言を喉のどに作った。

　だが、そんな周囲に対し、浅間は、身を軽くよじらせて飲んだ息を腹に収め、更さらに吸い、

「──何です？」

「ああ、何か周りビビってるけど気にしなくていいからさ。ほら、俺がオマエに預けたの、あったじゃん？　オマエが差し止めたやつ。あれさ、多分、この後、必要になると思うんだわ」

　だが、その言葉に反応をしたのは、浅間ではなかった。

　喜美だ。彼女は、わずかに両の肩を上げて腕を組み、笑えみに見える表情を作りながら、

「フフフ愚ぐ弟てい、アンタ、大事なこと、忘れてないでしょうね？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ姉ねえちゃん。俺、一人じゃ何も出来ねえからさ。何かあったらすぐ皆みな頼るし、でも、皆のせいにはしねえよ。それにもう、絶対に……」

　絶対に、

「死のうなんて思わねえ」

　自分は浅間に首で振り向き、笑みを見せた。

「だから、浅間、通す用意、しておいてくんねえかな」

　その声に、浅間は、ややあってから、静かに目を伏せ、しかし確かに応じた。

「嫌だって言っても、聞かないでしょうしね」

「ありがてえ」

　そして己は姉を呼んだ。するとすぐに姉の声が数歩を追いつき、

「フフフ愚弟、何？　ビビり入ったの？　それとも何？　一日奴ど隷れい券くれる!?　ナイス！」

「姉ちゃん俺がいつも三分以内にジュース買ってんの忘れたのかよ。そうじゃなくてさ」

　顔の笑みが消えぬことを自覚しながら、自分は息を吸った。

　そして彼は、改めて歩みを早くして、

「もしフラれたら、久しぶりに朝あさ飯めし作ってくんね？　──塩しお気けの薄いやつ」

　言って笑い、彼は皆の先頭で、こう告げた。

「じゃ、行こうか皆、──頼りにしてるぜ？」
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　午後五時二十分。

　夕日が西の山に落ち始めた頃。三み河かわ陸りく港みなとに展開したK.P.A.Italiaと三征西班牙トレス・エスパニア、聖せい連れん派の各陣じんは、飛ひ翔しよう可能な武ぶ神しんを飛ばして武蔵むさし側を偵てい察さつするとともに、前ぜん線せんの進軍を開始した。

　総そう勢ぜい千四百二十七名。内、約千名が西側山さん岳がく回かい廊ろうの出口、西側広ひろ間まにて城じよう塞さい型がた密みつ集しゆう陣じんである西班牙方陣テルシオを組み、上空の航こう空くう艦かんとともに極きよく東とう側の進行阻そ止しに当たった。

　彼らの進軍と同じタイミングで、三征西班牙の審しん問もん艦かんは、その〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟を光で満たし始めた。それは、三河君くん主しゆホライゾン・アリアダストの自じ害がいを導くもの。その光が最大限となる午後六時丁ちよう度どに、光によって彼女の身体からだは分解される予定であった。

　そして午後五時二十二分。三河山さん間かん部ぶから来た武蔵側の陣が、東側山岳回廊殻かく、西側広間へ通じる関せき所しよへと到達。それぞれの装備の確認を行った。

　誰もが言葉少なく、しかし、一つの事実を理解していた。

　三河から起きる学生達の抗こう争そう、大罪武装ロイズモイ・オプロと末まつ世せを巡って展開する長きに亘わたる争いが、これから始まることを。
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　光の部屋の中で、ホライゾンは本を読んでいた。

　背をつけている壁も、座っている畳たたみも、光の幕に覆おおわれたようになっていて、今は色も定かではない。

　手の中の本も逆ぎやつ光こうに晒さらされているようになってきていて、

　……今読んでいるのが、時間的にも、光量的にも最後でしょうか。

　光の中に沈んだそれは、薄い、表紙も堅紙ハードカバーではないもの。草紙ソフトカバーと呼ばれるものだ。正まさ純ずみも持っていたのを憶おぼえている。分ぶ厚あつい堅紙本と共に、いつも違うものを携たずさえていた。

　……確か正純様携けい帯たいの最新タイトルは〝滅メ多タ流ル和わ歌か集MAN-YOU入門〟だったような。

　今、自分が読んでいるのは麻雀マージヤン中ちゆう華か戦国ものの〝三さん国ごく士し無む双そう演義〟だが、素す直なおに疑問すると、どうして武ぶ将しよう達は負けるたびに一枚脱いでいくのだろうか。男なのに。

　……あ、華か雄ゆう将しよう軍ぐんは関かん羽うに一発脱ぎを食らっていましたか。特殊ルールですね。

　と、思ったときだ。音が、光の外から聞こえた。

　低い音。風の音。何かの機械の群が、壁の向こうで動き出すような音だ。

　……武蔵むさしの音に似ているような。

　遙かに小さいが、しかし同種といえる音が一つ。それらが空に遠ざかる音がある。更さらには、

「武ぶ神しん……？」

　空を裂くような音が鋭い音を立てて去っていった。

　ふと、本から顔を上げたとき。不意に壁が喋しやべった。世話役の女じよ生徒の声で、

『どうかさないましたか？』

「外が」

『気になられますか？』

　自分は、わずかに考えたが、頷うなずきを作った。しかし、

「──素直に申しまして、外に出る気はありませんので、御安心下さい」

『……有あり難がとう御ご座ざいます。出ることは不可能ですし、危険ですので、そうしていただけると、その……』

　一拍の間が空あき、

『すいません』

「謝られる意味が解わかりません。どちらにしろ、──出られないのですね？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と返事が来た。

『現在、その御部屋内部では姫様の分解用力りき場ばが整調しつつあります。が、その外側、至し近きんの位置に、姫様の検査に用いた解読系術じゆつ式しきの余よ波はによる分解力りき場ば壁が生まれております』

「分解、……力場壁？」

『Ｔｅｓテスタメント．、分解用力りき場ばを内に集約する際に自然発生する殻からのようなもので、硬さを持たないのですが、力場壁に触れた者はその壁に自分を解読され、自分が持つ最大の罪に喰われます』

　一息。

『人が誰しも持つ、否定出来ない最大の後こう悔かいの記き憶おく。それを再現され、否定出来ないならば、──罪ざい人にんとして単純に〝分解〟されます。これは獣けものだろうと霊れいだろうと、罪のあり方を存在自体に刻み込むので回かい避ひ不能。そして、過去に起こした自分の罪は、どうやっても否定出来るものではありません。自分が為なした現実を、否定出来るわけがないのですから』

「ならば、ホライゾンが今すぐその壁に触れれば、皆様の手て間まも省けるのでしょうか」

『姫様の方は、単たん純じゆん分解ではなく大罪武装ロイズモイ・オプロの抽ちゆう出しゆつがありますので……』

　また、わずかな間が空あいて、

『すいません、そのままで御願いします……』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、自分はまた本に視線を落とした。じっとしていろというならば、従う他にはない。本も読めなくなれば、目を伏せているだけになるだろうし。

　今、遠く、いろいろな動きの音が聞こえている。

　いつ、こういう音などを感じなくなるのだろうか。

　そうなれば、きっと、何もかもが最善のままで解決することになる。そしてもう、思うこともなくなるのだ。

　……ホライゾンの正体が、あの軽けい食しよく屋やの店員であれば良かったなどと。

「あ、……今度は顔がん良りよう将しよう軍ぐんが特殊ルールを」
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　空を、一本の白い雲が断ち切っていく。高速に北の空に消えたそれは、

「──三征西班牙トレス・エスパニアの武神グラン・ムニエーカだね。さっき向こうの航こう空くう艦かん群から砲ほう撃げきがあったし、それを援えん護ごにこっちの状況を偵てい察さつに来たんだと思うよ。次来るときは装備を変えて攻撃で、そっからは砲撃も本格化するだろうね。左さ舷げん側、山に隠かくれてる方が武神に狙ねらわれるかな……」

　武蔵むさし中央前ぜん艦かん、武蔵むさし野のの艦かん首しゆ最上部デッキにて表示枠サインフレームを幾いくつも展開して言葉を交わしていたネシンバラは、警けい護ご隊の指し揮き部の生徒達が持つ表示枠群と自分の表示枠類を連動していく。走狗マウスのミチザネのサポートを得ながら、設定を神社経由ではなく短距離地ち脈みやく接続とし、皆の情報通つう神しん網もうを共有。接続確認の表ひよう示じが人数分為なされたところで、

「向こうの状況は？　ナイト君」

『はいはーい』

　表示枠に、ナイトの声とともに、制服の胸が映った。大きめの胸が呼吸の動きで揺れて、

『そんな感じでナイちゃん空に木き箒ぼうきでいるんだけどね』

「その夜や警けい団だんの世話になりたいようなカメラアングルは誰のもの？」

『あ、後ろに座ってるガっちゃんが通つう神しん術じゆつ式しき持ってるから。で、ええとガっちゃん？　ナイちゃんの乳ちち揉もむのは夜にした方がいいよ？　その方がオススメ』

『ふふ、いいのよマルゴット、だって、──皆これから死ぬかもしれないんだもの』

「……ナルゼ君、ネガティブ発言を戦う前からするのやめない？」

『あら大だい丈じよう夫ぶよ私とマルゴットは生き残るから。で、ネシンバラ、アンタもし死んだら頭ず蓋がいとか私にくれる？　〝見下し魔山エーデルブロツケン〟が触しよく媒ばい買い取りセールやってんのよね、今』

「……僕は一応、将来は作家になって畳たたみの上で死んで墓はかに入る人生設計なんだけど」

『墓はか石いしにはちゃんと彫っておきなさい。──頭蓋に固こ執しつしたメガネここに全部埋まる』

　魔女テクノヘクセンの愚ぐ言げんは無視しよう、と自分は思った。だから、

「ナイト君、ちょっと」

『え？　あ、もうガっちゃんとの話はいいの？』

　すごくいいです。というかアングル胸なのどうにかなんないのか。

「……どんな感じ？　状況」

『ええと、地図データ、魔術テクノマギ系の術式回線からも共有出来るよね？　そっちの』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は表示枠サインフレームを操そう作さした。ミチザネの固こ有ゆう情報庫こから、神しん道とう専用の通神地ち脈みやく回線ではなく、ナイトが動画を送ってきている共有地脈回線に、

「送った。共有状態にしてあるから、書き込めばこっちにもフィードバックするよ」

『そう。じゃあ、見たところこんな感じかしら』

　と、画面の中に現れたナルゼの手が、袖そで口ぐちから手の中にペンを出す。

　ペンは、術式用の、ペン先とペン軸じくが分かれたタイプ。〝見下し魔山〟の白型エンブレムが入ったそれを、彼女はかざして、

「今、三み河かわ周辺は南を上にして▽状になってるわね。▽の下側先せん端たんが武蔵むさし」

　と、地図上、武蔵のいる陸りく港みなとに赤の円が描かれる。

　そして赤の円から、右上、一般用陸港に向かって、赤の線が伸び、

「▽の中央スペースは山ね。左右も山。そして右上に向かって、一般用陸港への西側山さん岳がく回かい廊ろうがあるわ。──でも陸港に至る半分くらいの位置で、山側関せき所しよがあって、そこから陸港までは武蔵と陸港の船が交流する〝西側広間〟。ここまでは道が険しく細いから武ぶ神しんは移動出来ないわ。実際、一般用陸港との交こう易えきは西側広間まで船を出すか、人じん馬ばによる方法だものね」

　言葉と共に伸びていく赤い線は、山岳回廊では細く、西側広間では太くなり、やがて開けた台地の一般用陸港で止まる。

「この陸港にホライゾンがいるわけね。距離は約七キロ。遠いけど、──加か速そく用の符ふとかを使ってればすぐだわ。そして──」

　陸港から東側、▽の上辺を右から左に引き、

「こちらは、三河に出来た湾に向かう道。放ほう棄きされた郊外都市もあるわね。それで──」

　▽の左下辺を、上から下、武蔵むさしの陸りく港みなとに向かって引き、

『こっちが、昨日きのう、正まさ純ずみと酒さか井い学長なんかが行った三み河かわ向けの東側街かい道どう』

　と、結んで、▽の形状を成立させる。

　そして一般用陸港に二本の線が引かれた。

『上がホライゾンのいる審しん問もん艦かん、下がK.P.A.Italiaの栄光丸レーニヨ・ユニート。どっちも降こう着ちやく状態』

　続き、その下側、西側広間に三本の線が横並びに引かれる。

　二本は西側広間の一般用陸港寄りに、しかし一本は西側広間の西に面した山の上で、

『三征西班牙トレス・エスパニアの警けい護ご艦、昨夜撃げき沈ちんされなかったフリゲートとかが西側広間の西山上に浮上してるわ。やっぱ移動用に輸ゆ送そう艦出さなくて正解ね。上げた時点で砲ほう撃げきくらってたと思うわ』

「向こうも、こっちの武ぶ神しん射しや出しゆつをさっき見たせいで迂う闊かつに近づけないからおあいこだよ。まあ、その射しや程てい範囲の三倍以上外から砲撃されてるわけだけどね」

「……向こうの陸上部隊は？」

　答えが来るより早く、西側広間に線が一本引かれた。

『ここに三征西班牙の得意な城じよう塞さい型密集隊形〝西班牙方陣テルシオ〟千人分で一隊が組まれつつあるわ。移動用の大たい砲ほうも八門。──陸港の方にも中隊以下の単位で横隊が散見』

　成なる程ほど、と自分はつぶやいた。

「西班牙方陣だと三隊は欲しいけど、向こうも人員がいないんだろうね」

　そして彼は、ナルゼが描いて寄よ越こした線の意味を理解していく。

「敵は勝つ必要がない。アリアダスト君の自じ害がいが終わるまで、僕達を押しとどめていればいいわけだからね。そのためにすることは二つ。一つは道の封ふう鎖さ。もう一つは空の封鎖だよ」

　と、背後のテーブルで、茶を飲んでくつろいでいた喜き美みが問うてくる。

「ねえ同人作家。その西班牙方陣テルシオとかいう塩味系の陣じん形けいが愚ぐ弟てい達の行く手を塞ふさぐわけ？」

「そうだね。西班牙方陣はメジャーな陣形で、横長の分ぶ厚あつい長なが槍やり隊を銃じゆう士しで囲んだ密集陣形さ。陣の四よ隅すみにも銃じゆう隊たいを置いた、城塞のような陣形。移動は遅いけどとにかく守りに優れるし、密集陣形は戦せん士し達にあまり熟じゆく練れんを要しない。K.P.A.Italiaと三征西班牙の混成隊としては、一番無ぶ難なんかつ有効な陣形だろうね。今、向こうは大砲も置いているから──」

「ウダウダ言ってないで。……崩す方法は？」

「オランダやスウェーデンの方では砲ほう火か力の増加と速射や、少人数化による速攻で対抗出来るという結果が出てる。ただまあ、それはセオリー的なもので、他にもいろいろあるけどね」

「たとえば？」

「──空から船を落とす。武蔵だと随ずい伴はんの輸送艦でいけるよね。城塞や都市だと防ぼう護ご障しよう壁へきあるから効かないこと多いけど、野戦の密集陣形ならそれで余よ裕ゆう」

　しれっと言っておく。だが、

「まあ、無理だね。向こうの航こう空くう艦かんの動きは、こちらが陸港から船を出したら砲撃を仕掛ける構えだよ」

「輸ゆ送そう艦かん上げたくらいで撃うってくるなんて心が狭いわね。学生同士しか相あい対たい出来ないなら、教きよう導どう院いん施設のある奥おく多た摩まと武蔵むさしだけ狙ねらうのがスジじゃないの？」

「……別に輸送艦だけじゃなく、いずれは他の艦にも撃ってくると思うよ。──流れ弾だまって知ってる？　それも故こ意いの」

「知ってるわよそのくらい。デキ婚のための砲ほう撃げき弾だんでしょ？　顔の割にいやらしい子ねえ」

「そういう意味じゃないよ!!」

　一息。

「まあ、砲撃が来たら、さっきの武ぶ神しんがフル装備で来ると思う。こっちの左さ舷げん側は、向こうからだと陸りく港みなと中央に掛かる山で見えないから、その武神が攻撃と牽けん制せいを担当するんだろう。

　ナイト君、ナルゼ君、──二人には、ちょっとその武神を凌しのいで貰もらうことになる。武蔵は今、三み河かわの人達が乗った艦の統とう括かつ制御の準備で動けないし」

『いつまで？』

　ナルゼの問いに対し、表示枠サインフレームへと通つう神しん介かい入にゆうが来た。ノイズ混じりの〝武蔵〟の顔が映り、

『三河の方達の居きよ住じゆう区く艦を現在左さ舷げん側中心に接合中です。艦のバランス計算などは即そく座ざに可能ですが、水、燃料、物資などの基本積せき載さいが為なされなければ実際の運うん航こうが不可能です。準備終了時刻は現在、──午後六時二分を予定しております。以上』

「だったらアリアダスト君を救って、すぐに出しゆつ航こうだね」

　そう言って、自分は吐と息いきする。今為なすべきは、幾いくつかの指示をそれぞれの部署に送りながら、西班牙方陣テルシオの図形を手元の表示枠に映すことだ。

「戦せん士し達は大変だよね。武神や機き竜りゆう、英雄達がいくら強くても、広大な場所の封ふう鎖さや都市の占せん領りようは出来ない。だから多量の戦士達を各教導院は用意せざるを得ないわけだけど、彼らに対して現代戦は厳きびしすぎるよ。英雄達が一いつ騎き打うちでカタつけてた時代の方が遙はるかに安全だもの」

　と、背後、テーブルセットの椅い子すについて、紅茶を飲んでいた喜き美みが振り向いた。

「フフフ他人ひと事ごとねこのメガネ、そのためにアンタ達生徒会や総そう長ちよう連合がいるんでしょうに。K.P.A.Italiaや三征西班牙トレス・エスパニアの同格とタイマン張って小説にしたら？　──ホモネタで」

「頷うなずくことが出来ない呼びかけするのやめない？」

　己はまた息を深く吸う。そして表示枠の、通神素そ子しに指を当て、

「皆、聞いてくれる？　……警けい護ご隊の人達の情報やアドバイスもあって、大体のプランは出来たから、これから送る。そしてまあ、作戦係としては、言いたいことがある」
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　皆は聞いた。

『誰も、戦争が好きな人はいないと思う。甘い考えだろうけどね』

　武蔵むさし内、表ひよう層そう部ぶの人々の地下への避ひ難なんを促うながす者も、壁の拡かく声せい器きから聞こえる声として、

『だけど、精せい一いつ杯ぱい生きることに価か値ちを認めるならば、生き切らねば死んでしまう戦場というのは、価値だらけの場所でもあると僕は思う。──今回の皆の参加が自由か強制かは解わからないけれど、参加したなら前向きに行こう。己おのれの得る価値だけ見れば、戦争は存分なエンターテインメントだ』

　外において武蔵を出て、それぞれのルートに対し、加速の符ふを手に走り出す者も。

『どうだい皆。死亡フラグはちゃんと立てた？　伏ふく線せんはしっかり張った？　その回収の準備は出来てる？　危険なときに救ってくれる友はいる？　絶望したときに叫ぶ名前はちゃんとある？　いざそのときに逆転する隠かくし球は持っているかい？　俺がヒーローだと、安っぽいけど高らかな信しん仰こうを持っている？　そして何よりも──』

　皆は聞いた。

『帰るべきところはあるかい登場人物達？』

　誰もが頷うなずき、

『では、プロットを示そうか。僕は進展のない話の作りが嫌いでね。やはり山有り谷有りの、どんどんと盛り上がっていく話が好きだ。だから──』

　皆が、己の顔の近くに展開した表示枠サインフレームを見た。そこに映る戦場の地図上、武蔵から描かれる進軍ルートは、

『────』
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　ネシンバラは、正面にある表示枠から、指を離した。

　人差し指で描いて見せた進軍ルートは、

「一直線だよ」

　息を吸う。

「制圧や占せん領りよう、戦場の制域権を争うための団体戦に、それらを崩し、または守るために行う英雄達の個人戦。そして機き竜りゆうや武ぶ神しん達を交えて行う混合戦。

　──K.P.A.Italiaと三征西班牙トレス・エスパニアという大国の用意した密集陣じん形けいや英雄達に、航こう空くう艦かんや武神達、これらを撃げき破はしてホライゾン・アリアダストを取り戻し、大罪武装ロイズモイ・オプロを確保すれば、もはやどの国も武装解除された武蔵に戦せん闘とう力があると注目せざるを得なくなる」

　さあ、

「行ってくれるかい登場人物。聖譜テスタメントなんてつまらない歴史書よりも僕のネタ帳の充実のために行ってくれ。何、あとはヒロインの救出にページを割いてハッピーエンドだ。迷わず一直線に行って、この話を盛り上げて、続刊に繫つなげてくれ。

　そして主人公、──そろそろ何か言ったらどうだい？」
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「主人公ねえ……」

　と、西側山さん岳がく回かい廊ろうの出口付近で足を止めていた集団は、つぶやいた。

　あと百メートルほど行けば、山岳回廊の出口となっている関せき所しよから、西側広間に出る。関所の門は開かれており、既すでに西側広間の南側、陸りく港みなとの方には、空に浮かぶ三隻せきの航こう空くう戦せん艦かんと、その下に控える戦せん士し達の密集が見えている。

　城じよう塞さい型密集陣じん。

　K.P.A.Italiaと三征西班牙トレス・エスパニアの生徒、千人の戦士団による集合は、前者が黒、後者が朱しゆの制服であるため、密集陣でありつつも色が区分されている。中央の色が朱。その左右が黒だ。

　長なが槍やりを持った本隊集団は長ちよう銃じゆうを持つ銃じゆう士しに囲まれており、更さらには四つの角には銃士が固まった銃じゆう隊たいがある。

　それを遠とお間まに見ている武蔵むさし側のメンバリングは、警けい護ご隊を中心とした戦せん闘とう系の者達だ。点てん蔵ぞうがおり、ノリキがおり、アデーレがおり、ペルソナ君がおり、しかし、

「面めん倒どうですよねー。こっち二百人くらいですけど、向こう五倍ですし。──集中突とつ撃げきで道空あけて行こう、って考え読まれてますよね」

　と、点蔵の横、分ぶ厚あつい鎧よろいのアデーレが言う。対する点蔵はアデーレを見て、

「アデーレ殿の機き動どう殻かくは初めて見るで御ご座ざるが、……随ずい分ぶん重装そう甲こうに御座るな」

「いやこれが最近流行の高速突撃型と違って、超旧式ベースの重装甲型で。駆く動どう関係も、歩けるくらいにしか使われてないみたいなんですよねー……。うちの父が遺のこしてくれたものなんですが、あまりに使いにくいんで実戦初めてなんで、何かあったらすいません」

　最後の言葉に、皆が俯うつむく。ノリキがぽつりと、

「直なお政まさやミトツダイラがいればな」

「ここは武ぶ神しん射しや出しゆつの射しや程てい範囲外で御座るし、ミトツダイラ殿の方は後の用意があるで御座るからなあ。──まあ、ミトツダイラ殿でも、流石さすがにあれを真まっ正しよう面めんからでは」

　と、点蔵が西班牙方陣テルシオを見る。既に銃士達は銃を構えており、更には本隊の前面側では、長槍隊それぞれの前面に二メートル四し方ほうはある白い光の十字型防ぼう盾けんが現れている。

「旧派カトリツクの耐衝しよう撃げき、斬ざん撃げき用術じゆつ式しき防盾ですねー。放課後の銃士部の訓練であれ相手にガツンやるときあるんですが、──あれ、弾はじき飛ばすの凄すごく難しいんですよ」

　成なる程ほど、と警護隊の皆が頷うなずいた。彼らはそれぞれの身につけている装甲類を確認し、

「まあ、ここは俺達が行くことになるな。密集陣じん形けい取ることは出来ないが、少人数な分、機動力はある。囮おとりのつもりで何とかしよう。──君らは、陸港での戦せん闘とうに控えるべきだ」

「しかし……」

　という点蔵の気き遣づかう声に、副隊長が笑いを作る。

「──他人の言いつけで同どう郷きよう人と戦うより、遙かに心が楽だ」

　と、彼がそう言ったときだ。皆の中に、構えもせずに立っていたノリキが、

「ネシンバラの言う主人公は、どこ行った」

　つぶやくような彼の喋しやべりに、皆が顔を見合わせる。

　気付いてみれば、確かにトーリがいない。が、だからこそ、皆はある方向を見た。西側広間と呼ばれる幅百メートルほどの谷底へ、視線を向け。

「あ」

　いた。トーリが無防備に、関せき所しよの門をくぐって、足を止め、こちらを見て、

「おいおいオマエら、遅えよ、何やってんの？　向こうが待ってんぜ？」

「うわあ──！　何言ってんだ!!　ってか何を先に行ってんだ!?」

「何って、オメエ、向こう行くんだろ？　そっちこそ隠かくれて何やってんだよオメエら」

　トーリが指さした先、向こう、距離三百メートルほどを離れて西班牙方陣テルシオを作っている者達が、それぞれ顔を見合わせた。彼らは各隊の隊長役に視線を投げ、しかしすぐに、

「う、撃うて──!?」

　ラッパの合図による銃じゆう撃げきの斉せい射しやとともに、空の航こう空くう艦かんが砲ほう撃げきを開始した。

　その大音が、開戦の合図だった。







[image: 第三十六章『二者間の疎通員』]
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　戦場が動き出す。

　声があがって大気が揺れ、足音が群れて地面が揺れる。

　銃じゆう声せいが鳴って硝しよう煙えんが宙に散り、穿うがたれた者は伏して大地を舐なめる。

　そして倒れた姿を退たい避ひさせる者や、更さらに行く者がおり、ただ留とどまる者だけがいない。

　西側広間では、武蔵むさし側の警けい護ご隊を中心とする小しよう規模な方ほう陣じんと、点てん蔵ぞうを中心とする陽動の散士隊に分かれて西班牙方陣テルシオとの戦せん闘とうを開始した。

　武蔵の方陣は西班牙方陣の左前に向かう。角かどの銃じゆう隊たいと、本隊の槍やり隊の継ぎ目に向かう狙ねらいだ。彼らは、身を低め、防ぼう御ぎよ用の符ふを展開しながらの蛇だ行こう前進を行っていく。

　だが、符に仕込まれた拝はい気き量は、敵てき弾だんの速度を祓はらうたびに減っていく。一人あたり五枚ほどの符を持っているが、

「符だけで受けるな！　身を低く、銃じゆう撃げきを防げる防具を前に出して分散しろ！」

　身を低く、転び掛けながら皆は前に出る。そして彼らを援えん護ごするのが陽動の点蔵達だ。

　点蔵隊は西班牙方陣の中央前側に対し弧こを描いての接近と退避を繰り返す。苦く無ないなどの投とう擲てき武器を投じたり、小弓の速射を行いながらの移動だ。効果の期待はしていない。突とつ撃げきする方陣に対して西班牙方陣の前面縦じゆう隊たいが集中しないようにすることが一いち義ぎだからだ。

　そうして行われるものは、接近と陽動でしかない。

　敵は減らない。

　武蔵警護隊の装備は基本的に槍やりと刀だ。接近してからが勝負になるため、

「──っ」

　符の取り替えに手て間ま取どった一人が、銃撃を右肩に受けて吹っ飛んだ。

　誰かが敵に向かって舌した打うちし、発動させた符を倒れた身に投げてしかし前進は続く。

　続けるしかない。

　そして点蔵達が、苦無を投じ、十数人の仲間達と下がる。彼らは、自分達を狙って飛んできた銃じゆう弾だんが大気を擦さつ過かする音を聞きつつ、

「あまり下がり過ぎはいかんで御ご座ざるぞ……！」

　頭上に敵の艦がいる。西班牙方陣上空に構えた巨大な艦かん影えいは、武蔵側から輸ゆ送そう艦などが出てきたときに対応するためのものだが、下か方ほう射撃が可能な対地大たい砲ほうも搭とう載さいしている。

「下がると、あれに撃うたれるで御座るからな！」
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　点蔵はちらりと後ろに振り向く。

　西側の山さん岳がく回かい廊ろうの入り口にある関せき所しよ。その門が、破壊されている。

　トーリが見つかった直後に撃うち込まれたものだ。慌あわてて西側広間に飛び込んで難を逃れたが、

　……こちらに当てると言うよりも、通した後での関せき所しよの破壊が目的で御ご座ざったな。

　山さん岳がく回かい廊ろう側からの援えん護ごを堰せき止め、退路を断つ。

　こちらを完全に潰つぶそうという意図だ。これから先、もしも騎き士しや武ぶ神しんが来ても、防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきなどで抑え込みが可能だろうと、向こうは結論したに違いない。

　勝利の確信。それゆえ、おそらくここの状況は、K.P.A.Italiaや三征西班牙トレス・エスパニアの放送委員によって世界に放送されているだろう。

　……対しこちらはというと……。

　今、武蔵むさしは出しゆつ航こう準備の出力確保のために動かせない。嫌な時間帯だ。武蔵に随ずい伴はんする輸ゆ送そう艦かん群も、敵の航こう空くう艦かんが武蔵側に狙ねらいをつけている間は動かせない。

　そんな光景を世界各かつ国こくは見ているのだろう。大きいだけで何も出来ない武蔵と、欧おう州しゆうの各国が未だ使用を続ける密集陣じんの、

　……堅けん牢ろうというか、嚙かみ合わせが悪いで御ご座ざるな！

　遠距離からの攻撃で、少しでも削けずれれば良いが、武装放ほう棄きを義務づけられている極きよく東とうにとって銃じゆう器き類の保持は鬼き門もんだ。スポーツとしての弓は赦ゆるされるが、銃器類は歴史的に保持が赦される家や、勢力に絞しぼられる。

　松まつ平だいら家けにも銃器の保持許可はあるが、正式な隊を組めるほどではない。

　だが、それでも近づく必要がある。近づかねば、どうしようもないのだから。

　だからトーリも含む武蔵側の方ほう陣じんが行くのを自分達は援護する。苦く無ないを投げ、皆の守りに向かう敵の銃じゆう口こうを自分に向け、仲間達が撃たれて身を倒すのを見つつ、

「……！」

　方陣が、残り百メートルを切った。行くしかないならば、

「行け……！」

　皆が叫び、先頭の者達が百メートルのラインを割った。

　その瞬しゆん間かん。己の視し界かいの中で、敵が、いきなりの動きを取った。

　いきなり響ひびいたラッパの音と共に、ゆっくりだが、しかし確かに西班牙方陣テルシオが、

「──!!」

　下がった。

　轟ごう音おんとも言える足音の群を響かせ、だが確実な動きで、西班牙方陣が下がった。

　それはわずかな距離だ。

　だが、確実に陣じん形けいは下がり、代わりというように、あるものを前に出した。

　大たい砲ほうだ。

「!?」

　こちらの見る目の前で、突とつ撃げきする武蔵側の方陣、トーリ達に向かって大たい音おんが突っ走った。
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　百メートルという近距離からの砲ほう撃げき。

　それに対し、武蔵むさし側の方ほう陣じんを構成していた者達は、一人を除いて間に合った。副隊長以下の警けい護ご隊は訓練の賜たまものとして伏せ、トーリはノリキに頭を押さえられて、ペルソナ君は周囲の反応を見てから慌あわてて身を横に跳ばし、しかし、

「え？　あ？　何ですかね皆さん。あれ？」

　一番後ろからついてきていた機き動どう殻かく姿のアデーレは、皆が前で伏せたのを見て、

「は？　滑り、……込み？」

　正面を見たと同時に砲ほう弾だんの直ちよく撃げきを食らった。

　空に跳ね上がるような金属音が西側広間に響ひびき渡る。

　次の瞬しゆん間かんに、その場にいた誰もが聞いた。それはアデーレの、

「いったあ──！」

　悲鳴とは言えないような悲鳴だった。

　だが、伏せた武蔵の皆も、西班牙方陣テルシオの皆も、土の地面に腰を落としている機動殻を見て、

「……無事？」

　野戦砲ほうとはいえ、バリケードや建物、石壁などを破壊することが可能なものだ。

　弾だん丸がんも砲ほう丸がんではなく、先せん端たん流線型の滑かつ空くう弾を用いている。

　出力は一般聖術テスタメントフイルマ符による圧縮酸素式で、符一枚で厚さ二十センチの石壁を貫つらぬく筈はずだが、

「いたたた……」

　青の機動殻は、しばらくの間、衝しよう撃げきに震えるようにヘルムを左右に振っていたが、

「いったー……、ってか何ですかあ！　いきなり人に向かって砲撃なんて！」

　立ち上がったヘルムの奥、アデーレの顔はメガネもずり落ち、前まえ髪がみも乱れ、やや鼻水たらしつきの涙顔だ。しかし、その涙は痛みよりもびっくりの方が強く、

「あ、危ないじゃないですか!?　もう！」

　抗議の言葉に反応したのは、武蔵側の伏せ身達よりも、西班牙方陣テルシオ側だった。

　大砲の傍そばにいた隊長が、

「……重装そう甲こう従じゆう士し？　──いつの時代の思し想そうだ!?」

　疑問顔のまま、彼は砲撃手しゆに対して直接指示した。そして大砲に出力用の符が三枚入って、ちょっと迷って四枚目が追加され、

「え？　ええと、あの。……あいたあ──!!」

　轟ごう音おん付きで二発目が直撃した。だが、衝撃の激音が響き、火花が散り、

「……う、うわ！　び、びっくりしたあ──！　ホント、マジにびっくりしましたあ──！」

　叫んでいる間に、東側の小山の森へと、砲ほう弾だんが回転して落ちていく。

　するとトーリが、表示枠サインフレームを出して、

「ネシンバラ、……何かアデーレが無む敵てきくさいんだけど。……どういうことか解わかる？」
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　武蔵むさし野の艦かん首しゆ側では、ネシンバラがトーリの疑問に首を傾かしげた。

「どうなんだろう？　フツー、直ちよく撃げきしたらただじゃ済まないんだけど……」

　と、つぶやく光景を遠くから見る者が一人いた。

　それは、やや離れたところのテーブルに座り、戦せん況きよう報告を聞いていたヨシナオだ。

　ヨシナオは、先ほどのアデーレを思いだし、

「そういえば……」

　……やたらと古い機き動どう殻かくを持った従じゆう士しが、我が領りよう地ちにはいたのであったなあ……。

　万まん年ねん従士、と自分のことを呼んでいた男だった。ずっと昔から三征西班牙トレス・エスパニアと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに挟まれた領りよう地ちを守っていたその従士家系は、

　……騎き士しがいないときも領地を守っていたそうで……。

　ありとあらゆる敵を想定して機動殻を改造し続けることは、ある結果を導いた。

「ただ、壁としての、重じゆう装そう甲こうだったか」

　あらゆる攻撃を弾はじく分ぶ厚あつい装甲を、何とか動かすために機動殻の機動力を使う。

　戦場では役に立つものではない。動けないなら、相手にしなければいいか、接近戦で急きゆう所しよに一いち撃げきを見舞えば終了だ。機動力が重視されつつある戦場、今や機動殻も飛ひ翔しよう能力付きで横列突とつ撃げきを行うような時代に、防ぼう御ぎよ力重視で歩くような速度しか出ず、腕もまともに振れない古い発想の機動殻は、運用が戦場の速度に追いつかない。

　城や都市の防御戦においても、今は従士や騎士といった単体クラスの防御力よりも、城じよう塞さいや都市単位での術じゆつ式しき防ぼう護ごが重視されている。

　そういう時代後れのものを、しかし〝守る〟必要から捨てず、何代にも渡って特化させたのが万年従士の機動殻だった。

　アデーレという少女は、父が機動殻を与えてくれたと言っていた。ならば、設計思し想そうは同じものだろう。全く動けないが、とにかく守るためのものだ。更さらには、

　……女性型、というのが、興味深いな。

　女性型の機動殻は、そのフォルムが女性的なラインを持ちやすく、背が低くなる。敵の攻撃、特に正面から来たものを弾く能力は、父の代よりも優れているだろう。

　前方、ネシンバラが首を傾げながら、

「騎士や従士の鎧よろいは、最近だと大量生産だけど、昔はオーダーメイドのカスタム重ねなんだ。だから正直よく解らないんだけど、恐らく、時代が一周しちゃってるんだと思う」

『どういうことで御ご座ざるか？』

「高速化していなかった時代。砲ほう弾だんをどこから受けても大だい丈じよう夫ぶな超重装そう甲こう設計の代しろ物ものが今の時代にまたいきなり出て来ちゃったってことだと思うんだ。それは当然動けなくて、今の高速機き動どう重視の戦場では役に立たないけど──」

『壁にはなるなあ』

『か、壁って、何ですか一体──！』

　聞こえる声に、自分は小さく笑った。

「……貴方あなた？　何か嬉うれしいことでも？」

　いや、と己は妻の言葉に応えた。背せ筋すじを正し、表情を真剣なものにすると、

「──嬉しいとか言ってはならん。武蔵むさしの代表達が戦っているのだからな!!」
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　二度目の砲ほう撃げきにふらついたアデーレは、半はん泣なきになりながらも、

　……が、我が慢まんっ我慢──っ！

　耐えた。頑がん張ばった。よくやった。上出来ですよー、と自分を褒ほめて足を踏みこたえた。

　父はよく言っていた。「いいか？　従じゆう士しの仕事は我慢が大事だ」と。

　その話を聞いたときは、上役である騎き士しの言うこととか聞くのが辛つらいのかと思ったが、

　……ぶ、物理的に我慢とは!!

　思い、気づいてみると、視し界かいの中に皆がいない。あれ？　と思って辺りをよたよた見回すと、

「……皆、何で自分の後ろにいるんですか」

「おいおい気にすんなよアデーレ！　俺達、オマエの存在を支持してるんだぜ！」

「ああ、何か自分探しの一環みたいなことをありが──、って違っ、その支持はちょっとまた物理的な支持のあいたあ──！　さ、三発目！　あたっあたっあたあたあたたたたたた」

「あ──たたたたたたた！　ってどこの格かく闘とう家だオマエ。しかしすげえ、結構いい面から当たってんのに弾はじくなあ……。武ぶ神しんみてえだな」

「い、いや、かなり装甲削けずれてますって！　あと二十発も受けたら上面装甲イキますよ！」

　二十、という見立てに、西班牙方陣テルシオ側がわが皆して嫌そうな顔をしたのが見えた。

　あれ？　と己が思っていると、背後で皆がひそひそと何かを話し合い出す。

　悪い予感がした。ゆえに、不ふ審しんな、と思ってヘルメットを傾けてみると、ペルソナ君が覗のぞき込んできた。ああ、よく考えるとメット仲間ですねー、と思う内に、

「あの、ペルソナ君、何で自分を拝おがんで、ええ、すまないって、何がって、あの、いつものペルソナ君用武ぶ器き庫こから出してきた釘くぎバットしまってどーするってか。背後からちょっと持ち上げて、って、ええと、あの、……盾たて？　ってか盾ですよこれ!!」

　身体からだが浮いたまま、西班牙方陣側に向けられる。背後からはトーリの声で、

「よーし、機動力はペーやんが稼かせぐから、アデーレ、鈍どん重じゆうとか気に病むなよ。オマエの価か値ち観は速度とかそういうのとは今のところ別にあるんだから」

「うわっ、上手うまいこと言って！　で、ええと、何で走り──、って向こう二門態勢なんですけど！　ちょ、やる気二倍というか、あの、ちょ、自分これでも平和主義というか、ええと、撃うーたーなーいーでー！　ほ、ほら、ノーガードノーガード!!　無抵抗ですよー」

　一拍の間のあとで、

「あいたあ──!!」

　だが、叫んだこちらの声をかき消すものがあった。

　頭上、浮かぶ航こう空くう艦かんが、いきなりの砲ほう撃げきを開始したのだ。
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「!?」

　重なる大音と大気の震えが向く先は、北。

「武蔵むさしの方、……何も飛ばせないよう、押さえ付けるつもりか！」

　大だい丈じよう夫ぶか、という皆の唸うなりに、通つう神しんからの声が響ひびいた。それは〝武蔵〟の、

『大丈夫です』

　息を吸い、身構える呼吸と共に、

『砲撃は、私と皆様で全て止めますので。──以上』

　その台詞せりふと共に、武蔵の方から激音が連続した。
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　砲撃の音は、武蔵の右う舷げん側と中央側の上空で激げき突とつ音となって連なった。

　それは、被ひ弾だんの音ではない。三征西班牙トレス・エスパニアの警けい護ご艦が放つ砲弾が、武蔵の頭上で弾はじかれる音だ。

　着ちやく弾だんの瞬しゆん間かん、鳥とり居い型の紋もん章しように円えん弧こを重ねた三メートルほどの重力障しよう壁へきが表ひよう示じされ、直後に快音が響いて火花が散る。そして弾だん丸がんは砕けるか、または潰つぶれて落ちていく。落ちる破は片へんは宙に新しく作られる重力障壁によって幾いく度どか受け止められ、その速度を落としていく。

　障壁を操あやつるのは、武蔵むさし野のの艦かん橋きよう上に立つ侍じ女じよ服ふく姿。

〝武蔵〟だ。

　彼女はいつもの無表情で、

「校則法によれば学生と相あい対たい出来るのは学生のみ。……ですが、町に落ちる砲弾は〝流れ弾だま〟というところで済ませるのが解かい釈しやくでしょうか。──以上」

　と、両の手を宙に広げて重力障壁の発生制せい御ぎよを行う。

　止める。

　響く音と、散る火花。

　高速で多重に来る砲弾に対し、鍵けん盤ばんを奏かなでるような指し運うんで彼女は対たい処しよする。

　そして、砲ほう弾だんへの迎げい撃げきを行うのは、〝武蔵むさし〟だけではなかった。右う舷げん一番艦かん、品しな川がわのデリックのマスト上に、幾いくつもの影がある。それらは、

「武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん、弓きゆう道どう部ぶや、射しや撃げき系術じゆつ式しきの能力を持つ方達ですね。──以上」

　彼らの対たい処しよは、対空迎撃としては基本的な方法。

　砲弾に対し、被追つい尾び機能を付加してから迎撃するのだ。

　方法としては、まず、前から二本目のマストにいる者達が、砲弾が通過する空域の内、被ひ弾だん軌き道どうが通る危険空域に術式の幕を張る。広大な宙を垂すい直ちよくに、縦三つ、横四つに分けた光の幕は、通過する砲弾に対して被ひ追尾機能を付加する術式のものだ。

　続き、艦かん尾び側マスト上にいる各射撃班が、展開した枠わくをそれぞれ担当し、通過してくる砲弾に対し射撃を行う。

　あとは、後こう逸いつした砲弾や、枠の範はん囲い外を通りつつも危険と判断出来るものや、破壊し切れなかったものを〝武蔵〟が処理すればいい。

　空に、生徒達の声が聞こえる。

「撃うて──！」

　誰も彼も、一線で実働するには不安が残る者達。否、一般生徒の大たい半はんは戦せん闘とう訓練の不足や、体力、気力の問題があるのだ。だが、そんな者達でも、防衛や艦内作業や対たい処しよは出来る。

〝武蔵〟は、右舷・品川のマスト上に立ち、砲弾への迎撃を行う生徒達を見てこう思う。

　……有あり難がたい話だと判断出来ます。

　彼らが守っているのは彼らの生活である以上に、武蔵自身なのだから。ゆえに彼らのフォローをすることに異い議ぎはない。

　しかし〝武蔵〟が漏れた一いち撃げきを拾ったと同時。

『〝武蔵〟様！　──三征西班牙トレス・エスパニア警けい護ご艦かん側から高出力の流りゆう体たい変化反応が！』

〝浅あさ草くさ〟が、シンプルな表示枠サインフレームでの通つう神しんを行ってきた。それは、

『主しゆ砲ほうである流体砲ほうです！　二十五センチ三十八口こう径けい長、術式操そう作さがあります！　──以上』

　言葉と同時に、南西の空に光が炸さく裂れつした。
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　西側広間にいる者達は、空の光を見た。

　浮かぶ三征西班牙警護艦、船種としては軽戦艦フリゲートの、その意味を示す一撃の光。流体を〝破壊〟に転化して砲弾と共に射撃する流体砲の発光だった。

　空を裂くような音と、莫ばく大だいな水すい蒸じよう気き爆発を空に生み、光こう条じようが武蔵の方へと飛んだ。

　その光は、殴なぐりつけるような軌き道どうでカーブを描く。単純な砲撃と違い、流体系の砲撃は術式操作による効果を与えることが可能だ。追尾や、方向変化など、自由に出来る。

　空を貫つらぬいて飛んだ光は、生徒達が展開した追尾付与の光幕を二枚食って尚なおも疾しつ走そう。

　威い力りよくの減げん衰すい無く、武蔵むさし野のの頭上を越えるように、奥おく多た摩まへと突っ走った。
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　砲ほう撃げきに対する〝武蔵〟の判断は一いつ瞬しゆんだった。彼女は宙に連続して重力障しよう壁へきを展開し、

「……!!」

　激げき突とつと炸さく裂れつと、硝子ガラスが砕けるような音が重じゆう奏そうした。

　重力障壁が破は砕さいされていく。そして最後の一枚が砕かれたとき、

「！」

　しかし、わずかに軌き道どうを逸そらされた流りゆう体たい砲ほうは、奥多摩の上をぎりぎりで通過した。

　空に焼き跡のような色を遺のこし、砲撃光は背後の山さん渓けいに激げき突とつする。

　響ひびくのは轟ごう音おん。結果として見えるのは、山渓が木々の根こそぎをもって数十メートル範囲で砕かれた光景だ。

　舞い上がって煙となる土ど砂しやと、薙なぎ倒され吹き飛ぶ木々に対し自分は振り向かない。

　無言で身構える彼女に対し、表示枠サインフレーム内の〝浅あさ草くさ〟が、

『〝武蔵〟様！　お見事です！　──以上』

「いえ、今のは、向こうの狙ねらいが甘かっただけです。麓ふもと側からゆえ、こちらが見えていないのでしょう。次は直ちよく撃げきだと判断出来ますが──」

　南西の空に、淡い光が見えた。流体砲ほう、二射目の準備光だ。

　来る。

　放たれる二撃目はきっと奥多摩直撃コースとなる、チョッピングの軌道を描いた砲撃だ。

　撃うたれれば避けることも、弾はじくことも出来ない。

　だが己は前を見ていた。品しな川がわ艦かん首しゆ側、先せん端たんのマストに立つ、一人の少女を、だ。

　白と赤の衣装、左右の腰に赤のバインダースカートを纏まとったのは、

「──浅あさ間ま様。宜よろしく御お願ねがいいたします。──以上」

『はい』

　通つう神しんに、浅間の声が、こう乗った。

『──浅間神社は、武蔵を守るために、その力を使用いたします』
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　夕の空を背景に、赤と白の衣装が高い位置に立っている。

　武蔵右う舷げん一番艦かん・品川。一番デリックのマスト上に黒の髪かみをなびかせるのは、浅間だ。

　空気抵抗を避けるために木この葉は状の断面となっているマスト頂部で、彼女は巫女みこの赤あか袴ばかまである左右のバインダースカートを展開した。

　一いつ瞬しゆんだった。スカートの裾すその一枚一枚が動き、先端に鳥とり居い型の紋もん章しようを表ひよう示じ。その表示が為なされるとともに、各バインダーが己おのれの位置を空間に固定し、動かなくなる。

　更さらには足先。白と赤の靴の両サイドに付いたピックが勢いよく床に打ち込まれ、応じるように腰後ろから伸びる二本のテールバインダーが陽かげ炎ろうを排気した。

　肩上、既すでに姿を見せているハナミが、軽く踊りながら、

『位置関係禊みそぎ終了ー』

「有あり難がとう。──では」

　と続ける浅あさ間まの動きは、手慣れたものだ。

　腰の後ろから二本の弓を引き抜き、左右に並べ合わせた上で、前に構える。

　左にした弓の弦つるを上下両側とも解き、右にした弓の弦の下側を解いた。そして垂れ下がった右弓の弦を摑つかんで引き、左弓の下側、弦つる巻まきに結んだ。

　これで、左右の弓が、それぞれの上と下で結ばれたことになる。右が上、左が下だ。

「白しら砂さご代だい座ざ〝梅うめ椿つばき〟──」

　左の腕を覆おおう籠こ手ての手首には、親指側と小指側に穴がある。その穴に、弓をそれぞれ上下で差し込み、操そう作さをつけて固定すれば、

「──接続」

　二本の弓を縦に連結した、一本の大弓〝梅椿〟が出来上がる。

　軽く手首を振ると、〝梅椿〟の上下の弦巻が回り、張りを自動でチューニングする。

[image: ]

　それは即そく座ざに確定。

　無む造ぞう作さとも、自然とも言える動きで、浅あさ間まが大弓を前に掲げた。

　そして背から引き抜かれる矢は、杭くいとも言えるもの。

　白の外がい殻かくに覆おおわれた一メートル強の杭を、彼女は弓につがえた。

　息を吐き、次の瞬しゆん間かん。浅間は弓を打ち起こし、

「ん」

　即座に吸った動きで、矢を一気に引き分け絞しぼった。

　弦つるの鳴る音も限界にして絞り、そして止める。

　だが、それだけではない、肩に乗ったハナミが拍手するのに合わせるように、

「ハナミ、軌き道どう上における速度減げん衰すいと迷めい走そうを起こす穢けがれを禊みそぐのに、五百メートルあたり二拝はい気き使用。確定して」

『拍手──』

　ハナミが拍手している間に、梅うめ椿つばきが作動する。上下の弓がそれぞれ変形を始め、本来のグリップ部分を基礎に、弓部が前へとせり出し、

「────」

　張力が増す。それは浅間の指先と腕に掛かる負ふ担たんが大きくなるということだが、

「……っ！」

　奥歯を嚙かみ、浅間が眉まゆを立てて耐えた。

　額ひたいに浮いた汗も気にせず、彼女は瞳ひとみに力を込める。

　梅椿が風にしなるように上下をくの字に張っていく中、浅間の緑の瞳が遠くを見み据すえ、

「──会いました」

　同時。光が来た。

　砲ほう撃げきの閃せん光こうだ。音よりも早く光こう撃げきが飛来する。

　そして迫る光の切せつ迫ぱくに対し、しかし浅間は揺るがなかった。梅椿が変形終了の金属音を響ひびかせるまで堪こらえると、浅間はただまっすぐに、

「!!」

　離した。

　弾はじかれるように梅椿が張りをとき、己おのれの身と弦で大気を割る。削さく音おんが響き、速度ゆえに浅間の周囲には霧きりが生じ、赤と白の衣装を飾る波となった。風に舞う霧は、その向こうに浅間の白と赤を透すかし、まるで散る花群のように消えていく。

　浅間が残身を終え、息を吸う頃には、既すでに放った矢や杭ぐいは、

「!!」

　空に莫ばく大だいな光の破は砕さいを作り上げた。

　流りゆう体たい砲ほうの攻撃を、祓はらい、砕き切ったのだ。
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　眼下、武蔵むさしの中や上から、歓声が上がった。

　それは浅あさ間まに対する賞しよう賛さんや、自分達の無事が確保されたことに対する安あん堵どだ。

　そして響ひびく声を、空で聞く者達がいた。

　武蔵上空、木き箒ぼうきに乗っていたナイトとタンデムのナルゼだ。

　ナイトは三射目を放ってこない三征西班牙トレス・エスパニアの警けい護ご艦かんを見て、

「武蔵は航こう空くう都市艦だから、防ぼう御ぎよ能力は城じよう塞さい都市級なんだっけ。

　武蔵の大改修の際、聖せい連れんは海かい賊ぞく行為に対抗する対空装備の許可は出さなかったけど防御障しよう壁へきの許可は出したし、同じようにアサマチのような神社系の術じゆつも、妖よう物ぶつ退たい治じや防ぼう衛えい用のものは許可出してるから、凌しのぐなら結けつ構こう行けるんだよね。……まあ、向こうもそれ解わかってるから、迂う闊かつに近づかず、こっちが動けないようにすることに徹してるんだろうけど」

　そうね、とナルゼは武蔵の底面に近い位置を見た。既すでに、各艦後部にある機き関かん部ぶの物資射しや出しゆつ用の術じゆつ式しきシャフトドライバーは展開している。

「さっき直なお政まさが武ぶ神しん飛ばすの見せたのが効いてるわ。ある程度の角度調整も出来るから、クラーケン級のフリゲートが武蔵上空に来ようとは思わないでしょう」

「おかげでいやらしくつつかれてるけどねー……。あっち、K.P.A.Italiaの白いのは？」

「栄光丸レーニヨ・ユニートは教きよう皇こう総そう長ちよう用のものだから砲ほう門もんは大人おとなしめ。どっちかっていうとガレー型で正面に術式砲門を主しゆ砲ほうとして持つけど、それは武蔵と相あい対たいしないと駄だ目めだものね。武蔵がもし浮上するなら、出てくると思うわ」

　言っている間に、再び砲ほう撃げきが多くなった。

　武蔵とこちらの間に、重力障壁が現れては消え、そのたびに快音が走る。

「……頭を押さえつけられてる感じね。好きじゃないわ」

　ナルゼが、手にしていた白のペンで宙に原げん稿こうトンボ枠わくを描く。すると枠内の右上にネシンバラが停止画が像ぞうで表ひよう示じされた。ナルゼがネシンバラの顔をコマ割りとして線で囲むと、その横に振り向いたネシンバラの顔が表示される。ナルゼはその顔もコマ割りしつつ、

「ネシンバラ、そっちはどうなの？」

　問いかけに、ネシンバラがフキダシで喋しやべり出す。

『こっちの準備は順調。そろそろ位置につくよ。ウルキアガ君も暇ひまなせいか手伝いまでやってる。高所作業は危険だから有あり難がたいんだけど』

「アンタってネーム多いわよね」

　と、回線に割り込みがきた。表示の中、小枠のコマ割りで〝武蔵〟が入ってきて、

『ナイト様、ナルゼ様、音おん響きよう検知に先ほどの武神の駆く動どう器音が感かん知ちありました。K.P.A.Italia〝機械仕掛けの明星フイーノ・アルバ〟ブランドの武神用発はつ条じよう式しき転換駆動器です。この援えん護ご射しや撃げきの後、おそらく単機で攻撃を仕掛けてくると思います。──予定通り、迎げい撃げきをお願い致します。以上』

「……あの十字脚きやく、単機で随ずい分ぶんとやる気ねえ」

　ナイトが、小さく頷うなずいた。

「何とかしないとね。重力障しよう壁へきくぐられて表ひよう層そう部ぶを射しや撃げきされると厄やつ介かいだから。

　何しろ武蔵むさしの生活区画は軽量化とブロック化が進んでるから脆もろいし、人々の恐怖が煽あおられると後々の問題に繫つながりやすいもんね。──だから何とかしようね、ガっちゃん」

　ナイトの言う言葉が、少し、低い口く調ちようを帯びた。

　向こう。陸りく港みなとの中から、陽かげ炎ろうが生まれたのだ。

　来る。四枚翼よくの赤と白の武ぶ神しんが、航こう空くう用戦せん闘とう装備の装そう甲こう服ふくをまとい、

「……来るわよマルゴット！」

　ん、と頷いたナイトは、ナルゼと共に身構えた。

　ナイトは乗っている木き箒ぼうきの柄えに手を添え、身をかがめるようにして額ひたいを付けた。そして彼女の背後のナルゼは、手にしていたペンを眼前に翳かざし、

「まさか、魔女テクノヘクセンとして Tsirhcツアーク 側と喧けん嘩かすることになるとはね」

　ナイトは答えない。

　ただ、彼女の背と、立ち上がる翼つばさを見て、ナルゼは微笑する。

「ナイト、御ご免めんなさい。私達は私達だと、私はそう思ってるから。──力を合わせて行きましょう、生きましょう、そして見せていきましょう」

　一息。

「Tsirhc教きよう譜ふが、恐れ、敵とし、滅ぼすことを優先としたがゆえに研究も満足に出来ず、人々の間に隠かくれた術じゆつ式しき、──それが魔術テクノマギ。武蔵はいい保護場所だわ。ならば……」

　言葉と共に、敵の接近を間ま近ぢかに見て、二人は上下に散開した。木箒を持ったナイトは空に、ペンを翳したナルゼは大地へと身を投じ、

「──ならばこの武蔵を守る戦せん闘とうに、魔女の身分を晒さらして望む意義は有り!!」

　二人は、声を合わせ、空の中で、

「──装境換Verwandlung！」

　叫んだ直後。金属音と共に、魔女としての装備が彼女達の背後に召しよう喚かんされた。
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　ナルゼが黒の翼を開き、

「白嬢ヴアイスフローレン……!!」

　ナイトが金の翼を開き、

「黒嬢シユヴアルツフローレン……!!」

　叫びに応じて宙に花開いた魔女衣装は、それぞれナルゼが白、ナイトが黒だ。

　展開の機き軸じくはそれぞれが持つ木き箒ぼうきとペン。

　二人の手にある二つの道具は、埋め込まれた石に黄光を点滅させ、警けい告こく音を鳴らしながら、

『割わり当あて空間展開中・皆様お気を付け下さい』

　白と黒の魔ま女じよ衣装は空に広がり走る。どちらも脚あしを広げた蜘蛛くものように、しかし広がり行くに連れて蝶ちようのように鳥のように、勢いよく二人を背後から包み行く。

　同時に、彼女達が現在着ている制服がそのハードポイント類の脱着を自動で行った。

　魔女衣装の展開プロセスの中に組み込まれた、力りき場ばによる脱着と収納だ。着ていた制服は召しよう喚かんで空あいた空間に収納され、無む駄だな空きスペースを無くして埋める。

　肌はだを見せるのは一いつ瞬しゆん。次の刹せつ那なに、身体からだを締め付けるように纏まとわれるのは、魔女衣装の基礎部分としての白と黒を基礎としたインナースーツだ。

　シンプルな形状故ゆえ、この時点では二人の持つ色にほとんどの差は無い。

　だが次が違う。

　首の周囲、胸脇、腰横に、各装備の基点や、インナースーツの固定具となるハードポイントパーツがつく。それらは長方体や四角を基礎としたものだが、色は黒こく翼よくのナルゼが白、金きん翼よくのナイトが黒だ。

　各パーツには、〝見下し魔山エーデルブロツケン〟のエンブレムと、白嬢ヴアイスフローレン、黒嬢シユヴアルツフローレンの文字が踊る。

　そして、二人の周囲に白と黒の波が走った。翻ひるがえって風を表すのは魔女衣装のスカートやストールのパーツだ。それら全てがハードポイントパーツに接続されていく間に、

「来てよね黒嬢……！」

「来なさい白嬢……！」

　二人の翳かざす木箒とペンの周囲に、ぞろりと鋼はがねの部品群が現れた。

　魔女装備用の強化機殻フエアシユテルケンシヤーレ。

　ナイトの木箒は、ブラシ部分がバーニアノズルに囲まれ、本体は細身の船せん殻かくが包む。

　対するナルゼのペンには、それを中心として長い槍やりのような部品群が。

　それぞれは宙に射しや出しゆつされた四角のボルトで、己おのれのパーツを固定させていく。

　あとは一いつ瞬しゆんの連続だ。

　二人の身体からだを黒と白の魔女衣装が包み、ナイトには黒の三角帽ぼう子し、ナルゼは白のボンネットが追加された。

　更さらにはお互いの手持ちの道具に、専用の強化機殻がボルトの結合で合がつ致ちする。

　白と黒の流りゆう体たい光こうが金属音とともに宙と接合部を走り、全てが成立した。

　金翼のナイトは、黒魔術師シユヴアルツヘクセンとして、手には細い船のような木箒を携たずさえ。

　黒翼のナルゼは、白魔術師ヴアイスヘクセンとして、手には長い槍のようなペンを携え。

　二人の魔女は顔を見合わせると、

「──うん！」

　お互いの武装にまたがった。そのときには既すでに双の視線は空を見て、

「速度を描きなさい白嬢ヴアイスフローレン！」

「加速するよ黒嬢シユヴアルツフローレン!!」

　飛来する武ぶ神しんに追われる軌き道どうで、二人は空を一気に疾しつ走そうした。
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　白の船がある。

　K.P.A.Italiaのエンブレムが側面に描かれた巨大な船、栄光丸レーニヨ・ユニートだ。長方体ともいえる形状の艦かん首しゆ側には、テーブルセットが出されており、白の長ちよう衣いが椅い子すに浅く座っている。

　白の姿は、北の方から聞こえる鋼はがねの音や、それを生む艦かん影えいを見ず、手紙を書いていた。各地の王や、総そう長ちよう達、旧派カトリツクに興味ある有力者達との遣やり取りだ。彼は、サインを入れ、

「──いずれそちら、北方に伺おうと思案しております。……と、丁てい寧ねい語が下手へただなあ俺は」

　そしてインノケンティウスは、夕焼けの色に染まり始めた空を見上げ、

「──どんなもんだ？　なあ、おい」

　あ、はい、と答えたのは、近くの天てん幕まくの下にいた女じよ生徒だ。通つう神しん用の設備を整えた机の傍そばから、先せん輩ぱい格に押されるようにして出たのは、

「……一回生か。どこの都市の教きよう導どう院いんだ？　前線にお前みたいなのを出すとは」

「あ、私は、その、インノケンティウス様、ええと、ジェノヴァの……」

　萎い縮しゆく、という言葉そのままに、通神役の机とこちらの間に立ちすくんだ少女に対し、インノケンティウスは表情も変えず、こう言った。

「別にジェノヴァが、三征西班牙トレス・エスパニアから逃げてきた序じよ奏そう派の異い族ぞくどもに金きん融ゆう代行させて儲もうけてようと、この現場では関係のないことだ。我々はK.P.A.Italia及び聖せい連れんの一代表としてこの戦せん闘とうに当たっているし、お前のとこやロンバルディアのような都市がK.P.A.Italia内にいるおかげで、我々は三征西班牙のような借金地じ獄ごくに陥おちいらないで済んでもいるからなあ」

「い、いいんですか、……ジェノヴァのは」

「異族どもや、聖譜記述による再現許可が出ている者に行わせている内は、だ。それ以外の者が旧派の身で行えば処しよ罰ばつする。何しろ俺も、金の意味が解わからない人間じゃないからな」

　念を押すように、インノケンティウスは言った。その言葉に、少女は安あん堵どを得たのか、ほ、と小さく息をついて彼に近づく。

　彼女は、表示枠セニカーレフイアンマを出して、

「三征西班牙の武神が武蔵むさし上空で武蔵側の魔女テクノヘクセンと戦闘に入りました。西側広間からは武蔵に三征西班牙の警けい護ご艦かんが三艦、補ほ給きゆう艦のバックアップを受けつつ随ずい時じ砲ほう撃げきしてます」

「本国帰き還かんも考えると、主力艦と補給艦がそれだけ出せるのは僥ぎよう倖こうか。──効果は？」

「武蔵が輸送艦などを出した際、それを西側広間に届かせるより速く撃げき沈ちんする集中射しや撃げきの火力として、三艦かんとも位置がほぼ固定です。よって現状では、武蔵むさしの右う舷げん側三艦、中央二艦に随ずい時じ砲ほう撃げき。左さ舷げん最さい後こう尾び艦にも砲撃が届きますが──」

「武蔵の左舷先頭艦は貨か物もつ艦だな。そこから輸ゆ送そう艦がこちらに飛ばされる可能性は？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と女じよ生徒が答えた。

「武蔵の先頭二艦、貨物艦である浅あさ草くさと品しな川がわの間には、山が存在しています。輸送艦をこちらに出すにはその山を越えさせなければなりませんが……」

「その際、こちらの艦での砲撃が可能か。……今日、東側の山道を関せき所しよまで見に行ったが、山の陰に船を行かせるほど、谷も開けてはいなかったしな」

「Ｔｅｓ．、左舷側には動きが無いという判断です。そして今、……地上部隊が武蔵側の総そう長ちよう達の隊と激げき突とつしているそうです」

「激突か？　……悠ゆう長ちようだなあ、おい。指し揮きやってる特とく務むの連れん中ちゆうに言え、──潰つぶせ、と」

「あ、は、はい」

「Ｔｅｓ．」

「あ、Ｔｅｓ．、すいません」

「宜よろしい。急げ。──指揮を執とる特務の連中も何をやっている。弱者を傷め尽くして滅ぼすのは強者の為なすことではない。一いつ瞬しゆんで潰し、計れぬほどの力を見せてこその強者だ」

　一息。

「──潰せ、今すぐ、だ」
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　西側広間の中では、アデーレを先頭にした突とつ撃げきが敢かん行こうされていた。

　一直線に突っ走る皆に対し、西班牙方陣テルシオ側は、

「──!?」

　下がる。だが遅い。

　行くのは西班牙方陣の左面、銃じゆう兵へいに囲まれた長なが槍やり隊の端はしだ。長槍隊と、それを囲む銃じゆう隊たいの隙すき間まを狙ねらう。そこに近づくには西班牙方陣の正面や左角の銃隊から射しや撃げきを受けることになるが、

「……行け！」

　武蔵の陣が分隊した。まずは十人ずつ、

「──行けよ俺達！」

　二列縦じゆう隊たいが分かれて突っ走ったのだ。

　前へ走る彼らの動きは、先頭の者が被ひ弾だんして符ふをある程度消費したら、最さい後こう尾びに回るもの。ローテーションはあるが、速度は落とさない。

　敵は急ぎ狙ねらいをつけるが、

「──!!」

　次の十人が、わずかな間を空あけて分隊し、先行の二列を追うように突っ走った。

　続く瞬しゆん間かんには、新たな十人が、それぞれ軌き道どうは違えど、狙ねらい場所は一ヵ所に絞しぼっていく。

　幾いくつもの隊列に分かれたことと、距離が近いため、敵前列の銃じゆう隊たいが狙いを迷った。敵の各小隊指し揮き官が剣を向け、こちらの分隊を狙うが、こちらは今までよりも身軽で速度がある。

　すぐに狙いはつけられず、距離は詰まり、

「おお……！」

　武蔵むさしの警けい護ご隊、先頭を行く者が、左に防ぼう御ぎよの符ふを、右手に槍やりを引き絞った。

　行く。

　だが、その瞬しゆん間かん。動きが起きた。

　西班牙方陣テルシオの中からラッパが鳴り、大地が鳴めい動どうしたのだ。

　そして武蔵側の皆は見た。西班牙方陣が、密集陣じん形けいでありながら、高速で下がったのを。
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　離れた位置で陽動を行っていた点てん蔵ぞうは見た。

　西班牙方陣の急速後退。それは、

「……違うで御ご座ざるよ！　──そう見えるだけの錯さつ覚かくに御座る!!」

　自分の視し界かいの中、西班牙方陣は動いていた。だが、それは単純な後退動作ではない。

　西班牙方陣は、二つに分かれていたのだ。後退する隊と、前進する隊の二つに、だ。

　……これは──。

　密集陣形は、集団であるがために、守りが堅く被害も少ないが、機き動どう力に劣る。

　しかしそれゆえ高度な命令は要求されず、構成する戦せん士し団の練度が低くても運用が可能だ。

　また、西班牙方陣などのメジャー陣形は訓練でもよく行うもので、三征西班牙トレス・エスパニアとK.P.A.Italiaの混成となった戦士団を用いる際、西班牙方陣は両陣じんのコンセンサスがとりやすい。

　ならばそれゆえの西班牙方陣だと思っていたが、

　……違うで御座る……！

　単純なことだ。敵は三征西班牙とK.P.A.Italiaの隊で西班牙方陣を分割していた。K.P.A.Italiaが左右で、三征西班牙が中央という三分割。

　その上で、敵は、指揮系統をその三分割ごとに大きく分けられるようにしていた。

　巨大な密集陣形を全て動かすのではなく、いざとなれば分割して動かす。

　西班牙方陣の形状をしているだけの、重層密集陣形フアランクスに近い三陣形だ。

　しかもそれらは教きよう導どう院いんごとに分かれているため、個別の運用は確実で速い。

　今、トーリ達が突とつ撃げきした左端はしの一隊が分割されて下がり、代わりに右の二隊が前に出た。

　下がるだけではなく、残りが出ることで、二隊分が大きく前に行き、

「トーリ殿！　側面から来るで御座るよ!!」

　前進した二隊が、ラッパの音とともに九十度右を、トーリ達の方を見た。

　トーリ達は、自分達の前を後退した方ほう陣じんに阻はばまれ、横からの重圧を食らうことになる。

　更さらには、

「!?」

　銃じゆう弾だんが来た。それも、正面に前進してきたレギオンからではなく右手側、西の山からだ。

　まさか、という声を放って周囲の者達が振り向いた視線の先。西の山の斜面を、赤の制服が槍やりや銃を手に列を作って降りてくる。

　木々が生はえた斜面をゆっくりと、しかし確実に西側広間に来るのは、

「……上の航こう空くう艦かんから下ろして御ご座ざったか！」

　武蔵むさし側から見えないように、後部から少人数で、森の中へと移動したものだろう。時間が掛かったが、効果は抜群だ。既すでに木々の間で隊列は組まれ、陽動役のこちらをトーリ達のいる東側斜面に追い立てる動きを見せている。

「く……！」

　己は手を挙げ、東に振った。自分の陽動隊に退たい避ひを、東のトーリ達と合流する指示だ。

　戦場の動きは、今、トーリ達を追いつめる方に動いている。

　彼らを、潰つぶす動きで、だ。







[image: 第三十七章『蒼空の往還者』]
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　武蔵むさし上空では、戦せん闘とうが生じていた。

　三征西班牙トレス・エスパニアの航空機き動どう可能型の武ぶ神しんを相手に、二つの翼つばさが抗あらがっている。

　翼の色は白と黒。しかし、身につける衣装と飛ひ翔しよう用装備の色は、逆の色だ。

　二つの翼は加速し、止まり、跳ねるように方向転換をして時とき折おり弧こを描いての回かい避ひに入る。

　二人が持つ六枚の翼は空中での姿勢制せい御ぎよに用いるだけ。しがみつくようにして乗りこなす機殻カウル付きの箒ほうきとペンが速度の全てだ。

　白と黒の、魔術テクノマギを使用した加速器による高速飛行。

　箒においてはブラシ部を覆おおうノズルから吹き出す黒の光が。

　ペンは、ペン先から生まれるトンボ枠わくの多重と、それを貫つらぬく白の一線が。

　どちらも武神の速度に付いていく勢いで全身を振り回す。

　その全ては、白と黒の魔女テクノヘクセンの力、魔術によるものだ。

　白魔術ヴアイステクノと黒魔術シユヴアルツテクノ。

　基本的な共通魔術を別とすれば、白魔術はものを作って回復させることを主とする、使用者に益あるプラス指向の術じゆつとされている。

　対する黒魔術はものを消し、減げん衰すいさせることを主とする、基本的には使用者に益がないマイナス指向の術とされている。

　元々は区別が無く、使用者が他人を害し、自己利益を追うならば黒、そうでないなら白と分けていたが、魔女狩がりの際にどちらも迫はく害がいされたため、魔女達は技術後こう継けいのためにも魔術を術じゆつ式しきの性質で白と黒に分けて解わかりやすくした。プラスとマイナスの二分による理解の速さと修得のシステム化に努めることで、万能性は薄くなったが、魔女の技術は生き延び、存続した。

　ゆえに白と黒の、二者の飛翔には、似て非なる部分がある。

　白の魔女は、ペン先から加速力を空に描き生むことで飛翔し、黒の魔女は、木箒のブラシ部にマイナス化した重力を発生させ、その反発力で飛翔する。

　加速抵抗を減衰させる術式を持つため、黒の魔女の方がやや速いが、白の魔女の方が描くものを操そう作さ可能なため、小回りなどが利く。

　しかし速度と機動の拮きつ抗こうに対し、戦闘は、力で言うと一方的なものだった。武神側が長ちよう銃じゆうの連射を用いるのに対し、白と黒の翼が用いられるのは、

「──！」

　それぞれ正業の配送業で用いる携けい帯たい金庫からの貨か幣へいだ。

　白は周囲に展開させたトンボ枠型の魔法陣じんに矢や印じるしを描き、それに載せた銀貨を。

　黒は周囲に展開させたスピードメーター型の魔法陣を通して加速した銅どう貨かを。

　装そう塡てん時に術式を当てることで弾だん丸がんと化した貨幣は、武神の装そう甲こうを削けずって火花を放つ。

「だけど、……砕くまでには至らないわね!!」

　白の魔女テクノヘクセンが声をあげた。
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　ナルゼは、奥歯を嚙かんだ。それは、身体からだに感じる慣かん性せい重量に耐えるためもあるが、

　……腹が立つわね……！

　対人であればかなりの打だ撃げきになるそれぞれの一発も、武ぶ神しんの装そう甲こうに対しては掠かすり傷がいいところだ。一いつ瞬しゆんだけ並ぶマルゴットが、金の翼つばさを羽ばたかせ、

「いい攻こう撃げき術じゆつ欲しいね。防犯とか、個人の防ぼう衛えい用しか武蔵むさしでは赦ゆるされてないもんね……！」

「使用排気アウスプツフ量上げて加圧する!?」

「相手が速いよ！」

　確かにそうだと己は思う。戦せん闘とう訓練とも言える、陸りく港みなとでの航こう空くう能力者達に拠よる技術訓練は、どちらかというと小回り重視で、加速をどれだけ連発出来るかが勝負だ。航空戦用の武神を持たない武蔵においては、戦闘を視野に入れた技術訓練でも対人が基礎となるからだ。

　皆それぞれが改造を入れた加速器や、翼つばさなどの飛ひ翔しよう力を上げる強化パーツなどを持ち寄っているが、サイズや加速力の持続などは、武神の方が遙かに勝る。元武神乗り達による技術講習や伝達型イメージトレーニングなどもあるが、

　……実際は違うわね……！

　白嬢ヴアイスフローレン、黒嬢シユヴアルツフローレンともに、魔女専門ブランドである〝見下し魔山エーデルブロツケン〟における昨年度の市し販はん用最高速機殻シヤーレだ。三十年戦争を控え、不安のスケープゴートとしての迫はく害がいを恐れた魔女達が、抵抗の一いつ端たんとして作り上げたシリーズだと聞いた。市販用であることと、武蔵住人への販売ということで、武装や直接転用出来る装備はオミットされているが、逆に軽量が利き、更さらに輸送関係の専門家達に改造を頼んだため、単機で武神の直進速度に迫ることが出来る。

　だが、実際は、

「二機でようやく相手になるかどうかってところね……！」

　叫び、自分はこう思う。しかし、と。

　技術訓練における元武神乗り達の講義や技術講習は、この実技においても正解を示す。

　速度や機き動どうとは別の、隙すきを見せぬ戦せん士しの動きを、訓練で体感していなければ、即そく座ざの撃げき墜ついを受けていただろう。

　また、術じゆつ式しきによる改造空域で幾いく度どと無く繰り返した最高速度や上昇能力のアタックや、それらの競い合いも、慣性重量や無む茶ちやな機動に耐える経験を身体の中に作り上げている。

　……慣性でルックス崩さないための術式も開発したしね！

　それらのデータは〝見下し魔山〟側にフィードバックされ、向こうはその応用を利かせた製品や、自分達専用に組んだ装備を送ってくる。〝見下し魔山〟にとっても魔女達や航こう空くう関係のあぶれ者が集まり、定期的に実技集会を行う武蔵むさしはいいスポットらしく、今の白嬢ヴアイスフローレン、黒嬢シユヴアルツフローレンともに、自分達専用とされた部品が多く組み込まれている。

　無む論ろん、向こうも同じだろう。

　各教きよう導どう院いん、制空権の確保は航空域からの一方的な攻撃を防ぐために必要だ。武ぶ神しん乗り達、特に数の少ない航空戦可能な機体の使用者は、自分達一人一人が国の防ぼう護ごに直接関わっていることを理解するエリートだ。

　話に拠よれば、武蔵の監かん視しと警備に就つく者達は、それによって各かつ国こくの情勢や空を知ることが出来るため、いずれ本国を守るエリートとして有望される人材ばかりなのだという。

「……たった数機で武蔵を監視しようって連れん中ちゆうだものね」

　急速な制動から、敵の射しや撃げきをかわすための振り回しを入れつつナルゼは叫ぶ。

「──でもこっちだって武蔵の代表なのよ!!」
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　朱あけの色に変わりつつある夕の空を、三つの軌き道どうが駆け抜けた。

　一息の間と、急激な方向転換による翼つばさの軋きしみと髪かみのなびきをもって射撃は続き、着ちやく弾だんが無意味となる瞬しゆん間かんが続く。

　魔女テクノヘクセン達は追いついている。しかし、攻撃は効かない。

　それでも二人が射撃を続けるのは、顔前に展開した魔術陣マギノフイグーアがあるためだ。映るのは相手となっている武神の三面図とその弱点の指示。顔面の視覚素そ子しや翼よく部ぶの付け根、脇から胸部に至る部分の隙すき間まなどの指定は、同じように顔前に浮いた射撃照しよう準じゆんの表示枠と連動する。

　武神を視し界かいに入れ、位置を射しや程てい距離内に保てば、後は見るだけだ。射撃標準用魔術師がこちらの視線に近い弱点位置を捉とらえ、わずかな迷いの後に判断を確定する。

　黒の魔女が、直角に近い軌道変へん更こうを入れて突っかけた。

　黒嬢の名が書かれた加速箒ぼうきは、既すでに黒い反動加速光が生む震えを消しはしない。

　眼前、武神が飛ひ翔しようによる振り切りを行おうとしているが、黒の魔女は赦ゆるさない。機殻シヤーレから下に張り出す感かん圧あつグリップを握ってアクセルを絞しぼり、身を前に倒し込むことで、

「……!!」

　がくりと黒嬢が震え、しかし一いつ瞬しゆんの後に己おのれの先せん端たんを進行方向に勢いよく向けた。

　一直線の尻しり側、ブラシを囲むノズルが黒光をまっすぐ後ろに飛ばし、

「行こうよ……!!」

　言葉と共に、全ての震えを前に飛ばして黒嬢が行った。

　追いつく。震しん動どうと大気の圧を髪の靡なびきと変えて、たぐり寄せるように武神の側面に回り込み、

「見えた……!!」

　黒の表示枠が声を放つ。

『──照しよう準じゆん確定』

「四発！」

　言葉通りに、四つ展開したスピードメーター型の魔術陣マギノフイグーアから加速した黒の銅どう貨か弾だんが飛ぶ。

　メータの針はりが回り、一いつ瞬しゆんで小しよう弾だんが見えぬ速度に乗る。

　同時。魔術陣内に幾いくつかの数字が現れる。

「マルゴット！　どのくらい!?」

「弾たまは七十二！　飛行時間は──、六分！」

　着ちやく弾だんを確認せず、黒の魔女テクノヘクセンは身を右へ翻ひるがえす。

　ブレイク。

　一瞬前まで彼女がいた位置を、緑光の敵弾だん丸がんが連射で貫つらぬいた。

　武ぶ神しんがしごくようにして構えた長ちよう銃じゆうから、幾いく枚まいもの紙片が散り、弾丸が黒の魔女を追う。対する魔女の放った銅貨弾は武神の顔面へと飛んだが、帽ぼう子しの鍔つばにも見える装そう甲こう部に当たって火花を四発生むだけだ。

　更さらには、

『──!!』

　武神が射しや撃げき時の身の無防備を回かい避ひするように、翼つばさを振るって身を左に回した。

　背後に回ろうとしていた黒の魔女を旋せん回かいで追い、射線を魔女の進行方向に置こうとする。だが、振った全身に覆おおい被かぶさるように、右の下から白の魔女が来た。

　既すでに四発分の銀ぎん貨か弾が、アッパーカットの軌き道どうで武神に放たれている。

　狙ねらいは顎あごの裏。武神の可動部分の内でも軟なん質しつ装甲の薄い場所だ。

　武神はその身を左に振っている。今、単純な左右の回避は出来ない。翼を振って上に逃げても、下からアッパーカットのように行く光の矢は追う。

「……取るわよ!!」
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　白の魔女の声が空に生まれた瞬しゆん間かん。武神は動いた。背の十字型四枚翼よくの内、上部の大翼二枚を百八十度旋回して上に向けたのだ。

　続く羽ばたきは、天へと向かって行われるもの。

　大気の爆発が生じ、武神の巨体が左後ろへと一回転した。

　回る。

　顎を打つ銀貨はかわされて天へと飛び、白の魔女がそれを追う軌道となる。

　代わりというように、一回転した武神は、上に行った白の魔女を銃じゆう口こうで追った。

　武神ははばたきを追加。脚あしを振って姿勢を制せい御ぎよしながらのけぞり、視し界かいに黒の翼と白のペン先を捉とらえた。だが、

『……！』

　武ぶ神しんは、本来の相手を忘れていなかった。

　左に回っていた黒の魔女テクノヘクセン。そちらに向け、翼つばさを横倒しにして、限界まで折りたたみ、

『──！』

　スピン覚かく悟ごの飛ひ翔しようの一いち撃げきを入れた。

　それは背部、転換動力の源となっている発はつ条じよう装置の張ちよう力りよくが一気に消費される一いち撃げきだ。翼が食った大気は内部に蓄ちく積せきしていた圧縮風に追加され、黒の魔女のいる位置へとぶちまけられた。

　直ちよく撃げきする。

「!!」

　激げき突とつの音が聞こえ、金の翼が散った。

「マルゴット……！」

　パートナーが打だ撃げきされて叫びを挙げた白の魔女に対し、武神はただ、

『────』

　射しや撃げきした。身が強烈な旋せん回かい状態にあるため、狙ねらいは定かではない。

　だから連射した。弾だん倉そうから聖せい術じゆつ符ふが飛び散り、風に吹雪ふぶきのように舞った。

　飛んだ弾だん丸がんは、やはり散りながらも、

「っ──!!」

　着ちやく弾だんした。白の魔女が急ぎ構えたペン型の長ちよう杖じよう、その後部に一発が激突する。

　瞬しゆん間かん。魔女が対衝しよう撃げき用の障しよう壁へきを描く。それも何枚も何枚も。

　しかし弱い。トンボ枠わく型の障壁は全て砕かれ、杖つえを破は壊かいする。

　しなり、たわんだ白の杖は中央部から破は裂れつし、

「っ！」

　急激な速度の消失によって、先せん端たん部を摑つかんだまま、白の魔女が空に投げ飛ばされた。

　その背後にあるのは、飛び散った黒の翼と、弾丸を受けて爆発する白の杖だ。
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　西側広間では、武蔵むさし上空で行われている戦せん闘とうの推すい移いを見ることが出来た。

　空に広がった爆発の色に、武蔵側から息を飲む雰ふん囲い気きが生まれ、三征西班牙トレス・エスパニアとK.P.A.Italiaの混成戦せん士し団は、武蔵側を一気に追いつめながら、

「これで決まりだ……！」

　叫びを挙げた。

「──我ら聖譜テスタメントの導きに従う者に正義有り!!」

　復唱し、武蔵側を西側広間の東の山やま裾すそに追いつめ、

「──我ら聖譜の導きに従う者に正義有り……!!」

　教え込み、言い聞かせるようにして、槍やりと盾たてを構えて突っ込んだ。

　勝負が、決まろうとする。
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　空においては、白の魔女テクノヘクセンの撃げき墜ついと、黒の魔女の撃げき沈ちんが、まだその余波を残していた。

　だが、武ぶ神しんは動きを止めていない。黒の魔女が完全に落ちていないのだ。

　大気爆発をぶつけられて吹っ飛ばされた状態だが、黒の魔女の装備は無事の筈はずだった。

　衝しよう撃げきによって、全身の筋肉が反射的なショック状態に入り、身体からだの制せい御ぎよは利いていないだろうが、武装を破は壊かいするか、本人をしとめるまで安全は確保出来ない。

　武神は、息もつかずに翼つばさを空に向けてかち挙げた。

　眼下を、黒の箒ほうきにしがみつくようにして落ちていく黒の魔女を追う。

　銃じゆう口こうをそちらに向け、十字型の翼を振るおうとした。そのときだ。

　空に、声が響ひびいた。

「マ……」

　既すでに武神が背後とした天。そこに堕おちているであろう負傷の白魔女ヴアイスヘクセンが、言葉を作る。

　吐くような、軋きしみを帯びた声が、それでも張り裂けるようにして、

「マルゴット！　起きて!!」

　同じタイミングで、二人の顔近くに表示枠サインフレームが展開した。送り元払いの鳥とり居い型表示枠は、

『──起きなさい!!』
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　武蔵むさし野のの甲かん板ぱん上、階段を駆け上がってきたのは、武蔵内部の配達業組合の面々だ。

　それぞれ生まれの国が違い、種族も違う者が多い集団だ。だが彼らは空を見上げ、

「武蔵の空を預かるアンタ達が、今それを守れずどうするのさ！　──あたしから〝見下し魔山エーデルブロツケン〟のテスター権奪った根性を見せてみな！」

　応じるように、一人の有ゆう翼よくの若者が、隣となりの古い朱あかの制服を着た老人に声を掛ける。

「〝提督アルミランテ〟！　アンタ元々三征西班牙トレス・エスパニア武神隊のエースだろ！　何か言ってやれ！」

　うむ、と〝提督〟が頷うなずいた。腕を組み、

「聞け。この中で、おまえら二人に一番先に負けたのが俺だったよな」

　だが、

「──この中で、俺が一番強いんだぜ？　よく解わかったら目を醒さませ〝双嬢ツヴアイフローレン〟」
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　そして武神は見た。

　黒の魔女テクノヘクセンが、六枚の金の翼つばさから羽を散らしながら、しかし、身を震わせ、

「あ」

　口を開いた叫びと共に、いきなり箒ほうきを振り上げたのだ。

　動く。

　だが、ブラシをこちらに向けるのは、顔を痛みに歪ゆがめ、全身を無理に動かす強ごう引いんな動作だ。衝しよう撃げきに脳が揺れているのか、目の焦点も定まっていない。

　落下を止めることなく、ふらつきのまま構えられた箒のブラシには、メーター型の魔術陣マギノフイグーアが重なった。反動加速の魔法陣を重層させ、連続加速させる加速砲だ。

　貨か幣へい弾だんはまだ装そう塡てんされていない。先に術じゆつ式しきを展開し、限界まで出力を上げる気だ。

　黒の魔女の唇くちびるが、力なく動いている。

「──その後、時速２００キロまでの加速用紋もん章しようを十枚展開、大きさは定型十分の一で各２００ATELL消費で──」

　魔術テクノマギを構築するためのATELL消費計算だ。今までの呼出型ではなく、砲ほう撃げきのための術を専用で詠えい唱しよう構築する、魔術本来の起き動どう法。

　だが、箒の動きは定まっておらず、こちらが見えてもいない。追つい尾び力を掛けたとしても、本来の狙ねらいが定まっていなければ、追尾能自体が働かないだろう。

　だが、油ゆ断だんは禁物だ。

　だから武ぶ神しんは、自分は銃じゆう口こうを揺らさぬことを心がけつつ、引き金を絞しぼろうとして、

『────』

　気づいた。

　朱あけの陽光に目立たなかったが、自分の首元から、眼下に向かって、光がある。

　一直線の、白い、細い光だ。

　白の魔女が作る、描きの光。加速を作るためのものだ。

『!?』

　武神は気づく。先ほど、白しろ魔女の攻撃を避けて後方に一回転する際にこれを〝描かれた〟のだと。あのとき、こちらはのけぞるように回転し、相手はそのまま上に行ったが、

「……ガっちゃん、速そく筆ひつだから、避け切れなかったよ、ね」

　震える声で、黒の魔女が言った。

　今、薄れていく光は、こちらの喉のどと黒の魔女のブラシ部分を結んでいる。

　白の魔術はプラスの力を作る。

　黒の魔術はマイナスの力を作る。

　プラスの力で描いた線に、マイナスの弾だん丸がんを乗せたらどうなるか。

　マイナスの力は、プラスの力を喰って走り、

『──！』

　光は見えなくなっていく。が、魔女テクノヘクセンが弾だん丸がんを装そう塡てんした。それは貨か幣へいというより、

「十円銅どう貨か千円分の棒ぼう金きん十本！　いくよ平均日給──!!」

　装塡が魔術陣マギノフイグーアによって嚙かまれたと同時に、黒の魔女が叫んだ。術じゆつ式しきの計算確定の一言、

「──Herrlich！」

　減げん衰すいの能力を与えられた貨幣砲ほう弾だん十本が、大音とともに発射された。

　それは白魔術師ヴアイスヘクセンの描いた加速の一直線を、減衰の力で逆流するように飛ひ翔しよう。それぞれがそれぞれを追い越すように加速し、突っ走った。

　行く。武ぶ神しんは防ぼう御ぎよしようとして、手を払い、

『！』

　二発が腕に着ちやく弾だんして、その払い除のけを外に弾はじいた。

　白魔術師の描いた光は消えようとする。だがそのときには既すでに弾丸がその喉のど元もとに達し、正確な狙ねらいを持って喉こう部ぶに至った。

　穿うがつは、直線的な弾丸では狙えない場所。装そう甲こうの陰にある、駆く動どう域確保のために開けざるを得ない装甲の境きよう界かいだ。

　本来ならば装甲によって完全に阻はばまれる弾丸は、

「Schlag命中!!」

　誘ゆう導どうのラインによって、装甲を回り込み、殴なぐりつけるような軌き道どうで直ちよく撃げきした。
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　着弾は一いつ瞬しゆん。効果は連続だ。

　着弾時の衝しよう撃げきによって、棒金の梱こん包ぽうが外れ、貨幣が散る。

　合計八百発分の散さん弾だんが、武神の右顎あごから頭部構造体の中に飛び込んだ。

　内部は、精密部品の塊かたまりで、専門の技師が整備を行うべき場所だ。守る装甲はその防ぼう護ご範囲を計算されており、基本として、内部に高速弾を通すとは考えられていない。

　その、有り得べからざる事態が生じた。武神にとって今の状況は、着ている鎧よろいを無視して、顎から頭部へと散弾を叩たたき込まれたに等しい。

　武神は、搭とう乗じよう者をコクピットから内部に取り込み、一体化することで命を得て動き出す。そのため、各部は人間と同様の機能、構造を持っている。

　穿たれた貨幣散弾は、衝撃を頭ず蓋がい内部に直接叩きつけると共に、構造体の内部フレームに当たって跳ちよう弾だんした。激げき突とつで歪ゆがみ、変形しつつも、弾丸は下顎と上顎の代用素そ子しを砕き、左の聴ちよう覚かく素子を砕いたところで左の内壁に当たり、

『──!!』

　首後ろ、左半身を司つかさどる神しん経けい素子を抉えぐって背後の空へと突き抜けた。

　既すでに武神側のシステムによって、搭乗者と武神側との接続は緊きん急きゆう遮しや断だんされている。貴き重ちような搭とう乗じよう者しやを失うよりも武ぶ神しんの放ほう棄きは優先されるが、

『……！』

　一いつ瞬しゆんだけ搭乗者の感覚を残した武神は、乗り手がいないままに強くのけぞり、

『！』

　血波のように、朱あけの夕日を浴びた貨か幣へいの群を首下から空にこぼした。

　武神の背部の十字型四枚翼よくが自動制せい御ぎよで広がり、身動きが止まる。

　首の左側、前と後ろから、大量の貨幣と伝達液と流りゆう体たい燃ねん料りようなどを吹きだし、武神は落ちる。

　翼の出力は残ったままだ。自動制御でバランスを失しないよう、しかし風に流されながら、ゆっくりと、超重量の巨体は落下をしていく。
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　武蔵むさし野の艦かん上じよう、運うん搬ぱん業組合の皆は、空を見上げて、何が起きたのかを理解すると、

「……！」

　歓声を天てん井じようへとぶちあげた。

　だが、手を取り合う皆をよそに、一人の老人が床にゆっくりと座り込む。一息をついた彼に、近くの若者が問うた。

「〝提督アルミランテ〟、どうしました？」

「ああ、気疲れってのもあるがよ。……何だろうな、我が儘ままだとは思うんだが、俺がいた国の武神がやられるを見るのも、それはそれでやり切れねえもんだな」

　まあいい、と彼は懐ふところから酒の小こ瓶びんを取り出した。わずかに静まった皆に対し、

「酒は喜びにも嘆なげきにも平等だ。上の二人、祝ってやろうや。お前達も憶おぼえてるだろう？　自分達の初うい陣じんのお迎えがどうであったかをよ」
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　空には、二つの影がある。

　抱き合って夕の空に浮かぶ、金と黒の翼つばさだ。

　二人は荒い息のまま、金は汗を、黒は額ひたいからの血を、それぞれ拭ぬぐいもせず、通つう神しん用の魔術陣マギノフイグーアを宙に作る。そして、

「ネシンバラ、とりあえず、向こうの武神は対たい処しよしたわよ」

『ああ、砲ほう撃げきはあるけど、上空からの攻撃が無くなったのは有あり難がたい。戻ってくれ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいた二人は、通神用の表示枠サインフレームを消すと、

「はは、ガっちゃん、白嬢ヴアイスフローレン壊したら──」

「──黙って」

　白の魔女テクノヘクセンが、黒の魔女の身を深く抱きしめ直した。

「ガっちゃん、震えてる？」

「マルゴットこそ」

　二人は顔を見合わせて、ゆっくりと頷うなずき、

「今だけ」

　お互いが、己おのれの震えを消すように、相手の身にすがり、唇くちびるを重ねた。そして、

「……何とか、出来たね」

　舌でナルゼの唇の血を拭ぬぐうナイトの言葉に、ええ、とナルゼが頷いた。

　そしてナルゼが南西の空を見た。ナイトも同じ方向を見た。

「あっちの艦かんが戦せん士し団を下ろしたから、今一番キツイのは西側広間ね。でも──」

　二人は、ゆっくりと東に視線を向ける。武蔵むさし左さ舷げん一番艦浅あさ草くさ。陸りく港みなとの中央にかかる山に隠かくれるようにして存在する貨か物もつ艦の上に視線を向け、

「皆、頼むわよ。急いで……！」
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　西側広間では、東の山やま裾すそに追いつめられた武蔵側に対し、K.P.A.Italiaと三征西班牙トレス・エスパニアの戦士団がついに激げき突とつした。

　混成戦士団の士気は高い。空では武ぶ神しんが撃げき墜ついされていたが、しかし魔女テクノヘクセン達も相あい打うち状態だ。

　圧倒的な優位は変わらない。

　そして敵には追加の支援を送る方法はない。山さん岳がく回かい廊ろうの関せき所しよは封じ、武蔵の右う舷は砲ほう撃げきで抑え込んでいる。東側の山を越えてここに至ろうとしても、そこは上空にいる艦の射しや程てい範囲内だ。

　だから、

「押せ!!　──時間切れなど狙ねらわず、このまま勝利しろ!!」

　重圧、という言葉を持って、槍やりや符ふでこちらの攻撃を弾はじく武蔵側を、そのまま押し、

「潰つぶせ！　それこそが──、極きよく東とうの未練を断ち切る術すべだ!!」

　叫びと同時に、混成戦士団の足並みが揃そろった。K.P.A.Italiaと三征西班牙トレス・エスパニアの戦士団、合計千人が嚙かみ合ったのだ。

　それは、西側広間の出口を塞ふさぎ、更さらに東側へと武蔵の突とつ撃げき隊を押しつけていく動き。

　勢いと人の壁は、重圧で武蔵側を追いつめ、山裾に縫ぬいつけるようにして潰そうとする。

　だが、声を挙げるものがいた。

　下がり走る武蔵側の中心、制服姿の瘦そう軀くが、額ひたいに手を当て天を仰ぎ、

「うおお──！　今！　まさしく！　俺おれ様さま超総ウケ──!!」

「防ぼう御ぎよの気が散るから黙ってろお──!!」

　だが、皆の叫びに、トーリは表情を変えもせず、言葉を続けた。腕を左右に振り下ろし、

「お──たすーけぇプリ──ズ！　おんまわりさあ──ん!!」

　叫びが空に抜けた。だが当然救いはなく、対する混成戦せん士し団が全員で声を揃そろえ、

「来るか馬鹿！　──この状況で、どこから来ると言うのだ!!」

　しかし、誰もが音を聞いた。それは、耳には軽い、何かが破は裂れつしたような響ひびき。

　空を鳴らす音色は、二つ。

「──!?」

　東の山の向こう。武蔵むさしの左さ舷げん一番艦かん、貨か物もつ艦である浅あさ草くさから響いた音だ。

　戦士団の幾いくらかは憶おぼえている。その響きの正体は、

「武ぶ神しんの射しや出しゆつ音……？」

　二回、確かに聞こえた。だが、

「──いくら武蔵の武神射出でも、こちらの山を越えては飛ばせまい！」

「ああ！　確かにそうだな！　ありゃ基本的に、武蔵の艦上に移動するためのもんだからな。飛ぶのもほぼ真上だし、山を越えるにゃちと高さも足りね」

　トーリが答えた。それは無理を示すもの。だが彼は、続けてこう言ったのだ。

「でもオマエらには教えてやる！　武蔵ならではの方法ってのがあるってな！」

「そんなものがあるというのか!!」

　突とつ撃げきの声にトーリが口を開いた。ははは、という笑いを付けた後で、彼は叫ぶ。

「あるともよ！　名付けてデリック最強伝説！　──頼むぜ皆!!」
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「頼まれなくたって行くしかないじゃないさね！」

　浅草艦上、赤の重じゆう武神の肩に立った直なお政まさが叫んだ。彼女は右の義ぎ腕わんを振り上げ、

「構えな地じ摺ずり朱雀すざく!!」

　言葉と共に、地摺朱雀が腰を落とした。

　その身、腰部の後ろには野の太ぶといロープが宛あてがわれている。ロープはデリッククレーンで使用されているもので、ロープの両りよう端たんは、地摺朱雀の両サイドからＶ字状に前上側に渡り、

「双のデリック、準備はいいかい!!」

　貨物を懸けん架かして移動させる二機の巨大なデリック、浅草の一番デリックと二番デリックが、それぞれのアーム先せん端たんが横に並ぶように動作している。

　地摺朱雀の両サイドから伸びたロープは、地上百五十メートルの高さに位置する左右のアームの、それぞれの滑かつ車しや部に渡り、下に垂れ下がっている。だが、

「──!!」

　上空から、射しや出しゆつされた武神が落ちてきた。腰にアンカーをつけた重量化装備だ。

　二機の武神は、ほぼ同じタイミングで落下する。

　その軌き道どうは、左右のデリックアームをかすり、垂れ下がる双のロープに触れ、

「接続コンタクト──!!」

　落下の勢いを消すことなく、二機の武ぶ神しんがそれぞれのロープを激げき突とつするように摑つかんだ。

　一いつ瞬しゆん、ロープが張り詰め、デリックの先せん端たんがしなり、しかし、

「行け……!!」

　並ぶ貨か物もつの上、作業服姿の皆の叫びに応じるように、二機の武神がロープを摑んだままその超ちよう重量で落下した。

　左右のロープが、落ちる武神によって、引かれると言うよりも突っ走る。

　滑かつ車しやが基部より火花を上げ、ロープを波打たせて引き絞しぼった。

　後は簡単だ。双のロープが描くＶ字の中央、ロープを後ろ腰に当てていた地じ摺ずり朱雀すざくが、

「お」

　ロープに引かれるように上がり、浮き、そして次の瞬しゆん間かんには、

「──行け!!」

　投石機でぶん投げられるように、赤の武神は空へと射しや出しゆつされた。
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　栄光丸レーニヨ・ユニートの上では、指し揮き所しよや通つう神しん所となっている天てん幕まく下で、一つの動きが生まれていた。

　誰もが、各所から来る通神内容に対して思わず立ち上がり、北の空を見たのだ。

　空。強ごう引いんとも言える方法で打ち上げられた赤の武神が飛んでいる。

　脚きやく部ぶや各部に打ち上げと着地用の補強パーツをつけた身は、射出に慣れているのか、狼狽うろたえた動きも見せていない。

　指揮所の天幕の下で、誰かがつぶやいた。

「……武神であれだと、他のものならどれだけ飛ばせるんだ？」

　わずかに震えを帯びた声に、似た揺れを持った声が、ゆっくりと、

「いや、軽ければすぐに減速してあそこまでは飛べん。……その筈はずだ」

「どちらにしろ、落下地点には戦せん士し団がいるんだぞ！　あんな軌き道どうで高速に落下されたら航空艦コラツツアータの対空射しや撃げきも照しよう準じゆんが間に合わない！」

　武蔵から出る航空戦力を、砲ほう撃げきと自然地形によって押さえつけるのが今回の戦術の基礎だ。

　武蔵のデータは聖せい連れん側に確保されており、武神の射出能力も理解していた。武蔵には武装類が持ち込まれていないことも把は握あくしている。だが、

「こんな転用は……」

　と、誰かが呟つぶやいたときだ。

「武神の軌き道どう予測出ました!!」

　はっとして皆が振り向いたのは、通神役の女じよ生徒だ。彼女は、ほ、という息をつき、

「西側広間中央！　現在南東部に集中している混こん成せい戦士団の正面です！」

「──戦せん士し団の北面に前方への集中防ぼう御ご態勢をとらせろ！　幾いくら武ぶ神しんでも一機のみ、集中防御で後退すれば被害は少なく出来るし、一度堪こらえれば押し返せる！　そして──」

　そして、

「その間に武蔵むさし総そう長ちようを潰つぶせ!!」
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「行くよ地じ摺ずり朱雀すざく!!」

　既すでに降こう下か軌き道どうに入った赤の武神の肩上で、直なお政まさは声を挙げた。

　飛距離が足りない。ベストと思われる角度でロープを張って飛んだが、重量がやはりネックになっている。だが、

　……補強パーツなどは必ひつ須すだしねえ。

　飛ぶにしても、その際の反動を堪こらえ、着地を耐える必要がある。中武神や軽武神ならばもっと飛べるかもしれないが、その後の敵てき陣じんとの激げき突とつに保もたないし、人では軽くて失速する。

　ゆえにここは重じゆう武神だ。

　だが、距離が足りない。このままだと敵陣の正面だ。

　敵もそれを理解している。眼下、見える西側広間では、巨大な密集陣じん形けいの内、トーリ達に向かわぬ部分がその身を小さく絞しぼり、術じゆつ式しき防ぼう盾けんを前面に向けた集中防御態勢をとっていた。

　こちらはあれを潰し、仲間を救わねばならない。

「折せつ角かく、ナルゼとナイトが制空権確保してくれたんだ！」

　射しや出しゆつ時じと飛ひ翔しように対し、航こう空くう戦可能な武神がいれば攻撃を受ける可能性があった。そのため、ナルゼとナイトが武神と戦せん闘とうしている間、貨か物もつの陰で用意を行っていた。

　結果、あの二人はよくやってくれた。

「だったら、あとは飛距離だ……!!」

　届かないのは解わかっている。

　しかし、自分は、口の端はに笑えみを浮かべた。千以上の術式防盾が白く展開したのを見て、

「正面防御は完かん璧ぺきってわけかい。だったら──」

　叫んだ。

「行くよミト……！」

「叫ばなくても聞こえてますわ」

　逆の肩上に、背後から銀の色が立ち上がった。

　ミトツダイラだ。銀ぎん髪ぱつの下に着るのは制服ではなく、水色と白を基調とした外行きのドレスにも似た衣装。だが、彼女は両の手と肩にいつもの長大な革ケースを四つ下げていた。

　風の中、彼女が跳ちよう躍やくする。身を軽く、しかし確実にその身が地摺朱雀の左手に乗り、

「行け……!!」

　空中で振りかぶった地じ摺ずり朱雀すざくは、ミトツダイラの身を前方へとぶん投げた。
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　前方防ぼう御ぎよを構えていた混成戦せん士し団の頭上に、銀の花が咲いた。

　地上高三十メートルの位置。ミトツダイラは銀色の髪かみを風になびかせ、更さらには、手に構えた双の革ケースを空中で開けた。

「行きますわよ銀鎖アルジヨントシエイナ……！」

　言葉と共にケースから引き抜かれたのは、一メートルはあるオベリスクだった。

　双のオベリスクを、ミトツダイラは両肩背部にあるハードポイントに接続。鈍い金属音が嚙かみ合うのを確認してから、

「給きゆう鎖さ開始──！」

　声と共に、ミトツダイラの肩部、装そう甲こうが入って膨ふくらんだパフが震えた。

　そして、彼女の肩パフの側部に開いたスリットから、まず、赤の色がこぼれ出た。

　色の正体は、三本の爪つめに似た飾りを付けた巨大な宝石だった。

　それだけではない。肩に着けられたオベリスクが金属音を立てて震えると共に、宝石が外にせり出し、続くものの姿が現れた。

　鎖くさりだった。

　人の手のひらよりも野の太ぶとい鎖が、先せん端たんに宝石をぶら下げ、吐き出され、続き、生き物のようにミトツダイラの腕に沿い、手首に着けられた金属のループを自ら潜くぐっていく。

　長い。そして、長くなっていく。そして、

「──っ！」

　一いつ瞬しゆんで数メートルの銀尾となった双そう鎖さを、ミトツダイラは大きく振り回した。

　叩たたきつけるように両腕を後ろに振りかぶって、降こう下か姿勢を取る。

　行くのは千人単位の防御の中央。

　既すでに前面に防御を集中していた戦士団にとっては、無防備とも言える頭上打ちだ。

　だが、各隊の隊長格が叫んだ。

「単なる鎖だ！　一いち撃げきをしのげば落下地点で押しつぶせる!!」

「あら、随ずい分ぶんと無ぶ粋すいですのね」

　落下しながら、ミトツダイラは鎖を振った。下から、背後を回すように、上へと大きく。

「──私の〝銀鎖アルジヨントシエイナ〟は、ただの鎖ではなく、インテリジェンスチェーンインテリジヨンスシエイナですし」

　彼女の背後、飛んできたものがある。

　巨大な鉄の、腕に似たもの。地じ摺ずり朱雀すざくが射しや出しゆつ時じの反動を耐えるために着けていた両腕の補強パーツだ。数トンの左右パーツは、宙で投じられ、ミトツダイラの背後に迫る。

　直ちよく撃げきコースだと、誰もが思ったが、

「──私の力を伝でん播ぱする。私の身体からだの一部とも言えるんですのよ、これ」

　武ぶ神しんの補強パーツに、〝銀鎖アルジヨントシエイナ〟の先せん端たん、宝石部分の装飾爪づめが触れて、そして摑つかんだ。

　鎖くさりは無む造ぞう作さに鉄てつ塊かいを振り上げると、初めは柔らかく、しかしやがて叩たたきつけの動きを持ち、

「────」

　数メートルの大きさを持つ双の鉄塊を、ミトツダイラは全身を前にぶち込むように折って、

「〝銀狼アルジヨント・ルウ〟の名の下に、……吠ほえなさい〝銀鎖〟!!」

　一千人を力任まかせに打だ撃げきした。
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　上空からの双の打撃は、正面防ぼう御ぎよに徹していた戦せん士し団にとっては致ち命めい的なものだった。

　打撃は巧こう妙みように、わずかながらも左右に交差して広がるようにぶち込まれており、

「……!?」

　激音の瀑ばく布ふが響ひびいた。

　薙なぎ払うとも、叩き潰つぶすとも言えない、その混合が戦士達を吹っ飛ばす。

　打撃の瞬しゆん間かんはスローモーションのようでいて、しかし次の刹せつ那なには、耐え切れない者達が宙高くに舞い上がった。ある者は大地に叩きつけられ、ある者は新しく宙を飛び、またある者は並ぶ者達に激げき突とつし、しかしただ確実にあるのは、打撃の音と混乱の悲鳴と、空あいた数メートルの空間に立つ、

「武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん、総そう長ちよう連合第五特とく務む、ネイト・〝銀狼〟・ミトツダイラ、──皆様、お相手を宜よろしくお願い致します」

　声と共に、青の衣装が自らの身体を深く抱いた。

　その動きに連動して、銀の鎖が弧こを描いて走る。地面に半なかば埋まっていた鉄塊二つが軽々と宙に上がり、銀の鎖の弧を追うように行き、

「!!」

　身構えようとしていた者達を打撃した。

　それがスタートだった。

　ミトツダイラは、三角状のブレードとなった靴のソールを右だけ地面に突き刺し、それを支点に身体を振り回した。

　腕を靡なびかせるように走らせ、鎖を鞭むちより速く敵に至らせる。

「……っ！」

　打撃は超ちよう重量鉄塊の一回転。旋せん回かいを三百六十度行い、暴風のように敵群を吹き飛ばす。

　当たる。

　皆は耐えようとして、しかし耐え切ることなど出来ず、一いつ瞬しゆんで数十人が空を飛んだ。

　人間の重量は、鎧よろいなどを装備していても二百キロを超えない。高速で振り回される鉄塊に対しては、ジャストミートされたボールのようなものだ。打ち上がった者は幸いだが、地面にゴロ打ちされた者は仲間を巻き込み、悲鳴すら上げられない。

　一打だ撃げき数人という勘かん定じようで、戦せん士し団が削けずれて吹き飛んでいき、

「──!!」

　打撃の嵐あらしは止まらない。音が響ひびき、スペースが空あくに連れ、鎖くさりが伸びていく。

　応じるように、ミトツダイラが身体からだの旋せん回かいの速度を上げ、

「救いに参りますわ！　我が王……！」
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　銀の風が戦場を無む尽じんに行く。

　一歩一歩に際して、彼女は全身を大きく振り、交こう叉ささせるように鎖を振り抜いた。チェーンの光は渦うず巻まくように宙を走り、引き、絞しぼられ、また弧こを描いて波打っては踊り、そのたびに打撃音が人ひと影かげを吹き飛ばす。

　銀光の暴風だ。

　そしてミトツダイラは、身をのけぞらせ、羽ばたくように両腕を後ろに振った。

　前に走っていたチェーンは大きく後ろへと波を払い、

「！」

　羽ばたいた。上半身を地面近くまで倒して行われた両の一いち撃げきは両のサイドスローの一直線。水平に走った鉄てつ塊かいは、手首のスナップに連動した動きで、軌き道どう上の人影を空に打ち上げ、

「ストライク……！」

　前に投じた双の鉄塊は、トーリ達の方ほう陣じんに突とつ撃げきを掛けていた戦士団を背後から襲おそった。

　ぶちかます。

　予期せぬ方向からの打撃に突撃が緩み、しかしミトツダイラの鎖は軽くなった。

　鎖だけの身。そのことを悟さとった敵が、

「今だ……！」

　叫び、盾たてと槍やりを今こそ彼女に向かって身構えた。

　来る。押し潰つぶして数でどうにか出来ると、同士討うちも考えずに槍を持って突撃して来る。

　だが、遅く、甘い動きだった。高速で引き戻した〝銀鎖アルジヨントシエイナ〟をミトツダイラは振り回し、

「ふ」

　小さく笑えみを作った直後。

　ミトツダイラは、肩に背負っていた二本のケースの、下についている蓋ふたを開けた。

　はっとした突撃者達に見せつけるように落ちたのは、

「二本追加」

　腰を落とす動きで、オベリスクを左右のスカートのスリット基部にある給きゆう鎖さ装置に接続する。

　瞬しゆん間かん的てきに、鎖くさりが左右腰から放たれ、腕に絡み、四本となり、

「──っ!!」

　そこから先は、好き放題だった。

　敵が数歩を走るより速く、ミトツダイラの〝銀鎖アルジヨントシエイナ〟が、敵四人の胸を捕らえた。

　瞬しゆん時じの動きで爪つめが敵をホールドし、持ち上げ、あとは、

「……！」

　叩たたきつけながら摑つかんで叩きつけつつ摑んで叩きつけた。

　ミトツダイラの動きは、踊るようなもの。両腕を羽ばたくように、大気を搔かきむしるように、身を倒し、仰のけ反ぞらせ、大きく回して、彼女は嵐あらしの中心となる。

　ミトツダイラの周囲では銀の鎖が宙を舞った。鎖は彼女の細い身を囲むように螺ら旋せんを描き、放たれて波となり、一直線に走っては振り回し、薙なぎ払い、放り捨てては新しい敵を摑み、振り上げてはぶち込み、ときには放置状態となった大たい砲ほうを摑んで叩き込み、

「──！」

　踊った。縦じゆう横おう無む尽じんと自由自在に、銀狼アルジヨント・ルウが銀の鎖を束そく縛ばくとせず舞い吠ほえる。

　銀鎖が作る嵐の中央、ミトツダイラの踊りは鎖の動きを先取りした流れを作り上げていく。

　暴風にとって武器はどこにでもある。人がいればそれでいい。

　鎖は彼女の力を伝でん播ぱするものだ。振り回されるだけではなく、腕の動きに応じては軌き道どうを変え、獣けもののように突っ走って食らいつく。

[image: ]

　うわ、と敵が退ひいた瞬しゆん間かん、捕らえた四人をくわえ込んだ鎖くさりが、空にその姿を掲げた。

「怖がらなくてもいいんですのよ？　だってうちの総そう長ちよう、私のこと、怖がりませんし」

　言葉とともに、力がまた動いた。わ、という、もはや悲鳴にも似た声をあげて距離を取る敵の間を抜け、背を向けた者は無視し、抗あらがう者は叩たたきつけ、ミトツダイラは突っ走った。

　そして銀の大風は確かに敵てき陣じんを崩し、東へと向かう。

　トーリ達がいる東の山やま裾すそに行き、門を開けるように集団を薙なぎ払い、

「っ!!」

　一いつ掃そうすると、前を見た。

　辿たどりつく。そして彼女は額ひたいに浮いた汗も気にせず、熱のある息をつき、

「──感謝の言葉を望んでも宜よろしくて？　それとも昔の恩をここで使いますの？」

　すると、正面、山裾の木に登ってしがみついている馬鹿が、片手を挙げてこう答えた。

「おおし、よしよし、──ステイステイ」

「い、犬じゃありませんっ」

　告げると、すぐに答えが来た。

「確かに、騎き士しだもんなあ、ネイトは」

　その言葉に、ミトツダイラは、つい笑いそうになって、

「────」

　堪こらえた。そしてミトツダイラは、こぼれ掛けた微笑を内心に満面とし、

「──道をつけましょう、我が王。貴方あなたの喪そう失しつを、貴方が望めるように。そして後はお任せ下さい。こちらから追っ手が出ないよう、対たい処しよいたします」

　それが、

「私にだけ、出来ることですので」

　言った直後。背後で体勢を立て直そうとした敵陣に、激げき突とつの音が入った。

　直なお政まさの地じ摺ずり朱雀すざくが、固まり直そうとした混成戦せん士し団だんに突とつ撃げきを掛けたのだ。
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　白の艦かん上じよう。K.P.A.Italiaの栄光丸レーニヨ・ユニートの上では、沈ちん黙もくが生まれていた。

　遠く、戦せん闘とうの音が聞こえている。その内容を伝える通つう神しんは届いている。

　西側広間の航こう空くう艦かんが、武蔵むさしへの砲ほう撃げきを保ちつつ、南の空に下がりつつあった。下方の乱戦に武ぶ神しんと騎士が参入した方法によって、艦上に武蔵戦力が乗りこむのを避けるためだ。

　今、聖せい連れん側は退いている。だが、指し揮き所しよ、通神所も、どちらも動けずにいる。

　そして生まれる沈ちん黙もくの中から、不意に言葉が響ひびいた。

「想そう像ぞう力りよくってやつだよなあ」

　聞こえた台詞せりふが、無言の場を一気に冷やした。

　皆は見る。前部甲かん板ぱんのテーブルセットの椅い子すから、白の姿が立ち上がっているのを。

　指し揮き所しよの生徒、中年の制服姿が慌あわてた動きで、

「聖せい下か！　席をお立ちになることは──」

「お前らの想そう像ぞう力りよくでは、俺は座ったままでいられるのか？　なあ？　どうだ？」

　インノケンティウスは、眉まゆを立てた笑えみで、北を見ていた。

　一キロほど先、西側広間の出口から、武蔵むさし側の警けい護ご隊が溢あふれてきた。

　こちらは、要所に貨か物もつ艦かんなどを置き、残りの地上部隊で迎げい撃げきする構えだ。しかし勢いのある武蔵側の動きを見て、インノケンティウスがつぶやくようにこう言った、

「全高百五十メートルを超えるスーパーデリックなんぞ、世界のどこを探しても武蔵にしか存在せん。連れん中ちゆうはそれを毎日見上げて、馬鹿なことを考えていたんだろうよ。──そして文字通り一いつ騎き当とう千せんの人材の投入。つまり軍ぐん勢ぜいと武装と、そして英雄が入り乱れる今の時代の戦争のやり方でありながら、縛しばられない。連中の想像力の中では、俺はきっと、椅子を立っているさ」

　インノケンティウスは、テーブルから水の瓶びんを手に取った。口をつけ、一息を付き、

「ならばこちらも想像力だ。俺に対し、〝大っ嫌いだ〟などと正面から抜かす馬鹿を潰つぶすため、言葉ではなく。結果で証明しろ。そのためにも考え、手を尽くし、ありとあらゆる手段を使え。──俺自身の身を用いても、だ。そうだろ？　なあ」







[image: 第三十八章『武蔵の不可能男』]
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　トーリ達は、走っていた。

　三み河かわ一般用陸りく港みなと。海に面した広い、野原の土地だ。

　西に丘、東に湾を持ち、南には、

「敵と、船と、……ホライゾン殿どのでござるな！」

　北側から陸港に出てきた武蔵むさし一団の先頭。その位置を走る点てん蔵ぞうが、そうつぶやいた。

　ああ、と頷うなずいたのは、点蔵の後ろを走っていくトーリだ。彼は遠くを臨み、

「おお、テンゾーの言う通り、ようやくホライゾンが見えたかあ」

　と、トーリが言葉を飛ばした先。遠くには三征西班牙トレス・エスパニアの審しん問もん艦かんがある。審問官の舳へ先さき下部には〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟と呼ばれる設備があり、ホライゾンがその中にいる。だから、

「行こうぜ！」

　戦場の中、安全な位置を読むことが出来る点蔵を先頭に、皆は行く。

　全員、疲労がある。息が切れ、汗が流れ、防ぼう護ごの符ふも尽き欠けているのに、銃じゆう弾だんが来る。

　時とき折おり、隣となりを走っている者が不意に身を折ってついて来られなくもなる。

　射しや撃げきを抜ければ敵の槍やり隊が出て、それを力任まかせに押しのけても、また射撃が来る。

　走りは列だ。先頭にアデーレを構えたペルソナ君を置き、まだ防護の符が残っている者か、加か護ごとして防ぼう御ぎよの能を持っている者が前に出て、ローテーションを行う。

　だが、

「すまん、──内ない燃ねん拝はい気きがもう無い！」

　誰もが、符を使い切り、加護を用いるために自分の内に溜ためた内燃拝気も使い切った。奉ほう納のうや代だい演えん加護も既すでに皆、限界まで要求し終えており、

「くそ、……俺、この戦いが終わったら七日間五ご穀こく飯めしだけなんだ」

「ああ、俺なんか、この戦いが終わったら三日以内に人型御体フイギユア二十体を神社に奉納するんだ」

「俺なんかこの戦いが終わったら七日間エロ行為禁止です。ええ、早まりましたとも」

　うわあ、と皆が一人の隊員に同情し、トーリも深く頷うなずいた。彼は走りの速度を落とさず、

「オメエら勝っても負けても死亡フラグだなあ」

「うわー！　この男に言われたくない!!」

　しかし、ぶつかり、越えて、速度は落ちるが、それでも皆は前に行くことを忘れなかった。

　正面、三百メートルほどの位置に白の船がある。K.P.A.Italiaの栄光丸レーニヨ・ユニートだ。

　あれを抜ければ、審問艦は近い。

「急げ……！」

　ラストスパートだ、と、誰もが思ったと同時。

「──!?」

　白の船の影から、波にも見える数で、K.P.A.Italiaの槍やり隊が現れた。
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　K.P.A.Italia側の先頭に立つのは赤の魔ま神じん族。ガリレオだ。そして彼に続いてくる槍隊は皆、

「さて、これら皆、K.P.A.Italiaの正規戦せん士し団。教皇総長パパ・スコウラ親しん衛えい隊たいとでも言うべきかな？　先ほどの戦士団達が将来有望な若者達だとすれば、……こちらは実力の確定した、熟じゆく練れん者達だ」

だから、とガリレオが言った。

「君達が敵かなう可能性は低いのだよ」

　その言葉に逆らうように、武蔵むさしの警けい護ご隊は、疾しつ走そうとともにK.P.A.Italiaの熟練集団と激げき突とつした。

　相手、熟練の戦士団は強固な壁だ。武蔵の若者達は槍のように隊列を組み、走り、

「──！」

　激突に重ねるように、金属音と打だ撃げき音が瀑ばく布ふの響ひびきとして宙にわき上がった。

　そして武蔵側は押す。押していく。押し切ろうとする。相手の踵かかとは後ろに滑り、集まり押す身も下がっていく。が、ある一点から、

「舐なめるな若わか造ぞうが！」

　敵が一度引き、そのわずかに開いた距離を助走として、更さらには身を低く入れ直して来た。

　激突し、こちらの前線が上にかち上げられる。

「く……！」

　こちらの叫びに対するように、敵の前線が声を挙げた。押し上げる肩に力を込めながら、

「無む駄だだ！　何しろ年ねん季きと経験が違う！」

　更には、新しい声が、軍ぐん勢ぜいの叫びに重なってきた。それは、

「そうだよなあ。歴史が違うんだよなあ、おい」

　白の艦かん上じよう、高さ七十メートルほどの高所から、見下ろす視線があった。

　見る。白の長ちよう衣いを纏まとった身を見上げたトーリが、激突のスクラムを後ろから押そうとして、女子隊員の尻しりをこねて蹴けり飛ばされながら、

「オッサン……！」

「聖せい下かと呼べよ小こ僧ぞう」

　言いつつ、インノケンティウスが右手にそれを掲げた。長大な鎌かまのようにも、ハンマーのようにも見えるものは、

「大罪武装ロイズモイ・オプロ、淫蕩ポルネイアを司つかさどる〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟だ。正式使用者である俺が使えば──」

　低い、太い音が、鉄てつ槌つい型の大罪武装から響いた。

　それは鐘かねの音にも似た大気の震えで、

「──！」

　武蔵側、皆が激突の際に使用していた武装が、息つく間もなく分解された。
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　武装が、骨抜きにされた。

　留め金も、ネジも、接着部さえも剝はがれてこぼれて元に戻らない。

　宙に落ちた刃やいばを慌あわててキャッチする者もいたが、思わず摑つかんだ刃が、手を傷つけもしない。刃は、曇っている、という言い方がそのまま合うような、ただ角度の付いた薄い金属の固まりとなっていた。

　頭上、音を響ひびかせたインノケンティウスは、

「俺の〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟は、攻撃能力を持たない大罪武装ロイズモイ・オプロでな。超ちよう過か駆く動どう時には、半径約三キロ圏けん内ないでこの戦槌バターリアマルテツロが見た敵対陣じん営えいの武装を完全に骨抜きに出来る」

　その言葉の意味するところは一つだ。

　教皇総長パパ・スコウラのいるK.P.A.Italiaや三征西班牙トレス・エスパニア側は、武装を骨抜きにされない。だから、

「──こちらの勝利だ!!」

　敵の作る壁が、武蔵むさし側の突とつ撃げきを一気に押し返した。
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　武蔵内部、吹き抜けとなっている通路からは、人の姿が消えていた。

　皆、地下域の居きよ住じゆう区くとなっている横町や、それらを結ぶ中間フロアとしての縦たて町に避ひ難なんをしている。特に縦町は運うん搬ぱん用リフトのハッチを利用した広場と上下階段があるため、子供のいる家族や妊にん婦ぷ、病人や高こう齢れい者を中心とした人々が集まっていた。

　人々は、放送から聞こえる戦場の言葉に耳を傾けながらもざわめき、しかし、

「落ち着いて」

　広場に座る集団の中、立ち上がった姿が皆の声を制した。

　東あずまだ。彼は皆の間を歩き、泣いている子や不安そうな人々に声を掛け、

　……これが、今の自分に出来る最善かな。

　思いつつ、言う。

「これから、いろいろな決断があると思う。余よや、その友人達の決定に逆らうことも何もかも、それぞれ思いや縁えんや流れによって、抱き、生じることがあると思う」

　だが、

「今は、ただ、見て欲しいんだ。──不安を抱くなと無理を言わない、楽しいことを考えようなどと逃とう避ひも言わないから。ただ、結論が出るまでは全て、見て欲しいと余は思う」

　随ずい分ぶんと偉そうなことを言っていると、自分で思う。まるで、

　……ミリアムが言いそうな台詞せりふだなあ。

　御ご免めんなさい、と台詞の先に一言つけると、更さらにそんな感じだ。

　そして皆は、それぞれ顔を見合わせ、

「まあ、東とう宮ぐう様さまが言うなら──」

　と、頷うなずき合ったり、首を傾かしげたりもしている。そんな皆の意見は、姿勢も含めてまとまっていないのが明白だ。いずれ道を分かつ者もいるだろうと、東あずまは思う。

　すると、後部側の大おお扉とびらが開き、明るい色がやってきた。

　屋や台たいだ。引いているのは、

「ハイハイ皆さんー。御お広ひろ敷しき家け系列の軽けい食しよく屋や〝滅めつ多たボリ〟のぼったくり屋台ですよ!?」

「本日の屋台はカレーですネー。落ち着くスパイス入ってますネー」

「あの、君達、……そ、それ、ボランティアだよね？　ね？　変な薬も入ってないよね？」

　こちらの言葉に、御広敷は頷いた。

「あったり前ではないですか！　小しよう生せい、金の亡もう者じやの父から屋台を奪って武蔵むさしの中に慈じ善ぜんの嵐あらしを吹かせまくりですよ!?　さあ！　幼女から並んで！　──あ、何でムサいオヤジばかり並んで来ますか!?　ちょ、上を脱がない！　脱がないで！　うわ塩味濃そう──！」

　そして艦かんの奥側、家族連れが集まっている方では、放送委員の撮さつ影えい隊たいを前にしたイトケンとネンジがいる。彼らは周囲に集まった子供達と撮影隊に向かって、

「さあ、武蔵のよい子の皆！　不安な気持ちを吹き飛ばすために、今日はいつもの時間とは別にイトケンのお兄にいさんとネンジの旦だん那なが特別授業だよ！」

『フ、今日もねばねばヌルヌルする用意はいいか子供達』

　すると、傍そばに座っていた子供の一人が手を挙げた。

「イトケンのお兄さん！　お兄さんと旦那は戦わないの!?　役立たず!?」

「ははは、何を言っているんだい？　お兄さんとネンジの旦那が本気を出せば航こう空くう戦せん艦かんくらい余よ裕ゆうで汚お染せんから撃げき沈ちんのコンボしてしまうことも可能だけど、今回はお兄さんの友達が頑がん張ばっているからね！　皆も応援を宜よろしく頼むよ！」

　そう言って撮影隊に片手を挙げたイトケンが、歯を光らせた笑えみを作る。その上で、

「よし、じゃあ皆！　不安な気持ちは体操で吹き飛ばそう！　イトケンのお兄さんについて真似まねするんだよ!?　じゃあ──、ハイ！　インキュバス体操始めえ──！」

『始めるがいい……！』

「ハイ、ワン・ツー！　ワン・ツー！　隣となりの人の後ろに立って下から抉えぐるように──」

　大だい丈じよう夫ぶかなあ、と思う自分は、広場中央に表ひよう示じされている四面式神肖筐体モニタの音量を上げた。

「──ま、まあ皆、今、総そう長ちよう達も頑張っているから」

　ね？　と音量設定を止めた瞬しゆん間かん。表示枠サインフレームから声が響ひびいた。それはトーリ達全員の、

『うわあ──！　これは死ぬ！　マジ死ぬ──!!』

　思わず言葉を失い、疑問に首を前に傾げる人々と共に、己は思う。

　……な、何がどうなってるの？
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　戦場。海に近い広い平地の上では、二つの戦群が激げき突とつしていた。

　だが、その激突は、一方が破壊されることによって、一つの流れを持ち始めている。

　北側、白の巨きよ艦かんの横を突とつ破ぱしようとしていた武蔵むさし側が、武装を失って瓦が解かいし始めたのだ。

　理由は簡単だ。教きよう皇こう総そう長ちようの大罪武装ロイズモイ・オプロ〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟が、彼らの武器を骨抜きにしたからだ。

　拳こぶしや、蹴けりも、投げ技も、攻撃の意図があれば相手に触れた瞬しゆん間かんに勢いを失う。あとは、

「……！」

　カウンターを受けるようにただ押し返され、吹き飛ばされるだけだ。

　防具は骨抜きにされない。それが唯ゆい一いつの救いだが、既すでに疲ひ労ろうは蓄ちく積せきされ、武器を失った。人数も削けずれてきている。そんな流れから発される叫びは、

「どうにかならんのか……！」

　無理だと解っている言葉。だが、聞こえる要求に、ふと、問いかける台詞せりふがあった。

「──どうにかしたいと、思ってくれてんのか？」

　トーリだ。彼は皆を何とか支えようとしながら、振り返った警けい護ご隊の誰も彼もに汗の浮いた笑えみの顔で問いかける。それは、

「ホライゾンを救いたいと、そう思ってくれてんのか？」

　その問いかけに、不利な、崩れかけた激突の中であろうとも、答える叫びがあった。

「当たり前だ！」

　声の持ち主は誰なのか解わからない。一人かもしれないし、多くかもしれないし、全てかもしれない。しかし、確かに応じる台詞は、

「それがどういう理由や流れであろうと、目の前で理り不ふ尽じんな死に抱かれかけた者がいたならば、極きよく東とうの住人は必ず救いたいと思う！」

　何故なぜならば、

「理不尽な死をかざされた者に対し、──死ねばいいなどと、そんな言葉を信じるように生きてきた憶おぼえはない!!」

「そっか」

　応じたトーリの顔には口を最大に緩めた笑みがある。彼は、笑みのままうつむき、

「じゃあ、……皆、そうなんだよな」

　直後。彼は顔を上げた。空へ、遠くへと届くように、口を大きく開き、叫んだ。

「じゃあ、浅あさ間ま、……やっぱ頼むわ!!　──俺の契約を認可してくれ!!」
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　デリックのマストの上、砲ほう撃げきの音と風を浴びつつ、浅間は立っていた。

　弓を浅く警けい護ご艦かんの方へと向けたままたたずむ自分は、髪かみを空気の流れに揺らしながら、

「……本気ですか？　その場をしのぐために、極きよく端たんな方法を選ぼうとしていませんか？」

　問いかけた。だが、返答は、簡単な言葉だった。

『頼むわ』

　断れない。そう思い、精せい一いつ杯ぱいの抵抗として、

「────」

　吐と息いきした。

　……本当に。

　いつもいつも、この人と、この人の姉は、こっちを困らせてくれる。

　思いつつ、しかし自分は肩を落としざま、うなだれもしない。ただ肩上のハナミに頷うなずき、鳥とり居い型の表示枠サインフレームを手元に展開した。警護艦に流りゆう体たい砲ほうの砲ほう撃げき光が無いのを確認してから、

「トーリ君、忘れないで下さい。これには浅間神社の責任も掛かりますので、もし何かあった場合、浅間神社が最大限のバックアップを保証します」

『機き嫌げん悪い？』

「当たり前です。ですけど、……解わかってますから。言い出したら聞かないのは」

　言葉を作りながら、自分は、表示枠の一点に触れた。それは、

「浅間神社被ひ契約者、葵あおい・トーリ担当、浅間・智とも、……葵・トーリ本人からの上位契約の申しん請せいと、その内容を認可、神社に上じよう奏そうします」

『拍手──』

　契約加か護ご内容は、どういうものか。確認のために、敢あえて言う。

「契約によって要請された加護は、芸能神ウズメ系ミツバの持つ感情伝でん播ぱの加護を転用した契約者の全能力の伝播と分配。条件は、契約者が芸能の奉ほう納のうとして嬉きの感情を持ち続けること。対し……、契約者は、もし哀かなしみの感情を得たならば、奉納を失敗して穢けがれたものとし──」

　言った。

「加護の反発として、その穢れた全能力を禊みそぎ、消失する」

　これはつまり、

「……今後、悲しい感情を得たら、貴方あなたは死にます、トーリ君」

　だがその代わりに、

「──貴方は、貴方の全てを、人々に伝播し、分け与えることが出来ます！」
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「ああ!?　──〝不可能男インポツシブル〟の全てを伝播だと!?　だからどうした!?」

　通つう神しんに乗った浅間の声に、戦場では反応が生まれていた。

　それは、武蔵むさし側を押し潰つぶそうとするK.P.A.Italiaの者達の吠ほう声せいで、

「〝不可能男インポツシブル〟の全てを伝でん播ぱされたところで、不可能が得られるだけだろうが！」

　声と勢いをもって、K.P.A.Italiaの黒の制服と装そう甲こう服が武器を持って激げき突とつした。

　対する武蔵むさし側は、反論も出来ず、ただ身構えることしか出来ない。

　く、と唸うなった皆のバランスは、既すでに後ろに引いてしまっている。激突を堪こらえることなど出来ず、このまま一気に押し潰つぶされていくしかない。

　だが、叫ぶ声があった。それは〝不可能男〟、葵あおい・トーリの、

「構えろよ俺達！」

　鋭いとも言える、しかし明さやかな笑いを持った声が全員に動きを与えた。

　はっとした皆が、力無い全身をそれでも奮い起こし、身を構えた瞬しゆん間かん。そこに、下から突き上げるような動きで、K.P.A.Italiaの戦せん士し団が衝しよう突とつした。

「──潰れろ極きよく東とう!!」

　激げき震しんの音が響ひびき、そして結果が反発となって生じた。
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　戦場に生まれた衝突の音と結果は明白だった。

　武蔵の警けい護ご隊たいに激突したK.P.A.Italia戦士団が、吹き飛ばされて宙に舞ったのだ。

「え……？」

　身構えた武蔵の若者達は、目を見開いて、しかし、立っている。

　対し、吹っ飛んだK.P.A.Italiaの前線が地面に転がり、装甲服を地に打つ堅い音を立てた。

　今、疲ひ弊へいしていた武蔵側が残り、突とつ撃げきしたK.P.A.Italia側が敗北している。

　そして、残ったK.P.A.Italiaの戦士団と、起きた結果を理解出来ずに呆ぼう然ぜんと立つ武蔵の警護隊は、同時にある事実を確認した。それは、

「どうして、……拝はい気きを無くして使えない筈はずの防ぼう御ぎよ術じゆつが使えてるんだ？」

　言葉の通り、身構えた彼らの腕や身体からだに、使い切った筈の術じゆつ式しきの光が宿っている。

　どういうことだ、と疑問する皆は、ややあってから、一人の男を見る。

　葵・トーリ。彼の両腕や装飾の鎖くさりに、いつの間にか、青白い流りゆう体たい光こうが宿っていた。

　それははっきりと目に見えるほどの光。だが術式でも何でもない、単なる流体の輝きに、皆は先ほど浅あさ間まが行った契約の意味を知る。

「まさか、〝不可能男〟の伝播する全てとは──」





●






　戦場から聞こえた皆の台詞せりふを、聞いて叫んだ者がいる。

　武蔵むさし野のの艦かん首しゆ、テーブルについて茶を飲んでいたヨシナオだ。彼は、手にした湯ゆ飲のみを覗のぞき込むかのようにうつむき、

「伝でん播ぱと全能力……、あの馬鹿が、王になりたいと言ったのはこれか！」

「貴方あなた？　それは──」

　横の妻が問うてくる。その疑問に対し、己は眉まゆを立てた視線で振り向き、

「今、あの馬鹿は、伝播の力、それも〝己おのれの全て〟を誰かに渡し、分配出来るのだよ！　しかも今、ヤツは武蔵むさしの副王だ！　──武蔵の全権限の四分の一の所有。これはつまり──」

　言った。

「流りゆう体たいだ!!　……葵あおい・トーリは、命を賭かけることによって、この武蔵が保持する流体燃ねん料りようの四分の一を、伝播の加か護ごによる地ち脈みやく経由で誰かに送ることが可能となる！」

　それは、どういうことか。

　……彼と共に闘う者は、年ねん齢れいなどに関係なく、己おのれの術じゆつ式しきをエンドレスに使い続けることが可能な化け物となる……！

　だが、と己は思う。悲しくなれば命を失うなど、どれだけの覚かく悟ごがあったものかと。

　自分は妻に会え釈しやくすると、周囲にいる学生達に対して告げた。

「……支えたまえよ、君達の王を」

　その言葉に皆がゆっくりと、しかし確かに頷うなずいた直後。いきなり、武蔵全ぜん艦かんが震しん動どうした。

　縦たて揺れとも、横揺れとも、震えとも痺しびれとも言える動きは、

「──使うのか！　副王の権限、流体の供給を！」
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　戦場の動き。どうすべきかを迷っているような全ての中央で、トーリが両腕を振り上げた。

「安心しろ！　──俺、葵・トーリは不可能の力と共にここにいるぜ！」

　両の腕を振り下ろし、流体の光を周囲に播まいてトーリが高らかに告げる。

「俺がオマエらの不可能を受け止めてやる！　だからオマエらは可能の力を持っていけ！」

　その言葉に、武蔵の皆は顔を見合わせ、しかし歯を剝むいて一いつ斉せいに頷いた。

「──Ｊｕｄジヤツジ．！」

　皆は息を吸い、全身を前にぶちまけていきながら、

「Judgement！　──ああ、我ら聖せい罰ばつを受ける者なり！」

「王の可能性を食らいて行く被ひ罰ばつ者なり!!」

「されど我ら、──王に哀かなしみを与えぬ者達なり!!」

　凌しのぎ、吠ほえながら、彼らは防ぼう護ごの術式を連続で使用し、敵の前線と激げき突とつした。

　禊みそぎ、防ぼう盾けん、回かい避ひ速度の上昇、疲ひ労ろう回復、それらをもはや使用時間など気にせずに展開し、

「行けよ総そう長ちよう！」

「おいおいオメエら、耐えることが出来ても、あまり無む茶ちやは──」

「だけど、しょうがないだろう。教きよう皇こう総そう長ちようを止める方法はあるが、それは使えないしな」

　解わかっている。校こう則そく法ほうに基づき、総そう長ちよう、生徒会長、またはその代理権けん限げんを持てる役職が相あい対たいしたとき、両者は一いつ騎き打うちを行うことが可能だ。

　もしトーリがインノケンティウスとの相対を望めば、インノケンティウスは大罪武装ロイズモイ・オプロの能力をトーリにしか使えなくなる。

　だが、今、トーリはホライゾンの元に行かねばならない。だから、

「俺達は王の可能性を貰もらった！　その分はここで働いて返す。だから──」

　行けよ、という言葉より早く、戦場を貫つらぬいた叫びがあった。

「私がいるぞ！」

　北にある西側広間の出口、そこに立つのは、男子制服を纏まとった姿。それは、

「武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん、生徒会副会長、本ほん多だ・正まさ純ずみ！　K.P.A.Italia教皇総長パパ・スコウラインノケンティウスとの相対による一騎打ちを望む!!」

　正純は、叫んだ後に一度息を切らした。しかし彼女は身体からだを起こすと、額ひたいの汗も拭ぬぐわず、

「──聖せい連れんの代表であるならば、この一騎打ち、逃げはしないであろうな!?」





●






　インノケンティウスは、栄光丸レーニヨ・ユニートの艦かん上じようで息を吸って正純を見た。

　……ほう。

　一騎打ちと言うからには、何らかの勝しよう算さんを持っているに違いない。今、一キロほど先の位置にいる正純は、おそらく後から山さん岳がく回かい廊ろうにやってきて待機していたものだろう。

　航こう空くう艦かんが南へと下がる間に走ってきたのだ。

　武蔵の一いち陣じんと共にいないということは、何らかの考えがあってきたということになる。

　しかし、と、自分は懐ふところに手を入れた。

　聖せい術じゆつの符ふ。使い捨てが旧派聖術クラツシカフイルマの特とく徴ちようだが、出力はその分大きい。

　落らく雷らい、射しや撃げき、着ちやく弾だん炸さく裂れつと、何でもありだ。重ねがけして威い力りよくも増せる。

　どう考えてもこちらが有利だ。

　だが己は見る。武蔵副会長、本多・正純が、口の端はに笑えみを浮かべ、両の手を腰のポケットバインダーに突っ込んでいるのを。

　……神しん奏そう術じゆつの符か何かを持ってきたか。

　警けい戒かいは必要だ。そのことを忘れぬようにしながら、自分は眼下を見た。

　下では熟じゆく練れん者達と武蔵側の激げき突とつが幾いく度ども幾度も生じており、拮きつ抗こうしている。ここで自分が一騎打ちを受ければ、敵は武器を使用出来るようになり、眼下の熟練者達が危険だ。

　だが、向けた視線に対し、ガリレオや、他の者達が、鋭い視線を返してきた。

「聖せい下か！　……堂々と勝負を!!」

　聞こえた要望に、こちらは頷うなずいた。どちらにしろ、聖連代表が校則法から逃れることは出来ないのだと、そう思いつつ、

「受けよう」

　瞬しゆん間かん。掲げた〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟から発した低い大音が宙に染みた。

〝淫蕩の御身〟の、解除の音だ。

　そして眼下から、怒ど号ごうとも吠ほう声せいともとれる叫びと、金属のぶつかり合う音が響ひびき出す。ガリレオもいるため、こちらが勝つとは思うが、油ゆ断だんは禁きん物もつだ。急がねばならない。

　そして自分は、懐ふところでつかんだ符ふの束を、一気に相手へ発動させようとして、

「聖せい下か！」

　本多・正純の声を聞いた。

　……何だ？

　思う先、本多・正純が右手で地面を指さすのは、ここまでの戦せん闘とうによって崩れた土の原だ。

　彼女はそこに足を踏み入れ、足首まで土に沈むことを確認すると、

「申し訳ない！　なるべく対等に戦いたいので、戦場を移していいだろうか!?　出来ることならばこちらの背後の、西側広間に──」

「駄だ目めだ！　そこが嫌ならこちらに来い！　その戦闘の跡を越えればいいだけだろう!?」

「──Ｊｕｄジヤツジ．。では、……そちらに行くまで少々お待ちを！」

「ああ、早く来い！」

　己は一息を吐いた。符を持った手を懐から外に出し、正純がこちらに来次第、ぶち込んで終わりにしようと考える。

　だが、自分は見た。

　本多・正純が、戦闘の跡、幅五メートルほどの踏み崩された地面を越えようとして、

「と」

　右足を高く挙げ、そして下ろした。しっかりと、彼女は確かに一歩を進む。

　しかしそれは、掛けた時間に対し、わずか、三センチほど進んだだけの歩み。

　時間稼かせぎの牛ぎゆう歩ほ戦術だ。

「貴き様さまあ──!!」
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　インノケンティウスの叫びを、正純は肩をすくめて無視した。

　正純は、また、ゆっくりと、高く足を挙げ、しかし間ま近ぢかに下ろし、

「……ああ、そちらに行くまで、戦闘を待っていただけるんですよね？　ええ、こっちへ来いと仰おつしやったのは聖下ですし。それに、聖せい連れんの代表が──」

　言ってやった。

「まさか相あい対たいの一いつ騎き打うちで約束したことを守らないとか、そんなことは無いですよね？」





●






　しれっと告げられた正まさ純ずみの言葉に、インノケンティウス達は一様に息を飲んだ。

　だが、その間にも、戦場は動き続ける。

　眼下から、わ、という声がして、武蔵むさし側が分隊した。K.P.A.Italiaの熟じゆく練れん者しや達を抑える者と、トーリと共に先に行く者達と。二つに分かれて行くのを見たインノケンティウスは、

「ガリレオ！　止めろ!!」

　言いつつ、己おのれも栄光丸レーニヨ・ユニートから飛び降りた。一歩を長く上げている正純を見み据すえると符ふを展開し、宙を蹴けって前に加速した。そのまま、自分は空中を駆け下りるように急ぎ、

「──要は、俺が同じ足場に行けば対等の戦場だ！　待つことも、来ることも不要！

　ガリレオはそちらを抑えろ！　武蔵総そう長ちようを審しん問もん艦かんに行かせるな！」

　しかし、彼は見た。追つい撃げきに飛び出そうとした魔ま神じんの目の前に、一人の少年が立ったのを。

　……あれは、午後にガリレオに倒されたばかりの……。

　ノリキという名の少年だ。

　敗北を経験した少年が、その勝者を相手に立っている。

　そして彼は、横を走って通り過ぎるトーリと、片手のタッチを交わし、こう言った。

「行って来い。俺はここで、──一仕事していくから」







[image: 第三十九章『主流の穿穴者』]
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　武蔵むさし中央前ぜん艦かん、甲かん板ぱん上、ネシンバラの周囲には、段々と皆が集まりつつあった。

　屋や台たいを上に運んできた御お広ひろ敷しきやハッサン、三み河かわの居きよ住じゆう艦連動の際の武蔵の経理関係をまとめたシロジロとハイディ、そして浅あさ間まや、治ち療りようを終えたナルゼとナイトが戻り、

「現状、どうなったの？」

　ああ、とネシンバラが答えた。

「本ほん多だ君が教きよう皇こう総そう長ちように対して時間稼かせぎ始めて、ノリキ君がガリレオと相あい対たいした」

　ガリレオ、という名に、皆が眉まゆをひそめる。

「んー……、ナイちゃん７：３かなあ」

「どっちがノリキか言いましょうよマルゴット」

「ノリキ君、諏す訪わ神社の契約なんですよね。浅間としてはコメントしづらいですね……」

「……君達かなり他人に厳きびしいね？」

　ネシンバラは肩を落とし、しかし、すぐに姿勢を戻すと、

「どちらにしろ、戦場は動いているし、次の段階に入ったよ」

　それはどういうことか。

「──こっちの主力が、とうとう向こうの英雄クラスと相対を始めたわけだ」
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　戦場の中、黒こく衣いの魔ま神じんは、自分の眼前に立った少年を見た。

　数時間前、同じように対たい峙じしたことのある相手だ。名をノリキと言った。

　こちらに攻撃しながらもダメージを入れるだけの力を持たず、術じゆつ式しきの回かい避ひも出来なかった。

　……変わりはない、か。

　違いがない相手と戦っても、何も得られない。だから、自分はこう言った。

「少し、考えさせてくれるかね？」

　問うたとき、ふと、耳が音を捉とらえた。

「……？」

　遠くから、何か、紙かみ袋ぶくろを割るような音が響ひびいた。

　見れば、南へ下がった三征西班牙トレス・エスパニアの航空艦アコラザードが武蔵へと再度の砲ほう撃げき連射を始めている。

　……また騒がしくなるのか。

　どうでもいいことだ。そして改めて己は相手の価か値ちを思うが、当の相手は首を傾かしげ、

「……働かないと教皇が怒るぞ」

「熟じゆつ考こうは大事なことだよ少年。あのインノケンティウスは、昔から火が付きやすくていかん。昔にも、教きよう導どう院いんの窓から飛び降りるときはよく考えてから飛び降りろと幾いく度どとなく注意したが、──もっと高いところからならば考えずに飛び降りていいとは教えておらん」

「考えたら飛び降りていいのか」

　当然なので答える気もしない。大事なのは思し考こうすることだ。思考すれば後はしらん。

　しかし、と自分は考える。相手の価か値ちを、だ。

　……それは──。

　今、武蔵むさし側の面々には、総そう長ちようからの流りゆう体たい供給がなされている。それぞれが、拝はい気きによる術じゆつ式しきを自由に使える状態だ。だが、

　……無む論ろん、これにも限界はある。

　葵あおい・トーリの能力が伝でん播ぱの加か護ごである以上、彼は、武蔵の出力を他者に仲ちゆう介かいする蛇じや口ぐち役だ。

　彼は、自分の中に一度流体を入れ、他者に渡していることになる。

　そして、己おのれの内に入れられる流体には、量の限界がある。

　限界内ない燃ねん総拝気量だ。

　伝播の能力である以上、己の内燃総拝気量を超えた量の流体を他者に送ることは出来ない。そして内燃総拝気量は、大体において、年ねん齢れいと同数拝気量を基礎として三十歳さいくらいで伸びなくなる。訓練や加護によって伸ばすことも出来るが、資料に拠よれば、葵・トーリの場合、

　……四十後半から、五十前半の内燃拝気量。

　あの年齢にしてみれば、異常な数字だが、芸能系の伝播の能力を持つ神との契約がそれを支えたものだろう。おそらくは、ずっと昔から、他人に自分が持つ感情や思いを伝えることを訓練していた筈はずだ。

　だが、と己は思う。武蔵という巨大な航こう空くう艦かんが持つ出力の蛇口としては、四十や五十という拝気量では少なすぎる、と。

　一人に一拝気量を渡しても、一度には五十人前後。この戦場にはその数倍の人数がいる。

　莫ばく大だいな拝気量が、全員に受け渡されているわけではない。それぞれが持つ防ぼう御ぎよの加護や術式を発動させるのにぎりぎりな量が適てき時じ供給されているだけだ。

　……それでも、充分に驚きよう異いではあるのだがな。

　他の王には出来ないことだ。

　王とは、国の首しゆ長ちようとして生き延びつつ、臣しん下かよりも上であることを望まれる。王が自分を神の権けん威いと結びつけたがるのは、それが不死性と権力の象しよう徴ちようだからだ。

　だから、命を賭かけることで、自分自身の全能力を伝播するというのはリスクが高い話だし、更さらには、加護は複数持つと効果が分減されるので、他の加護を持つことが出来ない。

　そんなやり方では、一歩間違えば全てを奪われることになる。身を守り、自分の能力を高める加護すら持つことが出来ないのだから。

　……逆だな。

　インノケンティウスや、他の国の王達は、今、中央集権の流れに乗っている。己に全ての権力と財を集中させ、己おのれの才覚を基礎に国を動かそうと言うやり方だ。

　今、その逆をもって、ぶつかってきている者がいる。

　面白い。

　主流ではないものは、その存在自体に価か値ちがある。何故なぜならば、主流ではないのに存在出来るならば、それこそが真実かもしれないからだ。主流はとやかく言ってくるだろうが、真実を自分が握っているという喜びは絶対のエンターテインメントだ。

　……面白い！

「ならば、知ってみたいのであるな。うむ、熟じゆつ考こうは果たされた」

　と、自分は、改めて前を見た。眼前に立つノリキという少年。戦う意味を感じはしないが、主流ではないものに触れておくことは、それだけの価値がある。

　だから、己は掌てのひらに力を込めた。

　どうだろう。これから使う術じゆつ式しきは、先だってこの少年を地面に打ち転がした術だ。

　一度見た術に対して、どのような反応をするのか。

　期待に心を満たして、こちらは目の前に立つ少年に、腕を振り上げた。

　対する少年は、一度だけ両足を交差させて地面に鋭く爪つま先さきを立てて半はん身みになる。そしてこちらに飛び込み、殴なぐりかかってくるが、

「遅いのであるな」
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　次の瞬しゆん間かん。戦場にいる誰もが結果を確認した。

　ノリキが、ガリレオの術の直ちよく撃げきを受けて、地面を引きずり這はわされたのだ。

　一いつ瞬しゆんのことと、土を抉えぐってかきむしるような音に、皆は思わず動きを止め、ややあってから、

「……ギャグ？」
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　周囲の反応よりも、結果に対して一番驚いていたのはガリレオだった。

　……む？

　自分の右側に、くの字になって半なかば土の地面に食い込んでいる姿がある。

　一切、回かい避ひが為なされなかったらしい。殴りかかってきて、そのまま術に直撃した。

　……何らかの意図があるのであろうか。

　思い、自分は周囲を見渡した。すると、辺りでこちらを見て動きを止めていた者達が慌あわてて視線を本来の向きに変え、ぎくしゃくと、

「お、おう──、くらえ──」

「い、いたいなあ──」

　などと再びゆっくり盛り上がっていく。数秒もすれば派は手でに殴なぐり合っているに違いない。

　しかし、周りが呆ぼう然ぜんとしているということは、周囲との連動は何もなかったということだ。

　術じゆつ式しきの効果も感じないし、狙そ撃げきを用意されていたわけでもない。

　辺りを一度、遠くまで見渡すが、やはり何もない。

　……では、本気で食らったのであるか。

　よく分からない話だ、と己は思い、しかし、

　……これもやはり、主流ではないがゆえのやり方なのかもしれんな。

　相手の攻撃を食らい、それを耐え切ることによって己おのれの強さを証明する。

「確か、新大陸や、M.H.R.R.神聖ローマ帝国で流行し始めたレスリングで、プロレスというのがそんな趣しゆ旨しを持っていたような……」

「……俺は、相模さがみ生まれだ、ぞ、と」

　声が、地面から響ひびいた。石を転がす音がして、少年が、身を震わせ、しかし身体からだを起こす。

　がくがくと揺れる身と、焦点の定かではない視線が、こちらを向く。

　大だい丈じよう夫ぶかね？　と言おうとしたとき、

「……！」

　少年が、身体をこちらに倒しながら、鳥とり居い型紋もん章しようの浮いた拳こぶしをぶつけてきた。

　回かい避ひする。それも術式による回避だ。一いつ瞬しゆんで、少年の背後に回る。

　回った。位置は少年の真後ろだ。

　すると少年は、こちらに振り向くことも出来ず、振り抜いた拳に引っ張られるようにして、

「く」

　数歩を進んで、片かた膝ひざを落とした。

　は、とつく息の音が聞こえる。身体の震え、先ほどの打だ撃げきによって筋肉が受けたショックは抜けていない。立つのもやっとという筈はずだ。だが、彼は、

「──は」

　息を吸い、身を起こした。ゆらりと揺れながら、右足を軸じくにこちらに振り向き、

「……キツいな」

「何かね君は、一体……」

　耐たい久きゆう度どが高いというわけでもない。ダメージは深しん刻こくで、今、彼が立っていられるのは、

　……地面が土だったからだ。

　一回目は校庭という硬い場所に倒し引きずってやった。しかし土の地面は衝しよう撃げきを受け止める。二度目ということで、どんな攻撃が来るかという覚かく悟ごも今回はあったろう。

　しかし、結果は何とか立っている状態だ。特別耐えられるというわけでもない。ならば、

「時間稼かせぎか」

　思った。向こう、インノケンティウスが突っ走って行っている相手、武蔵むさし副会長も、時間稼ぎの手段を用いているのだと。だから、この少年も同じだろうと、そう思った。

　だが、少年は軽く身体からだを揺らした。震える身を、汚れた身を、右に引き、その右の腕に鳥とり居い型の紋もん章しようを浮かべながら、

「──これからお前を倒す」

　告げられた言葉の意味が、理解出来なかった。

　……は？

　何を言っているのだと、己はそう思う。全く根こん拠きよがない話だと。

　もはや術じゆつ一発で決着出来るし、今の少年の状態では避けられもしない。ゆえにガリレオは、

「私の術じゆつ式しきがどんなものか、解わかっているかね？」

「──天体運うん行こうの再現術だろう」

　少年が言った。

「その移動術も、俺が地面に叩たたきつけられたのも、どちらも、公転運動だ」

「いい答えであるな。──そう、前者が〝地動説ヘリオセントリズム〟、後者が〝天動説ゲオセントリズム〟だ。

　地動説は、対たい象しようを中心に自分を公転運動で移動させる術式。速度は地球の公転速度と同様なので、おそらく見切ることは出来まい」

　そして、

「対し、対象をこちら中心に公転運動させる〝天動説〟の方はあまり使いたくないのであるがね。……〝地動説〟を引き立てるためには、その存在を用いるのもやむなし、だ」

「充分に使用していると思うが」

「今までは九十度しか回していないのであるな。だから警けい告こくしよう。──次は三百六十度だ」

「こっちはもう言うことは言った」

　少年が、身構えを深くした。荒れた息を整えながら、腰を低くし、

「──！」

　拳が飛んできたと、そう理解した瞬しゆん間かん。

　自分は少年に対し、〝天動説〟を叩き込んだ。
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　次の瞬間。戦場にいる誰もが結果を確認した。

　ガリレオと、拳こぶしを振り抜いたノリキの間で、光が破は裂れつしたのだ。

　聞こえる音は硝子ガラスを砕いたような透とう明めいな鳴り響ひびき。散る光は、弾はじかれた動きで全方位に飛び、二人を逆ぎやつ光こうから順光で照らしては消えていく。

　一いつ瞬しゆんで起きたその鳴めい動どうと光源の発生に、戦場の誰もが振り返った。

　しかし、皆の視線の先、少年は、先ほどのように倒れていない。

　彼は、無事で、次の拳を構えている。
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　ガリレオは、手の中に感じた喪そう失しつの軽さと、少年の無事を疑問に思った。

　……何であるか？

　解わからない。ただ明確なのは、

「〝天動説〟が……」

「砕いた。──少なくともこの相あい対たいにおいては、砕かれたままだ」

　少年の声に、自分は掌てのひらを見た。

　いつもと同じように、術じゆつ式しきを念じる。身体からだの内にある内ない燃ねん拝はい気きの流りゆう体たいを、掌てのひらにイメージし、そこに意志のパズルを組み立てていく。何故なぜ、何が、何で、何とすれば、何になるのか、それを思う意志を流体に通し、余分なものを取り去って術とする。だが、

「────」

　掌しよう中ちゆうに、天動説は現れない。思うことは出来、考えることは出来ても、成立しない。

　……これは……。

　考え、ふと、己は少年の背後を見た。彼が先ほどまで、そこにいた位置。

　……まさか。

　戦場には、地面に、倒れ伏している影が幾いくつかある。唸うなり、何とか動こうとしているのは、武蔵むさし側の者でもあり、こちら側の者でもある。しかし自分が見たのはその中の一つ、K.P.A.Italia警けい護ご団における、隊長の一人が倒れている光景だった。

　それは、昨夜、姫ホライゾンを確保した隊の隊長。その際において、今、目の前にいる少年を押さえ付けた男だった。

　彼は言っていた。あの少年の打だ撃げきは、全く通じなかったと。

　実際、その通りだったのは、これまでの経験で解っている。だが、

　……この少年の全てが、そんな〝主流〟の、当たり前の考え方ではないとしたら？

　己は見る。少年の腕にあった鳥とり居い型の紋もん章しようが、今、ゆっくりと消えていくのを。

　アリアダストの校庭上で見たものは、諏す訪わ神社系列下における創作術で、〝弥生やよい月づき〟という名のものだった。弥生というのは極きよく東とうの言葉で三月を示すと、ガリレオは知っている。

　では、こちらの〝天動説〟を砕いて消えていくのは、


『創作術式〝睦む月つき〟：──完了』



「……そういうことであるか！」

　自分は、理解した。

「〝弥生月〟、そしておそらく〝如月きさらぎ〟を経て〝睦月〟、そうであるな!?」

「解っているなら言わなくていい」

　いやそれは駄目だ。口に出して確認。これは暗記の必ひつ須す方法である。

「少年！　君の術じゆつ式しきは、その打だ撃げき力の低さを克こく服ふくするために、……二度の打撃を奉ほう納のうし、そして三度目に、奉納によって術式強化した打撃を叩たたき込むのか！」

「低いとか言うな。弟達を躾しつけるならこれで充分だ」

　少年が構えた。

「警けい告こくする」

　右の拳こぶしを、引きながら握り、

「──一度目は、どのような防ぼう護ごも無視させるための奉納。二度目は、どのようなものであろうとも打撃力を通じさせるための奉納。だから、俺が認知出来る限り、俺に殴なぐれないものはない。そして……」

　危険を感じた。だからこちらは、

　……〝地動説〟！

　一いつ瞬しゆんで背後に回れば、どうにでもなる。魔ま神じん族の外がい殻かくと重量はそれだけで武器になるのだから。腕を叩きつければそれで終了だ。要は、相手の拳に当たらねばいい。だが、

「三発目だ。校庭と、先ほど、既すでに打撃していたからな」

　打撃の動きと共に光が散って、音が響ひびいた。

　気づけば自分は動いておらず、更さらには己おのれの腹に、少年の新しい拳が打撃力無しで当たって、

「こっちは、二発目だな」


『創作術式〝如月きさらぎ〟：──完了』



「……!?」

　己は慌あわてて下がる。対する少年が右腕を上に突き上げ、開いて、そして握り、

「言わなければ解わからないようだから言ってやる」

　息を吸い、拳を引きながら、彼が言う。告げるセリフは己に確認を取るように、

「──三発殴ってガリレオを倒せ」

　言葉に押されるように、自分は下がった。

　……これは──。

　下がり、身構える。今や〝地動説〟も〝天動説〟も砕かれた。だが、

　……面白い！

　何がどうなるのか。否、それよりも驚きや喜びに似た感情がある。自分もまだまだ〝主流〟の側にいたのだと。

　そして、少年が、再び口を開いた。聞こえる言葉に、己は期待する。今度は、どのような主流外れのことを言ってくれるのだろうかと。すると、

「後では遅いだろうから、言っておく。

　アンタの敗因は、アンタの思う天体が、机き上じようの、紙上の、……平面的なものだったことだ」

「それは──」

「天体望ぼう遠えん鏡きようというのは、真上を見ることが出来ないのか？」

　問われ、ふと、自分は思った。

　……確かに、ああいうものを使うようになってから、天上をまっすぐ見上げることがなかったかもしれんな……。

　思い、見上げた直後。空から、それが来た。

　直上。大天上の中央から来るのは、点のように見え、しかし一いつ瞬しゆんで飛来する、

「異い端たんガリレオ！　討うち取ったり……!!」

　半はん竜りゆう。異端審しん問もん官かんのコスプレをしていて、やはり午後に地面に伏させた筈はずの者だ。

　解わかる。この戦いの前、武蔵むさしの方から音が聞こえたではないか。あれは、

　……この者を、デリックからの加速付きで打ち上げる音……！

　あのときもそうだ。空を浅く見上げただけだった。天上を見ていれば、違ったかもしれない。

　空、二つの月がある。そして、白の二球を背後に飛来した半竜が、

「!!」

　直ちよく撃げきした。
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　陸りく港みなとの南側で起きた爆発を、正まさ純ずみは見ていた。

　……もうちょっと静かに出来んのかなあ……。

　思うが、戦場とはそういうものかもしれない。

　……男連れん中ちゆうが好きそうな場所だしなあ……。

　巻き上がる土ど砂しやや破は片へんの向こう、首の据すわりを直しながら立ち上がったウルキアガの背と、伏せて爆圧を待たい避ひしていたノリキが見える。ノリキは、膝ひざを付いて気を失っているガリレオの頭部、羊型のホーンを紋もん章しようの浮いた右拳こぶしで軽く殴なぐると、その動きでガリレオが倒れるに任せ、

「……三発で倒すという約束は守った」

「うちの打だ撃げき系女教師もそこ殴れって言ってたしな」

　そういうものかと首を傾かしげていると、土つち煙けむりを上げて教きよう皇こうが走ってきた。ガリレオは無視するらしいが、状況が状況だけに正しい判断だろう。

　もはや、大罪武装ロイズモイ・オプロの〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟を右の小こ脇わきに抱えて突っ走ってくる教皇に対し、こちらは手にしていた小説を閉じ、

「え、えーと」

　自分のしていることは時間稼かせぎだ。教皇が接近したら敗北を宣言していい。だが、時間稼ぎとして、教皇をもっと引きつけてからそうしたいが、

　……こ、これは激げき突とつコースだぞ……!?

　だから、教皇が荒れた地面に踏み込む直前で、わあ、と半なかば引き気味に、

「負け！　こっちの負けでいいですから！　ええと、うわ、──私の敗北を認めます！」

　言葉の終了と同時に、教きよう皇こうがフルブレーキングをかけた。土の地面を十メートル近くえぐる靴ブレーキにより、教皇は半なかばスライディング姿勢のまま、手が届くような位置で止まった。

　目の前だ。

　滑り込みの、やや身体からだを横倒しの俯うつぶせにした教皇は、汗まみれで息荒く、呪じゆ詛そにしか聞こえない何かをぶつぶつ言っていた。が、彼はやおら立ち上がると、こちらに背を向けた姿勢をとり、懐ふところから水の入った瓶びんを取り出して煽あおった。

　一気飲む。それを見た自分は、

「え、ええと、あの」

　いらん世話だろうかと思いつつも、

「水だけじゃなく、他の栄養素も摂とった方がいいと思いますよ？」

　問いかけに、教皇の背が答えなかった。心配そうにその顔を覗のぞき込んで宙をうろうろしている走徒マウスにも何も言わず、彼は水を飲み干すと一息を大きくつき、いきなりこちらに勢いよく振り向いた。小こ脇わきに〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟、左に瓶を握った手で、しかしこちらを指さしながら、

「──お前の負けだあ!!」

「え、あっ、はいっ」

「いいか!?　さっきの交渉と！　今ので！　こっちの二勝無敗だ！　通常設定のゲームなら二本先取ルールだから正式にこちらの勝利！　いいなあ!?　おい！」

　はいっ、と半ばびっくりの反射で頷うなずきつつ、

　……何で男って、こう、勝ち負けうるさいかなあ……。

　あれ？　でもさっきの交渉は引き分けじゃないのかなあ。言った者勝ちかなあ。

「あと、いいかお前！」

「え？　な、何です？」

「女だったらちゃんと女らしい格かつ好こうをしろ!!」

　……説教来たあ──!!

「大体、何だ!?　戦場に戦せん闘とう要員でもない、それも女おんな子供がやってくるとは何事だ！　俺が教皇だったから良かったものを、そうでなかったら止まり切れずに轢ひかれてるかもしれんぞ！　全く、これだから異い教きようの連れん中ちゆうは勘かん弁べんならん！　教皇は赦ゆるさんぞ!!」

　はい、はい、とただ頭を下げるしかないが、叫ぶだけ叫んだ教皇総そう長ちようがまた背を向け、走り出そうとするのを見て、

「……まだ、走るんですか？」

「俺が他の者達の見本にならずにどうする!?　ああ？」

　言うだけ言って、彼は戦場に存在する自分の味方全てに対して叫んだ。

「……聞け！　下らぬ陽動を用いた武蔵むさし側副会長は今ここで俺の説教に超懺ざん悔げした！　──正しき方法は常に勝ぁつ！　そして俺がいる限り、その方法は失われない！　皆、唱えろ!!」

　彼の背が走りだし、そして急ぎ、速度を上げながら、

「──聖せい譜ふある世界において、結果は全て正義に満ちている!!」

　その声に、答える音があった。

　声の群だ。押され掛け、数を減らしていたK.P.A.Italia側の生徒達が腕を振り上げ、

「──聖譜ある世界において、結果は全て正義に満ちている!!」

「──Ｔｅｓテスタメント．！」

　声が上がる。

　Ｔｅｓ．、Ｔｅｓ．、Ｔｅｓ．、

「我らは聖譜の元に行動せり！」

「我らは聖譜の元に結論せり！」

「我らは聖譜の元に規き範はんせり！」

　わあ、という歓声にも似た声と共に、激げき突とつの音が響ひびき渡る。

　それらを見聞きして、また高速で突っ走っていく教きよう皇こうの背を見て、自分は一息をつく。

　……無む茶ちや苦く茶ちやだなあ。

　そう思う頭上、砲ほう撃げきの音が聞こえ、ふと、己は疑問に思った。

　おかしい。既すでに三征西班牙トレス・エスパニアの戦せん士し団は大部分が崩されている。後のことを考えれば、このあたりで何らかの理由を作って砲撃を停止して、事態の推すい移いを見てもいいはずだ。

　それなのに砲撃を続けていると言うことは、

　……勝しよう算さんが、ある？

　明確な勝算、それは何かと思ったとき、自分は携帯社しや務むを出し、

「──指し揮き所しよか？　ネシンバラだな？　二ふた代よとの連絡はとれてるか？」

『いや、……さっきから、通じてない。だから多分、当たりだ。急ぎでこちらの広報委員を送って状況の確認をさせてる』

　それは、

『彼女はきっと、──立たち花ばな・宗むね茂しげと接敵したんだ』
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　武蔵むさしから東、三み河かわへと降りる東側山さん岳がく街道は、途と中ちゆうに山側関せき所しよを持つ。

　本来ならば武蔵の停てい泊はくする時期、関所の待たい機き所となっている広場は貨か物もつの荷車などで混雑している筈はずだが、今は違った。

　夕日の広場には、二つの影だけが対たい峙じしている。

　片方、麓ふもと側に立つ赤い制服と装そう甲こうを纏まとった金きん髪ぱつの男が、黒と白の長ちよう刃じんを携たずさえてこう言った。

「三征西班牙、アルカラ・デ・エナレス所属、第一特務、近接武術師ストライクフオーサー、──立花・宗茂です」

　片方、山側に立つ黒と白の制服に青の装そう甲こうを纏まとった女が、槍やりを携たずさえてこう言った。

「極きよく東とう、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん所属、臨時副長、近接武術師ストライクフオーサー、──本ほん多だ・二ふた代よだ」

　そして女が問う。

「一人か？」

「時間的に、そうしないと間に合わないので。──そちらも一人で？」

「ああ、──友人がいないのでな。だから先ほどの、総そう長ちようからの流りゆう体たい供給も来ておらん」

「……え、ええと」

　宗むね茂しげが、一度視線を逸そらし、表示枠カデナフイルマを出し、

「……あの、誾ぎんさん、事情的に難しそうな人とはどう話すべきでしょうか」

『Ｔｅｓテスタメント．、私より難しい女はいませんので。──五分の一誾くらいで』

　はあ、と頷うなずいて宗茂が顔を上げた。ややあってから、彼は、

「何故なぜ、ここに？」

「何故、とは？」

　彼女の疑問に、宗茂が首を傾かしげた。刃やいばを持たぬ左手で、二代の槍やりを指し示し、

「大罪武装ロイズモイ・オプロの試作品である蜻蛉とんぼ切きりの割かつ断だん能力は、大罪武装の能力を割断出来ます。大罪武装のストッパーとして作られた神しん格かく武装ではないかと私は思っているのですが……、ならば向こう、教皇総長パパ・スコウラの大罪武装を潰つぶしに行った方が、諸しよ処しよも含め、楽に行けたのでは？」

　告げられた台詞せりふに、二代が無言になった。

　ややあってから、彼女は空を見上げ、そして不意に額ひたいに手を当てると、

「拙せつ者しやとしたことが……！」

「え……？　……えぇ!?」

　だが、二代がすぐに視線を戻す。そして顎あごに手を当て、うつむき、何かを数えるようにぶつぶつ言ってから、

「待て」

「……何がですか？」

「いや、……いいので御ご座ざろうな。うむ」

　左の手を、右に握った拳こぶしで軽く打ち、二代が宗茂を見た。

「拙者の記き憶おくの中では、この配置はメガネとセージュンが決めた気がするで御座る」

「はあ」

「拙者は話半分で聞いておったが、まあ、深い意味が向こうとしてはあったので御座ろう。ならば拙者がここにいるのは、深い意味があってのことに御座る」

「前向きなんですね」

　否、と二代が答えた。

「戦うことしか考えておらぬのに、前も後ろもあり申さん」

「……貴女あなたは、私に勝てると思っているのですか？」

　宗むね茂しげが問うて、軽く足を開いた。前後に、緩い幅を持って、だ。

「速度では私に勝てない。解わかっていますね？　だから……、降こう伏ふくを求めます」

「残念なことに御ご座ざるな。敵が八はち大だい竜りゆう王おうの一人となれば、血は熱を持つものぞ。大体──」

　二ふた代よが、やはり軽く足を開いた。こちらも前後に、しかし身体からだを前に倒して、

「拙せつ者しや、あのときは本気ではあり申さん」

「私も、あのときは本気ではありません」

「五割に御座った」

「30％でしたね」

「いや、二割五分」

「ええ、15％で」

　二人が、それぞれの武器を背後に、伸ばすように引き構え、

「ならば」

　身をゆっくりと、前に押し出すようにしながら、

「──ここからは本気で!!」

　直後。赤と青の速度が激げき突とつした。
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　宗むね茂しげは、金属音の響ひびきをありとあらゆる方向から聞いた。

　耳に届くのは、風に乗った攻撃と防ぼう御ぎよの動作と、火花の連続だ。

　自分が打つ音もあれば、自分が弾はじく音もある。

　武器をぶつけ合うことはなるべく避けたい。金属は硬こう質しつであるが故ゆえ、刻みが入ればそこから折れるし、そうでなくとも、反り曲がったまま戻らなくなることが多々ある。

　大罪武装ロイズモイ・オプロは自じ己こ修復機能を持つ超上級の武装だが、だからといってぶつけ合っていいというわけではない。

　……しかし、この相手は、そんな気き遣づかいが出来ないほどに──。

　速い。

　右と左、下と上、それらの混成や連続など、高速の連れん撃げきが来る。

　回かい避ひのために身を動かそうとすれば、カウンターで攻撃が来て、更さらには石いし突づきで追うような一いち撃げきが追加される。

　右足を出せば脚あしを刈かりに来る。肩を前に出せば突きに来る。引けば押して来て、前に出れば突きと攻撃の連続を見み舞まってくる。

　その回転の速さは、彼女の父、忠ただ勝かつには無かったものだ。

　そして回転速度の理由は明確だ。

　……短い槍やりと、石突きの多用。

　槍をバトンのように回すことで、攻撃と牽けん制せいと防御を同時に行い、距離が開いたら突いて詰める。弾はじかれたら回転を逆に入れ、逆方向からの攻撃に切り替える。

　柄えを短くしているため、回転速度も切り返しも速い。

　石突きを非常武器ではなく、穂ほ先さきと同様に使用することで攻撃回数は二倍になる。

　更さらには、

　……術じゆつ式しき!!

　神しん道とうの術式は穢けがれ払いが基本。速度を阻そ害がいする全てを禊みそぎ、修練で得た己おのれの実力をありのままで発はつ揮きしようというのが彼女の術式だろう。

　空気抵抗や重量などを随ずい分ぶんと禊いで軽減している筈はずだ。だからこそ、動作数を詰めることで純粋な速度の向上が図れる。

　……これは──。

　連れん動どう、とも言うべき、止まることの無い連れん続ぞく攻撃。

「この連動が、父ちち君ぎみを相手に開発した攻撃方法ですか!?」

　大罪武装〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を強くぶつけ、距離を取る。だが、相手は、

「……！」

　答えない。もはや言葉を漏らすことも速度の障しよう害がいとなるとでも言うように、彼女は鋭い視線を速さの先せん端たんに乗せて来る。

　時とき折おり、攻撃を更さらに速くするため、槍やりが身体からだの右から左に、そしてその逆に回るときがある。槍を回す動きを利用して、身体分の距離を稼かせぐためだ。

　しかし、そんな足の踏み込みも調ちよう息そくも、引いて突き来る動きに連なり、淀よどみない。

　速い。

　全てが連動で、弾はじいたところで止まらない。

　飛び交う刃やいばに、肌はだが赤の線を幾いくつも得て、掠かする打だ撃げきの擦さつ過かが走る。

　音も火花も風の動きも何もかも、踊る黒の髪かみも、縦や横の円えん弧こを描く。

　……しかし──。

　自分は思う。首後ろの聖せい術じゆつ発動機から圧縮契けい約やく書しよを連続で使用し、紙片と陽かげ炎ろうを周囲にまき散らしながら、

「まだ、こんなもんじゃあないでしょう!?」
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　宗茂の速度が上がり始めたことに対し、対する二ふた代よは心の中で歪いびつな感覚を得た。

　今、全ての意識は全身の統とう御ぎよに向けている。

　雑念はない。そう、諸しよ処しよの煩ぼん悩のうは訓練によって簡単に封じることが出来る。戦せん闘とうの前に、心の中でこう唱となえればいいのだ。

　……勝つまで我が慢まん……！

　勝ったら極ごく楽らく。ならば黙って勝て。そういうことだ。

　だが、雑念のない心の中に、それでも歪ゆがみの感覚がある。苦にがいとも言えるそれは、

　……来たで御ご座ざるな！

　宗茂が、速度を上げて来た。

　方法は単純だ。彼の場合、聖術による加速術じゆつ式しきを用いるだけだ。

　移動速度の加圧用に足場の連続複写を用いた上で、全身の運動速度も上げている。

　戦闘中の疲ひ労ろうは凄すさまじい量になる筈はずだ。今も、彼の首後ろ、制服の各部から抽ちゆう出しゆつした熱量を排気する十字型複合ラジエーターは陽炎を上げている。

　こちらとは違う。こちらは、疲労も穢けがれと捉とらえ、禊みそいでいる。速度が上がれば禊ぎ量が追いつかずに疲れが蓄ちく積せきされていくが、戦闘の行動時間は長い。

　向こうは、短時間決戦の高出力型。

　こちらは、長時間運用の低出力型。

　だから、こちらは動きの多い石いし突づき多用の戦い方を取る。それをすることによって加速が積み重なり、早い段階でトップスピードにのれるからだ。

　……だが──。

　こちらの連れん動どうの速度が限界に近くなっていく現在。向こうがこちらを押しに来た。

　苦にがい。

　何しろ、向こうは、疲ひ労ろうさえ考えなければ速度に上限が無い。後先考えず、身体からだが壊れることも顧かえりみず、瞬しゆん間かん的に大出力を出して、こちらを倒しに来ることも可能なのだ。

　速い。

　思い出す。朝のことを。停てい滞たいを禊みそいで望んだ加速に対し、割り込みをされたことを。

　あれは、完全なトップスピードに乗っていない出だしの一歩だったと、そんな言い訳は出来ない。向こうだって条件は同じなのだし、

　……拙せつ者しやの速度は、修練がそのまま出る……。

　神しん道とうの禊ぎ祓はらいは、強化の力ではない。余分なもの、穢けがれたものを取り除き、本来の力を発はつ揮きさせるだけだ。負けたならば、自分本来の力が負けたに等しい。

　しかし相手は身体強化だ。本来の力以上のものを、出してくる。

　だが、それでも、

　……勝つ！

　この男は、父と相あい対たいした。結果として、生きている。だから、

　……勝つとも……！

　父の名は、〝ただ勝つこと〟という意味だ。

　父は三み河かわ消失という事件に手を貸した。それは達成され、しかし敵は生きている。

　勝ったのか。負けたのか。

　解わからない。その結果を知ったとしても、自分がどう思うべきなのかも。

　解りはしない。

　解るには、

　……勝って──。

　勝って知る。負けて知るよりおそらく気分がいいはずだ。

　だから自分は攻撃の連動速度を上げた。父や鹿か角づのとの訓練における、最高の位置まで。
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　高速の中で、宗むね茂しげは相手を計った。

　……更さらに速度を上げますか……！

　攻撃の速度が上がる。もはやこちらが防戦一方になるほどの連動速度だ。既すでに両者共に擦さつ過かや薄い切り傷によって朱あけの色を飛ばしているが、その数はこちらの方が多い。

　更には、

　……丁てい寧ねいな戦せん術じゆつですね。

　移動速度で敗れた経験があるためか、脚あしを使わずに接近戦を挑いどんでくる。それは、接近を挑み、押すことで、こちらに自由な移動をさせないようにするためだろう。

　いい戦せん術じゆつだ。

　しかし、と自分は思う。正しすぎるやり方だ、と。

　連動すると言うことは、繫つなげると言うこと。

　だが二ふた代よの攻撃には、それに集中するが故ゆえ、決定的な打だ撃げきが欠けている。全ての動きを繫げてくる代わりに、それ以上の一いち撃げきを叩たたき込むことが出来ない。こちらに踏み込まれることを警けい戒かいしているせいもあるだろうが、全身をぶち込み、身体からだや腕を伸ばすことでリーチを追加するような攻撃がないのは確かだ。

　無む論ろん、二代の連動速度ならば、当たれば無事では済まされないだろう。ゆえに速度を上げ、決定的な一打はなくとも、全てが致ち命めいの一撃になるようにしているのだ。

　……しかし──。

　大きな一撃の無い攻撃には、起き伏ふくがない。

　何が来るか、という不安は、連動を見み据すえていれば消えていく。

　あとは、高速の動きのどこに、いつ突っ込んでいくかという決断だけだ。

　決断は出来ている。だから行く。足裏に意識を込め、

「──！」

　行った。

　二代に対して正面から突っ込んだ。

　対する二代が、槍やりを左から右に振り抜く。

　いい判断です、と、宗茂は思う。

　何しろ二代は己おのれの右に槍を構えている。正面から来る敵に対して突き込んだ場合、敵が左に回ったら、次は背の方に槍を振る必要が生じてしまう。

　だから先に左から振って、己の左に回り込まれないようにする。

　だがこちらは、己にとって右から来る斬ざん撃げきに対し、

「っ！」

　右の〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の刃やいばをぶつけた。

　方向は左上。弾はじかれた蜻蛉とんぼ切きりの刃が空に跳ね上がり、すぐに下から石いし突づきが回ってくる。

　直後に自分は右前に、石突きが来るより先に二代の背の方へと走った。

　二代が、跳ね上がった蜻蛉切を体の右側で縦に回転させる。だが、わずかな遅れがある。右構えの状態で縦に回した蜻蛉切では、すぐに左へ攻撃できない。

　二代が振り向くより先に、こちらは武器を構え直しながら背の横を通り過ぎる。

　単純な隙すきだ。

　攻撃を連動するためには、蜻蛉切を回す必要がある。回す動きは打撃や斬撃の動きになるが、こちらに当たる以前なら死んだ動きだ。特に縦回転だと、相手を左右に誘ゆう導どうすることも出来ないし、蜻蛉とんぼ切きりの重さもあるため、左右への構えのシフトが取りにくい。

　相手がこちらの攻撃を弾はじいた反動も使用するならば、左右どちらかの構えになるように攻撃を弾いて固めてしまえばいい。

　あとは、横から背の方に回ればどうとでも出来る。だが、

　……これでは甘すぎる。

　こんな隙すきの作り方は、初歩の内だ。

　東とう国ごく最強、本ほん多だ・忠ただ勝かつの襲しゆう名めい者の娘が、対応訓練を受けていないはずがない。

　そして彼女の左背せに回った自分は、己おのれの刃を振りかぶりつつ見た。

　あわよくば一いち撃げきを入れられる位置に二ふた代よの背がある。だがそれは、

「──!?」

　彼女の身が、己の右側で縦に回る蜻蛉切の向こうへと、無む造ぞう作さに移動したのだ。

　回る蜻蛉切が、こちらと彼女の間に、遮しや蔽へい物となる。

　何が起きたかは解わかる。

　二代は、縦に回した蜻蛉切から手を放し、その回転をくぐったのだ。

　動作からすれば簡単なことだ。歩いてくぐればいい。それだけで、背と敵の間に蜻蛉切の回転防ぼう護ごを作ることが出来る。

　しかし、こちらを斬ざん撃げきする高速連動中の蜻蛉切に当たることなく、その回転をくぐるのは、

　……どれだけの訓練を行ったものか！

　更さらには二代が、回転する蜻蛉切の柄えに右の手首を絡めた。槍やりは絡んだ部分を支点に角度と速度を変える。

　それはほぼ水平のバックハンド。走るこちらの正面から足を薙なぐ水平の一撃。

「！」

　対する己は跳んだ。

　左だった。

　二代が腰後ろを横に通した蜻蛉切の柄を摑つかみ、身ごと回しながらバックハンドの右薙ぎを打ってくる。その背後へと、自分は高速回転の空中側転を一発入れる。

　背後に着地し、右の〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟による一撃を叩たたき込む動きだ。

　この位置ならば、二代の蜻蛉切のバックハンドも届かない。彼女の腰の後ろに柄が当たるため、バックハンドで振り抜こうとしても出来ないからだ。

　先ほどのような甘い隙ではない。相手の速度をこちらが上回ったことによって生まれる隙だ。

　だが、二代が更に動くのを己は見た。蜻蛉切の柄、バックハンドの動きで腰の後ろを回る鉄の柄の下に、二代が腰を落としたのだ。

　手は柄に引っかけたまま。座った頭上を回る蜻蛉切は、もはや腰によって回転を妨さまたげられることはなく、こちらの着地位置に回転して叩たたき込まれてくる。

　当たる。
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　二ふた代よは、迷うことなく動いた。

　宗むね茂しげの着地地点めがけ、横殴なぐりの一いつ閃せんをぶち込んだ。

　入る。

　そう思った瞬しゆん間かんだ。自分は一つの音を聞いた。

　金属音だ。

　宙で側転しながら身を縮めた宗茂の足の裏から、足場を捉とらえる音が吠ほえた。

　足場は、蜻蛉とんぼ切きりの柄えだ。

　身を限界まで縮めた宗茂が、振り回される蜻蛉切の柄を靴裏でホールドし、

「……！」

　柄の上に着地した彼が、こちらに全身を向けた。

　来る。

　こちらは座っているので回かい避ひ出来ない。

　だが、己は一つの判断を下した。

「──貰もらった!!」
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　次の瞬間。柄の上を走り出そうとした宗茂は、己おのれの挙きよ動どうに違い和わ感を得た。

　自分は前に出ようとしている。それなのに、

　……距離が──。

　二代との距離が、開く。

　手が届きそうな位置から、数歩を必要な位置へと吹っ飛ばされる。

　……これは……!?

　疑問し、気づいた。二代の手元、蜻蛉切の伸縮機能を司つかさどるソケットがある。

　蜻蛉切は、その長さを変えることが出来る。最長で六メートル。最短で一メートル。

　伸縮機能を最大開放された蜻蛉切の柄は、こちらを乗せたまま、振り回す勢いで伸張した。その距離六メートル。数歩が必要な距離だ。

　更さらには、二代の声が、

「蜻蛉切……！」

　叫びの理由は解わかっている。割かつ断だんの能力を使用する気だ。

　蜻蛉切はその刃やいばに映した相手を割断する。

　二ふた代よがどれだけ蜻蛉とんぼ切きりに認められているかは解わからないが、通常駆動は可能だろう。

　ゆえに己は背後を見た。後ろ、水平に構えられた刃やいばには、自分の姿が映っている。

　直後。二代の声が叫んだ。

「──結べ、蜻蛉切！」
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　全ては判断の連続だった。

　二代の視し界かいの中で、宗茂がまず動いた。

　彼は水に飛び込むように上半身をくねらせ、蜻蛉切の柄えに身を倒していった。

　が、そんなことをしても、蜻蛉切の刃から逃れることは出来ない。

　……割かつ断だんされて終わりに御座る！

　だが、己は宗茂の更さらなる動きを見た。

　柄の上に身を倒しつつ、宗茂が後ろに引いた右足首を限界まで前に曲げて、

「……！」

　右の靴底を蜻蛉切の刃に食い込ませた。

　刃を靴裏に埋め、柄に身を沿わせることで刃から靴裏の陰に身を隠かくす。

　刃には、もはや宗茂は映っていない。

　割断の能力は発はつ揮きされず、何も起きず、自分は言葉を失った。

　……通用しない!?

　戸と惑まどいとも言える致ち命めい的てきな隙すきを生んだ疑問に、宗茂が吠ほえた。

「前回の反省点を活かした無効化です！」

　言葉と共に、宗茂が浅く身を縮め、

「──！」

　走ってきた。
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　宗茂は行った。

　壁を昇るような勢いで、蜻蛉切の上を文字通りの一直線に突っ走る。

　武器は右腕の〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟。だが敵は左手側に位置している。ゆえに二歩目で身を起こし、時計回りに全身を旋せん回かいさせた。

　右肘ひじ打ち姿勢からの右バックハンドで、座っている二代に〝悲嘆の怠惰〟を叩たたき込む。

　当たる。

　骨を砕く、木枝を折るような乾いた響ひびきと、肉を打つ湿った音が、二代の身体からだと蜻蛉切を吹き飛ばした。

「……！」

　十数メートルを飛んだ二ふた代よが、尾のようにたなびく黒くろ髪かみと、手から離さなかった蜻蛉とんぼ切きりとともに地面を削けずり、転がり、やがて止まった。

　後に動くのは、首後ろのラジエーターから陽かげ炎ろうと煙を噴ふいて着地する己だけだ。
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　二代が打ち飛ばされて倒れ、転がり動かなくなる光景を、人々は見ていた。

　武蔵むさしの放送委員が、ネシンバラの指示で二代を追ったためだ。そして追いつき、戦せん闘とうの中継を始めた矢先に、いきなり結論が提てい示じされた。

　今、立っているのは宗茂だけだ。

　解説役と実況の生徒も、何も言えない。ただ、宗茂が、大きく息をつき、汗を拭ぬぐうこともなく、放送委員に気づき、振り向いた。

　彼は、右腕の〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を構えて見せ、

「これより武蔵への〝悲嘆の怠惰〟による砲ほう撃げきに参ります。──艦かん船せん群の流りゆう体たい抽ちゆう出しゆつと供給を用いて出力二十パーセントほどまで確保していますので、一艦くらいは砕けます。ゆえに武蔵住人に告げます。……早く武蔵から退たい避ひをして下さい」

　言葉は、これから行うことと、武蔵側の敗北を意味したもの。

「姫ホライゾンをここで救い出しても、武蔵が出しゆつ航こう出来なければ、これからやってくる私の援えん護ごによって武蔵は包ほう囲いされ、姫はまた奪われます。……その流れこそが、今回の決着です」

　告げた宗茂が、山上、武蔵の方へと歩き出す。

　だが、数歩を行き、ふと、彼は足を止めた。

　何事かという動きで、放送委員の撮さつ影えい機材が動く。

　そして人々は、表示枠サインフレームを通して、動きよりもまず一つの声を聞いた。それは、

「く」

　唸うなりとも、呻うめきとも言える声。

　しかし、確かに短い息をこぼす音が聞こえたのは、遠く、伏している二代からだ。

「まさか……」

　宗茂が振り向いた視線の先へと、解説役の少年や実況も振り向く。

　今、二代は動いていない。だが聞こえるのは、

「……か」

　声がして、だが、ゆっくりと、それが始まった。二代の腰が上がり、膝ひざが立てられ、

「……っ」

　崩れ、一度伏し、それでも、

「────」

　再び、身を、起こしていこうとする。まだ、腕も、首も、背も定かではない動き。ダメージから全く回復しないまま、そうであっても、また倒れても、身体からだは動きを続け、

「これは……」

「ええ、本ほん多だ選手、……まだ闘うというのか！」

　解説役が言った瞬しゆん間かんだ。

　まるで影のように、二ふた代よの姿がゆらりと、右腕に蜻蛉とんぼ切きりを持って立ち上がった。

「本多選手、立ったあ──!!」
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　二代は、薄れた意識の中で考え事をしていた。

　思し考こうの鮮せん明めい度は、朝起きたときのまどろみに近い。気づくと記き憶おくに残らない脱線をしていて、前に考えたことを忘れかけていたりする。

　今、確かなことは、

　……立った、で、御ご座ざるな。

　だが、何故なぜ立ったのか、何故に倒れていたのか、何故ここにいるのか、よく憶おぼえていない。

　解わかるのは、

　……倒れたら、負け、……で御座ったか？

　記憶の中、父と鹿か角づのがいるときは、どうだったろうか。訓練、そう、訓練だ。訓練のとき、倒れたら、負けだっただろうか。このところ、倒れることがなかったように思えるが、全く倒れなかったわけではないはずだ。

　否。

「負けでは、ない」

　そうだった、と思う。訓練では、倒れても手を貸されることなく、追つい撃げきが来たのだから。

　追撃。

　……それは……。

　訓練で地面に倒れたかつての自分が、記憶に蘇よみがえる。脚あしは使えない。腕も満足に振れない。起き上がるしかないと思った眼前に、槍やりの穂ほ先さきが突き込まれてくる。

　その鋭利さが鮮明に思い出されたことをきっかけに、思考がはっきりしてきた。

　……そう、父との訓練では──。

　思い、そして思い出した。自分の手の中にある重量を。

　蜻蛉切。父の代だい名めい詞しとも言える武装だ。それが何故手元にあるのか。

「これは──」

　失った代わりに、得たものがある。

　父も鹿角もおらず、訓練は無く、敵があり、実戦があり、蜻蛉切を受け継ぎ、しかし、

「あ」

　息を吸い、自分は、空を見上げ、そこから地面へと声を叫びとして放った。

「……っ!!」

　眠りのようなものから醒さめた今こそ、己は喪そう失しつの意味を捉とらえた。自分がどれほど大事なものを失ったのかを、鮮せん明めいな心は、世間や、しがらみや、体面など抜きに感情として抱きしめ、

「──!!」

　身を折って、声をあげた。

　だが、息が尽きれば声は止まる。そして己は思った。

　……拙せつ者しやの感情など、息が尽きれば表現が止まる程度のもの……！

　息を吸う。そしてもはや二度目の声をあげない。何故なぜならば、

　……初めてあげる声に、二度目はないので御ご座ざるよ。

　だから、代わりというように、自分は問いかけた。顔を俯うつむきのまま、

「立たち花ばな・宗むね茂しげ。……少々聞きとう御座る」

　告げる言葉が、ダメージによって身体からだごと震えているのが自分でも解わかる。しかし、

「もし、お主ぬしがここより先に行けば……、極きよく東とうの君くん主しゆは失われるので御座るな？」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　正面、距離十二メートルの位置で、宗茂が振り返る音がする。

　それは、答えてくれるということだ。ゆえにこちらは、

　……幸いで御座るな。

　父と鹿か角づのと、訓練の日々を失った代わりに、問えば答えの来る戦場がある。

　だから、戦場に先に立っていた者に対して、自分は言葉を重ねた。

「極東の君主を殺あやめることについて、どう思うので御座るか？」

「──それが、我らが君主の望みであるならば」

　宗茂が答えた。

「サムライはその望みを叶かなえるが務めです」

「そうで御座ったか。ならば、父、忠ただ勝かつは、貴き殿でんに勝利したので御座るな。何故ならば……」

　己は面おもてを上げた。乱れた髪かみの向こうに相手の顔を認め、

「三み河かわ消失が父の君主の望み。父はそれを守り通した」

　だから父の勝利だ。

　思えば簡単なことだ。自分が今抱いている感情などとは無関係に、父は父であることを通した。そして自分の代だい名めい詞しとしての武器をこちらに寄よ越こした。

　あとは簡単なことだ。自分も己を果たせばいい。本ほん多だ・忠勝の子として望むならば、

「まだ謁えつ見けんすらしたことが無いが、サムライである拙者が仕えるべき君主は、現在、不当な自じ害がいの道に立たされて御座る」

「では、どうなさいます？」

「その道をつけようとする貴き殿でんを、極きよく東とうのサムライとして討つ」

　負傷はある。疲ひ労ろうもある。だが、

「サムライは己おのれに仕えん。ただ、君くん主しゆを守り、その望みを果たすだけに御ご座ざる」

「貴女あなたの仕えようとする君主、……姫ホライゾンは、この世界を戦乱に巻き込む存在かもしれませんよ？」

　彼の言葉に、はは、と己は笑った。

「父の君主よりスケールが大きう御座るな。時代はもはや三み河かわの消失すら小事とする流れで御座るか。流石さすがは我が君主。──いずれ極東を支配するに相応ふさわしう御座る」

　言って、自分は身構えた。膝ひざにはあまり力が入らず、両の腿ももも張っていて、筋の流れが解わかるほどだ。そして右の肋ろつ骨こつに入った亀き裂れつが、呼吸するだけで軋きしみを捻うなり上げてくる。だが、

『──！』

　突然、周囲に表示枠サインフレームが現れた。それらは、

「……応援来てますよ！　最大限拾います！」

　視し界かいの中、放送委員の連れん中ちゆうがこちらに眉まゆを立てた笑えみを見せ、拳こぶしを握っている。

　そして声が聞こえた。自分の顔横、それは、音声だけで、

『私だ！　もう一人の本ほん多だだ！　──こっちは馬鹿が姫を救いに行っている！　馬鹿の流りゆう体たい供給がいるなら、手続きさせるが──』

「……不要で御座る」

　何故なぜなら、

「今は、貴き殿でんらの声で充分……！」

　声に合わせるように、新たな表示枠が無数に展開し、重なり、広がっていく。副隊長や隊員達、武蔵むさしの総そう長ちよう連合や、生徒会に、他、顔を合わせたことがないような皆が、それぞれの戦場やいるべき場所を背景に、声を揃そろえ、

『行け！　臨時副長!!』

　ああ、という頷うなずきは、声にならなかった。

　ただ己は、前に倒れるように、しかし弾はじかれたように全身を跳ばした。

　自分は、失った人間だ。だが、得たのは戦場と敵だけではなく、

「──っ!!」

　新しく得た感情に初めての叫びを与え、己は宗むね茂しげと激げき突とつした。
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　宗茂は、数度の剣けん戟げきと回かい避ひの中で相手の力を計った。

　……遅い？

　疑問に思うまでもない。相手は負傷しているのだ。

　先ほど、自分は蜻蛉とんぼ切きりを走って、全身全力の一いち撃げきを彼女に叩たたき込んでいる。体重差もあり、無事で済むようなものではない。

　だが、と己は思う。本当だったら、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の刃やいばで斬ざん撃げきしていた筈はずです、と。

　身を回して攻撃を叩き込んだのは、武器を正しく使うためだ。バックハンドではあったが、両りよう刃ばの〝悲嘆の怠惰〟は、確実に彼女を斬撃する。その筈だった。

　しかし二ふた代よは、あのとき、出来うる最大限の回かい避ひをした。彼女は、自分の身がこちらからの攻撃を回避出来る位置にいないことを悟さとったなり、

　……まずは腰を落としたままにした。

　それは、身を低くして、〝悲嘆の怠惰〟の刃を下に誘ゆう導どうする動作。

　そして一撃を受ける瞬しゆん間かん、彼女は身を起こした。

　結果として、当たったのは〝悲嘆の怠惰〟の刃ではなく、刃の基部のシールド部分だ。シールドアタックを受けることにはなるが、斬撃を受けてしまうよりも遙かにいい。

　いい判断です、と己は考える。

　忠ただ勝かつの訓練のレベルが窺うかがえる。反射的に自分の身体からだをどう犠ぎ牲せいにするかのダメージコントロールを判断させるなど、教きよう導どう院いんの訓練では学べるものではない。そしてその効果は明白だ。彼女はダメージを受けたが、しかし、今、動いている。

　だが、今の彼女は遅い。先ほどまでよりも、明確に遅い。しかし、

　……これは──。

　以前よりも、動きが速く感じる。

　回避は寸前で、攻撃は弾はじかれず、向こうの斬撃も打だ撃げきも風の巻き方が今までと違う。

　何故なぜだ、と思い、動きを見み据すえ、ふと気づいた。

　……連動が、欠けている？

　連動の動きは、高速の全身運動だ。疲ひ労ろうがあり、激げき痛つうがあれば、歪ゆがみが生じて連動は行えなくなる。その筈だった。

　だが、二代はそれを行っていた。疲労と激痛を考こう慮りよし、連動の回数を落とす方法で、だ。

　手数は少なくなる。正しい繫つながりを作れるときもあれば、歪いびつなものが出来るときもある。

　しかし、結果として生まれるのは、

　……短い距離での連動だけではなく、長距離を走る一撃の入った連続攻撃……！

　更さらに、先ほどと違うことが一つある。

　こちらが、さっきの激げき突とつよりも脚あしを動かしていないのだ。それはどういうことかと言えば、

　……彼女の方が、動いている……。

　連動による高速攻撃と防ぼう御ぎよに頼ることが出来ないため、脚を動かしてこちらの隙すきを探し、回避を行う。

　前の勝負において、彼女はこちらの速度には勝てないと思い、速さの勝負をしなかった。己おのれをあまり動かぬようにして、連動による体術を含めた接近と、攻防一体の勝負を挑いどんできた。

　思い出す。武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん前の橋きよう上じようで、彼女が戦せん闘とうを見せたのを。ほとんど動かず舞う相手に対し、彼女は一人で取り囲むようにして高速の攻撃を連続していたではないか。

　あれは、連動ではなく、高速移い動どうと攻撃の繰り返しだ。

　あの速度に、欠けた連動が加わったならばどうなるか。

　欠けているがゆえに、パターンは読みにくく、長距離を走る重い一いち撃げきが含まれる。

「──！」

　自分は、奥歯を嚙かみ、決めた。

　速度では勝てるのだ。それを忘れてはいけない。連動が合がつ致ちしていようと何だろうと、速度で上回ってしまえば勝ちだ。

　肉体強化の加か護ごは、後の疲ひ労ろうさえ覚かく悟ごすれば、どのような速度でも出せる。

　だから己は、速度を上げた。
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　夕の広場に風と火花が舞った。

　豪ごう風ふうが巻くように吹き、火の散り花がその上や下を飾って夕日に消えていく。

　音の響ひびく数はその数十倍で、しかしやがて、

「うわ……」

　撮さつ影えい機材を担かついでいた放送委員の生徒が、声をあげた。

「さっきよりもすげえぞ……！」

　広場に、残ざん像ぞうの影が現れ始めた。

　攻撃する二ふた代よと、回かい避ひする二代と、防ぼう御ぎよする二代と、身を翻ひるがえす二代と、それら全てに応じて動く宗茂だ。複数、という言い方では足りぬ数の影が生まれ、風と金属音の響きの数だけ広場を火花で埋めていく。

　青の装そう甲こうに黒の髪かみを悠ゆう然ぜんとなびかせる二代と。

　赤の制服に黒と白の大罪武装ロイズモイ・オプロをかざす宗茂と。

　どちらも正面から当たり、背後を取り合い、側面からの攻撃を受けては避ける。

　剣けん戟げきの音が重じゆう奏そうし、一つの音を基礎とした変調音楽に聞こえていく。

「──!!」

　どちらかが、叫びを上げた。それに逆方が答え、

「……!!」

　速度が上がる。

　上がり、上がっていき、止まらない。
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　二ふた代よは、気を抜くと朦もう朧ろうとしそうになる意識を、ただまっすぐにすることに努めた。

　動きは身体からだが憶おぼえている。

　父を相手に、身につけた動き。

　それを十数年、続けてきた。

　どうすればいいなどと考えるな。試し、身体で覚えろ。

　今、何をすべきかは訓練で身体が覚えているし、経験は正しく自分の動きを導いてくれる。

　ならば、ただ放て。

　この攻撃はどうだ。この回かい避ひはどうなのだ。この防ぼう御ぎよはどうなるのだ。

　全てを試し、構築しろ。

　自分の攻撃が当たる速度を見つけに行け。

　向こうの速度は莫ばく大だいだ。身体強化によってどこまでも上げることが出来る。

　だからどうした。

　こちらの速度は己おのれの修練が基礎だ。

　身体の筋力、バランス、タイミングの限界が、その極きよくとなる。

　ならば、それ以外を全て切り落とせばいい。

　術じゆつ式しきには、ぎりぎりまで頼るな。

　自分の禊みそぎ祓はらいは、まだ未み熟じゆくで、ある程度の停てい滞たいしか祓えない。

　それなのに術式に頼れば、術式の限界が自分の速度限界となってしまう。

　……それでは駄だ目めだ。

　父は、自分に対して、術式の訓練をしたわけではない。

　術式などを含めた、戦せん闘とうの訓練をしたのだ。

　それなのに、

「──！」

　ここのところの自分はそのことを忘れていた。実戦を経ていない不安や焦り、虚きよ栄えいとも言える怯おびえから、己の動きを先せん鋭えい化させるより早く、術式を見せつけるように用いて挑いどみ、

　……しかし、敗北した……！

　術が先ではない。それでは勝てない。ならば、自分の速度の基礎はどこにある。

　……解わかり申した……！

　身体だ。

　術式によって禊ぎ祓いを掛ける以前に、

　……自分自身の動きから停滞を削けずれ……！

　先に術式に頼ってから動くのではない。己の修練を出し切ってから、神に頼れ。

　ああ、そうだ。

　精度を上げろ。

　無む駄だを無くせ。

　迷いを捨てろ。

　全身の動きを通し、連動という括くくりに囚とらわれない、自らの動きが生む速度に手を取られるように動け。そして、長年の修練を経なければ出来ない動きの極きよくを作って見せろ。

　神に頼むのはその後でいい。そうすれば、

「──!!」

　そうすれば、もはや停てい滞たいの全てを祓はらえる筈はずだ。

　相手が身体からだを強化するというならば、自分は速度だけのものになればいい。

　その極に至ったとき、はたして自分の修練は、一いつ瞬しゆんの身体強化に敵かなわぬものなのか。

　……行け。

　精度を上げて、全力を出せ。

　……行け！

　身体には未だ余よ裕ゆうがある。骨があり、肉があるという自覚がある。だがそれではまだ駄だ目めだ。何も感じなくなるくらいまでに自分の動きを鋭くして、

　……行け!!

　恐れるな。向こうがどれだけ速くなっても、

『二ふた代よ……!!』

　声が聞こえる。誰の声だ。解わからない。解る気もない。もはや目も動きを見るだけのものとなり、耳すら風音を感じるだけのものだ。

　だが、次の言葉は、はっきりと耳に届いた。

『勝て──!!』

　承しよう知ちした。
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　宗むね茂しげは、二代の動きの変化を追い続けていた。

　二代の欠けたような連動が、あるときから不意に鋭さを増し、

　……連動ではない!?

　攻撃というのも不確かなものになっていた。

　それは、まるで、何かを追うような動きだ。自分の身体に溜ためた力を、しかし常に一点へと放出し、だが、

　……何かに届いていないというような──。

　連動ではなく、先に放った攻撃を自分で追い掛け、それに乗って次の攻撃を放つ。

　攻撃ごとに速度を上げていくように見えるが、実際は違うだろう。

　攻撃速度というものに対して、余分なものを削そぎ落としている。

　今の彼女にとって、攻撃の動きは、己おのれの速度に対する研ぎ澄すましだ。

　斬ざん撃げきや打だ撃げきを放てば放つほどに、動きが鋭くなっていく。まるで雛ひな鳥どりが初めの内はろくに羽ばたけず、しかし巣の内側を叩たたく内に羽ばたき方を憶おぼえるように、

　……速い……。

　その動きは、薄い刃は物ものが大気を裂いているように見え、更さらには、もっと鋭角な切きっ先さきだけのようなものになっていく。

　対するこちらも速度を上げている。術じゆつ式しきの加圧を上げ、陽かげ炎ろうをラジエーターから揺らしながら、二ふた代よの攻撃をかわし、自分の攻撃を放つ。

　だが、二代は、受けなかった。

　もはや防ぼう御ぎよは停てい滞たいであるというように、回かい避ひしかせず、その上で、回避運動として、

「──！」

　前に出てくる。

　そして自分は、ついに目の前に二代を見た。

　追いつかれた。

　高速機き動どうの中にあるのは、無表情ともいえる、ただ浅く眉まゆをたてただけの彼女の顔。血も風に吹き飛び、髪かみも乱れた女の視線は、しかし、

　……こちらを見ていない。

　見ているのはこちらの背後。そこにあるのは、

「自分の速度の到達点ですか！」

　答えるように、二代の額ひたいが傾き、

「…………」

　こちらの胸に当たった。どけ、と言うように。

　だから己は動いた。身体強化を更に加圧し、二代の速度の先せん端たんに行く。

　超高速のバックステップ。先に彼女の速度の前に回り、相手が限界を迎えた時点で迎げい撃げきする。

　だが、身構えた、そのときだった。二代の速度が更に上がった。

「!?」

　見える。彼女の周囲、風も砂も何もかも、動きの邪じや魔まをしていない。

　……禊みそぎ祓はらいの……。

　今までも、使用をしていただろう。

　だが、身体動作を重視して、抑えていた。

　それを今、解禁した。

　正面、二代が顔を上げていた。

　視線が、こちらの目を射い抜ぬくが、しかし、彼女の目はこちらを見ていない。

　もっと後ろ。

「く……」

　解わかる。彼女が見ているのは、禊みそぎ祓はらいによって今ここで到達出来る位置ではない。

　もっと先、これからずっと、修練を積み、己おのれの本当の限界として望む位置だ。

「く……！」

　歩み寄る身は、蜻蛉とんぼ切きりを提さげた右腕に力を軽く込めている。

　その身体からだに対し、自分は挑いどんだ。

〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟をコンパクトに振りかぶり、

「──勝負！」

　飛び込んだ。
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　直後。誰もが表示枠サインフレームを通して見た。

　二ふた代よが、頭から突っ込んでくる宗茂を、歩いて越えたのだ。

　身体動作の強力な精度上昇と、禊ぎ祓いの連動により、宗茂さえも停てい滞たいとして扱われ、それを超える動きを身体の修練が果たしていく。

　一いつ瞬しゆんの中、二代の足が、宗茂の上げた膝ひざを上り、服の胸を上り、肩を踏み、背腰を踏み、

「────」

　向こうの地面に降りた。

　だが、皆は続く動きを見る。

　二代とすれ違う形になった宗茂が、左足で宙を踏み、

「……！」

　莫ばく大だいな金属音を響ひびかせ、反転した。

　左足を捨てる覚かく悟ごで宙を蹴けることによる、百八十度の方向転換。

「あ……！」

　吠ほえるような声と共に、今までの中で最高の速度をもって、赤の制服が跳んだ。
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　宗茂は思う。行けるはずです、と。

　今、踏み越えられることで、相手の速度と、その獲かく得とく手段は理解した。そして幾いく度どとなくかわした攻撃と回かい避ひで、その攻撃速度も理解している。

　二代の速度は今、更さらに上がっているだろう。

　しかし、彼女は今、こちらに背を向けている。蜻蛉切は柄えが長いため、バックハンドの一いち撃げきを背後に入れようとしても、長い柄えが身体からだに当たって振りが遅くなる。

　蜻蛉とんぼ切きりを手に振り向こうとしても、それより速く、こちらの一いち撃げきが入る。だから、

「──っ！」

　行く。当たる。

　しかし、自分の目は認にん識しきする。二ふた代よの手の中で、蜻蛉切が分解されていくのを、だ。

　伸縮機き構こうが彼女の手の中で解除され、槍やりが、芯しんとしての柄と刃やいばだけとなる。

　軽くする。短くする。父から受け継いだ武装を、己おのれのものとするために、父から継いだ際についてきてしまった停てい滞たいをも削けずり取る。

　彼女が足を止めたように見えた。即そく座ざに、

「！」

　バックスナップの蜻蛉切が下から跳ね上がるように来た。短い柄は彼女の身に当たらず、柄え尻じりも脇を縦に通り、完全に振り切られた。

　今までとは段違いの速さだ。

　振り向きを完全としないカウンターは、まっすぐこちらに向いている。

　食らう。だから、その直前に己は判断した。

　右足。

「……行け！」

　轟ごう音おんともいえる金属音を放って、右足で宙を蹴けった。

　身を、何も考えず、ただ彼女の左へと飛ばす。

　飛んだ。これでもはや右と左の脚あしは動かないだろう。だが、

　……勝ちます！

　思い、身を回して〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を構えた。すれ違いざまに、今度こそ刃を叩たたき込む。

　彼女は今、右のバックハンドを振り上げた動きで、左に背を向けている。

　だから当たる。

　瞬しゆん間かん。二代が動いた。

　彼女は、バックハンドでコンパクトに跳ね上げ回した蜻蛉切を、くぐったのだ。

　それは、

　……彼女が、父を相手に修練した技。

　無意識に近い中で、身体が選んだ技。

　彼女が蜻蛉切の向こうに回り、回る柄を左手に取った。

　直後。こちらの〝悲嘆の怠惰〟が蜻蛉切に当たり、

「！」

　激げき突とつした。

　蜻蛉切の芯が、その細身ゆえにしなり、軋きしみを上げたが、

「────」

　防がれたと同時。己は攻撃を受けた。

　連動を超える速度の連れん射しや撃げきだ。刹せつ那なの間に、数十発の斬ざん撃げきと攻撃が来る。

「!!」

　防ぼう御ぎよに用いた腕や脚あしの防具も砕かれ、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を持つ右腕はその骨を割られ、

「っ！」

〝悲嘆の怠惰〟が空に飛んだ。

　次の瞬しゆん間かん。見上げた空から追い打ちとなる蜻蛉とんぼ切きりの斬撃が来る。

　当たれば死ぬ。死ねばどうなるか。自分は消えていくだけだが、遺のこされた人が、

「────」

　大事な人の顔が思い浮かんだ瞬間。背が地面に当たり、目前で刃やいばが止まった。

　耳に、音が戻ってきた。

　音は、風と、荒い息と、

「──拙せつ者しやを倒した後、とどめを刺さなかったで御ご座ざるな。それを返そう」

　息切らしながら身を翻ひるがえす音と、ゆらりと揺れる影が見えた。対するこちらは、伏したまま、

「……お見事。貴女あなたの、勝ちです」

「そのようなことは無いものと」

　背影が、ゆっくりと、地面に落ちた蜻蛉切の部品を拾い、震える手で組み直す。部品が揺れて幾いく度どか音をたてるが、しかし形は整えられていき、

「おそらく、……貴き殿でんは、戦う前から敗北しておったので御座ろう。何故なぜならば、貴殿は父の蜻蛉切の割かつ断だんを避けたそうであるが……」

　蜻蛉切が、組み上げられる。彼女は、それを自分の右に携たずさえて、

「貴殿の名、速度の部分を司つかさどるガルシア公こうの名を、父は割断しておったのではなかろうか。もし今の勝負が拙者の勝ちに見えるなら、それは父が既すでに勝敗を決していたために御座る」

「……私の敗北を、先人に捧げてくださるのですか」

「貴殿は、未み熟じゆく者に負けるような人間ではあるまい」

「忝かたじけない」

　一言と共に、己は目を閉じ、全身を侵おかす激げき痛つうよりも莫ばく大だいな疲ひ労ろうと安あん堵ど感に気を失った。
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　二代は、〝悲嘆の怠惰〟を拾い、空を見上げた。

　勝ったというのに、何を、どうしていいか、解わからない。

　よく考えれば、初めての実戦だ。

　相手を倒した不慣れが、今いま更さらながらに身の震えとなって、

「────」

　叫んだ。

　いろいろなことを学び、悟さとり、知り、それらをまだ理解し切れぬまま、自分は吠ほえた。

　思い出す。敵てき将しようを倒したとき、どうすればいいのかを。

　だから声をあげた。蜻蛉とんぼ切きりを振り上げ、汗を風に散らし、

「敵将、立たち花ばな・宗むね茂しげ……！　討ち取ったり……！」
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　陸りく港みなとの戦場からやや離れた位置。三み河かわ郊外に退たい避ひしていた三征西班牙トレス・エスパニアの文官役や補助要員の生徒達の集団の中、宗茂の敗北の報に、一人の女じよ生徒が膝ひざを落としていた。

「……宗茂様」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきうつむく彼女の周囲、宗茂の救助隊を編制する呼びかけが入る。

　それとほぼ同時。遂ついにトーリを中心とした武蔵むさしの突とつ撃げき隊は、その数を減らしながらも、三征西班牙の審しん問もん艦かんに辿たどり着いた。隊員達が審問艦から出てくる戦せん士し団達に対して、刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオンに向かうトーリを守るように半円えん陣じんを組めば、対する戦士団は駆け戻ってくる教きよう皇こう総そう長ちようの〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟による援えん護ごを受け、トーリを守る隊員達を切り崩しに入った。

　ホライゾンを巡る戦せん闘とう状況が、最終局面に入ったのである。







[image: 第四十一章『平行線上への相対者』]
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　陸りく港みなとの入り口とも言える西側広間の前で、正まさ純ずみは空を見上げていた。

　視線の先、頭上では、先ほどまで砲ほう撃げきを行っていた三征西班牙トレス・エスパニアの航こう空くう艦かん群が、砲ほう撃げきを止めてゆっくりと回頭し、南西の空への移動を開始している。

　同じように、三征西班牙の戦せん士し団も、K.P.A.Italiaとは別に戦場から退ひき始めていた。

　……少しは私も、役に立ったか……。

　指し揮き所しよを通じて交渉したのだ。立たち花ばな・宗むね茂しげが敗れて大罪武装ロイズモイ・オプロによる武蔵むさしの浮上停止が出来なくなった三征西班牙は、教きよう皇こう総そう長ちようの帰国を警けい護ごをする力を温存しておくべきではないかと。

　そこからいろいろと条件の引き出しや折せつ衷ちゆうを行い、審しん問もん艦かんの大罪武装抽ちゆう出しゆつだけは続行することで折り合いが付いたのは先ほどのことだ。

　指揮所は、こちらに対して輸ゆ送そう艦を送って人員を収納した後、すぐに武蔵を出しゆつ航こうさせてステルス航こう行こうに入るという。既すでに東側には三征西班牙に併へい合ごうされた三征葡萄牙トレス・ポルトガルの武装船団が来ており、今の状況も長くは続かないという判断が出ていたからだ。

　……急ぎ、撤てつ収しゆうの準備だな。

　と思っていると、背後から重金属の音が連続して鳴り響ひびいた。振り向けば、近寄ってくる赤の重じゆう武ぶ神しんと、銀ぎん鎖さの少女がいる。重武神の肩に乗った右腕義ぎ腕わんの姿、直なお政まさが、

「こっちは穏おん便びんにやっといたよ。そっちはどうなんだい？」

「〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟でこちらは攻撃不能。教皇総長が術じゆつ式しきをガンガン使ってる。だが──」

　自分は、ミトツダイラと視線を同じ方向、前に向けてこう言った。

「葵あおいが審問艦に辿たどり着いたらしい」

　それは推測の一言。しかし、すぐにその答えを見せるものがあった。

　表示枠サインフレーム。ミトツダイラと直政の顔前に出た鳥とり居い型の枠わくが、一つの光景を見せていた。

　映る画像は審問艦の舳へ先さき下。光に包まれた〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟の前に、葵が立っている。

　撮影者は、葵を守るために組まれた広い半円えん陣じんの誰かだ。恐らくは、放送委員の、陸港側担当の生徒だろう。

　そして、表示枠の上に数字が見えた。

　残り時間だ。数字は、残り五分を示す。午後六時になったら、〝刑場〟の準備が終わり、一いつ瞬しゆんでホライゾンは分解される。そのタイムリミットの意味で表ひよう示じが入ったのだろう。

　並んできたミトツダイラの表示枠の中、動く数字と葵の背を見て、己はつぶやいた。

「……頼むぞ」
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　審問艦の周囲は、幾いくつもの音に満ちていた。

　全てをまとめて言えば、それは戦場の音だった。賑にぎやかとも、騒そう々ぞうしいとも言える音の群だ。

　だが、トーリは、周囲を無視して、前を見ていた。

　眼前に光の壁がある。触れようかとも思うが、まず先に、言うべきことがある。

「お──い、ホライゾ──ン、……いるかあ──？」

　しかし大きな声の呼びかけに対し、返事は来ない。代わりに表示枠サインフレームが幾いくつも来て、

『あの、……何をフツーにやってるんです、か？』

『とっとと救いに行け馬鹿。金と時間の無む駄だだ』

『勢いが欲しい場合はカレーですネ──』

「うるせえよオメエらはよー。こっちも緊きん張ちようしてんだよ緊張」

　と言っている間に、目の前の光の中で、動きが見えた。

　動きは、人の影となり、私服姿のホライゾンのシルエットから、歩み寄る本人となる。

　……お。

　光の幕のような壁一枚を隔へだててみれば、距離は二メートルも開いていない。

　ホライゾンだ。昨日までP-01sと名乗っていた自動人形。

　周囲や表示枠が、彼女がやってきたのを見て、ほう、と安あん堵どとも感かん嘆たんともいえる息をついた。

　そして正面、ホライゾンが左に本を抱えたまま、小首を傾かしげた。

「……？　一体、ホライゾンに、何の御ご用ようですか？」

　あ、ああ、と自分は頷うなずいた。右手の親指を彼女へと突き出し、笑顔全開で、

「救たすけに来たぜ!!」

　言うと、ホライゾンが、少しの間だけ反応をしなかった。

　数秒、という間をおいて、再起き動どうしたように改めてこちらの顔を見た彼女は、無表情に、

「最善の判断を率そつ直ちよくに申しまして」

　言い切られた。

「──誰ですか貴方あなた。迷めい惑わくですのでお帰り下さい」
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　指し揮き所しよ、夕日の中、集まった皆に対し、ネシンバラが振り向いた。

　彼は、笑えみのまま、一度手を下にして、さん、はい、と上げ、皆で揃そろって、

「ええ──!?」

　全員の声に押されるように鈴すずがふらりと後ろに倒れかけた。それを背後の喜き美みが抱き留めて、

「フフフ鈴、ショックだったら倒れていいのよ？　ほうらさっきのよりもいいクッション～」

「あ、ど、どうも、え、ええと、何だか、今回の、クッション、じゃ、邪じや悪あくな感じが」

「フフフいいのよ悪って言って、ええ、悪ワ女ルよ！　悪ワ女ル！」

「……いいから喜美は現実直視してトーリ君を見てあげた方がいいと思うんですけど」

　あー、あー、とか言いながら耳を塞ふさいでそっぽ向く喜き美みを無視した皆は表示枠サインフレームを見る。

　すると、首を傾かしげたホライゾンを向こうに、こちらを向いたトーリががくがく震えながら、

『あ、あぶねえ！　もう少しで俺哀かなしくなって兎うさぎのように死ぬトコだったぜ！　も、持ち直したから俺のこと誰か褒ほめて褒めて！　ほらカモーン！　カモ──ン!!』

　と、トーリは自分にカモン系の煽あおりをする。そんな彼を見た皆は、安あん堵どの息をつきつつ、

「……ちっ、あのくらいじゃ死なないのか。結けつ構こう耐久力あるなあの馬鹿」

『オマエら誰の味方だあ──！』

　言っている間に、彼の背後でホライゾンがもう一度首を傾げた。

『ともあれホライゾンは自じ害がい予定なので救いも何もありません。お帰り下さい』

『ちょ、ちょっと待ったあ!!　──あ、あのさ！』

　トーリが慌あわてて振り返って言うと、ホライゾンは、二度、三度と無表情に頷うなずき、

『正直、──しつこい人だと判断出来ます』

　指し揮き所しよの皆が、俯うつむきつつも、顔を見合わせる動きをした。

「……ナイちゃん思うに、これ完全に相あい性しよう悪いよね。黒魔術シユヴアルツテクノ恋占いだと〝死ねよお前〟かな」

「ええマルゴット、〝殺し〟にきてるわね。白魔術ヴアイステクノ恋占いだと〝死にましょうね貴方あなた〟だわ」

「僕が思うにさあ。……フツーにコクりに行っても駄だ目めだったよね、これ、多分」

『ハイッ、ハイッ、オメエらそこで勝かつ手てに占いで楽しい結果だしたり反省会すんなっ！　まだ途中だぞ！　ここから！　ここから挽ばん回かいすっからよ！　倍にして返してやるぜ!!』

　トーリが言っている間に、その背後で、ホライゾンが首を傾げて背を向けた。もう話が終わったのか、という風ふ情ぜいで光の向こうに消えていく後ろ姿を、指揮所の皆は見て、

「馬鹿！　後ろ！　後ろ──!!」

『え？　あ？　あれ？　おお？　お──いホライゾ──ン！　ちょ、話の続き──!!』

『正直申しまして、もう話す意味が無いと思いますので。──無む駄だです』

　こっちの方に来もしない。その状況に改めてうなだれる指揮所の皆の中、シロジロが、

「……ここまで見事なラスボスだとこっちから金を払いたくなるな」

「んー、最近のゲームってラスボスが理り屈くつ臭くさいのに何故なぜかお金では割り切ってくれないよね」

「……拙せつ僧そう思うにあの馬鹿何か悪いことでもしたのではないか？」

『お、オメエら感想述べてないで少しは対策練れよ！』

　指揮所の皆は、戦場にいる者達と表示枠で顔を見合わせ、共に揃そろって頷いてから、

「──まず謝ったら？」

『ま、待てオメエら！　何で俺が何かしたことになってんだよ！　それにホライゾン！　俺はオマエのいた店の客だぞ客！　どうせだったら挨あい拶さつくらいしてもいいんじゃねえの!?』

　クレームして数秒。ホライゾンが再びやってきた。彼女は無表情に一礼し、

『長い間の御ご愛あい顧こ、誠に有あり難がとう御ご座ざいました。当店は閉店のお時間です。──では』

『うん。──って帰るなあ──!!』

『……一体なんですか貴方あなたは、理り不ふ尽じんな』

　最後の一言に、皆が再び俯うつむく。だが、トーリの声はメゲずに、

『あ、あの、俺、客だったんだけど、よく行ってたけど、……お、憶おぼえてないかなあ？』

「……小しよう生せい思うに、これ、エロゲの主人公より酷ひどいナンパの仕方ですな」

「え？　え？　余よ、今こっち来たんだけど、誰か状況教えてくれる？」

「ん、あ、あの、も、もう、駄だ目め、かも……」

『味方どこだあ──！　味方いねえのかあ──！　何だこの悪い空気はあ──!!』

　その声に、ホライゾンが、傾かしげていた首をふと戻した。

　彼女は、しばらくしてから左の掌てのひらを右に握った手で軽く打ち、

『ホライゾン、思い出しました。──ホライゾンが朝番のときによくいたお客様ですね』

『そ、そうそう！　憶えてた!?　うおおラッキー！』

　トーリがこちらを見た。そして勝ち誇った顔でこちらを指さし、

『ほうら見たか！　ほら見たか！　オマエも！　オマエもだ！　俺の漏れて止まらねえ魅み力りよくが作る人の記き憶おくのハーモニーに──ええとまあそういうことだ！　解わかったか!!』

「……何でこの馬鹿はいつもこう見苦しいんだ。貧びん乏ぼうだからか」

「んー……、どっちかっていうと魂たましいの血圧が高いだけだと思うかなあ」

「僕が思うに、小説や劇だと大体こういうキャラって最後に負けるよね」

『お？　お？　何か言ってる？　へっへーん。そんな蔑さげすみ受けてももう俺大だい丈じよう夫ぶだもんね！　だってホライゾンと話が通じるもんね！　だよなホライゾン！　俺のこと、憶えてるよな！』

『Ｊｕｄジヤツジ．、店主と話した記憶も御ご座ざいます』

『うおマジ!?　俺のこと、噂うわさしてた!?』

『Ｊｕｄ．、店主と話した記憶によれば、釣つり銭を渡すときに何故なぜかいつも両手でこちらの手を握ってくる男がおりました。──店主とつけた字名アーバンネームは〝湿った手の男ウエツトマン〟』

「……御ご免めん、ナイちゃんちょっと今マジ引きしちゃった。黒魔術シユヴアルツテクノ引き」

「そうねマルゴット、私も白魔術ヴアイステクノ引きだわ。昨日きのうの時点で監かん禁きんしておくべきだったのよ」

「拙せつ僧そう思うに、どうしてその所しよ行ぎようでコクれる身分だと判断出来たのであろうか……」

『な、何だオマエらあ！　惚ほれた女に触れようと思って何が悪い!?　こんなかんじで！』

　と、トーリはホライゾンの胸に手を伸ばそうとした。

　瞬しゆん間かん。ホライゾンが言った。

『申し遅れましたが、この光の壁、触れると即そく死しするそうです』

『うおおおお爪つめかするとこだったぞ今!!　な、何でそんな小しよう等とう部ぶが考えそうなエキサイティングな仕掛け作ってんだよ三征西班牙トレス・エスパニア！　変へん態たいか!?　殺人嗜し好こう症とは最悪だな！』

　言ったトーリが、改めてホライゾンを見た。そして彼は、今気づいたように、

『あ、くそ！　三征西班牙トレス・エスパニア！　異い端たん審しん問もんで監かん禁きんしたら全ぜん裸らで鎖くさりだろフツー!?　なってねえ！　なってねえな！　まともぶりやがって最悪だ！』

『疑問しますが、変へん態たいとまともとどっちが最悪ですか。ダブルスタンダードはおやめ下さい』

『何だよホライゾン、オメエ、〝とっかえひっかえ〟って言葉知らねえのかよ？　──あ、ご、御ご免めんなさい！　帰らないで！　帰らないで──！　ほ、ほら、俺今日、オマエ向けの手紙とか持ってきてるんだけど！　ほら、読むぞ。ええと、〝私がして欲しいこと　浅あさ間ま・智とも〟──』

「うわああ！　何勝かつ手てに人の創そう作さく持って行ってるんですかってか先読んだら撃うちます！」

　うるせえー！　とポケットに作文をしまい直すトーリを見て、何をやっているんだ、と皆がつぶやく。しかし、そんな皆の中、指し揮き所しよで小さな笑いが起きた。

　皆が振り向く先、口に手の甲こうを当てて笑い声を殺しているのは喜き美みだ。

　彼女は、皆の視線に気づき、

「あ、御免。でもねえ……、今の遣やり取りで、思わない？」

　喜美は、小さな声で、確認を取るように、こう言った。

「──ホライゾン、よね？　ええ、この遣り取りは、ホライゾンだわ」
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　陸りく港みなと、ミトツダイラの表示枠サインフレームを覗のぞいて状況を確認していた正まさ純ずみは、

「……そうなのか？」

　問いかけの先、ミトツダイラはじっと表示枠を見ている、喜美の次の言葉を待つように。

　だからこちらも言葉を止めた。すると、

『そうよね？　昔の思い出を美化せず、愚ぐ弟ていの告白を受ける相手が〝まともな人間だろう〟なんて、甘いこと考えなければ、違い和わ感なく思える筈はずよ。──ずっと昔、こういう受け答えをする二人がいた、って』

「そう……、でしたかしらね」

　ミトツダイラが風に髪かみをなびかせる。その口く調ちように残念の色があるのを己は感じつつ、

「どういうことだ？」

「適てき材ざい適所ですわ。昔、馬鹿な少年がいて、その少年に周囲は搔かき回されてばかりで、でも、その少年が馬鹿をやっていられたのは、──それがろくに通じない少女がそばにいたから。一人だけ、その少年に言うこと聞かせられる少女がいたんですの」

『大人おとなしい子だったのよ？　いつも物もの陰かげにいて本を読んでいるような子で、でも、困っている人には手を差し伸べ、そして愚弟にだけはマジ厳きびしかったんだから』

『そうであったなあ』

　ウルキアガの声が響ひびく。

『トーリがギャグを言うと、無表情に〝今のどこが面白かったんですか。説明して下さい〟とか平気で恐ろしいこと言ってたからな、ホライゾンは』

　うん……、と皆が何故なぜか俯うつむいて頷うなずいた。

『マジ厳きびしかったよね……』

『ま、まあ、確かに喜き美みの言う通りトーリ君殺しという感じでしたけど、だから皆、知ってましたよね？　彼女は彼を大事に想っているんだろう、って。だから今のホライゾンも──』

「今の彼女が昔の彼女と同じように見えるのは、ただ単に、当時のホライゾンが、自動人形のような少女だったと、そういうことかもしれませんわよ？」

『だったら』

　浅あさ間まの言葉に、ミトツダイラが頷いた。直後、浅間と共に、ミトツダイラが言う。

「──その自動人形は、違い和わ感なくホライゾンで、いいのかもしれませんわね」
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　トーリは、戦場の中でつぶやいた。

「だよなあ」

「率そつ直ちよくに言いまして、何が〝だよなあ〟なのか仰おつしやってる意味が解わかりません」

「いいから待ってろ。──今、救たすけてやっから」

　言うと、すぐに反応が来た。

「ホライゾンが死んだ方が世界のためだというのが解らないのですか？　ホライゾンは世界に迷めい惑わくを掛けぬことを最善の判断で望んでおり、他者の介かい在ざいは余よ計けいです。それが正解です」

「はあ？」

　己は頭の後ろで腕を組んだ。ホライゾンを見て、

「世界がどうとか、知ったこっちゃねえよ。俺が迷惑なんだよ。オメエが死ぬと」

「疑問しますが、──世界と貴方あなたと、どっちが上なのですか？」

「どっちだと思う？」

「率直に言いまして、──世界です」

「じゃあ決まりだ」

　自分は言った。息を吸い、

「俺が、全世界を従える王になればいい。そういうことだよな？」
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　通つう神しんの響ひびいた世界のありとあらゆる場所で、彼を気にしていた者は、見て、そして聞いた。

『オメエの大罪武装ロイズモイ・オプロがあれば、この末まつ世せを救って世界の王になることだって夢じゃねえ。そして大罪武装はオマエの感情なんだから、集めればオマエは元の自分を取り戻せる』

　だから、

『俺は、これから、いいか？　こ・れ・か・ら、これからだ。これから俺は、ホライゾン、オマエと一緒に世界を征せい服ふくしに行く。末まつ世せ解放しながら、イチャイチャしながら、──俺のせいで奪われたオマエの全てを、俺が取り戻してやる』

　そして、声が、こちらに向いた。

『だから頼むわ全世界、末世解放のためでいいから、大罪武装ロイズモイ・オプロを俺に寄よ越こしてくんね？　嫌なら戦争しようぜ。戦争って言い方が嫌なら、戦い、ぶつかり合い、相あい対たい、交渉、何でもいい。どんな手だっていい。俺にホライゾンの感情をくれる言い訳になるなら、何だっていいんだ』

　そうだ。

『──神しん道とう、仏ぶつ道どう、旧派カトリツク、改派プロテスタント、唯協ムラサイ、英国協、露西亜ロシア聖協、輪廻道ダンハイ、七オ部一ウ仙道ト、魔術テクノマギ、剣術、格かく闘とう術、銃じゆう術、機き馬ば、機き動どう殻かく、武ぶ神しん、機き獣じゆう、機き凰おう、機き竜りゆう、航こう空くう戦せん艦かん、人間、異い族ぞく、市民、騎き士し、従じゆう士し、サムライ、忍にん者じや、戦せん士し、王様、貴き族ぞく、君くん主しゆ、帝てい王おう、皇こう帝てい、教きよう皇こう、極きよく東とう、K.P.A.Italia、三征西班牙トレス・エスパニア、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、英国、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、P.A.ODA、清しん、印イン度ド連合、金、権利、交渉、政治、民意、武力、情報、神しん格かく武装、大罪武装、聖せい譜ふ顕けん装そう、五ご大だい頂ちよう、八はち大だい竜りゆう王おう、総そう長ちよう連合、生徒会、男も女もそうでないのも若いのも老いたのも生きてるのも死んでるのも、そしてこれらの力を使って相対出来る武蔵むさしと俺達とお前達の感情と理性と意志と、他、いろいろ、多くの、もっともっと多くの俺がまだ知らない皆の中で──』

　告げた。

『──誰が一番強いのか、やってみようぜ』
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　正まさ純ずみは、息を飲んだ。

　……無む茶ちや苦く茶ちやだ……！

　この状況で、戦争を煽あおるようなことを言ってどうする。聖せい連れんを始めとして、各かつ国こくが警けい戒かいして、敵に回る。だが、言葉は続き、

『平和的解決だろうと攻撃的解決だろうと、最後まで勝ったらそいつが世界の王様。──何しろ、そいつが末世を救うんだもんな』

　馬鹿は、世界を、末世を救えるかどうかで、並へい列れつにしてしまった。

「どうですの？」

　横に立つミトツダイラが笑えみで問うてきた。彼女は、戦せん闘とうの音をバックにして、

「──貴女あなたは、恐らく世界で最もやりがいのある教きよう導どう院いんにいますのよ？」

　彼女の問いにこちらは答えることが出来ず、ただ、葵の声が、

『そういうルールでどうだい？　つまり、……あれ？』

　……あれ、って何だ一体。

　だが、表示枠サインフレームの中、葵がおろおろとこちらの方を見て、首を数度傾かしげた。

『あれ？　なあ？　俺……、コクる筈はずが、何で世界征せい服ふく宣せん言げんしてんの？　あれ？　あっれ？』

「考えて喋しやべれ──!!」

　戦場にいる誰もが、敵までがツッコミを入れた瞬しゆん間かん。葵の向こうのホライゾンが、一度しっかり頷うなずいてこう言った。

『成なる程ほど、──今の理論は明確で解わかりやすいと判断出来ます』

『え!?　マジ!?』

「うわあ──！　馬鹿を煽あおるな!!」

　しかし、

『公平に判断しまして、それは貴方あなたの理論であり、ホライゾンの理論ではありません。お互いは平行線で、ホライゾンは、結局のところ迷めい惑わくです』

　ホライゾンが、首を横に振った。

『お帰り下さい。ホライゾンは己おのれの存在によって極きよく東とうが損そこなわれるのを避けたいと思います』

『俺が、オマエを失うのが嫌だって、そう言ってもか？』

『どうして嫌なのですか？』

『え？　そ、それは、……そのう、ええっと、人前で言うのは恥ずかしいっていうかあ』

「もじもじ照れるなあ──!!」

　すると表示枠サインフレームの右から、点てん蔵ぞうが一いつ瞬しゆん隠かくれ身み状態で入ってきた。彼はすぐに姿を現すと、

『トーリ殿どの、──って、あれ？　まだ終わってないで御ご座ざるか？　は、早くして下され！　こっち、教きよう皇こうがハシャいでるのを凌しのぐので精せい一いつ杯ぱいで御座るから！　巻いて！　巻いて!!』

『おいおいオメエらせかしにまで来ましたよ？　しょうがねえなあ』

　そして葵が、息を吸い、ホライゾンに向かって断言した。

『いろいろあるが、……そんなん、俺がオマエのこと、好きだからに決まってんだろ』

　言った。指し揮き所しよの方から、女連れん中ちゆうが、わあ、という声をあげてくる。

　だが、次の瞬しゆん間かん、自分は聞いた。二度ほど確かに首を下に振ったホライゾンが、

『Ｊｕｄジヤツジ．、誠に残念ですが、自動人形であるホライゾンには感情が無いので今の言動が理解出来ません。──お帰り下さい』

「うわあ──！」

　皆が叫んだ。

「この期ごに及んでフラれた!!」





●






　指揮所で、また、鈴すずがふらりと倒れかかった。

「あ、す、鈴さん、ほ、ほうら今度のクッションは邪じや悪あくじゃないですよー」

「ククク耐たい衝しよう撃げき胸をお持ちの巫女みこ。どう思う？　──ホライゾン度が昔より上がってない？」

「え、ええ、私もそう思います。ここまで対トーリ君性能が向上しているとは」

『ま、負けねえぜ！』

　トーリが叫んだ。

『大罪武装ロイズモイ・オプロを集めれば、オマエには感情が戻るんだ。そのとき、今の発言を後こう悔かいさせ──、じゃねえ！　汚い言葉、めっ！　で、ええと、すいません、もう一回そのときチャンス下さい』

『おやおや下した手てに出ましたね？　いい判断だと判断します。──でも駄だ目めです。死にますので』

　どういう会話だよ、と皆は思うが、ホライゾンが半はん目めになって、

『大体、自動人形に告白するなど、聞いたことがありません。人形なのですよ？』

『ば、馬っ鹿！　オメエ本当に馬鹿だな！　俺、自動人形でも全然大だい丈じよう夫ぶだぞ！』

　トーリは腕を広げて言った。

『俺も、オマエを初めて見たとき、どうかな、ってちょっと思ったけどさ。ほら、オマエ、店で給きゆう仕じしてるとき、落ちたスプーン拾う場合、こう、かがむじゃん？』

『記き憶おくを掘り起こすに、──確かにかがみますね』

『おう、そのとき俺、こう、つい脚あしの間を内角低めで覗のぞきに入ってる自分に気づいたんだ。──自動人形だって、俺の本能には全然関係ねえって。それに、昨日きのう、ネイトがノーブラで乳揉もませてくれて、たとえ硬くたって大丈夫って解わかったからさ！　──いけるぜ!!』

『こ、こらっ、な、何をデマ流してるんですの!!』

　ミトツダイラの割り込みを無視して、ホライゾンが頷うなずいた。彼女は無表情のままで、

『は・は・は、率そつ直ちよくに申しまして、──最悪ですね』

　終わった、と誰かがつぶやき、皆が頷いてうなだれた。

　だが、皆は聞いた。ホライゾンの、

『ホライゾンと貴方あなたは、現状、平行線だと判断出来ます』

　何故なぜか、彼女は、わずかに安あん堵どしたような声で、

『平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──お帰り下さい』
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　今の言葉に、正まさ純ずみは、はっとして顔を上げた。即そく座ざに、

「葵あおい!!　諦あきらめるな!!」

　……平行線ならば──。

　言わねばならない。自分には解わかる。彼女が何を本当は望んでいるのか。

　解ってしまった。だから言う。口を開き、しかし、

『安心しろセージュン。……俺も解った。対たい論ろんの潰つぶし合いってやつだよな、これ』

　そうだよな、と、葵の前置きが聞こえ、

『だったら平行線だ。だから、俺も言う。──俺はオマエを連れて帰るんだ』
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　トーリは、一歩を前に出た。

　光の壁のぎりぎりに立つ。

　すると、ホライゾンも、同じように近づいてきた。

　そして彼女が口を開く。

「平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──お互いの納なつ得とくはどこにも無いと」

　応じるように、彼が口を開く。ええと、と考えながら、

「平行線だ。だから俺も言う、──俺はオマエと納得出来る位置を知っていると」

　すると彼女が続けて、

「平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──貴方あなたには何も出来ないのでは、と」

　彼が繫つなげるように、

「平行線だ。だから俺も言う。──俺はオマエに何か出来るんじゃないかと思ってる」

　応じ、

「平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──ホライゾンは死を望む、と」

　答え、

「平行線だ。だから俺も言う。──俺はオマエに生きていて欲しい、と」

「平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──ホライゾンには人の命がありません」

「平行線だ。だから俺も言う。──俺はオマエに人の魂たましいがあると知っている」

「平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──自動人形に感情は無い、と」

「平行線だ。だから俺も言う。──俺はオマエに感情を戻してやる、と」

「平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──全ては無む駄だです」

「平行線だ。だから俺も言う。──俺はオマエの何も無駄だと思わないと」

「平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──自動人形の判断は完かん璧ぺきだと」

「平行線だ。だから俺も言う。──俺はオマエの判断を完璧だと思わないと」

　そこまで言葉を重ねて、ホライゾンが一息をついた。その上で、

「平行線ですね。だから、ホライゾンは言います」

　息をつき、

「──ホライゾンは貴方の応答を聞きたくありません」
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　瞬しゆん間かん。戦場の端はしで、正まさ純ずみは叫んだ。

「葵あおい!!　……彼女を離すな!!」

　次の瞬間。応えが来た。

　彼の声が、ゆっくりと、己おのれの台詞せりふを確かめるように、

『俺の応答を聞きたくないってか。だけどよ、それも結局──』

　言った。

『俺とオマエの平行線だ』

　だから、

『だから俺も言う。平行線の立場から』

　葵あおいは息を吸い、

『──俺はオマエの応答を聞きたい』

　その言葉に、ホライゾンが動いた。

　彼女はただ、首を下に振ったのだ。

　頷うなずき、認可するように、深くその顔を俯うつむき、

『──Ｊｕｄジヤツジ．』

　面おもてを上げた。
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　指し揮き所しよでは、皆が沈ちん黙もくしつつ、表示枠サインフレームを見ていた。

　画面の中、頷いた自動人形を前に、トーリが身から力を抜き、ええと、と考えている。

　その正面。光の向こうで、ホライゾンが立っているのが見えるが、

「待ってます、よね。何を問われるのかを」

　浅あさ間まの言葉が示す先、ホライゾンは、彼の言葉を急せかすでもなく、無視するでもなく、今やただ、じっとたたずみ、

『──どうぞ。平行線である以上、今まで告げた分、ホライゾンには応じる義務があります』

　そうか、とトーリが頷いた。

　そして彼は、

『全ては平行線だ』

　前置きして、彼が言う。

『だから俺は言う。──オマエの判断は完かん璧ぺきなんだろうな、と』

　すると、

『平行線ですね』

　彼女も前置きして、言葉を繫つなぐ。

『だからホライゾンは言います。──ホライゾンはきっと間違っている、と』

　その台詞せりふ、己おのれの誤りを告げる内容に、誰もが息を飲んだ。

「どうして、最善の判断を下す自動人形が、自分の間違いを……？」

「自動人形の性質だよ」

　ネシンバラが言う。

「自動人形は最善の判断を答えとして出す。だから、今のアリアダスト君は、自分が為なすべきにおいて告げる場合は死という最善を告げる。でも……、最善の判断が、自動人形の本来望んだ判断と等しいとは限らない。最善の下には、幾いくつもの候こう補ほがある筈はずなんだ」

　だから、

「彼女は、待っていたのかもしれない。自分でもどうにも出来ない最善の判断に従わず、諭さとせない、自分を諦あきらめさせてくれる人を。──そして馬鹿は、それに気づいた」

　その答えは、

「最善が通らない相手には、最善の対極となる答えで応じることこそが最善」

　ネシンバラが指し摘てきした通りの応答が、通つう神しんに乗って聞こえてくる。

　それは、先ほどの応答を返すように、

『平行線だ。だから俺は言う。──オマエは自分の全てを無む駄だだと思っているよな、と』

『平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──自分の何も無駄だと思いたくないと』

『平行線だ。だから俺は言う。──オマエは感情を持ってないじゃないか、と』

『平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──感情を持てると信じていると』

『平行線だ。だから俺は言う。──オマエは人の命を持っていないじゃないか、と』

『平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──ホライゾンには人の魂たましいがあると』

『平行線だ。だから俺は言う。──オマエは死を望むんだろう、と」

　答え、

『平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──ホライゾンは生きていたいと』

　応じ、

『平行線だ。だから俺は言う。──オマエは俺に何も出来ねえと思ってるよな、と』

　彼女が繫つなげるように、

『平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──貴方あなたには出来ることがあると』

　すると彼が続けて、

『平行線だ。だから俺も言う。──オマエと俺の納なつ得とくはどこにもないだろう、と』

　応じるように、彼女が口を開く。一度息を吸い、訴えるように、

『平行線ですね。だから、ホライゾンは言います。──ホライゾンはお互いの納得の位置を知っていると』

『それは──』

　トーリが問うた。

『それはどこだいホライゾン？　平行線の俺達が共に納得出来る位置は、一体どこにある？』

『Ｊｕｄジヤツジ．、──それは、平行線の重なる場所、異なる考え方の一致する場所。それは──』

　ホライゾンが答えた。

『──境きよう界かい線せん上です』
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　トーリは、戦場の音も何も無視して、ただ、問うていた。

「ホライゾンは、その境界線上に、行きたくないよな？」

「いいえ、──行きたいです」

「連れて行って欲しくない？」

「いいえ、連れて行って下さい」

　そうか、

「俺は何も出来ねえ男だぜ？」

「いいえ、貴方あなたには、何もかもが出来ます」

　そうか、

「後で、オッパイ揉もむこと出来ないよね？」

「──はあ？　……何言ってるのですか一体」

「す、素すだ！　平行線じゃなくて素で返答来た!!」

『お前死ねよ』

『流石さすがにこのタイミングはどうかと思います』

『いいか？　グラフで示すと、今、貴き様さまの株は一いつ旦たん上がって一気に底そこ値ねにまでだな……』

「う、うるせえよオメエらは！　……って、ホライゾン、怒ってる？　怒ってるよね？」

「何を勝かつ手てに決めているんですか。断言しておきますがホライゾンは全然怒ってません」

「スゲエ怒ってるよそれ!!」

　ホライゾンは、しかし、光の幕の向こうにたたずんだままだ。彼女は両の手指を絡め、

「貴方は、ホライゾンを否定して下さるのですね」

「ホライゾンは俺を否定してブッ叩たたいたりツッコミ入れたりしていいんだぜ」

　では、とホライゾンは言った。

「ホライゾンは君くん主しゆであることが最善です。しかしホライゾンは、軽けい食しよく屋やの店員であった方が良かったと、そうも思っています。──どのようにするおつもりですか？」

　問いかけに対し、トーリは首を傾かしげた。ああ？　と更さらに首を傾げ、そして彼はこう言った。

「そんなん。──君主になっても軽食屋で店員やってりゃいいじゃん」

　だって、

「俺なんて、総そう長ちようで生徒会長だけど、──バカやってんだぜ？」

　問いかけに、ホライゾンが動いた。彼女は、口を開き、俯うつむき、

「Ｊｕｄジヤツジ．……！　正直申しまして──」

　ホライゾンが、勢いよく首を下に振る。そして彼女は、それを会え釈しやくとして声をあげた。

「──ホライゾンは、それを最善としたいです……！」

　対するトーリも頷うなずいた。ああ、と、口元の笑えみを横に広げると、彼も声をあげた。

「俺もだよホライゾン!!」
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　トーリは、即そく座ざに眼前の壁を指さした。

　そして、何をするのだろうかとこちらを見るホライゾンに対し、笑みを向けた。

「──なあ、この壁、邪じや魔まだよな。それとも、壊さない方がいい？」

「邪魔ではありませんが、壊して下さい。それとも、私と一緒に、いたくないですか？」

「スッゲー一緒になってネチネチしてえよ俺」

「最悪ですね」

「最高だろ」

　言って、トーリは左の拳こぶしを構えた。左肩、わずかに動きは悪い。だが、もはや痛みも無くなっていて、身体からだは過去のことを忘れかけている。が、トーリは拳を握り、

「この壁、どうやったら壊れるんだ？　それとも通り抜けはイリュージョン方式？」

　問うた直後。刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオンの奥、壁の方から拡かく声せい器きで女じよ生徒の声が聞こえた。

『その壁は……、触れた者の罪を再現し、それによってその者を殺します』

「どうすりゃ壊れるんだ？」

『いえ、過去の罪は否定出来ませんから、もはや死ぬしか……』

「どうすりゃ壊れるかを聞いてんだって。頼むぜ、時間がねえんだ」

　既すでに、表示枠サインフレームの時計は一分を切り、半なかばを更さらに回っている。

『……壁自体に硬さはありません。触れて、過去の罪を否定すれば、壁を作る流りゆう体たい自体が否定され、壁は消えます。だけど、それを出来たなんて話は──』

　そのときだ。背後、戦場の壁が崩れる音がした。

「無む駄だなことはやめて裁さばきを受けろ！　それが正常だぞ！　なあ！　おい!!」

　教きよう皇こう総そう長ちようが、術じゆつ式しきによる打だ撃げきの連続を持って、防ぼう御ぎよに専念していた武蔵むさしの隊員達を崩したのだ。彼はトーリからの流りゆう体たい供給によるほぼ無限の防御加か護ごや術式の連続加護も砕き切り、

「その壁に触れて生きて戻った者はいない！　死を終演とするならば裁きを閉へい幕まくとする選択をとるのが世界に対する務めだろうが！」

「おい、皆」

　トーリは言った。壁に手を延ばしながら振り向きもせず、

「そのオッサン止めろ。俺とホライゾンがイチャつくのに邪魔だ」

「貴き様さま……！」

　インノケンティウスが、走徒マウスとともに宙に並べた符ふから術式の光を立て、更さらには手にしていた〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟を掲げた。

「壁を破壊しようとする力は攻撃！　ならば、この〝淫蕩の御身〟で崩すことが出来る！」

　瞬しゆん間かん。鐘かねにも似た〝淫蕩の御身〟発動の音が響ひびき、大気が一直線に割れ、

「!?」

　だが、次に響いた硝子ガラスが砕けるような音とともに、皆の動きが変わった。

　武蔵むさしの皆が使うことが出来ずに持っていた武器が、音を立て、

「……これは」

　部品がほどける素そ振ぶりも見せず、合がつ致ちしている。

〝淫蕩の御身〟が、発動していない。その原因は、

「──蜻蛉とんぼ切きりにて割かつ断だんさせて頂いた」

　いつの間にか、皆の中央に、息荒く膝ひざをつき、一本の槍やりを抱えた女武む者しやがいる。衣服はあちこちがやぶれほつれ、枝葉が引っかかっていたり、それによる傷が肌はだを飾っている。

「武蔵アリアダスト学院、臨りん時じ副長、本ほん多だ・二ふた代よ……。君くん主しゆ、ホライゾン・アリアダストの生存を求める声に応じて馳はせ参じたものに御ご座ざる……！」

　言うが、立てない。東の山側関せき所しよから、最短距離として山越えを全力で行ってきたのだろう。短距離走者が全力で長距離を走ったようなものだ。

　動けない。その事実を見たインノケンティウスは、彼女が背負っている〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を見て、眉まゆを歪ゆがめ、

「──取り返せ!!　三征西班牙トレス・エスパニア！　貴様らのものだぞそれは！　我らの戦せん士し団も、──大たい罪ざいの力を極きよく東とうに与えることを赦ゆるすな!!」

　応おう、と敵が答え、行った。く、と二代が何とか立ち上がろうとして、しかし膝から崩れ、

「──総そう隊長を守れ!!」

　飛び込んできた警けい護ご隊が、二代を囲むように守り、敵を防いだ。

　誰も彼も負傷はあり、疲ひ労ろうの色も濃い。だが彼らはここまで来た武蔵の警護隊だ。更さらには、

「今日で総そう長ちよう連合の役職が揃そろったのですわね……、有あり難がたい日ですわ！」

　銀ぎん鎖さで左右の宙に孤こを描かせたミトツダイラと、ノリキに、点てん蔵ぞうも守りを固めに並ぶ。

　はっとした二代が顔を上げると、副隊長や、他の面々が無理に笑いを作ってみせた。二代は呆ぼう然ぜんと、

「貴き殿でんら……、無む茶ちやを……」

「なあに、極東は百六十年、耐えてきたわけです。──あと数十秒、どうってことないです」

　その言葉に、インノケンティウスが叫んだ。

「ならば相あい対たいを望む！　武蔵の総長との相対による決着を──」

「副長の拙せつ者しやを倒してからにして貰もらおう！」

　皆に支えられた姿の二代が、声を跳ね上げた。彼女は憔しよう悴すいという一語そのままの顔で、しかし周囲の皆を見渡して小さく笑った。

「すまぬ。心配させ、支えて貰もらっておいて、甘えることも出来ぬとは」

　しかし、

「あと数十秒、──どうってことないのは、拙せつ者しやも同じに御ご座ざる」

　時間稼かせぎの役を告げる臨りん時じ副長に、インノケンティウスが奥歯を嚙かみ、トーリが笑った。

「教きよう皇こうのオッサン、まあ、すぐに済むから待っててくれよ」

　トーリは、ホライゾンを指さし、

「大体、こっちが先約なんだ、これ終わったらにしてくれてもいいじゃん？

　まあ、そんなに俺とイチャつきたいなら、話を聞いてやらんこともねえけど……」

　というトーリの手を、皆が見ていた。

　ホライゾンを指さした指先が、光の壁に刺さっている。刺さって、貫かん通つうして、向こう、ぎりぎりに立つホライゾンの胸を指先で押している。

　皆は動きを止め、トーリもそちらを見て、全員揃そろって、

「……エロ不注意だ!!」

　直後、トーリの姿が壁の前から消えた。

　罪を再現する壁が作る、そのための空間へと取り込まれたのだ。







[image: 第四十二章『境界線上への相対者』]
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　草木の匂においがする。

　人の歓声がある。

　石いし畳だたみに見える木の模も造ぞうタイルの通りは人が左右にいて、

　……これは──。

　後こう悔かい通りだと思ったトーリは、その思し考こうを作る自分の姿に気づく。

　後悔通りで開かれているパレードの中、立っている自分は、今の自分だ。

　しかしこのパレードは見覚えがある。

「ホライゾンが死んだときのじゃねえか……」

　罪の再現だ。自分の中にある最大の罪。それは、

「ホライゾンを、死なせてしまったときの……」

　つぶやいたときだ。通りの、自分がいるのとは逆側。そちらから声がした。

「ホライゾンが、……死んだとき、ですか？」

　はっとして顔を上げると、向こうの群ぐん衆しゆうにホライゾンがいた。それも、今のホライゾンだ。

「……どうして？　あ、ひょっとして俺のことが超好きとか!?」

「率そつ直ちよくに申しまして違うと思います。更さらに率直に申しますと。……どなたかが、一人で壁に触れればいいものを、こちらのオパーイに触れてきた気がしましたが」

「……そんな単純なもんなの？」

「どうなんでしょうか？　人じん身しんの貰もらい事故の類たぐいだと判断出来ますが」

　と、ホライゾンがつぶやいたときだ。こちらの傍かたわらを、知った小さな影が抜けていった。

　……!?

　艦かん尾び側、学院側に急ぎ走っていく少年の後ろ姿に、自分は息を飲んだ。

「どうなさいました？」

「いや、今、俺の父親の母親の息子むすこの嫁よめの孫まごの親父おやじが……」

「計算しますと、──貴方あなたですね。どちらへ？」

　あ、ああ、と、半なかば気乗りしない動きで、己は歩き出し、しかし、脚あしを速めた。

　記き憶おくを思い出し、腹の奥に重いものを感じながら、彼は行く。こちらに気づかぬ、記憶の中の人々との間や後ろを抜け、

「この先で、……ホライゾンが、元もと信のぶ公こうの馬車に轢ひかれて死ぬんだ」

「どうしてですか？」

「俺が、救えなくて──」

「そうではありません。……どうして、ホライゾンは、父の馬車の前に？」

「……朝あさ飯めしだよ」

　は？　と首を傾かしげながら、向こうの通りを並んでくるホライゾンに、自分は言う。

「母親いなくなったホライゾンは、うちに一緒に住んでいたんだ。やたら萎い縮しゆくしてたんだけど、段々慣れてきてさ。そしてこの日、いつも朝飯作ってくれる姉ねえちゃんはイベントに出るとかで別のパレードの方に行ってさ。だから……、俺が朝飯作る予定だったんだけど」

「だけど？」

「俺、寝ね坊ぼうしてな。──起きたら、ホライゾンが代わりに作ってくれてた。俺と、パレード見に行く用意もしてさ」

　言いつつ、ホライゾンから視線を逸そらした。だが、

「──大だい丈じよう夫ぶです。ホライゾンは、貴方あなたを見ていますから」

　そうかい、と頷うなずいた己は、彼女に振り向いて、こう言った。

「それが下手へたで、俺、不味まずい、って言っちまったんだよ」

「それは……、仕方のないことでは」

「でも、ホライゾンは泣き出して、飛び出してったよ」

　今、正面、視線の先で、かつての自分が見えぬホライゾンを追っている。

　ホライゾンは泣きながらあてどもなく歩いていたらしい。知る人は多かったため、走りながらでも尋たずねると、見掛けた姿の行方ゆくえを教えてくれる人々がいた。

「ですが、遅かったのですか？」

「否、違うんだ」

　そして、己の目は、それを見た。

　正面。人々の間に、かつての彼女がいた。彼女はこちらを見つけると、泣き顔で振り向き、

「──!!」

　しかし、彼女は慌あわてた動きで人々の間に潜もぐり込んだ。それはまるで、

「逃げられたんだ」

　はっとして追う速度を高めたかつての自分の後を、己はしかしゆっくりと追う。

「俺、思ってるんだ」

　言う。

「あのとき、オマエが頑がん張ばってくれたものを否定したことで、嫌われたんだろうな、って。それなのにしつこく追い掛けたことで、オマエは俺から逃げようとして──」

　進む足は、そこに行き着く。人々の間。彼女と、追った自分が抜けていったスペース。

　そこに踏み込む間に、

「……お」

　周囲の全ての動きが、遅くなっていく。まるで水の中に入ったように、緩く、停止するような動きになり、しかし止まることだけはしていない。

　もはや障しよう害がい物となった人々を抜け、通りの中央に空あいたスペースに出る。

　道路上。そこに馬車があった。四頭引きの馬車だ。

　馬車は止まったように見える。

　馬車の前に立ち止まり、こちらに目を見開いて振り返っている黒くろ髪かみの少女も。

　彼女へと手を伸ばし、飛び込むようにしている少年の背も。

　全てゆっくりと流れ、罪の再現が成立していく。

　その動きの向こう、今の彼女が、はっと顔を上げ、

「……手が！」

　言われてみれば、今の自分の手、その先が消えかけている。黒く、影のようになって、手指の形も見えなくなっている。

　自分は、消えていく己おのれを見てこう思った。ああ、やはり俺の罪はこれだ、と。

「俺はあのときオマエに嫌われて、──だから俺が追わなければ、オマエは死ななかったよな」

　そして、笑って、こう告げた。

「でも、嫌われていても、俺に力があればオマエを救えた。それすら出来なかった俺は、──本当に、何も出来ねえ馬鹿なんだよ」

　言って、自分は前を見た。

　……だけど……。

「これ、どう見ても、俺、救たすけらんねえよなあ。跳んでるけど距離足りねえよな。当時から馬鹿の疑いがあったが、本当だったんだなあ」

「思い切り他人ひと事ごとですね。しばらくしたら死にますよ？　ホライゾンも巻き込まれるんでしょうか、やはり」

「だとしたらマジ御ご免めん」

　しかし、と己はかつての自分を一周して眺ながめ、その上でしゃがんで見る。すると、

「……かつてのホライゾンのスカートを下から覗のぞこうとするのはやめて下さい」

「何色が好き？」

「白か黒ですが？」

「うわ、じゃ、やっぱ同一人物だー……」

　半はん目めのホライゾンを向こうに、立ち上がった自分は首を傾かしげる。

「これ、しかしよく出来た３Ｄだよな。記き憶おくをベースに、更さらには流りゆう体たいから空間が有する過去の残ざん滓しまでひっぱってきてんのかな？　これで立体エロ動画でも作ればいいのに三征西班牙トレス・エスパニアは商売下手へただよなあ」

「別にそんなの普通の２Ｄでも充分なのではありませんか」

「馬っ鹿、多様な角度から観みられるだろ」

「成なる程ほど、熟じゆつ考こうしますに、確かに比較にならないほどの情報量ですね。で、現実の問題に目を向けたいと思いますが。──これ、どうやって否定なさるおつもりですか」

　そうだなあ、と思った瞬しゆん間かんだ。

　ずくりと、身体からだが揺れた。崩れる腕の速度が上がり、更さらには、

「ホライゾン！」

　ホライゾンの右腕も、影の色に崩れていく。それは、

「分解の時間が来たということですね。……どうなのですか？」

　問われた。

「ホライゾンと貴方あなたが共に消えることが、お互いの境きよう界かい線せん上の在り方なのですか？」
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　問われ、トーリは前を見た。

　どうにかしたいが、かつてのお互いを見て、届かぬ自分を見ていると、

　……こりゃあ駄だ目めかなあ。

　思う。どう考えても無理だ、と。

　この状況を否定して、自分の罪を無かったことには出来ない。認めざるを得ない。

　……だったら、諦あきらめるか。

　今、自分は、哀かなしみを抱けば死ぬようになっている。だから、駄目だと諦め、彼女は死ぬしかなかったのだと、自分が殺したのだと、そう思って死ぬしかないのだろうか。

　彼女と共に死ぬことが、かつての自分に出来なかった境界線上の在り方なのか。

　……どうなんだよ。

　だが、そう思ったときだ。ふと、崩れていく彼女の声が聞こえた。

「率そつ直ちよくに質問があります。どうして、……貴方は、今のホライゾンを好きになったのですか」
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　問いかけ。それに対して、トーリは頭を搔かこうとして、

　……こっちの手じゃもう駄目か。

　逆の指で髪かみを搔かき上げた。先も長くないと、そう思いつつ、

「……初めは雰ふん囲い気き、仕し草ぐさとか、あるだろ？　もしオマエの骨格とかが、オマエが成長したならばこの形であったろうという作りなら、仕草は似る筈はずだって、これ、マサからの受け売りなんだけどさ。だから、〝ひょっとしたら〟と気になってたら……」

　息を吸い、

「朝あさ飯めし作る練習してる、って聞いたときは、どきりとした」

「……ホライゾンに記き憶おくはないので、この事例と重ねる意味はありませんが」

「ああ、だけど、こう思ったんだ。……この娘こは、誰かに朝飯とか、そういうのを、記憶とか関係無しで、頑がん張ばって作ってあげたいと、そう思える人なんだろうな、って」

　だから、

「不味まずいのは不味い、けど、……もう俺は、何かを為なす思いを大事にしたい。何も出来ねえ俺が、それでも何かを望むのと同じように。何かを為したいと頑がん張ばる誰かを──」

　上手うまく言葉に出来ず、

「そうしたいと思っているオマエの傍そばにいて、それの一番でありたいよ、ホライゾン」

「そうですか」

　では、

「ホライゾンはかつてのことを憶おぼえていません。ですが、……かつての貴方あなたは、どうして、かつてのホライゾンを好きになったのですか？」

「それは──」

「今のホライゾンは判断します。最善の判断をします。──かつての貴方が、かつてのホライゾンを欲した理由。それがもし、今のホライゾンを欲する理由と等しいならば、貴方は──」

　きっぱりと、こう言われた。

「かつてのホライゾンにとっても、ホライゾンを平行線から否定しうる強固なパートナーだった筈はずです」

「だ、だけど」

　どうなんだ。

「かつてのホライゾンは、……俺から逃げたよ？」

「ホライゾンの記き憶おくによれば、人間とは、……泣いているところを見られたくないものだと。また、ホライゾンには理解出来ませんが、──恥ずかしければ、隠かくれたくなるものだとも」

「────」

「かつてのホライゾンは貴方の否定に戸と惑まどい、逃げました。ですが、貴方に見つかってから先は、逃げたのではないと判断出来ます。最善の判断を用いる限り、当時のホライゾンは、……貴方から泣いて逃げた自分を恥じて、隠れようとしたのです。

　おそらく、泣きやんで、笑った顔で会いたいがために」

「何故なぜ？」

　簡単なことです、とホライゾンが言った。

「朝食を不味いと言われたショックは、冷静になってみれば大したことではなく、しかし泣いたことで貴方に負い目を与えると当時のホライゾンは考えたのでしょう。

　だから貴方に余よ計けいな負い目を与えぬよう、対等のパートナーであるために、──笑って再会したかったのだと推測出来ます」

　ホライゾンが、かつての自分を挟んだ向こうに立った。

「平行線です。貴方は、かつてのホライゾンを救たすけようとして、きっとこう叫んだ」

　憶えている。その一言は、

「今、そこに行く、と」

　そして、平行線上から返される言葉は、拒きよ絶ぜつにも聞こえる一言。それは、

「来ないでと、かつてのホライゾンは言った筈はずです」

　ならば、

「俺は──」

　言うと、ホライゾンが身を正した。崩れていく髪かみを揺らし、たたずみ、

「平行線です。平行線ゆえ、来ないでと、ホライゾンは言います。では、──共に境きよう界かい線上に至るためには、ホライゾンに対して、どのような言葉が必要なのですか？　お答え下さい」

　己は、かつての自分を見た。救おうとして、必死になっている。

　届かないと言うのに、頑がん張ばっている。

　……何も出来ねえ馬鹿だ。

　一人じゃあ、本当に、何も出来ねえ。

　だけど今は、そうじゃねえ。ここに来るまでに多くの人の助けがあったように、

「ホライゾン」

　言った。

「過去の罪を、否定するために俺は言う。俺一人では救えねえんだったら──」

　崩れていく手を差し伸べて、自分はホライゾンにこう告げた。

「そこは危ねえよ。だから救いに行くけど、──オマエもこっちへ来い、ホライゾン」
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「──ん」

　ホライゾンは、小さく頷うなずいた。

　そしてトーリは見た。かつてのホライゾンが、右の手をわずかに挙げているのを。

　玩具おもちやの指輪のついた手を掲げる動きは、

　……俺の方に手を差し伸べようとしていて……。

　嫌われてはいなかった。そう信じようと、そう思った。

　それと同じように、今のホライゾンが、崩れていく手をこちらに差し伸べてきた。

　影のように、消えかけていた手が重なり、その瞬しゆん間かんに、

「!!」

　鞭むちが巻き付くように、消えかけていた双方の手が結ばれて形を戻し、握り合い、

「……っ！」

　自らも身を寄せながら、自分はホライゾンを引き寄せた。

　ホライゾンも、こちらの方に飛び込んでくる。

　引き寄せ、抱き寄せ、しがみつくように、後こう悔かい通りの中央で身の距離を等しくしたとき、

「──!!」

　過去の罪の再現が、光と共に砕け散った。
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　戦場の誰もが、光の破は砕さいと飛び散りと、その中に立つトーリとホライゾンを見た。

　まるで桜さくらの散るように舞う光の屑くずの中央において、トーリはホライゾンに一枚の表示枠サインフレームを出して示す。そして頷うなずいたホライゾンがその表示枠に指を重ねた瞬しゆん間かん。

　戦場に、ありとあらゆる表示枠を通して正まさ純ずみの声が轟とどろいた。

『三み河かわ君くん主しゆ、ホライゾン・アリアダストは、今、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの推すい薦せん入学を受けた！　よって今後、彼女の身み柄がらの預かりは武蔵アリアダスト教導院生徒会と総そう長ちよう連合が得ると同時に、──この抗こう争そうの継けい続ぞく性は失われた!!　教皇総長パパ・スコウラ！　貴方の持つ大罪武装ロイズモイ・オブロの返へん却きやくについては新たな相あい対たいの場で正式に取り行うことを希望する！　そして──』

　息をつき、

『我々は、今後の全ての抗争の講こう和わを、──後のヴェストファーレンに預けるものとする!!』

　直後。空に風が来た。北の方から飛来するのは、武蔵の輸ゆ送そう艦かんだ。超低空で飛来する黒と白の艦は、前部ハッチを開け、そこに既すでに直なお政まさの地じ摺ずり朱雀すざくを入れている。サイドのハッチなども展開し、確保用のネットを下ろしながら、

「撤てつ収しゆう──!!　早くしないと三征葡萄牙トレス・ポルトガルの武装商しよう船せんが東から来るよ！」

　その言葉に、皆が走り出す。方角は南。輸送艦が来る動きから言って、チャンスは一度だ。

　能力のある者は、跳ちよう躍やくによって前部ハッチから直接入り、余よ裕ゆうのある者は追つい撃げきに対して牽けん制せいを入れて確保用ネットに手を掛ける。負傷者は既に地摺朱雀が集めて乗り込ませており、取りこぼしとも言える者達は、ミトツダイラがやや無む造ぞう作さに拾っていく。

　だが、皆の中、最も南にいたトーリとホライゾンが遅れた。トーリが未だ戦場に残ろうとするように足を停めたのだ。しかしすぐにホライゾンがその手を引き、

「トーリ様さま、状況的に見て、もう一つの大罪武装は無理だと判断します」

「……御ご免めんな。淫いん乱らんに出来なくて」

　そうじゃねえだろ、と空からツッコんだ皆が、

「どちらにしろ時間切れだ！　来い！」

　叫んだ瞬間だ。追っ手となるK.P.A.Italia側から、咆ほう吼こうに近い叫びが走る。

「行かせるかよ！　なあ!?　おい！　大体、姫の推薦入学だと!?　そんなの、帰り着くまでが遠足だと言うことを忘れたか!?　武蔵に戻るまでは受理無効だ馬ば鹿か者があ──！」

　光の一いち撃げきが、輸送艦を斜め下から閃せん撃げきした。

　教皇総長だ。符ふを十数枚重ねて直列発動した光の打だ撃げきは、一発で輸送艦を跳ね上げた。

　轟ごう音おんが響ひびき、ホライゾンを抱くトーリが手を伸ばすが、ネットが跳ねて届かない。

「──っ」

　そこにK.P.A.Italiaの戦せん士し団が殺さつ到とうしていく。

「……ここで諦あきらめれば、K.P.A.Italiaの歴史に顔向けが出来ん!!」

　だが、通過する轟ごう音おんの底で、動く者達がいた。

　輸ゆ送そう艦かんの背部ハッチから身を乗り出す地じ摺ずり朱雀すざくと、その指を摑つかんで身を渡すペルソナ君と、更さらにその手に握られた鎖くさりと、その持ち主と、更に振り抜かれる鎖の上に淀よどんだ、

『──ここは吾わが輩はいの出番のようであるな！　水分少なめ、硬度を上げて参ろうぞ！』

　手の平型に身を変えたネンジが、鎖のスイングとともに、

「……！」

　崩れそうになる身を堪こらえ、トーリとホライゾンを受け止めた。

　かっさらう。

　同時。鎖を回し引き揚げる動きに重ねるように、輸送艦が上昇と回頭を掛ける。

　風を押しのける大音とともに、輸送艦は武蔵むさしへと向かう。

　行く。
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　インノケンティウスは、輸送艦の行方ゆくえを走って追った。

　しかし、追い切れず、引き離され、

「く……！」

　くそ、と言おうとした瞬しゆん間かんだった。横手から、更なる轟音が巻き上がった。

「!?」

　振り返ると、白の艦、自分の所有艦である栄光丸レーニヨ・ユニートが浮上と前進を同時に掛けていた。既すでにその全体は十数メートルを上がっていき、強ごう引いんに前に出つつある。大型艦ゆえ、浮上と前進を同時に行うのは出力のバランスを崩すこともあるが、それを行うのは、

「何故なぜだ!?　……何をしておるか!?」

　言葉に、答える声は、まず、横から来た。

「か、艦かん長ちようや先せん輩ぱい達が……、自分達で追うと」

　声に振り向けば、甲かん板ぱん上で通つう神しんなどを担当していた少女がいる。

　否、彼女の他にも数百名、誰も彼も、若い、新入生やそれに近い者達だ。

　置いて行かれた彼らの頭上、行く艦から、声が聞こえた。指し揮き所しよの担当などを行っていた上級生、年上の艦長だ。

『聖せい下か、船をお借りします』

「どういうことだ!?」

『聖下が御健在であれば、最後に戦場に立っておられるならば、──K.P.A.Italia及び、旧派カトリツクは、敗北したとは言えなくなります。教きよう皇こうの威い光こうは地に伏してはならず、どのようなときでも輝くことで、旧派はその不断の歴史を保つのですから』

　だから、

『船をお借りします。前部主しゆ砲ほうである大型流りゆう体たい砲とこの身があれば、武蔵むさしを止めることが出来るかと判断しましたので』

「返す気はあるのか？」

『Ｔｅｓテスタメント．、──旧派の身、この魂たましいは、常に聖譜テスタメントに献けん上じようしているものなれば』

「Ｔｅｓ．、ならば行け」

　己は、身を正し、眉まゆを立てて栄光丸レーニヨ・ユニートに片手を上げた。覗のぞける窓から、手を挙げ返す皆に対し、彼は告げる。

「貴き様さまらは時代を刻め、俺は不断を担当する。──AMEN、全ては聖譜の導く道上にて、だ！」

『お気き遣づかい、至福に！』

　言葉と共に、栄光丸が、一気に前に出た。

『出力はこちらの方が遙かに上だ。重量積んだ輸ゆ送そう艦かんを抜くぞ！　武蔵が輸送艦から姫を下ろすまでに接近、流体砲を叩たたき込む！』







[image: 第四十三章『不断の行者』]
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　白の艦。栄光丸レーニヨ・ユニートという名を側面に書いた巨きよ艦かんが、武蔵むさしの浮上する空を行く。

　栄光丸の機き動どうは、航空艦コラツヴアータの戦術としては、基本の一つとも言えるものだった。

　高速突とつ撃げきによる衝角ラムをもっての激げき突とつと、そこからの砲ほう撃げきを狙ねらうやり方。古来から伝わる航空戦術は、航空船ナーヴエという大質量突撃物による制止不可の武装によって成り立つものだ。

　現在、武蔵に向かう白の船〝栄光丸〟は、先せん端たんの衝角を武蔵右う舷げん一番艦へと向けていた。

　速度を上げていく突撃にとって、敵の中央を狙う必要はない。武蔵は八艦の連動による大型艦だ。一艦でも破壊すればその運用に多大な支し障しようを得る。貨か物もつ艦である右舷一番艦を破壊すれば、食糧などの供給を補給によって賄まかなう武蔵は長期航こう行こう不能になり、いずれ動けなくなる。

　だから、という勢いで、白の艦は行く。

　砲撃などにおいて、艦の流体燃料エーテル・アリメンタを使用する装備は使用しない。全ては推すい力りよくと、衝角下に設けられた口こう径けい三メートルの流体砲ほうの装そう塡てんに注つぎ込む。

　前方。距離三キロを切った位置で、浮上した武蔵が山上に見え始めていた。

『デカい……』

　感かん嘆たんとも言える感想に、しかし栄光丸は速度を落とさない。まるで雪山が浮上してきたように見える武蔵に対し、速度を上げ、一直線の進路をとった。

　だが、対する武蔵が回頭を始めている。全体は西へと艦かん首しゆを向ける動きだ。

　巨大な艦の半なかばから、水みず飛沫しぶきが宙に散り、一直線の尾となっていく。

　回頭とともに艦を横に傾けてスライドさせているが、自じ重じゆう故ゆえ、その動きは遅い。既すでに浮上しながら操そう艦かんを掛けていただろうが、今ようやく初動が入り始めた頃だ。しかしこちらも、大きな進路変へん更こうは出来ない。衝角を当てるには、武蔵の艦首は鋭角過ぎる。だがそれでも、

『当てろ!!』

　風の音も圧迫の響ひびきとして、白の艦が軋きしみながら加速する。

　すると横、先行していた武蔵の輸ゆ送そう艦が緩やかに左へ並んだ。追いついたのだ。

　直後。

『来るぞ!!』

　輸送艦、開いたハッチの中、武蔵の生徒達がそれぞれ壁や張り渡したロープなどにしがみついているのが見える。その光景が、ふらりと揺れ、近づき、

『!!』

　激突した。

　軋みが上がり、火花が散り、轟ごう音おんが響き、雲が割れて装そう甲こうが舞った。

　金属の叫びは衝しよう突とつが続く中で高く高く吠ほえ上がり、衝しよう撃げきが両艦を襲おそい続ける。だが、

『異い教きようの輸送艦ごときが聖せい下かの艦に触れるとは何事だ……!!』

　白の大たい艦かんが、後部加か速そく器の流りゆう体たい光を強くして、加速した。

　強ごう引いんに、まとわりつく者を引き剝はがすように栄光丸レーニヨ・ユニートが速度を上げる。

　離れる。その瞬しゆん間かんに、両者の間に叫びが走った。

「──結べ！　蜻蛉とんぼ切きり!!」

　開いたハッチの中央。皆に支えられた女武む者しやが槍やりを構えた瞬間。

　割かつ断だんの力が白の艦を激げき震しんさせた。装そう甲こうが割られ、船せん殻かくの外がい殻かく部が一直線に弾はじけ跳ぶ。

　内殻部の隔かく壁へきも露あらわになり、外殻内を走る配送管は千ち切ぎられ曲がって水や流体燃料エーテル・アリメンタを空に霧きりとしてぶちまけた。

　一いつ瞬しゆんで、栄光丸の左さ舷げん側が煙のような霧をまとう。

　それでも、まだ、加速の光はやまず、風を波のように打ち広げながら、

『さらばだ!!』

　栄光丸が、一気に輸ゆ送そう艦を引き離した。

　残りの距離が一キロを切る。衝角ラムの行く先はやや右に流れているが、まだ修正が可能だ。

　目標である武蔵むさしの右う舷げん一番艦・品しな川がわの回頭は間に合っていない。

『……総員、対衝しよう撃げき姿勢を取れ！』

　艦の中に放送が走る。

　と、そのときだった。航こう法ほう担当が、疑問の声を挙げた。

『敵、左舷一番艦・浅あさ草くさ！　……東へ回頭しています！』

　西ではないのか、と誰もが思った。何しろ、品川も他の艦も、今は西への回頭だからだ。

　何故なぜだ、と思った瞬間。浅草から、それが来た。

　浅草のありとあらゆる場所から放たれた直線群。白の光線のように見えた無数の直線は、ロープの群だ。

　係けい留りゆう用、曳えい航こう用、移動用、輸送用、それらのロープが、あるものはデリックや甲かん板ぱんから打ち出され、あるものは武ぶ神しんによって投じられ、右舷からこちらの上空を越え、届き、

『まさか……！』

　ロープの群、それらの先せん端たんに仕込まれた金属のフックやアンカーが、ロープごと艦を巻き、各部に引っかかり、突き刺さり、しかしその殆ほとんどが白の艦を捉とらえ、確定した。

『──強ごう引いんに牽けん引いんする気か!!』

　その通りのことが生じた。

　ロープの群が一気に引き絞しぼられ、唸うなりを上げた。懸けん架かの力は衝撃を持って栄光丸を牽引し、

『お……！』

　進路がずれる。

　だが栄光丸が加速し、前へ行くことで、ロープが千ち切ぎれ、その基部ごとを外して宙に飛ばし、

『おお……!!』

　身を歪ゆがめてくねるようにして、栄光丸レーニヨ・ユニートが浅あさ草くさの先せん端たんを求めた。

　そしてデリックが、破は砕さいした。浅草に立つ四本のデリックの内、二本が基部を砕かれ、一本がマストから伸びるアームを弾はじけ飛ばされた。

「くそ……！」

　浅草艦かん上じようの皆の叫びそのもののように、飛ばしていたロープ群がミシン目を割るように断ち切られて吹き飛ばされていく。

　今や猟りようの銛もりを無数に打ち込まれたような姿となった白の艦は、身をよじらせ、行き、

『──!!』

　だが、届かなかった。首を振る品川の正面ぎりぎり、その装そう甲こうに、白の艦の左さ舷げんが激げき突とつし、そのまま抉えぐるように、しかし削けずれ、すれ違うように、

『……っ!!』

　一気にずれた。

　品川の左舷側、外壁を大きく削り、しかし質量差によって、栄光丸は弾かれた。

　金属の束を叩たたきつけ合うような音がして、品川と栄光丸が反発して離れる。

　転てん覆ぷくを避けるように右へ舵かじを取った栄光丸は、正面を見た。

　武蔵むさし中央前ぜん艦かん・武蔵むさし野のがそこにある。

　だから、とでも言うように、傷つき、捕ほ獲かくの綱つなをたなびかせた白の艦は、霧きりの煙を上げ、装甲の破は片へんをまき散らしながら突とつ撃げきした。

　栄光丸は、武蔵の旗き艦かんとも言える武蔵野の正面に対し、衝角ラム下の流りゆう体たい砲ほうのハッチを全開し、

『砲ほう撃げきとともに激げき突とつしろ!!』

　行った。もはや止める者のない空域、敵の懐ふところの中を、

『旧派カトリツクとK.P.A.Italia、そして教皇総長パパ・スコウラに不断の輝きあれ……！』

　行きながら、砲撃を行った。

　同時。栄光丸の頭上を通り、武蔵に至る者がいた。

　こちらを追い越す輸ゆ送そう艦からなびく鎖くさりを摑つかみ、武蔵野の舳へ先さきに降り立つ姿は二人分。

　武蔵の総そう長ちようと、三み河かわの君くん主しゆたる姫だ。

　こちらの砲撃準備となる流体収しゆう束そく光の前、二人は肩を抱き合うようにして立つ。

　そして二人は、姫が右腕に下げたものを支え合って構えた。それは、

「──大罪武装ロイズモイ・オプロ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟です」

　直後。二つの砲撃が、それぞれの間で激突した。
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　力の衝しよう突とつは、両者の均きん衡こうからスタートした。

　蒸じよう音おんともいえる流体砲の光線砲撃と、黒の稲いな妻ずまの束のような〝悲嘆の怠惰〟の搔かき毟むしりは、両者の中央にてぶつかり合い、光と闇やみの渦うず巻まく爆発を展開する。

　白の一いち撃げきは突き抜けようとした。黒の連れん撃げきは回り込み、貫つらぬき通そうとした。削さく音おんが空に熱の揺らぎを与え、抉けつ音おんが宙に冷の霧きりを走らせ、爆圧は流りゆう体たいの力の歪ゆがみが生む力りき場ばと化していく。

　大気が震しん動どうし、風が二つの極きよくに向けて巻き起こった。その極の一つ、武蔵むさし野のの先せん端たんに立つホライゾンは、背後に立つトーリと共に、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を押さえ付けるように構えていた。

「く……！」

　揺れる。暴れる。まるで泣き叫ぶように、〝悲嘆の怠惰〟が吠ほえている。

　……制せい御ぎよ出来るでしょうか……!?

　この武装が、自分にとってどのような意味を持つのか、自分には解わからない。だが、先ほど、二ふた代よから受け取ったとき、〝悲嘆の怠惰〟はいきなり自ら起き動どうした。


『所有者：ホライゾン・アリアダスト：──認にん識しき』

『個こ体たい感情表ひよう現げん：通常駆く動どう　超ちよう過か駆動：────：コンバットプルーフ済さい可か：自じ己こ進しん化か解決』



　二重のセイフティも、初期設定も、全て自動で行われ、更さらには、

　……重さを感じません……。

　二代や他の者が持つと大体七キログラム程度の重量として感じるようだが、自分にとっては軽い。水をグラスに入れて持っているような感覚だ。

　そして栄光丸レーニヨ・ユニートという白い船が主しゆ砲ほうの発はつ射しや準備を完了しているのを見て、トーリが判断した。

「撃うちまくろうぜ!?　気持ちいいよホライゾン！」

　そういうものなのだろうか。よく解らなかったが、

　……武蔵が飛べなくなれば、全ては元に戻ってしまいます。

　自分が決着をつけることで、各かつ国こくにその威いを知らせる意味もあると、ネシンバラと正まさ純ずみが判断の背を押した。

　だから、来た。

　先ほどから、〝悲嘆の怠惰〟と自分の間に幾いくつも表示枠サインフレームが出ては消える。二代の言に拠よれば、前の持ち主が持っていたときも彼女が担かついできたときも、そんなことは無かったらしい。

　ならばこれは自分のものだと、そういうことなのだろうか。だが、

『──トーリ君！　〝悲嘆の怠惰〟が押されてます!!』

「え？　じゃ、じゃあ、お、押し返し──」

「疑問しますが、何故なぜホライゾンの尻しりをこね始めるのですか」

『危険なんですってば──！』

　トーリが展開する通つう神しんからの声の通り、眼前の風が、こちらに押されつつある。白と黒の激げき突とつにおいて、こちらの黒は弱い。

〝悲嘆の怠惰〟の流りゆう体たい燃ねん料りようゲージは、まだ赤の色を残存している。だが、


『個体感情表現：超過駆動：出力：60──』



　出力が、六十パーセントから上がらない。更さらには、


『ホライゾン様：第三セイフティ解除〝魂たましいの起き動どう〟：お願い致します』



　……魂!?

　喉のどにあるという自分の魂。それを駆く動どうさせろとは、どういうことか。

　セイフティの意味は解わかる。調理器具や着火の術じゆつ式しきで知っている。それを解除することによって、機能を発はつ揮き出来るのだ。ならば、この大罪武装ロイズモイ・オプロは、魂によるセイフティがかかっており、それが外れない限りは、

　……敗北します……！

　だが、己おのれの魂の駆動法が、解らない。

　そして、解らないままなら、このまま迫る白光に追い込まれ、潰つぶされ、

　……負ける。

　自分は思った。ここで負けたら、どうなるのだろう、と。

　……それは──。

　消えるのですね、と、そんなことを己は思った。

　消える。

　今がその直前の一いつ瞬しゆんともいえる時間だ。

　だが、自分の視覚は、白と黒の激げき突とつの向こうに、世界を見た。

　夜に近い空の下、山があり、湾があり、海がある。あの湾は、

　……父が、いなくなった場所。

　父という意味は理解している。昨夜、いなくなり、そして彼の権利を自分が得たのだ。

　だが、解っていないことがある。それは、失ったという意味だ。

　失うと言うことに対し、どういう感情を得ていいのか、己は解らない。

　しかし、自分は思い出す。それは、

「────」

　父を、最近、見た記き憶おくがある。

　昨日きのう、墓ぼ地ちでのことだ。歌を唄うたっている最中、空を行く船からこちらを見ていた人は、自分を見つけて手を振ってくれた。自分も手を、礼れい儀ぎだと思って振り返したが、

　……あれは──。

　父は、こちらを見て笑っていた。こちらは、誰なのか解っていなかったというのに。

　あれが父だと解っていれば、自分は、どのような応答を返すことが出来ただろうか。

　父がその夜にいなくなると知っていれば、自分は、一体、

「……っ!?」

　心の中に、何かが、軽い音を立ててはまった。そんな気がした。

　直後。己は理解した。大事な存在を失ったという、莫ばく大だいな事実と、そして、

「ホライゾン！」

　肩を抱く、ぎこちなくも強い力の意味と、

「安心しろ。──俺、葵あおい・トーリがここにいるから!!」

　いてくれる人がいるという、その意味を、自分は初めて理解した。

　だから己は声を挙げた。目め尻じりからこぼれ出す何かに身を任せるように、昨日きのうの父の笑えみに届けと、そして今隣となりにいて、自分を確かにしてくれる人がいるという意味を、

「──っ!!」

　泣き声として空に奉じた瞬しゆん間かん。


『セイフティ解除〝魂たましいの起き動どう〟：認にん識しき』



　己おのれの全周に、多大な量数の表示枠サインフレームが展開した。

　十字と鳥とり居いを重ねた形状の、黒の表示枠は、まずは文字を流すことなく、一いつ瞬しゆんだけ小さな影のイメージを映し、その後に一気に、


『──大罪武装ロイズモイ・オプロ統とう括かつOS：Phtonos-01s：初接続：初期化：認識』

『ようこそ　感情の創そう世せいへ──Go the Middle of Nowhere』



　……これは──。

　思うこちらの眼前、それは、高速で幾いくつもの文字を行列として流しながら、新しい表示枠を出し、

[image: ]


『第五武装〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟：認にん識しき──』



　今、こちらが右手に掲げる〝悲嘆の怠惰〟が、黒の光を放ち始める。

　そして新たな表示枠サインフレームが〝悲嘆の怠惰〟を中心に連続展てん開かいした。それらは出力の確保や発はつ射しや手順などを告げるもので、


『流りゆう体たい燃ねん料りよう不足補ほ塡てん：検けん索さく：発見：葵あおい・トーリ様より献けん上じよう：許可いたしますか？　是ぜ／非ひ』



　涙に揺らめく視線を向けると、彼がその向こうで頷うなずいてくれた。だから自分は、彼に手を取られ、是の字を押す。

　直後。黒の光が爆発した。

「!?」

〝悲嘆の怠惰〟が、その発する黒の搔かき毟むしりを倍化させたのだ。爪つめは深く、長く、更さらに差し込む指は長く鋭い動きで。

　行く。白の光の表面にまとわりついた数千を超える黒くろ爪づめ指ゆびが、一度こちらの方に爪つま先さきを向け、しかし一気に、

「抉えぐる……！」

　言葉通りの現げん象しようが、長大な光砲ほう撃げきを毟りあげた。

　反動が来る。まるで、悲ひ嘆たんに押されるように、全身の力が抜けるように、強い震えが来る。

　耳に聞こえる音は泣き叫びの響ひびきに似ていて、自分は、胸の内に同じ音色があることを悟さとる。それは、喉のどを震わせて、今にも叫び出てきそうで、だが背後から支える力と、聞こえた言葉は、

「歌えよホライゾン、通すための歌を!!」

　それは、何の歌か。解わかっている。だから己は口を開き、喉を震わせ、彼の支えと共に己おのれの感情を構えながら、

「────」

　夜に向かいつつある空に向かって、声を挙げた。父と会ったとき、やはり空に奉じていた歌を。ゆっくりと、しかし高らかにただ歌った。




　通りませ　通りませ

　行かば　何処いずこが細ほそ道みちなれば

　天てん神じん元もとへと　至る細道

　御ご意見御ご無用　通れぬとても

　この子の十の　御お祝いわいに

　両のお札ふだを納めに参さんず

　行きはよいなぎ　帰りはこわき

　我が中こわきの　通しかな──

　そして、響ひびく歌声に重なりながら、哀かなしみによる感情の叫びが、空を貫つらぬいた。

　一いつ瞬しゆんという時間で、黒の爪つめ群むれは稲いな妻ずまとして空を搔かきむしり、光を食い、貫き、

「っ!!」

　空に、仰のけ反ぞって、髪かみを大きく振って挙げた叫びの終了と共に、白の艦かん影えいをぶち抜いた。

　破は砕さいする。白はく鯨げいにも似た巨大な艦かんが、殴なぐられたように揺れて、そして空を落ちていく。

　上昇する武蔵むさしは、その武蔵むさし野のの持つ船首の鋭角なバウにて、白の艦を迎え、

『……！』

　下から上に、両りよう断だんした。

　破砕の音と、衝しよう撃げきと、破は片へんと光と煙が空に二つの轟ごう沈ちんを示す。

　そして二に双そうとなった白の艦から、退たい避ひの船が空にこぼれ出していくが、それらを顧かえりみることなく、幾いくつかの負傷を得た武蔵は、上昇と西への回頭を掛けた。

　その艦かん首しゆの舳へ先さきにいるのは、空への泣き声を挙げる少女と、彼女の身を抱きしめる少年だ。
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　夜に近い闇やみ色の空を視線と並へい行こうにしつつ、ホライゾンは〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を床に投げ捨てた。

　身体からだに浸ひたる震えと、胸の中にあるどうしようもないほどに揺れた感情。

　それらをもって、彼女は背後にいる少年に俯うつむきで勢いよく振り向いた。

　問うことしか思えなくなっている心に従い、彼女は問うた。彼の胸に額ひたいをつけながら、

「どうして……」

　しゃくり上げながら、彼女が、彼の胸を力無く叩たたく。息を吸い、口を大きく開き、

「感情とは、こんなに、こんなに辛つらいものなのですか……！」

　叫びに対し、少年は、すぐには答えない。

　眼下、既すでに距離の離れた陸りく港みなとに、白の艦の残ざん骸がいが落ち、鳴めい動どうする。

　その響ひびきと、わずかに感じる風の中、自分は、彼の腕が肩越しに背へ回るのを感じる。

　浅く抱かれ、告げられる言葉は、

「泣けよホライゾン。──俺がここにいるから。辛い感情を吐き出せよ」

「どうして……!?」

「そりゃ簡単だ」

　聞こえる。

「……全てを取り戻した後のオマエには、もはや、嬉うれしいことをたくさん得ることしか、残ってねんだからさ。だったら、──今は辛いのを楽しんでいこうぜ、俺と二人で」

「────」

　そして、彼は、小さく笑った。いいか？　と前置きして、

「もう、俺は泣くことが出来ねえ。だから俺の代わりに泣いて、叫んでくれ、そして──」

　背を強く抱きしめられれば、顔が上に向く。

　涙で濡ぬれた目め尻じりに、彼の唇くちびるが来た。目を伏せ、なすがままに任せると、彼の唇がこちらの涙を左右で拭ぬぐい取り、そしてそのまま下がって、

「────」

　唇を重ねられた。

　そのままを数すう呼吸に、しかし彼がやがて、ゆっくりと離れていく。

　息を交換出来るような距離。それだけの間を開けて、彼がこちらの瞳ひとみを見て、こう言った。

「哀かなしみの味がするよ、ホライゾン」

「では──」

　口を開き、問いかけた。涙の浅く浮いた瞳で、彼を見て、

「ここにいる私に、他の味も、……教えていただけますか？」

　言うと、改めて深く抱きしめ直された。強く、彼の胸に納められるように抱かれる。その胸上、彼は俯うつむきをもって頷うなずきとして、

「教えてやるよ、取り戻しに行くよ、オマエの感情を。そして、オマエの全てに繫つながる大たい罪ざいを、俺とオマエの、境きよう界かい線せん上に揃そろえに行こう。そうしたら、いつか」

　いつかきっと、

「──全ての感情を従えて、俺と一緒に笑ってくれ、ホライゾン」
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　武蔵むさしアリアダスト学院の下、階段の裾すそ野のとも言える大通り前には、三つの影があった。

　猫ねこ背ぜの酒さか井いと、長ちよう剣けんを背負ったオリオトライと、

「あ、じゃあ、私こっちなんで、帰りますね？」

　と、半なかばふらつきながら頭を下げて高たか尾お方面に歩き出す三さん要ようだ。

　今、空は白の色、ステルス航こう行こうへの移行を終えた証あかしに染まっている。周囲は夜の暗さで、通りには灯あかりが点ついているが、浅あさ草くさや品しな川がわ、武蔵むさし野のの方は昼間のような明るさがある。

　酒井とオリオトライは、ゆっくりと後こう悔かい通りを艦かん首しゆ側へと歩き出しながら、

「浅草も品川も、どっちもやられたよねえ。……武蔵野もバウの総点検だね」

「でも、この聞こえるメタル囃ばや子しの音。あれ、武蔵野で祭やってますよね」

「今夜くらいはハシャいでもいいんじゃないかねえ。明日からどうせ、──訓練じみた授業とかガツガツやってくつもりなんでしょ？　おじさん、真ま喜き子こさんがどういった経けい歴れきなのかとか、ちょっと興きよう味みあんだけどねえ」

「あんまり派は手でなとこないですよ私。うちのクラスの子達の方がトンデモですしね」

　そうかね？　と首を傾かしげた酒井に、オリオトライは頭の後ろで腕を組んで、

「──たとえばトーリの家、葵あおい家けは、元々、アリアダスト家の警けい護ごの役だったそうですね。力はあるけど姓かばねの無い者に、その役の意味から、松まつ平だいらを示す葵の姓せいを与えたとか」

「……どうしてそんなこと知ってんの？」

　オリオトライは、怪け訝げんそうな顔の酒井に対し、舌を小さく出して、

「まあ、経けい歴れき不ふ詳しようの部分ですよ。──でもトーリも喜き美みも、そこらへん、知らないみたいですね。二人の親も、アリアダストの姫が亡くなった後は、ホライゾンを普通の子と同じように育てようとしていたようですし」

「それが途中で失われて、……戻って来たら末まつ世せ解決用自動人形だよ。自動人形の姿を見たとき、俺は確信持てずにいたけど、トーリは馬鹿だから確信してたんだろうね、あれ」

「あの馬鹿はコクりに言って世界征せい服ふく宣言ですから。二人とも似たようなものですよ」

　と、言ったときだ。オリオトライは、酒井がふと足を止めたことに気づいた。

「？　……学長？　ここ、ホライゾンの石せき碑ひがある──」

　言葉を作っていたオリオトライは、酒井がたたずんだ意味を悟さとる。

　地面、薄暗い木のタイルの並びに、色がぶちまけられている。通りの灯ともしびを反射する色は、

「血……？」

　それは通りの半分ほどを占める大きさで、円を基礎とした模も様ようと、文字を書いていた。

　オリオトライは、酒井の横で息を詰め、反射的に長剣の柄つかに手を当てた。

「二に境きよう紋もん、ですよね……」

「知ってるの？　……俺、いらなくない？　ひょっとして。榊さかき原ばら云うん々ぬんとか全部無む駄だ？」

「何言ってるんですか。……うちの子達が話題にしてるんですよ、これ。ネシンバラと浅あさ間まを呼ぶ必要がありますね、これは」

　ああ、と酒さか井いが頷うなずくと同時。いきなり、空中を音が走った。

　犬の遠とお吠ぼえを大きくしたような音は、全ぜん艦かんに響ひびき渡る警けい報ほうだ。

　はっとしたオリオトライが長ちよう剣けんを鞘さやごと背から持ち上げると同時。

『──〝武蔵むさし〟より全艦通報！　航こう空くう戦せん艦かん一艦、右う舷げん上空を通過──』

　言葉より早く、空をライトの灯あかりが照らし、それが来た。

　艦かん影えい。全長八百メートルを超える大型航空艦が、こちらのステルス障しよう壁へきを貫つらぬいて空に姿を見せた。見えるのは黒の色に、

「P.A.ODAのエンブレム……！　織お田だの鉄てつ甲こう艦です……！　まさか航路が重なって──」

「違う。側面のナンバーは１。P.A.ODA五ご大だい頂ちようのトップ柴しば田た・勝かつ家いえの船だ。航路重ちよう複ふくのミスはしないさ。おそらく、……挨あい拶さつだ、見なよ真ま喜き子こさん」

　黒の行く艦かん上じよう。後部甲かん板ぱんに影がある。

　影は六つ。それぞれ、体格や身長、髪かみなども違う陰いん影えいがあり、

「──あれが、各地で極きよく東とう側からの制圧に動き出しているP.A.ODAの五大頂……」

「正確には四大頂目めが佐さ々さと前まえ田だの二人で一組だから、六ろく天てん魔ま軍ぐんとも言うよね。本来の意味とちょっと違う用法だけど。きっとアレだ。……こちらがステルス航こう行こうを用いていても、P.A.ODAの方では解かい析せきが出来ていると、そういう示し威い行動だよ、これは」

「……魔ま人じんですよね誰も彼も。ナンバー６の羽は柴しばなんて十本槍やりという若手の私軍まで持って」

　空を灯とう火か無しで行く航空戦艦は、こちらを見下ろすように、回かい避ひ軌き道どうすら取らずにすれ違っていく。風が巻き起こり、武蔵の至る所から光と声があがっていく。しかしそれらの動きを無視して、黒の艦は行く。

　六つの影は、遠ざかるに連れ、動き、振り返りもせずに艦の中へと向かう。

　ステルス障壁を破り、背後の空へと、行き、

「────」

　一いつ瞬しゆんだけ聞こえる外の音を鳴めい動どうとし、空に浮かぶ二つの月を逆ぎやつ光こうとし、黒の艦影は消えていった。すぐにステルス障壁は張り直され、空には薄暗い白の色がまた宿る。

　武蔵のあらゆる所から、ほ、という動きと、雰ふん囲い気きが伝わってきた。

　そしてオリオトライが、強く摑つかんでいた長剣の柄つかを離し、前を見ると、

「あ、消えかけて……」

　目の前にあった血の文もん様ようが、排はい水すいと浄じよう化か性の高い樹じゆ脂し材の地面に染みて消えるところだった。

　だが、地面に書かれた文字はまだ読むことが出来た。その言葉を、彼女はゆっくりと、

「──Please」

　告げられるそれは、英語で書かれた一文だ。

「──Please　Kill　me　all」
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　薄暗いだけの空の下。夜の通りを、黒の制服姿と、青のドレスが走っている。

　走る黒と青の内、黒が、不意に背後へと振り向いた。遠く、やや高度を上げている品しな川がわの上にある祭の光に目をとめて、

「主しゆ賓ひんがいなくなっても、P.A.ODA主力が威い嚇かくに来てもまだ祭が続くんだから、武蔵むさしの人間は祭好きか頭がおかしいかどちらかだな。ミトツダイラは、変だと思わないのか？」

「さっきから愚ぐ痴ちが多いですわね、正まさ純ずみ。祭はシロジロやハイディ達が仕切ってますし、とりあえず〝武蔵〟達がP.A.ODAの航こう路ろ解かい析せきもしてますわ。P.A.ODAも、ひょっとしたらこっちの戦勝を祝いに来たのかもしれませんし。場の雰ふん囲い気きは大事にしませんとね」

　そうかなあ、とつぶやく正純は、

「まあ、こっちは〝青雷亭ブルーサンダー〟行ってから音信不通の葵あおい達に対して伝でん令れいだけどな」

　そう言って、しかし不意に自分の腰に手を当て、ねじった。そして己の姿を見直し、

「下、……女子のは何か心こころ許もとないな」

　女だということが完全に広まって、皆がそれを認めた以上、男子の制服でいるのもまた邪じや推すいをされるかもしれないと、自分は女子の制服を着用していた。だがそれは、

　……クラスの女子連れん中ちゆうが、戦勝祭の最中に勝かつ手てに盛り上がって用意するとは……。

　ただ、女子の制服では胸が目立つ。それは今の自分には、流石さすがにまだ気が重い。

　だから、折せつ衷ちゆう案として、男子制服の上を着て胸を隠かくした。

　また、スカートも妙みようにまとわりつくので外してしまった。だがそうするとインナースーツの茶色で脚あしのラインが明るく出るため、黒のインナーを着てポケットバインダーを着つけた。

　段々慣れていけばいいだろうと、そう思う。

　……まあ、女子の制服なら、いきなりずり下ろされることもないだろうしな。

　思い、不慣れな心許なさで通りを歩いているが、ミトツダイラが苦く笑しようしっぱなしだ。

　ただその苦笑を有あり難がたいと感じつつ、己は道を行く。すると不意にミトツダイラが、

「これから、どうなさいますの？」

「え？　ああ、既すでに武蔵は西に移動しているが、そのまま西行きだ。清しんまで寄港地を持つ三征葡萄牙トレス・ポルトガルは三征西班牙トレス・エスパニアに併へい合ごうされてるから、東側航路はどこ行っても敵だしな。

　ステルス航こう行こうでも発見される恐れがある以上、東、ミトツダイラの本ほん領りよう地ちや、江え戸どには行けない。北に上がればP.A.ODAを通るが、聖せい連れんと抗こう争そう中のP.A.ODAを抜けていくのは今の段階、得とくにはならん。武蔵の航路は西、……旧派カトリツクの薄い四し国こくを通って行くことになるだろう」

「あの、……私、貴女あなたの個人的なことを問いましたのよ？」

　え？　と声を挙げたこちらの横、ミトツダイラが小さく笑う。

「今後は、そういう話もいたしましょうね。──そして今の話も興きよう味みありますわ。西行きならば、次に行く場所はどこですの？」

「あ、ああ。行くのは英イギ国リスだ。──九きゆう州しゆうから下関しものせきの鼻先を抜けるのが怖いがな」

　一息。英国ですの、とやや困ったように言うミトツダイラに、自分は頷うなずきを送り、

「英国は極きよく東とうの土地を支配せず、重じゆう奏そう神しん州しゆうから持ち込んだ浮ふ遊ゆう島を用いている。ゆえに重奏統とう合ごう争そう乱らんでは、領りよう土ど要求をせず、極東と各かつ国こくの橋渡し役になった。

　その浮遊島の運営や、各種技術供きよう与よは出雲いずも企業座が行っているが、武蔵むさしは出雲と三み河かわの手によるもの。ここから先のために、英国に繫つなぎを付けつつ、出雲にて武蔵の補修などを行う。

　英国からならM.H.R.R.神聖ローマ帝国も近いので、時期尚しよう早そうだがヴェストファーレンを臨んでもいい」

　先ほど、ネシンバラやシロジロ、そしてヨシナオ達と話し合った結果だ。現状、武蔵は無防備に近い状態であるため、出雲に向かい、〝防ぼう衛えい用〟の装備を揃そろえる必要がある、と。

　……なるべくまあ、面めん倒どうを起こさないことにしたいが。

「私は本当に、未み熟じゆくだからなあ。……今回のでいろいろ思い知ったよ」

「私はそうは思いませんけどね、……でも、色々考えてますのね」

　と、言ったミトツダイラが、速度を緩めた。まだ店には距離がある位置で、何事だろうと己は思い、しかし、

「あ」

　と、走る速度を緩めた。

　見れば眼前、〝青雷亭ブルーサンダー〟の前の道に、茣ご蓙ざを敷いてくつろいでいる者達がいる。それも、数十という単位で、だ。彼らは皆、今日の抗こう争そうに関わった者達ばかりで、

「何だ何だオマエら、こんなとこで大おお皿ざら何枚も用意して……、あ、酒まで！」

　声をあげると、皆が振り向き、鼻前に指を立てた。皆を代表して点てん蔵ぞうがにじり寄り、

「お静かにで御ご座ざる。──そこそこうるさい程度で、ファジーに御座る」

「無む茶ちや言うな。連絡とれないから来てみれば、飲酒でダベりまくりかお前ら」

　言っている間に、店の方から、大皿に料理をのせた女店主が来た。彼女はシードルの注がれたジョッキを束で持って、

「これ誰ー？」

「あの、店主、……一応、皆、元げん服ぷくしてますけど二は十た歳ち前というか」

　言うと、横に頰ほおを赤くした喜き美みがやってきた。彼女はこっちの肩を叩たたき、頰に指を当てると、

「ククク可愛かわいいキャンバス、今度は化け粧しようよ？　覚かく悟ごなさい？」

　……この女は……。

　だがまあ、いろいろな位置づけで存在しているのだろうな、と、自分は思う。誰も彼も、自分も、知っている者達も、今、そこで二つに割った酒さか瓶びん抱えて寝ている二ふた代よも、横向きに抱き合って寝ているナルゼとナイトも、いろいろな、思いもよらない位置を持っているのだろう。

「おやおや、ネンジ君！　酒に酔よったのか赤いね！」

『フ、月つき見み酒といかんのが残念であるがな……！』

「今夜はワインカレーですネー」

　あれらはどうかは知らん。

　そして、こちらから離れた喜き美みが、まだ女おんな店主の手にある皿さらに手を伸ばした。すると女店主が、あ、と声をあげて、

「アンタ、そういうのいつも太る太る言ってなかった？」

「今夜は祝いだし、今日は結けつ構こう動いたから大だい丈じよう夫ぶよ、──母かあさん」

　喜美が最後に告げた言葉。親族の意味を示す言葉に、己は一いつ瞬しゆんだけ意味を考え、

「……親子!?」

　問うと、母と娘が振り向いた。母の方が、ああ、と笑えみを見せ、

「ああ、正純さん、──うちの子のこと、いつも結構高評価で有あり難がとうね？」

　告げられた言葉の内容に、ぞっとした。

　横に立つミトツダイラが、こちらの脇を肘ひじでこづいてくる。何だ、と視線を向ければ、

「未み熟じゆくですわね」

「改めて事実を提示されるとヘコむな。──でもまあ、葵あおいとホライゾンは？」

　特にホライゾンだ。先ほど、祭の中で、本が読みたいと言われた。それも歴史書や研究所のようなものではなく、

　……笑ったり、泣いたり、怒ったり出来るもの。

　とりあえず、嫉妬フトーノスと悲しみの感情に関係したものを持ってきたが、

　……決め台詞ぜりふが〝何この泥どろ棒ぼう猫ねこ……！〟とか、そんなのしか無いなあ。

　影えい響きよう受けやすいようだが、大丈夫だろうか。

　ただ、まだ彼女には解わからないことが多い。大罪武装ロイズモイ・オプロについてもだが、

　……何で、嫉妬の大罪武装を持っているのに、嫉妬の感情を持っていない？

　自分や、他の女子が葵と話していても、彼女は何も感じないらしい。それが解ったため、さっきは女おんな衆しゆう全員が葵を正せい座ざさせて「いいですか、ホライゾンは貴方あなたに文句など言わないと思いますが、その分、貴方がしっかりしなければいけません。すぐ奇き行こうに走ったり、女の子に対して意味不明な勇気を発はつ揮きするのは無しです、無し」などと説教いれていた。

「だがホライゾンは──」

『しー　まさずみ　しずかに』

　店の入り口、開いたドアの陰に置かれた桶おけから、黒くろ藻もの獣けものがこちらを見ている。

　悪い、と告げて店の奥を見てみると、果たして店内に、二人の姿があった。

　だが中央のテーブル、並んで座った二人は、お互いの肩を貸し合うようにしている。それは、

「寝てますわね……」

「何か、太ふと腿もも撫なでてたみたいだぞアレ」

　通りの皆が、やはりそちらを見て、肩をすくめる。

　と、ふと、鼻歌のような、歌声が聞こえた。それは眠るホライゾンが、口ずさみ、ゆっくりと夜気に流す通とおし道どう歌か。




　通りませ　通りませ

　行かば　何処いずこが細ほそ道みちなれば

　天てん神じん元もとへと　至る細道

　御ご意見御ご無用　通れぬとても

　この子の十の　御お祝いわいに

　両のお札ふだを納めに参さんず

　行きはよいなぎ　帰りはこわき

　我が中こわきの　通しかな──




　通りの皆が、歌の聞こえる間、じっと黙っている。それぞれが浸ひたるように、だ。

　そして、自分は、不意に思った。

　……ホライゾンの魂たましいが憶おぼえていた歌、か。

　子こ守もり歌のように聞こえるが、だとしたら、それは母から聞いた歌なのだろうか。

　解わからない。そして解らないまま、歌は終わり、皆が息をつく。

　同じタイミングで、己も一息をついた。店内を覗のぞき込む姿勢から一歩を下がる。

　通り。その中央に立ち、見上げた空は白く薄暗いだけだ。だが、自分は伸びをして、

「全ては明日から、か」

　明日の朝、葵はここに来て、少し違った光景を見せるのだろう。

　聞いた話だと、明日、葵はホライゾンに朝食を作ってもらうらしい。

　どうだろうか。いつも「上手うまく行っていない」と理想の高い彼女だが、感情と味覚はどれだけ連動しているだろう。味が、外していなければいいのだが。

「ああ、でも、……今度は、二人で食べるのかな」

　どっちか片方だけではない、二人一緒で。不味かったらどんな顔をするんだろうか。

　いろいろと状況は変わった。だが、自分はどれほども変わった気はしない。

　未み熟じゆくで、学費を稼かせぐために小等部の講こう師しをするのも今まで通りだろう。

　だが、自分は、伸ばした身体からだを戻し、腰を落とした。皆の間に入り、大おお皿ざらの料理に手を伸ばし、口の中に味を嚙かんで、こう言った。

「明日は、──なるべく遅ち刻こくしないようにしないとな」
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あとがき




　そんな感じでⅠの下終了です。

　とりあえずこんな風ふうに始まりましたという状態ですね。一いち応おう、今シリーズを書くに当たっては、いつものように初しよ心しんを忘れずということを念ねん頭とうにしつつ、十年以上この職業をやってきたからこそ出来ることをやろうと思っています。

　目標としては、今こん作さくにおいては「最終話わのような一話目めを書こうと思った」として、今後も、そのような形でシリーズを構こう成せい出来れば、と考えております。お付き合い、また、お楽しみ頂けますと幸いです。

　さてチャット。

「学生時代の狼ろう藉ぜきって何かある？」

『狼藉ってわけじゃないけど、中三のときに美術の授業でＣＤジャケットを描く、ってのがあったわけよ。模も写しやの授業の一いつ環かんで。──で、すっかりそのこと忘れて、当日になったらＣＤ持って行っていないの俺だけでな』

「どの口で〝狼藉ってわけじゃないけど〟って言ったんだアンタ。確か当とう時じ美術部だろ」

『いや、それで美術準備室に置いてあるＣＤ適当に借りたら松まつ崎ざきしげるを引いてな。それで、下書きして色を塗ろうとしたら、いつもの調ちよう色しよくだと肌はだ色いろが合わないわけだ』

「谷たに村むら新しん司じの方が楽だったな」

『ああ、仕方ないから新しん規きで調色したけど、肌色は英語でフレッシュ言うだろ？　俺、保ほ存ぞん瓶びんのラベルは男の肌色なら〝男フレッシュ〟、薬やく中ちゆうなら〝シャブフレッシュ〟とか書くんだが』

「事件になりそうな肌色作つくってんじゃねえよ」

『まあそのルールゆえ、あのときも保存瓶に〝松崎しげるフレッシュ〟ってラベル貼はってな』

「確かにいつもフレッシュだよね」

『ああ。それで作業したわけだが、保存瓶を美術準備室に置いてたら、次の授業までにどいつもこいつも中なか身み開けて俺の〝松崎しげるフレッシュ〟に何が入ってるか確かめやがってな。翌よく週しゆうの授業で開けたら乾かん燥そう肌はだのカリカリでなあ。都つ合ごう三回ほど作り直して塗り直したぞ』

「どうでもいいけど、この話題、今の中高生にどのくらい通じるんだろ」

　ともあれそんな感じで一つ。今回まあ、全体がようやく動き出した感じですが、

「これから一番大変なのは誰かなあ」

　というところで。あ、ＢＧＭはyukiで「JOY」で。メインの二人はこのくらいがいい塩あん梅ばいではないかと思います。

　では、次は三征西班牙トレス・エスパニアとの戦争を控えた英国イギリスですな。少々お待ちをー。


平成二十年　八月　雨の筈はずが超ちよう晴天の朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　　稔みのる
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